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平成 19 年 10 月 22 日 

改正 平成 22 年 12 月 10 日 

 

「統計データの二次的利用促進に関する研究会」の開催について 

 

 

１ 目  的 

「統計データの二次的利用促進に関する研究会」は，統計データの二次

的利用等に関する検討を行うに当たり，利用者側からの意見等を反映させ

るとともに，技術的助言を得るために開催する。 

 

２ 検討事項 

(1) 統計法に基づく統計データの二次的利用の運用について 

(2) 「匿名データの作成」における技術的な課題(匿名化の処理方法等)に

ついて 

(3) 「委託による統計の作成等」に係る技術的な課題(秘匿処理の方法等)

について 

(4) 統計データの二次的利用に関するガイドラインについて 

(5) その他統計データの二次的利用に関する諸課題(オンサイト利用等)

について 

 

３ 構 成 員 

別紙のとおり 

※研究会の座長は、構成員の互選により定める。 

座長は必要があると認めるときは、関係者を研究会に出席させ、意見

を聴くことができる。  

 

４ 庶 務 

本研究会の庶務は、政策統括官（統計基準担当）付統計企画管理官室に

おいて処理する。 
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別 紙 

 

 

統計データの二次的利用促進に関する研究会 構成員名簿 

（50音順・敬称略） 

 

（構成員） 

縣
あがた

  公
こう

一郎
いちろう

 早稲田大学政治経済学術院教授  

玄
げ ん

田
だ

 有史
ゆ う じ

   国立大学法人東京大学社会科学研究所教授 

椿
つばき

   広計
ひ ろ え

   大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構  

統計数理研究所 副所長  

廣
ひ ろ

松
ま つ

  毅
たけし

   情報セキュリティ大学院大学教授  

安田
や す だ

 聖
さとし

 国立大学法人一橋大学経済研究所付属社会科学統計情

報研究センター教授 

 

 

（オブザーバ） 

内閣府統計委員会担当室参事官  

内閣府経済社会総合研究所景気統計部長  

総務省統計局統計調査部調査企画課長  

財務省大臣官房総合政策課長  

文部科学省生涯学習政策局調査企画課課長  

厚生労働省大臣官房統計情報部審査解析室長  

農林水産省大臣官房統計部統計企画課長  

経済産業省経済産業政策局調査統計部統計企画室長  

国土交通省総合政策局情報安全・調査課長  

環境省総合環境政策局環境計画課企画調査室長  

独立行政法人統計センター情報技術部情報管理課統計データ高度利用推進

室長  

日本銀行調査統計局統計整備担当企画役 

（座長） 

資料編

2



 

「統計データの二次的利用促進に関する研究会」開催経緯 

 

第８回  平成２２年１２月１０日（金） 

     議題 (1) 研究会報告以降の経緯等について 

        (2) 研究会で検討すべき課題について 

        (3) 研究会の当面の検討について 

        (4) その他 

 

第９回  平成２３年２月１７日（木） 

     議題 (1) 情報通信利活用のための規制・制度改革に関する専門

調査会における議論について 

        (2) 諸外国における二次的利用の状況について 

        (3) 研究会で検討すべき課題について 

 

第１０回 平成２３年４月２６日（火） 

     議題 (1) 用語の定義について 

        (2) 諸外国における二次的利用の状況について 

        (3) 今後の検討及びスケジュール等について 

        (4) 諸外国の実態把握について 

        (5) その他 

 

第１１回 平成２３年６月２７日（月） 

     議題 (1) 用語の定義について 

        (2) 検討に当たっての考え方や守るべき原則 

        (3) オーダーメード集計等に関する整理 

 

第１２回 平成２４年３月２７日（火） 

議題 (1) 諸外国における二次的利用の現状について 

   (2) 二次的利用に関するヒアリング結果について 

(3) 統計データの二次的利用促進に関する研究会 

平成23年度報告書骨子（案）について 

 

第１３回 平成２４年７月２５日（月） 

議題 (1) 公的統計ミクロデータのオンサイト利用について 

(2) 統計データの二次的利用促進に関する研究会 

平成23年度報告書（案）について 

 

※  各回の議事概要及び配布資料については、資料 16（資料編 142 頁）参照  
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二　前号に掲げる者が行う統計の作成等と同等の公益性を有する統計の作
成等として総務省令で定めるものを行う者　当該総務省令で定める統計の作
成等

ア　統計一般の目的であること
　「統計一般の目的」とは、指定統計以外の統計を作成す
ること、他の統計調査の結果と合わせて新たな統計を作成
すること、統計調査の調査対象名簿を作成すること等のた
めに使用することをいう。
　使用した結果が行政上に利用される場合は、原則として
問題ない。学問的研究に利用される場合には、その研究
が高度に専門的な研究であり、かつ、公益性の高いもので
あることが必要である。

エ　統計法又は同法に基づく法令の規定の違反事件を処
理するために必要であること

統
計
法

統
計
法
施
行
規
則

第15条　何人も、指定統計を作成するために集められた調査票を、統計
上の目的以外に使用してはならない。

２　前項の規定は、総務大臣の承認を得て使用の目的を公示したものに
ついては、これを適用しない。

旧
統
計
法

イ　名簿の作成であること
　「名簿」とは、前期アに掲げる目的で作成されるもの以外
の名簿をいう。具体的には、工場名簿、商店名簿等を作成
することをいう。
　作成された名簿が行政上又は学問的研究に利用される
場合は、それぞれ前記アと同様に考えるものとする。ただ
し、作成した名簿を、個々の調査対象に対する行政処分や
行政指導を行うために用いてはならない。

一　行政機関等その他これに準ずる者として総務省令で定める者　統計の作
成等又は統計を作成するための調査に係る名簿の作成

資料３

　（委託による統計の作成等を行うことができる場合）
第10条　法第三十四条 の総務省令で定める場合は、次に掲げる場合
とする。
一　学術研究の発展に資すると認められる場合であって、次に掲げる要
件のすべてに該当すると認められる場合
イ　統計成果物を学術研究の用に供することを直接の目的とすること。
ロ　統計成果物を用いて行った学術研究の成果が公表されること。
二　高等教育の発展に資すると認められる場合であって、次に掲げる要
件のすべてに該当すると認められる場合
イ　統計成果物を学校教育法 （昭和二十二年法律第二十六号）第一条
に規定する大学又は高等専門学校における教育の用に供することを直
接の目的とすること。
ロ　統計成果物を用いて行った教育内容が公表されること。

統
計
法
施
行
規
則

　（匿名データの作成）
第35条　行政機関の長又は届出独立行政法人等は、その行った統計調査に
係る調査票情報を加工して、匿名データを作成することができる。
２　行政機関の長は、前項の規定により基幹統計調査に係る匿名データを作
成しようとするときは、あらかじめ、統計委員会の意見を聴かなければならな
い。
　（匿名データの提供）
第36条　行政機関の長又は届出独立行政法人等は、学術研究の発展に資
すると認める場合その他の総務省令で定める場合には、総務省令で定める
ところにより、一般からの求めに応じ、前条第一項の規定により作成した匿名
データを提供することができる。

二次的利用に係る新旧統計法下の法体系

統
計
法

　（委託による統計の作成等）
第34条 　行政機関の長又は届出独立行政法人等は、その業務の遂行に支
障のない範囲内において、学術研究の発展に資すると認める場合その他の
総務省令で定める場合には、総務省令で定めるところにより、一般からの委
託に応じ、その行った統計調査に係る調査票情報を利用して、統計の作成等
を行うことができる。

統
計
法

ウ　事例研究を行うために必要であること
　「事例研究」とは、前記ア記載のような統計的加工を行う
ことなく、個々の調査票の申告内容を、そのまま研究分析
することをいう。
　当該研究が、行政上又は学問的研究に利用される場合
は、それぞれ前記アと同様に考えるものとする。

　（調査票情報の提供を受けることができる統計の作成等）
第９条　法第三十三条第二号 の総務省令で定める統計の作成等は、
次に掲げる統計の作成等であって、調査票情報を適正に管理するため
に必要な措置が講じられているものとする。
一　行政機関等又は前条に規定する者（次号及び第十五条第三号にお
いて「公的機関」という。）が、これらの者以外の者に委託し、又はこれら
の者以外の者と共同して行う調査研究に係る統計の作成等
二　その実施に要する費用の全部又は一部を公的機関が公募の方法
により補助する調査研究に係る統計の作成等
三　行政機関の長又は地方公共団体の長その他の執行機関が、その
政策の企画、立案、実施又は評価に有用であると認める統計の作成等
その他特別な事由があると認める統計の作成等

指
定
統
計
調
査
調
査
票
の
統
計
目
的
外
使
用
の
承
認
申
請
に
関
す
る
事
務
処
理
要
領

旧統計法（昭和22年法律第18号）下の法体系 統計法（平成19年法律第53号）下の法体系

　（調査票情報等の利用制限）
第40条　行政機関の長、地方公共団体の長その他の執行機関又は届出独
立行政法人等は、この法律（地方公共団体の長その他の執行機関にあって
は、この法律又は当該地方公共団体の条例）に特別の定めがある場合を除
き、その行った統計調査の目的以外の目的のために、当該統計調査に係る
調査票情報を自ら利用し、又は提供してはならない。
２・３　略
　（調査票情報の提供）
第33条　行政機関の長又は届出独立行政法人等は、次の各号に掲げる者
が当該各号に定める行為を行う場合には、その行った統計調査に係る調査
票情報を、これらの者に提供することができる。
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二次的利用に係る統計法令の規定（現行法令） 

 
 

統計法（抄） 

平成 19 年 5月 23日 法律第 53 号 

 

（定義） 

第二条 この法律において「行政機関」とは、法律の規定に基づき内閣に置かれる機関若しくは内

閣の所轄の下に置かれる機関、宮内庁、内閣府設置法（平成十一年法律第八十九号）第四十九条

第一項若しくは第二項に規定する機関又は国家行政組織法（昭和二十三年法律第百二十号）第三

条第二項に規定する機関をいう。 

２ この法律において「独立行政法人等」とは、次に掲げる法人をいう。 

一 独立行政法人（独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に規定する独立

行政法人をいう。次号において同じ。） 

二 法律により直接に設立された法人、特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人

（独立行政法人を除く。）又は特別の法律により設立され、かつ、その設立に関し行政庁の認可

を要する法人のうち、政令で定めるもの 

３ この法律において「公的統計」とは、行政機関、地方公共団体又は独立行政法人等（以下「行

政機関等」という。）が作成する統計をいう。 

４～10（略） 

11 この法律において「調査票情報」とは、統計調査によって集められた情報のうち、文書、図画

又は電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方

式で作られた記録をいう。）に記録されているものをいう。 

12 この法律において「匿名データ」とは、一般の利用に供することを目的として調査票情報を特

定の個人又は法人その他の団体の識別（他の情報との照合による識別を含む。）ができないように

加工したものをいう。 

 

（調査票情報の二次利用） 

第三十二条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、次に掲げる場合には、その行った統計調査

に係る調査票情報を利用することができる。 

一 統計の作成又は統計的研究（以下「統計の作成等」という。）を行う場合 

二 統計を作成するための調査に係る名簿を作成する場合 

 

（調査票情報の提供） 

第三十三条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、次の各号に掲げる者が当該各号に定める行

為を行う場合には、その行った統計調査に係る調査票情報を、これらの者に提供することができ

る。 

一 行政機関等その他これに準ずる者として総務省令で定める者 統計の作成等又は統計を作成

するための調査に係る名簿の作成 

二 前号に掲げる者が行う統計の作成等と同等の公益性を有する統計の作成等として総務省令で

定めるものを行う者 当該総務省令で定める統計の作成等 

 

資料４ 
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（委託による統計の作成等） 

第三十四条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、その業務の遂行に支障のない範囲内におい

て、学術研究の発展に資すると認める場合その他の総務省令で定める場合には、総務省令で定め

るところにより、一般からの委託に応じ、その行った統計調査に係る調査票情報を利用して、統

計の作成等を行うことができる。 

 

（匿名データの作成） 

第三十五条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、その行った統計調査に係る調査票情報を加

工して、匿名データを作成することができる。 

２ 行政機関の長は、前項の規定により基幹統計調査に係る匿名データを作成しようとするときは、

あらかじめ、統計委員会の意見を聴かなければならない。 

 

（匿名データの提供） 

第三十六条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、学術研究の発展に資すると認める場合その

他の総務省令で定める場合には、総務省令で定めるところにより、一般からの求めに応じ、前条

第一項の規定により作成した匿名データを提供することができる。 

 

（事務の委託） 

第三十七条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、その行った統計調査に係る調査票情報に関

し第三十四条又は前条の規定に基づき行う事務の全部を委託するときは、その業務の内容その他

の事情を勘案して政令で定める独立行政法人等に委託しなければならない。 

 

（手数料） 

第三十八条 第三十四条の規定により行政機関の長に委託をする者又は第三十六条の規定により行

政機関の長が作成した匿名データの提供を受ける者は、実費を勘案して政令で定める額の手数料

を国（前条の規定による委託を受けた独立行政法人等（以下この条において「受託独立行政法人

等」という。）が第三十四条又は第三十六条の規定に基づき行う事務の全部を行う場合にあっては、

当該受託独立行政法人等）に納めなければならない。 

２ 前項の規定により受託独立行政法人等に納められた手数料は、当該受託独立行政法人等の収入

とする。 

３ 第三十四条の規定により届出独立行政法人等に委託をする者又は第三十六条の規定により届出

独立行政法人等が作成した匿名データの提供を受ける者は、実費を勘案して、かつ、第一項の手

数料の額を参酌して届出独立行政法人等が定める額の手数料を当該届出独立行政法人等に納めな

ければならない。 

４ 届出独立行政法人等は、前項の規定による手数料の額の定めを一般の閲覧に供しなければなら

ない。 

 

（調査票情報等の利用制限） 

第四十条 行政機関の長、地方公共団体の長その他の執行機関又は届出独立行政法人等は、この法

律（地方公共団体の長その他の執行機関にあっては、この法律又は当該地方公共団体の条例）に

特別の定めがある場合を除き、その行った統計調査の目的以外の目的のために、当該統計調査に

係る調査票情報を自ら利用し、又は提供してはならない。 
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２ 第二十七条第二項の規定により総務大臣から事業所母集団データベースに記録されている情報

の提供を受けた行政機関の長、地方公共団体の長その他の執行機関又は届出独立行政法人等は、

同項各号に掲げる目的以外の目的のために、当該事業所母集団データベースに記録されている情

報を自ら利用し、又は提供してはならない。 

３ 第二十九条第一項の規定により行政記録情報の提供を受けた行政機関の長は、当該行政記録情

報を同項の規定により明示した利用目的以外の目的のために自ら利用し、又は提供してはならな

い。 

 

（調査票情報等の提供を受けた者による適正な管理） 

第四十二条 次の各号に掲げる者は、当該各号に定める情報を適正に管理するために必要な措置を

講じなければならない。 

一 第三十三条の規定により調査票情報の提供を受けた者 当該調査票情報 

二 第三十六条の規定により匿名データの提供を受けた者 当該匿名データ 

２ 前項の規定は、同項各号に掲げる者から当該各号に定める情報の取扱いに関する業務の委託を

受けた者その他の当該委託に係る業務を受託した者について準用する。 

 

（調査票情報の提供を受けた者の守秘義務等） 

第四十三条 次の各号に掲げる者は、当該各号に定める業務に関して知り得た個人又は法人その他

の団体の秘密を漏らしてはならない。 

一 前条第一項第一号に掲げる者であって、同号に定める調査票情報の取扱いに従事する者又は従

事していた者 当該調査票情報を取り扱う業務 

二 前条第一項第一号に掲げる者から同号に定める調査票情報の取扱いに関する業務の委託を受

けた者その他の当該委託に係る業務に従事する者又は従事していた者 当該委託に係る業務 

２ 第三十三条の規定により調査票情報の提供を受けた者若しくは第三十六条の規定により匿名デ

ータの提供を受けた者又はこれらの者から当該調査票情報若しくは当該匿名データの取扱いに関

する業務の委託を受けた者その他の当該委託に係る業務に従事する者若しくは従事していた者は、

当該調査票情報又は当該匿名データをその提供を受けた目的以外の目的のために自ら利用し、又

は提供してはならない。 

 

第五十七条 次の各号のいずれかに該当する者は、二年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処する。 

一・二 （略） 

三 第四十三条第一項の規定に違反して、その業務に関して知り得た個人又は法人その他の団体の

秘密を漏らした者 

２ （略） 

 

第五十九条 第四十一条各号に掲げる者が、その取り扱う同条各号に規定する情報を、自己又は第

三者の不正な利益を図る目的で提供し、又は盗用したときは、一年以下の懲役又は五十万円以下

の罰金に処する。 

２ 第四十三条第一項各号に掲げる者が、その取扱い又は利用に係る調査票情報を、自己又は第三

者の不正な利益を図る目的で提供し、又は盗用したときも前項と同様とする。 
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統計法施行令（抄） 

平成 20 年 10 月 31 日 政令第 334号 

 最終改正 平成 24年 6月 15日 政令第 162号 

 

 

（公的統計の作成主体となるべき法人） 

第一条 統計法（以下「法」という。）第二条第二項第二号の政令で定める法人は、沖縄科学技術大

学院大学学園、沖縄振興開発金融公庫、株式会社国際協力銀行、株式会社日本政策金融公庫、原

子力損害賠償支援機構、国立大学法人、大学共同利用機関法人、日本銀行、日本司法支援センタ

ー、日本私立学校振興・共済事業団、日本中央競馬会、日本年金機構、農水産業協同組合貯金保

険機構、放送大学学園及び預金保険機構とする。 

 

（統計調査の届出をしなければならない独立行政法人等及び当該届出の手続） 

第八条 法第二十五条の政令で定める独立行政法人等は、日本銀行とする。 

２ （略） 

 

（事務の全部の委託先となるべき独立行政法人等） 

第十二条 法第三十七条の政令で定める独立行政法人等は、独立行政法人統計センターとする。 

 

（手数料の額等） 

第十三条 法第三十四条の規定により行政機関の長に委託をする者が法第三十八条第一項の規定に

より納付すべき手数料の額は、次の各号に掲げる額の合計額とする。 

一 法第三十四条の規定による統計の作成等に要する時間一時間までごとに五千九百円 

二 統計成果物（委託により作成した統計又は委託による統計的研究の成果をいう。次号におい

て同じ。)の提供に関する次のイからニまでに掲げる方法の区分に応じ、それぞれイからニまで

に定める額 

イ 用紙に出力したものの交付 用紙一枚につき十円 

ロ フレキシブルディスクカートリッジ（日本工業規格Ｘ六二二三に適合する幅九十ミリメー

トルのものに限る。)に複写したものの交付 一枚につき五十円 

  ハ 光ディスク（日本工業規格Ｘ〇六〇六及びＸ六二八一に適合する直径百二十ミリメートル

の光ディスクの再生装置で再生することが可能なものに限る。)に複写したものの交付 一枚

につき百円 

ニ 光ディスク（日本工業規格Ｘ六二四一に適合する直径百二十ミリメートルの光ディスクの

再生装置で再生することが可能なものに限る。)に複写したものの交付 一枚につき百二十円 

三 統計成果物の送付に要する費用（当該送付を求める場合に限る。) 

四 前三号に掲げるもののほか、委託を受ける行政機関の長が統計の作成等 

に要する費用として定める額 

２ 法第三十六条の規定により行政機関の長が作成した匿名データの提供を受ける者が法第三十八

条第一項の規定により納付すべき手数料の額は、次の各号に掲げる額の合計額とする。 

一 請求一件につき千八百五十円 

二 統計調査の期日又は期間及び調査票情報の種類を勘案して行政機関の長によってまとめられ
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た匿名データの集合物の一につき八千五百円 

 三 匿名データの提供に関する次のイからハまでに掲げる方法の区分に応じ、それぞれイからハ

までに定める額 

イ 前項第二号ロのフレキシブルディスクカートリッジに複写したものの交付 一枚につき五

十円 

ロ 前項第二号ハの光ディスクに複写したものの交付 一枚につき百円 

ハ 前項第二号ニの光ディスクに複写したものの交付 一枚につき百二十円 

四 匿名データの送付に要する費用（当該送付を求める場合に限る。) 

３ 前二項の手数料は、次に掲げる場合を除き、総務省令で定める依頼書に収入印紙をはって納付

しなければならない。 

一 特許庁長官に対し、法第三十四条の規定による統計の作成等を委託し、又は法第三十六条の

規定による匿名データの提供を求める場合 

 二 前二項の手数料の納付を現金ですることが可能である旨を行政機関の長（特許庁長官を除

く。)が官報で公示した場合において、当該手数料を当該行政機関に対し現金で納付する場合 

 三 法第三十八条第一項の規定により受託独立行政法人等に対し手数料を納付する場合 
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統計法施行規則（総務省令）（抄） 

 

平成 20 年 12月 16日 総務省令第 145号 

 最終改正 平成 24年 7 月 9日 総務省令第 67号 

 

（調査票情報の提供を受けることができる者） 

第八条 法第三十三条第一号の総務省令で定める者は、会計検査院、地方独立行政法人、地方住宅

供給公社、地方道路公社及び土地開発公社とする。 

 

 （調査票情報の提供を受けることができる統計の作成等） 

第九条 法第三十三条第二号の総務省令で定める統計の作成等は、次に掲げる統計の作成等であっ

て、調査票情報を適正に管理するために必要な措置が講じられているものとする。 

一 行政機関等又は前条に規定する者（次号及び第十五条第三号において「公的機関」という。）

が、これらの者以外の者に委託し、又はこれらの者以外の者と共同して行う調査研究に係る統計

の作成等 

二 その実施に要する費用の全部又は一部を公的機関が公募の方法により補助する調査研究に係

る統計の作成等 

三 行政機関の長又は地方公共団体の長その他の執行機関が、その政策の企画、立案、実施又は

評価に有用であると認める統計の作成等その他特別な事由があると認める統計の作成等 

 

 （委託による統計の作成等を行うことができる場合） 

第十条 法第三十四条の総務省令で定める場合は、次に掲げる場合とする。 

一 学術研究の発展に資すると認められる場合であって、次に掲げる要件のすべてに該当すると

認められる場合 

イ 統計成果物を学術研究の用に供することを直接の目的とすること。 

ロ 統計成果物を用いて行った学術研究の成果が公表されること。 

二 高等教育の発展に資すると認められる場合であって、次に掲げる要件のすべてに該当すると

認められる場合 

イ 統計成果物を学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第一条に規定する大学又は高等専

門学校における教育の用に供することを直接の目的とすること。 

ロ 統計成果物を用いて行った教育内容が公表されること。 

 

 （委託による統計の作成等に係る手続等） 

第十一条 法第三十四条の規定により行政機関の長又は届出独立行政法人等に統計の作成等を委託

しようとする者（以下「委託申出者」という。）は、次に掲げる事項を記載した書類（以下「委託

申出書」という。）に、当該行政機関の長又は届出独立行政法人等（これらの者が法第三十七条の

規定により令第十二条に規定する独立行政法人等に事務の全部を委託するときは、当該独立行政

法人等。以下この条から第十三条までにおいて同じ。）が当該統計の作成等に係る事務処理のため

に必要と認める資料を添付して、当該行政機関の長又は届出独立行政法人等に提出することによ

り、委託の申出をするものとする。 

一 委託申出者（委託申出者が法人その他の団体で代表者又は管理人の定めがあるもの（以下こ

の項及び次項において「法人等」という。）であるときは、その代表者又は管理人）の氏名、生
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年月日及び住所 

二 委託申出者が法人等であるときは、当該法人等の名称及び住所 

三 代理人によって申出をするときは、当該代理人の氏名、生年月日及び住所 

四 統計の作成等に必要となる調査票情報に係る統計調査の名称、年次その他の当該調査票情報

を特定するために必要な事項 

五 委託に係る統計の作成等の内容 

六 統計成果物の利用目的 

七 前各号に掲げるもののほか、前条第一号又は第二号に掲げる要件に該当することを確認する

ために必要な事項その他総務大臣が告示で定める事項 

２ 委託申出者は、前項に規定する申出をするときは、行政機関の長又は届出独立行政法人等に対

し、次に掲げる書類を提示し、又は提出するものとする。 

一 委託申出書及びこれに添付すべき資料（以下「委託申出書等」という。）に記載されている委

託申出者（委託申出者が法人等であるときは、その代表者又は管理人）及び委託申出者の代理人

の氏名、生年月日及び住所と同一の氏名、生年月日及び住所が記載されている運転免許証、健康

保険の被保険者証、住民基本台帳法（昭和四十二年法律第八十一号）第三十条の四十四第一項に

規定する住民基本台帳カード、出入国管理及び難民認定法（昭和二十六年政令第三百十九号）第

十九条の三に規定する在留カード、日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出

入国管理に関する特例法（平成三年法律第七十一号）第七条第一項に規定する特別永住者証明書

で申出の日において有効なものその他これらの者が本人であることを確認するに足りる書類 

二 委託申出者が法人等であるときは、委託申出書等に記載されている当該法人等の名称及び住

所並びに代表者又は管理人の氏名と同一の名称及び住所並びに氏名が記載されている登記事項

証明書又は印鑑登録証明書で申出日前六月以内に作成されたものその他その者が本人であるこ

とを確認するに足りる書類 

三 代理人によって申出をするときは、代理権を証明する書面 

３ 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、第一項の規定により提出された委託申出書等に不備

があり、又はこれらに記載すべき事項の記載が不十分であると認めるときは、委託申出者に対し

て、説明を求め、又は当該委託申出書等の訂正を求めることができる。 

 

第十二条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、前条第一項の規定による申出を受けた場合に

おいて、当該申出に応じることが適当と認めるときは、委託申出者に対し、当該申出に応じて当

該申出に係る統計の作成等を行う旨並びに当該統計の作成等に要する手数料の額及び納付期限を

通知するもの とする。 

２ 前項の通知を受けた委託申出者は、当該通知に係る統計の作成等の実施を求めるときは、納付

する手数料の額及び納付方法その他必要な事項を記載した総務大臣が告示で定める様式による依

頼書に、当該通知を行った行政機関の長又は届出独立行政法人等が当該統計の作成等に係る契約

を行うために 必要と認める書類を添付して、当該行政機関の長又は届出独立行政法人等に提出

するものとする。 

３ 前項の依頼書を提出する者は、納付期限までに手数料を納付しなければならない。 

 

第十三条 統計成果物の提供を受けた委託申出者は、当該統計成果物を用いて行った学術研究又は

教育が終了したときは、遅滞なく、当該学術研究の成果又は教育内容の概要その他の統計成果物

を利用した実績に関する事項を記載した総務大臣が告示で定める様式による利用実績報告書を当
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該統計成果物 の提供を行った行政機関の長又は届出独立行政法人等に提出するものとする。 

２ 統計成果物の提供を受けた委託申出者は、当該統計成果物を第十一条第一項第六号の利用目的

以外の目的のために自ら利用し、又は提供してはならない。ただし、当該統計成果物の提供を行

った行政機関の長又は届出独立行政法人等の同意を得たときは、この限りでない。 

３ 統計成果物の提供を受けた委託申出者は、死亡その他やむを得ない理由がある場合を除き、当

該統計成果物を用いて行った学術研究の成果又は教育内容を公表するものとする。 

 

（利用実績報告書の公表） 

第十四条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、前条第一項の規定に基づき提出された利用実

績報告書の全部又は一部をインターネットの利用その他の適切な方法により公表することができ

る。 

 

 （匿名データの提供を行うことができる場合） 

第十五条 法第三十六条の総務省令で定める場合は、次に掲げる場合とする。 

一 学術研究の発展に資すると認められる場合であって、次に掲げる要件のすべてに該当すると

認められる場合 

イ 匿名データを統計の作成等にのみ用いること。 

ロ 匿名データを学術研究の用に供することを直接の目的とすること。 

  ハ 匿名データを用いて行った学術研究の成果が公表されること。 

  ニ 匿名データを適正に管理するために必要な措置が講じられていること。 

二 高等教育の発展に資すると認められる場合であって、次に掲げる要件のすべてに該当すると

認められる場合 

イ 前号イ及びニに掲げる要件に該当すること。 

ロ 匿名データを学校教育法第一条に規定する大学又は高等専門学校における教育の用に供す

ることを直接の目的とすること。 

ハ 匿名データを用いて行った教育内容が公表されること。 

 三 国際社会における我が国の利益の増進及び国際経済社会の健全な発展に資すると認められる

場合であって、次に掲げる要件のすべてに該当すると認められる場合 

イ 匿名データを国際比較を行う上で必要な統計の作成等にのみ用いること。 

ロ 提供依頼申出者（法第三十六条の規定により行政機関の長又は届出独立行政法人等に匿名

データの提供を依頼しようとする者をいう。以下この号及び第十六条において準用する第十

一条から第十三条までにおいて同じ。）が、我が国が加盟している国際機関であること又は次

に掲げる要 

   件のすべてに該当する者であること。 

(1) イに規定する統計の作成等は、国際比較を行う上で必要な統計又は統計的研究の成果を

公的機関、外国政府等（外国政府又は国際機関その他これらに準ずるものをいう。以下同

じ。）又はこれらを用いて学術研究若しくは高等教育を行う者に対して提供すること（以下

「国際比較 

    統計等の提供」という。）を目的とするものであること。 

(2) 二以上の外国政府等からイに規定する統計の作成等に必要な調査票情報（これに類する

情報を含み、匿名データと比較できるものに限る。）の提供を受けているか又は受ける見込

みが確実であると認められ、かつ、公的機関若しくは一以上の外国政府等から職員の派遣、
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資金の提供若しくは建物その他の施設の提供等の支援を受けているか又は受ける見込みが

確実であると認められること。 

ハ 次に掲げる提供依頼申出者の区分に応じ、それぞれ次に定める内容が公表されること。 

(1) 我が国が加盟している国際機関 匿名データを用いて行った国際比較の結果 

(2) 我が国が加盟している国際機関以外の者 匿名データを用いて行った国際比較統計等の

提供の状況 

  ニ 第一号ニに掲げる要件に該当すること。 

 

（匿名データの提供に係る手続等） 

第十六条において読み替えて準用する第十一条 提供依頼申出者は、次に掲げる事項を記載した書

類（以下「提供依頼申出書」という。）に、当該行政機関の長又は届出独立行政法人等（これらの

者が法第三十七条の規定により令第十二条に規定する独立行政法人等に事務の全部を委託すると

きは、当該独立行政法人等。以下第十六条において準用するこの条から第十三条までにおいて同

じ。）が当該匿名データの提供に係る事務処理のために必要と認める資料を添付して、当該行政機

関の長又は届出独立行政法人等に提出することにより、依頼の申出をするものとする。 

一 提供依頼申出者（提供依頼申出者が法人その他の団体で代表者又は管理人の定めがあるもの

（以下第十六条において準用するこの項及び次項において「法人等」という。）であるときは、

その代表者又は管理人）の氏名、生年月日及び住所 

二 提供依頼申出者が法人等であるときは、当該法人等の名称及び住所 

三 代理人によって申出をするときは、当該代理人の氏名、生年月日及び住所 

四 匿名データの名称、年次その他の当該匿名データを特定するために必要な事項 

五 匿名データの使用場所及び管理方法 

六 匿名データの利用目的 

七 第十六条において準用する前各号に掲げるもののほか、第十五条各号に掲げる要件に該当する

ことを確認するために必要な事項その他総務大臣が告示で定める事項 

２ 提供依頼申出者は、第十六条において準用する前項に規定する申出をするときは、行政機関の

長又は届出独立行政法人等に対し、次に掲げる書類を提示し、又は提出するものとする。 

一 提供依頼申出書及びこれに添付すべき資料（以下「提供依頼申出書等」という。）に記載され

ている提供依頼申出者（提供依頼申出者が法人等であるときは、その代表者又は管理人）及び提

供依頼申出者の代理人の氏名、生年月日及び住所と同一の氏名、生年月日及び住所が記載されて

いる運転免許証、健康保険の被保険者証、住民基本台帳法（昭和四十二年法律第八十一号）第三

十条の四十四第一項に規定する住民基本台帳カード、出入国管理及び難民認定法（昭和二十六年

政令第三百十九号）第十九条の三に規定する在留カード、日本国との平和条約に基づき日本の国

籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法（平成三年法律第七十一号）第七条第一項に規定

する特別永住者証明書で申出の日において有効なものその他これらの者が本人であることを確

認するに足りる書類 

二 提供依頼申出者が法人等であるときは、提供依頼申出書等に記載されている当該法人等の名

称及び住所並びに代表者又は管理人の氏名と同一の名称及び住所並びに氏名が記載されている

登記事項証明書又は印鑑登録証明書で申出日前六月以内に作成されたものその他その者が本人

であることを確認するに足りる書類 

三 代理人によって申出をするときは、代理権を証明する書面 
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３ 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、第十六条において準用する第一項の規定により提出

された提供依頼申出書等に不備があり、又はこれらに記載すべき事項の記載が不十分であると認

めるときは、提供依頼申出者に対して、説明を求め、又は当該提供依頼申出書等の訂正を求める

ことができる。 

 

第十六条において読み替えて準用する第十二条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、第十六

条において準用する前条第一項の規定による申出を受けた場合において、当該申出に応じること

が適当と認めるときは、提供依頼申出者に対し、当該申出に応じて当該申出に係る匿名データの

提供を行う旨並びに当該匿名データの提供に要する手数料の額及び納付期限を通知するものとす

る。 

２ 第十六条において準用する前項の通知を受けた提供依頼申出者は、当該通知に係る匿名データ

の提供の実施を求めるときは、納付する手数料の額及び納付方法その他必要な事項を記載した総

務大臣が告示で定める様式による依頼書に、当該通知を行った行政機関の長又は届出独立行政法

人等が定める匿名データの取扱いに関する事項（使用後にとるべき措置に関する事項を含む。）を

遵守する旨記載した書面その他当該行政機関の長又は届出独立行政法人等が必要と認める書類を

添付して、当該行政機関の長又は届出独立行政法人等に提出するものとする。 

３ 第十六条において準用する前項の依頼書を提出する者は、納付期限までに手数料を納付しなけ

ればならない。 

 

第十六条において読み替えて準用する第十三条 匿名データの提供を受けた提供依頼申出者は、当

該匿名データを用いて行った学術研究、教育又は国際比較が終了したとき（国際比較を行う場合

であって、提供依頼申出者が国際比較統計等の提供を行う場合には、行政機関の長又は届出独立

行政法人等が定める期間を経過したとき及び終了したとき）は、遅滞なく、当該学術研究の成果、

教育内容の概要、国際比較の結果又は国際比較統計等の提供の状況その他の匿名データを利用し

た実績に関する事項を記載した総務大臣が告示で定める様式による利用実績報告書を当該匿名デ

ータの提供を行った行政機関の長又は届出独立行政法人等に提出するものとする。 

２ 匿名データの提供を受けた提供依頼申出者は、当該匿名データの使用が終了したときは、速や

かに、匿名データの使用後にとるべき措置をとるものとする。 

３ 匿名データの提供を受けた提供依頼申出者は、死亡その他やむを得ない理由がある場合を除き、

当該匿名データを用いて行った学術研究の成果、教育内容、国際比較の結果又は国際比較統計等

の提供の状況を公表するものとする。この場合において、国際比較統計等の提供の状況を公表す

るときは、行政機関の長又は届出独立行政法人等が定める期間ごとに、公表するものとする。 

 

（利用実績報告書の公表） 

第十六条において読み替えて準用する第十四条 行政機関の長又は届出独立行政法人等は、第十六

条において準用する前条第一項の規定に基づき提出された利用実績報告書の全部又は一部をイン

ターネットの利用その他の適切な方法により公表することができる。 
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委託申出書等に記載する事項及び統計の作成等に係る 

依頼書等の様式を定める件 

 

平成 21年 9月 30日総務省告示第 457号 

 

（用語） 

第一条 この告示において使用する用語は、統計法（平成十九年法律第五十三号）、統計法施行令（平

成二十年政令第三百三十四号）及び統計法施行規則（以下「規則」という。）において使用する用

語の例による。 

 

（委託申出書に記載する事項） 

第二条 規則第十一条第一項第七号の総務大臣が告示で定める事項は、次の各号に掲げる申出の区

分に応じ、当該各号に定める事項とする。 

一 規則第十条第一号に該当する申出次に掲げる事項 

イ 委託申出者（委託申出者が法人等であるときは、その代表者又は管理人）の所属、職名及び

連絡先 

ロ 代理人によって申出をするときは、当該代理人の所属、職名及び連絡先 

ハ 統計の作成等の処理内容に係る仕様 

ニ 統計成果物の直接の利用目的が学術研究目的である旨 

ホ 学術研究の名称、必要性、内容及び実施期間 

ヘ 学術研究の成果を公表する方法 

ト 統計成果物の提供を受ける方法及び年月日並びに当該年月日を希望する理由 

チ イからトまでに掲げるもののほか、行政機関の長又は届出独立行政法人等が特に必要と認め

る事項 

二 規則第十条第二号に該当する申出次に掲げる事項 

イ 前号イ、ロ、ハ及びトに掲げる事項 

ロ 統計成果物の直接の利用目的が高等教育目的である旨 

ハ 統計成果物を利用する学校及び学部学科の名称並びに授業科目の名称、目的、内容及び実

施期間並びに統計成果物を授業科目で利用する必要性及び方法 

ニ 授業科目の実施結果を公表する方法 

ホ イからニまでに掲げるもののほか、行政機関の長又は届出独立行政法人等が特に必要と認

める事項 

 

（提供依頼申出書に記載する事項） 

第三条 規則第十六条において準用する同令第十一条第一項第七号の総務大臣が告示で定める事項

は、次の各号に掲げる申出の区分に応じ、当該各号に定める事項とする。 

一 規則第十五条第一号に該当する申出次に掲げる事項 

イ 提供依頼申出者（提供依頼申出者が法人等であるときは、その代表者又は管理人）の所属、

職名及び連絡先 

ロ 代理人によって申出をするときは、当該代理人の所属、職名及び連絡先 

ハ 提供を受ける匿名データのファイル（統計調査の期日又は期間及び調査票情報の種類を勘

案して行政機関の長又は届出独立行政法人等によってまとめられた匿名データの集合物）の
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数 

ニ 匿名データの直接の利用目的が学術研究目的である旨 

ホ 学術研究の名称、必要性、内容及び実施期間 

ヘ 匿名データを利用する方法及び期間並びに匿名データを利用して作成する統計等の内容 

ト 学術研究の成果を公表する方法 

チ 匿名データを取り扱う者の全員の氏名、所属及び職名 

リ 匿名データの提供を受ける方法及び年月日並びに当該年月日を希望する理由 

ヌ 現に提供を受けている又は今後提供を依頼する予定のある我が国の匿名データ又は調査票

情報の名称、年次その他の当該匿名データ又は調査票情報を特定するために必要な事項 

ル イからヌまでに掲げるもののほか、行政機関の長又は届出独立行政法人等が特に必要と認

める事項 

二 規則第十五条第二号に該当する申出次に掲げる事項 

イ 前号イ、ロ、ハ、ヘ、チ、リ及びヌに掲げる事項 

ロ 匿名データの直接の利用目的が高等教育目的である旨 

ハ 匿名データを利用する学校及び学部学科の名称並びに授業科目の名称、目的及び内容並び

に匿名データを授業科目で利用する必要性及び期間 

ニ 授業科目の実施結果を公表する方法 

ホ イからニまでに掲げるもののほか、行政機関の長又は届出独立行政法人等が特に必要と認

める事項 

三 規則第十五条第三号に該当する申出次に掲げる事項 

イ 第一号イ、ロ、ハ、チ、リ及びヌに掲げる事項 

ロ 匿名データの直接の利用目的が国際比較統計等の提供である旨（提供依頼申出者が我が国

が加盟している国際機関以外の者である場合に限る。） 

ハ 匿名データを用いて行う事業の名称、必要性、内容及び実施期間 

ニ 匿名データを利用する方法及び期間 

ホ 匿名データを利用して作成する統計等の内容（提供依頼申出者が我が国が加盟している国

際機関の場合に限る。） 

ヘ 国際比較の結果又は国際比較統計等の提供の状況を公表する方法 

ト 外国政府等から提供を受けている又は提供を受ける見込みが確実である調査票情報（これ

に類する情報を含み、匿名データと比較できるものに限る。）の内容及び当該調査票情報の提

供元の外国政府等の名称 

チ 公的機関又は外国政府等から受けている支援（職員の派遣、資金の提供、建物その他の施

設の提供等）の内容及び当該支援の提供元の公的機関又は外国政府等の名称 

リ イからチまでに掲げるもののほか、行政機関の長又は届出独立行政法人等が特に必要と認

める事項 

 

（統計の作成等に係る依頼書の様式） 

第四条 規則第十二条第二項の総務大臣が告示で定める依頼書の様式は、次の各号に掲げる申出の

区分に応じ、当該各号に定める様式とする。 

一 第二条第一号の申出様式第一号 

二 第二条第二号の申出様式第二号 
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（匿名データの提供に係る依頼書の様式） 

第五条 規則第十六条において準用する同令第十二条第二項の総務大臣が告示で定める依頼書の様

式は、次の各号に掲げる申出の区分に応じ、当該各号に定める様式とする。 

一 第三条第一号の申出様式第三号 

二 第三条第二号の申出様式第四号 

三 第三条第三号の申出様式第五号 

 

（利用実績報告書の様式） 

第六条 規則第十三条第一項及び同令第十六条において準用する同令第十三条第一項に規定する総

務大臣が告示で定める利用実績報告書の様式は、次の各号に掲げる申出の区分に応じ、当該各号

に定める様式とする。 

一 第二条第一号又は第三条第一号の申出様式第六号 

二 第二条第二号又は第三条第二号の申出様式第七号 

三 第三条第三号の申出様式第八号 
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）

は
、

行
政
機
関
の
長
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
が
統
計
法
（
平
成

19
年
法
律
第

53
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。）

第
33

条
の
規
定
に
基
づ
き
統
計
調
査
の
調
査
票
情
報
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
の
事
務
処
理
の
指

針
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

  第
２
 
定
 
義
 

１
 
調
査
票
情
報
 

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
「
調
査
票
情
報
」
と
は
、
法
第
２
条
第

11
項
に
規
定
さ
れ
る
情
報
と
す

る
。
 

な
お
、
他
の
行
政
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
た
行
政
記
録
情
報
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
提
供
を
行
う

調
査
票
情
報
に
は
含
ま
な
い
が
、
行
政
記
録
情
報
の
提
供
元
で
あ
る
行
政
機
関
が
、
法
第

33
条
に
よ
る

提
供
を
認
め
て
い
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

 

 

資
料
５
－
１
 

2 

２
 
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
 

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
は
、
将
来
の
利
用
に
当
た
っ
て
電
子
化
又
は
磁

気
化
さ
れ
た
調
査
票
情
報
が
ど
の
よ
う
な
情
報
で
あ
る
か
示
す
情
報
を
い
う
。
例
え
ば
デ
ー
タ
レ
イ
ア

ウ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
符
号
表
等
の
調
査
票
情
報
と
結
び
つ
け
て
当
該
デ
ー
タ
を
定
義
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
、
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
公
表
さ
れ
た
統
計
表
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
等
、
電
子
計
算

機
処
理
に
必
要
な
情
報
を
い
う
。
な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
た
め
に
必
要
な
仕
様
、
そ
れ
ら
の
取
扱

要
領
、
調
査
概
要
資
料
も
含
む
。

 
 

３
 
公
的
機
関
 

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
「
公
的
機
関
」
と
は
、
統
計
法
施
行
規
則
（
平
成

20
年

12
月

16
日

総
務
省
令

14
5
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）

第
９
条
第
１
号
に
規
定
さ
れ
る
「
公
的
機
関
」

を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
さ
れ
る
行
政
機
関
（
以
下
「
行
政
機
関
」
と
い
う
。）
、

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
執
行
機
関
、
法
第
２
条
第
２
項
に
規
定
さ
れ
る
独
立
行
政
法
人
等
（
以
下
「
独

立
行
政
法
人
等
」
と
い
う
。）

及
び
施
行
規
則
第
８
条
に
規
定
さ
れ
る
者
を
い
う
。
 

 

４
 
届
出
独
立
行
政
法
人
等
 

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
「
届
出
独
立
行
政
法
人
等
」
と
は
、
統
計
法
施
行
令
（
平
成

20
年
政

令
第

33
4
号
）
第
８
条
に
規
定
さ
れ
る
法
人
を
い
う
。
 

 

５
 
電
子
計
算
機
 

 
 
 
 
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
「
電
子
計
算
機
」
と
は
、
サ
ー
バ
ー
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等

の
情
報
処
理
機
器
及
び
入
出
力
用
等
の
周
辺
機
器
を
い
う
。
 

 

６
 
情
報
シ
ス
テ
ム
 

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
「
情
報
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
統
計
調
査
の
実
施
、
集
計
又
は
保
管
等
に

使
用
す
る
電
子
計
算
機
処
理
、
保
管
又
は
通
信
に
係
る
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
な
お
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

接
続
し
な
い
端
末
、
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
含
ま
れ
る
。
 

  第
３
 
法
第

33
条
に
基
づ
く
調
査
票
情
報
の
提
供
に
当
た
っ
て
の
事
務
処
理
要
綱
の
作
成
 

１
 
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
の
内
部
の
運
用
体
制
等
 

行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
は
、
法
第

33
条
に
基
づ
く
調
査
票
情
報
の
提
供
の
事
務
処

理
を
行
う
に
当
た
り
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
事
務
処
理
要
綱
を
策
定
す
る
も
の
と
し
、
法
第

33

条
に
基
づ
く
調
査
票
情
報
の
提
供
に
係
る
事
務
は
、
当
該
事
務
処
理
要
綱
に
よ
っ
て
実
施
す
る
も
の
と

す
る
。
 

な
お
、
調
査
票
情
報
の
提
供
は
電
磁
的
記
録
媒
体
転
写
分
に
よ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
紙
媒

体
に
よ
る
提
供
は
少
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
特
に
電
磁
的
記
録
媒

体
転
写
分
に
よ
る
提
供
に
つ
い
て
例
示
的
に
記
載
し
て
い
る
が
、
紙
媒
体
に
よ
る
提
供
が
一
定
程
度
見

込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
当
該
事
務
処
理
要
綱
に
お
い
て
詳
細
に
記
載
す
る
。
 

ま
た
、
法
第

33
条
に
基
づ
き
調
査
票
情
報
の
提
供
を
求
め
る
者
の
申
出
の
円
滑
化
並
び
に
行
政
機

関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
に
よ
る
提
供
の
可
否
の
判
断
の
透
明
性
等
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
策
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3 

定
し
た
事
務
処
理
要
綱
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
対
外
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る

と
と
も
に
、「

統
計
調
査
等
業
務
の
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
計
画
」（

平
成

18
年

3
月

31
日
 各

府
省
情
報
化
統
括
責
任
者
（
CI
O）

連
絡
会
議
決
定
）
に
掲
げ
る
記
法
等
の
標
準
化
の
取
組
に
も
準
拠

し
つ
つ
調
査
票
情
報
及
び
デ
ー
タ
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
必
要
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
整
備
に
取
り
組
む
も

の
と
す
る
。
 

 

２
 
共
管
統
計
調
査
に
お
け
る
運
用
体
制
等
 

複
数
の
府
省
が
共
管
す
る
統
計
調
査
の
調
査
票
情
報
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
統
計
調
査
ご
と
に
所

管
府
省
の
間
で
以
下
の
ア
～
ウ
を
参
考
と
し
て
運
用
体
制
等
に
つ
い
て
事
前
に
取
り
決
め
を
行
い
、
当

該
取
り
決
め
に
従
っ
て
対
応
を
行
う
。
 

 

ア
 
窓
口
府
省
を
取
り
き
め
、
当
該
窓
口
府
省
が
一
元
的
に
提
供
事
務
を
一
括
し
て
行
う
。
こ
の
場
合
、

窓
口
府
省
は
、
そ
の
他
の
所
管
府
省
か
ら
当
該
共
管
統
計
調
査
に
お
け
る
調
査
票
情
報
の
提
供
の
判
断

の
一
任
を
取
り
付
け
る
と
と
も
に
、
当
該
共
管
統
計
調
査
の
調
査
票
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
場
合
、
そ

の
事
実
を
そ
の
他
の
所
管
府
省
に
連
絡
す
る
。
 

 イ
 
窓
口
府
省
を
取
り
き
め
、
当
該
窓
口
府
省
が
一
元
的
に
提
供
先
の
利
用
者
と
対
応
す
る
。
 

窓
口
府
省
は
、
申
出
に
際
し
て
、
事
前
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
提
出
さ
れ
た
申
出
書
類
を
受

領
し
、
そ
の
他
の
所
管
府
省
に
回
付
す
る
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
府
省
に
お
い
て
調
査
票
情
報

の
提
供
の
内
部
手
続
き
を
行
う
。
 

各
府
省
に
お
け
る
手
続
き
終
了
後
、
提
供
の
可
否
の
連
絡
、
調
査
票
情
報
の
提
供
、
終
了
後
の
処
置

報
告
書
の
受
領
等
に
つ
い
て
は
、
窓
口
府
省
が
一
元
的
に
行
い
、
必
要
な
書
類
の
回
付
や
連
絡
調
整
を

行
う
。
 

 ウ
 
共
管
調
査
を
所
管
す
る
府
省
全
て
に
対
し
利
用
者
が
申
出
等
の
必
要
な
手
続
き
を
行
い
、
所
管
府
省

全
て
の
承
諾
を
得
た
場
合
に
、
調
査
票
情
報
の
提
供
等
の
事
務
を
行
う
。
 

こ
の
場
合
、
提
供
の
可
否
の
判
断
が
各
府
省
に
よ
っ
て
異
な
ら
な
い
よ
う
に
、
相
互
の
連
絡
調
整
を

着
実
に
行
っ
た
上
で
提
供
事
務
を
進
め
る
。
 

 

 第
４
 
事
務
処
理
の
流
れ
の
概
要
 

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
法
第

33
条
に
基
づ
く
調
査
票
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
事
務
処

理
の
流
れ
を
想
定
し
て
策
定
し
て
い
る
。
 

（
１
）
法
第

33
条
の
運
用
体
制
等
の
決
定
 

（
２
）
調
査
票
情
報
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
保
管
、
整
備
 

（
３
）
事
前
相
談
へ
の
対
応
 

（
４
）
申
出
者
か
ら
の
申
出
文
書
の
受
付
 

（
５
）
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
に
よ
る
審
査
 

（
６
）
審
査
結
果
の
通
知
 

（
７
）
調
査
票
情
報
及
び
利
用
に
必
要
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
提
供
 

（
８
）
調
査
票
情
報
の
利
用
期
間
終
了
後
の
処
置
の
確
認
 

4 

（
９
）
提
供
状
況
の
総
務
大
臣
へ
の
報
告
 

 

 第
５
 
法
第

33
条
の
運
用
体
制
等
 

法
第

33
条
に
基
づ
き
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
判
断
で
調
査
票

情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
か
ら
、
特
に
、
多
く
の
統
計
調
査
を
所
管
す
る
行
政
機
関
に
お
い
て
は
、
当
該

機
関
内
で
の
対
応
を
統
一
化
し
、
併
せ
て
各
機
関
内
の
運
用
体
制
を
明
確
に
す
る
た
め
、
調
査
票
情
報
の

利
用
を
希
望
す
る
者
（
以
下
「
申
出
者
」
と
い
う
。）

に
対
す
る
一
元
的
窓
口
機
能
及
び
調
整
機
能
を
果

た
す
組
織
体
制
（
以
下
、
こ
の
機
能
を
果
た
す
組
織
を
「
窓
口
組
織
」
と
い
う
。）

を
指
定
す
る
等
の
運

用
を
行
う
。

注
１
）
 

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
機
関
内
で
関
係
職
員
を
構
成
員
と
す
る
会
議
を
設
け
、
こ
れ
を
定
期
的
に

又
は
随
時
、
開
催
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
当
該
行
政
機
関
内
に
お
け
る
対
応
・
意
思
の
統
一
化
を
図
る

も
の
と
す
る
。
 

注
１
）
 
統
計
主
管
部
局
の
当
該
筆
頭
課
に
お
い
て
、
申
出
者
か
ら
の
一
元
的
窓
口
機
能
、
調
整
業
務
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

※
 
窓
口
組
織
を
指
定
し
な
い
場
合
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
窓
口
組
織
が
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
業
務
は
、
第
６
を
除
き
各
調
査
所
管
課
室
で
対
応
す
る
。
 

  第
６
 
調
査
票
情
報
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
保
管
、
整
備
 

法
第

33
条
に
基
づ
き
調
査
票
情
報
を
申
出
者
に
提
供
し
利
用
さ
せ
る
た
め
に
は
、
調
査
票
の
原
票
又

は
電
子
化
さ
れ
た
調
査
票
情
報
が
利
用
に
必
要
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
と
も
に
適
正
に
保
管
さ
れ
て
い
る

必
要
が
あ
る
。
 

各
行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
に
お
い
て
は
、「

調
査
票
情
報
等
の
管
理
及
び
情
報
漏
え
い

等
の
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（

平
成

21
年
２
月
６
日
総
務
省
政
策
統
括
官
（
統
計
基
準
担
当
）

決
定
）
に
基
づ
き
、
所
管
統
計
調
査
に
係
る
統
計
の
作
成
完
了
後
は
調
査
票
情
報
及
び
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の

適
正
な
保
管
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

ま
た
、
窓
口
組
織
は
、
申
出
者
か
ら
の
法
第

33
条
に
基
づ
く
調
査
票
情
報
の
提
供
に
関
す
る
相
談
対

応
や
調
査
票
情
報
の
提
供
事
務
等
に
資
す
る
た
め
、
当
該
機
関
内
に
お
け
る
各
課
室
の
調
査
票
情
報
及
び

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
存
在
の
有
無
・
所
在
と
そ
の
保
管
状
況
、
個
別
の
調
査
票
情
報
の
利
用
の
申
出
が
あ
っ

た
場
合
の
個
別
の
調
査
に
対
応
す
る
内
容
審
査
担
当
部
署
等
を
把
握
し
、
様
式
第
１
号
を
参
考
に
調
査
票

情
報
利
用
管
理
リ
ス
ト
の
作
成
な
ど
を
行
う
。
 

 な
お
、
当
該
リ
ス
ト
の
更
新
は
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
。
 

  第
７
 
事
前
相
談
へ
の
対
応
 

法
第

33
条
に
基
づ
き
、
申
出
者
か
ら
連
絡
・
相
談
等
が
あ
っ
た
場
合
、
法
第

33
条
の
趣
旨
、
利
用
の

制
限
（
守
秘
義
務
、
利
用
期
間
、
提
供
可
能
な
情
報
）、

審
査
基
準
、
適
正
管
理
義
務
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
う
と
と
も
に
、
関
連
制
度
（
法
第

32
条
、
法
第

34
条
及
び
法
第

36
条
）
と
混
同
し
て
い
な
い
点

等
に
つ
い
て
も
確
認
を
行
う
よ
う
努
め
る
。
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5 

ま
た
、
当
該
申
出
に
係
る
提
供
に
関
す
る
応
諾
可
能
性
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
確
認
を
行
う
と
と
も

に
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
可
能
な
限
り
そ
の
解
消
を
行
う
。
 

な
お
、
相
談
に
当
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
窓
口
組
織
で
行
う
も
の
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
統
計
調
査

所
管
課
室
が
直
接
相
談
に
応
じ
る
。
 

  第
８
 
申
出
者
か
ら
の
申
出
文
書
の
受
付
 

１
 
申
出
文
書
の
提
出
 

調
査
票
情
報
の
提
供
の
申
出
は
、
調
査
票
情
報
の
申
出
者
が
、
事
前
に

（
注
２
）
行
政
機
関
の
長
（
大

臣
等
）
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
の
長
あ
て
の
文
書
（
以
下
「
申
出
文
書
」
と
い
う
。）

を
も
っ
て

行
う
も
の
と
し
、
行
政
機
関
に
お
け
る
提
出
先
は
窓
口
組
織
と
す
る
。
 

な
お
、
申
出
文
書
は
様
式
第
３
号
を
参
考
と
し
て
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
の
長
が
定

め
た
様
式
と
す
る
。
 

 
注
２
）
 
「
事
前
に
」
と
は
、
申
出
文
書
が
行
政
機
関
の
長
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
の
長
に
到
達
す
る
こ
と
が
、
使
用
開
始
希
望
日
の
１
か
月
以
上

前
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
 

  

２
 
法
第

33
条
第
１
号
該
当
の
申
出
者
と
第
２
号
該
当
の
申
出
者
に
つ
い
て
 

（
１
）
法
第

33
条
第
１
号
に
該
当
す
る
場
合
 

法
第

33
条
第
１
号
に
基
づ
く
申
出
の
場
合
、
申
出
を
行
っ
た
「
当
該
公
的
機
関
」
に
そ
の
使
用

を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、「

当
該
公
的
機
関
に
所
属
す
る
個
人
」
の
た
め
の
使
用
を
認
め
る
も
の
で

は
な
い
。
 

し
た
が
っ
て
、
本
申
出
は
行
政
機
関
の
長
、
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
又
は
独
立

行
政
法
人
等
の
長
を
も
っ
て
行
う
こ
と
と
し
、
当
該
調
査
票
情
報
を
使
用
し
て
実
施
す
る
統
計
の
作

成
等
の
結
果
又
は
統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
に
係
る
名
簿
の
作
成
が
、
申
出
を
行
う
当
該
機
関

の
活
動
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
を
必
要
と
す
る
（
行
政
機
関
、

又
は
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
執
行
機
関
が
申
出
す
る
場
合
は
不
要
。）
。
 

な
お
、
証
明
す
る
書
類
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
２
号
を
参
考
と
し
て
行
政
機
関
の
長
又
は

届
出
独
立
行
政
法
人
等
が
定
め
た
様
式
と
す
る
。
 

 

（
２
）
法
第

33
条
第
２
号
に
該
当
す
る
場
合
 

法
第

33
条
第
２
号
に
該
当
す
る
者
は
、
第
１
号
に
該
当
す
る
者
が
行
う
統
計
の
作
成
等
と
同
等

の
統
計
の
作
成
等
と
し
て
施
行
規
則
第
９
条
で
定
め
る
統
計
の
作
成
等
を
行
う
者
で
あ
る
た
め
、
申

出
者
は
組
織
、
法
人
、
個
人
い
ず
れ
に
も
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
が
申
出
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
を
申
出
者
と
す

る
。
そ
の
際
に
は
、
当
該
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
名
称
及
び
住
所
も
明
ら
か
に
す
る
。
 

ま
た
、
個
人
が
申
出
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
個
人
を
申
出
者
と
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
当
該

個
人
の
生
年
月
日
及
び
住
所
も
明
ら
か
に
す
る
。
複
数
の
個
人
に
よ
る
申
出
の
場
合
に
は
、
そ
の
代

表
者
を
申
出
者
と
す
る
。
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
申
出
の
場
合
、
施
行
規
則
第
９
条
第
１
号
か
ら
第
３
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

6 

る
こ
と
を
示
す
次
の
①
又
は
②
の
書
類
の
添
付
を
申
出
者
に
対
し
求
め
る
。
 

 

①
 
公
的
機
関
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
の
調
査
票
情
報
の
利
用
又
は
公
的

機
関
と
共
同
し
て
行
う
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
の
調
査
票
情
報
の
利
用
（
法
第

33
条
第
２
号

に
基
づ
く
施
行
規
則
第
９
条
第
１
号
に
該
当
す
る
申
出
）、

公
的
機
関
か
ら
の
公
募
に
よ
る
方
法

で
の
補
助
を
受
け
て
行
う
調
査
研
究
（
例
：
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
、
厚
生
労
働
科
学

研
究
費
補
助
金
）
等
の
一
環
と
し
て
調
査
票
情
報
の
利
用
を
行
う
場
合
（
法
第

33
条
第
２
号
に

基
づ
く
施
行
規
則
第
９
条
第
２
号
に
該
当
す
る
申
出
）
に
は
、
そ
の
委
託
、
共
同
研
究
若
し
く
は

補
助
の
関
係
を
示
す
文
書
の
写
し
及
び
調
査
研
究
等
の
概
要
に
関
す
る
資
料
 

 ②
 
当
該
調
査
票
情
報
の
利
用
目
的
が
、
行
政
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
政
策
の
企
画
、
立

案
、
実
施
、
評
価
等
に
有
効
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
法
第

33
条
第
２
号
に
基
づ
く
施
行

規
則
第
９
条
第
３
号
に
該
当
す
る
申
出
）
に
は
、
当
該
行
政
機
関
の
長
又
は
地
方
公
共
団
体
の
長

が
そ
の
旨
を
示
す
文
書
 

 

３
 
申
出
文
書
に
記
載
を
要
す
る
事
項
 

申
出
文
書
に
は
、
次
の
ア
か
ら
コ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
記
載
を
求
め
る
。
 

ア
 
統
計
調
査
の
名
称
 

イ
 
調
査
票
情
報
の
利
用
目
的
 

ウ
 
調
査
票
情
報
の
利
用
者
の
範
囲
 

エ
 
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
で
あ
る
旨
 

オ
 
利
用
す
る
調
査
票
情
報
の
名
称
及
び
範
囲
 

（
ア
）
名
 
 
 
称
 

（
イ
）
年
 
次
 
等
 

（
ウ
）
地
 
 
 
域
 

（
エ
）
属
性
的
範
囲
 

カ
 
利
用
す
る
調
査
事
項
及
び
利
用
方
法
 

キ
 
利
用
期
間
 

ク
 
利
用
場
所
、
利
用
す
る
環
境
、
保
管
場
所
及
び
管
理
方
法
 

ケ
 
結
果
の
公
表
方
法
及
び
公
表
時
期
 

コ
 
転
写
書
類
の
利
用
後
の
処
置
 

な
お
、
記
載
事
項
の
詳
細
及
び
記
入
例
は
次
の
（
１
）
か
ら
（
10
）
を
参
考
と
し
て
事
務
処
理
要
綱
等

に
定
め
る
な
ど
の
対
応
を
行
う
。
 

 

（
１
）
統
計
調
査
の
名
称
 

申
出
に
係
る
統
計
調
査
の
名
称
を
記
載
す
る
。
 

≪
記
載
例
≫
 

・
 
○
○
統
計
調
査
（
基
幹
統
計
「
○
○
」
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
）
 

・
 
○
○
統
計
調
査
（
一
般
統
計
調
査
）
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（
２
）
調
査
票
情
報
の
利
用
目
的
 

調
査
票
情
報
を
利
用
し
て
得
よ
う
と
す
る
資
料
又
は
情
報
及
び
そ
の
利
用
目
的
を
、
具
体
的
に
記

載
す
る
。
 

申
出
者
が
、
法
第

33
条
第
１
号
に
該
当
す
る
申
出
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
利
用
目
的
は
統
計
の

作
成
等
又
は
統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
に
係
る
名
簿
の
作
成
に
限
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
法
第

33
条
第
２
号
に
該
当
す
る
申
出
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
利
用
目
的
は
、
統
計
の
作

成
等
に
限
ら
れ
る
。
 

≪
記
載
例
≫
 

・
 
「
○
○
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
･･
･の

実
態
を
把
握
す
る
。
 

・
 
○
○
省
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
「
･･
･に

関
す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
･･
･に

つ
い
て

分
析
す
る
基
礎
資
料
を
得
る
。
 

・
 
基
幹
統
計
調
査
で
あ
る
○
○
統
計
調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の
調
査
対
象
を
選
定
す
る
。 

・
 
○
○
省
○
○
調
査
の
調
査
票
情
報
と
○
○
省
○
○
調
査
の
調
査
票
情
報
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
 

る
こ
と
に
よ
り
「
・
・
・
に
関
す
る
研
究
」
を
行
う
た
め
の
基
礎
統
計
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
 

・
 
一
般
統
計
調
査
で
あ
る
○
○
統
計
調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
記
入
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
○
○
省
○
○
調
査
の
結
果
を
用
い
て
プ
レ
プ
リ
ン
ト
を
行
う
。
 

 

（
３
）
調
査
票
情
報
の
利
用
者
の
範
囲
 

調
査
票
情
報
を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
所
属
機
関
名
、
役
職
名
、
氏
名
等
を
記
載
す
る

こ
と
。
 

な
お
、
組
織
で
使
用
し
、
個
別
の
使
用
者
を
特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
使
用
す
る
組
織
を
で

き
る
だ
け
限
定
的
に
記
載
す
る
。
 

 

≪
記
載
例
≫
 

・
 
○
○
省
○
○
局
○
○
課
○
○
係
長
○
○
○
○
（
氏
名
）
 

・
 
○
○
県
○
○
課
の
○
○
担
当
職
員
 

・
 
○
○
大
学
経
済
学
部
教
授
○
○
○
○
（
氏
名
）
 

・
 
○
○
か
ら
集
計
事
務
を
受
託
し
た
株
式
会
社
○
○
の
○
○
部
○
○
課
の
電
子
計
算
機
 

担
当
職
員
 

 

こ
の
ほ
か
、
次
の
①
及
び
②
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
載
す
る
文
書
の
添
付
を

行
う
。
 

 

①
  

法
33

条
第
２
号
に
よ
り
調
査
票
情
報
の
使
用
を
申
し
出
る
場
合
に
は
、
行
政
機
関
の
長
又

は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
が
作
成
す
る
「
利
用
規
約
」
に
対
し
、
調
査
票
情
報
を
扱
う
者
全
員

が
当
該
利
用
規
約
の
内
容
を
遵
守
す
る
旨
を
認
め
署
名
又
は
記
名
押
印
し
た
誓
約
書
 

 

②
 
申
出
者
が
、
法
第

33
条
に
基
づ
く
調
査
票
情
報
の
利
用
に
係
る
業
務
を
公
的
機
関
の
役
職

員
以
外
の
者
に
委
託
等
す
る
場
合
に
は
、
申
出
者
は
、
業
務
の
委
託
等
に
係
る
契
約
書
の
写
し

を
添
付
す
る
こ
と
と
し
、
契
約
書
の
ほ
か
に
、
秘
密
保
護
に
係
る
覚
書
等
を
取
り
交
わ
し
て
い

る
場
合
に
は
、
当
該
覚
書
等
の
写
し
の
添
付
も
求
め
る
。
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な
お
、
契
約
締
結
前
で
あ
る
等
の
事
情
で
委
託
契
約
書
及
び
覚
書
等
の
写
し
が
添
付
で
き
な

い
と
き
に
は
、
各
行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
に
お
い
て
様
式
第
４
号
を
参
考
と
し

て
定
め
た
様
式
に
基
づ
く
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
委
託
契
約
書
及
び
覚
書
等
に
代
替
で
き

る
も
の
と
す
る
。
 

 

ま
た
、
調
査
票
情
報
の
利
用
に
係
る
業
務
を
委
託
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、「

統
計
調
査
に
お

け
る
民
間
事
業
者
の
活
用
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（

平
成

17
年
３
月

31
日
各
府
省
統
計
主
管

課
長
等
会
議
申
合
せ
）
に
基
づ
き
、
そ
の
委
託
契
約
に
当
た
り
、
秘
密
保
護
の
観
点
か
ら
、
次
の

事
項
を
契
約
書
又
は
覚
書
等
に
明
記
す
る
等
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。
 

・
 
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
義
務
に
関
す
る
事
項
 

・
 
秘
密
保
持
義
務
に
関
す
る
事
項
 

・
 
適
正
管
理
義
務
に
関
す
る
事
項
 

・
 
調
査
票
情
報
の
転
写
、
貸
与
及
び
提
供
の
禁
止
に
関
す
る
事
項
 

・
 
調
査
票
情
報
の
集
計
の
た
め
の
作
業
の
過
程
で
作
成
し
、
不
要
と
な
っ
た
入
出
力
媒
体

等
中
間
生
成
物
の
廃
棄
に
関
す
る
事
項
 

・
 
業
務
の
再
委
託
の
禁
止
に
関
す
る
事
項
 

・
 
調
査
票
情
報
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
の
検
査
に
関
す
る
事
項
 

・
 
事
故
又
は
災
害
発
生
時
に
お
け
る
報
告
に
関
す
る
事
項
 

・
 
違
反
し
た
場
合
の
契
約
解
除
の
措
置
そ
の
他
必
要
な
事
項
 

 

（
４
）
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
で
あ
る
旨
 

利
用
者
が
、
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
が
指
定
す
る
場
所
及
び
機
器
に
お
い
て
調

査
票
情
報
を
利
用
す
る
方
法
（
以
下
「
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
」
と
い
う
。）

に
よ
り
、
調
査
票
情
報

を
利
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
で
あ
る
旨
を
記
載
す
る
。
 

な
お
、
場
所
及
び
機
器
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
「
政
府
機
関
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
た

め
の
統
一
基
準
」（

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政
策
会
議
）
に
基
づ
き
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
（
以
下
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
と
い
う
。）

に
沿
っ

て
対
応
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

・
 
情
報
管
理
の
厳
格
な
施
設
及
び
機
器
（
物
理
的
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
面
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
担

保
さ
れ
た
作
業
環
境
及
び
デ
ー
タ
保
管
環
境
を
整
え
た
設
備
を
有
し
た
施
設
・
機
器
）
で

あ
る
こ
と
 

・
 
デ
ー
タ
保
護
管
理
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
施
設
及
び
機
器
の
管
理
責
任
者
、
施
設
利
用
者

の
管
理
を
行
う
利
用
管
理
者
を
配
置
し
た
体
制
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

・
 
管
理
責
任
者
、
利
用
管
理
者
に
よ
り
、
利
用
者
の
監
視
措
置
、
入
退
室
、
使
用
機
器
の

調
査
票
情
報
使
用
時
に
お
け
る
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
遮
断
、
利
用
者
に
よ
る
不
正
な

持
込
み
及
び
持
ち
出
し
の
防
止
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

 

（
５
）
利
用
す
る
調
査
票
情
報
の
名
称
及
び
範
囲
 

ア
 
名
称
 

利
用
す
る
調
査
票
情
報
が
、
ど
の
調
査
票
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
の
か
を
記
載
す
る
。
 

な
お
、
調
査
票
が
多
く
な
る
場
合
に
は
、
適
宜
番
号
を
付
し
て
列
記
す
る
、
ア
～
エ
を
整
理
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す
る
等
、
分
か
り
や
す
く
記
載
す
る
。
 

 

≪
記
載
例
≫
 

・
○
○
調
査
票
（
甲
及
び
乙
）
 

・
①
 
○
○
調
査
票
（
年
次
分
調
査
用
）
 

②
 
○
○
調
査
票
（
月
次
分
調
査
用
）
 

③
 
○
○
調
査
票
（
基
本
情
報
調
査
用
）
 

 

イ
 
年
次
等
 

ア
に
記
載
し
た
調
査
票
情
報
の
年
次
等
に
つ
い
て
記
載
す
る
。
 

な
お
、
年
次
等
に
よ
っ
て
、
利
用
す
る
調
査
票
情
報
が
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
明
確
に

な
る
よ
う
に
記
載
す
る
。
 

 

≪
記
載
例
≫
 

・
平
成

14
年
及
び

15
年
 

・
平
成

13
年
４
月
分
か
ら

13
年

12
月
分
ま
で
の
各
月
分
 

・
平
成

14
年
（
○
○
票
、
△
△
票
、
□
□
票
）、

平
成

15
年
（
○
○
票
の
み
）
 

 

ウ
 
地
域
 

ど
の
地
域
の
調
査
票
情
報
で
あ
る
か
を
記
載
す
る
。
 

同
一
の
申
出
の
中
に
複
数
の
利
用
者
が
存
在
し
、
利
用
者
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る

調
査
票
情
報
の
地
域
の
範
囲
が
異
な
る
場
合
に
は
、
こ
の
部
分
に
記
載
す
る
。
 

地
域
属
性
に
つ
い
て
複
数
の
概
念
が
あ
る
場
合
に
は
、
○
○
県
在
住
者
、
○
○
県
通
勤
者
等

と
、
適
宜
書
き
分
け
る
。
 

 ≪
記
載
例
≫
 

・
全
国
分
 

・
○
○
県
分
 

・
○
○
が
利
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
全
国
、
○
○
が
利
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

○
○
県
に
係
る
も
の
に
限
る
。
 

 

エ
 
属
性
的
範
囲
 

特
定
の
属
性
的
範
囲
に
つ
い
て
利
用
す
る
場
合
に
記
載
す
る
。（

こ
の
項
目
に
記
載
の
な
い

場
合
に
は
、
属
性
的
範
囲
に
限
定
の
な
い
も
の
と
み
な
す
。）

 

 

≪
記
載
例
≫
 

・
従
業
員

30
人
以
上
の
事
業
所
 

・
資
本
金

10
00

万
円
以
上
の
法
人
 

   

10
 

（
６
）
利
用
す
る
調
査
事
項
及
び
利
用
方
法
 

ア
 
調
査
事
項
 

調
査
票
の
調
査
事
項
の
う
ち
、
利
用
す
る
事
項
を
す
べ
て
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
項
目
が
多

く
な
る
場
合
に
は
、
適
宜
番
号
を
付
し
て
列
記
す
る
、
一
覧
表
形
式
で
記
載
す
る
等
に
よ
り
、

円
滑
な
審
査
、
的
確
な
項
目
の
抽
出
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
く
記
載
す
る
。
 

行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
が
、
調
査
事
項
を
基
に
加
工
し
て
二
次
的
に
作
成
し

た
項
目
（
ウ
エ
イ
ト
等
）
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
記
載
す
る
。
 

年
次
等
に
よ
り
事
項
名
が
異
な
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
記
載
す
る
。
 

特
に
、
調
査
対
象
の
名
称
、
住
所
・
所
在
地
等
は
原
則
と
し
て
提
供
し
な
い
が
、
第
９
－
３

－
（
１
）
①
ウ
に
定
め
る
「
統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
に
係
る
名
簿
の
作
成
」
等
で
利
用

す
る
場
合
に
は
、
名
称
等
を
利
用
す
る
理
由
を
明
確
に
記
載
す
る
。
 

 

≪
記
載
例
≫
 

・
都
道
府
県
番
号
、
事
業
所
一
連
番
号
、
資
本
金
、
生
産
額
 

・
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
従
業
者
数
、
資
本
金
額
、・

・
・
 

（
下
線
部
は
、
○
○
調
査
の
実
施
の
た
め
の
名
簿
及
び
プ
レ
プ
リ
ン
ト
情
報
と
し
て
利
用
す

る
）
 

 

イ
 
利
用
方
法
 

調
査
票
情
報
を
利
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
誰
が
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
利
用
す
る
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
載
す
る
（
利
用
す
る
調
査
票
情
報

ご
と
に
利
用
者
が
異
な
る
場
合
は
、
そ
の
旨
も
併
せ
て
明
記
す
る
。）
。
 

そ
の
際
、
閲
覧
、
転
写
、
集
計
の
別
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
調
査
票
情
報
を
転
写
す
る
場

合
に
は
転
写
様
式
を
添
付
す
る
。
 

原
則
と
し
て
、
統
計
の
作
成
を
行
う
場
合
は
集
計
様
式
、
統
計
的
研
究
を
行
う
場
合
は
電
子

計
算
機
に
よ
る
分
析
出
力
様
式
を
す
べ
て
添
付
す
る
。
 

分
析
出
力
様
式
等
の
作
成
が
困
難
な
分
析
手
法
に
よ
る
場
合
で
、
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立

行
政
法
人
等
が
認
め
る
と
き
は
、
所
要
の
審
査
が
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
当
該
分
析
に
利
用

す
る
変
数
、
出
力
す
る
統
計
値
、
適
用
す
る
具
体
的
な
分
析
手
法
等
を
具
体
的
に
記
述
す
る
こ

と
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。
 

な
お
、
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
の
場
合
は
、
研
究
計
画
書
を
添
付
す
る
こ
と
と
し
、
集
計
様
式
又

は
電
子
計
算
機
に
よ
る
分
析
出
力
様
式
は
主
な
も
の
で
差
し
支
え
な
い
。
 

 

≪
記
載
例
≫
 

・
 
○
○
県
○
○
部
○
○
課
の
○
○
担
当
職
員
が
、
同
課
内
に
お
い
て
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
物
理
的
に
接
続
し
て
い
な
い
パ
ソ
コ
ン
に
お
い
て
提
供
を
受
け
た
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
を
用
い

て
集
計
を
行
う
。
集
計
様
式
は
別
添
の
と
お
り
。
 

・
 
○
○
大
学
の
○
○
教
授
及
び
○
○
助
教
が
、
○
○
省
○
○
局
○
○
部
の
指
定
す
る
○
○

（
オ
ン
サ
イ
ト
施
設
）
に
お
い
て
、「

使
用
す
る
調
査
事
項
」
欄
記
入
の
調
査
票
情
報
（
様

式
は
別
添
１
）
の
内
容
を
用
い
て
○
○
の
分
析
を
行
う
。
研
究
計
画
書
は
別
添
２
、
主
な

集
計
様
式
及
び
分
析
出
力
は
別
添
３
の
と
お
り
。
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・
 
○
○
大
学
の
○
○
教
授
及
び
○
○
助
教
が
、
○
○
省
○
○
局
○
○
部
に
保
管
さ
れ
て
い

る
紙
媒
体
の
調
査
票
の
原
票
を
手
書
き
に
よ
り
転
記
す
る
。
転
記
す
る
様
式
は
別
添
１
。

○
○
大
学
○
○
教
授
の
研
究
室
に
お
い
て
、
表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
転
記
内
容
を
入
力

し
た
上
で
、
統
計
的
分
析
を
行
う
。
分
析
出
力
様
式
は
別
添
２
の
と
お
り
。
 

 

（
７
）
利
用
期
間
 

希
望
す
る
利
用
期
間
に
つ
い
て
、
そ
の
始
期
と
終
期
を
記
載
す
る
。
特
に
終
期
に
つ
い
て
は
、

年
月
日
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

ま
た
、
利
用
期
間
は
、
そ
の
利
用
に
必
要
最
小
限
の
期
間
と
す
る
が
、
利
用
目
的
か
ら
み
て
合

理
的
な
理
由
に
よ
り
利
用
期
間
が
１
年
以
上
と
な
る
場
合
は
、
行
政
機
関
等
又
は
届
出
独
立
行
政

法
人
等
の
判
断
に
よ
り
、
利
用
期
間
を
１
年
以
上
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。
 

な
お
、
継
続
的
に
行
わ
れ
る
統
計
調
査
で
あ
っ
て
、
３
年
以
内
の
範
囲
で
将
来
実
施
予
定
の
統

計
調
査
の
複
数
年
分
の
調
査
票
情
報
を
利
用
す
る
場
合
、
調
査
票
情
報
ご
と
に
利
用
期
間
を
申
し

出
て
差
し
支
え
な
い
。
こ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
票
情
報
ご
と
に
利
用
期
間
を
１
年
ま
で
と

し
、
利
用
目
的
か
ら
み
て
合
理
的
な
理
由
に
よ
り
利
用
期
間
が
１
年
以
上
と
な
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
調
査
票
情
報
ご
と
に
利
用
期
間
を
１
年
以
上
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。
 

 

≪
記
載
例
≫
 

・
 
平
成
○
年
７
月
１
日
か
ら
同
年

11
月

30
日
ま
で
の
間
 

・
 
提
供
を
受
け
た
日
か
ら
平
成
○
年
○
月
○
日
ま
で
の
間
 

 

（
８
）
利
用
場
所
、
利
用
す
る
環
境
、
保
管
場
所
及
び
管
理
方
法
 

調
査
票
情
報
の
利
用
場
所
、
利
用
す
る
環
境
、
保
管
場
所
及
び
管
理
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に

記
載
す
る
こ
と
と
し
、
集
計
を
民
間
事
業
者
等
に
委
託
し
た
場
合
な
ど
、
委
託
先
に
お
け
る
調
査

票
情
報
の
利
用
場
所
（
住
所
）、

利
用
す
る
環
境
、
保
管
場
所
及
び
管
理
方
法
に
つ
い
て
記
載
さ

せ
る
。
 

な
お
、
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
の
場
合
は
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

≪
記
載
例
≫
 

施
錠
可
能
な
○
○
省
○
○
局
○
○
課
電
子
計
算
機
室
内
に
限
定
し
て
利
用
し
持
ち
出
し

を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
電
子
計
算
機
室
内
に
入
る
職
員
を
相
互
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

ま
た
、
外
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
な
い
サ
ー
バ
ー
及
び
○
台
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
全

て
ワ
イ
ヤ
ー
等
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
い
る
。）

か
ら
構
成
さ
れ
る
電
子
計
算
機
室
内
だ
け

の
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
で
調
査
票
情
報
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
調
査
票
情
報
及
び
中
間
生
成
物
は

す
べ
て
外
付
け
の
ド
ラ
イ
ブ
に
格
納
し
サ
ー
バ
ー
及
び
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
内
蔵
さ
れ
る
記

憶
装
置
に
は
一
切
の
情
報
の
蓄
積
を
行
わ
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
使
用
し
な
い

と
き
は
、
当
該
外
付
け
の
ド
ラ
イ
ブ
を
サ
ー
バ
ー
又
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
外
し
、
電
子
計

算
機
室
内
の
施
錠
可
能
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
施
錠
し
て
保
管
す
る
。
保
管
管
理
責
任
者
は
電

子
計
算
機
室
に
所
属
す
る
○
○
係
長
と
す
る
。
 

（
必
要
に
応
じ
て
対
応
）
 

な
お
、
集
計
は
（
株
）
○
○
に
委
託
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
利
用
及
び
保
管
場
所
の
住
所

12
 

は
次
の
と
お
り
。
 

東
京
都
○
○
区
○
○
・
・
・
 

 

（
９
）
結
果
の
公
表
方
法
及
び
公
表
時
期
 

調
査
票
情
報
を
利
用
し
た
統
計
の
作
成
等
の
結
果
及
び
当
該
結
果
を
用
い
た
調
査
研
究
等
の

成
果
を
公
表
す
る
か
否
か
を
記
載
す
る
。
 

公
表
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
方
法
及
び
時
期
及
び
提
供
元
の
行
政
機
関
及
び
特
定
の
調
査
票
情

報
を
利
用
し
た
旨
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
明
記
す
る
。
 

ま
た
、
個
々
の
調
査
対
象
等
に
関
す
る
事
項
の
秘
匿
に
つ
い
て
配
慮
す
る
旨
を
併
記
す
る
。
 

 

≪
記
載
例
≫
 

・
 
集
計
結
果
は
、
平
成
○
年

3
月
末
日
ま
で
に
印
刷
物
（
そ
の
名
称
を
明
記
）
と
し
て
公
表

す
る
。
な
お
、
公
表
の
際
、
事
業
所
数
が

1
若
し
く
は
２
と
な
る
場
合
に
は
秘
匿
す
る
ほ
か
、

３
以
上
と
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
事
業
所
の
秘
密
が
漏
れ
な
い
方
法
に
よ
り
行
う
。

さ
ら
に
○
○
省
○
○
統
計
調
査
の
調
査
票
情
報
を
利
用
し
た
旨
を
明
記
す
る
。
 

・
 
○
○
統
計
調
査
の
調
査
対
象
名
簿
と
し
て
使
用
し
、
公
表
し
な
い
。
 

・
 
□
□
審
議
会
に
お
け
る
○
○
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
使
用
し
、
審
議

会
へ
の
資
料
提
出
を
も
っ
て
公
表
と
す
る
。
な
お
、
○
○
省
○
○
統
計
調
査
の
調
査
票
情
報

を
利
用
し
た
旨
を
明
記
す
る
。
 

・
 
○
○
白
書
へ
の
掲
載
を
も
っ
て
、
公
表
と
す
る
。
な
お
、
○
○
省
○
○
統
計
調
査
の
調
査

票
情
報
を
利
用
し
た
旨
を
明
記
す
る
。
 

 

（
10
）
転
写
書
類
の
利
用
後
の
処
置
 

保
管
終
了
後
の
処
置
（
焼
却
、
消
去
、
返
納
、
溶
解
又
は
裁
断
（
以
下
「
廃
棄
」
と
い
う
。）
）

に
つ
い
て
記
載
す
る
。
 

な
お
、
調
査
票
情
報
を
使
用
す
る
過
程
で
個
々
の
調
査
対
象
ご
と
に
そ
の
申
告
内
容
が
判
別
で

き
る
中
間
集
計
表
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
当
該
中
間
集
計
表
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
同
様
と
す

る
。
 

 

≪
記
載
例
≫
 

・
 
転
写
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
目
的
以
外
に
利
用
し
な
い
こ
と
と
し
、
利
用
終
了
後

直
ち
に
裁
断
す
る
。
 

ま
た
、
集
計
に
用
い
た
中
間
集
計
表
に
つ
い
て
も
、
当
該
目
的
以
外
に
使
用
し
な
い
こ
と

と
し
、
利
用
終
了
後
直
ち
に
裁
断
す
る
。
 

・
 
公
表
後
、
１
か
月
間
、
県
総
務
部
統
計
課
（
責
任
者
、
統
計
課
長
）
に
お
い
て
保
管
す
る
。

そ
の
後
、
中
間
集
計
表
は
直
ち
に
焼
却
す
る
。
 

 

（
11
）
著
作
権
 

利
用
者
は
、
調
査
票
情
報
を
利
用
し
て
作
成
し
た
集
計
結
果
に
つ
い
て
、
著
作
権
を
主
張
し
な

い
旨
記
載
す
る
。
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第
９
 
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
に
よ
る
審
査
 

１
 
審
査
担
当
部
署
 

原
則
と
し
て
統
計
調
査
を
所
管
す
る
部
署
が
内
容
審
査
を
行
い
、
形
式
審
査
は
、
窓
口
組
織
が
行
う
。 

な
お
、
組
織
の
対
応
に
よ
っ
て
は
窓
口
組
織
が
内
容
審
査
を
行
う
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

２
 
申
出
文
書
の
受
領
と
審
査
 

窓
口
組
織
に
お
い
て
申
出
文
書
を
受
領
し
た
場
合
、
窓
口
組
織
で
複
写
し
た
申
出
書
を
確
保
し
、
形

式
審
査
を
行
い
、
併
せ
て
、
第
６
に
基
づ
き
作
成
し
た
調
査
票
情
報
利
用
管
理
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た

内
容
審
査
担
当
部
署
に
お
い
て
、
申
出
書
の
内
容
審
査
を
実
施
す
る
。
 

な
お
、
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
対
応
の
統
一
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
様
式
第
５
号
を
参
考
と
し
て

各
行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
に
お
い
て
定
め
た
様
式
に
基
づ
き
審
査
報
告
書
を
作
成
し

て
審
査
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 

３
 
申
出
に
対
す
る
基
本
的
審
査
基
準
 

申
出
に
対
し
て
応
諾
の
適
否
を
判
断
す
る
基
本
的
基
準
は
、
法
第

33
条
に
該
当
し
、
か
つ
、
調
査

票
情
報
の
利
用
に
際
し
て
、
調
査
対
象
等
の
秘
密
保
護
に
欠
け
る
こ
と
が
な
く
、
法
第

42
条
及
び
第

43
条
が
確
実
に
遵
守
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
す
る
。
 

個
々
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
申
出
文
書
の
事
項
ご
と
に
次
の
（
１
）
～
（
９
）
の
審
査
基
準
を
参
考

に
事
務
処
理
要
綱
に
審
査
基
準
を
定
め
当
該
基
準
に
基
づ
き
審
査
し
、
応
諾
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
。 

 

（
１
）
調
査
票
情
報
の
利
用
目
的
 

①
 
法
第

33
条
第
１
号
に
該
当
す
る
申
出
で
あ
る
場
合
 

使
用
目
的
が
、
次
の
ア
～
ウ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
申
出
者
の

名
義
人
が
行
政
機
関
の
長
、
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
又
は
独
立
行
政
法
人
等
の

長
で
あ
る
こ
と
、
当
該
調
査
票
情
報
を
使
用
し
て
実
施
す
る
統
計
の
作
成
等
又
は
統
計
の
作
成
す

る
た
め
の
調
査
に
係
る
名
簿
の
作
成
が
、
申
出
を
行
う
組
織
又
は
法
人
の
活
動
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
当
該
使
用
が
個
人
の
使
用
で
は
な
く
当
該

組
織
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
行
政
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体

そ
の
他
の
執
行
機
関
が
申
出
す
る
場
合
は
不
要
。）
。
 

 ア
 
統
計
の
作
成
目
的
で
あ
る
こ
と
 

「
統
計
の
作
成
」
と
は
、
そ
の
統
計
調
査
が
本
来
作
成
を
予
定
し
て
い
た
統
計
以
外
の
統
計

を
作
成
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

複
数
の
調
査
票
情
報
を
接
続
す
る
た
め
に
中
間
的
に
調
査
票
情
報
の
う
ち
数
量
化
に
な
じ

ま
な
い
情
報
（
法
人
の
名
称
な
ど
）
を
利
用
し
、
最
終
的
に
「
統
計
の
作
成
」
を
行
う
場
合
に

つ
い
て
は
、
当
該
数
量
化
に
な
じ
ま
な
い
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
も
「
統
計
の
作
成
」
目
的
に

含
ま
れ
る
。

注
３
）
 

ま
た
、
調
査
票
情
報
の
内
容
を
他
の
配
布
前
調
査
票
に
プ
レ
プ
リ
ン
ト
す
る
利
用
に
つ
い
て

は
、
プ
レ
プ
リ
ン
ト
に
よ
り
実
施
し
た
統
計
調
査
に
よ
り
、
最
終
的
に
「
統
計
の
作
成
」
と
な

る
た
め
、
当
該
利
用
に
つ
い
て
も
「
統
計
の
作
成
」
目
的
に
含
ま
れ
る
。
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注
３
）
 
例
え
ば
、
Ａ
調
査
票
情
報
の
「
法
人
名
」、
「
売
上
高
」
等
と
Ｂ
調
査
票
情
報
の
「
法
人
名
」、
「
研
究
経
費
内
訳
」
等
を
接
続
す
る
た
め
、

両
調
査
票
情
報
に
共
通
す
る
項
目
で
あ
る
「
法
人
名
」
を
キ
ー
と
し
て
双
方
の
デ
ー
タ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、「

売
上
高
」
と
「
研
究
経
費

内
訳
」
に
関
す
る
統
計
を
作
成
す
る
場
合
、「

法
人
名
」
は
個
別
に
識
別
さ
れ
ず
、
ま
た
集
計
の
対
象
と
は
さ
れ
ず
、「

売
上
高
」
と
「
研

究
経
費
内
訳
」
に
関
す
る
統
計
が
作
成
さ
れ
る
た
め
、「

統
計
の
作
成
」
に
包
含
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 イ
 
統
計
的
研
究
目
的
で
あ
る
こ
と
 

「
統
計
的
研
究
」
と
は
、
調
査
票
情
報
を
利
用
し
て
行
う
統
計
的
手
法
に
よ
る
研
究
を
意
味

す
る
。
例
え
ば
、
集
団
の
傾
向
等
を
分
析
し
、
統
計
の
誤
差
の
評
価
を
行
い
、
統
計
調
査
の
計

画
に
関
す
る
改
善
案
を
取
り
ま
と
め
る
研
究
や
、
集
団
の
傾
向
等
の
把
握
の
た
め
に
回
帰
分
析

（
注
４
）
を
行
っ
て
回
帰
式
を
推
定
す
る
研
究
等
が
本
区
分
に
該
当
す
る
。
 

な
お
、
個
別
の
調
査
客
体
の
情
報
に
着
目
し
た
個
別
事
例
研
究
な
ど
は
含
ま
れ
な
い
。
 

 
注
４
）
 
「
回
帰
分
析
（
Re
gr
es
si
on
 a
na
ly
si
s）
」
と
は
、
家
計
の
収
入
と
支
出
の
よ
う
に
一
方
の
変
数
が
他
方
の
変
数
の
決
定
要
因
又
は
説

明
要
因
と
考
え
ら
れ
る
と
き
、
最
小
２
乗
法
に
よ
っ
て
回
帰
式
を
推
計
し
、
両
変
数
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
を
い
う
。
説
明
要
因
と
考

え
ら
れ
る
変
数
が
２
つ
以
上
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
き
、
同
様
の
方
法
で
３
つ
以
上
の
変
数
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
を
重
回
帰
分
析
と

い
う
。
説
明
変
数
と
考
え
ら
れ
る
変
数
や
回
帰
式
の
形
を
選
定
し
た
り
、
取
捨
選
択
す
る
こ
と
も
、
回
帰
分
析
や
重
回
帰
分
析
の
一
環
で

あ
る
。
 

ウ
 
統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
に
係
る
名
簿
の
作
成
目
的
で
あ
る
こ
と
 

作
成
す
る
名
簿
は
、
書
面
、
電
磁
的
記
録
等
そ
の
媒
体
、
形
式
を
問
わ
な
い
。
当
該
名
簿
は

公
的
機
関
が
実
施
す
る
「
統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
に
係
る
名
簿
の
作
成
」
の
み
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
 

「
統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
」
に
は
、
法
第
２
条
第
５
項
に
規
定
さ
れ
る
「
統
計
調
査
」

の
ほ
か
、
統
計
の
作
成
を
目
的
と
し
て
個
人
又
は
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
対
し
意
識
等
の
報
告

を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
調
査
（
い
わ
ゆ
る
意
識
調
査
、
世
論
調
査
の
類
）
に
つ
い
て
も
含

ま
れ
る
。
 

ま
た
、
作
成
し
た
名
簿
の
内
容
を
配
布
前
の
調
査
票
に
プ
レ
プ
リ
ン
ト
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、

当
該
プ
レ
プ
リ
ン
ト
し
た
事
項
が
統
計
の
作
成
に
利
用
し
な
い
事
項
の
み
か
ら
な
る
と
き
は

（
例
え
ば
、
企
業
名
と
住
所
の
み
の
宛
名
情
報
だ
け
の
場
合
）、

本
目
的
に
含
ま
れ
る
。
 

な
お
、「

統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
」
以
外
の
別
の
目
的
で
利
用
さ
れ
る
名
簿
を
作
成

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 

 

②
 
法
第

33
条
第
２
号
に
該
当
す
る
申
出
で
あ
る
場
合
 

利
用
場
所
が
日
本
国
内
で
あ
り
、
使
用
目
的
が
、
前
述
①
の
ア
又
は
イ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
施
行
規
則
第
９
条
第
１
号
か
ら
３
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
を
証
明
す
る
、
次
の
ア
又
は
イ
の
文
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

ア
 
施
行
規
則
第
９
条
第
１
号
又
は
第
２
号
該
当
の
場
合
 

委
託
研
究
、
共
同
研
究
又
は
補
助
の
関
係
を
示
す
文
書
の
写
し
及
び
調
査
研
究
等
の
概
要
に

関
す
る
資
料
 

 

イ
 
施
行
規
則
第
９
条
第
３
号
該
当
の
場
合
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行
政
機
関
の
長
（
各
府
省
大
臣
又
は
長
官
）、

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
が
文
書
名
義

人
と
な
り
、
政
策
の
企
画
、
立
案
、
実
施
、
評
価
等
（
推
進
、
調
整
と
い
っ
た
行
政
上
の
作
用

を
含
む
も
の
）
と
し
て
有
用
で
あ
る
旨
を
記
載
し
た
公
文
書
 

 

な
お
、
法

33
条
第
２
号
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、「

統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
に
係
る

名
簿
の
作
成
」
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
確
認
に
際
し
て
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

（
２
）
調
査
票
情
報
の
利
用
者
の
範
囲
 

調
査
票
情
報
の
利
用
者
の
範
囲
は
必
要
最
小
限
と
し
、
職
務
に
関
し
て
使
用
す
る
場
合
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 ま
た
、
学
生
（
大
学
院
生
を
含
む
。）

は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
文
部
科
学
省

科
学
技
術
研
究
費
補
助
金
を
受
け
て
行
う
研
究
等
に
お
い
て
、
研
究
者
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
場
合
に
限
っ
て
は
、
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
 

な
お
、
法
第

33
条
第
２
号
に
よ
り
調
査
票
情
報
の
使
用
を
申
出
す
る
場
合
に
は
、
第
８
－
４
－

(3
)－

①
に
示
さ
れ
る
誓
約
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
調
査
票
情
報
の
集
計
処
理
等
を

外
部
委
託
す
る
場
合
、
第
８
－
４
－
(3
)－

②
に
示
さ
れ
る
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
 

 （
３
）
利
用
す
る
調
査
票
情
報
の
名
称
及
び
範
囲
 

調
査
票
情
報
の
名
称
、
年
次
等
、
地
域
、
属
性
的
範
囲
が
使
用
目
的
か
ら
判
断
し
て
、
必
要
最
小

限
と
な
っ
て
お
り
、
不
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

（
４
）
利
用
す
る
調
査
事
項
及
び
使
用
方
法
 

①
 
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
以
外
の
場
合
 

ア
 
名
簿
又
は
プ
レ
プ
リ
ン
ト
目
的
以
外
の
場
合
 

利
用
す
る
調
査
事
項
が
、
使
用
目
的
及
び
集
計
様
式
又
は
電
子
計
算
機
に
よ
る
分
析
出
力
様

式
か
ら
判
断
し
て
、
必
要
最
小
限
と
な
っ
て
お
り
、
不
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い

な
い
こ
と
、
ま
た
、
添
付
さ
れ
た
集
計
様
式
が
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
集
計
結
果
か
ら
作
成
で

き
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

な
お
、
調
査
対
象
の
名
称
、
所
在
地
等
は
、
原
則
と
し
て
提
供
し
な
い
が
、
①
公
的
機
関
等

が
統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
に
係
る
名
簿
の
作
成
に
利
用
す
る
場
合
、
②
複
数
の
調
査
票

情
報
、
別
の
行
政
記
録
情
報
や
民
間
の
情
報
等
を
結
合
し
な
け
れ
ば
作
成
で
き
な
い
統
計
を
作

成
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
集
計
処
理
過
程
で
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
に
使
用
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
処

理
完
了
後
に
名
称
、
所
在
地
等
の
情
報
が
破
棄
さ
れ
る
場
合
は
提
供
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。 

 

イ
 
名
簿
又
は
プ
レ
プ
リ
ン
ト
目
的
の
場
合
 

利
用
す
る
調
査
事
項
が
、
名
簿
の
利
用
若
し
く
は
プ
レ
プ
リ
ン
ト
す
る
事
項
と
し
て
必
要
最

小
限
と
な
っ
て
お
り
、
不
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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②
 
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
の
場
合
 

研
究
計
画
が
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
利
用
す
る
調
査
事
項
が
、
利
用
目
的
及
び
研
究
内

容
・
研
究
計
画
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
不
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
提
出
さ
れ
た
集
計
様
式
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
事
項
以
外
の
事
項
も

提
供
し
て
差
し
支
え
な
い
。
 

 

（
５
）
利
用
期
間
 

研
究
等
の
期
間
に
照
ら
し
て
、
適
切
な
期
間
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
で
き
る
だ
け
短
期
間

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。）
。
 

 

（
６
）
利
用
場
所
、
利
用
す
る
環
境
、
保
管
場
所
及
び
管
理
方
法
（
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
を
除
く
）
 

次
の
ア
か
ら
ケ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

ア
 
調
査
票
情
報
の
利
用
場
所
は
、
日
本
国
内
で
あ
る
こ
と
。
 

イ
 
当
該
利
用
場
所
か
ら
調
査
票
情
報
が
持
ち
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
利
用
場
所
は
施
錠
可
能

な
物
理
的
な
場
所
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
調
査
票
情
報
を
利
用
す
る
電
子
計
算
機
に

つ
い
て
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
等
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
不
正
な
持
ち
出
し
を
防
止
す
る

た
め
の
保
安
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

な
お
、
当
該
利
用
場
所
は
分
散
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
く
、
分
散
す
る
場
合
は
、
正
当
な

理
由
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

ウ
 
調
査
票
情
報
が
限
定
さ
れ
た
媒
体
に
格
納
さ
れ
、
当
該
限
定
さ
れ
た
媒
体
が
施
錠
可
能
な

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
。
な
お
、
当
該
場
所
は
利
用
場
所
と
同
一
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
く
、
別
々
と
な
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
。
 

エ
 
調
査
票
情
報
の
使
用
時
に
上
記
ア
の
利
用
場
所
に
存
在
す
る
者
が
制
限
さ
れ
る
、
又
は
、

何
ら
か
の
確
認
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
。
 

オ
 
調
査
票
情
報
の
利
用
時
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
環
境
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
外
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
た
状
態
で
は
な
い
こ
と
。
 

カ
 
調
査
票
情
報
を
利
用
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
に
 

・
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
対
策
 

・
 
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ホ
ー
ル
対
策
 

・
 
識
別
及
び
主
体
認
証
対
策
 

・
 
ス
ク
リ
ー
ン
ロ
ッ
ク
等
の
不
正
操
作
対
策
 

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

キ
 
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
可
能
性
の
あ
る
電
子
計
算
機
や
利
用
者
以
外
の
者
が

使
用
す
る
電
子
計
算
機
に
調
査
票
情
報
及
び
中
間
生
成
物
を
残
留
さ
せ
な
い
こ
と
。
ま
た
、

利
用
者
以
外
の
者
が
調
査
票
情
報
及
び
中
間
生
成
物
を
保
管
し
て
い
る
電
子
計
算
機
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に
制
御
さ
れ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
環
境
で
あ
る
こ
と
。
 

ク
 
公
的
機
関
が
調
査
票
情
報
と
し
て
調
査
票
の
原
票
を
使
用
す
る
場
合
、
調
査
票
の
原
票
を

使
用
す
る
場
所
、
保
管
場
所
で
あ
る
公
務
所
内
と
し
、
保
管
場
所
か
ら
持
ち
出
し
て
使
用
し

な
い
こ
と
。
 

ケ
 
提
供
さ
れ
る
調
査
票
情
報
に
加
え
、
集
計
作
業
等
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
調
査
票
情
報
等

を
含
む
中
間
生
成
物
及
び
廃
棄
物
に
つ
い
て
も
、
漏
え
い
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
適
正
な
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管
理
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
。
 

 

（
７
）
結
果
の
公
表
方
法
及
び
公
表
時
期
 

閲
覧
又
は
転
写
し
た
結
果
を
そ
の
ま
ま
公
表
す
る
場
合
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 

ま
た
、
結
果
を
公
表
し
な
い
場
合
、
そ
の
理
由
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

な
お
、
集
計
し
た
結
果
を
公
表
す
る
場
合
に
は
、
個
々
の
調
査
対
象
に
関
す
る
事
項
が
特
定
、
類

推
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
秘
匿
措
置
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
「
○
○
省
の
「
○
○
統
計
調
査
」
の
調
査
票
情
報
を
独

自
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。」

な
ど
提
供
元
の
行
政
機
関
及
び
特
定
の
調
査
票
情
報
を
利
用
し
た
旨

（
出
典
）
を
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

（
８
）
転
写
書
類
の
使
用
後
の
処
置
 

原
則
と
し
て
転
写
書
類
及
び
中
間
生
成
物
（
第

12
－
２
に
よ
り
、
行
政
機
関
よ
り
消
去
し
な
い

こ
と
に
つ
い
て
了
解
を
得
た
も
の
を
除
く
）は

、使
用
後
直
ち
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

（
９
）
著
作
権
 

利
用
者
は
、
調
査
票
情
報
を
利
用
し
て
作
成
し
た
集
計
結
果
に
つ
い
て
、
申
出
書
で
著
作
権
を
主

張
し
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 ４
 
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
の
取
扱
い
 

（
１
）
提
供
要
件
を
引
き
続
き
満
た
す
変
更
 

記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
変
更
後
の
申
出
全
体
に
つ
い
て
改
め
て
申
出
を
必
要
と

す
る
運
用
を
行
う
。
た
だ
し
、
使
用
者
の
組
織
名
・
役
職
名
の
変
更
等
の
形
式
的
な
変
更
、
人
事
異

動
に
伴
う
担
当
者
の
変
更
で
あ
っ
て
、
調
査
票
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行

政
法
人
等
に
対
し
当
該
変
更
が
生
じ
る
旨
の
連
絡
を
電
話
、
メ
ー
ル
、
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ

り
行
い
、
変
更
の
承
諾
を
受
け
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

 
な
お
、
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
は
こ
れ
ら
の
変
更
に
つ
い
て
適
正
に
管
理
を
行
う
。 

 

（
２
）
提
供
要
件
を
満
た
せ
な
い
変
更
 

記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
、
提
供
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
規
則
第
９
条
各
号
の
要
件
か
ら
外
れ
る

変
更
と
な
っ
た
場
合
（
例
え
ば
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
対
象
か
ら
外
れ
た
等
）、

速

や
か
に
第

12
－
２
に
記
載
す
る
措
置
を
行
う
。
 

ま
た
、
利
用
成
果
が
存
在
す
る
場
合
、
第

12
－
３
に
記
載
す
る
措
置
も
併
せ
て
行
う
。
 

 

 第
10
 
審
査
結
果
の
通
知
 

審
査
結
果
の
通
知
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
を
参
考
と
し
て
事
務
処
理
要
綱
を
定
め
、
当
該
事
務
処

理
要
綱
に
基
づ
い
て
運
用
を
行
う
。
 

 １
 
審
査
に
要
す
る
期
間
 

行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
は
、
申
出
文
書
を
受
理
し
て
か
ら
原
則
と
し
て

14
日
以
内

18
 

に
、
当
該
申
出
に
対
す
る
審
査
結
果
の
通
知
を
行
う
。
 

 

２
 
審
査
後
の
手
続
等
 

（
１
）
申
出
を
応
諾
し
た
場
合
の
通
知
書
の
送
付
及
び
調
査
票
情
報
の
提
供
等
 

行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
は
、
申
出
者
に
対
し
、
様
式
第
６
号
を
参
考
と
し
て
行
政

機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
が
定
め
た
承
諾
通
知
書
を
送
付
す
る
。
申
出
事
項
を
変
更
し
、
又
は
、

条
件
を
付
し
て
応
諾
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
項
も
併
せ
て
通
知
す
る
。
 

 

（
２
）
承
諾
し
な
い
場
合
の
通
知
書
の
送
付
 

行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
は
、
申
出
者
に
対
し
、
様
式
第
７
号
を
参
考
と
し
て
行
政

機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
が
定
め
た
不
承
諾
通
知
書
（
調
査
票
情
報
を
提
供
し
な
い
旨
記

載
）
を
送
付
す
る
。
 

  第
11
 
調
査
票
情
報
及
び
利
用
に
必
要
な
情
報
の
提
供
 

承
諾
通
知
書
に
よ
り
調
査
票
情
報
を
提
供
す
る
旨
通
知
し
た
後
、
原
則
と
し
て

14
日
以
内
に
申
出

者
に
対
し
調
査
票
情
報
の
電
磁
記
録
媒
体
転
写
分
及
び
調
査
票
情
報
の
利
用
に
必
要
な
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
の
提
供
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

提
供
の
手
段
は
直
接
の
受
け
渡
し
を
原
則
と
し
つ
つ
、
提
供
先
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
切
手
を
送
付
さ

れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
書
留
に
よ
る
送
付
に
も
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。
 

な
お
、
情
報
漏
洩
防
止
の
観
点
か
ら
、
電
磁
的
記
録
媒
体
転
写
分
に
つ
い
て
は
、
暗
号
化
し
パ
ス
ワ

ー
ド
を
付
し
て
提
供
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
っ
て
情
報
の
受
け
渡
し
す
る
際
は
、
他
の
デ
ー
タ
の
混
在
や
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
電
磁
的
記
録
媒
体
に
つ
い
て
未
使
用
品
を
使
用
す
る
こ
と

と
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
通
信
回
線
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
調
査
票
情
報
の
提
供
に
つ
い

て
は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

加
え
て
、
提
供
先
に
お
け
る
適
正
な
管
理
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
被
調
査
者
の
報
告
内
容
等
が
漏
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
調
査
票
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
に
対
し
、
法

42
条
第

1
項
の
適
用
を
受
け

て
適
正
に
管
理
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
、
法
第

43
条
の
適
用
を
受
け
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

及
び
法
第

57
条
第
１
項
第
３
号
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
必
ず
伝
達
す
る
こ
と
。
 

  第
12
 
調
査
票
情
報
の
利
用
期
間
中
の
対
応
及
び
終
了
後
の
処
置
の
確
認
 

１
 
利
用
期
間
中
の
対
応
（
監
査
）
 

特
に
、
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
以
外
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
は
、

調
査
票
情
報
の
秘
密
の
保
護
の
徹
底
を
図
る
観
点
か
ら
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
職
員
の
派
遣
を
行
う
等

に
よ
り
調
査
票
情
報
の
使
用
環
境
の
確
認
等
の
監
査
を
必
要
に
応
じ
て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

な
お
、
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
に
お
い
て
、
当
該
利
用
場
所
か
ら
成
果
物
等
を
持
ち
出
す
場
合
、
当
該
内

容
を
必
ず
確
認
す
る
と
と
も
に
、
統
計
表
や
分
析
結
果
に
つ
い
て
秘
匿
等
が
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
を

行
い
、
秘
匿
等
が
必
要
な
場
合
は
当
該
措
置
が
行
わ
れ
る
ま
で
持
ち
出
し
を
留
保
す
る
よ
う
運
用
す
る
。 
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２
 
利
用
期
間
終
了
後
の
処
置
 

申
出
者
は
、
調
査
票
情
報
か
ら
生
成
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
申
出
書
類
に
添
付
し
た
集
計
様
式
又
は
分

析
出
力
様
式
に
提
示
さ
れ
て
い
る
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、
調
査
票
情
報
、
調
査
票
情
報
の
利
用
に
必

要
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
及
び
そ
の
中
間
生
成
物
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
紙
媒
体
等
書
面
で
残
し
て
い
る
も

の
は
溶
解
等
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
が
残
っ
て
い
る
も
の
は
電
磁
的
記
録
媒
体

か
ら
速
や
か
に
消
去
し
た
り
、
電
磁
的
記
録
媒
体
自
体
を
粉
砕
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
で
き
る
限
り

復
元
困
難
な
状
態
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
使
用
後
の
処
置
に
つ
い
て
、
様
式
第
６
号
別
紙
１
を

参
考
と
し
て
行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
が
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
調
査
票
情
報
の
提
供
を

受
け
た
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
に
報
告
す
る
よ
う
運
用
す
る
（
提
出
先
は
原
則
と
し
て

窓
口
組
織
と
す
る
。）
。
 

ま
た
、
行
政
機
関
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
等
は
、
利
用
期
間
終
了
後
の
処
置
に
つ
い
て
も
確
実
に

廃
棄
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、
必
要
に
応
じ
て
監
査
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

な
お
、
調
査
票
情
報
に
つ
い
て
再
度
利
用
が
予
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
再
度
利
用
す
る
際
の
名

寄
せ
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
作
業
を
効
率
化
す
る
な
ど
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
文
書
に
お
い
て

調
査
票
情
報
の
提
供
元
の
行
政
機
関
の
了
解
を
得
て
、
調
査
票
情
報
を
特
定
す
る
キ
ー
コ
ー
ド
（
行
政

機
関
等
が
割
り
振
っ
た
一
連
番
号
な
ど
で
あ
っ
て
、
調
査
対
象
者
が
報
告
を
行
っ
て
い
な
い
情
報
）
の

み
を
マ
ッ
チ
ン
グ
キ
ー
と
し
て
消
去
せ
ず
再
度
の
利
用
の
た
め
に
保
管
す
る
こ
と
と
し
て
差
し
支
え

な
い
。
こ
の
情
報
を
引
き
続
き
利
用
す
る
場
合
は
、
当
該
情
報
は
調
査
票
情
報
と
同
様
の
取
り
扱
い
と

し
第
９
－
３
－
（
６
）
に
お
け
る
利
用
環
境
を
満
た
す
よ
う
に
保
管
・
利
用
す
る
。
 

 

３
 
利
用
成
果
の
報
告
 

行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
が
調
査
票
情
報
を
提
供
す
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
者

に
対
し
て
、
当
該
利
用
期
間
（
申
出
文
書
に
記
載
し
た
利
用
期
間
）
の
終
了
後
に
、
当
該
調
査
票
情
報

の
利
用
成
果
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
運
用
を
行
う
。
 

当
該
報
告
は
、
様
式
第
６
号
別
紙
２
を
参
考
と
し
て
行
政
機
関
又
は
届
出
独
立
行
政
法
人
等
が
定
め

る
様
式
に
よ
り
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。
 

  第
13
 
調
査
票
情
報
の
不
適
切
利
用
へ
の
対
応
 

１
 
調
査
票
情
報
の
不
適
切
利
用
へ
の
対
応
 

調
査
票
情
報
の
提
供
を
受
け
た
者
は
、
法
第

42
条
第
１
項
及
び
第

43
条
第
２
項
に
お
い
て
適
正
管

理
義
務
及
び
守
秘
義
務
が
か
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
法
第

57
条
第
１
項
第
３
号

の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
法
第

34
条
に
基
づ
く
委
託
に
よ
る
統
計
の
作
成
等
や
法
第

35
条
及
び
第

36
条
に
基
づ
く

匿
名
デ
ー
タ
の
作
成
・
提
供
に
お
い
て
も
、
目
的
外
利
用
や
情
報
が
漏
洩
し
た
等
の
問
題
が
生
じ
た
場

合
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
禁
止
措
置
等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
行
政
機
関
か
ら
取
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 

調
査
票
情
報
の
提
供
に
お
い
て
も
法
令
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
法
第

34
条
の
運
用
及
び
法
第

36

条
の
運
用
と
整
合
を
確
保
す
る
た
め
、
法
第

33
条
の
運
用
に
お
い
て
法
令
違
反
や
問
題
が
生
じ
た
場

合
、
法
に
規
定
さ
れ
た
罰
則
の
他
、
法
第

34
条
及
び
法
第

36
条
の
運
用
上
の
措
置

（
注
５
）
に
準
じ
た

提
供
禁
止
措
置
等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
講
じ
る
。
 

 

20
 

注
５
）
法
第

33
条
、
第

34
条
及
び
第

36
条
に
基
づ
く
二
次
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
の
全
府
省
に
お
け
る
一
定
期
間
の
一
斉
停
止
等
 

 

２
 
公
益
通
報
者
保
護
法
と
の
関
係
 

法
は
、
公
益
通
報
者
保
護
法
（
平
成

16
年
法
律
第

12
2
号
）
の
適
用
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
法
に

違
反
す
る
行
為
を
労
働
者
が
通
報
し
た
場
合
、
公
益
通
報
者
保
護
法
に
基
づ
き
、
当
該
労
働
者
は
解
雇

等
の
不
利
益
な
取
扱
い
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

行
政
機
関
は
、
公
益
通
報
者
保
護
法
及
び
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
基
づ
い
て
、
内
規
の
整
備
、

受
付
窓
口
の
整
備
等
、
適
切
な
措
置
を
行
う
。
 

  第
14
 
提
供
状
況
の
総
務
大
臣
へ
の
報
告
 

行
政
機
関
の
長
及
び
届
出
独
立
行
政
法
人
は
、
法
第

55
条
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
求
め
に
応
じ
、

１
年
に
１
回
、
申
出
件
数
、
応
諾
件
数
、
許
否
件
数
等
を
取
り
ま
と
め
、
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
。
 

   

附
 
則
 

１
 
平
成

23
年
３
月

28
日
付
で
改
正
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
平
成

23
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
。
 

２
 
平
成

17
年
８
月

15
日
付
け
総
務
省
政
策
統
括
官
（
統
計
基
準
担
当
）
決
定
「
指
定
統
計
調
査
調
査

票
の
統
計
目
的
外
使
用
の
承
認
申
請
に
関
す
る
事
務
処
理
要
領
」
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
を

も
っ
て
廃
止
す
る
。
 

  

（
注
）
添
付
資
料
（
様
式
等
）
は
本
報
告
書
へ
の
掲
載
を
省
略
し
た
。
 

 
 
 
様
式
等
を
含
む
全
体
版
に
つ
い
て
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
 

 
 
 
（
総
務
省
Ｈ
Ｐ
 
ht
tp
:/
/w
ww
.s
ta
t.
go
.j
p/
in
de
x/
se
id
o/
ho
uk
i.
ht
m 

）
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1 

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
に

係
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

 

 
制

定
 

平
成

 
2

1
 
年

 
２

 
月

1
7

日
 

改
正

 
平

成
 

2
1

 
年

 
９

 
月

2
9

日
 

改
正

 
平

成
 

2
3

 
年

 
３

 
月

2
8

日
 

総
務

省
政

策
統

括
官

（
統

計
基

準
担

当
）

決
定

 

 目
 

次
 

第
１

 
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

目
的

 

第
２

 
用

語
の

定
義

 

第
３

 
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
実

施
に

際
し

て
の

基
本

原
則

 

第
４

 
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

に
関

す
る

計
画

の
公

表
 

第
５

 
告

示
に

よ
る

加
算

料
金

の
設

定
 

第
６

 
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
委

託
申

出
手

続
 

第
７

 
委

託
申

出
に

対
す

る
審

査
 

第
８

 
手

数
料

の
積

算
 

第
９

 
審

査
結

果
の

通
知

等
 

第
1
0
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
依

頼
書

の
提

出
と

手
数

料
の

納
付

 

第
1
1
 

統
計

の
作

成
等

の
実

施
 

第
1
2
 

統
計

成
果

物
の

提
供

 

第
1
3
 

統
計

等
の

作
成

を
外

部
委

託
す

る
場

合
の

留
意

事
項

 

第
1
4
 

委
託

申
出

書
の

記
載

事
項

等
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

 

第
1
5
 

統
計

成
果

物
の

提
供

後
の

利
用

制
限

 

第
1
6
 

委
託

申
出

者
に

よ
る

研
究

成
果

等
の

公
表

 

第
1
7
 

統
計

成
果

物
の

不
適

切
利

用
へ

の
対

応
 

第
1
8
 

実
績

報
告

書
の

作
成

・
提

出
 

第
1
9
 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
施

行
時

期
 

  第
１

 
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

目
的

 

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
に

係
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
（

以
下
「

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
と

い
う

。
）

は
、

統
計

法
（

平
成

1
9
年

法
律

第
5
3
号

。
以

下
「

法
」

と
い

う
。
）

第
3
4
条

の
規

定
に

基

づ
い

て
行

う
委

託
に

よ
る

統
計

の
作

成
等

に
係

る
事

務
処

理
の

明
確

化
及

び
標

準
化

を
図

る

こ
と

に
よ

り
、
行

政
機

関
又

は
届

出
独

立
行

政
法

人
等

及
び

法
第

3
7
条

に
基

づ
き

事
務

の
全

部
を

受
託

す
る

独
立

行
政

法
人

等
が

、
こ

れ
ら

の
事

務
を

適
切

か
つ

円
滑

に
実

施
で

き
る

よ

う
に

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

   

資
料

５
－

２
 

 
2 

第
２

 
用

語
の

定
義

 

１
 

統
計

の
作

成
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

統
計

の
作

成
」

と
は

、
調

査
票

情
報

を
利

用
し

て
集

計
処

理
を

行
い

、
当

該
統

計
調

査
に

よ
る

当
初

作
成

を
予

定
し

て
い

た
統

計
以

外
の

統
計

を
作

成
す

る
こ

と
を

い
う

。
 

 
２

 
統

計
的

研
究

 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

統
計

的
研

究
」
と

は
、
調

査
票

情
報

を
利

用
し

て
行

う

統
計

的
手

法
に

よ
る

研
究

を
い

う
。
例

え
ば

、
統

計
の

分
散

を
評

価
す

る
研

究
や

、
集

団

の
傾

向
等

の
把

握
の

た
め

に
回

帰
分

析
を

行
う

研
究

が
本

区
分

に
該

当
す

る
。

 
な

お
、

個
別

の
調

査
客

体
の

情
報

に
着

目
し

た
個

別
事

例
研

究
な

ど
は

含
ま

な
い

。
 

 
３

 
委

託
に

よ
る

統
計

の
作

成
等

（
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

）
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
」（

以
下
「

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
」
と

い
う

。
）
と

は
、
受

託
機

関
が

法
第

3
4
条

に
基

づ
き

、
一

般
か

ら
の

委
託

に

応
じ

、
そ

の
行

っ
た

統
計

調
査

に
係

る
調

査
票

情
報

を
利

用
し

て
、
統

計
の

作
成

又
は

統

計
的

研
究

（
以

下
「

統
計

の
作

成
等

」
と

い
う

。
）

を
行

う
こ

と
を

い
う

。
 

 
４

 
統

計
成

果
物

 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

統
計

成
果

物
」

と
は

、
受

託
機

関
が

法
第

3
4
条

に
基

づ
く

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

よ
り

作
成

し
た

成
果

を
い

う
。

 

 

５
 

調
査

票
情

報
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

調
査

票
情

報
」

と
は

、
法

第
２

条
第

1
1
項

に
規

定
す

る
も

の
を

い
う

。
な

お
、
他

の
行

政
機

関
か

ら
提

供
さ

れ
た

行
政

記
録

情
報

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

に
用

い
る

項
目

に
含

ま
な

い
が

、
提

供
元

で
あ

る

行
政

機
関

が
、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

に
用

い
る

こ
と

を
あ

ら
か

じ
め

承
諾

し
て

い
る

場

合
は

そ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

 

６
 

行
政

機
関

 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

行
政

機
関

」
と

は
、
法

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
も

の
の

う
ち

、
法

第
3
4
条

に
係

る
事

務
を

行
う

行
政

機
関

を
い

う
。

 

 

７
 

届
出

独
立

行
政

法
人

等
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

届
出

独
立

行
政

法
人

等
」

と
は

、
法

第
2
5
条

に
規

定

す
る

独
立

行
政

法
人

等
の

う
ち

、
法

第
3
4
条

に
係

る
事

務
を

行
う

も
の

を
い

う
。

 

 

８
 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

受
託

独
立

行
政

法
人

等
」

と
は

、
法

第
3
7
条

の
規

定

に
よ

り
、

統
計

法
施

行
令

（
平

成
2
0
年

政
令

第
3
3
4
号

。
以

下
「

令
」

と
い

う
。
）

第
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3 

1
2

条
に

規
定

さ
れ

て
い

る
独

立
行

政
法

人
等

で
あ

っ
て

実
際

に
事

務
の

全
部

委
託

を
受

け
て

い
る

も
の

を
い

う
。

 

 
９

 
受

託
機

関
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

受
託

機
関

」
と

は
、
６

の
「

行
政

機
関

」
及

び
７

の
「

届

出
独

立
行

政
法

人
等

」
を

い
う

。
 

 

1
0
 

受
託

機
関

等
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

受
託

機
関

等
」
と

は
、
９

の
「

受
託

機
関

」
及

び
８

の

「
受

託
独

立
行

政
法

人
等

」
を

い
う

。
 

 
1
1
 

委
託

申
出

者
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

委
託

申
出

者
」
と

は
、
法

第
3
4
条

、
令

第
1
3
条

及
び

統
計

法
施

行
規

則
（

平
成

2
0
年

総
務

省
令

第
1
4
5
号

。
以

下
「

規
則

」
と

い
う

。
）

第

1
1
条

に
基

づ
き

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
を

求
め

る
者

を
い

う
。

 

  第
３

 
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
実

施
に

際
し

て
の

基
本

原
則

 

１
 

事
務

処
理

要
綱

の
策

定
と

責
任

体
制

の
明

確
化

 

受
託

機
関

等
は

、
本

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
基

に
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

に
係

る
具

体
的

な

事
務

処
理

の
内

容
や

手
続

の
明

確
化
・
効

率
化

を
図

る
た

め
、
そ

れ
ぞ

れ
事

務
処

理
要

綱

を
当

該
組

織
共

通
の

も
の

と
し

て
策

定
す

る
。

 

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
組

織
内

の
関

係
課

室
係

等
の

業
務

体
制

や
役

割
分

担
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
事

業
の

円
滑

な
実

施
の

た
め

に
設

置
す

る
会

議
・
役

職
等

に
つ

い
て

も

規
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

な
お

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

に
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
事

務
の

全
部

を
委

託
す

る

場
合

、
事

務
処

理
要

綱
は

受
託

し
た

受
託

独
立

行
政

法
人

等
が

策
定

す
る

こ
と

と
し

、
そ

の
策

定
や

改
定

に
当

た
っ

て
は

、
全

部
委

託
の

契
約

を
締

結
し

た
際

の
双

方
の

合
意

に
基

づ
き

委
託

し
た

受
託

機
関

と
協

議
す

る
。

 

 ２
 

秘
密

保
護

及
び

適
正

管
理

の
確

保
 

(
1
)
 

受
託

機
関

等
に

お
け

る
措

置
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
を

行
う

た
め

に
、

受
託

機
関

等
が

調
査

票
情

報
を

取
り

扱

う
に

当
た

っ
て

は
、

統
計

調
査

に
対

す
る

調
査

対
象

者
の

信
頼

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
、

法
第

3
9
条

第
１

項
第

１
号

及
び

第
３

号
に

基
づ

く
調

査
票

情
報

等
の

適
正

な
管

理
に

係
る

規
定

及
び

法
第

4
1
条

第
１

号
及

び
第

３
号

に
基

づ
く

守
秘

義
務

に
係

る
規

定
を

踏
ま

え
て

、
ま

た
、
「

調
査

票
情

報
等

の
管

理
及

び
情

報
漏

え
い

等
の

対
策

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
（

平
成

2
1

年
２

月
６

日
総

務
省

政
策

統
括

官
（

統
計

基
準

担

当
）

決
定

）
を

踏
ま

え
て

、
所

要
の

措
置

を
講

じ
る

。
 

 

 
4 

(
2
)
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

係
る

事
務

及
び

そ
の

他
業

務
の

外
部

委
託

を
行

う
場

合
の

措
置

 

受
託

機
関

が
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
業

務
の

一
部

を
外

部
委

託
す

る
場

合
は

、

法
第

3
9
条

第
２

項
に

基
づ

く
調

査
票

情
報

等
の

適
正

な
管

理
に

係
る

規
定

及
び

法
第

4
1
条

第
４

号
に

基
づ

く
守

秘
義

務
に

係
る

規
定

を
踏

ま
え

て
、

委
託

先
事

業
者

に
対

し
所

要
の

措
置

を
講

じ
さ

せ
る

こ
と

と
し

、
受

託
業

者
と

の
契

約
に

際
し

て
は

、
法

令
、「

調
査

票
情

報
等

の
管

理
及

び
情

報
漏

え
い

等
の

対
策

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」

（
平

成
2
1
年

２
月

６
日

総
務

省
政

策
統

括
官

（
統

計
基

準
担

当
）

決
定

）
及

び
「

統

計
調

査
の

民
間

事
業

者
の

活
用

に
係

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」（

平
成

1
7
年

３
月

3
1
日
（

各

府
省

統
計

主
管

課
長

等
会

議
申

合
せ

）
を

踏
ま

え
た

契
約

条
項

を
設

け
、

受
託

業
者

が
確

実
に

こ
れ

を
履

行
す

る
よ

う
措

置
す

る
。

 

  ３
 

効
率

的
な

事
務

処
理

の
実

施
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
、

結
果

表
の

審
査

等
を

行
う

た
め

の
専

門
的

な
知

識
、

経
験

が
必

要
で

あ
る

こ
と

等
を

踏
ま

え
、

受

託
機

関
は

、
必

要
に

応
じ

て
法

第
3
7
条

に
基

づ
く

全
部

委
託

又
は

関
連

事
務

の
一

部
委

託
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

に
関

連
す

る
技

術
の

開
発

や
蓄

積

を
効

率
的

に
処

理
を

行
う

よ
う

努
め

る
。

 

 ４
 

法
第

3
7
条

に
基

づ
く

受
託

独
立

行
政

法
人

等
へ

の
委

託
 

(
1
)
 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
と

総
務

省
及

び
受

託
機

関
と

の
連

携
 

受
託

機
関

と
当

該
受

託
機

関
か

ら
業

務
を

受
託

し
た

受
託

独
立

行
政

法
人

等
は

、

当
該

事
務

の
遂

行
に

当
た

っ
て

、
相

互
連

絡
を

密
に

し
円

滑
な

処
理

を
行

う
。

 

な
お

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

が
受

託
し

た
個

別
業

務
に

関
す

る
総

務
省

へ
の

連

絡
は

、
当

該
受

託
機

関
を

通
じ

て
行

う
。
（

関
連

：
第

1
7
の

２
、

第
1
8
の

２
）

 

 

(
2
)
 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
の

変
更

 

法
第

3
7
条

に
基

づ
く

受
託

独
立

行
政

法
人

等
へ

の
事

務
の

全
部

委
託

を
新

た
に

開

始
す

る
場

合
、

変
更

す
る

場
合

又
は

中
止

す
る

場
合

に
は

、
受

託
機

関
で

あ
っ

て
、

法
第

3
4
条

に
係

る
一

連
の

手
続

が
終

了
し

て
い

な
い

者
が

存
在

す
る

場
合

、
そ

の
者

に
対

し
、

あ
ら

か
じ

め
そ

の
旨

を
通

知
し

、
円

滑
な

取
扱

い
に

必
要

と
な

る
措

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る

。
 

ま
た

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

を
変

更
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

受
託

機
関

は
書

類

の
引

継
ぎ

、
連

携
等

に
遺

漏
が

な
い

よ
う

留
意

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 

 第
４

 
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

に
関

す
る

計
画

の
公

表
 

受
託

機
関

は
、

毎
年

度
当

初
に

、
当

該
年

度
に

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

対
応

す
る

予
定

の
統

計
調

査
の

名
称

、
年

次
、

対
応

可
能

な
統

計
の

作
成

等
の

種
類

や
集

計
サ

ー
ビ

ス
の

内

容
、

委
託

申
出

の
受

付
期

間
、

統
計

成
果

物
の

提
供

を
行

う
時

期
及

び
次

年
度

以
降

の
取

扱
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5 

に
つ

い
て

事
前

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

等
に

よ
り

対
外

的
に

明
ら

か
に

す
る

。
（

関

連
：

第
６

）
 

 ○
 

統
計

調
査

の
名

称
及

び
年

次
 

○
 

対
応

可
能

な
統

計
の

作
成

等
の

種
類

や
集

計
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

 
例

え
ば

 
【

集
計

の
内

容
】

 
次

の
条

件
を

す
べ

て
満

た
す

も
の

に
限

る
。

 
・

二
次

元
以

下
の

ク
ロ

ス
集

計
 

・
受

託
機

関
が

保
有

し
て

い
る

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

単
独

で
直

接
集

計
が

可
能

な
集

計
 

（
項

目
の

再
符

号
化

等
は

対
応

し
な

い
）

 
・

集
計

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

言
語

）
□

□
の

◇
◇

機
能

に
よ

り
集

計
可

能
な

も
の

 
【

出
力

形
式

】
 

○
○

形
式

 
等

 
 ○

 
受

付
期

間
 

○
 

統
計

成
果

物
の

提
供

を
行

う
時

期
 

  第
５

 
告

示
に

よ
る

加
算

料
金

の
設

定
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
の

手
数

料
と

し
て

、
令

第
1
3
条

第
１

項
第

１
～

３
号

に
よ

る
人

件

費
等

、
媒

体
費

用
、
送

付
に

要
す

る
費

用
の

ほ
か

令
第

1
3
条

第
１

項
第

4
号

に
基

づ
き

費
用

を
加

算
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

は
、

あ
ら

か
じ

め
告

示
に

よ
り

当
該

費
用

の
額

等
を

定
め

て

お
く

。
（

関
連

：
第

８
の

２
）

 

  第
６

 
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
委

託
申

出
手

続
 

１
 

あ
ら

か
じ

め
明

示
し

て
お

く
事

項
 

委
託

申
出

手
続

を
行

う
場

合
に

委
託

申
出

者
が

あ
ら

か
じ

め
了

解
し

て
お

く
べ

き
次

の
事

項
を

受
託

機
関

等
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

お
い

て
提

示
し

、
広

く
周

知
す

る
（

関

連
：

第
４

、
第

６
の

６
）
。

 
 《

要
明

示
事

項
》

 

・
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
制

度
の

趣
旨

、
法

的
根

拠
 

・
 

契
約

の
内

容
等

を
定

め
た

利
用

条
件

（
受

託
機

関
等

が
定

め
る

契
約

書
の

雛
形

等
）

 

・
 

委
託

申
出

の
手

続
及

び
手

続
に

必
要

と
さ

れ
る

各
様

式
 

・
 

手
続

に
は

本
人

確
認

が
必

要
で

、
本

人
確

認
の

た
め

の
提

示
書

類
は

受
付

窓
口

で
複

写
さ

れ
る

こ
と

 

・
 

標
準

処
理

期
間

（
委

託
申

出
書

が
提

出
さ

れ
て

か
ら

委
託

申
出

書
の

審
査

結
果

を
通

知
す

る
ま

で
の

処
理

期
間

）
 

 
6 

・
 

委
託

申
出

書
に

記
載

し
た

利
用

目
的

以
外

の
利

用
は

禁
止

さ
れ

て
い

る
こ

と
（

委
託

申
出

書
に

記
載

し
た

利
用

目
的

以
外

に
利

用
す

る
場

合
は

受
託

機
関

等
の

承
諾

を
得

る

必
要

が
あ

る
こ

と
）

 

・
 

契
約

等
に

反
し

た
場

合
は

す
べ

て
の

受
託

機
関

等
に

よ
る

提
供

禁
止

措
置

が
課

さ
れ

る
こ

と
 

・
 

提
供

す
る

統
計

成
果

物
に

必
要

な
秘

匿
措

置
を

講
じ

る
こ

と
に

よ
り

、
委

託
申

出
者

が
期

待
す

る
結

果
が

得
ら

れ
な

い
可

能
性

が
あ

る
こ

と
 

・
 

委
託

申
出

に
よ

り
作

成
さ

れ
た

統
計

成
果

物
に

つ
い

て
、

著
作

権
を

主
張

し
な

い
こ

と
 

・
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
制

度
に

よ
る

利
用

は
契

約
に

基
づ

く
も

の
で

あ
り

、
行

政
不

服
審

査
法

（
昭

和
3
7
年

法
律

第
1
6
0
号

）
の

対
象

外
で

あ
る

こ
と

 

・
 

や
む

を
得

な
い

事
情

に
よ

り
、

統
計

成
果

物
の

提
供

が
遅

れ
る

場
合

が
あ

り
得

る
こ

と
 

・
 

受
託

機
関

等
が

委
託

申
出

を
承

諾
し

た
以

後
、

原
則

と
し

て
申

出
の

変
更

は
認

め
ら

れ
な

い
こ

と
 

・
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
制

度
に

よ
り

統
計

成
果

物
の

提
供

を
受

け
た

場
合

、
学

術
研

究
の

成
果

又
は

高
等

教
育

の
内

容
を

公
表

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
 

・
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
制

度
に

よ
り

統
計

成
果

物
の

提
供

を
受

け
た

場
合

、
オ

ー
ダ

ー

メ
ー

ド
集

計
を

利
用

し
た

委
託

申
出

者
の

所
属

・
氏

名
、

使
用

す
る

調
査

票
情

報
の

名

称
、

学
術

研
究

又
は

授
業

科
目

の
名

称
等

が
受

託
機

関
か

ら
公

表
さ

れ
る

こ
と

 

・
 

委
託

申
出

等
手

続
に

お
い

て
使

用
す

る
言

語
 

 

な
お

、
受

託
機

関
が

事
務

の
一

部
を

民
間

の
事

業
者

に
委

託
す

る
場

合
は

、
上

記
の

他
、

次
の

事
項

に
つ

い
て

も
明

示
し

て
お

く
こ

と
。

 

・
 

受
託

機
関

は
、

委
託

申
出

の
承

諾
後

、
入

札
等

の
手

続
に

よ
り

、
統

計
等

の
作

成
等

を
外

部
委

託
す

る
た

め
、

当
該

手
続

に
所

要
の

時
間

を
要

す
る

場
合

が
あ

る
こ

と
 

・
 

民
間

事
業

者
と

の
契

約
額

に
関

わ
ら

ず
、

承
諾

通
知

書
（

第
９

に
記

載
）

に
よ

り
通

知
し

た
手

数
料

は
変

わ
ら

な
い

こ
と

 

 
２

 
事

前
確

認
等

 

上
記

１
の

明
示

事
項

へ
の

承
諾

の
確

認
及

び
委

託
申

出
書

等
（

※
）
の

提
出

後
の

要
件

不
備

に
よ

る
不

承
諾

又
は

書
類

不
備

等
に

よ
る

再
提

出
の

回
避

を
目

的
と

し
て

、
原

則
と

し
て

受
託

機
関

等
は

、
面

接
、
電

話
等

に
よ

り
、
委

託
申

出
書

等
の

提
出

前
に

、
委

託
申

出
を

予
定

し
て

い
る

者
と

の
間

で
次

の
(
1
)
か

ら
(
7
)
の

事
項

に
つ

い
て

事
前

確
認

等
を

実
施

す
る

。
 

 

※
 

規
則

第
1
1
条

第
１

項
及

び
「

委
託

申
出

書
等

に
記

載
す

る
事

項
及

び
統

計
の

作
成

等
に

係
る

依
頼

書
等

の
様

式
を

定
め

る
件

」（
平

成
2
1
年

総
務

省
告

示
第

4
5
7
号

）（
以

下
「

総
務

省
告

示
」

と
い

う
。
）

に
基

づ
き

別
紙

様
式

第
１

号
を

参
考

と
し

て
受

託
機

関
等

が
定

め
る

委
託

申
出

書
及

び
添

付
資

料
を

い
う

。
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7 

(
1
)
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

掲
載

し
た

上
記

１
の

明
示

事
項

の
内

容
を

確
認

し
た

か
否

か
、

当
該

内
容

に
つ

い
て

適
切

に
理

解
を

し
て

い
る

か
否

か
の

確
認

、
理

解
が

不
十

分
で

あ
る

場
合

の
当

該
内

容
の

説
明

 

(
2
)
 

委
託

申
出

書
、

依
頼

書
等

の
各

様
式

の
記

載
方

法
並

び
に

統
計

成
果

物
の

提
供

及

び
関

連
す

る
手

続
の

説
明

 

(
3
)
 

利
用

目
的
（

学
術

研
究

や
高

等
教

育
の

内
容

）
、
利

用
者

に
関

す
る

要
件

及
び

審
査

に
必

要
な

記
載

事
項

や
添

付
資

料
に

関
す

る
説

明
 

(
4
)
 

承
諾

条
件

と
委

託
申

出
者

が
遵

守
す

べ
き

事
項

の
説

明
 

(
5
)
 

委
託

申
出

を
予

定
し

て
い

る
者

が
想

定
し

て
い

る
統

計
成

果
物

の
内

容
の

聴
取

、

承
諾

基
準

へ
の

適
合

性
に

関
す

る
見

通
し

並
び

に
そ

れ
ら

に
関

す
る

助
言

 

(
6
)
 

手
数

料
に

関
す

る
情

報
の

説
明

 

(
7
)
 

提
供

す
る

統
計

成
果

物
に

必
要

な
秘

匿
措

置
を

講
じ

る
こ

と
に

よ
り

、
委

託
申

出

者
が

期
待

す
る

結
果

が
得

ら
れ

な
い

可
能

性
が

あ
る

こ
と

 

 
３

 
委

託
申

出
書

の
作

成
単

位
等

 

(
1
)
 

委
託

申
出

書
の

作
成

単
位

 

委
託

申
出

書
は

、
規

則
第

1
0
条

の
受

託
の

判
断

要
件

と
し

て
掲

げ
ら

れ
る

受
託

の

可
否

を
判

断
す

る
「

直
接

の
利

用
目

的
」

ご
と

に
作

成
す

る
も

の
と

す
る

（
当

該
受

託
機

関
が

実
施

す
る

複
数

の
統

計
調

査
に

係
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

つ
い

て
、

併
せ

て
委

託
申

出
を

行
っ

て
差

し
支

え
な

い
。
）
。
（

※
１

）
 

た
だ

し
、

複
数

の
統

計
調

査
を

用
い

て
調

査
ご

と
に

異
な

る
統

計
成

果
物

を
求

め

て
い

る
場

合
な

ど
、

統
計

調
査

ご
と

に
分

割
記

載
し

た
方

が
審

査
が

円
滑

に
行

え
る

と
受

託
機

関
等

が
判

断
し

た
場

合
は

、
１

件
の

委
託

申
出

記
載

内
容

を
適

宜
複

数
の

別
添

様
式

に
分

割
し

て
記

載
さ

せ
る

こ
と

と
す

る
（

※
２

）
。

 

 
※

１
 

委
託

申
出

書
１

件
に

つ
き

、
そ

の
後

の
手

続
に

必
要

と
さ

れ
る

依
頼

書
、
利

用

実
績

報
告

書
の

作
成

も
そ

れ
ぞ

れ
１

件
ず

つ
作

成
す

る
こ

と
に

な
る

。
 

 ※
２

 
こ

の
場

合
は

、
様

式
を

便
宜

上
分

割
記

載
し

た
も

の
で

あ
り

、
委

託
申

出
書

１

件
と

扱
い

、
そ

の
後

の
手

続
に

必
要

と
さ

れ
る

関
係

書
類

の
作

成
も

同
様

で
あ

る

が
、
原

則
と

し
て

そ
の

内
容

は
委

託
申

出
書

で
分

割
し

た
単

位
に

対
応

し
て

分
割

記
載

す
る

。
 

 
(
2
)
 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
へ

提
出

す
る

場
合

の
委

託
申

出
書

の
作

成
単

位
 

複
数

の
受

託
機

関
か

ら
委

託
を

受
け

て
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
全

部
事

務
を

行

う
受

託
独

立
行

政
法

人
等

に
提

出
す

る
委

託
申

出
書

等
に

つ
い

て
は

、
オ

ー
ダ

ー

メ
ー

ド
集

計
の

対
象

と
な

る
統

計
調

査
を

所
管

す
る

受
託

機
関

ご
と

に
分

け
た

上
で

、

上
記

(
1
)
に

準
じ

て
作

成
す

る
も

の
と

す
る

。
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４
 

委
託

申
出

者
の

範
囲

 

法
第

3
4
条

に
基

づ
く

規
則

第
1
0
条

に
掲

げ
ら

れ
た

要
件

を
す

べ
て

満
た

し
、

統
計

成
果

物
の

提
供

を
受

け
る

た
め

に
は

、
委

託
申

出
者

と
し

て
、

自
ら

責
任

を
持

っ
て

学

術
研

究
の

発
展

に
資

す
る

と
認

め
ら

れ
る

利
用

を
行

い
得

る
者

又
は

高
等

教
育

の
発

展

に
資

す
る

と
認

め
ら

れ
る

利
用

を
行

い
得

る
者

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 こ
れ

ら
に

該
当

す
る

者
の

例
示

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

・
 

大
学

等
や

学
術

研
究

を
目

的
と

す
る

機
関

に
所

属
す

る
研

究
者

又
は

当
該

機
関

 

・
 

シ
ン

ク
タ

ン
ク

等
で

学
術

研
究

を
行

う
者

又
は

当
該

機
関

 

・
 

機
関

に
所

属
し

て
い

な
い

が
、

学
術

研
究

を
行

っ
て

い
る

研
究

者
 

・
 

大
学

等
の

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

は
、

講
義

等
の

高
等

教
育

を
行

う
指

導
教

員

又
は

当
該

機
関

 

 

５
 

代
理

人
に

よ
る

委
託

申
出

書
の

提
出

 

規
則

第
1
1
条

第
３

項
は

代
理

人
に

よ
る

委
託

申
出

を
認

め
て

い
る

。
 

代
理

人
は

、
委

託
申

出
者

か
ら

委
任

状
な

ど
代

理
権

を
証

明
す

る
書

面
を

有
し

て
い

る
者

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

、
代

理
人

は
受

付
窓

口
に

て
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
委

託
申

出
を

行
い

、
適

宜
委

託
申

出
書

等
の

書
面

の
訂

正
の

判
断

を
行

う
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
委

託
申

出

内
容

に
つ

い
て

深
い

知
見

を
有

し
て

い
る

者
に

委
任

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

 

６
 

委
託

申
出

書
の

記
載

事
項

 

受
託

機
関

等
は

、
規

則
第

1
1
条

第
１

項
及

び
こ

れ
に

基
づ

く
総

務
省

告
示

に
基

づ
き

別
紙

様
式

第
１

号
を

参
考

と
し

て
、
次

の
(
1
)
～

(
1
5
)
の

事
項

欄
を

規
定

し
た

委
託

申
出

書
の

様
式

を
定

め
る

。
 

な
お

、
委

託
申

出
書

に
使

用
す

る
言

語
に

つ
い

て
は

、
受

託
機

関
等

の
長

が
、

そ
の

保
有

す
る

リ
ソ

ー
ス

等
を

勘
案

し
て

定
め

る
こ

と
と

す
る

。
 

 
(
1
)
 

委
託

申
出

者
の

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

及
び

所
属

・
役

職
、

連
絡

先
 

委
託

申
出

者
の

氏
名

、
生

年
月

日
、
住

所
及

び
所

属
・
役

職
、
連

絡
先
（

所
在

地
、

電
話

番
号

、
e
-
m
a
i
l
ア

ド
レ

ス
を

含
む

。
）

を
記

載
す

る
。

 

ま
た

、
法

人
そ

の
他

の
団

体
が

委
託

申
出

を
行

う
場

合
で

あ
っ

て
、

代
表

者
又

は

管
理

人
の

定
め

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
代

表
者

又
は

管
理

人
の

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

、
役

職
、

連
絡

先
（

所
在

地
、

電
話

番
号

、
e
-
m
a
i
l
ア

ド
レ

ス
を

含
む

）
を

記

載
す

る
。

 

 
(
2
)
 

法
人

そ
の

他
団

体
の

名
称

及
び

住
所

（
法

人
そ

の
他

の
団

体
が

委
託

申
出

を
行

う

場
合

）
 

法
人

そ
の

他
の

団
体

が
委

託
申

出
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、
上

記
(
1
)
の

欄
の

下

に
法

人
の

記
入

欄
を

設
け

、
当

該
法

人
そ

の
他

の
団

体
の

名
称

及
び

所
在

地
を

記
載

委託による統計の作成等に係るガイドライン

資料編

35
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す
る

。
 

 
(
3
)
 

代
理

人
の

氏
名

、
生

年
月

日
及

び
住

所
（

代
理

人
が

委
託

申
出

を
行

う
場

合
）

 

代
理

人
を

通
じ

て
委

託
申

出
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

代
理

人
の

氏
名

、
生

年

月
日

及
び

住
所

を
記

載
す

る
。

 

 
(
4
)
 

使
用

す
る

調
査

票
情

報
に

係
る

統
計

調
査

の
名

称
、

年
次

等
 

受
託

機
関

等
が

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

対
応

す
る

旨
を

あ
ら

か
じ

め
明

示
し

て

い
る

統
計

調
査

の
名

称
及

び
年

次
等

を
記

入
す

る
。
（

関
連

：
第

４
）

 
 

(
5
)
 

直
接

の
利

用
目

的
 

直
接

の
利

用
目

的
が

学
術

研
究

で
あ

る
場

合
と

、
高

等
教

育
で

あ
る

場
合

に
よ

っ

て
、

委
託

申
出

事
項

が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
委

託
申

出
者

は
直

接
の

利
用

目
的

を
踏

ま
え

て
対

応
す

る
様

式
に

必
要

事
項

を
記

載
の

上
、

委
託

申
出

を
行

う
。

 
 (
6
)
 

統
計

成
果

物
を

利
用

す
る

高
等

教
育

機
関

及
び

学
部

学
科

の
名

称
（

直
接

の
利

用

目
的

が
高

等
教

育
の

場
合

）
 

上
記

(
5
)
に

お
い

て
、
直

接
の

利
用

目
的

が
大

学
等

に
お

け
る

高
等

教
育

で
あ

る
場

合
、

当
該

統
計

成
果

物
を

利
用

す
る

高
等

教
育

機
関

の
名

称
及

び
授

業
科

目
に

お
い

て
実

際
に

統
計

成
果

物
を

利
用

す
る

学
部

学
科

の
名

称
を

記
載

す
る

。
 

 
(
7
)
 

学
術

研
究

の
名

称
等

（
直

接
の

利
用

目
的

が
学

術
研

究
の

場
合

）
 

上
記

(
5
）

の
記

載
が

、
学

術
研

究
の

場
合

、
次

の
①

～
④

を
記

載
す

る
。

 

 
①

 
学

術
研

究
の

名
称

 
「

●
●

に
関

す
る

研
究

」
な

ど
、

学
術

研
究

の
名

称
を

記
入

す
る

。
 

 
②

 
学

術
研

究
の

必
要

性
 

当
該

学
術

研
究

を
行

う
こ

と
に

よ
る

特
定

研
究

分
野

又
は

社
会

に
お

け
る

意
義

等
、

当
該

学
術

研
究

の
有

用
性

を
説

明
す

る
内

容
を

記
載

す
る

。
 

当
該

研
究

に
公

的
研

究
費

補
助

金
（

例
：

文
部

科
学

省
科

学
研

究
費

補
助

金
、

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

）
が

交
付

・
補

助
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

有
用

性

を
裏

付
け

る
参

考
と

な
る

の
で

当
該

研
究

費
補

助
金

の
交

付
決

定
通

知
等

を
複

写

し
た

も
の

を
別

紙
と

し
て

添
付

す
る

。
 

 
③

 
学

術
研

究
の

内
容

 
当

該
学

術
研

究
の

具
体

的
な

研
究

内
容

に
つ

い
て

記
載

す
る

。
 

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
こ

れ
ら

の
内

容
を

示
す

資
料

や
委

託
申

出
者

の
関

連
論

文
・

著
作

物
一

覧
を

別
紙

と
し

て
添

付
す

る
。
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④
 

研
究

計
画

、
研

究
の

実
施

期
間

 
当

該
学

術
研

究
の

研
究

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
（

当
該

研
究

計
画

の
中

で
、
研

究
結

果
の

公
表

時
期

等
）

を
記

載
す

る
。

 
 

(
8
)
 

授
業

科
目

の
名

称
等

（
直

接
の

利
用

目
的

が
高

等
教

育
の

場
合

）
 

上
記

(
5
)
の

記
載

が
、

高
等

教
育

に
該

当
す

る
場

合
、

次
の

①
～

⑤
を

記
載

す
る

。
 

 
①

 
授

業
科

目
の

名
称

 
「

●
●

演
習

（
Ⅲ

）
」

な
ど

、
授

業
科

目
の

名
称

を
記

入
す

る
。

 
 

②
 

授
業

科
目

の
目

的
、

統
計

成
果

物
を

授
業

科
目

で
使

用
す

る
必

要
性

及
び

方
法

 
「

統
計

の
基

本
的

な
回

帰
分

析
の

理
論

と
実

際
の

応
用

技
術

の
学

習
」
な

ど
当

該

授
業

科
目

全
般

の
目

的
を

記
入

す
る

。
 

ま
た

、
当

該
授

業
科

目
に

お
い

て
、
統

計
成

果
物

を
用

い
る

必
要

性
に

つ
い

て
具

体
的

に
記

載
す

る
。

 
さ

ら
に

、
「

実
際

の
社

会
実

態
を

詳
細

に
説

明
す

る
た

め
に

、
講

義
の

資
料

と
し

て
配

布
す

る
」
な

ど
、
当

該
統

計
成

果
物

の
授

業
科

目
に

お
け

る
利

用
方

法
に

つ
い

て
記

載
す

る
。

 
 

③
 

授
業

科
目

の
内

容
 

当
該

授
業

科
目

の
内

容
に

つ
い

て
記

載
す

る
。

 
な

お
、

必
要

に
応

じ
て

シ
ラ

バ
ス

な
ど

の
資

料
を

別
紙

と
し

て
添

付
す

る
。

 
 

④
 

授
業

科
目

の
開

講
期

間
 

授
業

科
目

の
開

講
期

間
（

曜
日

、
時

限
等

を
含

む
）

を
明

ら
か

に
す

る
。

 
 
(
9
)
 

統
計

成
果

物
の

す
べ

て
の

利
用

目
的

 

学
術

研
究

又
は

高
等

教
育

に
お

け
る

統
計

成
果

物
の

二
次

的
な

利
用

目
的

を
記

載

す
る

。
 

な
お

、
例

え
ば

研
究

成
果

を
出

版
物

に
す

る
場

合
や

そ
の

他
の

付
帯

的
な

学
術

研
究

に
利

用
す

る
場

合
な

ど
が

あ
る

と
き

は
、
そ

れ
ら

の
利

用
目

的
の

す
べ

て
も

記
載

す
る

。
 

ま
た

、
学

術
研

究
の

途
上

の
内

容
等

を
報

告
す

る
場

合
で

あ
っ

て
、
大

学
や

学
会

な

ど
で

定
期
・
不

定
期

に
開

催
さ

れ
る

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
研

究
集

会
等

を

委
託

申
出

時
点

で
具

体
的

に
明

示
で

き
な

い
場

合
等

に
は

、
想

定
さ

れ
う

る
も

の
を

例

示
す

る
。

 
な

お
、
利

用
目

的
と

し
て

委
託

申
出

書
に

記
載

せ
ず

又
は

承
諾

さ
れ

な
か

っ
た

目
的

に
よ

る
利

用
は

規
則

第
1
3
条

第
２

項
の

違
反

と
な

る
。

 
 

(
1
0
)
 
公

表
の

方
法

 

発
表

予
定

の
学

会
・

大
会

の
名

称
及

び
活

動
内

容
（

一
般

的
な

学
術

研
究

の
場

に

委託による統計の作成等に係るガイドライン
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11

限
る

）
、
掲

載
予

定
の

学
術

誌
、
機

関
紙

、
専

門
誌

等
（

一
般

に
入

手
が

可
能

な
も

の

に
限

る
）

な
ど

を
記

入
す

る
。

 
ま

た
、

高
等

教
育

で
の

利
用

の
場

合
は

、
大

学
等

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

一
般

が
入

手
・

閲
覧

可
能

な
公

開
さ

れ
る

大
学

の
事

業
報

告
そ

の
他

に
お

い
て

、
統

計
成

果
物

を
用

い
て

講
義

を
行

っ
た

旨
を

掲
載

す
る

こ
と

な
ど

を
記

入
す

る
。

 
さ

ら
に

、
公

表
予

定
日

に
つ

い
て

も
公

表
の

予
定

ご
と

に
記

入
す

る
。

 
な

お
、

受
託

機
関

等
に

お
い

て
論

文
等

の
提

出
を

受
け

、
こ

れ
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る
こ

と
に

よ
り

公
表

す
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

に
は

、
当

該
方

法
も

公
表

の
方

法
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(
1
1
)
 
統

計
成

果
物

の
内

容
及

び
仕

様
 

受
託

機
関

等
が

、
対

応
す

る
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
内

容
を

限
定

し
て

い
る

場

合
、

そ
れ

を
踏

ま
え

た
内

容
を

記
載

す
る

。
 

ま
た

、
申

し
出

る
統

計
成

果
物

の
内

容
が

明
確

に
分

か
る

よ
う

、
統

計
表

の
様

式
、

統
計

的
分

析
の

結
果

の
出

力
様

式
、

統
計

成
果

物
作

成
の

た
め

の
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

詳
細

、
集

計
に

当
た

っ
て

必
要

な
処

理
及

び
定

義
等

を
記

載
す

る
。

 
な

お
、

受
託

機
関

等
は

、
統

計
成

果
物

の
作

成
等

が
円

滑
に

行
え

る
よ

う
、

記
載

内
容

に
つ

い
て

、
提

供
す

る
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
サ

ー
ビ

ス
内

容
に

応
じ

て
雛

形
を

示
す

な
ど

と
と

も
に

、
委

託
申

出
者

は
、

雛
形

が
示

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
当

該
内

容
に

従
っ

て
記

載
す

る
。

 
 

(
1
2
)
 
統

計
成

果
物

の
提

供
希

望
年

月
日

及
び

当
該

年
月

日
を

希
望

す
る

理
由

 

統
計

成
果

物
の

提
供

希
望

年
月

日
を

記
載

し
、

そ
の

年
月

日
ま

で
に

入
手

を
希

望

す
る

理
由

に
つ

い
て

記
載

す
る

。
 

 
(
1
3
)
 
統

計
成

果
物

の
提

供
方

法
（

提
供

媒
体

）
 

統
計

成
果

物
の

提
供

を
行

う
際

に
当

該
デ

ー
タ

を
格

納
す

る
媒

体
に

つ
い

て
、

令

第
1
3
条

第
１

項
第

２
号

に
規

定
さ

れ
た

媒
体

の
他

、
電

子
メ

ー
ル

や
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド

な
ど

に
よ

る
提

供
を

受
託

機
関

等
が

行
っ

て
い

る
場

合
は

そ
の

方
法

を
記

入
す

る
。

 

な
お

、
様

式
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

委
託

申
出

者
が

記
載

し
や

す
い

よ
う

選
択

式

と
す

る
。

 

提
供

す
る

媒
体

に
つ

い
て

は
、
令

第
1
3
条

第
１

項
第

２
号

に
規

定
さ

れ
て

い
る

も

の
の

中
か

ら
、

受
託

機
関

等
の

判
断

に
よ

り
任

意
に

選
定

で
き

る
も

の
と

す
る

。

（
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

予
定

の
な

い
媒

体
を

除
外

す
る

こ
と

は
可

能
と

す
る

。
）
。

 

 
(
1
4
)
 
送

付
に

よ
る

提
供

希
望

 

送
付

に
よ

る
提

供
の

希
望

の
有

無
を

記
載

す
る

。
な

お
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計

に
つ

い
て

は
、

e-
m

ai
l
な

ど
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

の
通

信
回

線
を

介
し

て
の

提
供

も
可

能
と

す
る

。
 

 

 
12

(
1
5
)
 
そ

の
他

必
要

な
事

項
 

受
託

機
関

等
は

事
務

処
理

要
綱

及
び

様
式

を
定

め
る

に
際

し
て

、
必

要
に

応
じ

、

総
務

省
告

示
に

基
づ

き
特

に
必

要
と

認
め

る
事

項
を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
規

則
第

1
1
条

第
１

項
に

基
づ

き
委

託
申

出
内

容
の

審
査

又
は

統
計

の
作

成
等

に
係

る
事

務
処

理
を

行
う

に
当

た
っ

て
必

要
と

な
る

書
類

等
の

添
付

の
指

定
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 

（
例

）
 

○
 

公
的

研
究

費
補

助
金

等
を

受
け

て
い

る
旨

…
(
7
)
②

 

○
 

委
託

申
出

者
の

著
書

・
論

文
の

一
覧

…
(
7
)
③

 
 

 
 

 
 

等
 

 

《
公

益
性

や
学

術
研

究
の

必
要

性
を

裏
付

け
る

書
類

の
例

示
》

 

○
 

機
関

に
所

属
又

は
在

籍
し

て
い

る
場

合
は

そ
の

旨
を

証
明

す
る

書
類

 

（
学

術
研

究
機

関
、

高
等

教
育

機
関

等
の

在
職

証
明

書
等

）
 

○
 

公
的

研
究

費
補

助
金

等
を

受
け

て
い

る
こ

と
を

示
す

書
類

、
委

託
申

出
者

及
び

利
用

者
の

著
書

・
論

文
の

一
覧

 

 

《
統

計
の

作
成

等
を

行
う

た
め

に
必

要
な

書
類

の
例

示
》

 
○

 
調

査
票

情
報

を
集

計
す

る
た

め
受

託
機

関
等

が
指

定
す

る
言

語
に

よ
る

プ
ロ

グ

ラ
ム

 
○

 
コ

ン
ス

タ
ン

ト
デ

ー
タ

（
※

）
 

 ※
 

コ
ン

ス
タ

ン
ト

デ
ー

タ
：

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

処
理

に
お

い
て

必
要

な
一

定
の

値

を
ひ

と
ま

と
ま

り
の

情
報

に
し

た
部

品
の

こ
と

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
あ

ら
か

じ
め

組
み

込
め

る
よ

う
な

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

を
用

意
し

て
お

く
こ

と
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
修

正
す

る
こ

と
な

く
、

簡
易

に
変

更
が

で
き

る
。

 

例
：

集
計

の
対

象
と

す
る

市
区

町
村

番
号

（
地

域
標

準
コ

ー
ド

）
 

 
７

 
委

託
申

出
書

の
受

付
期

間
 

受
託

機
関

等
は

、
受

付
事

務
や

統
計

の
作

成
等

の
事

務
処

理
の

効
率

化
、
計

画
的

実
施

の
観

点
、
業

務
の

繁
閑

と
の

調
整

を
行

う
観

点
か

ら
、
受

付
期

間
を

設
定

す
る

こ
と

も
可

能
と

す
る

。
 

受
付

期
間

を
設

定
す

る
場

合
は

、
各

年
度

当
初

に
そ

の
予

定
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

事

前
に

公
表

す
る

。
（

関
連

：
第

４
）

 
な

お
、
受

託
機

関
等

に
よ

る
受

付
事

務
等

に
お

い
て

使
用

す
る

言
語

に
つ

い
て

は
、
受

託
機

関
等

の
長

が
、

そ
の

保
有

す
る

リ
ソ

ー
ス

等
を

勘
案

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
８

 
委

託
申

出
書

等
の

受
付

・
審

査
対

応
部

署
 

受
託

機
関

等
は

必
要

に
応

じ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

機
関

内
に

お
け

る
委

託
申

出
書

等
に

係

る
受

付
の

事
務

を
一

元
的

に
実

施
す

る
受

付
窓

口
を

指
定

し
、
実

際
の

統
計

の
作

成
等

を

行
う

課
室

と
事

前
に

定
め

た
役

割
分

担
に

基
づ

い
て

審
査
・
通

知
・
提

供
等

の
事

務
を

進
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13

め
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
（

受
付

窓
口

を
指

定
し

な
い

場
合

、
す

べ
て

の
事

務
は

個
々

の

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
を

担
当

す
る

課
室

に
お

い
て

実
施

す
る

。
以

下
同

じ
。
）

 
 

９
 

本
人

確
認

 

(
1
)
 

委
託

申
出

者
が

個
人

で
あ

る
場

合
 

受
託

機
関

等
は

、
規

則
第

1
1
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
き

、
委

託
申

出
者

及
び

委

託
申

出
者

の
代

理
人

に
対

し
て

、
委

託
申

出
の

日
に

お
い

て
有

効
な

こ
れ

ら
の

者
の

「
運

転
免

許
証

」
、「

健
康

保
険

の
被

保
険

者
証

」
又

は
「

外
国

人
登

録
証

明
書

」
、「

住

民
基

本
台

帳
カ

ー
ド

」
等

の
官

公
署

が
発

行
し

た
本

人
確

認
書

類
の

提
示

を
求

め
る

こ
と

に
よ

り
本

人
確

認
を

実
施

す
る

。
 

日
本

国
外

の
外

国
人

が
申

出
を

行
う

場
合

、
外

国
政

府
が

発
行

し
て

い
る

パ
ス

ポ
ー

ト
、

運
転

免
許

証
な

ど
本

人
を

確
認

す
る

に
足

る
書

類
に

よ
り

本
人

確
認

を
行

う
。

 

本
人

確
認

書
類

が
提

示
さ

れ
た

場
合

は
、

受
付

窓
口

に
お

い
て

、
当

該
書

類
の

複

写
を

行
い

、
委

託
申

出
書

の
関

係
書

類
と

し
て

取
り

扱
う

。
 

な
お

、
郵

送
に

よ
っ

て
委

託
申

出
書

が
提

出
さ

れ
た

場
合

は
、
「

運
転

免
許

証
」

等

を
複

写
し

た
書

類
の

提
出

（
※

）
で

認
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
※

 
規

則
に

規
定

さ
れ

る
「

そ
の

他
こ

れ
ら

の
者

が
本

人
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る

に
足

り
る

書
類

」
の

運
用

に
つ

い
て

は
、

郵
送

に
よ

る
提

出
の

場
合

、
委

託
申

出

の
日

に
お

い
て

有
効

な
「

運
転

免
許

証
」
、「

健
康

保
険

の
被

保
険

者
証

」
又

は
「

外

国
人

登
録

証
明

書
」
、
「

住
民

基
本

台
帳

カ
ー

ド
」

等
の

コ
ピ

ー
を

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(
2
)
 

委
託

申
出

者
が

法
人

そ
の

他
の

団
体

で
あ

る
場

合
 

日
本

国
内

の
法

人
そ

の
他

の
団

体
が

委
託

申
出

を
行

う
場

合
で

あ
っ

て
、

代
表

者

又
は

管
理

人
の

定
め

が
あ

る
場

合
は

、
代

表
者

又
は

管
理

人
に

関
す

る
上

記
(
1
)
の

書

類
の

提
出

又
は

提
示

に
加

え
、

法
人

そ
の

他
の

団
体

の
登

記
事

項
証

明
書

又
は

印
鑑

登
録

証
明

書
で

申
出

日
前

六
月

以
内

に
作

成
さ

れ
た

も
の

の
提

示
又

は
提

出
を

求
め

る
も

の
と

す
る

。
 

ま
た

、
日

本
国

外
の

法
人

そ
の

他
の

団
体

が
委

託
申

出
を

行
う

場
合

に
つ

い
て

も
、

日
本

に
お

け
る

法
人

登
録

事
項

証
明

書
に

代
替

さ
れ

る
も

の
で

、
そ

の
所

在
す

る
国

の
機

関
が

発
行

し
た

証
明

書
の

提
示

又
は

提
出

を
求

め
る

。
 

 

1
0
 

委
託

申
出

書
の

提
出

方
法

 

委
託

申
出

書
等

は
、

委
託

申
出

者
又

は
代

理
人

が
、

受
託

機
関

等
の

受
付

窓
口

へ
直

接
又

は
郵

送
に

よ
り

提
出

す
る

。
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第
７

 
委

託
申

出
に

対
す

る
審

査
 

１
 

委
託

申
出

内
容

の
審

査
主

体
 

審
査

は
受

託
機

関
等

が
実

施
す

る
。

 

な
お

、
法

第
3
7
条

に
基

づ
き

受
託

独
立

行
政

法
人

等
が

審
査

を
行

う
場

合
に

は
、

必

要
に

応
じ

当
該

事
務

を
委

託
し

た
受

託
機

関
に

相
談

し
な

が
ら

実
施

す
る

。
 

 
２

 
総

則
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
は

、
規

則
第

1
0
条

に
よ

り
、

学
術

研
究

の
発

展
に

資
す

る
と

認
め

る
場

合
又

は
高

等
教

育
の

発
展

に
資

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
 

(
1
)
 

学
術

研
究

又
は

高
等

教
育

の
用

に
供

す
る

こ
と

を
直

接
の

目
的

と
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

 

(
2
)
 

学
術

研
究

の
成

果
又

は
高

等
教

育
の

内
容

が
公

表
さ

れ
、
社

会
に

還
元

さ
れ

る
こ

と
 

の
要

件
の

両
方

を
満

た
す

場
合

に
提

供
が

可
能

と
な

る
。

 

こ
の

た
め

、
受

託
機

関
等

は
、

委
託

申
出

書
の

記
載

内
容

及
び

添
付

書
類

を
基

に
、

①
利

用
目

的
が

規
則

第
1
0
条

に
合

致
す

る
か

、
②

学
術

研
究

の
成

果
や

高
等

教
育

の
内

容
が

適
切

に
公

表
さ

れ
、

社
会

に
還

元
さ

れ
る

か
等

に
つ

い
て

審
査

を
行

う
。

 

ま
た

、「
第

1
7
 

統
計

成
果

物
の

不
適

切
利

用
へ

の
対

応
」
に

基
づ

く
ペ

ナ
ル

テ
ィ

を

科
さ

れ
て

い
る

者
に

つ
い

て
は

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
委

託
申

出
を

認
め

な
い

。
 

 
３

 
審

査
基

準
 

(
1
)
 

学
術

研
究

目
的

の
要

件
該

当
の

確
認

 

①
 

委
託

申
出

者
が

大
学

や
学

術
研

究
を

目
的

と
す

る
機

関
に

所
属

し
て

い
る

場
合

 
学

術
研

究
を

目
的

と
し

て
活

動
す

る
大

学
や

研
究

所
な

ど
の

機
関

に
所

属
す

る

教
授

、
准

教
授

、
講

師
、

助
教

、
博

士
研

究
員

、
大

学
院

生
等

が
学

術
的

な
研

究

活
動

を
行

う
場

合
で

、
そ

の
研

究
成

果
を

研
究

論
文

の
形

で
社

会
に

公
表

・
還

元

さ
れ

る
場

合
、

本
要

件
に

該
当

す
る

と
認

め
ら

れ
る

。
 

 
②

 
委

託
申

出
者

が
①

以
外

の
場

合
 

営
利

企
業

に
属

す
る

者
が

企
業

活
動

の
一

環
と

し
て

研
究

を
行

う
場

合
に

お
い

て
も

、
そ

れ
が

学
術

的
な

研
究

を
目

的
と

す
る

も
の

で
あ

っ
て

、
学

術
論

文
等

の

形
で

当
該

研
究

の
成

果
が

社
会

に
還

元
さ

れ
る

場
合

で
あ

れ
ば

、
本

要
件

に
該

当

す
る

と
認

め
ら

れ
る

。
 

ま
た

、
学

術
研

究
目

的
に

一
部

営
利

目
的

が
含

ま
れ

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

当
該

研
究

の
成

果
が

学
術

論
文

や
分

析
結

果
と

し
て

公
表

さ
れ

、
社

会
に

還
元

さ

れ
た

後
に

、
当

該
学

術
論

文
に

掲
載

さ
れ

た
も

の
が

営
利

目
的

で
利

用
さ

れ
る

よ

う
に

、
主

と
し

て
学

術
研

究
目

的
で

利
用

さ
れ

、
公

表
さ

れ
た

も
の

が
副

次
的

に

営
利

目
的

で
利

用
さ

れ
る

場
合

で
あ

れ
ば

本
要

件
に

該
当

す
る

と
認

め
ら

れ
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

、
当

該
研

究
の

成
果

の
直

接
的

な
利

用
目

的
が

、
企

業
等

の
組

織
内

部
に

お
け

る
業

務
上

の
資

料
と

し
て

使
用

さ
れ

る
場

合
や

特
定

の
顧

客
に

対
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15

す
る

レ
ポ

ー
ト

作
成

の
基

礎
資

料
と

さ
れ

る
よ

う
な

場
合

に
は

本
要

件
に

該
当

す

る
も

の
と

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 
 

(
2
)
 

高
等

教
育

目
的

の
要

件
該

当
の

確
認

 

原
則

と
し

て
、

高
等

教
育

機
関

又
は

当
該

機
関

に
所

属
す

る
指

導
教

員
か

ら
の

委

託
申

出
に

限
定

さ
れ

、
そ

れ
以

外
の

者
に

よ
る

委
託

申
出

は
想

定
さ

れ
な

い
。

 
利

用
形

態
と

し
て

は
、

講
義

等
（

卒
業

論
文

や
修

士
論

文
な

ど
の

指
導

を
教

官
が

行
う

場
合

も
含

む
。
）
の

高
等

教
育

に
お

い
て

統
計

成
果

物
を

利
用

す
る

場
合

が
想

定

さ
れ

る
。

 
 

(
3
)
 

委
託

申
出

者
の

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

、
所

属
・

役
職

、
連

絡
先

 

記
載

さ
れ

て
い

る
所

属
・

役
職

等
に

よ
り

上
記

(
1
）

を
確

認
す

る
。

 

ま
た

、
規

則
第

1
1
条

第
２

項
及

び
第

６
の

９
で

提
示

又
は

提
出

を
求

め
て

い
る

本

人
確

認
書

類
と

記
載

内
容

が
同

一
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

(
4
)
 

法
人

そ
の

他
団

体
の

名
称

及
び

住
所
（

法
人

そ
の

他
の

団
体

が
委

託
申

出
を

行
う

場
合

）
 

委
託

申
出

者
が

法
人

そ
の

他
の

団
体

の
場

合
、

法
人

そ
の

他
の

団
体

の
名

称
・

経

営
組

織
等

か
ら

学
術

研
究

を
主

体
と

す
る

組
織

か
営

利
組

織
か

を
判

別
す

る
。

 
ま

た
、
規

則
第

1
1
条

第
２

項
条

及
び

第
６

の
９

で
提

示
又

は
提

出
を

求
め

て
い

る

法
人

確
認

書
類

と
記

載
が

同
じ

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

(
5
)
 

代
理

人
の

氏
名

、
生

年
月

日
及

び
住

所
（

代
理

人
が

委
託

申
出

を
行

う
場

合
）

 

代
理

人
の

記
入

が
あ

り
、

代
理

人
に

よ
っ

て
委

託
申

出
が

な
さ

れ
る

場
合

、
規

則

第
1
1
条

第
２

項
及

び
第

６
の

９
で

提
示

又
は

提
出

を
求

め
て

い
る

本
人

確
認

書
類

と

記
載

内
容

が
同

一
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

(
6
)
 

使
用

す
る

統
計

調
査

の
名

称
、

年
次

等
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

対
応

す
る

旨
を

公
表

し
て

い
る

統
計

調
査

の
名

称
、

年

次
等

が
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
利

用
目

的
で

あ
る

、
学

術
研

究
の

内
容

又
は

講
義

等
の

内
容

と
照

ら
し

合

わ
せ

て
不

必
要

と
判

断
さ

れ
る

統
計

調
査

の
名

称
、

年
次

等
が

含
ま

れ
て

い
な

い
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
(
7
)
 

直
接

の
利

用
目

的
 

直
接

の
利

用
目

的
が

、
学

術
研

究
の

利
用

又
は

高
等

教
育

の
利

用
の

い
ず

れ
で

あ

る
か

を
確

認
し

、
次

の
(
8
)
～

(
1
1
)
の

内
容

と
齟

齬
が

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

特
に

(
1
1
)
と

内
容

と
の

関
係

に
お

い
て

、
販

売
な

ど
金

銭
の

授
受

を
伴

い
、

当
該

利
用

が
明

ら
か

に
営

利
を

あ
げ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
場

合
は

、
直

接
の

利
用

目
的

が
学

術
研

究
又

は
高

等
教

育
の

い
ず

れ
か

と
し

て
い

て
も

認
め

な
い

。
 

 
16

(
8
)
 

統
計

成
果

物
を

利
用

す
る

高
等

教
育

機
関

及
び

学
部

学
科

の
名

称
（

直
接

の
利

用

目
的

が
高

等
教

育
の

場
合

）
 

高
等

教
育

の
利

用
に

供
す

る
こ

と
を

直
接

の
目

的
と

し
て

い
る

場
合

、
利

用
す

る

高
等

教
育

機
関

及
び

学
部

学
科

の
名

称
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
な

お
、

こ
の

場
合

、
記

載
さ

れ
た

学
校

や
学

部
学

科
が

実
際

に
存

在
し

、
委

託
申

出
者

の
所

属
等

と
の

整
合

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

(
9
)
 

学
術

研
究

内
容

の
名

称
、

内
容

等
（

直
接

の
利

用
目

的
が

学
術

研
究

の
場

合
）

 

①
 

学
術

研
究

の
名

称
及

び
必

要
性

 
審

査
で

は
、

当
該

学
術

研
究

の
重

要
度

や
有

用
性

を
評

価
す

る
も

の
で

は
な

い

が
、

統
計

成
果

物
を

提
供

す
る

学
術

研
究

と
し

て
の

、
公

益
性

、
す

な
わ

ち
社

会

通
念

上
に

適
当

と
認

め
ら

れ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
②

 
学

術
研

究
の

内
容

 
当

該
学

術
研

究
内

容
か

ら
み

て
委

託
予

定
の

統
計

成
果

物
の

内
容

が
妥

当
な

も

の
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
(
1
0
)
 
授

業
科

目
の

名
称

、
内

容
等

（
直

接
の

利
用

目
的

が
高

等
教

育
の

場
合

）
 

実
際

に
統

計
成

果
物

を
利

用
す

る
高

等
教

育
機

関
に

お
い

て
正

規
の

授
業

科
目

と

し
て

承
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
な

お
、

教
授

が
個

人
的

に
実

施
す

る
補

習
な

ど
は

高
等

教
育

機
関

と
し

て
の

高
等

教
育

活
動

と
は

認
め

ら
れ

な
い

。
 

ま
た

、
当

該
授

業
科

目
に

お
い

て
統

計
成

果
物

を
利

用
す

る
必

要
性

が
認

め
ら

れ
、

授
業

科
目

の
内

容
と

整
合

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
(
1
1
)
 
統

計
成

果
物

の
す

べ
て

の
利

用
目

的
 

学
術

研
究

又
は

高
等

教
育

に
対

す
る

具
体

的
な

利
用

目
的

が
す

べ
て

記
載

さ
れ

、

「
直

接
の

利
用

目
的

」
と

齟
齬

が
な

い
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
ま

た
、

成
果

物
の

公
表

や
普

及
も

利
用

目
的

に
含

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

少
な

く
と

も
公

表
に

関
す

る
事

項
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
さ

ら
に

、
営

利
目

的
と

考
え

ら
れ

る
利

用
目

的
が

記
載

さ
れ

て
い

る
場

合
、

学
術

研
究

の
成

果
又

は
高

等
教

育
の

内
容

の
公

表
後

に
こ

れ
が

行
わ

れ
る

こ
と

が
「

学
術

研
究

又
は

高
等

教
育

の
利

用
に

供
す

る
こ

と
を

直
接

の
目

的
と

す
る

」
に

該
当

す
る

前
提

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

前
後

関
係

に
つ

い
て

確
認

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
(
1
2
)
 
公

表
の

方
法

 

学
術

研
究

目
的

の
場

合
は

、
学

術
論

文
等

の
形

で
研

究
の

成
果

が
公

表
さ

れ
る

予

定
、

高
等

教
育

目
的

の
場

合
は

、
高

等
教

育
の

内
容

が
公

表
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

委託による統計の作成等に係るガイドライン

資料編

39



 
17

ま
た

、
公

表
予

定
日

が
記

載
さ

れ
、

当
該

予
定

日
が

利
用

期
間

と
比

較
し

て
整

合

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
(
1
3
)
 
委

託
申

出
に

係
る

統
計

の
作

成
等

の
内

容
及

び
仕

様
 

ア
 

内
容

の
明

確
化

等
 

目
的

と
す

る
統

計
成

果
物

の
内

容
が

受
託

機
関

等
に

お
い

て
明

確
に

理
解

で
き

、

処
理

内
容

を
確

定
で

き
る

内
容

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
た

め
、

不
明

な
点

や

あ
い

ま
い

な
点

に
つ

い
て

は
、
受

託
機

関
等

に
お

い
て

規
則

第
1
1
条

第
３

項
に

基

づ
き

委
託

申
出

者
に

対
し

て
説

明
又

は
訂

正
を

求
め

、
双

方
で

認
識

の
相

違
が

生

じ
な

い
記

載
と

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
イ

 
審

査
 

受
託

機
関

等
が

そ
の

対
応

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
の

内
容

を
限

定
し

て
い

る
場

合
、

そ
の

範
囲

を
踏

ま
え

た
も

の
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
ア

に
よ

り
処

理
内

容
を

確
定

さ
せ

る
と

と
も

に
、

業
務

量
・

業
務

内
容

に
つ

い
て

、
受

託
機

関
等

に
お

け
る

通
常

業
務

と
の

関
係

、
受

託
機

関
等

に
お

け

る
体

制
、

提
供

希
望

年
月

日
等

か
ら

判
断

し
、

対
応

可
能

な
も

の
で

あ
る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

 
な

お
、

当
該

一
部

業
務

を
民

間
委

託
と

す
る

場
合

、
確

実
に

い
ず

れ
か

の
民

間

事
業

者
の

落
札

が
見

込
ま

れ
る

内
容

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

(
1
4
)
 
統

計
成

果
物

の
提

供
希

望
年

月
日

及
び

当
該

年
月

日
を

希
望

す
る

理
由

 

提
供

希
望

年
月

日
が

そ
の

利
用

目
的

、
利

用
方

法
か

ら
み

て
妥

当
で

あ
る

こ
と

及

び
統

計
成

果
物

の
内

容
及

び
仕

様
か

ら
判

断
し

対
応

可
能

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
ま

た
、
一

部
業

務
に

つ
い

て
民

間
委

託
を

行
う

場
合

に
は

、
統

計
成

果
物

の
内

容
、

仕
様

及
び

当
該

提
供

希
望

年
月

日
か

ら
判

断
し

、
確

実
に

い
ず

れ
か

の
民

間
事

業
者

の
落

札
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

(
1
5
)
 
統

計
成

果
物

の
提

供
方

法
（

提
供

媒
体

）
 

受
託

機
関

等
が

実
際

に
提

供
可

能
な

媒
体

や
方

法
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
(
1
6
)
 
送

付
に

よ
る

提
供

希
望

 

送
付

に
よ

る
提

供
の

希
望

の
有

無
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

(
1
7
)
 
そ

の
他

必
要

な
事

項
 

(
1
)
～

(
1
6
)
以

外
に

、
受

託
機

関
等

に
お

い
て

設
定

し
た

審
査

事
項

が
あ

る
場

合
、

そ
の

承
認

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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４
 

委
託

申
出

書
の

修
正

・
再

提
出

 

委
託

申
出

書
の

記
載

内
容

又
は

添
付

資
料

に
不

備
が

あ
る

場
合

、
受

託
機

関
等

は
規

則
第

1
1
条

第
３

項
に

よ
り

、
委

託
申

出
者

に
対

し
、

そ
の

修
正

・
再

提
出

を
求

め
る

。
 

  第
８

 
手

数
料

の
積

算
 

１
 

基
本

原
則

 

(
1
)
 

手
数

料
額

の
確

定
 

手
数

料
の

算
定

に
当

た
っ

て
は

、
規

則
第

1
2
条

第
１

項
に

基
づ

き
、

委
託

申
出

書

に
記

載
さ

れ
た

統
計

の
作

成
等

の
内

容
、
そ

の
他

添
付

さ
れ

た
仕

様
書

な
ど

を
基

に
、

受
託

機
関

等
が

事
前

に
見

積
り

を
行

い
、

承
諾

通
知

書
に

よ
り

委
託

申
出

者
に

提
示

し
た

額
を

手
数

料
の

額
と

し
て

確
定

す
る

。
 

し
た

が
っ

て
、

手
数

料
が

納
付

さ
れ

た
後

に
、

実
際

の
処

理
に

要
し

た
時

間
（

以

下
「

工
数

」
と

い
う

。
）
が

見
積

と
異

な
る

場
合

、
又

は
入

札
に

よ
り

民
間

委
託

を
行

っ

た
結

果
、

実
際

に
要

し
た

経
費

と
納

付
さ

れ
た

手
数

料
額

と
の

乖
離

が
生

じ
る

場
合

が
想

定
さ

れ
る

が
、

差
額

の
還

付
や

追
加

納
付

は
行

わ
な

い
も

の
と

す
る

。
 

な
お

、
提

示
し

た
手

数
料

額
そ

の
も

の
に

誤
り

が
判

明
し

た
場

合
等

は
、

こ
の

限

り
で

は
な

い
。

 

 
(
2
)
 

契
約

前
の

手
数

料
額

の
通

知
の

原
則

 

令
第

1
3

条
第

１
項

第
１

号
に

規
定

さ
れ

て
い

る
の

は
工

数
１

時
間

当
た

り
の

手

数
料

単
価

で
あ

り
、

個
々

の
委

託
申

出
に

係
る

統
計

の
作

成
等

に
要

す
る

手
数

料
の

総
額

を
明

ら
か

に
し

て
い

る
も

の
で

は
な

い
。

 

し
た

が
っ

て
、
受

託
機

関
等

は
(
1
)
に

よ
り

承
諾

通
知

書
に

よ
り

手
数

料
額

を
委

託

申
出

者
に

提
示

し
、

当
該

手
数

料
額

を
確

認
し

た
委

託
申

出
者

か
ら

受
託

機
関

等
に

提
出

さ
れ

た
依

頼
書

等
の

受
理

を
も

っ
て

、
契

約
が

成
立

す
る

こ
と

と
な

る
。

 

 
２

 
令

第
1
3
条

第
１

項
第

４
号

に
基

づ
く

告
示

 

令
第

1
3
条

第
１

項
は

、
①

受
託

機
関

等
の

職
員

が
当

該
統

計
の

作
成

等
に

必
要

と
す

る
工

数
に

応
じ

た
手

数
料

、
②

統
計

成
果

物
を

格
納
（

印
刷

）
す

る
媒

体
に

要
す

る
費

用
、

③
送

付
に

要
す

る
費

用
の

他
、
同

項
第

４
号

に
よ

り
当

該
統

計
の

作
成

等
に

要
す

る
費

用

と
し

て
行

政
機

関
が

告
示

に
よ

り
事

前
に

定
め

て
い

る
金

額
を

加
算

す
る

こ
と

を
可

能

と
し

て
い

る
。

 

本
規

定
に

基
づ

き
、

行
政

機
関

は
提

供
す

る
統

計
の

作
成

等
の

サ
ー

ビ
ス

の
内

容
に

応
じ

て
、

必
要

な
場

合
に

、
次

に
示

す
例

１
か

ら
例

３
を

参
考

と
し

て
、

必
要

と
さ

れ

る
費

用
を

勘
案

し
た

適
切

な
告

示
を

定
め

る
。

 

な
お

、
告

示
を

定
め

て
い

な
い

場
合

は
、

令
第

1
3
条

第
１

項
第

１
～

３
号

の
規

定
に

よ
る

額
以

外
の

加
算

は
で

き
な

い
。
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（
例

１
）

統
計

の
作

成
等

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

、
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
の

購
入

や
職

員
に

よ
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
事

前
開

発
を

行
う

場
合

 
統

計
の

作
成

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
た

め
、

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
購

入
を

行

う
（

行
っ

た
）
場

合
、
又

は
事

前
に

受
託

機
関

等
が

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
開

発
を

行
っ

た
場

合
、

委
託

申
出

者
か

ら
当

該
費

用
を

回
収

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。
 

こ
の

場
合

、
本

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
購

入
又

は
開

発
に

要
し

た
費

用
に

つ
い

て
、

今
後

、
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
の

償
却

ま
で

に
見

込
ま

れ
る

統
計

成
果

物
の

作
成

数
で

除

し
た

額
を

加
算

額
と

し
て

次
の

よ
う

に
事

前
に

定
め

て
お

く
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。
 

（
例

）
 

・
 

<
ソ

フ
ト

名
>
を

用
い

た
統

計
の

作
成

等
に

お
い

て
、
統

計
表

１
表

当
た

り
○

円
 

 
（

例
２

）
統

計
の

作
成

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
、

外
部

の
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ

ア
等

に
委

託
す

る
場

合
 

既
存

の
委

託
業

務
と

と
も

に
統

計
の

作
成

等
の

サ
ー

ビ
ス

も
併

せ
て

外
部

の
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

等
に

委
託

し
、

統
計

の
作

成
等

に
係

る
シ

ス
テ

ム
開

発
を

行

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

 
こ

の
場

合
、

当
該

シ
ス

テ
ム

エ
ン

ジ
ニ

ア
等

の
賃

金
単

価
は

受
託

機
関

等
の

職

員
の

工
数

単
価

と
異

な
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
当

該
契

約
を

行
う

シ
ス

テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

の
賃

金
単

価
等

に
つ

い
て

、
例

え
ば

次
の

よ
う

に
事

前
に

定
め

て

お
く

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
 

（
例

）
 

・
 

統
計

の
作

成
等

の
シ

ス
テ

ム
開

発
に

要
す

る
時

間
１

時
間

に
つ

き
○

円
 

・
 

統
計

の
作

成
等

の
シ

ス
テ

ム
開

発
に

要
す

る
開

発
量

１
k
s（

キ
ロ

ス
テ

ッ
プ

）

当
た

り
○

円
 

 

（
例

３
）

民
間

委
託

を
活

用
す

る
場

合
 

統
計

の
作

成
等

の
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る

た
め

、
民

間
事

業
者

に
再

委
託

を
行

う
場

合
が

考
え

ら
れ

る
。

 

例
え

ば
次

の
よ

う
に

、
あ

ら
か

じ
め

年
度

当
初

に
、

事
前

に
類

型
化

し
た

統
計

表
１

表
当

た
り

の
単

価
に

つ
い

て
民

間
事

業
者

と
契

約
し

、
依

頼
へ

の
対

応
の

度

に
当

該
単

価
で

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
場

合
が

想
定

さ

れ
る

。
 

（
例

）
 

・
 

○
○

を
用

い
た

統
計

表
作

成
１

表
当

た
り

、
○

円
 

 な
お

、
令

第
1
3
条

第
１

項
第

４
号

で
は

、
上

記
の

例
１

か
ら

例
３

に
掲

げ
る

具
体

的
な

金
額

を
定

め
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

い
る

が
、

同
条

第
１

項
第

１
号

の
手

数
料

の
額

に
つ

い
て

、
成

果
物

の
仕

様
を

民
間

事
業

者
に

示
し

た
段

階
で

初
め

て
そ

の
総

額
が

判
明

す
る

場
合

も
想

定
さ

れ
る

。
 

こ
の

こ
と

を
踏

ま
え

れ
ば

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
サ

ー
ビ

ス
を

拡
大

し
て

い
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く
上

で
、

統
計

成
果

物
の

特
性

上
事

前
に

具
体

の
単

価
等

の
金

額
の

提
示

が
で

き
な

い
や

む
を

得
な

い
事

情
が

あ
る

場
合

は
、

 

・
 

民
間

委
託

に
要

す
る

費
用

と
し

て
委

託
申

出
者

と
の

契
約

前
に

受
託

機
関

等

の
長

が
提

示
す

る
額

 

な
ど

を
定

め
る

こ
と

も
可

能
と

す
る

。
 

ま
た

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

は
、

令
第

1
3
条

第
１

項
第

１
～

３
号

の
手

数
料

単

価
及

び
同

項
第

４
号

に
基

づ
き

委
託

元
の

行
政

機
関

が
告

示
に

よ
り

定
め

た
手

数
料

単
価

に
基

づ
き

積
算

さ
れ

た
手

数
料

の
額

が
納

付
さ

れ
る

た
め

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

に
お

け
る

処
理

を
踏

ま
え

て
委

託
元

の
行

政
機

関
に

お
い

て
同

項
第

４
号

に
基

づ
く

規
定

の
整

備
が

必
要

と
な

る
場

合
は

、
あ

ら
か

じ
め

両
者

で
協

議
の

上
、

当
該

行
政

機
関

に
お

い
て

当
該

規
定

を
措

置
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
３

 
工

数
の

積
算

 

①
 

基
本

事
務

時
間

 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
の

実
施

に
際

し
て

必
要

と
さ

れ
る

決
裁

及
び

提
供

等
に

係

る
事

務
手

続
に

要
す

る
基

本
事

務
時

間
は

、
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
事

務
に

要
す

る
も

の
と

同
一

で
あ

る
と

み
な

し
、

1
9
分

と
し

て
積

算
す

る
。

 

な
お

、
工

数
は

、
依

頼
書

が
提

出
さ

れ
た

後
の

事
務

手
続

を
そ

の
積

算
対

象
と

す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
そ

の
前

段
階

に
お

け
る

相
談

、
審

査
等

に
係

る
事

務
手

続
は

積
算

の
対

象
外

と
す

る
。

 

 
 

②
 

統
計

の
作

成
等

の
時

間
（

職
員

の
工

数
）

 

統
計

の
作

成
等

に
要

す
る

、
集

計
の

設
計

、
シ

ス
テ

ム
開

発
、

演
算

、
秘

匿
、

結

果
審

査
な

ど
の

業
務

に
つ

い
て

、
既

存
の

統
計

作
成

の
実

績
、
経

験
等

に
基

づ
い

て
、

統
計

調
査

の
特

性
に

応
じ

つ
つ

必
要

と
さ

れ
る

工
数

を
見

積
る

も
の

と
す

る
。

 
こ

れ
ら

の
業

務
に

つ
い

て
民

間
委

託
を

行
う

場
合

、
民

間
委

託
を

行
う

こ
と

に
よ

り
通

常
生

じ
る

調
達

や
納

品
検

査
等

に
係

る
工

数
も

見
積

り
に

含
め

る
。

 
実

績
等

の
蓄

積
が

な
い

当
初

の
段

階
に

お
い

て
は

、
一

定
の

モ
デ

ル
に

よ
り

計
算

さ
れ

る
工

数
を

参
考

と
す

る
な

ど
の

対
応

も
考

え
ら

れ
る

。
 

 
４

 
手

数
料

の
算

定
 

個
別

の
委

託
申

出
案

件
に

係
る

手
数

料
の

積
算

は
、

委
託

申
出

書
等

の
審

査
を

行
っ

た
結

果
、

受
託

可
能

と
判

断
さ

れ
る

場
合

に
行

う
。

 

積
算

は
令

第
1
3
条

第
１

項
に

基
づ

き
、

次
の

①
～

④
を

す
べ

て
加

え
た

額
と

す
る

。
 

①
 

単
価

5
,
9
0
0
円

に
、

必
要

な
工

数
（

３
①

の
基

本
事

務
時

間
と

３
②

の
統

計
の

作
成

等
の

時
間

の
合

計
。

単
位

：
人

時
）

を
乗

じ
た

額
 

②
 

結
果

を
出

力
し

提
供

す
る

媒
体

 

・
 

紙
 

１
枚

：
1
0
円

 
×

 
必

要
枚

数
 

・
 

F
D
 

１
枚

：
5
0
円

 
×

 
必

要
枚

数
 

・
 

C
D
-
R
 

１
枚

：
1
0
0
円

 
×

 
必

要
枚

数
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・
 

D
V
D
-
R
 

１
枚

：
1
2
0
円

 
×

 
必

要
枚

数
 

③
 

送
付

を
求

め
る

場
合

（
送

付
に

要
す

る
費

用
）

 

④
 

行
政

機
関

の
長

が
定

め
る

額
（

第
５

、
第

８
の

２
に

お
い

て
定

め
た

額
。

単
価

設
定

等
を

行
う

場
合

、
当

該
単

価
に

所
要

の
工

数
等

を
乗

じ
て

計
算

）
 

な
お

、
法

第
3
4
条

の
統

計
成

果
物

に
つ

い
て

は
e-

m
ai

lな
ど

に
よ

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
等

の
通

信
回

線
を

介
し

て
の

提
供

を
行

う
こ

と
も

可
能

と
す

る
（

こ
の

場
合

、
②

及

び
③

の
費

用
は

不
要

と
な

る
）
。

 

 
５

 
手

数
料

の
算

定
等

の
留

意
事

項
 

(
1
)
 

手
数

料
の

公
平

性
の

確
保

 

同
一

の
調

査
・

年
次

等
に

係
る

全
く

同
一

の
統

計
成

果
物

の
委

託
を

受
け

た
場

合

は
、

同
一

統
計

成
果

物
に

対
す

る
手

数
料

の
公

平
性

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
、

そ
の

手
数

料
の

額
は

原
則

と
し

て
当

該
同

一
統

計
成

果
物

の
手

数
料

と
し

て
従

前
に

提
示

し
た

額
と

同
額

と
す

る
。

 
し

た
が

っ
て

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
手

数
料

の
額

の
積

算
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
同

一
調

査
・

年
次

に
係

る
統

計
成

果
物

に
対

す
る

需
要

予
測

が
可

能
な

場
合

は
、

需
要

予
測

数
に

よ
り

均
等

割
し

た
上

で
手

数
料

の
積

算
を

行
う

こ
と

を
原

則
と

す
る

。
 

た
だ

し
、

需
要

数
の

予
測

が
困

難
な

場
合

、
需

要
予

測
数

を
１

と
想

定
す

る
。

 
 

(
2
)
 

民
間

委
託

を
行

う
場

合
の

原
則

 

統
計

の
作

成
等

の
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
民

間
委

託
を

行
う

場
合

、
手

数
料

が
納

付

さ
れ

た
後

に
受

託
機

関
等

か
ら

民
間

事
業

者
に

発
注

す
る

こ
と

に
な

る
が

、
民

間
事

業
者

が
落

札
し

な
か

っ
た

こ
と

を
理

由
と

し
て

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

を
中

止
と

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

 
こ

の
た

め
、

受
託

機
関

等
は

、
受

注
が

可
能

な
民

間
事

業
者

が
存

在
す

る
場

合
に

承
諾

す
る

と
と

も
に

、
契

約
が

確
実

に
行

え
る

予
定

価
格

等
を

設
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 
  

第
９

 
審

査
結

果
の

通
知

等
 

受
託

機
関

等
は

、
規

則
第

1
2
条

第
１

項
に

基
づ

き
、

委
託

申
出

書
の

審
査

結
果

を
、

委
託

申
出

の
受

付
か

ら
2
1
日

以
内

に
委

託
申

出
者

に
対

し
文

書
に

よ
り

通
知

す
る

。
 

 
(
1
)
 

委
託

申
出

を
承

諾
す

る
場

合
 

別
紙

様
式

第
２

号
を

参
考

と
し

て
受

託
機

関
等

が
定

め
る

承
諾

通
知

書
に

次
の

事

項
を

記
載

の
上

、
通

知
す

る
。

 
・

 
委

託
申

出
を

承
諾

し
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
を

行
う

旨
 

・
 

統
計

成
果

物
（

作
成

す
る

統
計

又
は

統
計

的
研

究
）
の

名
称
（

受
託

機
関

等
が

定

め
て

通
知

）
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・
 

手
数

料
の

額
 

・
 

手
数

料
の

納
付

方
法

 
・

 
手

数
料

の
納

付
期

限
 

・
 

提
供

予
定

時
期

（
手

数
料

の
納

付
か

ら
○

日
後

等
の

設
定

も
可

）
 

・
 

そ
の

他
受

託
機

関
等

が
必

要
と

認
め

る
事

項
 

・
 

納
付

さ
れ

た
手

数
料

は
返

却
し

な
い

旨
 

 
ま

た
、
委

託
申

出
者

に
対

し
て

、
総

務
省

告
示

で
定

め
る

依
頼

書
（

別
紙

様
式

第
４

－
１

、
２

号
）
、

別
紙

様
式

第
５

号
を

参
考

と
し

て
受

託
機

関
等

が
定

め
る

契
約

に
必

要
な

書
類

（
契

約
書

）
を

提
示

す
る

。
 

な
お

、
統

計
成

果
物

の
名

称
は

、
「

○
○

調
査

（
平

成
○

年
）

特
別

集
計

」
な

ど
受

託
機

関
等

に
お

い
て

適
宜

判
断

し
定

め
る

。
 

 
 (

2
)
 

委
託

申
出

を
承

諾
し

な
い

場
合

 

別
紙

様
式

第
３

号
を

参
考

と
し

て
受

託
機

関
等

が
定

め
る

様
式

に
よ

る
不

承
諾

通

知
書

に
そ

の
理

由
を

記
載

し
て

委
託

申
出

者
に

通
知

す
る

。
 

  第
1
0
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
依

頼
書

の
提

出
と

手
数

料
の

納
付

 

１
 

依
頼

書
の

提
出

 

委
託

申
出

が
承

諾
さ

れ
た

委
託

申
出

者
は

、
令

第
1
3
条

及
び

規
則

第
1
2
条

第
２

項

に
基

づ
き

、
総

務
省

告
示

で
定

め
る

依
頼

書
に

別
紙

様
式

第
５

号
を

参
考

と
し

て
受

託

機
関

等
が

定
め

る
契

約
に

必
要

な
書

類
（

契
約

書
）

２
通

に
署

名
又

は
記

名
押

印
し

た

も
の

を
添

付
し

て
受

託
機

関
等

に
提

出
す

る
。

 

な
お

、
１

万
円

を
超

え
る

契
約

と
な

る
場

合
に

は
、

印
紙

税
法

の
規

定
に

基
づ

き
、

２
通

提
出

す
る

契
約

書
の

う
ち

の
１

通
に

手
数

料
と

は
別

に
契

約
額

（
納

付
す

る
手

数

料
額

）
に

応
じ

た
収

入
印

紙
の

貼
付

を
委

託
申

出
者

が
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

 
２

 
手

数
料

の
納

付
 

委
託

申
出

者
は

、
第

９
に

示
す

承
諾

通
知

書
に

よ
り

受
託

機
関

等
か

ら
通

知
さ

れ
た

手
数

料
の

額
を

、
通

知
さ

れ
た

納
付

方
法

に
よ

り
、

受
託

機
関

等
に

納
付

す
る

。
 

 
(
1
)
 
収

入
印

紙
に

よ
る

場
合

 

委
託

申
出

者
は

、
行

政
機

関
か

ら
通

知
さ

れ
た

手
数

料
の

額
の

収
入

印
紙

を
依

頼

書
に

貼
付

し
、

行
政

機
関

に
提

出
す

る
こ

と
に

よ
り

納
付

す
る

。
 

行
政

機
関

は
、

依
頼

書
に

貼
付

さ
れ

た
額

面
が

通
知

し
た

手
数

料
の

額
と

一
致

し

て
い

る
こ

と
が

確
認

し
、

収
入

印
紙

へ
の

消
印

は
、

統
計

成
果

物
の

提
供

が
確

定
し

た
段

階
で

速
や

か
に

行
う

。
 

収
入

印
紙

の
消

印
は

、
額

面
等

が
確

認
で

き
る

範
囲

に
お

い
て

、
剥

離
、

再
利

用

が
で

き
な

い
よ

う
、

鉛
筆

以
外

の
方

法
で

依
頼

書
と

収
入

印
紙

に
ま

た
が

る
よ

う
確
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実
に

行
い

、
更

に
は

穿
孔

等
の

措
置

を
施

す
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

な
お

、
収

入
印

紙
が

添
付

さ
れ

た
依

頼
書

は
、

行
政

機
関

の
文

書
管

理
規

程
に

基

づ
く

保
存

年
限

の
間

保
存

す
る

。
 

ま
た

、
毎

年
度

、
財

務
省

（
主

計
局

総
務

課
歳

入
・

国
債

係
）

か
ら

各
府

省
会

計

課
を

通
し

て
な

さ
れ

る
実

績
報

告
の

依
頼

に
お

い
て

、
対

象
年

度
の

手
数

料
納

付
額

を
報

告
す

る
。

 
 

(
2
)
 
現

金
に

よ
る

場
合

 

受
託

機
関

等
か

ら
「

第
９

 
審

査
結

果
の

通
知

等
」

で
示

す
通

知
を

行
う

際
に

、

併
せ

て
納

入
告

知
書

を
送

付
し

、
委

託
申

出
者

は
当

該
納

入
告

知
書

に
よ

り
受

託
機

関
等

に
現

金
を

納
付

す
る

。
 

 
(
3
)
 
手

数
料

の
返

却
措

置
 

依
頼

書
の

提
出

・
手

数
料

納
付

後
、

や
む

を
得

ぬ
事

情
に

よ
り

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド

集
計

が
行

え
な

く
な

っ
た

場
合

に
、

受
託

機
関

等
に

お
い

て
当

該
事

務
に

着
手

し
て

お
ら

ず
、

か
つ

、
受

託
機

関
等

及
び

委
託

申
出

者
の

間
で

相
互

に
承

諾
さ

れ
た

場
合

に
は

、
次

の
方

法
に

よ
り

手
数

料
を

返
却

す
る

。（
各

府
省

会
計

担
当

と
相

談
し

、
当

該
手

続
に

つ
い

て
も

、
事

前
に

確
認

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。
）

 
 

①
 

収
入

印
紙

の
場

合
 

ア
）
収

入
印

紙
の

検
印

が
押

さ
れ

て
い

な
け

れ
ば

、
そ

の
ま

ま
検

印
を

押
さ

ず
に

、

依
頼

書
を

返
却

す
る

。
 

イ
）

賠
償

償
還

払
戻

金
と

し
て

償
還

手
続

を
と

る
。

 
 ②

 
現

金
の

場
合

 

賠
償

償
還

払
戻

金
と

し
て

償
還

手
続

を
と

る
。

 
 

３
 

契
約

書
の

送
付

 

受
託

機
関

等
は

、
手

数
料

の
納

付
が

確
認

で
き

た
段

階
で

、
１

に
よ

り
提

出
を

受
け

た
契

約
書

２
通

に
署

名
又

は
記

名
押

印
し

て
う

ち
１

通
を

委
託

申
出

者
に

送
付

す
る

。
 

 
４

 
著

作
権

 

１
か

ら
３

に
よ

っ
て

契
約

を
行

う
際

、
委

託
申

出
者

が
統

計
成

果
物

に
対

す
る

著
作

権
を

主
張

し
な

い
旨

を
契

約
書

等
に

記
載

す
る

。
 

 
５

 
秘

密
の

保
全

 

利
用

目
的

に
記

載
さ

れ
る

学
術

研
究

の
内

容
や

集
計

仕
様

な
ど

は
、

一
定

の
期

間
、

研
究

を
行

う
者

に
と

っ
て

秘
密

に
該

当
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

行
政

機
関

等

は
提

出
を

受
け

た
書

類
等

の
管

理
及

び
秘

密
事

項
の

保
全

に
万

全
を

期
す

と
と

も
に

、

秘
密

の
保

全
に

関
し

必
要

な
事

項
を

契
約

書
等

に
記

載
す

る
。
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第
1
1
 

統
計

の
作

成
等

の
実

施
 

１
 

統
計

の
作

成
等

の
実

施
 

受
託

機
関

等
は

、
委

託
申

出
書

に
記

載
さ

れ
た

統
計

の
作

成
等

の
内

容
、
仕

様
等

に
基

づ
き

、
統

計
の

作
成

等
を

実
施

し
、
統

計
の

作
成

等
に

当
た

り
、
不

明
な

点
等

が
あ

る
場

合
、

委
託

申
出

者
に

照
会

す
る

な
ど

確
認

を
行

い
な

が
ら

処
理

を
遂

行
す

る
。

 
 ２

 
民

間
委

託
を

行
う

場
合

の
対

応
 

民
間

事
業

者
に

業
務

の
一

部
を

委
託

す
る

場
合

は
、
秘

密
の

保
護

等
に

つ
い

て
第

３
の

２
(
2
)
、

第
1
3
の

２
の

内
容

を
踏

ま
え

て
実

施
す

る
。

 

 ３
 

統
計

成
果

物
の

審
査

・
秘

匿
 

作
成

さ
れ

た
統

計
成

果
物

に
つ

い
て

は
、
受

託
機

関
等

に
お

い
て

、
提

供
前

に
結

果
内

容
の

審
査

を
行

う
と

と
も

に
、
個

々
の

調
査

対
象

者
等

の
特

定
・
類

推
が

で
き

な
い

よ
う

秘
匿

措
置

を
行

う
。

 
 

 第
1
2
 

統
計

成
果

物
の

提
供

 

１
 

提
供

時
期

 

第
９

に
示

す
承

諾
通

知
書

に
よ

り
提

示
し

た
提

供
予

定
期

間
内

に
速

や
か

に
提

供
す

る
。
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

提
供

が
遅

れ
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

場
合

は
、
速

や
か

に
委

託
申

出
者

に
通

知
し

、
委

託
申

出
者

と
協

議
す

る
。

 
 ２

 
提

供
窓

口
 

統
計

成
果

物
は

、
委

託
申

出
書

を
受

理
し

た
受

託
機

関
等

の
提

供
窓

口
か

ら
委

託
申

出

書
に

記
載

さ
れ

た
方

法
に

よ
り

委
託

申
出

者
に

提
供

す
る

。
 

電
子

メ
ー

ル
等

で
配

信
す

る
場

合
、
統

計
成

果
物

は
、
必

要
に

応
じ

て
暗

号
化

し
パ

ス

ワ
ー

ド
を

付
与

す
る

こ
と

等
に

よ
り

保
護

す
る

。
 

 ３
 

統
計

成
果

物
に

誤
り

が
見

つ
か

っ
た

場
合

 

提
供

し
た

統
計

成
果

物
に

誤
り

が
見

つ
か

っ
た

場
合

、
受

託
機

関
等

と
委

託
申

出
者

は
、

相
互

に
連

絡
を

と
り

、
誤

り
の

原
因

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
、
受

託
機

関
等

と
委

託

申
出

者
と

の
協

議
に

よ
り

、
そ

の
対

応
を

決
定

す
る

。
 

  第
1
3
 

統
計

等
の

作
成

等
を

外
部

委
託

す
る

場
合

の
留

意
事

項
 

１
 

法
第

3
7
条

に
基

づ
き

、
提

供
事

務
の

全
部

を
委

託
す

る
場

合
 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
は

、
委

託
申

出
書

の
審

査
結

果
を

委
託

申
出

者
に

通
知

す
る

と

共
に

、
そ

の
旨

を
委

託
元

に
報

告
す

る
。

 
な

お
、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

及
び

受
託

独
立

行
政

法
人

等
に

事
務

の
全

部
委

託
を

行

う
受

託
機

関
は

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

か
ら

委
託

元
で

あ
る

当
該

受
託

機
関

へ
の

報
告

委託による統計の作成等に係るガイドライン
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25

の
タ

イ
ミ

ン
グ
・
内

容
等

に
つ

い
て

あ
ら

か
じ

め
調

整
の

上
、
事

務
処

理
要

綱
等

に
規

定

す
る

。
 

 
２

 
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
一

部
事

務
を

民
間

に
委

託
す

る
場

合
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
の

一
部

事
務

を
民

間
委

託
す

る
場

合
の

事
務

処
理

は
、

通
常

、

受
託

機
関

等
が

調
査

票
情

報
に

係
る

処
理

に
つ

い
て

民
間

事
業

者
と

委
託

契
約

を
締

結

す
る

場
合

の
規

約
に

準
じ

る
も

の
と

し
、
「

調
査

票
情

報
等

の
管

理
及

び
情

報
漏

え
い

等

の
対

策
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」（

平
成

2
1
年

２
月

６
日

総
務

省
政

策
統

括
官
（

統
計

基
準

担
当

）
決

定
）
及

び
「

統
計

調
査

に
お

け
る

民
間

事
業

者
の

活
用

に
係

る
ガ

イ
ド

ラ

イ
ン

」
（

平
成

17
年

３
月

31
日

各
府

省
統

計
主

管
課

長
等

会
議

申
合

せ
）

を
踏

ま
え

、

秘
密

の
保

護
、
適

正
管

理
等

に
関

す
る

誓
約

書
の

提
出

、
法

規
定

の
遵

守
の

徹
底

と
共

に
、

調
査

票
情

報
の

取
扱

い
等

に
つ

い
て

契
約

事
項

と
し

て
定

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
一

部
業

務
を

民
間

に
委

託
す

る
こ

と
を

前
提

に
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

を
承

諾

す
る

場
合

は
、
民

間
事

業
者

が
確

実
に

受
託

す
る

見
通

し
で

あ
る

場
合

に
限

り
行

う
も

の

と
す

る
。

 
な

お
、
手

数
料

の
納

付
後

に
落

札
事

業
者

が
現

れ
な

い
た

め
に

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計

が
不

履
行

と
な

ら
な

い
よ

う
、
再

入
札

又
は

不
落

随
意

契
約

を
行

う
な

ど
の

措
置

を
講

じ

る
。

 
  第

1
4
 

委
託

申
出

書
の

記
載

事
項

等
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

 

受
託

機
関

等
の

承
諾

が
な

さ
れ

た
委

託
申

出
書

に
係

る
記

載
事

項
に

つ
い

て
、

委
託

申
出

者
の

都
合

に
よ

り
変

更
が

生
じ

た
場

合
は

、
次

の
と

お
り

対
応

す
る

。
 

 
１

 
軽

微
な

変
更

（
人

事
異

動
等

に
伴

う
所

属
・

連
絡

先
の

変
更

、
姓

の
変

更
等

）
 

統
計

の
作

成
等

の
処

理
内

容
に

影
響

が
な

く
、
か

つ
、
受

託
機

関
等

が
認

め
た

利
用

目

的
、
要

件
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

と
判

断
さ

れ
る

委
託

申
出

者
の

人
事

異
動

等
に

伴
う

所

属
・
連

絡
先

、
姓

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
、
委

託
申

出
者

は
別

紙
様

式
第

６
号

を
参

考
と

し
て

受
託

機
関

等
が

定
め

る
所

属
等

変
更

届
出

書
に

変
更

事
項

を
記

載
の

上
、
直

ち
に

受

託
機

関
等

へ
届

け
出

る
。

 
 

２
 

作
成

す
る

統
計

の
内

容
や

仕
様

の
変

更
 

統
計

の
作

成
等

の
処

理
内

容
に

影
響

が
あ

る
場

合
、
原

則
と

し
て

当
該

変
更

は
認

め
な

い
こ

と
と

す
る

が
、
受

託
機

関
等

が
対

応
可

能
な

場
合

は
、
委

託
申

出
者

と
受

託
機

関
等

の
協

議
に

よ
っ

て
変

更
等

を
行

う
こ

と
と

し
て

差
し

支
え

な
い

。
 

な
お

、
双

方
で

合
意

を
行

っ
た

変
更

を
行

う
場

合
、
委

託
申

出
者

は
変

更
に

つ
い

て
書

面
に

て
変

更
依

頼
申

出
を

行
い

、
受

託
機

関
等

は
第

９
(
1
)
に

準
じ

て
、

 

・
 

仕
様

の
変

更
に

応
じ

る
旨

 

・
 

追
加

し
て

納
付

す
べ

き
手

数
料

の
額

 

・
 

手
数

料
の

納
付

方
法
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・
 

手
数

料
の

納
付

期
限

 

・
 

仕
様

の
変

更
に

応
じ

て
修

正
し

た
提

供
予

定
時

期
 

・
 

納
付

さ
れ

た
手

数
料

は
返

却
し

な
い

旨
 

を
委

託
申

出
者

に
書

面
に

て
通

知
す

る
と

と
も

に
、
委

託
申

出
者

は
、
再

度
、
依

頼
書

及

び
契

約
の

修
正

に
必

要
な

資
料

を
提

出
し

、
追

加
納

付
が

必
要

と
さ

れ
る

手
数

料
を

納
付

す
る

。
 

 
３

 
利

用
目

的
追

加
申

出
書

の
提

出
 

委
託

申
出

者
は

、
承

諾
さ

れ
た

利
用

目
的

以
外

の
利

用
目

的
を

追
加

す
る

必
要

が
生

じ

た
場

合
、
追

加
す

る
利

用
目

的
及

び
そ

の
追

加
が

必
要

な
理

由
を

記
載

し
た

別
紙

様
式

第

７
を

参
考

と
し

て
受

託
機

関
等

が
定

め
る

利
用

目
的

追
加

申
出

書
に

よ
り

受
託

機
関

等

に
申

し
出

る
。

 

利
用

目
的

追
加

申
出

書
の

提
出

を
受

け
た

受
託

機
関

等
は

、
第

７
の

３
(
1
1
)
の

審
査

基

準
に

準
じ

て
審

査
を

行
い

、
当

該
審

査
結

果
に

つ
い

て
、
別

紙
様

式
第

８
号

及
び

第
９

号

を
参

考
と

し
て

受
託

機
関

等
が

定
め

る
利

用
目

的
追

加
承

諾
書

又
は

、
利

用
目

的
追

加
不

承
諾

書
に

よ
り

通
知

す
る

。
 

な
お

、
利

用
実

績
報

告
書

が
提

出
さ

れ
た

後
の

審
査

に
つ

い
て

、
公

表
と

の
前

後
関

係

の
確

認
を

行
う

必
要

は
な

い
も

の
と

す
る

。
 

 
４

 
そ

の
他

の
委

託
申

出
書

等
の

記
載

事
項

の
変

更
 

上
記

１
か

ら
３

以
外

の
委

託
申

出
書

の
記

載
事

項
を

変
更

す
る

場
合

は
、
別

紙
様

式
第

1
0

号
を

参
考

と
し

て
受

託
機

関
等

が
定

め
る

様
式

に
よ

る
委

託
申

出
書

の
記

載
事

項
変

更
依

頼
申

出
書

に
よ

り
変

更
の

申
出

を
行

う
。

 

受
託

機
関

等
に

お
い

て
は

、
関

連
す

る
項

目
を

第
７

の
３

に
記

載
さ

れ
た

審
査

基
準

に

基
づ

き
審

査
を

行
い

、
当

該
結

果
に

つ
い

て
、
別

紙
様

式
第

1
1
号

及
び

第
1
2
号

を
参

考

と
し

て
受

託
機

関
等

が
定

め
る

委
託

申
出

書
の

記
載

事
項

変
更

に
係

る
承

諾
書

、
又

は
不

承
諾

書
に

よ
り

通
知

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 第

1
5
 

統
計

成
果

物
の

提
供

後
の

利
用

制
限

 

委
託

申
出

者
は

、
規

則
第

1
3
条

第
２

項
に

基
づ

き
委

託
申

出
書

に
記

載
し

た
利

用
目

的
以

外
の

目
的

の
た

め
に

自
ら

利
用

し
、

又
は

提
供

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

し
た

が
っ

て
、
承

諾
さ

れ
た

利
用

目
的

以
外

の
場

合
は

、
第

1
4
の

３
に

記
載

し
た

利
用

目

的
追

加
申

出
書

に
よ

り
申

出
を

行
い

、
受

託
機

関
等

の
承

諾
を

得
る

。
 

な
お

、
一

旦
、

委
託

申
出

者
が

利
用

目
的

に
従

っ
て

学
術

研
究

の
成

果
の

公
表

に
付

随
す

る
も

の
と

し
て

、
あ

る
い

は
、

高
等

教
育

に
お

け
る

利
用

と
し

て
、

統
計

成
果

物
そ

の
も

の

（
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

と
し

て
作

成
さ

れ
た

集
計

表
等

）
を

公
表

し
た

後
に

お
い

て
は

、

当
該

統
計

成
果

物
は

、
公

的
統

計
と

し
て

公
表

さ
れ

る
も

の
と

同
様

に
社

会
一

般
に

お
い

て

利
用

可
能

な
も

の
と

な
る

こ
と

か
ら

、
委

託
申

出
者

に
つ

い
て

も
公

表
さ

れ
た

統
計

を
用

い

て
い

る
も

の
と

整
理

し
、

上
記

の
受

託
機

関
等

の
承

諾
を

得
る

必
要

は
な

い
も

の
と

す
る

。
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第
1
6
 

委
託

申
出

者
に

よ
る

研
究

成
果

等
の

公
表

 

１
 

成
果

の
公

表
 

委
託

申
出

者
は

、
統

計
成

果
物

を
利

用
し

て
行

っ
た

学
術

研
究

の
成

果
又

は
高

等
教

育
の

内
容

を
委

託
申

出
書

に
記

載
し

た
公

表
時

期
、

方
法

に
よ

り
公

表
す

る
。

 

当
該

公
表

に
際

し
て

、
委

託
申

出
者

は
、

統
計

成
果

物
を

基
に

委
託

申
出

者
が

独
自

に
作

成
・

加
工

し
た

統
計

等
に

つ
い

て
は

そ
の

旨
を

明
記

し
、

受
託

機
関

が
作

成
・

公

表
し

て
い

る
統

計
等

と
は

異
な

る
こ

と
を

明
ら

か
に

す
る

。
 

な
お

、
学

会
誌

の
投

稿
等

を
予

定
し

て
い

た
が

、
結

果
的

に
論

文
審

査
を

通
ら

な
か

っ

た
な

ど
に

よ
り

、
委

託
申

出
書

に
記

載
し

た
い

ず
れ

の
公

表
方

法
も

履
行

す
る

こ
と

が

で
き

ず
、

新
た

な
公

表
方

法
に

よ
り

公
表

を
行

う
場

合
は

、
新

た
な

公
表

方
法

に
つ

い

て
記

載
事

項
変

更
申

出
等

の
提

出
を

行
う

措
置

を
と

っ
た

上
で

、
公

表
を

行
う

。
 

ま
た

、
公

表
後

、
委

託
申

出
者

は
、

総
務

省
告

示
で

定
め

る
利

用
実

績
報

告
書

（
別

紙
様

式
第

1
3
－

１
、

２
号

）
に

よ
り

受
託

機
関

等
に

利
用

実
績

を
報

告
す

る
。

 

 

２
 

成
果

が
公

表
で

き
な

い
場

合
の

取
扱

い
 

委
託

申
出

者
の

死
亡

、
法

人
組

織
の

解
散

、
研

究
計

画
の

中
止

な
ど

に
よ

り
学

術
研

究
の

成
果

を
公

表
で

き
な

い
場

合
は

、
研

究
の

状
況

の
概

要
及

び
公

表
で

き
な

い
理

由

を
利

用
実

績
報

告
書

に
よ

り
受

託
機

関
等

へ
報

告
す

る
。

 
 

 第
1
7
 

統
計

成
果

物
の

不
適

切
利

用
へ

の
対

応
 

１
 

規
則

第
1
3
条

第
２

項
に

よ
る

目
的

外
利

用
の

禁
止

 

規
則

第
1
3
条

第
２

項
で

は
、「

統
計

成
果

物
の

提
供

を
受

け
た

委
託

申
出

者
は

、
当

該

統
計

成
果

物
を

第
1
1
条

第
１

項
第

６
号

の
利

用
目

的
以

外
の

目
的

の
た

め
に

自
ら

利
用

し
、
又

は
提

供
し

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
当

該
統

計
成

果
物

の
提

供
を

行
っ

た
行

政

機
関

の
長

又
は

届
出

独
立

行
政

法
人

等
の

同
意

を
得

た
と

き
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
委

託
申

出
書

に
記

載
さ

れ
た

利
用

目
的

以
外

の
利

用
を

委
託

申
出

者
が

行
う

こ
と

を
禁

止
し

て
い

る
。

 

 ２
 

総
務

省
及

び
そ

の
他

受
託

機
関

等
に

お
け

る
連

携
 

受
託

機
関

等
は

、
委

託
申

出
者

が
規

則
第

1
3
条

第
２

項
の

違
反

及
び

そ
の

他
の

契
約

違
反

を
行

っ
た

と
判

断
し

た
場

合
、
利

用
停

止
期

間
の

設
定

等
ペ

ナ
ル

テ
ィ

を
科

す
こ

と

を
決

定
し

た
場

合
、
又

は
そ

の
他

必
要

と
判

断
し

た
場

合
に

は
、
そ

の
旨

を
総

務
省

に
連

絡
す

る
。

 

な
お

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

が
委

託
を

受
け

た
個

別
業

務
に

係
る

総
務

省
に

対
す

る

連
絡

は
、
当

該
業

務
を

受
託

独
立

行
政

法
人

に
委

託
し

た
受

託
機

関
を

通
じ

て
行

う
（

関

連
：

第
３

の
４

(
1
)
）
。

 

総
務

省
は

、
受

託
機

関
等

か
ら

違
反

行
為

に
関

す
る

連
絡

を
受

け
た

場
合

、
そ

の
他

の

受
託

機
関

等
に

対
し

、
当

該
連

絡
事

項
及

び
ペ

ナ
ル

テ
ィ

に
関

す
る

情
報

の
提

供
を

行
い

、

す
べ

て
の

受
託

機
関

等
に

お
い

て
同

様
の

利
用

停
止

期
間

が
設

け
ら

れ
る

よ
う

必
要

な
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措
置

を
講

じ
る

。
 

 
３

 
契

約
違

反
 

(
1
)
 
違

反
内

容
 

受
託

機
関

等
は

、
承

諾
さ

れ
た

利
用

目
的

以
外

の
利

用
を

行
っ

た
者

、
そ

の
他

の
法

令
違

反
・

契
約

違
反

・
国

民
の

信
頼

を
損

な
う

行
為

を
行

っ
た

者
に

対
し

て
、
そ

の
内

容
に

応
じ

て
総

務
省

及
び

そ
の

他
の

受
託

機
関

等
と

連
携

し
て

対
応

を
行

う
。

 
 

(
2
)
 
対

応
内

容
 

ア
 

受
託

機
関

等
は

、
そ

の
提

供
し

た
統

計
成

果
物

の
利

用
に

関
し

、
法

令
違

反
又

は
契

約
違

反
と

し
て

、
承

諾
さ

れ
た

利
用

目
的

以
外

の
利

用
を

行
う

行
為

、
そ

の

他
の

法
令

違
反

・
契

約
違

反
・

国
民

の
信

頼
を

損
な

う
行

為
が

行
わ

れ
て

い
る

こ

と
が

判
明

し
た

場
合

は
速

や
か

に
委

託
申

出
者

に
連

絡
し

、
目

的
外

利
用

の
中

止

等
の

是
正

措
置

を
求

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
違

反
内

容
や

対
応

状
況

を
総

務
省

に

連
絡

す
る

。
 

 イ
 

総
務

省
は

、
受

託
機

関
等

か
ら

上
記

ア
の

連
絡

が
あ

っ
た

場
合

、
速

や
か

に
そ

の
他

の
受

託
機

関
等

に
対

し
、

当
該

情
報

に
つ

い
て

周
知

を
行

う
。

 
 ウ

 
そ

の
他

の
受

託
機

関
等

は
、

総
務

省
か

ら
上

記
連

絡
が

あ
っ

た
場

合
、

当
該

違

反
者

等
に

対
す

る
そ

の
他

の
統

計
成

果
物

の
提

供
実

績
の

有
無

を
確

認
し

、
当

該

違
反

者
に

そ
の

他
の

統
計

成
果

物
、
法

第
3
3
条

に
基

づ
く

調
査

票
情

報
又

は
法

第

3
6
条

に
基

づ
く

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
場

合
、
そ

れ
ら

の
利

用
状

況
等

に
つ

い
て

速
や

か
に

確
認

す
る

。
 

 
エ

 
受

託
機

関
等

は
、

承
諾

さ
れ

た
利

用
目

的
以

外
の

利
用

を
行

う
行

為
、

そ
の

他

の
法

令
違

反
・

契
約

違
反

・
国

民
の

信
頼

を
損

な
う

行
為

に
つ

い
て

、
受

託
機

関

等
は

、
次

に
挙

げ
る

措
置

を
と

る
と

と
も

に
、

そ
の

対
応

状
況

を
総

務
省

に
連

絡

す
る

。
 

 ①
 

利
用

目
的

以
外

の
利

用
を

行
っ

た
場

合
 

制
度

に
対

す
る

国
民

の
信

頼
を

著
し

く
損

な
う

法
律

違
反

に
該

当
す

る
こ

と

か
ら

、
集

計
を

民
間

委
託

し
た

際
に

民
間

事
業

者
が

同
様

の
目

的
外

利
用

を
し

た
場

合
の

指
名

停
止

期
間

を
参

考
と

し
、

１
か

月
～

1
2
か

月
の

委
託

申
出

を
禁

止
と

す
る

。
 

ま
た

、
同

期
間

は
他

の
調

査
票

情
報

の
提

供
、
法

第
3
6
条

に
基

づ
く

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

に
つ

い
て

も
行

わ
な

い
も

の
と

す
る

。
 

 
②

 
そ

の
他

の
場

合
 

そ
の

他
、

法
令

違
反

、
契

約
違

反
、

国
民

の
信

頼
を

損
な

う
行

為
を

行
っ

た

委託による統計の作成等に係るガイドライン

資料編

45
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委
託

申
出

者
に

対
し

て
は

、
上

記
①

及
び

委
託

等
の

指
名

停
止

を
参

考
と

し
て

、

委
託

申
出

の
禁

止
の

措
置

を
講

じ
る

も
の

と
す

る
。

 

ま
た

、
同

期
間

は
他

の
調

査
票

情
報

の
提

供
、
法

第
3
6
条

に
基

づ
く

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

に
つ

い
て

も
行

わ
な

い
も

の
と

す
る

。
 

 

オ
 

総
務

省
は

、
上

記
エ

の
連

絡
が

あ
っ

た
場

合
、

速
や

か
に

そ
の

他
の

受
託

機
関

等
に

対
し

当
該

違
反

情
報

の
周

知
と

共
有

化
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
他

の
受

託

機
関

等
に

お
い

て
は

上
記

エ
と

同
様

の
措

置
を

講
じ

る
。

 
 

４
 

他
制

度
と

の
連

携
 

法
第

3
3
条

に
基

づ
く

調
査

票
情

報
の

提
供

、
法

第
3
6
条

に
基

づ
く

匿
名

デ
ー

タ
の

提

供
に

お
い

て
、
法

令
や

契
約

違
反

に
よ

り
提

供
禁

止
措

置
等

が
取

ら
れ

て
い

る
場

合
、
同

様
の

期
間

、
委

託
申

出
の

受
付

も
行

わ
な

い
も

の
と

す
る

。
 

 
５

 
公

益
通

報
者

保
護

法
の

適
用

 

法
は

、
公

益
通

報
者

保
護

法
（

平
成

1
6
年

法
律

第
1
2
2
号

）
の

適
用

対
象

と
さ

れ
て

お
り

、
法

に
違

反
す

る
行

為
を

労
働

者
が

通
報

し
た

場
合

、
公

益
通

報
者

保
護

法
に

基

づ
き

、
当

該
労

働
者

は
解

雇
等

の
不

利
益

な
取

扱
い

か
ら

保
護

さ
れ

る
こ

と
等

が
規

定

さ
れ

て
い

る
。

 

行
政

機
関

（
※

）
は

、
公

益
通

報
者

保
護

法
及

び
関

連
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

に
基

づ
い

て
、

内
規

の
整

備
、

受
付

窓
口

の
整

備
等

、
適

切
な

措
置

を
行

う
。

 

 

※
 

独
立

行
政

法
人

は
、

公
益

通
報

者
保

護
法

第
２

条
第

４
項

の
「

行
政

機
関

」
に

は

含
ま

れ
な

い
点

に
留

意
。

 

  第
1
8
 

実
績

報
告

書
の

作
成

・
提

出
 

１
 

実
施

状
況

報
告

の
提

出
等

 

委
託

申
出

者
は

規
則

第
1
3
条

第
１

項
に

基
づ

き
、

①
学

術
研

究
目

的
の

場
合

、
当

該

研
究

成
果

の
公

表
後

速
や

か
（

３
か

月
以

内
）
に

そ
の

公
表

も
含

め
た

成
果

の
概

要
に

つ

い
て

、
②

高
等

教
育

目
的

の
場

合
、
当

該
教

育
の

終
了

後
速

や
か
（

３
か

月
以

内
）
に

そ

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、
受

託
機

関
等

に
総

務
省

告
示

で
定

め
る

利
用

実
績

報
告

書
（

別

紙
様

式
第

1
3
－

１
、

２
号

）
に

よ
り

報
告

す
る

。
 

な
お

、
委

託
申

出
者

の
死

亡
、
法

人
組

織
の

解
散

、
研

究
計

画
の

中
止

等
真

に
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

学
術

研
究

の
成

果
や

高
等

教
育

の
内

容
の

実
績

が
示

せ
な

い
場

合
、

委
託

申
出

者
は

利
用

実
績

報
告

書
に

そ
の

理
由

を
記

載
し

て
報

告
す

る
。

 

ま
た

、
受

託
機

関
等

は
法

第
5
5
条

に
基

づ
く

総
務

大
臣

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
、

1
2

か
月

ご
と

に
利

用
実

績
報

告
書

の
提

出
実

績
及

び
委

託
申

出
書

の
提

出
実

績
等

を
取

り

ま
と

め
、

総
務

省
に

報
告

を
行

う
。

 

さ
ら

に
、

受
託

機
関

等
は

規
則

第
1
4
条

に
基

づ
き

、
必

要
に

応
じ

て
委

託
申

出
者

の
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所
属
・
氏

名
、
使

用
し

た
調

査
票

情
報

の
名

称
、
学

術
研

究
又

は
高

等
教

育
の

名
称

等
の

記
載

事
項

を
公

表
す

る
。

 

 
２

 
受

託
独

立
行

政
法

人
等

に
お

け
る

取
り

扱
い

 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
が

受
理

す
る

利
用

実
績

報
告

書
は

、
委

託
元

の
受

託
機

関
に

報

告
し

、
当

該
受

託
機

関
か

ら
総

務
省

に
報

告
す

る
。

 
 

３
 

総
務

省
か

ら
統

計
委

員
会

に
対

す
る

報
告

 

総
務

省
は

、
受

託
機

関
か

ら
報

告
を

受
け

た
利

用
実

績
を

取
り

ま
と

め
、

統
計

委
員

会
に

報
告

す
る

と
と

も
に

必
要

に
応

じ
て

利
用

実
績

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

り
公

表

す
る

。
 

  第
1
9
 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
施

行
時

期
 

平
成

23
年

３
月

28
日

付
で

改
正

さ
れ

た
本

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
、

平
成

23
年

６
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

  【
添

付
資

料
一

覧
】

 
（

別
紙

様
式

）
 

別
紙

様
式

第
１

号
 

統
計

の
作

成
等

の
委

託
申

出
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
２

号
 

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
の

申
出

に
対

す
る

承
諾

通
知

書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
３

号
 

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
の

申
出

に
対

す
る

不
承

諾
通

知
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
４

－
１

、
２

号
 

依
頼

書
 

別
紙

様
式

第
５

号
 

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
請

負
契

約
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
６

号
 

所
属

等
変

更
届

出
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
７

号
 

統
計

成
果

物
の

利
用

目
的

追
加

申
出

書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
８

号
 

統
計

成
果

物
の

利
用

目
的

追
加

申
出

に
対

す
る

承
諾

通
知

書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
９

号
 

統
計

成
果

物
の

利
用

目
的

追
加

申
出

に
対

す
る

不
承

諾
通

知
書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
1
0
号

 
委

託
申

出
書

の
記

載
事

項
変

更
依

頼
申

出
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
1
1
号

 
委

託
申

出
書

の
記

載
事

項
変

更
申

出
に

対
す

る
承

諾
通

知
書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
1
2
号

 
委

託
申

出
書

の
記

載
事

項
変

更
申

出
に

対
す

る
不

承
諾

通
知

書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
1
3
－

１
、

２
号

 
利

用
実

績
報

告
書

 

 （
参

考
）

 
統

計
法

（
抄

）
 

統
計

法
施

行
令

（
抄

）
 

統
計

法
施

行
規

則
（

抄
）

 （
注

）
添

付
資

料
（

様
式

等
）

は
本

報
告

書
へ

の
掲

載
を

省
略

し
た

。
 

 
様

式
等

を
含

む
全

体
版

に
つ

い
て

は
総

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
参

照
 

 
総

務
省

Ｈ
Ｐ

 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
t
a
t
.
g
o
.
j
p
/
i
n
d
e
x
/
s
e
i
d
o
/
h
o
u
k
i
.
h
t
m
 

）
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1 

 
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
・

提
供

に
係

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

 

制
定

 
平

成
 
2
1
 
年

 
２

 
月

1
7

日
 

改
正

 
平

成
 
2
1
 
年

 
９

 
月

2
9

日
 

改
正

 
平

成
 
2
3
 
年

 
３

 
月

2
8

日
 

総
務

省
政

策
統

括
官

（
統

計
基

準
担

当
）

決
定

 

 目
 

次
 

第
１

 
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

目
的

 

第
２

 
用

語
の

定
義

 

第
３

 
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
・

提
供

の
実

施
に

際
し

て
の

基
本

原
則

 

第
４

 
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
･
提

供
に

関
す

る
計

画
の

公
表

 

第
５

 
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
 

第
６

 
匿

名
デ

ー
タ

の
匿

名
化

処
理

の
実

施
手

順
 

第
７

 
匿

名
デ

ー
タ

提
供

依
頼

申
出

手
続

 

第
８

 
提

供
依

頼
申

出
に

対
す

る
審

査
 

第
９

 
手

数
料

の
積

算
 

第
1
0
 

審
査

結
果

の
通

知
等

 

第
1
1
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

依
頼

書
の

提
出

と
手

数
料

の
納

付
 

第
1
2
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

 

第
1
3
 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

・
提

供
を

外
部

委
託

す
る

場
合

の
留

意
事

項
 

第
1
4
 

提
供

依
頼

申
出

書
の

記
載

事
項

等
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

 

第
1
5
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

後
の

利
用

制
限

 

第
1
6
 

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

後
の

措
置

 

第
1
7
 

提
供

依
頼

申
出

者
に

よ
る

研
究

成
果

等
の

公
表

 

第
1
8
 

匿
名

デ
ー

タ
の

不
適

切
利

用
へ

の
対

応
 

第
1
9
 

実
績

報
告

書
の

作
成

・
提

出
 

第
2
0
 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
施

行
時

期
 

  第
１

 
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

目
的

 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

・
提

供
に

係
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
以

下
「

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

と
い

う
。
）

は
、

統
計

法
（

平
成

1
9
年

法
律

第
5
3
号

。
以

下
「

法
」

と
い

う
。
）

第
3
5
条

及
び

第
3
6

条
の

規
定

に
基

づ
い

て
行

う
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
及

び
提

供
に

係
る

事
務

処
理

の
明

確
化

及

び
標

準
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
行

政
機

関
又

は
届

出
独

立
行

政
法

人
等

及
び

法
第

3
7
条

に

基
づ

き
事

務
の

全
部

を
受

託
す

る
独

立
行

政
法

人
等

が
、

こ
れ

ら
の

事
務

を
適

切
か

つ
円

滑

に
実

施
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

   

資
料

５
－

３
 

 

 

 
2 

第
２

 
用

語
の

定
義

 

１
 

匿
名

デ
ー

タ
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

匿
名

デ
ー

タ
」

と
は

、
法

第
２

条
第

1
2
項

に
規

定
す

る
「

一
般

の
利

用
に

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
調

査
票

情
報

を
特

定
の

個
人

又
は

法

人
そ

の
他

の
団

体
の

識
別

（
他

の
情

報
と

の
照

合
に

よ
る

識
別

を
含

む
。
）

が
で

き
な

い

よ
う

に
加

工
し

た
も

の
」

を
い

う
。

 

 ２
 

調
査

票
情

報
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

調
査

票
情

報
」
と

は
、
法

第
２

条
第

1
1
項

に
規

定
す

る

も
の

を
い

う
。

な
お

、
他

の
行

政
機

関
か

ら
提

供
さ

れ
た

行
政

記
録

情
報

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、
匿

名
デ

ー
タ

と
し

て
提

供
す

る
項

目
に

は
含

ま
な

い
が

、
行

政
記

録
情

報

の
提

供
元

で
あ

る
行

政
機

関
が

、
匿

名
デ

ー
タ

に
よ

る
提

供
を

あ
ら

か
じ

め
承

諾
し

て
い

る
場

合
は

そ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

 

３
 

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

」
と

は
、

匿
名

デ
ー

タ
が

ど
の

よ
う

な
情

報
で

あ
る

か
を

示
す

情
報

で
あ

り
、

例
え

ば
デ

ー
タ

レ
イ

ア
ウ

ト
フ

ォ
ー

ム
、

符

号
表

、
匿

名
デ

ー
タ

を
作

成
す

る
方

法
、

匿
名

デ
ー

タ
の

特
性

を
表

す
情

報
と

す
る

。
 

 

４
 

行
政

機
関

 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

行
政

機
関

」
と

は
、
法

第
２

条
第

１
項

に
規

定
す

る
も

の
の

う
ち

、
法

第
3
5
条

及
び

第
3
6
条

に
係

る
事

務
を

行
う

行
政

機
関

を
い

う
。

 

 ５
 

公
的

機
関

 

 
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

公
的

機
関

」
と

は
、

統
計

法
施

行
規

則
（

平
成

2
0
年

総
務

省
令

第
1
4
5
号

。
以

下
「

規
則

」
と

い
う

。
）

第
９

条
の

公
的

機
関

を
い

う
。

 

 ６
 

届
出

独
立

行
政

法
人

等
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

届
出

独
立

行
政

法
人

等
」
と

は
、
法

第
2
5
条

に
規

定
す

る
独

立
行

政
法

人
等

の
う

ち
、
法

第
3
5
条

及
び

第
3
6
条

に
係

る
事

務
を

行
う

も
の

を
い

う
。
 

 ７
 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

受
託

独
立

行
政

法
人

等
」
と

は
、
法

第
3
7
条

の
規

定
に

よ
り

、
統

計
法

施
行

令
（

平
成

2
0
年

政
令

第
3
3
4
号

。
以

下
「

令
」
と

い
う

。
）
第

1
2
条

に

規
定

さ
れ

て
い

る
独

立
行

政
法

人
等

で
あ

っ
て

実
際

に
事

務
の

全
部

委
託

を
受

け
て

い

る
も

の
を

い
う

。
 

 ８
 

提
供

機
関

 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

提
供

機
関

」
と

は
、

４
の

「
行

政
機

関
」

及
び

６
の

「
届

出
独

立
行

政
法

人
等

」
を

い
う

。
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3 

９
 

提
供

機
関

等
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

提
供

機
関

等
」
と

は
、
８

の
「

提
供

機
関

」
及

び
７

の

「
受

託
独

立
行

政
法

人
等

」
を

い
う

。
 

 1
0
 

外
国

政
府

等
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

外
国

政
府

等
」

と
は

、
国

際
機

関
、

外
国

の
政

府
、

外
国

の
地

方
公

共
団

体
、

外
国

の
中

央
銀

行
な

ど
、

規
則

第
1
5
条

第
３

号
の

外
国

政
府

等
を

い
う

。
 

 

1
1
 

提
供

依
頼

申
出

者
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

提
供

依
頼

申
出

者
」
と

は
、
法

第
3
6
条

、
令

第
1
3
条

及

び
規

則
第

1
6
条

に
基

づ
き

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
求

め
る

者
を

い
う

。
 

 

1
2
 

利
用

者
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

利
用

者
」

と
は

、
法

第
3
6
条

に
基

づ
い

て
匿

名
デ

ー

タ
の

提
供

を
受

け
、

実
際

に
こ

れ
を

利
用

し
よ

う
と

し
て

い
る

者
又

は
利

用
し

て
い

る

者
を

い
う

。
 

 

 
1
3
 

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
」

と
は

、
次

の
(
1
)
又

は

(
2
)
に

該
当

す
る

行
為

を
い

う
。

 

 

(
1
)
 我

が
国

が
加

盟
し

て
い

る
国

際
機

関
が

、
匿

名
デ

ー
タ

を
用

い
て

国
際

比
較

統
計

を

行
う

上
で

必
要

な
統

計
の

作
成

等
を

行
い

、
当

該
統

計
の

作
成

等
の

結
果

を
自

ら
利

用

す
る

行
為

及
び

加
盟

国
に

提
供

す
る

行
為

。
 

 

(
2
)
 我

が
国

が
加

盟
し

て
い

る
国

際
機

関
以

外
で

あ
っ

て
、

二
以

上
の

外
国

政
府

等
か

ら

匿
名

デ
ー

タ
を

用
い

て
国

際
比

較
統

計
を

行
う

上
で

必
要

な
調

査
票

情
報

等
（

※
１

）

の
提

供
を

受
け

て
い

る
か

又
は

受
け

る
見

込
み

が
確

実
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
、

か
つ

、

公
的

機
関

若
し

く
は

一
以

上
の

外
国

政
府

等
か

ら
職

員
の

派
遣

、
資

金
の

提
供

若
し

く

は
建

物
そ

の
他

の
施

設
の

提
供

等
の

支
援

を
受

け
て

い
る

又
は

受
け

る
見

込
み

が
確

実
で

あ
る

者
が

、
匿

名
デ

ー
タ

を
用

い
て

国
際

比
較

統
計

を
行

う
上

で
必

要
な

統
計

の

作
成

等
を

行
い

、
国

際
比

較
を

行
う

上
で

必
要

な
統

計
又

は
統

計
的

研
究

の
成

果
を

次

の
者

提
供

す
る

行
為

。
 

・
公

的
機

関
 

・
外

国
政

府
等

 

・
当

該
結

果
を

用
い

て
学

術
研

究
又

は
高

等
教

育
を

行
う

者
 

 ※
１

 
こ

れ
に

類
す

る
情

報
を

含
み

、
匿

名
デ

ー
タ

と
比

較
で

き
る

も
の

に
限

る
。
規

則
第

1
6
条

及
び

「
委

託
申

出
書

等
に

記
載

す
る

事
項

及
び

統
計

の
作

成
等

に
係

る

 

 

 
4 

依
頼

書
等

の
様

式
を

定
め

る
件

」
（

平
成

2
1
年

総
務

省
告

示
第

4
5
7
号

。
以

下
「

総

務
省

告
示

」
と

い
う

。
）

に
基

づ
き

別
紙

様
式

第
３

－
１

～
３

号
を

参
考

と
し

て

提
供

機
関

等
が

定
め

る
提

供
依

頼
申

出
書

及
び

添
付

資
料

を
い

う
。

 

 

 
1
4
 

電
子

計
算

機
 

 
 

 
 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

電
子

計
算

機
」

と
は

、
サ

ー
バ

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

等
の

情
報

処
理

機
器

及
び

入
出

力
用

等
の

周
辺

機
器

を
い

う
。

 

 

1
5
 

情
報

シ
ス

テ
ム

 

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
「

情
報

シ
ス

テ
ム

」
と

は
、

統
計

調
査

の
実

施
、

集
計

又
は

保
管

等
に

使
用

す
る

電
子

計
算

機
処

理
、

保
管

又
は

通
信

に
係

る
シ

ス
テ

ム
を

い

う
。

な
お

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

し
な

い
端

末
、

い
わ

ゆ
る

ス
タ

ン
ド

ア
ロ

ン
パ

ー

ソ
ナ

ル
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
も

含
ま

れ
る

。
 

 

 

第
３

 
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
・

提
供

の
実

施
に

際
し

て
の

基
本

原
則

 

１
 

事
務

処
理

要
綱

の
策

定
と

責
任

体
制

の
明

確
化

 

提
供

機
関

等
は

、
本

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
基

に
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
及

び
提

供
に

係
る

具

体
的

な
事

務
処

理
の

内
容

や
手

続
の

明
確

化
・
効

率
化

を
図

る
た

め
、
そ

れ
ぞ

れ
事

務
処

理
要

綱
を

当
該

組
織

共
通

の
も

の
と

し
て

策
定

す
る

。
 

ま
た

、
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
、

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

の
整

備
は

、
「

統
計

調
査

等
業

務
の

業

務
・
シ

ス
テ

ム
の

最
適

化
計

画
」（

平
成

1
8
年

3
月

3
1
日

各
府

省
情

報
化

統
括

責
任

者
（

C
I
O
）

連
絡

会
議

決
定

）
に

掲
げ

る
記

法
等

の
標

準
化

の
取

組
に

準
拠

し
て

取
り

組
む

も
の

と
す

る
。

 

さ
ら

に
、
必

要
に

応
じ

て
組

織
内

の
関

係
課

室
係

等
の

業
務

体
制

や
分

担
、
匿

名
デ

ー

タ
の

審
査

に
係

る
組

織
等

、
匿

名
デ

ー
タ

提
供

事
業

の
円

滑
な

実
施

の
た

め
に

設
置

す
る

会
議

・
役

職
等

に
つ

い
て

も
規

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

な
お

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

に
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
事

務
の

全
部

を
委

託
す

る
場

合
、

事
務

処
理

要
綱

は
受

託
し

た
受

託
独

立
行

政
法

人
等

が
策

定
す

る
こ

と
と

し
、
そ

の
策

定

や
改

定
に

当
た

っ
て

は
、
全

部
委

託
の

契
約

を
締

結
し

た
際

の
双

方
の

合
意

に
基

づ
き

委

託
し

た
提

供
機

関
と

協
議

す
る

。
 

 

２
 

秘
密

保
護

及
び

適
正

管
理

の
確

保
 

(
1
)
 
提

供
機

関
に

お
け

る
措

置
 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

を
行

う
た

め
に

、
提

供
機

関
が

調
査

票
情

報
を

取
り

扱
う

に

当
た

っ
て

は
、

統
計

調
査

に
対

す
る

調
査

対
象

者
の

信
頼

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
、

法
第

3
9
条

第
１

項
第

１
号

及
び

第
３

号
に

基
づ

く
調

査
票

情
報

の
適

正
な

管
理

に
係

る
規

定
及

び
法

第
4
1
条

第
１

号
及

び
第

３
号

に
基

づ
く

守
秘

義
務

に
係

る
規

定
を

踏

ま
え

て
、

ま
た

、「
調

査
票

情
報

等
の

管
理

及
び

情
報

漏
え

い
等

の
対

策
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」（

平
成

2
1
年

２
月

６
日

総
務

省
政

策
統

括
官
（

統
計

基
準

担
当

）
決

定
）
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5 

を
踏

ま
え

て
、

所
要

の
措

置
を

講
じ

る
。

 

 

(
2
)
 
匿

名
デ

ー
タ

作
成

事
務

及
び

そ
の

他
業

務
の

外
部

委
託

を
行

う
場

合
の

措
置

 

提
供

機
関

が
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
を

外
部

委
託

す
る

場
合

及
び

デ
ー

タ
複

製
等

匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
事

務
に

関
連

す
る

業
務

と
し

て
調

査
票

情
報

を
取

り
扱

う
業

務
の

一
部

を
委

託
す

る
場

合
は

、
法

第
3
9
条

第
２

項
に

基
づ

く
調

査
票

情
報

の
適

正
な

管

理
に

係
る

規
定

及
び

法
第

4
1
条

第
４

号
に

基
づ

く
守

秘
義

務
に

係
る

規
定

を
踏

ま
え

て
、

委
託

先
事

業
者

に
対

し
所

要
の

措
置

を
講

じ
さ

せ
る

こ
と

と
し

、
受

託
業

者
と

の
契

約
に

際
し

て
は

、
法

令
、「

調
査

票
情

報
等

の
管

理
及

び
情

報
漏

え
い

等
の

対
策

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」（
平

成
2
1
年

２
月

６
日

総
務

省
政

策
統

括
官
（

統
計

基
準

担
当

）
決

定
）
及

び
「

統
計

調
査

の
民

間
事

業
者

の
活

用
に

係
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」（
平

成
1
7
年

３
月

3
1
日

（
各

府
省

統
計

主
管

課
長

等
会

議
申

合
せ

）
を

踏
ま

え
た

契
約

条

項
を

設
け

、
受

託
業

者
が

確
実

に
こ

れ
を

履
行

す
る

よ
う

措
置

す
る

。
 

 

(
3
)
 
利

用
者

に
対

し
て

行
う

措
置

 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

に
当

た
っ

て
は

、
 

・
 

提
供

を
受

け
た

匿
名

デ
ー

タ
を

統
計

の
作

成
等

に
の

み
用

い
る

こ
と

。
 

・
 

法
第

4
2
条

第
１

項
第

２
号

に
基

づ
き

匿
名

デ
ー

タ
の

適
正

な
管

理
を

行
う

こ

と
。

 

・
 

法
第

4
3
条

第
２

項
に

基
づ

き
提

出
書

類
に

記
載

し
認

め
ら

れ
た

目
的

以
外

に

利
用

し
な

い
こ

と
。

 

等
に

つ
い

て
利

用
者

全
員

か
ら

誓
約

書
を

提
出

さ
せ

る
と

と
も

に
、
自

己
又

は
第

三

者
の

不
正

な
利

益
を

得
る

目
的

で
提

供
又

は
盗

用
し

た
場

合
等

、
法

第
6
1
条

第
３

号

に
規

定
す

る
罰

則
及

び
提

供
機

関
等

に
よ

る
提

供
禁

止
等

の
措

置
が

取
ら

れ
る

こ

と
を

あ
ら

か
じ

め
利

用
者

に
明

示
す

る
。
（

関
連

：
第

７
の

１
）

 

 

３
 

効
率

的
な

事
務

処
理

の
実

施
 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

及
び

提
供

に
当

た
っ

て
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
・

テ
ス

ト
、

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

作
成

、
審

査
等

を
行

う
た

め
の

専
門

的
な

知
識

、
経

験
が

必
要

で

あ
る

こ
と

等
を

踏
ま

え
、

提
供

機
関

は
、

必
要

に
応

じ
て

法
第

3
7
条

に
基

づ
く

全
部

委

託
又

は
関

連
事

務
の

一
部

委
託

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

匿
名

デ
ー

タ
に

関
連

す
る

技

術
の

開
発

や
蓄

積
に

努
め

、
効

率
的

に
処

理
を

行
う

よ
う

努
め

る
。

 

 

４
 

法
第

3
7
条

に
基

づ
く

受
託

独
立

行
政

法
人

等
へ

の
委

託
 

(
1
)
 
受

託
独

立
行

政
法

人
等

と
総

務
省

及
び

提
供

機
関

と
の

連
携

 

提
供

機
関

及
び

当
該

提
供

機
関

か
ら

業
務

を
受

託
し

た
受

託
独

立
行

政
法

人
等

は
、

当
該

事
務

の
遂

行
に

当
た

っ
て

、
相

互
連

絡
を

密
に

し
、

円
滑

な
処

理
を

行
う

。
 

な
お

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

が
受

託
し

た
個

別
業

務
に

関
す

る
総

務
省

へ
の

連

絡
は

、
当

該
提

供
機

関
を

通
じ

て
行

う
。
（

関
連

：
第

1
8
の

２
、

第
1
9
の

２
）

 

 

 

 

 
6 

(
2
)
 
受

託
独

立
行

政
法

人
等

の
変

更
 

法
第

3
7
条

に
基

づ
く

受
託

独
立

行
政

法
人

等
へ

の
事

務
の

全
部

委
託

を
新

た
に

開

始
す

る
場

合
、

変
更

す
る

場
合

又
は

中
止

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
提

供
機

関
は

、
法

第
3
6
条

に
係

る
一

連
の

手
続

が
終

了
し

て
い

な
い

者
が

存
在

す
る

場
合

、
そ

の
者

に

対
し

、
あ

ら
か

じ
め

そ
の

旨
を

通
知

し
、

円
滑

な
取

扱
い

に
必

要
と

な
る

措
置

を
講

じ
る

も
の

と
す

る
。

 

ま
た

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

を
変

更
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

提
供

機
関

は
書

類

の
引

継
ぎ

、
連

携
等

に
遺

漏
が

な
い

よ
う

留
意

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  

第
４

 
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
･
提

供
に

関
す

る
計

画
の

公
表

 

提
供

機
関

は
、

毎
年

度
当

初
に

、
当

該
年

度
に

提
供

を
行

う
予

定
の

匿
名

デ
ー

タ
の

対
象

と
す

る
統

計
調

査
の

名
称

、
年

次
、

提
供

す
る

匿
名

デ
ー

タ
の

概
要

、
提

供
依

頼
申

出
の

受

付
期

間
、

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
行

う
時

期
、

提
供

依
頼

申
出

手
続

及
び

次
年

度
以

降
の

取

扱
に

つ
い

て
事

前
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る
等

に
よ

り
対

外
的

に
明

ら
か

に
す

る
。（

関

連
：

第
６

の
３

、
第

７
）

 

  第
５

 
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
 

１
 

匿
名

デ
ー

タ
を

作
成

す
る

統
計

調
査

の
範

囲
 

提
供

機
関

は
、
そ

の
実

施
す

る
統

計
調

査
の

中
か

ら
、
匿

名
デ

ー
タ

作
成

の
適

否
、
需

要
等

を
踏

ま
え

て
、

作
成

・
提

供
す

る
匿

名
デ

ー
タ

を
決

定
す

る
。

 

な
お

、
一

般
的

に
は

匿
名

化
が

難
し

い
と

さ
れ

る
企

業
や

事
業

所
を

対
象

と
し

た
統

計

調
査

に
つ

い
て

も
、
個

別
具

体
的

に
匿

名
化

処
理

の
可

能
性

を
検

討
し

、
匿

名
化

が
困

難

な
場

合
、
法

第
3
4
条

に
基

づ
く

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
に

よ
り

対
応

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

 

 

２
 

匿
名

デ
ー

タ
の

匿
名

化
処

理
の

方
法

 

(
1
)
 
匿

名
処

理
の

考
え

方
（

別
紙

１
参

照
）

 

提
供

機
関

は
、
調

査
単

位
及

び
統

計
単

位
（

個
人

、
世

帯
及

び
事

業
所

等
）
等

が
特

定
又

は
推

定
さ

れ
な

い
よ

う
、

各
統

計
調

査
の

特
性

に
応

じ
て

、
現

在
、

諸
外

国
等

で
導

入
さ

れ
て

い
る

次
の

匿
名

化
処

理
の

技
法

（
別

紙
２

参
照

）
等

を
組

み
合

わ
せ

て
匿

名
化

処
理

を
行

う
。

 

・
 

識
別

情
報

の
削

除
 

・
 

匿
名

デ
ー

タ
の

再
ソ

ー
ト

（
配

列
順

の
並

べ
替

え
）

 

・
 

識
別

情
報

の
ト

ッ
プ

（
ボ

ト
ム

）
・

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

 

・
 

識
別

情
報

の
グ

ル
ー

ピ
ン

グ
（

リ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
）

 

・
 

リ
サ

ン
プ

リ
ン

グ
 

・
 

ス
ワ

ッ
ピ

ン
グ

 

・
 

誤
差

の
導

入
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

等
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7 

な
お

、
基

幹
統

計
調

査
の

場
合

は
個

別
具

体
的

に
用

い
た

匿
名

化
の

方
法

に
つ

い
て

取
り

ま
と

め
た

資
料

を
、

統
計

委
員

会
に

対
す

る
諮

問
に

お
い

て
提

出
す

る
ほ

か
、

必
要

に
応

じ
て

第
６

の
３

で
掲

げ
る

情
報

提
供

事
項

と
と

も
に

公
開

又
は

、
匿

名

デ
ー

タ
提

供
の

際
に

利
用

者
に

提
供

す
る

。
 

 

(
2
)
 
匿

名
化

の
基

準
 

調
査

票
情

報
の

特
性

は
統

計
調

査
ご

と
に

異
な

る
こ

と
か

ら
、
各

統
計

調
査

に
つ

い

て
一

律
に

匿
名

化
の

基
準

を
設

定
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

 

こ
の

た
め

、
提

供
機

関
は

、
匿

名
化

す
る

統
計

調
査

ご
と

に
そ

の
特

性
を

勘
案

し
、

一
橋

大
学

に
お

け
る

匿
名

標
本

デ
ー

タ
の

試
行

的
提

供
の

事
例

及
び

諸
外

国
の

統
計

機
関

に
お

け
る

同
様

の
提

供
の

事
例

等
を

参
考

に
匿

名
化

の
基

準
と

な
る

値
、

例
え

ば
、

最
小

値
が

２
件

以
下

と
な

ら
な

い
等

を
定

め
る

。
 

な
お

、
個

人
・
世

帯
を

対
象

と
す

る
統

計
調

査
の

匿
名

化
に

つ
い

て
、
一

橋
大

学
で

行
わ

れ
た

試
行

的
な

取
組

で
用

い
た

基
準

は
別

紙
３
「

匿
名

化
処

理
の

目
安

」
の

と
お

り
。

 

  第
６

 
匿

名
デ

ー
タ

の
匿

名
化

処
理

の
実

施
手

順
 

１
 

匿
名

化
処

理
の

審
査

 

(
1
)
 
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
作

成
 

提
供

機
関

及
び

統
計

委
員

会
に

お
け

る
匿

名
化

処
理

の
審

査
を

効
率

的
、

効
果

的

に
実

施
す

る
た

め
、

提
供

機
関

は
作

成
す

る
匿

名
デ

ー
タ

ご
と

に
、

そ
の

実
施

す
る

匿
名

化
処

理
の

方
法

等
を

記
述

し
た

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

作
成

す
る

（
別

紙
様

式
第

１
号

及
び

第
２

号
参

照
）
。

 

 

(
2
)
 
提

供
機

関
内

に
お

け
る

審
査

 

提
供

機
関

は
そ

の
組

織
内

に
匿

名
化

処
理

等
に

関
す

る
審

査
体

制
等

を
設

け
る

と

と
も

に
、

(
1
)
に

よ
り

作
成

し
た

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

記
載

さ
れ

た
内

容
等

を
基

に
、

実
際

に
統

計
表

を
作

成
し

て
得

ら
れ

た
分

布
を

確
認

す
る

な
ど

に
よ

り
、
匿

名
化

処
理

の
妥

当
性

等
に

係
る

審
査

を
実

施
す

る
。

 

 

２
 

統
計

委
員

会
へ

の
諮

問
 

行
政

機
関

が
基

幹
統

計
調

査
に

係
る

匿
名

デ
ー

タ
を

作
成

す
る

場
合

、
法

第
3
5
条

第

２
項

に
基

づ
き

あ
ら

か
じ

め
統

計
委

員
会

に
諮

問
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

諮
問

に
当

た
り

、
行

政
機

関
は

提
供

開
始

の
時

期
等

を
勘

案
し

て
事

前
に

統
計

委
員

会
事

務
局

（
内

閣
府

）
と

審
議

日
程

等
に

つ
い

て
調

整
を

図
る

ほ
か

、
次

に
掲

げ
る

資

料
を

準
備

す
る

。
 

 

 

 

 
8 

＜
統

計
委

員
会

の
諮

問
資

料
＞

 

○
 

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（

案
）

 

○
 

当
該

統
計

調
査

の
基

本
情

報
 

・
 

調
査

概
要

 

・
 

調
査

票
様

式
 

・
 

標
本

抽
出

法
 

 
等

 

○
 

匿
名

デ
ー

タ
に

関
す

る
資

料
（

案
）

 

・
 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

方
針

 

・
 

提
供

項
目

 

・
 

符
号

表
 

・
 

匿
名

化
に

当
た

っ
て

留
意

す
べ

き
事

項
 

・
 

実
施

す
る

匿
名

化
処

理
方

法
 

 
等

 

○
 

そ
の

他
諮

問
に

当
た

っ
て

必
要

と
さ

れ
る

資
料

及
び

統
計

委
員

会
が

法
第

5
0
条

に
基

づ
き

要
求

す
る

資
料

 

な
お

、
行

政
機

関
は

、
統

計
委

員
会

の
意

見
を

踏
ま

え
匿

名
デ

ー
タ

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

匿
名

化
処

理
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

検
証

す
る

。
 

 

３
 

匿
名

デ
ー

タ
提

供
の

周
知

 

提
供

機
関

等
は

、
提

供
が

可
能

と
な

っ
た

匿
名

デ
ー

タ
に

つ
い

て
、
次

の
内

容
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

掲
載

す
る

こ
と

に
よ

り
情

報
提

供
を

行
う

。
（

関
連

：
第

４
、

第
７

）
 

○
 

統
計

調
査

の
名

称
及

び
年

次
 

○
 

匿
名

デ
ー

タ
の

名
称

 

○
 

提
供

の
条

件
 

・
 

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

要
件

、
利

用
環

境
要

件
 

・
 

そ
の

他
法

令
等

に
よ

り
定

め
ら

れ
た

要
件

 
 

等
 

○
 

提
供

す
る

項
目

及
び

符
号

表
（

必
要

に
応

じ
て

デ
ー

タ
レ

イ
ア

ウ
ト

フ
ォ

ー
ム

）
 

○
 

匿
名

化
処

理
の

方
法

（
項

目
ご

と
の

匿
名

化
処

理
方

法
、

リ
サ

ン
プ

リ
ン

グ
率

等
）

 

○
 

受
付

窓
口

、
受

付
期

間
等

 

○
 

提
供

依
頼

申
出

方
法

 

○
 

必
要

と
な

る
費

用
の

概
算

 

○
 

提
供

可
能

な
方

法
（

媒
体

）
 

○
 

提
供

予
定

時
期

 

  第
７

 
匿

名
デ

ー
タ

提
供

依
頼

申
出

手
続

 

１
 

あ
ら

か
じ

め
明

示
し

て
お

く
事

項
 

提
供

依
頼

申
出

手
続

を
行

う
場

合
に

提
供

依
頼

申
出

者
が

あ
ら

か
じ

め
了

解
し

て
お

く
べ

き
次

の
事

項
を

提
供

機
関

等
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

お
い

て
提

示
し

、
広

く
周

知

す
る

（
関

連
：

第
４

、
第

６
の

３
、

第
７

の
６

）
。
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9 

《
要

明
示

事
項

》
 

・
 

匿
名

デ
ー

タ
提

供
制

度
の

趣
旨

、
法

的
根

拠
 

・
 

守
秘

義
務

、
適

正
管

理
義

務
、

承
諾

さ
れ

た
目

的
以

外
で

の
利

用
・

第
三

者
提

供

の
禁

止
、

罰
則

等
 

・
 

契
約

の
内

容
等

を
定

め
た

利
用

条
件

（
利

用
規

約
：

提
供

機
関

等
が

提
示

す
る

利

用
条

件
を

示
し

た
規

約
）

 

・
 

提
供

を
受

け
る

た
め

の
手

続
及

び
手

続
に

必
要

と
さ

れ
る

各
様

式
 

・
 

提
供

依
頼

申
出

手
続

で
は

提
供

依
頼

申
出

者
（

代
理

人
に

よ
る

提
供

依
頼

申
出

の

場
合

は
代

理
人

自
身

も
の

を
含

む
）

の
本

人
確

認
が

必
要

で
あ

り
、

本
人

確
認

の
た

め
の

提
示

書
類

は
受

付
窓

口
で

複
写

さ
れ

る
こ

と
 

・
 

標
準

処
理

期
間

（
提

供
依

頼
申

出
書

が
提

出
さ

れ
て

か
ら

の
処

理
期

間
及

び
匿

名

デ
ー

タ
の

提
供

に
係

る
依

頼
書

が
提

出
さ

れ
て

か
ら

の
処

理
期

間
）

 

・
 

提
供

し
た

匿
名

デ
ー

タ
の

返
却

義
務

 

・
 

法
令

に
違

反
し

た
場

合
の

罰
則

の
他

、
利

用
条

件
（

利
用

規
約

）
に

反
し

た
場

合

は
す

べ
て

の
提

供
機

関
等

に
よ

る
提

供
禁

止
措

置
が

課
さ

れ
る

こ
と

 

・
 

利
用

を
認

め
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

環
境

に
関

す
る

要
件

 

・
 

個
人

、
世

帯
及

び
事

業
所

等
の

特
定

（
又

は
推

定
）

を
試

み
な

い
こ

と
 

 ・
 

法
第

3
6
条

に
基

づ
い

て
提

供
さ

れ
た

そ
の

他
の

匿
名

デ
ー

タ
及

び
そ

の
他

の
個

体

識
別

が
可

能
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

デ
ー

タ
と

の
リ

ン
ケ

ー
ジ

(
照

合
)
を

行
わ

な
い

こ
と

 

・
 

高
等

教
育

目
的

で
利

用
す

る
場

合
、
提

供
し

た
匿

名
デ

ー
タ

は
、
教

育
責

任
者
（

指

導
教

員
）

が
保

管
・

管
理

し
、

利
用

者
た

る
学

生
に

は
保

管
・

管
理

さ
せ

な
い

こ
と

 

・
 

高
等

教
育

目
的

で
利

用
す

る
場

合
、

教
育

責
任

者
（

指
導

教
員

）
は

利
用

者
た

る

学
生

に
対

し
、

あ
ら

か
じ

め
統

計
利

用
に

係
る

倫
理

教
育

(
制

度
、

遵
守

事
項

、
罰

則

等
の

教
育

)
を

行
う

こ
と

 

・
 

匿
名

デ
ー

タ
提

供
制

度
に

よ
る

利
用

は
契

約
に

基
づ

く
も

の
で

あ
り

、
行

政
不

服

審
査

法
（

昭
和

3
7
年

法
律

第
1
6
0
号

）
の

対
象

外
で

あ
る

こ
と

 

・
 

や
む

を
得

な
い

事
情

に
よ

り
、

提
供

が
遅

れ
る

場
合

が
あ

り
得

る
こ

と
 

・
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
た

場
合

、
①

研
究

成
果

、
②

高
等

教
育

又
は

③
国

際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
の

内
容

を
公

表
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

 

・
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
た

場
合

、
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
し

た
提

供
依

頼
申

出

者
の

所
属

・
氏

名
、

使
用

す
る

匿
名

デ
ー

タ
の

名
称

、
学

術
研

究
、

高
等

教
育

又
は

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
の

名
称

等
が

提
供

機
関

か
ら

公
表

さ
れ

る
こ

と
 

 
 

・
 

提
供

依
頼

申
出

等
手

続
に

お
い

て
使

用
す

る
言

語
 

・
 

日
本

国
外

へ
の

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

に
当

た
り

、
監

査
等

の
対

応
、

提
供

の
方

法

等
国

内
に

お
け

る
提

供
の

際
と

手
続

・
対

応
が

異
な

る
場

合
は

そ
の

内
容

又
は

要
件

 

 

２
 

事
前

確
認

等
 

上
記

１
の

明
示

事
項

へ
の

承
諾

の
確

認
及

び
提

供
依

頼
申

出
書

等
の

提
出

後
の

要
件

 

 

 
1
0 

不
備

に
よ

る
不

承
諾

又
は

書
類

不
備

等
に

よ
る

再
提

出
の

回
避

を
目

的
と

し
て

、
原

則

と
し

て
、
提

供
機

関
等

は
、
面

接
、
電

話
等

に
よ

り
、
提

供
依

頼
申

出
書

の
提

出
前

に
、

提
供

依
頼

申
出

を
予

定
し

て
い

る
者

と
の

間
で

次
の

(
1
)
か

ら
(
6
)
の

事
項

に
つ

い
て

事

前
確

認
等

を
実

施
す

る
。

 

 

(
1
)
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
た

上
記

１
の

明
示

事
項

の
内

容
を

確
認

し
た

か
否

か
、
当

該
内

容
に

つ
い

て
適

切
に

理
解

を
し

て
い

る
か

否
か

の
確

認
、
理

解
が

不
十

分
で

あ
る

場
合

に
は

当
該

内
容

の
説

明
 

(
2
)
 
提

供
依

頼
申

出
書

、
依

頼
書

等
の

各
様

式
の

記
載

方
法

並
び

に
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供

及
び

関
連

す
る

手
続

の
説

明
 

(
3
)
 
利

用
目

的
（

学
術

研
究

、
高

等
教

育
又

は
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
内

容
）
、

利
用

者
・
利

用
環

境
に

関
す

る
各

要
件

及
び

審
査

に
必

要
な

記
載

事
項

や
添

付
資

料
に

関
す

る
説

明
 

(
4
)
 
承

諾
条

件
と

利
用

者
が

遵
守

す
べ

き
事

項
の

説
明

 

(
5
)
 
提

供
依

頼
申

出
を

予
定

し
て

い
る

者
が

想
定

し
て

い
る

申
出

内
容

の
聴

取
及

び
必

要
に

応
じ

た
承

諾
基

準
へ

の
適

合
性

に
関

す
る

見
通

し
並

び
に

そ
れ

ら
に

関
す

る
助

言
 

(
6
)
 
基

本
料

金
（

令
第

1
3

条
第

２
項

第
１

号
）
、

匿
名

デ
ー

タ
１

フ
ァ

イ
ル

当
た

り
の

金
額

（
同

第
２

号
）
、

媒
体

経
費

（
同

第
３

号
）
、

送
付

を
希

望
す

る
場

合
の

送
料

（
同

第
４

号
）

及
び

手
数

料
の

納
付

方
法

（
令

第
1
3
条

第
３

項
）

に
関

す
る

情
報

の
説

明
 

 ３
 

提
供

依
頼

申
出

書
の

作
成

単
位

等
 

(
1
)
 
提

供
依

頼
申

出
書

の
作

成
単

位
 

提
供

依
頼

申
出

書
は

、
規

則
第

1
5
条

の
提

供
の

判
断

要
件

と
し

て
掲

げ
ら

れ
る

提

供
の

可
否

を
判

断
す

る
「

利
用

目
的

」
ご

と
に

作
成

す
る

も
の

と
す

る
（

当
該

提
供

機

関
等

が
実

施
す

る
複

数
の

統
計

調
査

に
係

る
匿

名
デ

ー
タ

に
つ

い
て

併
せ

て
提

供
依

頼
申

出
を

行
っ

て
差

し
支

え
な

い
。
）
。
（

※
２

）
 

た
だ

し
、
複

数
の

匿
名

デ
ー

タ
に

係
る

内
容

を
提

供
依

頼
申

出
書

の
様

式
に

記
載

し

き
れ

な
い

又
は

匿
名

デ
ー

タ
の

フ
ァ

イ
ル

ご
と

に
分

割
記

載
し

た
方

が
審

査
が

円
滑

に
行

え
る

と
提

供
機

関
等

が
判

断
し

た
場

合
は

、
１

件
の

申
出

記
載

内
容

を
適

宜
複

数

の
別

添
様

式
に

分
割

し
て

記
載

さ
せ

る
こ

と
と

す
る

（
※

３
）
。

 

 

※
２

 
提

供
依

頼
申

出
書

１
件

に
つ

き
、

そ
の

後
の

手
続

に
必

要
と

さ
れ

る
依

頼
書

、

利
用

実
績

報
告

書
、

デ
ー

タ
措

置
報

告
書

の
作

成
も

そ
れ

ぞ
れ

１
件

ず
つ

作
成

す

る
こ

と
に

な
る

。
 

 ※
３

 
こ

の
場

合
は

、
様

式
を

便
宜

上
分

割
記

載
し

た
も

の
で

あ
り

、
提

供
依

頼
申

出

書
１

件
と

扱
い

、
そ

の
後

の
手

続
に

必
要

と
さ

れ
る

関
係

書
類

の
作

成
も

同
様

で

あ
る

が
、

原
則

と
し

て
そ

の
内

容
は

提
供

依
頼

申
出

書
で

分
割

し
た

単
位

に
対

応

し
て

分
割

記
載

す
る

。
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1
1 

(
2
)
 
受

託
独

立
行

政
法

人
等

へ
提

出
す

る
場

合
の

提
供

依
頼

申
出

書
の

作
成

単
位

 

複
数

の
提

供
機

関
か

ら
委

託
を

受
け

て
提

供
事

務
を

行
う

受
託

独
立

行
政

法
人

等

に
提

出
す

る
提

供
依

頼
申

出
書

等
に

つ
い

て
は

、
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
を

行
っ

た
提

供

機
関

ご
と

に
分

け
た

上
で

、
上

記
(
1
)
に

準
じ

て
作

成
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

(
3
)
 
高

等
教

育
目

的
に

よ
る

場
合

の
提

供
依

頼
申

出
書

の
作

成
単

位
 

高
等

教
育

目
的

に
よ

り
高

等
教

育
機

関
で

の
講

義
・

演
習

等
（

以
下
「

講
義

等
」
と

い
う

。
）

で
利

用
す

る
場

合
の

提
供

依
頼

申
出

書
の

作
成

は
、

お
お

む
ね

次
の

と
お

り

と
す

る
。
な

お
、
高

等
教

育
目

的
で

提
供

す
る

場
合

、
利

用
者

た
る

学
生

等
に

対
し

て

は
、
原

則
と

し
て

匿
名

デ
ー

タ
の

媒
体

の
直

接
提

供
は

行
わ

ず
、
講

義
等

ご
と

に
ま

と

め
て

指
導

教
員

に
提

供
す

る
。

 

 

①
 

同
一

の
高

等
教

育
機

関
に

お
い

て
、

異
な

る
指

導
教

員
に

よ
り

同
時

期
に

開
講

さ
れ

る
同

一
内

容
の

複
数

の
講

義
等

に
利

用
す

る
場

合
、

ま
と

め
て

１
件

の
提

供

依
頼

申
出

書
と

し
て

作
成

す
る

こ
と

を
認

め
る

こ
と

と
す

る
が

、
学

生
、

講
義

等

に
よ

っ
て

利
用

環
境

が
異

な
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

別
の

提
供

依
頼

申
出

書
と

し

て
作

成
す

る
こ

と
を

求
め

る
こ

と
と

す
る

。
 

ま
た

、
提

供
媒

体
は

、
ま

と
め

て
指

導
教

員
に

提
供

を
行

う
。

 

な
お

、
情

報
管

理
及

び
責

任
の

明
確

化
の

観
点

か
ら

、
提

供
さ

れ
た

匿
名

デ
ー

タ
フ

ァ
イ

ル
の

複
写

（
イ

ン
ス

ト
ー

ル
）

は
、

原
則

と
し

て
、

１
フ

ァ
イ

ル
に

つ

き
、
「

１
人

の
利

用
者

」
＝

「
１

台
の

電
子

計
算

機
」

と
す

る
（

(
5
)
参

照
）
。

同
一

の
匿

名
デ

ー
タ

を
同

時
に

複
数

の
電

子
計

算
機

に
よ

り
複

数
の

学
生

が
利

用
す

る

場
合

は
、

利
用

す
る

人
数

＝
台

数
に

応
じ

た
フ

ァ
イ

ル
数

を
提

供
依

頼
申

出
書

に

記
入

す
る

。
 

そ
の

他
、

同
一

の
高

等
教

育
機

関
に

お
い

て
、

同
一

の
指

導
教

員
が

異
な

る
時

期
（

前
期

、
後

期
、

集
中

講
義

期
間

）
に

開
講

さ
れ

る
同

一
内

容
の

複
数

講
義

等

に
お

い
て

利
用

す
る

場
合

、
ま

と
め

て
１

件
の

提
供

依
頼

申
出

書
と

し
て

作
成

す

る
こ

と
を

認
め

る
こ

と
と

す
る

。
な

お
、

こ
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、

申
出

時
点

に

お
い

て
受

講
す

る
学

生
の

氏
名

が
す

べ
て

明
ら

か
に

な
っ

て
お

り
、

依
頼

書
提

出

時
に

お
い

て
す

べ
て

の
学

生
か

ら
誓

約
書

を
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

②
 

同
一

指
導

教
員

が
異

な
る

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

講
義

等
に

利
用

す
る

場
合

は
、

高
等

教
育

機
関

ご
と

に
分

け
て

提
供

依
頼

申
出

書
を

作
成

す
る

よ
う

に
求

め

る
こ

と
と

す
る

。
 

 

(
4
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
取

扱
い

単
位

 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

フ
ァ

イ
ル

の
編

成
に

つ
い

て
は

、
令

第
1
3
条

に
基

づ
き

、
匿

名
デ

ー
タ

に
係

る
調

査
の

基
準

と
な

る
期

日
又

は
期

間
（

年
次

及
び

月
次

）
及

び
調

査
票

情
報

の
種

類
に

応
じ

て
提

供
機

関
等

が
適

宜
判

断
し

区
分

し
た

匿
名

デ
ー

タ

 

 

 
1
2 

フ
ァ

イ
ル

１
フ

ァ
イ

ル
ご

と
に

１
件

と
し

て
取

り
扱

う
。

 

な
お

、
提

供
す

る
フ

ァ
イ

ル
数

は
、

１
件

の
匿

名
デ

ー
タ

フ
ァ

イ
ル

を
複

数
の

利

用
者

に
提

供
す

る
場

合
に

は
、

当
該

利
用

者
数

を
提

供
フ

ァ
イ

ル
数

と
し

て
取

り
扱

う
（

こ
こ

で
、
複

数
の

利
用

者
が

１
台

の
電

子
計

算
機

を
交

互
に

利
用

す
る

場
合

は
、

１
フ

ァ
イ

ル
と

す
る

（
(
5
)
参

照
）
）
。

 

 

(
5
)
 
提

供
す

る
匿

名
デ

ー
タ

の
複

製
１

回
の

原
則

（
複

数
回

複
製

の
禁

止
）

 

管
理

責
任

の
明

確
化

の
観

点
か

ら
、
提

供
を

行
っ

た
匿

名
デ

ー
タ

１
フ

ァ
イ

ル
に

つ

い
て

、
当

該
フ

ァ
イ

ル
を

別
の

記
憶

装
置

に
複

写
す

る
行

為
は

１
回

に
限

定
し

、
当

該
記

憶
装

置
の

保
存

・
複

製
フ

ァ
イ

ル
が

消
去

さ
れ

な
い

限
り

、
別

の
記

憶
装

置
へ

の
保

存
・

複
写

は
原

則
と

し
て

認
め

な
い

。
 

し
た

が
っ

て
、
複

数
の

電
子

計
算

機
で

別
々

に
同

じ
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
場

合

は
利

用
す

る
電

子
計

算
機

の
台

数
分

の
フ

ァ
イ

ル
の

入
手

を
行

う
も

の
と

す
る

。
こ

れ
は

、
高

等
教

育
に

お
け

る
講

義
、

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
で

利
用

す
る

場
合

に
も

適
用

す
る

も
の

と
す

る
。

 

な
お

、
１

台
の

電
子

計
算

機
に

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
、
１

台
の

電
子

計
算

機
を

交
互

に

利
用

す
る

こ
と

で
、

複
数

の
利

用
者

が
同

一
の

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

場
合

は
１

フ
ァ

イ
ル

の
提

供
と

し
て

取
り

扱
う

。
 

 

４
 

提
供

依
頼

申
出

者
及

び
利

用
者

の
範

囲
 

法
第

3
6
条

に
基

づ
く

規
則

第
1
5
条

に
掲

げ
ら

れ
た

要
件

を
す

べ
て

満
た

し
、

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
る

た
め

に
は

、
提

供
依

頼
申

出
者

及
び

利
用

者
の

範
囲

と
し

て
、

自
ら

責
任

を
持

っ
て

学
術

研
究

の
発

展
に

資
す

る
と

認
め

ら
れ

る
利

用
を

行
い

得
る

者
、

高
等

教
育

の
発

展
に

資
す

る
と

認
め

ら
れ

る
利

用
を

行
い

得
る

者
又

は
国

際
比

較
統

計

利
活

用
事

業
を

行
い

得
る

者
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

こ
れ

ら
に

該
当

す
る

者
の

例
示

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

 [
学

術
研

究
・

高
等

教
育

]
 

・
 

大
学

等
や

学
術

研
究

を
目

的
と

す
る

機
関

に
所

属
す

る
研

究
者

又
は

当
該

機
関

 

・
 

シ
ン

ク
タ

ン
ク

等
で

学
術

研
究

を
行

う
者

又
は

当
該

機
関

 

・
 

機
関

に
所

属
し

て
い

な
い

が
、

学
術

研
究

を
行

っ
て

い
る

研
究

者
 

・
 

大
学

等
の

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

は
、

講
義

等
の

高
等

教
育

を
行

う
指

導
教

員
又

は
当

該
機

関
 

 [
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

]
 

・
 

我
が

国
が

加
盟

し
て

い
る

国
際

機
関

 

・
 

複
数

の
外

国
政

府
等

か
ら

調
査

票
情

報
等

の
提

供
、

資
金

等
の

提
供

を
受

け
て

い
る

非
営

利
の

団
体

（
例

え
ば

ル
ク

セ
ン

ブ
ル

グ
・

イ
ン

カ
ム

・
ス

タ
デ

ィ
、

ル
ク

セ
ン

ブ
ル

グ
・

ウ
エ

ル
ス

・
ス

タ
デ

ィ
）
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1
3 

ま
た

、
大

学
に

お
け

る
提

供
依

頼
申

出
者

及
び

利
用

者
に

つ
い

て
は

次
の

考
え

方
を

参
考

に
判

断
す

る
。

 

 ①
 

指
導

教
員

の
指

示
に

よ
り

、
提

供
さ

れ
た

匿
名

デ
ー

タ
を

用
い

て
大

学
院

生
・

学
部

学
生

が
研

究
補

助
に

携
わ

る
場

合
又

は
同

一
の

匿
名

デ
ー

タ
フ

ァ
イ

ル
を

用

い
て

指
導

教
員

と
大

学
院

生
・

学
部

学
生

が
共

同
研

究
を

行
う

場
合

、
提

供
依

頼

申
出

者
は

指
導

教
員

と
し

、
利

用
者

の
範

囲
は

指
導

教
員

及
び

大
学

院
生

・
学

部

学
生

と
す

る
。

 

 ②
 

大
学

院
生

等
が

個
人

と
し

て
、

提
供

さ
れ

た
匿

名
デ

ー
タ

を
用

い
て

研
究

を
行

う
場

合
、

当
該

大
学

院
生

等
を

提
供

依
頼

申
出

者
及

び
利

用
者

と
す

る
。

 

 ③
 

指
導

教
員

が
、

提
供

さ
れ

た
匿

名
デ

ー
タ

を
用

い
て

自
ら

講
義

等
の

資
料

を
新

た
に

作
成

し
て

配
布

す
る

場
合

、
当

該
指

導
教

員
を

提
供

依
頼

申
出

者
及

び
利

用

者
と

す
る

。
 

 ④
 

指
導

教
員

が
提

供
さ

れ
た

匿
名

デ
ー

タ
を

そ
の

ま
ま

大
学

院
生

・
学

部
学

生
に

利
用

さ
せ

て
講

義
や

演
習

（
卒

業
論

文
の

作
成

等
）

を
行

う
場

合
、

提
供

依
頼

申

出
者

は
指

導
教

員
と

し
、

利
用

者
の

範
囲

は
指

導
教

員
及

び
講

義
や

演
習

で
利

用

す
る

者
全

員
と

す
る

。
 

 ５
 

代
理

人
に

よ
る

提
供

依
頼

申
出

書
の

提
出

 

規
則

第
1
6
条

の
規

定
に

基
づ

い
て

、
代

理
人

に
よ

る
提

供
依

頼
申

出
を

す
る

場
合

は
、

当
該

代
理

人
は

、
提

供
依

頼
申

出
者

か
ら

委
任

状
な

ど
代

理
権

を
証

明
す

る
書

面
を

有

し
て

い
る

者
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

な
お

、
代

理
人

は
、

受
付

窓
口

に
て

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

に
係

る
提

供
依

頼
申

出
を

行
い

、
適

宜
提

供
依

頼
申

出
書

等
の

書
面

の
訂

正
の

判
断

を
行

う
必

要
が

あ
る

こ
と

か

ら
、

提
供

依
頼

申
出

内
容

に
つ

い
て

深
い

知
見

を
有

し
て

い
る

者
に

委
任

さ
れ

て
い

る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

 

６
 

提
供

依
頼

申
出

書
の

記
載

事
項

 

提
供

機
関

等
は

、
規

則
第

1
6
条

及
び

総
務

省
告

示
に

基
づ

き
、

別
紙

様
式

第
３

－
１

～
３

号
を

参
考

と
し

て
、

次
の

(
１

)
～

(
1
9
)
の

事
項

の
事

項
欄

を
規

定
し

た
提

供
依

頼

申
出

書
の

様
式

を
定

め
る

。
 

な
お

、
提

供
依

頼
申

出
書

に
使

用
す

る
言

語
に

つ
い

て
は

、
提

供
機

関
等

の
長

が
、

そ
の

保
有

す
る

リ
ソ

ー
ス

等
を

勘
案

し
て

定
め

る
こ

と
と

す
る

。
 

 

(
1
)
 
提

供
依

頼
申

出
者

の
氏

名
、

生
年

月
日

、
住

所
及

び
所

属
・

役
職

、
連

絡
先

 

提
供

依
頼

申
出

者
の

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

及
び

所
属

・
役

職
、

連
絡

先
（

所

在
地

、
電

話
番

号
、

e
-
m
a
i
l
を

含
む

。
）

を
記

載
す

る
。

 

 

 

 
1
4 

ま
た

、
法

人
そ

の
他

の
団

体
が

提
供

依
頼

申
出

を
行

う
場

合
で

あ
っ

て
、

代
表

者

又
は

管
理

人
の

定
め

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
代

表
者

又
は

管
理

人
の

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

、
役

職
、

連
絡

先
（

所
在

地
、

電
話

番
号

、
e
-
m
a
i
l
を

含
む

）
を

記
載

す

る
。

 

 

(
2
)
 
法

人
そ

の
他

団
体

の
名

称
及

び
住

所
（

法
人

そ
の

他
の

団
体

が
提

供
依

頼
申

出
を

行

う
場

合
）

 

法
人

そ
の

他
の

団
体

が
提

供
依

頼
申

出
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

上
記

(
1
)
の

欄

の
下

に
法

人
そ

の
他

の
団

体
の

記
入

欄
を

設
け

、
当

該
法

人
そ

の
他

の
団

体
の

名
称

及
び

所
在

地
を

記
載

す
る

。
 

  

(
3
)
 
代

理
人

の
氏

名
、

生
年

月
日

及
び

住
所

（
代

理
人

が
提

供
依

頼
申

出
を

行
う

場
合

）
 

代
理

人
を

通
じ

て
提

供
依

頼
申

出
を

行
う

場
合

に
あ

っ
て

は
、

代
理

人
の

氏
名

、

生
年

月
日

及
び

住
所

を
記

載
す

る
。

 

 

(
4
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
名

称
、

年
次

等
 

 

①
 

匿
名

デ
ー

タ
の

名
称

、
年

次
等

 

提
供

機
関

が
提

供
を

行
う

旨
を

あ
ら

か
じ

め
明

示
し

て
い

る
匿

名
デ

ー
タ

の
名

称
及

び
年

次
等

を
記

入
す

る
。

 

 

②
 

必
要

な
フ

ァ
イ

ル
数

 

３
(
5
）
に

記
載

し
た

と
お

り
、
複

数
の

利
用

者
が

同
じ

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

場
合

、
１

台
の

電
子

計
算

機
で

１
つ

の
フ

ァ
イ

ル
を

共
同

で
利

用
す

る
場

合
を

除
い

て
、

利
用

者
数

に
応

じ
た

フ
ァ

イ
ル

の
提

供
を

受
け

る
必

要
が

あ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、
利

用
方

法
に

応
じ

て
、
提

供
を

受
け

る
匿

名
デ

ー
タ

フ
ァ

イ
ル

の

数
を

記
入

す
る

。
 

 

(
5
)
利

用
目

的
 

直
接

の
利

用
目

的
が

学
術

研
究

で
あ

る
場

合
、
直

接
の

利
用

目
的

が
高

等
教

育
で

あ

る
場

合
又

は
利

用
目

的
が

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
で

あ
る

場
合

に
よ

っ
て

、
申

出

事
項

が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
提

供
依

頼
申

出
者

は
こ

れ
ら

の
利

用
目

的
を

踏
ま

え
て

対

応
す

る
様

式
に

必
要

事
項

を
記

載
の

上
、

提
供

依
頼

の
申

出
を

行
う

。
 

 

(
6
)
 
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
高

等
教

育
機

関
及

び
学

部
学

科
の

名
称
（

利
用

目
的

が
高

等
教

育
の

場
合

）
 

上
記

(
5
)
に

お
い

て
、

直
接

の
利

用
目

的
が

大
学

等
に

お
け

る
高

等
教

育
で

あ
る

場

合
、
当

該
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
高

等
教

育
機

関
の

名
称

及
び

授
業

科
目

に
お

い
て

実
際

に
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
学

部
学

科
の

名
称

を
記

載
す

る
。
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1
5 

(
7
)
 
研

究
の

名
称

等
（

直
接

の
利

用
目

的
が

学
術

研
究

の
場

合
）

 

直
接

の
利

用
目

的
が

学
術

研
究

の
場

合
、

次
の

①
～

④
を

記
載

す
る

。
 

 

①
 

学
術

研
究

の
名

称
 

「
●

●
に

関
す

る
研

究
」

な
ど

、
学

術
研

究
の

名
称

を
記

入
す

る
。

 

 

②
 

学
術

研
究

の
必

要
性

 

当
該

学
術

研
究

を
行

う
こ

と
に

よ
る

特
定

研
究

分
野

又
は

社
会

に
お

け
る

意
義

等
、

当
該

学
術

研
究

の
有

用
性

を
説

明
す

る
内

容
を

記
載

す
る

。
 

当
該

学
術

研
究

に
公

的
研

究
費

補
助

金
（

例
：
文

部
科

学
省

科
学

研
究

費
補

助
金

、

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

）
が

交
付
・
補

助
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、
有

用
性

を

裏
付

け
る

参
考

と
す

る
た

め
、
当

該
研

究
費

補
助

金
の

交
付

決
定

通
知

等
を

複
写

し

た
も

の
を

別
紙

と
し

て
添

付
す

る
。

 

 

③
 

学
術

研
究

の
内

容
、

利
用

す
る

方
法

及
び

作
成

す
る

統
計

等
の

内
容

 

当
該

学
術

研
究

の
具

体
的

な
研

究
内

容
、
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
の

方
法

及
び

作
成

す
る

統
計

表
の

様
式

や
分

析
出

力
の

様
式

に
つ

い
て

記
載

す
る

。
 

な
お

、
結

果
表

の
様

式
や

分
析

出
力

の
様

式
に

つ
い

て
は

決
ま

っ
て

い
る

範
囲

で

差
し

支
え

な
い

。
 

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
こ

れ
ら

の
内

容
を

示
す

資
料

や
利

用
者

の
関

連
論

文
・
著

作
物

一
覧

を
別

紙
と

し
て

添
付

す
る

。
 

 

④
 

研
究

計
画

、
研

究
の

実
施

期
間

 

当
該

学
術

研
究

の
研

究
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（

当
該

研
究

計
画

の
中

で
、
実

際
に

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

期
間

、
結

果
取

り
ま

と
め

、
公

表
時

期
等

）
を

記
載

す
る

。
 

 

(
8
)
 
授

業
科

目
の

名
称

等
（

直
接

の
利

用
目

的
が

高
等

教
育

の
場

合
）

 

直
接

の
利

用
目

的
が

高
等

教
育

に
該

当
す

る
場

合
、

次
の

①
～

④
を

記
載

す
る

。
 

 

①
 

授
業

科
目

の
名

称
 

「
●

●
演

習
（

Ⅲ
）
」

な
ど

、
授

業
科

目
の

名
称

を
記

入
す

る
。

 

 ②
 

授
業

科
目

の
目

的
、

授
業

科
目

で
利

用
す

る
必

要
性

及
び

利
用

す
る

方
法

 

「
統

計
の

基
本

的
な

回
帰

分
析

の
理

論
と

実
際

の
応

用
技

術
の

学
習

」
な

ど
当

該
授

業
科

目
全

般
の

目
的

を
記

入
す

る
。

 

ま
た

、
当

該
授

業
科

目
に

お
い

て
、

匿
名

デ
ー

タ
を

用
い

る
必

要
性

及
び

匿
名

デ
ー

タ
の

授
業

科
目

に
お

け
る

利
用

方
法

（
演

習
専

用
の

電
子

計
算

機
ル

ー
ム

に

お
い

て
１

人
１

台
の

端
末

に
よ

り
匿

名
デ

ー
タ

を
表

計
算

ソ
フ

ト
を

利
用

し
て

集

計
す

る
、

な
ど

）
に

つ
い

て
具

体
的

に
記

載
す

る
。
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③
 

授
業

科
目

の
内

容
及

び
作

成
す

る
統

計
等

の
内

容
 

当
該

授
業

科
目

の
内

容
及

び
作

成
す

る
予

定
の

統
計

表
の

様
式

や
分

析
出

力
の

様
式

に
つ

い
て

記
載

す
る

。
 

な
お

、
統

計
表

の
様

式
や

分
析

出
力

の
様

式
に

つ
い

て
は

決
ま

っ
て

い
る

範
囲

で
記

載
す

る
。

 

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
シ

ラ
バ

ス
、

統
計

利
用

に
係

る
倫

理
教

育
の

概
要

、
集

計
内

容
等

を
示

す
資

料
を

別
紙

と
し

て
添

付
す

る
。

 

 ④
 

授
業

科
目

の
開

講
期

間
 

授
業

科
目

の
開

講
期

間
（

曜
日

、
時

限
等

を
含

む
。
）

を
明

ら
か

に
す

る
。

 

 

 
(
9
)
 
事

業
の

名
称

等
（

利
用

目
的

が
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
場

合
）

 

利
用

目
的

が
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

に
該

当
す

る
場

合
、
次

の
①

～
⑦

を
記

載

す
る

。
 

 

①
 

事
業

の
名

称
 

「
●

●
に

関
す

る
国

際
比

較
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

な
ど

、
事

業
の

名
称

を
記

入
す

る
。

 

 

②
 

事
業

の
必

要
性

 

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
を

行
う

こ
と

に
よ

る
国

際
社

会
に

お
け

る
事

業
の

意
義

や
国

際
的

な
研

究
の

活
性

化
効

果
等

、
当

該
事

業
の

有
用

性
を

説
明

す
る

内

容
を

記
載

す
る

。
 

 

③
 

事
業

の
内

容
、

利
用

す
る

方
法

 

 
 

当
該

事
業

の
具

体
的

な
内

容
（

事
業

形
態

、
外

部
委

託
の

有
無

な
ど

含
む

）
、

匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
方

法
に

つ
い

て
明

確
に

記
載

す
る

。
 

 
 

ま
た

、
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

に
お

い
て

作
成

す
る

国
際

比
較

統
計

の
提

供
を

受
け

る
者

の
対

象
者

範
囲

を
記

載
す

る
。

 

な
お

、
必

要
に

応
じ

て
こ

れ
ら

の
内

容
を

示
す

資
料

を
別

紙
と

し
て

添
付

す
る

。
 

 

④
 

作
成

す
る

統
計

等
の

内
容

 

 
 

作
成

す
る

統
計

表
の

様
式

や
分

析
出

力
の

様
式

に
つ

い
て

記
載

す
る

。
 

な
お

、
結

果
表

の
様

式
や

分
析

出
力

の
様

式
に

つ
い

て
は

決
ま

っ
て

い
る

範
囲

で
差

し
支

え
な

い
。

 

 

⑤
 

事
業

の
実

施
期

間
 

当
該

事
業

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（

実
際

に
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
期

間
）

を
記

載
す

る
。

 

 

匿名データの作成・提供に係るガイドライン

資料編

54



 

 

 
1
7 

 
 

 
⑥

 
外

国
政

府
等

か
ら

提
供

を
受

け
て

い
る

調
査

票
情

報
等

の
内

容
、

提
供

元
の

外

国
政

府
等

の
名

称
（

提
供

依
頼

申
出

者
が

我
が

国
の

加
盟

す
る

国
際

機
関

以
外

の

者
で

あ
る

場
合

）
 

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
を

行
う

た
め

に
提

供
を

受
け

て
い

る
又

は
受

け
る

こ
と

が
確

実
と

見
込

ま
れ

る
調

査
票

情
報

等
の

具
体

的
な

掲
載

項
目

の
内

容
、

当

該
調

査
票

情
報

等
の

提
供

元
の

外
国

政
府

等
の

名
称

を
記

載
す

る
。

 

 
 

 
 

 
多

い
場

合
は

主
な

も
の

５
つ

ま
で

記
載

す
る

こ
と

と
す

る
が

、
提

供
元

の
外

国

が
二

以
上

と
な

る
よ

う
選

定
す

る
。

 

な
お

、
受

け
る

こ
と

が
確

実
と

見
込

ま
れ

る
場

合
は

そ
の

旨
を

記
載

す
る

。
 

 
 

⑦
 

我
が

国
の

公
的

機
関

又
は

外
国

政
府

等
か

ら
受

け
て

い
る

支
援

の
内

容
、

支
援

の
提

供
元

の
名

称
（

提
供

依
頼

申
出

者
が

我
が

国
の

加
盟

す
る

国
際

機
関

以
外

の

者
で

あ
る

場
合

）
 

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
を

行
う

た
め

に
提

供
を

受
け

て
い

る
我

が
国

の
公

的
機

関
又

は
外

国
政

府
等

か
ら

受
け

て
い

る
具

体
的

な
支

援
の

内
容

及
び

支
援

元

の
名

称
を

記
載

す
る

。
 

二
以

上
の

公
的

機
関

又
は

外
国

政
府

等
か

ら
支

援
を

受
け

て
い

る
場

合
は

、
主

な

公
的

機
関

又
は

外
国

政
府

等
を

２
つ

ま
で

選
定

し
て

記
載

す
る

こ
と

と
す

る
が

、

そ
の

際
、

同
一

の
公

的
機

関
又

は
外

国
政

府
等

は
避

け
て

選
定

す
る

。
 

 

(
1
0
)
匿

名
デ

ー
タ

の
す

べ
て

の
利

用
目

的
 

学
術

研
究

、
高

等
教

育
又

は
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

に
お

け
る

匿
名

デ
ー

タ

の
二

次
的

な
利

用
目

的
を

記
載

す
る

。
 

な
お

、
例

え
ば

研
究

成
果

又
は

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
の

結
果

を
出

版
物

に

す
る

場
合

や
、

そ
の

他
の

付
帯

的
な

研
究

に
利

用
す

る
場

合
な

ど
が

あ
る

と
き

は
、

そ
れ

ら
の

利
用

目
的

も
す

べ
て

を
記

載
す

る
。

 

ま
た

、
学

術
研

究
の

途
上

の
内

容
等

を
報

告
す

る
場

合
で

あ
っ

て
、

大
学

や
学

会

な
ど

で
定

期
・

不
定

期
に

開
催

さ
れ

る
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

研
究

集
会

 

等
を

申
出

時
点

で
具

体
的

に
明

示
で

き
な

い
場

合
等

に
は

、
想

定
さ

れ
う

る
も

の
を

例
示

す
る

。
 

な
お

、
利

用
目

的
と

し
て

提
供

依
頼

申
出

書
に

記
載

せ
ず

又
は

承
諾

さ
れ

な
か

っ

た
目

的
に

よ
る

利
用

は
法

第
4
3
条
（

調
査

票
情

報
の

提
供

を
受

け
た

者
の

守
秘

義
務

等
）

の
違

反
と

な
る

。
 

 

(
1
1
)
公

表
の

方
法

 

①
 

学
術

研
究

で
の

利
用

の
場

合
は

、
発

表
予

定
の

学
会

・
大

会
の

名
称

及
び

活
動

内
容

（
一

般
的

な
学

術
研

究
の

場
に

限
る

）
、

掲
載

予
定

の
学

術
誌

、
機

関
紙

、
専

門
誌

等
（

一
般

に
入

手
が

可
能

な
も

の
に

限
る

）
な

ど
を

記
入

す
る

。
 

な
お

、
提

供
機

関
等

に
お

い
て

論
文

等
の

提
出

を
受

け
、

こ
れ

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

こ
と

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
に

は
、

当
該

方
法

も

 

 

 
1
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公
表

の
方

法
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 ②
 

高
等

教
育

で
の

利
用

の
場

合
は

、
卒

業
論

文
、

修
士

論
文

の
研

究
室

等
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
論

文
を

掲
載

、
ま

た
、

大
学

等
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
一

般
が

入
手

・

閲
覧

可
能

な
公

開
さ

れ
る

大
学

の
事

業
報

告
そ

の
他

に
お

い
て

、
当

該
匿

名
デ

ー

タ
を

用
い

て
演

習
を

行
っ

た
旨

を
掲

載
す

る
こ

と
な

ど
を

記
入

す
る

。
 

な
お

、
提

供
機

関
等

に
お

い
て

卒
業

論
文

、
修

士
論

文
、

演
習

の
実

施
概

要
等

の
提

出
を

受
け

、
こ

れ
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る
こ

と
に

よ
り

公
表

す
る

こ

と
が

で
き

る
場

合
に

は
、

当
該

方
法

も
公

表
の

方
法

に
含

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 ③
 

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
で

の
利

用
の

場
合

は
、

次
の

ア
イ

の
と

お
り

と
す

る
。

 

 ア
 

我
が

国
が

加
盟

し
て

い
る

国
際

機
関

が
利

用
す

る
場

合
、

国
際

比
較

統
計

利

活
用

事
業

の
成

果
に

つ
い

て
関

係
国

に
配

布
し

、
機

関
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

に
成

果
と

な
る

ワ
ー

キ
ン

グ
ペ

ー
パ

ー
を

掲
載

す
る

こ
と

な
ど

を
記

載
す

る
。

当
該

機
関

が
イ

の
場

合
を

行
う

場
合

は
、

イ
を

準
用

す
る

。
 

 

イ
 

我
が

国
が

加
盟

し
て

い
る

国
際

機
関

以
外

で
あ

っ
て

、
国

際
比

較
統

計
を

作

成
し

こ
れ

を
提

供
す

る
た

め
の

利
用

の
場

合
、

国
際

比
較

統
計

 
利

活
用

事
業

に
お

い
て

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

し
て

作
成

し
た

統
計

の
提

供
回

数
（

※
４

）
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
○

年
ご

と
に

掲
載

す
る

こ
と

な
ど

を
記

入
す

る
。

 

 

※
４

 
○

年
ご

と
は

提
供

機
関

等
ご

と
に

定
め

た
期

間
を

記
入

す
る

。
 

 

さ
ら

に
、

公
表

予
定

日
に

つ
い

て
も

公
表

の
予

定
ご

と
に

記
入

す
る

。
 

 

(
1
2
)
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
希

望
年

月
日

及
び

当
該

年
月

日
を

希
望

す
る

理
由

 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

希
望

年
月

日
を

記
載

し
、

そ
の

年
月

日
ま

で
に

入
手

を
希

望

す
る

理
由

に
つ

い
て

記
載

す
る

。
 

 

(
1
3
)
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
場

所
及

び
管

理
方

法
 

匿
名

デ
ー

タ
を

実
際

に
利

用
す

る
場

所
、

匿
名

デ
ー

タ
を

実
際

に
利

用
す

る
電

子

計
算

機
の

管
理

状
況

及
び

環
境

、
匿

名
デ

ー
タ

の
保

管
・

管
理

方
法

を
記

載
す

る
。

 

な
お

、
集

計
処

理
等

に
つ

い
て

外
部

委
託

を
行

う
場

合
で

、
そ

の
利

用
又

は
保

管

が
委

託
先

と
な

る
場

合
は

そ
の

内
容

を
記

載
す

る
。

 

ま
た

、
電

子
計

算
機

の
管

理
状

況
及

び
環

境
等

に
つ

い
て

は
、

選
択

式
（

別
紙

様

式
第

３
－

１
～

３
号

第
４

欄
参

照
）

と
す

る
な

ど
審

査
基

準
が

明
確

と
な

る
様

式
を

設
定

す
る

。
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1
9 

(
1
4
)
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
期

間
 

匿
名

デ
ー

タ
を

実
際

に
利

用
し

始
め

、
返

却
す

る
ま

で
の

期
間

を
記

入
す

る
（

匿

名
デ

ー
タ

フ
ァ

イ
ル

を
保

管
し

て
お

く
期

間
を

含
む

）
。

 

 

(
1
5
)
匿

名
デ

ー
タ

を
取

り
扱

う
者

全
員

の
氏

名
、

所
属

及
び

職
名

及
び

個
々

の
利

用
場

 

所
 利

用
者

（
提

供
依

頼
申

出
者

を
含

む
）

に
つ

い
て

全
員

の
氏

名
、

所
属

、
職

名
及

び
利

用
場

所
を

記
入

す
る

。
な

お
、

申
出

に
当

た
っ

て
は

、
必

要
に

応
じ

て
、

学
術

研
究

機
関

、
高

等
教

育
機

関
等

の
在

職
証

明
書

・
在

学
証

明
書

等
の

添
付

を
求

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

①
 

集
計

処
理

等
に

つ
い

て
外

部
委

託
を

行
う

場
合

に
は

、
当

該
外

部
委

託
業

者
職

員
に

つ
い

て
も

利
用

者
と

し
て

記
載

す
る

。
そ

の
場

合
は

、
外

部
委

託
に

よ
る

こ

と
を

明
示

す
る

。
 

 

②
 

提
供

依
頼

申
出

後
に

利
用

者
を

追
加

し
、

当
該

者
に

匿
名

デ
ー

タ
を

提
供

す
る

場
合

に
は

、
再

度
審

査
を

受
け

承
諾

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

 

③
 

高
等

教
育

に
お

い
て

指
導

教
官

が
指

導
を

行
う

場
合

に
つ

い
て

は
、

職
名

欄
に

「
指

導
者

」
と

追
記

す
る

な
ど

、
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
に

当
た

っ
て

指
導

・
管

理

を
行

う
者

を
明

確
に

す
る

（
主

た
る

目
的

が
高

等
教

育
目

的
の

場
合

に
限

る
。
）
。

 

 

(
1
6
)
現

に
提

供
を

受
け

、
又

は
今

後
提

供
を

依
頼

す
る

予
定

が
あ

る
調

査
票

情
報

及
び

他
の

匿
名

デ
ー

タ
 

法
第

3
3
条

又
は

第
3
6
条

に
基

づ
き

、
現

に
提

供
を

受
け

て
い

る
又

は
本

提
供

依

頼
申

出
に

係
る

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

予
定

期
間

中
に

提
供

の
依

頼
を

行
う

予
定

の
あ

る
調

査
票

情
報

、
他

の
匿

名
デ

ー
タ

の
名

称
及

び
年

次
に

つ
い

て
記

載
す

る
。

 

 

(
1
7
)
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
方

法
（

提
供

媒
体

）
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
行

う
際

に
当

該
デ

ー
タ

を
格

納
す

る
媒

体
に

つ
い

て
、

令

第
1
3
条

第
２

項
第

３
号

に
規

定
さ

れ
、
提

供
機

関
等

が
提

供
に

対
応

す
る

媒
体

を
記

入
す

る
。

な
お

、
様

式
の

設
定

に
当

た
っ

て
は

提
供

依
頼

申
出

者
が

記
載

し
や

す
い

よ
う

選
択

式
と

す
る

。
 

提
供

す
る

媒
体

に
つ

い
て

は
、
令

第
1
3
条

第
２

項
第

３
号

に
規

定
さ

れ
て

い
る

も

の
の

中
か

ら
、
提

供
機

関
等

の
判

断
に

よ
り

任
意

に
選

定
で

き
る

も
の

と
す

る
（

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
予

定
の

な
い

媒
体

を
除

外
す

る
こ

と
は

可
能

と
す

る
。
）
。

 

 

(
1
8
)
送

付
に

よ
る

提
供

希
望

 

送
付

に
よ

る
提

供
の

希
望

の
有

無
を

記
載

す
る

。
な

お
、

日
本

国
内

へ
の

送
付

は

原
則

と
し

て
書

留
の

み
と

し
、

日
本

国
外

へ
の

送
付

は
配

達
状

況
を

確
認

で
き

る
郵

 

 

 
2
0 

便
サ

ー
ビ

ス
等

に
限

定
す

る
こ

と
と

す
る

。
e
-
m
a
i
l
な

ど
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
の

通

信
回

線
を

介
し

て
の

提
供

は
行

わ
な

い
。

 

 

(
1
9
)
そ

の
他

必
要

な
事

項
 

提
供

機
関

等
は

事
務

処
理

要
綱

及
び

様
式

を
定

め
る

に
際

し
て

は
、
必

要
に

応
じ

、

総
務

省
告

示
に

基
づ

き
特

に
必

要
と

認
め

る
事

項
を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
規

則
第

 

1
6
条

に
よ

り
読

み
替

え
ら

れ
た

第
1
1
条

か
ら

第
1
4
条

ま
で

に
基

づ
き

提
供

依
頼

申

出
内

容
の

審
査

の
事

務
処

理
を

行
う

際
に

必
要

と
な

る
当

該
利

用
目

的
の

公
益

性
を

裏
付

け
る

書
類

の
添

付
、
ま

た
、
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

で
あ

っ
て

、
我

が
国

の

加
盟

す
る

国
際

機
関

以
外

の
者

か
ら

の
申

出
の

場
合

、
外

国
政

府
等

か
ら

調
査

票
情

報

等
や

支
援

の
提

供
を

受
け

る
際

に
外

国
政

府
機

関
等

と
取

り
交

わ
し

た
協

定
書

等
の

コ
ピ

ー
の

添
付

の
指

定
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 

《
公

益
性

、
学

術
研

究
の

必
要

性
等

を
裏

付
け

る
書

類
の

例
示

》
 

○
 

機
関

に
所

属
又

は
在

籍
し

て
い

る
場

合
は

そ
の

旨
を

証
明

す
る

書
類

（
学

術

研
究

機
関

、
高

等
教

育
機

関
等

の
在

職
証

明
書

・
在

学
証

明
書

等
）

 

○
 

学
生

等
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、

指
導

教
員

や
大

学
・

学
会

か
ら

の
推

薦
状

 

○
 

公
的

研
究

費
補

助
金

等
を

受
け

て
い

る
こ

と
を

示
す

書
類

、
利

用
者

の
著

書
・

論
文

の
一

覧
 

○
 

外
国

政
府

等
か

ら
調

査
票

情
報

等
の

提
供

を
受

け
る

際
に

取
り

交
わ

し
た

協

定
書

の
コ

ピ
ー

 

○
 

外
国

政
府

等
か

ら
支

援
を

受
け

る
際

に
取

り
交

わ
し

た
協

定
書

の
コ

ピ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

等
 

  
外

部
委

託
を

行
う

場
合

に
つ

い
て

は
、

委
託

内
容

が
分

か
る

委
託

契
約

書
等

の
コ

ピ
ー

の
添

付
の

指
定

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 

７
 

提
供

依
頼

申
出

書
の

受
付

期
間

等
 

提
供

機
関

等
は

、
受

付
事

務
や

提
供

用
匿

名
デ

ー
タ

の
転

写
処

理
の

効
率

化
、

計
画

的
実

施
の

観
点

、
ひ

い
て

は
提

供
依

頼
申

出
者

に
対

す
る

サ
ー

ビ
ス

向
上

を
図

る
観

点

か
ら

、
受

付
期

間
を

設
定

す
る

こ
と

も
可

能
と

す
る

。
 

受
付

期
間

を
設

定
す

る
場

合
は

、
各

年
度

当
初

に
そ

の
予

定
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

事
前

に
公

表
す

る
。
（

関
連

：
第

４
、

第
６

の
３

）
 

な
お

、
提

供
機

関
等

に
よ

る
受

付
事

務
等

に
お

い
て

使
用

す
る

言
語

に
つ

い
て

は
、

提
供

機
関

等
の

長
が

、
そ

の
保

有
す

る
リ

ソ
ー

ス
等

を
勘

案
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。
 

 

８
 

提
供

依
頼

申
出

書
等

の
受

付
・

審
査

対
応

部
署

 

提
供

機
関

等
は

、
必

要
に

応
じ

て
そ

れ
ぞ

れ
の

機
関

内
に

お
け

る
提

供
依

頼
申

出
書

等
に

係
る

受
付

の
事

務
を

一
元

的
に

実
施

す
る

受
付

窓
口

を
指

定
し

、
匿

名
デ

ー
タ

を

所
管

す
る

課
室

と
事

前
に

定
め

た
役

割
分

担
に

基
づ

い
て

。
審

査
・

通
知

・
提

供
等

の
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2
1 

事
務

を
進

め
る

。
（

受
付

窓
口

を
指

定
し

な
い

場
合

、
す

べ
て

の
事

務
を

個
々

の
匿

名

デ
ー

タ
を

所
管

す
る

課
室

に
お

い
て

実
施

す
る

。
以

下
同

じ
。
）

 

 

９
 

本
人

確
認

 

(
1
)
 
提

供
依

頼
申

出
者

が
個

人
で

あ
る

場
合

 

提
供

機
関

等
は

、
規

則
第

1
6
条

の
規

定
に

基
づ

き
準

用
す

る
第

1
1
条

第
２

項
の

規

定
に

基
づ

き
、
提

供
依

頼
申

出
者

及
び

提
供

依
頼

申
出

者
の

代
理

人
に

対
し

て
、
申

出

の
日

に
お

い
て

有
効

な
こ

れ
ら

の
者

の
「

運
転

免
許

証
」
、「

健
康

保
険

の
被

保
険

者
証

」

又
は
「

外
国

人
登

録
証

明
書

」
、「

住
民

基
本

台
帳

カ
ー

ド
」
等

の
官

公
署

が
発

行
し

た

本
人

確
認

書
類

の
提

示
を

求
め

る
こ

と
に

よ
り

本
人

確
認

を
実

施
す

る
。

 

日
本

国
外

の
外

国
人

が
申

出
を

行
う

場
合

、
外

国
政

府
が

発
行

す
る

パ
ス

ポ
ー

ト
、

運
転

免
許

証
な

ど
本

人
を

確
認

す
る

に
足

る
書

類
に

よ
り

本
人

確
認

を
行

う
。

 

な
お

、
申

出
の

方
法

に
よ

り
、

本
人

確
認

は
次

の
と

お
り

実
施

す
る

。
 

 

ア
 

受
付

窓
口

に
提

供
依

頼
申

出
者

が
訪

問
し

て
提

供
依

頼
申

出
を

す
る

場
合

 

氏
名

、
生

年
月

日
及

び
住

所
が

記
載

さ
れ

、
か

つ
、

顔
写

真
が

付
い

た
本

人
確

認
書

類
が

提
示

さ
れ

た
場

合
、

提
供

依
頼

申
出

書
の

内
容

と
照

合
し

た
上

で
、

顔

写
真

と
提

供
依

頼
申

出
者

を
比

較
し

、
本

人
に

間
違

い
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

れ

ば
、

当
該

書
類

の
提

示
を

も
っ

て
本

人
確

認
と

す
る

。
 

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

が
記

載
さ

れ
て

い
る

が
顔

写
真

が
付

い
て

い
な

い
本

人
確

認
書

類
し

か
な

い
場

合
、

あ
る

い
は

顔
写

真
が

付
い

て
い

て
も

氏
名

、
生

年

月
日

及
び

住
所

の
す

べ
て

を
確

認
で

き
な

い
本

人
確

認
書

類
し

か
な

い
場

合
、

２

種
類

以
上

の
本

人
確

認
書

類
の

提
示

を
求

め
、

氏
名

、
生

年
月

日
、

住
所

の
す

べ

て
が

確
認

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
（

当
日

、
１

種
類

し
か

書
類

を
持

ち
合

わ
せ

て
な

い
場

合
は

、
後

日
、

別
の

種
類

の
本

人
確

認
書

類
の

コ
ピ

ー
を

送
付

し
て

も
ら

う

な
ど

の
措

置
を

行
う

。
こ

の
場

合
、

住
民

票
の

写
し

な
ど

も
認

め
る

。
ま

た
、

当

該
本

人
確

認
書

類
の

コ
ピ

ー
の

送
付

が
あ

っ
た

時
点

で
提

供
依

頼
申

出
を

受
け

付

け
た

こ
と

と
す

る
。
）

 

な
お

、
本

人
確

認
書

類
が

提
示

さ
れ

た
場

合
は

、
受

付
窓

口
に

お
い

て
、

当
該

書
類

の
複

写
を

行
い

、
提

供
依

頼
申

出
書

の
関

係
書

類
と

し
て

取
り

扱
う

。
 

 

イ
 

郵
送

に
よ

り
提

供
依

頼
申

出
を

す
る

場
合

 

提
供

依
頼

申
出

者
の

氏
名

、
生

年
月

日
及

び
住

所
を

確
認

で
き

る
本

人
確

認
書

類
２

種
類

以
上

（
こ

れ
ら

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
氏

名
、

生
年

月
日

及

び
住

所
が

す
べ

て
確

認
で

き
、

か
つ

、
住

所
を

記
載

し
て

い
る

も
の

が
最

低
２

種

類
と

な
る

よ
う

に
す

る
）

の
コ

ピ
ー

の
同

封
を

必
要

と
す

る
。

 

な
お

、
２

種
類

の
書

類
を

そ
ろ

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
、

住
民

票
の

写
し

な
ど

も
認

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

 

 

 
2
2 

ウ
 

受
付

窓
口

に
代

理
人

が
訪

問
し

て
提

供
依

頼
申

出
を

す
る

場
合

 

代
理

人
の

本
人

確
認

は
上

記
ア

に
準

じ
る

も
の

と
す

る
。

 

ま
た

、
提

供
依

頼
申

出
者

の
本

人
確

認
は

郵
送

に
よ

り
提

供
依

頼
申

出
を

す
る

場
合

に
準

じ
る

も
の

と
す

る
。

 

 

(
2
)
 
提

供
依

頼
申

出
者

が
法

人
そ

の
他

の
団

体
で

あ
る

場
合

 

日
本

国
内

の
法

人
そ

の
他

の
団

体
が

提
供

依
頼

申
出

を
行

う
場

合
で

あ
っ

て
、

代

表
者

又
は

管
理

人
の

定
め

が
あ

る
場

合
は

、
法

人
そ

の
他

の
団

体
の

登
記

事
項

証
明

書
又

は
印

鑑
登

録
証

明
書

で
申

出
日

前
六

月
以

内
に

作
成

さ
れ

た
も

の
の

提
示

又
は

提
出

を
求

め
る

。
 

ま
た

、
日

本
国

外
の

法
人

そ
の

他
の

団
体

が
提

供
依

頼
申

出
を

行
う

場
合

に
つ

い

て
も

、
日

本
に

お
け

る
法

人
登

記
事

項
証

明
書

に
代

替
さ

れ
る

も
の

で
、

そ
の

所
在

す
る

国
の

機
関

が
発

行
し

た
法

人
そ

の
他

の
団

体
の

存
在

を
確

認
す

る
に

足
る

書
類

の
提

示
又

は
提

出
を

求
め

る
。

 

さ
ら

に
、

次
の

提
供

依
頼

申
出

の
方

法
に

応
じ

て
、

代
表

者
又

は
管

理
人

の
本

人

確
認

書
類

の
提

示
又

は
提

出
も

併
せ

て
求

め
る

。
 

 

ア
 

受
付

窓
口

に
代

表
者

又
は

管
理

人
が

訪
問

し
て

提
供

依
頼

申
出

を
す

る
場

合
 

上
記

(
1
)
ア

に
準

じ
て

代
表

者
又

は
管

理
人

の
本

人
確

認
書

類
の

提
示

又
は

提

出
を

求
め

る
。

 

 

イ
 

郵
送

に
よ

り
提

供
依

頼
申

出
を

す
る

場
合

 

上
記

(
1
)
イ

に
準

じ
て

代
表

者
又

は
管

理
人

の
本

人
確

認
書

類
の

提
出

を
求

め

る
。

 

 

ウ
 

受
付

窓
口

に
代

理
人

が
訪

問
し

て
提

供
依

頼
申

出
を

す
る

場
合

 

上
記

(
1
)
ウ

に
準

じ
て

代
理

人
、
及

び
代

表
者

又
は

管
理

人
の

本
人

確
認

書
類

の

提
示

又
は

提
出

を
求

め
る

。
 

 

1
0
 

提
供

依
頼

申
出

書
の

提
出

方
法

 

提
供

依
頼

申
出

書
等

は
、

提
供

依
頼

申
出

者
又

は
代

理
人

が
、

提
供

機
関

等
の

受
付

窓
口

へ
直

接
又

は
郵

送
に

よ
り

提
出

す
る

。
 

  第
８

 
提

供
依

頼
申

出
に

対
す

る
審

査
 

１
 

提
供

依
頼

申
出

内
容

の
審

査
主

体
 

審
査

は
提

供
機

関
等

が
実

施
す

る
。

 

な
お

、
法

第
3
7
条

に
基

づ
き

受
託

独
立

行
政

法
人

等
が

審
査

を
行

う
場

合
に

は
、

必

要
に

応
じ

当
該

事
務

を
委

託
し

た
提

供
機

関
に

相
談

し
な

が
ら

実
施

す
る

。
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2
3 

２
 

総
則

 

匿
名

デ
ー

タ
は

、
規

則
第

1
5
条

に
よ

り
、

学
術

研
究

の
発

展
に

資
す

る
と

認
め

る
場

合
又

は
高

等
教

育
の

発
展

に
資

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
次

の
(
1
)
か

ら
(
4
)
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

す
場

合
に

提
供

が
可

能
と

な
る

。
 

 (
1
)
 
統

計
の

作
成

又
は

統
計

的
研

究
に

の
み

利
用

さ
れ

る
こ

と
 
 

(
2
)
 
学

術
研

究
又

は
高

等
教

育
の

用
に

供
す

る
こ

と
を

直
接

の
目

的
と

す
る

も
の

で

あ
る

こ
と

 

(
3
)
 
学

術
研

究
の

成
果

又
は

高
等

教
育

の
内

容
が

公
表

さ
れ

、
社

会
に

還
元

さ
れ

る

こ
と

 

(
4
)
 
（

匿
名

デ
ー

タ
は

個
人

・
世

帯
及

び
事

業
所

が
特

定
さ

れ
な

い
よ

う
に

匿
名

化

処
理

を
行

っ
た

デ
ー

タ
で

あ
る

が
、

調
査

票
情

報
を

基
に

作
成

・
提

供
さ

れ
る

情

報
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
）

適
正

に
管

理
さ

れ
る

こ
と

 

 ま
た

、
国

際
社

会
に

お
け

る
我

が
国

の
利

益
の

増
進

及
び

国
際

経
済

社
会

の
健

全
な

発
展

に
資

す
る

場
合

で
あ

っ
て

、
次

の
(
5
)
か

ら
（

8
）

の
要

件
を

す
べ

て
満

た
す

場
合

に
提

供
が

可
能

と
な

る
。

 

 

 
 
(
5
)
 
匿

名
デ

ー
タ

を
国

際
比

較
を

行
う

上
で

必
要

な
統

計
の

作
成

等
に

の
み

に
用

い

る
こ

と
 

 
(
6
)
 
提

供
依

頼
申

出
者

が
、

我
が

国
が

加
盟

し
て

い
る

国
際

機
関

で
あ

る
こ

と
又

は

次
に

掲
げ

る
要

件
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
者

で
あ

る
こ

と
 

①
 

上
記

(
5
)
の

統
計

の
作

成
等

は
、
国

際
比

較
を

行
う

上
で

必
要

な
統

計
又

は
統

計
的

研
究

の
成

果
を

公
的

機
関

、
外

国
政

府
等

又
は

当
該

統
計

を
用

い
て

学
術

研
究

者
若

し
く

は
高

等
教

育
を

行
う

者
に

対
し

て
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
こ

と
 

②
 

二
以

上
の

外
国

政
府

等
か

ら
国

際
比

較
統

計
に

必
要

な
調

査
票

情
報

等
の

提

供
を

受
け

て
い

る
か

又
は

受
け

る
見

込
み

が
確

実
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
、
か

つ
、

公
的

機
関

若
し

く
は

一
以

上
の

外
国

政
府

等
か

ら
職

員
の

派
遣

、
資

金
の

提
供

、

土
地

、
建

物
そ

の
他

の
施

設
を

受
け

て
い

る
か

又
は

受
け

る
見

込
み

が
確

実
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

こ
と

 

 
 

 
(
7
)
 
我

が
国

が
加

盟
し

て
い

る
国

際
機

関
が

提
供

依
頼

申
出

者
で

あ
る

場
合

は
、

匿

名
デ

ー
タ

を
用

い
て

行
っ

た
国

際
比

較
統

計
の

利
用

結
果

が
公

表
さ

れ
る

こ
と

。

又
は

、
我

が
国

が
加

盟
し

て
い

る
国

際
機

関
以

外
の

提
供

依
頼

申
出

者
で

あ
る

場

合
は

、
匿

名
デ

ー
タ

を
用

い
て

行
っ

た
国

際
比

較
統

計
の

提
供

状
況

が
公

表
さ

れ

る
こ

と
 

(
8
)
 
（

匿
名

デ
ー

タ
は

個
人

・
世

帯
及

び
事

業
所

が
特

定
さ

れ
な

い
よ

う
に

匿
名

化

処
理

を
行

っ
た

デ
ー

タ
で

あ
る

が
、

調
査

票
情

報
を

基
に

作
成

・
提

供
さ

れ
る

情

報
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
）

適
正

に
管

理
さ

れ
る

こ
と

 

 

 

 

 
2
4 

こ
の

た
め

、
提

供
機

関
等

は
、

提
供

依
頼

申
出

書
の

記
載

内
容

及
び

添
付

書
類

を
基

に
、

①
利

用
目

的
が

規
則

第
1
5
条

に
合

致
す

る
か

、
②

匿
名

デ
ー

タ
の

管
理

方
法

、
利

用
場

所
が

適
正

で
あ

る
か

、
③

学
術

研
究

の
成

果
、

高
等

教
育

又
は

国
際

比
較

統
計

利

活
用

事
業

の
内

容
が

適
切

に
公

表
さ

れ
、

社
会

に
還

元
さ

れ
る

か
等

に
つ

い
て

審
査

を

行
う

。
 

な
お

、
法

第
3
3
条

に
基

づ
い

て
提

供
さ

れ
た

調
査

票
情

報
及

び
法

第
3
6
条

に
基

づ
い

て
提

供
さ

れ
た

他
の

匿
名

デ
ー

タ
及

び
そ

の
他

の
個

体
識

別
が

可
能

と
な

る
可

能
性

が

あ
る

デ
ー

タ
と

の
リ

ン
ケ

ー
ジ

を
行

う
場

合
に

は
、

提
供

を
認

め
な

い
。

 

ま
た

、「
第

1
8
 

匿
名

デ
ー

タ
の

不
適

切
利

用
へ

の
対

応
」

に
基

づ
く

ペ
ナ

ル
テ

ィ
を

科
さ

れ
て

い
る

者
に

つ
い

て
は

、
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
依

頼
の

申
出

を
認

め
な

い
。

 

 

３
 

審
査

基
準

 

(
1
)
 
学

術
研

究
目

的
の

要
件

該
当

の
確

認
 

①
 

提
供

依
頼

申
出

者
が

大
学

や
学

術
研

究
を

目
的

と
す

る
機

関
に

所
属

し
て

い
る

場
合

 

学
術

研
究

を
目

的
と

し
て

活
動

す
る

大
学

や
研

究
所

な
ど

の
機

関
に

所
属

す
る

教
授

、
准

教
授

、
講

師
、

助
教

、
博

士
研

究
員

、
大

学
院

生
等

が
学

術
的

な
研

究

活
動

を
行

う
場

合
で

、
そ

の
研

究
成

果
を

研
究

論
文

の
形

で
社

会
に

公
表

・
還

元

さ
れ

る
場

合
、

本
要

件
に

該
当

す
る

と
認

め
ら

れ
る

。
 

 

②
 

提
供

依
頼

申
出

者
が

①
以

外
の

場
合

 

営
利

企
業

に
属

す
る

者
が

企
業

活
動

の
一

環
と

し
て

研
究

を
行

う
場

合
に

お
い

て
も

、
そ

れ
が

学
術

的
な

研
究

を
目

的
と

す
る

も
の

で
あ

っ
て

、
学

術
論

文
等

の

形
で

当
該

研
究

の
成

果
が

社
会

に
還

元
さ

れ
る

場
合

で
あ

れ
ば

、
本

要
件

に
該

当

す
る

と
認

め
ら

れ
る

。
 

ま
た

、
学

術
研

究
目

的
に

一
部

金
銭

の
授

受
を

伴
う

利
用

目
的

が
含

ま
れ

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
当

該
研

究
の

成
果

が
学

術
論

文
や

分
析

結
果

と
し

て
公

表

さ
れ

、
社

会
に

還
元

さ
れ

た
後

に
、

当
該

学
術

論
文

に
掲

載
さ

れ
た

も
の

が
当

該

金
銭

の
授

受
を

伴
う

目
的

で
利

用
さ

れ
る

よ
う

に
、

主
と

し
て

学
術

研
究

目
的

で

利
用

さ
れ

、
公

表
さ

れ
た

も
の

が
副

次
的

に
金

銭
の

授
受

を
伴

う
利

用
目

的
で

利

用
さ

れ
る

場
合

で
あ

れ
ば

本
要

件
に

該
当

す
る

と
認

め
ら

れ
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

、
当

該
研

究
の

成
果

の
直

接
的

な
利

用
目

的
が

、
企

業
等

の
組

織
内

部
に

お
け

る
業

務
上

の
資

料
と

し
て

利
用

さ
れ

る
場

合
や

特
定

の
顧

客
に

対

す
る

レ
ポ

ー
ト

作
成

の
基

礎
資

料
と

さ
れ

る
よ

う
な

場
合

、
あ

る
い

は
学

術
論

文

と
し

て
公

表
す

る
も

の
以

外
の

成
果

を
別

に
作

成
し

、
顧

客
等

の
み

に
提

供
す

る

よ
う

な
場

合
に

は
本

用
件

に
該

当
す

る
も

の
と

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 

 

(
2
)
 
高

等
教

育
目

的
の

要
件

該
当

の
確

認
 

原
則

と
し

て
、

高
等

教
育

機
関

又
は

当
該

機
関

に
所

属
す

る
指

導
教

員
か

ら
の

提

供
依

頼
申

出
に

限
定

さ
れ

、
そ

れ
以

外
の

者
に

よ
る

提
供

依
頼

申
出

は
想

定
さ

れ
な

匿名データの作成・提供に係るガイドライン
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2
5 

い
。

 

利
用

形
態

と
し

て
は

、
講

義
等

（
卒

業
論

文
や

修
士

論
文

な
ど

の
指

導
を

教
官

が

行
う

場
合

も
含

む
。
）
の

高
等

教
育

に
お

い
て

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

場
合

が
想

定

さ
れ

る
。

 

 

 
 

(
3
)
 
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

目
的

の
要

件
該

当
の

確
認

 

 
 

 
 

国
際

社
会

に
お

け
る

我
が

国
の

利
益

の
増

進
及

び
国

際
経

済
社

会
の

健
全

な
発

展

に
資

す
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合

で
あ

っ
て

、
我

が
国

が
加

盟
し

て
い

る
国

際
機

関
や

、

二
以

上
の

外
国

政
府

等
か

ら
国

際
比

較
統

計
に

必
要

な
調

査
票

情
報

等
の

提
供

を
受

け
て

い
る

取
組

な
ど

、
十

分
に

信
頼

で
き

公
的

な
取

組
と

み
な

し
え

る
活

動
を

行
っ

て
い

る
機

関
で

あ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 

 
 
(
4
)
 
提

供
依

頼
申

出
者

の
氏

名
、

生
年

月
日

、
住

所
、

所
属

・
役

職
、

連
絡

先
 

記
載

さ
れ

て
い

る
所

属
・

役
職

等
に

よ
り

上
記

(
1
)
を

確
認

す
る

。
 

ま
た

、
規

則
第

1
6
条

及
び

第
７

の
９

で
提

示
又

は
提

出
を

求
め

て
い

る
本

人
確

認

書
類

と
記

載
内

容
が

同
一

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

(
5
)
 
法

人
そ

の
他

団
体

の
名

称
及

び
住

所
（

法
人

そ
の

他
の

団
体

が
提

供
依

頼
申

出
を

行
う

場
合

）
 

提
供

依
頼

申
出

者
が

法
人

そ
の

他
の

団
体

の
場

合
、

法
人

そ
の

他
の

団
体

の
名

称
・

経
営

組
織

等
か

ら
研

究
を

主
体

と
す

る
組

織
か

営
利

組
織

か
を

判
別

す
る

。
 

ま
た

、
規

則
第

1
6
条

及
び

第
７

の
９

で
提

示
又

は
提

出
を

求
め

て
い

る
法

人
確

認

書
類

と
記

載
内

容
が

同
一

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

(
6
)
 
代

理
人

の
氏

名
、
生

年
月

日
及

び
住

所
（

代
理

人
が

提
供

依
頼

申
出

を
行

う
場

合
）

 

代
理

人
の

記
入

が
あ

り
、

代
理

人
に

よ
っ

て
提

供
依

頼
申

出
が

な
さ

れ
る

場
合

、

規
則

第
1
6
条

及
び

第
７

の
９

で
提

示
又

は
提

出
を

求
め

て
い

る
本

人
確

認
書

類
と

記

載
内

容
が

同
一

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

(
7
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
名

称
、

年
次

等
 

①
 

匿
名

デ
ー

タ
の

名
称

、
年

次
等

 

提
供

機
関

が
提

供
す

る
こ

と
を

公
表

し
て

い
る

匿
名

デ
ー

タ
の

名
称

、
年

次
等

が
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
利

用
目

的
で

あ
る

学
術

研
究

の
内

容
、

講
義

等
の

内
容

又
は

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
の

内
容

と
匿

名
デ

ー
タ

の
内

容
を

照
ら

し
合

わ
せ

て
不

必
要

と

判
断

さ
れ

る
匿

名
デ

ー
タ

が
含

ま
れ

て
い

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 ②
 

必
要

な
フ

ァ
イ

ル
数

 

原
則

と
し

て
複

写
は

、
電

子
計

算
機

の
ハ

ー
ド

デ
ィ

ス
ク

等
へ

の
イ

ン
ス

ト
ー

ル
な

ど
に

つ
い

て
、

１
回

限
り

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
別

途
記

載
さ

れ

 

 

 
2
6 

る
利

用
者

数
及

び
利

用
方

法
と

必
要

フ
ァ

イ
ル

数
と

の
関

係
で

齟
齬

が
な

い
こ

と

が
必

要
で

あ
る

。
 

特
に

１
件

の
提

供
依

頼
申

出
で

多
数

の
利

用
者

が
存

在
す

る
高

等
教

育
目

的
の

場
合

は
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 

(
8
)
 
利

用
目

的
 

直
接

の
利

用
目

的
が

学
術

研
究

の
利

用
、

直
接

の
利

用
目

的
が

高
等

教
育

の
利

用

又
は

利
用

目
的

が
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
利

用
の

い
ず

れ
で

あ
る

か
を

確
認

し
、

次
の

(
9
)
～

(
1
3
)
の

内
容

と
齟

齬
が

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

特
に

(
1
3
)
と

内
容

と
の

関
係

に
お

い
て

、
販

売
な

ど
金

銭
の

授
受

を
伴

い
、

当
該

利
用

が
明

ら
か

に
営

利
を

あ
げ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
場

合
は

、
直

接
の

利
用

目
的

を
学

術
研

究
や

高
等

教
育

又
は

利
用

目
的

を
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
い

ず
れ

に
し

て
い

て
も

認
め

な
い

。
 

 

(
9
)
 
研

究
内

容
の

名
称

、
内

容
等

（
利

用
目

的
が

学
術

研
究

の
場

合
）

 

①
 

学
術

研
究

の
名

称
、

目
的

及
び

必
要

性
 

審
査

で
は

、
当

該
学

術
研

究
の

重
要

度
や

有
用

性
を

評
価

す
る

も
の

で
は

な
い

が
、

匿
名

デ
ー

タ
を

提
供

す
る

学
術

研
究

と
し

て
の

、
公

益
性

、
す

な
わ

ち
社

会

通
念

的
に

適
当

と
認

め
ら

れ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

②
 

学
術

研
究

の
内

容
、

利
用

す
る

方
法

及
び

作
成

す
る

統
計

等
の

内
容

 

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

し
て

作
成

す
る

統
計

等
（

集
計

様
式

や
分

析
出

力
様

式
を

い
う

。
以

下
同

じ
。
）
が

当
該

学
術

研
究

内
容

及
び

利
用

す
る

方
法

か
ら

み
て

妥
当

な
も

の
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

③
 

研
究

の
実

施
期

間
 

成
果

の
公

表
時

期
、

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

期
間

と
の

関
係

で
齟

齬
が

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

(
1
0
)
 
高

等
教

育
機

関
及

び
学

部
学

科
の

名
称
（

直
接

の
利

用
目

的
が

高
等

教
育

の
場

合
）
 

高
等

教
育

の
利

用
に

供
す

る
こ

と
を

直
接

の
目

的
と

し
て

い
る

場
合

、
匿

名
デ

ー

タ
を

利
用

す
る

高
等

教
育

機
関

及
び

学
部

学
科

の
名

称
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

な
お

、
こ

の
場

合
、

記
載

さ
れ

た
学

校
や

学
部

学
科

が
実

際
に

存
在

し
、

提
供

依

頼
申

出
者

の
所

属
等

と
の

整
合

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

(
1
1
)
 
授

業
科

目
の

名
称

、
内

容
等

（
直

接
の

利
用

目
的

が
高

等
教

育
の

場
合

）
 

①
 

授
業

科
目

の
名

称
、

目
的

、
授

業
科

目
で

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

必
要

性
及

び
利

用
す

る
方

法
 

実
際

に
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
高

等
教

育
機

関
に

お
い

て
正

規
の

授
業

科
目
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2
7 

と
し

て
承

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

な
お

、
指

導
教

員
が

個
人

的
に

実
施

す
る

補
習

な
ど

は
高

等
教

育
機

関
と

し
て

の
高

等
教

育
活

動
と

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 

ま
た

、
当

該
授

業
科

目
に

お
い

て
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
必

要
性

が
認

め
ら

れ
、

そ
の

利
用

す
る

方
法

が
適

切
で

あ
る

こ
と

、
利

用
方

法
と

提
供

フ
ァ

イ
ル

数

に
齟

齬
が

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

②
 

授
業

科
目

の
内

容
及

び
作

成
す

る
統

計
等

の
内

容
 

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

し
て

演
習

を
行

う
場

合
な

ど
に

作
成

が
想

定
さ

れ
る

統
計

等
（

集
計

様
式

や
分

析
出

力
様

式
）

が
授

業
科

目
の

内
容

、
受

講
学

生
レ

ベ
ル

か

ら
見

て
妥

当
な

内
容

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

③
 

授
業

科
目

の
実

施
期

間
 

授
業

科
目

の
実

施
時

期
が

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

期
間

等
と

の
関

係
で

齟
齬

が
な

く
、
当

該
授

業
科

目
の

閉
講

ま
で

に
、
当

該
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
期

間
が

終
了

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

(
1
2
)
 
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
名

称
、
内

容
等
（

利
用

目
的

が
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
場

合
）

 

 
 

 
①

 
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
名

称
、

目
的

及
び

必
要

性
 

審
査

で
は

、
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
重

要
度

や
有

用
性

を
評

価
す

る
も

の
で

は
な

い
が

、
匿

名
デ

ー
タ

を
提

供
す

る
も

の
と

し
て

の
公

益
性

が
認

め
ら

れ
、

そ
の

内
容

が
国

際
比

較
事

業
を

行
う

こ
と

に
よ

る
国

際
社

会
に

お
け

る
我

が
国

の

利
益

の
増

進
及

び
国

際
経

済
社

会
の

健
全

な
発

展
に

資
す

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

 
 

 
②

 
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
内

容
、

利
用

す
る

方
法

 

当
該

事
業

の
内

容
と

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

方
法

に
整

合
性

が
あ

り
、

事
業

の
内

容
が

国
際

社
会

に
お

け
る

我
が

国
の

利
益

の
増

進
及

び
国

際
経

済
社

会
の

発

展
に

資
す

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
事

業
形

態
及

び
外

部
委

託
の

有
無

に
つ

い
て

も
確

認
し

、
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
場

所
及

び
保

管
場

所
（

後
述

(
1
6
)
）

等
と

絡
め

て
匿

名
デ

ー
タ

の
取

扱
い

に
問

題
が

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

加
え

て
、

外
国

政
府

等
か

ら
提

供
を

受
け

て
い

る
又

は
受

け
る

見
込

み
が

確
実

で
あ

る
調

査
票

情
報

等
と

照
ら

し
合

わ
せ

て
整

合
的

な
内

容
と

な
っ

て
い

る
こ

と

が
必

要
で

あ
る

。
 

  
 

 
③

 
作

成
す

る
統

計
等

の
内

容
 

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

し
て

作
成

す
る

国
際

比
較

を
行

う
上

で
必

要
な

統
計

等
が

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
の

内
容

及
び

利
用

す
る

方
法

か
ら

み
て

妥
当

な
も

の

 

 

 
2
8 

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

  
 

 
④

 
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
実

施
期

間
 

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
の

実
施

期
間

が
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
期

間
等

と
の

関
係

で
齟

齬
が

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

な
お

、
期

間
未

定
の

申
出

は
認

め
な

い
。

 

  
 

 
⑤

 
調

査
票

情
報

等
の

内
容

（
提

供
依

頼
申

出
者

が
我

が
国

の
加

盟
す

る
国

際
機

関

以
外

で
あ

る
場

合
）

 

外
国

政
府

等
か

ら
提

供
を

受
け

て
い

る
調

査
票

情
報

等
が

、
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
し

て
作

成
す

る
国

際
比

較
を

行
う

統
計

か
ら

み
て

妥
当

な
も

の
で

あ
る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

、
提

供
す

る
匿

名
デ

ー
タ

の
情

報
と

国
際

比
較

可
能

な
情

報
が

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
具

体
的

に
は

事
業

の
内

容
と

外
国

政
府

等
か

ら
提

供

さ
れ

た
調

査
票

情
報

等
の

説
明

に
整

合
性

が
認

め
ら

れ
る

か
確

認
し

、
内

容
が

不

明
で

あ
る

場
合

は
必

要
に

応
じ

て
関

連
す

る
資

料
の

提
出

等
に

よ
り

確
認

す
る

こ

と
と

す
る

。
 

  
 

 
⑥

 
支

援
の

内
容

（
提

供
依

頼
申

出
者

が
我

が
国

の
加

盟
す

る
国

際
機

関
以

外
で

あ

る
場

合
）

 

公
的

機
関

又
は

外
国

政
府

等
か

ら
提

供
を

受
け

て
い

る
支

援
の

内
容

が
、

職
員

の
派

遣
、

資
金

の
提

供
若

し
く

は
建

物
そ

の
他

の
施

設
の

提
供

、
機

器
等

の
貸

与

な
ど

に
該

当
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

提
供

依
頼

申
出

者

の
公

益
性

を
確

認
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

内
容

が
不

明
で

あ
る

場
合

は
必

要

に
応

じ
て

具
体

的
な

支
援

の
内

容
が

示
さ

れ
た

書
類

を
添

付
さ

せ
る

な
ど

に
よ

り

対
応

す
る

こ
と

と
す

る
。

 

 

(
1
3
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
す

べ
て

の
利

用
目

的
 

学
術

研
究

、
高

等
教

育
又

は
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

に
対

す
る

具
体

的
な

利

用
目

的
が

す
べ

て
記

載
さ

れ
前

述
の

「
利

用
目

的
」

と
齟

齬
が

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
成

果
物

の
公

表
や

普
及

も
利

用
目

的
に

含
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
少

な
く

と

も
公

表
に

関
す

る
事

項
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

さ
ら

に
、

営
利

目
的

と
考

え
ら

れ
る

利
用

目
的

が
記

載
さ

れ
て

い
る

場
合

、
学

術

研
究

の
成

果
、

高
等

教
育

の
内

容
又

は
国

際
比

較
統

計
の

利
用

成
果

等
の

公
表

後
に

こ
れ

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

学
術

研
究

又
は

高
等

教
育

を
直

接
の

目
的

と
す

る
こ

と
、

若
し

く
は

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
を

目
的

と
す

る
こ

と
に

該
当

す
る

前
提

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、
そ

の
前

後
関

係
に

つ
い

て
確

認
を

行
う

も
の

と
す

る
。
 

 

(
1
4
)
 
公

表
の

方
法
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2
9 

学
術

研
究

目
的

の
場

合
は

、
学

術
論

文
等

の
形

で
研

究
の

成
果

が
公

表
さ

れ
る

予

定
、

高
等

教
育

目
的

の
場

合
は

、
高

等
教

育
の

内
容

が
公

表
さ

れ
る

予
定

、
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
場

合
は

、
我

が
国

が
加

盟
し

て
い

る
国

際
機

関
で

は
匿

名

デ
ー

タ
を

用
い

て
行

っ
た

国
際

比
較

の
利

用
結

果
が

、
ま

た
、

我
が

国
が

加
盟

し
て

い
る

国
際

機
関

以
外

で
は

匿
名

デ
ー

タ
を

用
い

て
行

っ
た

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
の

提
供

状
況

が
公

表
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

ま
た

、
公

表
予

定
日

が
記

載
さ

れ
、

当
該

予
定

日
が

利
用

期
間

と
比

較
し

て
整

合

し
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

(
1
5
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
希

望
年

月
日

及
び

当
該

年
月

日
を

希
望

す
る

理
由

 

提
供

希
望

年
月

日
が

そ
の

利
用

目
的

、
利

用
方

法
か

ら
み

て
妥

当
で

あ
る

こ
と

及

び
提

供
機

関
等

が
対

応
可

能
で

あ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

(
1
6
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
場

所
、

利
用

す
る

環
境

、
保

管
場

所
及

び
管

理
方

法
 

次
の

①
～

⑦
の

要
件

を
す

べ
て

満
た

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

①
  

匿
名

デ
ー

タ
が

持
ち

出
さ

れ
な

い
よ

う
に

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

（
匿

名
デ

ー
タ

フ
ァ

イ
ル

の
保

管
を

含
む

。
以

下
同

じ
。
）

す
る

場
所

に
つ

い
て

は
、

施
錠

可
能

な
物

理
的

な
場

所
に

限
定

さ
れ

る
こ

と
。

ま
た

、
利

用
場

所
か

ら
匿

名
デ

ー
タ

が

取
り

外
し

可
能

な
外

部
記

憶
装

置
等

に
転

送
さ

れ
る

な
ど

に
よ

り
持

ち
出

さ
れ

な
い

こ
と

。
 

 

②
  

匿
名

デ
ー

タ
が

、
限

定
さ

れ
た

媒
体

に
格

納
さ

れ
、

当
該

限
定

さ
れ

た
媒

体
が

施
錠

可
能

な
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
等

で
保

管
さ

れ
る

こ
と

。
 

な
お

、
保

管
場

所
は

利
用

場
所

と
同

一
で

あ
る

こ
と

が
好

ま
し

く
、

分
散

す
る

場
合

は
、

そ
の

理
由

が
妥

当
で

あ
る

こ
と

。
 

 

③
  

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

時
に

上
記

①
の

利
用

場
所

に
存

在
す

る
者

が
制

限
さ

れ

又
は

何
ら

か
の

確
認

行
為

が
行

わ
れ

る
こ

と
。

 

 

④
  

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

時
の

情
報

シ
ス

テ
ム

の
環

境
と

し
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
の

外
部

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
し

た
状

態
で

は
な

い
こ

と
。

 

 

⑤
  

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

に
、

 

・
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ウ
イ

ル
ス

対
策

 

・
 

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ホ
ー

ル
対

策
 

・
 

識
別

及
び

主
体

認
証

対
策

 

・
 

ス
ク

リ
ー

ン
ロ

ッ
ク

等
の

不
正

操
作

対
策

 

が
図

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

⑥
  

外
部

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
す

る
可

能
性

の
あ

る
電

子
計

算
機

や
利

用
者

以

 

 

 
3
0 

外
の

者
が

使
用

す
る

電
子

計
算

機
に

匿
名

デ
ー

タ
及

び
中

間
生

成
物

（
匿

名
デ

ー

タ
の

個
々

の
情

報
が

判
別

で
き

る
も

の
に

限
る

。
以

下
同

じ
。
）

を
残

留
さ

せ
な

い
こ

と
。

ま
た

、
利

用
者

以
外

の
者

が
匿

名
デ

ー
タ

及
び

中
間

生
成

物
を

保
管

し

て
い

る
電

子
計

算
機

に
ア

ク
セ

ス
で

き
な

い
よ

う
に

制
御

さ
れ

た
情

報
シ

ス
テ

ム
の

環
境

で
あ

る
こ

と
。

 

 

⑦
  

提
供

さ
れ

る
匿

名
デ

ー
タ

に
加

え
、

集
計

作
業

等
に

よ
っ

て
生

成
さ

れ
る

匿
名

デ
ー

タ
を

含
む

中
間

生
成

物
及

び
廃

棄
物

に
つ

い
て

も
、

漏
え

い
等

事
故

を
防

止

す
る

た
め

に
適

正
な

管
理

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

。
 

 
 
 
 
 ま

た
、

集
計

処
理

等
に

つ
い

て
外

部
委

託
を

行
う

場
合

で
、

そ
の

利
用

又
は

保
管

が
委

託
先

で
行

わ
れ

る
場

合
に

つ
い

て
も

、
①

～
⑦

の
要

件
を

満
た

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

委
託

契
約

書
等

に
お

い
て

確
認

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 な
お

、
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
場

所
が

日
本

国
外

で
あ

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
匿

名

デ
ー

タ
の

使
用

に
関

す
る

安
全

性
の

確
保

の
観

点
か

ら
次

の
⑧

か
ら

⑪
の

要
件

の
い

ず
れ

か
を

満
た

す
場

合
に

提
供

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
⑧

 
提

供
機

関
等

に
十

分
な

旅
費

予
算

が
確

保
さ

れ
て

お
り

、
当

該
旅

費
に

お
い

て

国
外

利
用

に
お

け
る

監
査

を
行

う
こ

と
が

可
能

で
あ

る
場

合
 

 ⑨
 

二
以

上
の

外
国

政
府

等
か

ら
調

査
票

情
報

等
の

提
供

を
受

け
、

か
つ

、
公

的
機

関
若

し
く

は
一

以
上

の
外

国
政

府
等

か
ら

職
員

の
派

遣
、

資
金

の
提

供
等

の
支

援

を
受

け
て

お
り

、
か

つ
、

上
記

提
供

及
び

支
援

を
直

近
過

去
５

年
間

継
続

し
て

受

け
て

お
り

、
監

査
を

行
わ

な
く

て
も

情
報

管
理

に
関

し
十

分
に

信
頼

に
足

り
る

と

判
断

さ
れ

る
組

織
等

か
ら

の
申

出
で

あ
る

場
合

 
 

⑩
 

我
が

国
の

職
員

が
提

供
依

頼
申

出
者

の
属

す
る

機
関

に
出

向
し

て
お

り
、
当

該
職

員
に

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

状
況

を
確

認
し

て
も

ら
え

る
よ

う
依

頼
を

行
う

こ
と

が

可
能

で
あ

る
場

合
 

 
⑪

 
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
を

受
け

た
者

又
は

法
人

そ
の

他
の

団
体

の
職

員
が

、
匿

名

デ
ー

タ
の

利
用

期
間

中
に

提
供

機
関

等
を

訪
問

し
、

当
該

訪
問

時
に

お
い

て
、

提

供
機

関
等

が
利

用
状

況
等

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
場

合
 

 

(
1
7
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
期

間
 

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

期
間

が
研

究
計

画
、

授
業

科
目

の
実

施
期

間
又

は
国

際
比

較

統
計

利
活

用
事

業
の

目
的

内
容

か
ら

見
て

必
要

最
小

限
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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3
1 

(
1
8
)
 
匿

名
デ

ー
タ

を
取

り
扱

う
者

全
員

の
氏

名
、

所
属

及
び

職
名

 

目
的

、
研

究
内

容
、

授
業

科
目

又
は

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
の

内
容

か
ら

判

断
し

、
利

用
者

（
提

供
依

頼
申

出
者

を
含

む
）

全
員

に
つ

い
て

氏
名

、
所

属
が

記
載

さ
れ

、
そ

れ
が

最
小

限
に

限
ら

れ
て

お
り

不
要

な
者

が
含

ま
れ

て
い

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

な
お

、
利

用
者

は
具

体
的

に
記

載
す

る
こ

と
と

し
、
「

○
○

部
に

所
属

す
る

職
員

」

と
記

載
す

る
等

、
提

供
機

関
等

に
お

い
て

、
利

用
者

の
人

数
及

び
具

体
の

個
々

人
が

特
定

で
き

な
い

記
述

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 

さ
ら

に
、

集
計

を
外

部
委

託
す

る
場

合
は

当
該

委
託

先
の

職
員

の
氏

名
が

記
載

さ

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
利

用
者

が
、

第
1
8
に

定
め

る
提

供
禁

止
措

置
の

対
象

と
な

っ
て

お
り

、
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
期

間
の

一
部

で
も

禁
止

措
置

期
間

と
重

な
る

場
合

は
、

利
用

を
認

め
な

い
。

 

 

(
1
9
)
 
現

に
提

供
を

受
け

て
い

る
又

は
今

後
提

供
を

依
頼

す
る

予
定

の
あ

る
他

の
調

査

票
情

報
又

は
匿

名
デ

ー
タ

 

審
査

対
象

の
匿

名
デ

ー
タ

と
当

該
欄

に
記

載
さ

れ
た

調
査

票
情

報
又

は
匿

名
デ

ー

タ
を

同
時

に
利

用
さ

れ
た

場
合

で
も

、
調

査
対

象
者

が
特

定
さ

れ
る

恐
れ

が
あ

る
情

報
を

有
し

て
い

な
い

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

(
2
0
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
方

法
（

提
供

媒
体

）
 

提
供

機
関

等
が

実
際

に
提

供
可

能
な

媒
体

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

(
2
1
)
 
送

付
に

よ
る

提
供

希
望

 

送
付

に
よ

る
提

供
の

希
望

の
有

無
が

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

(
2
2
)
 
そ

の
他

必
要

な
事

項
 

(
1
)
～

(
2
1
)
以

外
に

、
提

供
機

関
等

に
お

い
て

設
定

し
た

審
査

事
項

が
あ

る
場

合
、

そ
の

承
認

基
準

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

４
 

提
供

依
頼

申
出

書
の

修
正

・
再

提
出

 

提
供

依
頼

申
出

書
の

記
載

内
容

又
は

添
付

資
料

に
不

備
が

あ
る

場
合

、
提

供
機

関
等

は
規

則
第

1
6
条

に
よ

り
、

提
供

依
頼

申
出

者
に

対
し

そ
の

修
正

・
再

提
出

を
求

め
る

。
 

  第
９

 
手

数
料

の
積

算
 

手
数

料
の

積
算

は
、

提
供

依
頼

申
出

書
等

の
審

査
の

結
果

、
提

供
可

能
と

判
断

さ
れ

た
場

合
に

行
う

。
 

積
算

方
法

は
令

第
1
3
条

第
2
項

に
基

づ
き

、
次

の
①

～
④

を
す

べ
て

加
え

た
額

と
す

る
。

 

①
 

基
本

料
金

 
1
,
8
5
0
円

 

 

 

 
3
2 

②
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

フ
ァ

イ
ル

数
 

×
 

8
,
5
0
0
円

 

③
 

格
納

す
る

媒
体

 

・
 

F
D
 

１
枚

：
5
0
円

 
×

 
必

要
枚

数
 

・
 

C
D
-
R
 

１
枚

：
1
0
0
円

 
×

 
必

要
枚

数
 

・
 

D
V
D
-
R
 

１
枚

：
1
2
0
円

 
×

 
必

要
枚

数
 

④
 

送
付

を
求

め
る

場
合

（
書

留
等

料
金

）
 

  第
1
0
 

審
査

結
果

の
通

知
等

 

提
供

機
関

等
は

、
規

則
第

1
6
条

に
よ

り
準

用
す

る
第

1
2
条

第
１

項
に

基
づ

き
、

提
供

依
頼

申
出

書
の

審
査

結
果

を
、

学
術

研
究

目
的

、
高

等
教

育
目

的
の

場
合

は
申

出
の

受
付

か
ら

1
4

日
以

内
に

、
ま

た
、

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
の

場
合

に
お

い
て

は
、

双
方

で
合

意
し

た

期
限

以
内

に
、

提
供

依
頼

申
出

者
に

対
し

文
書

に
よ

り
通

知
す

る
。

 

 １
 

提
供

依
頼

申
出

を
承

諾
す

る
場

合
 

別
紙

様
式

第
４

号
を

参
考

と
し

て
提

供
機

関
等

が
定

め
る

様
式

に
よ

る
承

諾
通

知
書

に
次

の
事

項
を

記
載

の
う

え
通

知
す

る
。

 

・
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
行

う
旨

 

・
 

手
数

料
の

額
 

・
 

手
数

料
の

納
付

方
法

 

・
 

手
数

料
の

納
付

期
限

 

・
 

提
供

予
定

時
期

（
手

数
料

の
納

付
か

ら
○

日
後

等
の

設
定

も
可

）
 

・
 

そ
の

他
提

供
機

関
等

が
必

要
と

認
め

る
事

項
 

・
 

納
付

さ
れ

た
手

数
料

は
返

却
し

な
い

旨
 

ま
た

、
提

供
依

頼
申

出
者

に
対

し
て

総
務

省
告

示
で

定
め

る
依

頼
書

（
別

紙
様

式
第

６
－

１
～

３
号

）
及

び
別

紙
様

式
第

７
号

、
第

８
号

を
参

考
と

し
て

提
供

機
関

等
が

定
め

る
様

式
に

よ
る

利
用

条
件
（

利
用

規
約

）
及

び
誓

約
書

の
送

付
又

は
こ

れ
ら

の
様

式
を

入

手
す

る
こ

と
が

で
き

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
を

連
絡

す
る

。
 

 

２
 

提
供

依
頼

申
出

を
承

諾
し

な
い

場
合

 

別
紙

様
式

第
５

号
を

参
考

と
し

て
提

供
機

関
等

が
定

め
る

様
式

に
よ

る
不

承
諾

通
知

書
に

そ
の

理
由

を
記

載
し

て
提

供
依

頼
申

出
者

に
通

知
す

る
。

 

  第
1
1
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

依
頼

書
の

提
出

と
手

数
料

の
納

付
 

１
 

依
頼

書
の

提
出

 

提
供

依
頼

申
出

が
承

諾
さ

れ
た

提
供

依
頼

申
出

者
は

、
令

第
1
3
条

及
び

規
則

第
1
6
条

に
基

づ
き

、
総

務
省

告
示

で
定

め
る

依
頼

書
（

別
紙

様
式

第
６

－
１

～
３

号
）

及
び

別

紙
様

式
第

８
号

を
参

考
と

し
て

提
供

機
関

等
が

定
め

る
様

式
に

よ
る

利
用

条
件

（
利

用

規
約

）
を

遵
守

す
る

旨
記

載
し

た
誓

約
書

を
提

出
す

る
。
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3
3 

 

２
 

誓
約

書
 

別
紙

様
式

第
７

号
を

参
考

と
し

て
提

供
機

関
等

が
定

め
る

様
式

に
よ

る
利

用
条

件

（
利

用
規

約
）

に
記

載
す

る
内

容
を

利
用

者
全

員
が

利
用

条
件

（
利

用
規

約
）

を
遵

守

す
る

旨
記

載
し

署
名

又
は

記
名

押
印

し
た

も
の

を
誓

約
書

と
す

る
。

な
お

、
遵

守
内

容

が
書

面
上

明
確

に
な

る
よ

う
に

利
用

条
件

（
利

用
規

約
）

及
び

誓
約

書
は

一
体

と
し

て

提
出

さ
せ

る
こ

と
と

す
る

。
 

 

３
 

手
数

料
の

納
付

 

提
供

依
頼

申
出

者
は

、
第

1
0
に

示
す

承
諾

通
知

書
に

よ
り

提
供

機
関

等
か

ら
通

知
さ

れ
た

手
数

料
の

額
を

、
通

知
さ

れ
た

納
付

方
法

に
よ

り
、

提
供

機
関

等
に

納
付

す
る

。
 

 

(
1
)
 
収

入
印

紙
に

よ
る

場
合

 

通
知

さ
れ

た
手

数
料

の
額

の
収

入
印

紙
を

依
頼

書
に

貼
付

し
、

行
政

機
関

に
提

出

す
る

こ
と

に
よ

り
納

付
す

る
。

 

行
政

機
関

は
、

依
頼

書
に

貼
付

さ
れ

た
額

面
が

通
知

し
た

手
数

料
の

額
と

一
致

し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
、

収
入

印
紙

に
検

印
を

押
す

。
 

収
入

印
紙

の
消

印
は

、
額

面
等

が
確

認
で

き
る

範
囲

に
お

い
て

、
剥

離
、

再
利

用

が
で

き
な

い
よ

う
、

鉛
筆

以
外

の
方

法
で

依
頼

書
と

収
入

印
紙

に
ま

た
が

る
よ

う
確

実
に

行
い

、
更

に
は

穿
孔

等
の

措
置

を
施

す
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

な
お

、
収

入
印

紙
が

添
付

さ
れ

た
依

頼
書

は
、

行
政

機
関

の
文

書
管

理
規

程
に

基

づ
く

保
存

年
限

の
間

保
存

す
る

。
 

ま
た

、
毎

年
度

、
財

務
省

（
主

計
局

総
務

課
歳

入
・

国
債

係
）

か
ら

各
府

省
会

計

課
を

通
し

て
な

さ
れ

る
実

績
報

告
の

依
頼

に
お

い
て

、
対

象
年

度
の

手
数

料
納

付
額

を
報

告
す

る
。

 

 

(
2
)
 
現

金
に

よ
る

場
合

 

提
供

機
関

等
か

ら
第

1
0
に

示
す

通
知

を
行

う
際

に
、

併
せ

て
納

入
告

知
書

を
送

付

し
、

提
供

依
頼

申
出

者
は

当
該

納
入

告
知

書
に

よ
り

現
金

を
納

付
す

る
。

 

 

(
3
)
 
手

数
料

の
返

却
措

置
 

依
頼

書
の

提
出

・
手

数
料

納
付

後
、

や
む

を
得

ぬ
事

情
に

よ
り

匿
名

デ
ー

タ
の

提

供
が

行
え

な
く

な
っ

た
場

合
に

、
提

供
機

関
等

に
お

い
て

当
該

事
務

に
着

手
し

て
お

ら
ず

、
か

つ
、

提
供

機
関

等
及

び
提

供
利

用
申

出
者

の
間

で
相

互
に

承
諾

さ
れ

た
場

合
に

は
、

次
の

方
法

に
よ

り
手

数
料

を
返

却
す

る
。
（

各
府

省
会

計
担

当
と

相
談

し
、

当
該

手
続

に
つ

い
て

も
、

事
前

に
確

認
し

て
お

く
こ

と
。
）

 

 

 

 

 
3
4 

①
 

収
入

印
紙

の
場

合
 

ア
）
収

入
印

紙
の

検
印

が
押

さ
れ

て
い

な
け

れ
ば

、
そ

の
ま

ま
検

印
を

押
さ

ず
に

、

依
頼

書
を

返
却

す
る

。
 

イ
）

賠
償

償
還

払
戻

金
と

し
て

償
還

手
続

を
と

る
。

 

 

②
 

現
金

の
場

合
 

賠
償

償
還

払
戻

金
と

し
て

償
還

手
続

を
と

る
。

 

 

４
 

著
作

権
 

依
頼

書
の

提
出

を
受

け
る

際
、

提
供

依
頼

申
出

者
が

匿
名

デ
ー

タ
を

使
っ

て
作

成
し

た
統

計
に

対
す

る
著

作
権

を
主

張
し

な
い

旨
を

記
し

た
誓

約
書

の
提

出
を

求
め

る
。

 

 

５
 

秘
密

の
保

全
 

学
術

研
究

の
内

容
、
作

成
す

る
統

計
等

の
内

容
な

ど
は

、
学

術
研

究
を

行
う

者
に

と
っ

て
秘

密
に

該
当

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
利

用
実

績
報

告
書

の
提

出
を

受
け

る

ま
で

の
間

は
、

提
供

機
関

等
は

、
提

出
を

受
け

た
書

類
等

の
内

容
は

非
公

開
情

報
と

し

て
取

り
扱

う
。

 

な
お

、
利

用
実

績
報

告
書

の
提

出
を

受
け

る
前

に
、

提
出

を
受

け
た

書
類

等
の

内
容

に
つ

い
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る
な

ど
を

行
う

場
合

は
、

提
供

依
頼

申
出

者
の

了

解
を

得
て

行
う

。
 

  第
1
2
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

 

１
 

提
供

時
期

 

第
1
0
に

示
す

承
諾

通
知

書
に

よ
り

提
示

し
た

提
供

予
定

期
間

内
に

速
や

か
に

提
供

す

る
。
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

提
供

が
遅

れ
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

場
合

は
、
速

や
か

に
提

供
依

頼
申

出
者

に
通

知
す

る
。

 

 ２
 

提
供

窓
口

 

匿
名

デ
ー

タ
は

、
提

供
依

頼
申

出
書

を
受

理
し

た
提

供
機

関
等

の
提

供
窓

口
か

ら
提

供
依

頼
申

出
者

に
提

供
す

る
。

 

 

３
 

提
供

手
段

 

匿
名

デ
ー

タ
は

、
①

提
供

す
る

媒
体

の
書

留
等

に
よ

る
送

付
又

は
②

提
供

窓
口

に
お

け
る

直
接

の
受

け
渡

し
、

の
う

ち
提

供
依

頼
申

出
者

が
提

供
依

頼
申

出
書

に
記

載
し

た

方
法

に
よ

り
提

供
す

る
。

 

な
お

、
提

供
す

る
匿

名
デ

ー
タ

は
、

暗
号

化
し

パ
ス

ワ
ー

ド
を

付
与

す
る

こ
と

等
に

よ
り

保
護

す
る

。
 

ま
た

、
提

供
用

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

に
際

し
て

は
、

万
が

一
漏

洩
し

た
場

合
の

漏
洩

経
路

を
特

定
す

る
た

め
に

、
匿

名
デ

ー
タ

の
フ

ァ
イ

ル
ご

と
に

デ
ー

タ
の

ソ
ー

ト
順

を
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3
5 

変
え

る
、

一
連

番
号

を
変

え
る

等
の

対
応

を
行

っ
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

  第
1
3
 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

・
提

供
を

外
部

委
託

す
る

場
合

の
留

意
事

項
 

１
 

法
第

3
7
条

に
基

づ
き

、
提

供
事

務
の

全
部

を
委

託
す

る
場

合
 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
は

、
提

供
依

頼
申

出
書

の
審

査
結

果
を

提
供

依
頼

申
出

者
に

通
知

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
旨

を
委

託
元

に
報

告
す

る
。

 

な
お

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

及
び

受
託

独
立

行
政

法
人

等
に

事
務

の
全

部
委

託
を

行
う

提
供

機
関

は
、

受
託

独
立

行
政

法
人

等
か

ら
委

託
元

で
あ

る
当

該
提

供
機

関
へ

の

報
告

の
タ

イ
ミ

ン
グ

・
内

容
等

に
つ

い
て

あ
ら

か
じ

め
調

整
の

上
、

事
務

処
理

要
綱

等

に
規

定
す

る
。

 

 

２
 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

や
提

供
の

一
部

事
務

を
民

間
に

委
託

す
る

場
合

 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

や
複

写
作

業
な

ど
の

一
部

事
務

を
民

間
委

託
す

る
場

合
の

事
務

処
理

は
、

通
常

、
提

供
機

関
等

が
調

査
票

情
報

に
係

る
処

理
に

つ
い

て
民

間
業

者
と

委

託
契

約
を

締
結

す
る

場
合

の
規

約
に

準
じ

る
も

の
と

し
、「

調
査

票
情

報
等

の
管

理
及

び

情
報

漏
え

い
等

の
対

策
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」（

平
成

2
1
年

２
月

６
日

総
務

省
政

策

統
括

官
（

統
計

基
準

担
当

）
決

定
）

及
び

「
統

計
調

査
に

お
け

る
民

間
事

業
者

の
活

用

に
係

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」（

平
成

1
7
年

３
月

3
1
日

各
府

省
統

計
主

管
課

長
等

会
議

申
合

せ
）

を
踏

ま
え

、
秘

密
の

保
護

、
適

正
管

理
等

に
関

す
る

誓
約

書
の

提
出

、
法

規
定

の
遵

守

の
徹

底
と

と
も

に
、

調
査

票
情

報
の

取
扱

い
等

に
つ

い
て

契
約

事
項

と
し

て
定

め
る

こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

  第
1
4
 

提
供

依
頼

申
出

書
の

記
載

事
項

等
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

 

１
 

総
論

 

提
供

機
関

等
の

承
諾

が
な

さ
れ

た
提

供
依

頼
申

出
書

に
係

る
記

載
事

項
に

つ
い

て
、

提
供

依
頼

申
出

者
の

都
合

に
よ

り
変

更
が

生
じ

た
場

合
は

、
次

の
と

お
り

対
応

す
る

。
 

 

①
 

提
供

機
関

等
が

認
め

た
利

用
目

的
、

要
件

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
と

判
断

さ
れ

る

利
用

者
の

人
事

異
動

等
に

伴
う

所
属

・
連

絡
先

、
姓

に
変

更
が

生
じ

た
場

合
等

は
、

提
供

依
頼

申
出

者
は

別
紙

様
式

第
９

号
を

参
考

と
し

て
提

供
機

関
等

が
定

め
る

様
式

に
よ

る
所

属
等

変
更

届
出

書
に

変
更

事
項

を
記

載
の

上
、

直
ち

に
提

供
機

関
等

へ
届

け
出

る
。

 

 

②
 

①
以

外
の

場
合

は
、

再
度

審
査

を
行

う
必

要
が

あ
る

も
の

と
し

、
原

則
と

し
て

改

め
て

提
供

依
頼

申
出

書
の

提
出

を
求

め
る

。
こ

の
場

合
、

既
に

納
付

さ
れ

た
手

数
料

は
返

還
し

な
い

。
 

な
お

、
提

供
依

頼
申

出
書

に
記

載
事

項
の

う
ち

１
項

目
の

み
変

更
す

る
場

合
は

、

記
載

事
項

変
更

申
出

書
（

別
紙

様
式

第
1
1
号

を
参

考
と

し
て

提
供

機
関

等
が

定
め

る

 

 

 
3
6 

様
式

に
よ

る
。

以
下

同
じ

。
）

に
よ

り
申

出
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

（
利

用
期

間
の

延

長
に

関
す

る
も

の
を

除
く

。
）
。

 

記
載

事
項

の
変

更
の

申
出

を
受

け
た

提
供

機
関

等
は

当
該

申
出

の
審

査
を

第
８

の

３
に

準
じ

て
行

い
、

そ
の

承
諾

・
不

承
諾

に
つ

い
て

別
紙

様
式

第
1
2
号

及
び

1
3
号

を

参
考

と
し

て
提

供
機

関
等

が
定

め
る

提
供

依
頼

申
出

書
の

記
載

事
項

変
更

に
係

る
承

諾
通

知
書

、
提

供
依

頼
申

出
書

の
記

載
事

項
変

更
に

係
る

不
承

諾
通

知
書

に
よ

り
提

供
依

頼
申

出
者

に
通

知
す

る
。

 

 

２
 

利
用

者
の

変
更

 

利
用

者
の

変
更

に
つ

い
て

は
次

の
と

お
り

対
応

す
る

。
 

 

(
1
)
 
利

用
者

の
除

外
 

利
用

者
か

ら
除

外
さ

れ
る

者
が

生
じ

た
場

合
は

、
記

載
事

項
変

更
申

出
書

に
よ

り

届
出

手
続

を
行

い
、
除

外
さ

れ
る

利
用

者
が

個
別

に
利

用
し

て
い

た
匿

名
デ

ー
タ

が
存

在
す

る
場

合
は

提
供

機
関

等
へ

の
返

却
ま

で
の

間
、
提

供
依

頼
申

出
者

が
適

切
に

管
理

し
、

他
の

匿
名

デ
ー

タ
の

返
却

時
に

併
せ

て
第

1
6
に

基
づ

い
た

返
却

を
行

う
。

 

 

(
2
)
 
利

用
者

の
追

加
 

利
用

者
の

追
加

の
必

要
が

生
じ

た
場

合
は

、
記

載
事

項
変

更
申

出
書

に
よ

り
申

出

手
続

を
行

う
こ

と
と

し
、
提

供
機

関
等

は
追

加
す

る
理

由
が

妥
当

か
ど

う
か

等
に

つ
い

て
第

８
の

３
(
1
6
)
に

準
拠

し
て

審
査

を
行

い
、
そ

の
結

果
を

第
1
0
の

取
扱

い
に

準
じ

て

提
供

依
頼

申
出

者
に

通
知

す
る

。
 

上
記

通
知

後
、

依
頼

書
及

び
誓

約
書

（
追

加
の

者
だ

け
）

の
提

出
を

も
っ

て
、

匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
を

行
う

。
 

な
お

、
手

数
料

は
第

９
の

②
～

④
の

額
の

合
計

額
を

納
付

す
る

。
 

 

(
3
)
 
利

用
者

の
交

代
 

利
用

者
が

交
代

す
る

場
合

は
、

交
代

前
に

記
載

事
項

変
更

申
出

書
に

よ
り

申
出

手

続
を

行
う

こ
と

と
し

、
提

供
機

関
等

は
交

代
理

由
が

妥
当

か
ど

う
か

審
査

を
行

い
、
そ

の
結

果
を

第
1
0
の

取
扱

い
に

準
じ

て
提

供
依

頼
申

出
者

に
通

知
す

る
。

 

妥
当

と
認

め
ら

れ
る

場
合

で
、

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

フ
ァ

イ
ル

数
に

変
更

が
な

い

場
合

、
誓

約
書

（
変

更
す

る
者

の
み

）
の

提
出

だ
け

で
利

用
を

認
め

る
こ

と
と

す
る

。
 

な
お

、
こ

の
取

扱
い

は
、

提
供

す
る

利
用

者
に

係
る

欄
以

外
の

利
用

目
的

そ
の

他

の
事

項
に

つ
い

て
一

切
の

変
更

が
な

い
こ

と
を

前
提

と
す

る
。（

こ
れ

ら
の

事
項

が
変

更
と

な
る

場
合

は
、

改
め

て
提

供
依

頼
申

出
書

に
よ

る
申

出
を

行
う

。
）

 

 

３
 

利
用

期
間

の
延

長
 

(
1
)
 
延

長
申

出
書

の
提

出
 

提
供

依
頼

申
出

者
は

、
や

む
を

得
な

い
合

理
的

な
理

由
に

よ
り

利
用

期
間

の
延

長

を
希

望
す

る
場

合
、

延
長

が
必

要
な

理
由

及
び

希
望

す
る

必
要

最
低

限
の

延
長

期
間

匿名データの作成・提供に係るガイドライン
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3
7 

を
記

載
し

た
別

紙
様

式
第

1
0
号

を
参

考
と

し
て

提
供

機
関

等
が

定
め

る
様

式
に

よ
る

延
長

申
出

書
を

提
供

機
関

等
に

提
出

す
る

。
 

ま
た

、
利

用
目

的
が

学
術

研
究

で
あ

る
場

合
又

は
高

等
教

育
で

あ
る

場
合

に
お

い

て
、

延
長

の
承

諾
は

１
回

限
り

と
し

、
延

長
の

申
出

が
あ

っ
た

場
合

に
は

こ
の

旨
を

提
供

依
頼

申
出

者
に

伝
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
な

お
、

利
用

目
的

が
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

で
あ

る
場

合
に

お
い

て
は

、
事

業
の

期
間

が
長

期
に

わ
た

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

延
長

の
承

諾
回

数
に

制
限

は
設

け
な

い
こ

と
と

す
る

。
 

 

(
2
)
 
延

長
の

申
出

の
審

査
基

準
 

延
長

申
出

書
が

提
出

さ
れ

た
場

合
、
提

供
機

関
等

は
次

の
審

査
基

準
に

よ
り

審
査

を

行
う

。
な

お
、

承
認

要
件

は
次

の
基

準
を

す
べ

て
満

た
す

こ
と

で
あ

る
。

 

・
 

延
長

す
る

こ
と

が
や

む
を

得
な

い
と

判
断

さ
れ

る
合

理
的

な
理

由
が

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

 

・
 

利
用

目
的

、
利

用
者

の
範

囲
、

場
所

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
要

件
な

ど
利

用
期

間
以

外
の

変
更

が
一

切
な

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

 

・
 

延
長

理
由

か
ら

判
断

し
て

、
延

長
の

期
間

が
最

低
限

度
に

限
ら

れ
て

い
る

こ
と

 

・
 

提
供

を
承

認
し

提
供

依
頼

申
出

書
に

関
す

る
初

回
の

延
長

申
出

で
あ

る
こ

と
（

利

用
目

的
が

学
術

研
究

で
あ

る
場

合
又

は
高

等
教

育
で

あ
る

場
合

に
つ

い
て

、
延

長

の
再

申
出

は
認

め
ら

れ
ず

、
最

初
か

ら
提

供
依

頼
申

出
書

等
の

提
出

を
行

う
も

の

と
す

る
。
）

 

 

(
3
)
 
提

供
機

関
等

か
ら

の
諾

否
の

通
知

 

提
供

機
関

等
は

、
延

長
申

出
を

承
諾

す
る

場
合

は
そ

の
旨

を
通

知
す

る
。

ま
た

、

こ
の

場
合

、
利

用
実

績
報

告
書

の
提

出
時

期
等

も
併

せ
て

延
長

を
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

承
諾

し
な

い
場

合
は

、
そ

の
理

由
と

併
せ

て
そ

の
旨

を
延

長
に

係
る

提
供

依
頼

申

出
者

に
通

知
す

る
。

承
諾

さ
れ

な
か

っ
た

場
合

、
当

初
の

承
諾

さ
れ

た
利

用
期

間
の

満
了

時
ま

で
に

、
提

供
依

頼
申

出
者

は
提

供
さ

れ
た

匿
名

デ
ー

タ
の

返
却

、
電

子
計

算
機

保
存

さ
れ

て
い

る
匿

名
デ

ー
タ

及
び

中
間

生
成

物
等

の
削

除
、

利
用

実
績

報
告

書
・

デ
ー

タ
措

置
報

告
書

の
提

出
等

所
要

の
措

置
を

行
う

。
 

 

(
4
)
 
延

長
が

認
め

ら
れ

た
場

合
の

手
続

 

延
長

を
承

諾
し

、
利

用
条

件
（

利
用

規
約

）
及

び
誓

約
書

に
修

正
が

必
要

な
場

合

は
、

再
度

、
必

要
な

書
類

の
提

出
を

求
め

る
。

 

  第
1
5
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

後
の

利
用

制
限

 

利
用

者
は

、
法

第
4
2
条

第
１

項
第

２
号

に
基

づ
き

、
提

供
さ

れ
た

匿
名

デ
ー

タ
を

適
正

に

管
理

し
、

法
第

4
3
条

第
２

項
に

基
づ

き
、

匿
名

デ
ー

タ
及

び
匿

名
デ

ー
タ

か
ら

作
成

し
た

統

 

 

 
3
8 

計
等

は
提

供
依

頼
申

出
書

に
記

載
し

た
利

用
目

的
の

範
囲

内
で

利
用

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

提
供

依
頼

申
出

書
に

記
載

し
た

利
用

の
範

囲
以

外
へ

の
利

用
を

希
望

す
る

場
合

は
、

記
載

事

項
変

更
申

出
書

に
よ

り
申

出
を

行
い

、
提

供
機

関
等

の
承

諾
を

得
る

。
 

な
お

、
利

用
目

的
の

変
更

の
審

査
基

準
は

、
第

８
の

３
(
1
1
)
に

準
じ

る
も

の
と

す
る

が
、

デ
ー

タ
措

置
報

告
書

が
提

出
さ

れ
た

後
に

つ
い

て
は

、
審

査
を

行
う

必
要

は
な

い
も

の
と

す

る
。

 

  第
1
6
 

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

後
の

措
置

 

提
供

依
頼

申
出

者
は

、
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
期

間
終

了
後

、
直

ち
に

、
集

計
等

の
た

め
に

ハ
ー

ド
デ

ィ
ス

ク
等

の
記

憶
装

置
に

保
存

若
し

く
は

紙
媒

体
等

に
出

力
し

た
匿

名
デ

ー
タ

及

び
中

間
生

成
物

を
消

去
す

る
。

そ
の

上
で

、
別

紙
様

式
第

1
4
号

を
参

考
と

し
て

提
供

機
関

等

が
定

め
る

様
式

に
よ

る
デ

ー
タ

措
置

報
告

書
を

添
え

て
、
媒

体
を

提
供

機
関

等
へ

返
却

す
る

。

こ
の

際
、

書
留

（
提

供
依

頼
申

出
者

の
送

料
負

担
）

に
よ

る
送

付
又

は
提

供
窓

口
で

の
直

接

の
受

け
渡

し
の

い
ず

れ
か

に
よ

る
。

 

  第
1
7
 

提
供

依
頼

申
出

者
に

よ
る

研
究

成
果

等
の

公
表

 

１
 

成
果

の
公

表
 

 

(
1
)
  
直

接
の

利
用

目
的

が
学

術
研

究
、
高

等
教

育
の

場
合

又
は

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
で

あ
っ

て
我

が
国

が
加

盟
し

て
い

る
国

際
機

関
が

利
用

す
る

場
合

 

提
供

依
頼

申
出

者
は

、
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
し

て
行

っ
た

学
術

研
究

の
成

果
、
高

等

教
育

の
内

容
又

は
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

の
結

果
を

提
供

依
頼

申
出

書
に

記
載

し
た

公
表

時
期

、
方

法
に

基
づ

き
公

表
す

る
。

 

当
該

公
表

に
際

し
て

、
提

供
依

頼
申

出
者

及
び

利
用

者
は

、
匿

名
デ

ー
タ

を
基

に
提

供
依

頼
申

出
者

又
は

利
用

者
が

独
自

に
作

成
・
加

工
し

た
統

計
等

に
つ

い
て

は
そ

の
旨

を
明

記
し

、
提

供
機

関
が

作
成
・
公

表
し

て
い

る
統

計
等

と
は

異
な

る
こ

と
を

明
ら

か

に
す

る
。

 

な
お

、
学

会
誌

の
投

稿
等

を
予

定
し

て
い

た
が

、
結

果
的

に
論

文
審

査
を

通
ら

な

か
っ

た
な

ど
に

よ
り

、
提

供
依

頼
申

出
書

に
記

載
し

た
い

ず
れ

の
公

表
方

法
も

履
行

す

る
こ

と
が

で
き

ず
、
新

た
な

公
表

方
法

に
よ

り
公

表
を

行
う

場
合

は
、
新

た
な

公
表

方

法
に

つ
い

て
記

載
事

項
変

更
申

出
等

の
提

出
を

行
う

措
置

を
と

っ
た

上
で

、
公

表
を

行

う
。

 

ま
た

、
公

表
後

、
提

供
依

頼
申

出
者

は
、
総

務
省

告
示

で
定

め
る

利
用

実
績

報
告

書

（
別

紙
様

式
第

1
5
－

１
～

３
号

）
に

よ
り

提
供

機
関

等
に

利
用

実
績

を
報

告
す

る
。

 

 

(
2
)
  
国

際
比

較
統

計
利

活
用

事
業

で
あ

っ
て

国
際

比
較

統
計

を
作

成
し

提
供

す
る

場
合

 

提
供

依
頼

申
出

者
は

、
匿

名
デ

ー
タ

を
利

用
し

て
国

際
比

較
統

計
を

作
成

し
当

該
統

計
を

提
供

し
た

回
数

等
の

利
用

状
況

に
つ

い
て

提
供

機
関

等
が

定
め

る
期

間
ご

と
に
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3
9 

提
供

依
頼

申
出

書
に

記
載

し
た

方
法

に
よ

り
公

表
を

行
う

。
 

 
ま

た
、
毎

回
の

公
表

後
、
提

供
依

頼
申

出
者

は
総

務
省

告
示

で
定

め
る

利
用

実
績

報

告
書
（

別
紙

様
式

第
1
5
－

１
～

３
号

）
に

よ
り

提
供

機
関

等
に

利
用

実
績

を
報

告
す

る
。
 

 

２
 

成
果

が
公

表
で

き
な

い
場

合
の

取
扱

い
 

提
供

依
頼

申
出

者
又

は
利

用
者

の
死

亡
、

法
人

組
織

の
解

散
、

研
究

計
画

の
中

止
な

ど
に

よ
り

学
術

研
究

の
成

果
を

公
表

で
き

な
い

場
合

は
、

研
究

の
状

況
の

概
要

及
び

公

表
で

き
な

い
理

由
を

利
用

実
績

報
告

書
に

よ
り

提
供

機
関

等
へ

報
告

す
る

。
 

 

３
 

成
果

物
の

利
用

制
限

 

提
供

依
頼

申
出

書
に

記
載

し
た

公
表

方
法

で
公

表
さ

れ
な

か
っ

た
統

計
等

の
成

果
の

利
用

（
営

利
目

的
等

を
含

む
）

は
公

益
性

を
提

供
の

理
念

と
し

た
法

の
趣

旨
に

反
す

る

こ
と

か
ら

認
め

な
い

も
の

と
す

る
。

 

な
お

、
こ

の
よ

う
な

利
用

を
し

た
場

合
、

第
1
8
の

匿
名

デ
ー

タ
の

不
適

切
利

用
に

該

当
す

る
こ

と
と

な
る

。
 

  第
1
8
 

匿
名

デ
ー

タ
の

不
適

切
利

用
へ

の
対

応
 

１
 

統
計

法
に

お
け

る
罰

則
 

法
第

6
1
条

第
３

号
で

は
、

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
た

者
、

匿
名

デ
ー

タ
の

取
扱

い
に

関
す

る
業

務
委

託
を

受
け

た
者

等
が

匿
名

デ
ー

タ
を

自
己

又
は

第
三

者
の

利
益

を

図
る

目
的

で
提

供
、

盗
用

し
た

場
合

罰
則

の
適

用
を

規
定

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
規

定

に
違

反
し

た
場

合
、

罰
則

は
違

反
を

犯
し

た
個

人
に

適
用

さ
れ

る
こ

と
と

な
る

。
 

 

２
 

総
務

省
及

び
そ

の
他

提
供

機
関

等
に

お
け

る
連

携
 

提
供

機
関

等
は

、
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
者

又
は

関
係

者
が

法
令

又
は

契
約

違
反

を

行
っ

た
と

判
断

し
た

場
合

、
違

反
が

疑
わ

れ
る

場
合

、
提

供
の

取
消

し
や

利
用

停
止

期

間
の

設
定

等
ペ

ナ
ル

テ
ィ

を
科

す
こ

と
を

決
定

し
た

場
合

又
は

そ
の

他
必

要
と

判
断

し

た
場

合
に

は
、

そ
の

旨
を

総
務

省
に

連
絡

す
る

。
 

な
お

、
受

託
独

立
行

政
法

人
等

が
委

託
を

受
け

た
個

別
業

務
に

係
る

総
務

省
に

対
す

る
連

絡
は

、
当

該
業

務
を

受
託

独
立

行
政

法
人

に
委

託
し

た
提

供
機

関
を

通
じ

て
行

う

（
関

連
：

第
３

の
４

（
１

）
）
。

 

総
務

省
は

、
提

供
機

関
等

か
ら

違
反

行
為

に
関

す
る

連
絡

を
受

け
た

場
合

、
そ

の
他

の
提

供
機

関
等

に
対

し
、

当
該

連
絡

事
項

及
び

ペ
ナ

ル
テ

ィ
に

関
す

る
情

報
の

提
供

を

行
い

、
す

べ
て

の
提

供
機

関
等

に
お

い
て

同
様

の
利

用
停

止
期

間
が

設
け

ら
れ

る
よ

う

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
。

 

 

３
 

契
約

違
反

 

(
1
)
 
違

反
内

容
 

提
供

機
関

等
は

、
次

の
よ

う
な

法
令

又
は

契
約

違
反

を
犯

し
た

者
（

以
下

「
違

反

 

 

 
4
0 

者
」

と
い

う
。
）

に
対

し
て

、
そ

の
内

容
に

応
じ

て
総

務
省

及
び

そ
の

他
の

提
供

機
関

等
と

連
携

し
て

対
応

を
行

う
。

 

な
お

、
違

反
者

が
提

供
依

頼
申

出
者

以
外

の
利

用
者

で
あ

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、

当
該

事
例

の
判

断
（

例
え

ば
管

理
責

任
等

の
観

点
）

か
ら

提
供

依
頼

申
出

者
を

違
反

者
と

し
て

扱
う

こ
と

も
あ

り
得

る
も

の
と

す
る

。
 

①
 

返
却

期
限

ま
で

に
匿

名
デ

ー
タ

の
返

却
等

の
措

置
を

行
わ

な
い

 

②
 

匿
名

デ
ー

タ
を

提
供

依
頼

申
出

書
と

異
な

る
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
要

件
の

下
で

利

用
し

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

事
故

の
危

険
に

曝
し

た
 

③
 

匿
名

デ
ー

タ
を

紛
失

し
た

 

④
 

匿
名

デ
ー

タ
の

内
容

が
漏

洩
し

た
 

⑤
 

承
諾

さ
れ

た
利

用
目

的
以

外
の

利
用

を
行

っ
た

 

⑥
 

そ
の

他
（

上
記

以
外

の
法

令
違

反
、

契
約

違
反

及
び

国
民

の
信

頼
を

損
な

う

行
為

）
 

 

(
2
)
 
対

応
内

容
 

ア
 

提
供

機
関

等
は

、
そ

の
提

供
し

た
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
に

関
し

、
法

律
違

反
又

は

契
約

違
反

と
し

て
、

前
記

(
1
)
①

～
⑥

が
生

じ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
場

合
は

速

や
か

に
提

供
依

頼
申

出
者

に
連

絡
し

、
原

則
と

し
て

利
用

の
取

消
、
匿

名
デ

ー
タ

の

返
却

、
複

写
デ

ー
タ

の
消

去
を

求
め

る
と

と
も

に
、
そ

の
違

反
内

容
や

対
応

状
況

を

総
務

省
に

連
絡

す
る

。
 

 

イ
 

総
務

省
は

、
提

供
機

関
等

か
ら

上
記

ア
の

連
絡

が
あ

っ
た

場
合

、
速

や
か

に
そ

の

他
の

提
供

機
関

等
に

対
し

、
当

該
情

報
に

つ
い

て
周

知
を

行
う

。
 

 

ウ
 

そ
の

他
の

提
供

機
関

等
は

、
総

務
省

か
ら

上
記

イ
の

連
絡

が
あ

っ
た

場
合

、
当

該

違
反

者
に

対
す

る
そ

の
他

の
調

査
票

情
報

又
は

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

の
有

無
を

確

認
し

、
当

該
違

反
者

に
そ

の
他

の
匿

名
デ

ー
タ

、
法

第
3
3
条

に
基

づ
く

調
査

票
情

報

又
は

法
第

3
4
条

に
基

づ
く

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
の

結
果

の
提

供
を

行
っ

て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
場

合
、
そ

れ
ら

の
調

査
票

情
報

又
は

匿
名

デ
ー

タ
の

管
理

体

制
、

状
況

等
に

つ
い

て
速

や
か

に
確

認
す

る
。

 

 

エ
 

提
供

機
関

等
は

、
(
1
)
①

～
⑥

の
違

反
事

実
に

つ
い

て
、

次
に

挙
げ

る
措

置
を

と

る
と

と
も

に
、

そ
の

対
応

状
況

を
総

務
省

に
連

絡
す

る
。

 

 

①
 

返
却

期
限

ま
で

に
匿

名
デ

ー
タ

の
返

却
等

の
措

置
を

行
わ

な
い

場
合

 

返
却

が
行

わ
れ

る
ま

で
の

間
、
他

の
調

査
票

情
報

及
び

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を

行
わ

な
い

と
と

も
に

、
返

却
日

以
降

、
利

用
期

間
の

満
了

時
点

か
ら

返
却

ま
で

の

間
の

日
数

に
相

当
す

る
期

間
に

つ
い

て
も

他
の

調
査

票
情

報
、

匿
名

デ
ー

タ
の

提

供
及

び
法

第
3
4
条

に
基

づ
く

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
を

行
わ

な
い

。
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4
1 

②
 

匿
名

デ
ー

タ
を

提
供

依
頼

申
出

書
に

記
載

し
た

内
容

と
異

な
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

要
件

の
下

で
利

用
し

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
事

故
の

危
険

に
曝

し
た

場
合

 

契
約

の
際

に
虚

偽
の

申
出

を
行

っ
た

場
合

の
指

名
停

止
期

間
等

に
準

じ
虚

偽
の

度
合

い
に

応
じ

て
１

か
月

～
６

か
月

の
提

供
禁

止
と

す
る

。
 

ま
た

、
同

期
間

は
他

の
調

査
票

情
報

の
提

供
、

法
第

3
4
条

に
基

づ
く

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
に

つ
い

て
も

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

 

 

③
 

匿
名

デ
ー

タ
を

紛
失

し
た

場
合

 

実
際

に
審

査
要

件
を

満
た

し
た

場
合

、
基

本
的

に
紛

失
等

が
起

こ
る

と
は

考
え

ら
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
利

用
者

の
過

失
に

よ
る

場
合

、
上

記
②

に
違

反
し

て
い

る

と
同

程
度

と
判

断
し

、
匿

名
デ

ー
タ

の
紛

失
の

度
合

い
に

応
じ

て
１

か
月

～
６

か

月
の

提
供

禁
止

と
す

る
。

 

ま
た

、
同

期
間

は
他

の
調

査
票

情
報

の
提

供
、

法
第

3
4
条

に
基

づ
く

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
に

つ
い

て
も

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

 

 ④
 

匿
名

デ
ー

タ
の

内
容

が
漏

洩
し

た
場

合
 

制
度

に
対

す
る

国
民

の
信

頼
を

著
し

く
損

な
う

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

集

計
を

民
間

委
託

し
た

際
に

民
間

事
業

者
が

同
様

の
事

故
を

発
生

さ
せ

た
場

合
の

指
名

停
止

期
間

を
参

考
と

し
、

１
か

月
～

1
2
か

月
の

提
供

禁
止

と
す

る
。

 

ま
た

、
同

期
間

は
他

の
調

査
票

情
報

の
提

供
、

法
第

3
4
条

に
基

づ
く

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
に

つ
い

て
も

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

 

 

⑤
 

匿
名

デ
ー

タ
を

利
用

目
的

以
外

で
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
を

行
っ

た
場

合
 

制
度

に
対

す
る

国
民

の
信

頼
を

著
し

く
損

な
う

法
律

違
反

に
該

当
す

る
こ

と
か

ら
、

集
計

を
民

間
委

託
し

た
際

に
民

間
事

業
者

が
同

様
の

目
的

外
利

用
を

し
た

場

合
の

指
名

停
止

期
間

を
参

考
と

し
、

１
か

月
～

1
2
か

月
の

提
供

禁
止

と
す

る
。

 

ま
た

、
同

期
間

は
他

の
調

査
票

情
報

の
提

供
、

法
第

3
4
条

に
基

づ
く

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
に

つ
い

て
も

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

 

 

⑥
 

そ
の

他
の

場
合

 

そ
の

他
、

法
令

違
反

、
契

約
違

反
、

国
民

の
信

頼
を

損
な

う
行

為
を

行
っ

た
委

託
申

出
者

及
び

利
用

者
に

対
し

て
は

、
上

記
①

～
⑤

及
び

委
託

等
の

指
名

停
止

を

参
考

と
し

て
、

提
供

禁
止

の
措

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る

。
 

ま
た

、
同

期
間

は
他

の
調

査
票

情
報

の
提

供
、

法
第

3
4
条

に
基

づ
く

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
に

つ
い

て
も

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

 

 

オ
 

総
務

省
は

、
上

記
エ

の
連

絡
が

あ
っ

た
場

合
、
速

や
か

に
そ

の
他

の
提

供
機

関
等

に
対

し
当

該
違

反
情

報
の

周
知

と
共

有
化

を
図

る
と

と
も

に
、
そ

の
他

の
提

供
機

関

等
に

お
い

て
は

上
記

エ
と

同
様

の
措

置
を

講
じ

る
。

 

 

 

 

 
4
2 

カ
 

な
お

、
こ

れ
ら

の
提

供
禁

止
の

対
応

に
つ

い
て

は
、
違

反
者

が
行

う
提

供
依

頼
申

出
（

既
に

提
供

し
て

い
る

他
の

匿
名

デ
ー

タ
及

び
新

た
な

提
供

依
頼

申
出

を
含

む
。
）

に
対

し
て

は
も

と
よ

り
、
違

反
者

以
外

の
者

が
行

う
提

供
依

頼
申

出
で

あ
っ

て
そ

の

利
用

者
の

中
に

違
反

者
を

含
む

も
の

に
対

し
て

も
同

様
と

す
る

。
 

 
 

ま
た

、
法

人
そ

の
他

団
体

で
利

用
申

出
し

て
い

る
場

合
に

つ
い

て
も

、
違

反
者

を

含
む

法
人

そ
の

他
団

体
全

体
に

対
し

て
も

同
様

と
す

る
。

 

 

４
 

他
制

度
と

の
連

携
 

法
第

3
3
条

に
基

づ
く

調
査

票
情

報
の

提
供

、
法

第
3
4
条

に
基

づ
く

委
託

に
よ

る
統

計

の
作

成
等

に
お

い
て

、
法

令
や

契
約

違
反

に
よ

り
提

供
禁

止
措

置
等

が
取

ら
れ

て
い

る

場
合

、
同

様
の

期
間

、
提

供
禁

止
措

置
等

が
取

ら
れ

て
い

る
範

囲
の

者
に

対
し

て
匿

名

デ
ー

タ
の

提
供

に
つ

い
て

も
行

わ
な

い
も

の
と

す
る

。
 

 

５
 

公
益

通
報

者
保

護
法

の
適

用
 

法
は

、
公

益
通

報
者

保
護

法
（

平
成

1
6
年

法
律

第
1
2
2
号

）
の

適
用

対
象

と
さ

れ
て

お

り
、

法
に

違
反

す
る

行
為

を
労

働
者

が
通

報
し

た
場

合
、

公
益

通
報

者
保

護
法

に
基

づ

き
、

当
該

労
働

者
は

解
雇

等
の

不
利

益
な

取
扱

い
か

ら
保

護
さ

れ
る

こ
と

等
が

規
定

さ

れ
て

い
る

。
 

行
政

機
関

（
※

５
）

は
、

公
益

通
報

者
保

護
法

及
び

関
連

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
に

基
づ

い
て

、
内

規
の

整
備

、
受

付
窓

口
の

整
備

等
、

適
切

な
措

置
を

行
う

。
 

 ※
５

 
独

立
行

政
法

人
は

、
公

益
通

報
者

保
護

法
第

２
条

第
４

項
の

「
行

政
機

関
」

に

は
含

ま
れ

な
い

点
に

留
意

。
 

  第
1
9
 

実
績

報
告

書
の

作
成

・
提

出
 

１
 

実
施

状
況

報
告

の
提

出
 

提
供

依
頼

申
出

者
は

規
則

第
1
6
条

に
基

づ
き

、
①

学
術

研
究

目
的

の
場

合
、

当
該

研

究
成

果
の

公
表

後
速

や
か
（

３
か

月
以

内
）
に

そ
の

公
表

も
含

め
た

成
果

の
概

要
に

つ
い

て
、
②

高
等

教
育

目
的

の
場

合
、
当

該
高

等
教

育
の

終
了

後
速

や
か
（

３
か

月
以

内
）
に

そ
の

実
施

状
況

に
つ

い
て

、
③

国
際

比
較

統
計

利
活

用
事

業
目

的
の

場
合

、
当

該
比

較
統

計
の

利
用

成
果

又
は

提
供

状
況

の
公

表
後

速
や

か
（

３
か

月
以

内
）
に

そ
の

実
施

状
況

に

つ
い

て
提

供
機

関
等

に
総

務
省

告
示

で
定

め
る

利
用

実
績

報
告

書
（

別
紙

様
式

第
1
5
－

１

～
３

号
）

に
よ

り
報

告
す

る
。

 

な
お

、
提

供
依

頼
申

出
者

又
は

利
用

者
の

死
亡

、
法

人
組

織
の

解
散

、
研

究
計

画
の

中
止

等
真

に
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

学
術

研
究

成
果

や
教

育
内

容
の

実
績

等
が

示

せ
な

い
場

合
、

提
供

依
頼

申
出

者
又

は
共

同
利

用
者

等
は

利
用

実
績

報
告

書
に

そ
の

理

由
を

記
載

し
て

報
告

す
る

。
 

ま
た

、
提

供
機

関
は

法
第

5
5
条

に
基

づ
く

総
務

大
臣

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
1
2
か

月

ご
と

に
利

用
実

績
報

告
書

の
提

出
実

績
及

び
提

供
依

頼
申

出
書

の
提

出
実

績
等

を
取

り
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4
3 

ま
と

め
、

総
務

省
に

報
告

を
行

う
。

 

 

２
 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
に

お
け

る
取

扱
い

 

受
託

独
立

行
政

法
人

等
が

受
理

す
る

利
用

実
績

報
告

書
は

、
委

託
元

の
提

供
機

関
に

報

告
し

、
当

該
提

供
機

関
か

ら
総

務
省

に
報

告
す

る
。

 

 

３
 

総
務

省
か

ら
統

計
委

員
会

に
対

す
る

報
告

 

総
務

省
は

、
提

供
機

関
か

ら
報

告
を

受
け

た
利

用
実

績
を

取
り

ま
と

め
、

統
計

委
員

会
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
利

用
実

績
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
り

公

表
す

る
。

 

  第
2
0
 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
施

行
時

期
 

平
成

2
3
年

３
月

2
8
日

付
で

改
正

さ
れ

た
本

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
、

平
成

2
3
年

６
月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 

   【
添

付
資

料
一

覧
】

 

 （
別

紙
）

 

別
紙

１
 

匿
名

化
処

理
の

考
え

方
 

別
紙

２
 

匿
名

化
処

理
の

技
法

 

別
紙

３
 

匿
名

化
処

理
の

目
安

 

  （
別

紙
様

式
）

 

別
紙

様
式

第
１

号
 

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（

対
世

帯
、

個
人

の
調

査
用

）
 

別
紙

様
式

第
２

号
 

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（

対
企

業
、

事
業

所
の

調
査

用
）

 

別
紙

様
式

第
３

－
１

～
３

号
 

提
供

依
頼

申
出

書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
４

号
 

承
諾

通
知

書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
５

号
 

不
承

諾
通

知
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
６

－
１

～
３

号
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

に
係

る
依

頼
書

 

別
紙

様
式

第
７

号
 

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

規
約

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
８

号
 

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

に
係

る
誓

約
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
９

号
 

所
属

等
変

更
届

出
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
1
0
号

 
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
期

間
延

長
申

出
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
1
1
号

 
提

供
依

頼
申

出
書

の
記

載
事

項
変

更
申

出
書

【
雛

形
】

 

別
紙

様
式

第
1
2
号

 
提

供
依

頼
申

出
書

の
記

載
事

項
変

更
に

係
る

承
諾

通
知

書
【

雛
形

】
 

 

 

 
4
4 

別
紙

様
式

第
1
3
号

 
提

供
依

頼
申

出
書

の
記

載
事

項
変

更
に

係
る

不
承

諾
通

知
書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
1
4
号

 
デ

ー
タ

措
置

報
告

書
【

雛
形

】
 

別
紙

様
式

第
1
5
－

１
～

３
号

 
利

用
実

績
報

告
書

 

  （
参

考
）

 

統
計

法
（

抄
）

 

統
計

法
施

行
令

（
抄

）
 

統
計

法
施

行
規

則
（

抄
）

 

   

（
注

）
添

付
資

料
（

様
式

等
）

は
本

報
告

書
へ

の
掲

載
を

省
略

し
た

。
 

 
 

様
式

等
を

含
む

全
体

版
に

つ
い

て
は

総
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

参
照

 

 
 

 
（

総
務

省
Ｈ

Ｐ
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
t
a
t
.
g
o
.
j
p
/
i
n
d
e
x
/
s
e
i
d
o
/
h
o
u
k
i
.
h
t
m
 

）
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統
計

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

促
進

に
関

す
る

研
究

会
 

報
告

書
 

               
平

成
2
0
年

1
0
月

 

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

促
進

に
関

す
る

研
究

会

―
目

次
―

 

 は
じ

め
に
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
1
 

 Ⅰ
 
基

本
的

な
考

え
方
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
1
 

 Ⅱ
 
二

次
利

用
の

運
用

手
続

面
に

つ
い

て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
1
 

１
 
利

用
目

的
の

範
囲
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
1
 

ア
．「

公
益

性
」

を
求

め
る

理
由
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
· 

1
 

(
1
)
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
· 

1
 

 
 
 

 
 
 
(
2
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
· 

2
 

イ
．「

学
術

研
究

の
発

展
に

資
す

る
と

認
め

る
場

合
」
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
· 

2
 

(
1
)
 

大
学

・
研

究
機

関
に

お
け

る
場

合
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
2
 

(
2
)
 

大
学

・
研

究
機

関
以

外
に

お
け

る
場

合
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
2
 

ウ
．「

そ
の

他
総

務
省

令
で

定
め

る
場

合
」
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
· 

3
 

２
 
利

用
の

申
出
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
3
 

ア
．

利
用

申
出

書
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
3
 

 
(
1
)
 
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
場

合
（
統

計
法
第

3
4
条
の
総

務
省

令
で
定

め
る

手
続
き
）

··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
3
 

 
(
2
)
 
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
の

場
合

（
統

計
法

第
3
6
条

の
総

務
省

令
で

定
め

る
手

続
き

）
 

 
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
3
 

イ
．

誓
約

書
の

添
付
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
4
 

ウ
．

利
用

申
出

者
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
4
 

エ
．

利
用

申
出

の
受

付
窓

口
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
5
 

３
 
利

用
目

的
の

審
査
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
6
 

ア
．

利
用

目
的

の
審

査
内

容
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
6
 

 
 
 

 
(
1
) 

「
公

益
性

を
示

す
書

類
」
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
6
 

(
2
)
 

審
査

内
容
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
6
 

(
3
)
 

審
査

の
実

施
主

体
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
7
 

４
 
審

査
結

果
に

対
し

て
不

服
が

あ
っ

た
場

合
の

対
応

方
法
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
7
 

５
 
集

計
結

果
表

の
著

作
権

に
関

す
る

留
意

事
項
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
8
 

６
 
そ

の
他

運
用

面
で

の
留

意
事

項
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
8
 

(
1
)
 

提
供

窓
口

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
8
 

(
2
)
 

提
供

媒
体

・
提

供
方

法
に

つ
い

て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
8
 

(
3
)
 

提
供

さ
れ

た
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
中

の
管

理
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
9
 

(
4
)
 

提
供

さ
れ

た
デ

ー
タ

の
利

用
終

了
後

の
措

置
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
9
 

(
5
)
 

提
供

さ
れ

た
集

計
結

果
表

や
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
範

囲
と

成
果

公
表

方
法

に
つ

い

て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
9
 

統計データの二次利用促進に関する研究会　報告書（平成20年10月）

資料編

69

007638
テキストボックス
資料６



(
6
)
 

匿
名

デ
ー

タ
を

作
成

す
る

統
計

調
査

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
9
 

(
7
)
 

二
次

利
用

の
円

滑
な

利
用

の
た

め
の

環
境

整
備

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
9
 

 
(
8
) 

不
適

切
利

用
に

対
す

る
ペ

ナ
ル

テ
ィ

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
0
 

 
(
9
) 

国
外

の
研

究
者

に
対

す
る

提
供

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
0
 

(
1
0
) 

レ
プ

リ
カ

デ
ー

タ
の

作
成

・
提

供
に

つ
い

て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
0
 

(
1
1
) 

オ
ン

サ
イ

ト
利

用
の

検
討

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
0
 

 Ⅲ
 
二

次
利

用
の

技
術

的
な

課
題

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
1
 

１
 
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

に
お

け
る

集
計

結
果

表
の

秘
匿

処
理
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
1
 

２
 
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
1
 

(
1
)
 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

対
象
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
·1

1
 

(
2
)
 

匿
名

処
理

の
方

法
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
·1

1
 

３
 
秘

匿
処

理
の

審
査
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
1
 

４
 
秘

匿
処

理
の

実
施

機
関
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
2
 

別
紙

１
 

現
在

、
各

省
が

実
施

し
て

い
る

集
計

結
果

表
の

秘
匿

処
理

の
事

例
··
··
··
··
··
··
··

1
3
 

別
紙

２
 

秘
匿

処
理

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
4
 

別
紙

３
 

匿
名

化
の

基
準

（
目

安
）
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

1
8
 

別
紙
４
 

匿
名

デ
ー
タ

の
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
（
案
）
―

全
国
消

費
実

態
調
査

を
例

と
し
て
―
 

··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

2
0
 

別
紙
５
 

匿
名

デ
ー
タ

の
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
（
案
）
―

就
業
構

造
基

本
調
査

を
例

と
し
て
―
 

··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

2
4
 

 参
考
資
料

 

資
料

１
 

「
統

計
デ

ー
タ

の
二

次
利

用
に

関
す

る
研

究
会

」
の

開
催

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··

 
1
 

資
料

２
 

「
統

計
デ

ー
タ

の
二

次
利

用
に

関
す

る
研

究
会

」
開

催
実

績
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
3
 

資
料

３
 

統
計

法
に

お
け

る
統

計
デ

ー
タ

の
二

次
利

用
の

関
係

条
文
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
4
 

資
料

４
 

政
府

統
計

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
試

行
的

提
供

の
概

要
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

 
8
 

資
料

５
 

東
京

大
学

Ｓ
Ｓ

Ｊ
Ｄ

Ａ
（

S
oc
i
a
l
 S
c
ie
n
ce
 
J
a
pa
n
 D
a
ta
 
A
r
ch
i
ve
）
··
··
··
··
·2

1
 

資
料

６
 

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··

2
9
 

資
料

７
－

１
 
米

国
に

お
け

る
秘

匿
処

理
の

審
査

に
つ

い
て
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
·3

9
 

資
料

７
－

２
 D
i
s
cl
o
su
r
e 
R
e
v
ie
w
 B
o
ar
d
s
の

構
成
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
··
·4

0
 

資
料

７
－

３
 
デ

ー
タ

開
示

に
お

け
る

潜
在

的
な

露
見

可
能

性
に

関
す

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト
··
·4

1
 

 

 

1
 

は
じ

め
に

 

当
研

究
会

は
、
統

計
法
（

平
成

1
9
年

法
律

第
5
3
号

）
に

お
い

て
、
委

託
に

よ
る

統
計

の

作
成

等
（

第
3
4
条

）
及

び
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
・

提
供

（
第

3
5
条

、
第

3
6
条

）
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

と
の

規
定

が
設

け
ら

れ
た

こ
と

に
よ

り
、
こ

れ
ら

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
な

利
用

（
以

下
「

二
次

利
用

」
と

い
う

。
）

を
促

進
す

る
観

点
か

ら
関

連
の

諸
課

題
に

つ
い

て

検
討

す
る

た
め

、
総

務
省

政
策

統
括

官
（

統
計

基
準

担
当

）
の

求
め

に
よ

り
開

催
さ

れ
た

も

の
で

あ
る

。
研

究
会

は
平

成
1
9
年

1
0
月

2
2
日

か
ら

平
成

2
0
年

6
月

1
6
日

ま
で

計
7
回

に
わ

た
り

、
二

次
利

用
の

運
用

手
続

き
に

関
す

る
課

題
、
集

計
結

果
表

や
個

別
デ

ー
タ

の
秘

匿
処

理
に

関
す

る
技

術
的

な
課

題
を

中
心

に
検

討
を

重
ね

、
本

報
告

書
を

取
り

ま
と

め
る

に

至
っ

た
。

 

 Ⅰ
 

基
本

的
な

考
え

方
 

平
成

2
1
年
春
の
統
計
法
の
全
部
施
行
に
伴
い
、
各
府
省
に
お
け
る
二
次
利
用
に
係
る
業

務
が

行
政

活
動

の
一

環
と

し
て

適
切

に
実

施
さ

れ
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
 

こ
の

た
め

、
各

府
省

で
は

、
二

次
利

用
に

係
る

利
用

申
出

手
続

き
や

利
用

目
的

の
審

査
等

の
運

用
に

係
る

事
務

作
業

を
府

省
間

で
整

合
性

を
確

保
し

な
が

ら
適

切
に

実
施

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

二
次

利
用

に
係

る
処

理
作

業
を

実
施

す
る

た
め

に
は

、
国

民
の

共
有

財
産

で
あ

る
行

政
資

源
を

費
や

す
必

要
が

あ
る

と
と

も
に

、
特

に
匿

名
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

秘
匿

処
理

が
施

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
個

別
客

体
の

調
査

結
果

情
報

が
提

供
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
調

査
対

象
者

の
統

計
調

査
に

対
す

る
信

頼
を

損
な

わ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
観

点
を

踏
ま

え
つ

つ
、
当

研
究

会
で

は
、
各

府
省

が
整

合
性

を
確

保
し

な
が

ら
適

切
に

二
次

利
用

の
関

係
業

務
を

実
施

し
て

い
く

た
め

の
運

用
面

、
技

術
面

に
お

け
る

諸
課

題
に

つ
い

て
検

討
し

、
以

下
の

よ
う

に
整

理
し

た
。

 

 Ⅱ
 

二
次

利
用

の
運

用
手

続
面

に
つ

い
て

 

１
 

利
用

目
的

の
範

囲
 

統
計

法
第

3
4
条

及
び

第
3
6
条

で
は

、
「

学
術

研
究

の
発

展
に

資
す

る
と

認
め

る
場

合
そ

の
他

の
総

務
省

令
で

定
め

る
場

合
」
に

の
み

、「
委

託
に

よ
る

統
計

の
作

成
等

」
(
以

下
「
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
集
計
」
と
い
う
。
)
や
「
匿
名
デ
ー
タ
」
の
提
供
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
 

ア
．
「

公
益

性
」

を
求

め
る

理
由

 

統
計

法
が

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

や
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
に

当
た

っ
て

利
用

目
的

を

制
限

し
て

い
る

の
は

、
次

の
よ

う
な

理
由

に
よ

る
も

の
で

あ
る

。
 

(
1
)
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
は

、
依

頼
者

自
身

が
調

査
票

情
報

を
利

用
す

る
こ

と
が

な
い

こ

と
か

ら
、

提
供

す
る

統
計

等
に

秘
匿

処
理

が
確

実
に

行
わ

れ
て

い
れ

ば
安

全
性

は
高

い
。
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2
 

し
か

し
な

が
ら

そ
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
相

当
程

度
の

処
理

作
業

を
伴

い
、
国

民
の

共

有
財

産
で

あ
る

行
政

資
源

を
費

や
す

こ
と

と
な

り
、
ま

た
、
目

的
を

問
わ

ず
に

依
頼

に
応

ず
る

こ
と

と
し

た
場

合
に

は
、
調

査
対

象
者

の
統

計
調

査
に

対
す

る
信

頼
を

損
ね

、
ひ

い

て
は

調
査

へ
の

協
力

が
得

ら
れ

な
く

な
る

こ
と

、
ま

た
、
統

計
の

真
実

性
の

確
保

に
支

障

を
き

た
す

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
一

定
の

公
益

性
を

求
め

る
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
。

 

(
2
)
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

 

 
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

は
、
秘

匿
措

置
が

施
さ

れ
て

い
る

と
し

て
も

、
集

計
さ

れ
て

い
な

い
情

報
が

提
供

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
目

的
を

問
わ

ず
に

提
供

依
頼

に
応

ず
る

と
し

た
場

合
に

は
、
調

査
対

象
者

の
統

計
調

査
に

対
す

る
信

頼
を

損
ね

、
ひ

い
て

は
調

査
へ

の
協

力

が
得

ら
れ

な
く

な
る

こ
と

、
ま

た
、
統

計
の

真
実

性
の

確
保

に
支

障
を

き
た

す
お

そ
れ

が

あ
る

こ
と

か
ら

、
一

定
の

公
益

性
を

求
め

る
こ

と
と

し
た

も
の

で
あ

る
。

 

イ
．
「

学
術

研
究

の
発

展
に

資
す

る
と

認
め

る
場

合
」

 

(
1
)
 

大
学

・
研

究
機

関
に

お
け

る
場

合
 

典
型

的
な

場
合

と
し

て
、
大

学
や

研
究

機
関

に
お

い
て

教
授

、
准

教
授

、
講

師
、
助

教
、

い
わ

ゆ
る

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
（

博
士

研
究

員
）
、

大
学

院
生

等
が

学
術

的
な

研
究

活
動

を

行
う

場
合

が
想

定
さ

れ
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

、
一

定
程

度
の

公
益

性
が

確
保

さ
れ

る
た

め
に

は
、
こ

の
よ

う
な

研
究

に
よ

っ
て

社
会

に
対

し
て

何
ら

か
の

貢
献

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
学

術
論

文
等

の
形

で
研

究
の

成
果

が
公

表
さ

れ
、
社

会
に

還
元

さ
れ

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
よ

う

に
総

務
省

令
で

規
定

す
べ

き
で

あ
る

。
 

 
(
2
)
 

大
学

・
研

究
機

関
以

外
に

お
け

る
場

合
 

営
利

企
業

に
属

す
る

者
が

企
業

活
動

の
一

環
と

し
て

研
究

を
行

う
場

合
に

お
い

て
も

、

そ
れ

が
学

術
的

な
研

究
を

目
的

と
す

る
も

の
で

あ
っ

て
、

研
究

論
文

等
の

形
で

当
該

研

究
の

成
果

が
社

会
に

還
元

さ
れ

る
場

合
で

あ
れ

ば
、

本
要

件
に

該
当

す
る

も
の

と
考

え

ら
れ

る
。

 

ま
た

、
学

術
研

究
目

的
に

一
部

営
利

目
的

が
含

ま
れ

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
当

該

研
究

の
成

果
が

研
究

論
文

の
形

で
社

会
に

公
表
・
還

元
さ

れ
た

後
に

、
論

文
に

掲
載

さ
れ

た
も

の
が

営
利

目
的

で
利

用
さ

れ
る

よ
う

に
、

主
と

し
て

学
術

研
究

目
的

で
利

用
さ

れ
、

公
表

さ
れ

た
も

の
が

副
次

的
に

営
利

目
的

で
利

用
さ

れ
る

場
合

で
あ

れ
ば

公
益

性
が

認

め
ら

れ
る

と
考

え
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

、
当

該
研

究
の

成
果

の
直

接
的

な
利

用
目

的
が

、
企

業
等

の
組

織
内

部
に

お
け

る
業

務
上

の
資

料
と

し
て

使
用

さ
れ

る
場

合
や

特
定

の
顧

客
に

対
す

る
レ

ポ
ー

ト
作

成
の

基
礎

資
料

と
さ

れ
る

よ
う

な
場

合
、

あ
る

い
は

研
究

論
文

と
し

て
公

表

す
る

も
の

以
外

の
成

果
を

作
成

し
、

顧
客

等
に

提
供

す
る

よ
う

な
場

合
に

は
公

益
性

が

あ
る

と
は

認
め

ら
れ

な
い

と
考

え
る

。
 

 

 

3
 

ウ
．
「

そ
の

他
総

務
省

令
で

定
め

る
場

合
」

 

大
学

等
の

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

講
義
・
演

習
等

の
教

育
目

的
に

利
用

す
る

よ
う

な
場

合
を

規
定

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
場

合
、

大
学

の
授

業
に

お
い

て
学

生
が

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

よ
る

集
計

結
果

表
（

以
下

「
結

果
集

計
表

」
と

い
う

。
）

や
提

供
を

受

け
た

匿
名

デ
ー

タ
を

直
接

利
用

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

場
合

に
は

、
指

導

教
授

等
の

指
導

監
督

の
下

で
、
か

つ
使

用
場

所
は

教
室

内
や

研
究

室
内

に
限

る
な

ど
の

要
件

を
付

す
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、
使

用
す

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
に

つ
い

て
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ

等
外

部
記

憶

媒
体

へ
の

書
き

出
し

が
で

き
な

い
よ

う
に

し
て

お
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
た

、
結

果
集

計
表

や
匿

名
デ

ー
タ

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
履

修
者

に
予

備
講

義
を

実
施

す
る

等
、
統

計
倫

理
に

関
す

る
学

習
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
利

用
の

前
提

と
す

べ
き

で
あ

る
。

 

 

２
 

利
用

の
申

出
 

ア
．

利
用

申
出

書
 

統
計

法
第

3
4
条

及
び

第
3
6
条

で
は

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

や
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
を

求
め

る
場

合
の

申
出

事
項

は
総

務
省

令
で

定
め

る
こ

と
が

規
定

さ
れ

て
い

る
。
利

用
者

の
利

便
性

を
考

慮
す

る
と

利
用

申
出

書
の

様
式

は
府

省
間

で
統

一
さ

れ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、

申
出

書
に

盛
り

込
む

こ
と

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

申
出

事
項

は
以

下
と

お
り

で
あ

る
。

 

 
( (
1
)
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
の

場
合
（

統
計

法
第

3
4
条

の
総

務
省

令
で

定
め

る
手

続
き

）
 

申
出

者
（

所
属

、
氏

名
、

連
絡

先
）

 

使
用

す
る

統
計

調
査

の
名

称
及

び
年

次
 

利
用

目
的

 

（
学

術
研

究
目

的
の

場
合
：
研

究
計

画
名

、
具

体
的

な
研

究
内

容
、
研

究
成

果
の

取
扱

い
（

学
会

で
発

表
、

誌
に

掲
載

等
）
）

 

（
教

育
目

的
の

場
合
：
講

義
や

演
習
（

卒
業

研
究

の
指

導
を

含
む

。
）
の

実
施

計
画
（

統

計
倫

理
に

関
す

る
教

育
の

計
画

を
含

む
。
）
、

使
用

方
法

、
利

用
実

績
の

報
告

方
法

）
 

集
計

等
の

作
業

委
託

内
容

（
集

計
結

果
表

様
式

を
添

付
）

 

作
成

し
た

集
計

結
果

表
を

使
用

す
る

者
の

氏
名

及
び

所
属

 

作
成

し
た

集
計

結
果

表
の

提
供

を
受

け
る

方
法

 
 

 

 
(
2
)
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

の
場

合
（

統
計

法
第

3
6
条

の
総

務
省

令
で

定
め

る
手

続
き

）
 

申
出

者
（

所
属

、
氏

名
、

連
絡

先
）

 

使
用

す
る

統
計

調
査

の
名

称
及

び
年

次
 

利
用

目
的

 

（
学

術
研

究
目

的
の

場
合

：
研

究
計

画
名

、
具

体
的

な
研

究
内

容
、

研
究

成
果

の
取

扱
い

（
学

会
で

発
表

、
誌

に
掲

載
等

）
）

 

（
教

育
目

的
の

場
合
：
講

義
や

演
習
（

卒
業

研
究

の
指

導
を

含
む

。
）
の

実
施

計
画
（

統
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計
倫

理
に

関
す

る
学

習
の

計
画

を
含

む
。
）
、

使
用

方
法

、
利

用
実

績
の

報
告

方
法

）
 

使
用

場
所

 

デ
ー

タ
の

管
理

方
法

（
デ

ー
タ

の
保

存
場

所
・

保
存

方
法

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

使
用

環
境

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

非
接

続
、

外
部

記
憶

媒
体

へ
の

書
き

出
し

不
可

等
）
）

 

デ
ー

タ
を

取
扱

う
者

の
範

囲
 

（
学

術
研

究
目

的
の

場
合

：
共

同
研

究
者

、
外

部
委

託
す

る
場

合
の

委
託

先
等

）
 

（
教

育
目

的
の

場
合

：
指

導
教

授
、

指
導

教
授

が
認
め

た
研

究
や

学
習

の
補

助
者

、

演
習

履
修

者
等

）
 

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
る

方
法

 

イ
．

誓
約

書
の

添
付

 

利
用

者
の

義
務

や
責

任
を

明
確

に
認

識
さ

せ
る

観
点

か
ら

、
結

果
集

計
表

や
匿

名
デ

ー
タ

を
取

扱
う

者
全

員
の

誓
約

書
を

添
付

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
誓

約
書

に
盛

り
込

む
べ

き
事

項

の
例

は
以

下
の

と
お

り
。

 

利
用

申
出

書
に

記
載

し
た

以
外

の
利

用
を

行
わ

な
い

旨
 

匿
名

デ
ー

タ
を

適
正

に
管

理
す

る
旨

 

秘
密

の
保

護
に

遺
漏

が
無

い
よ

う
厳

重
に

注
意

す
る

旨
 

不
適

切
利

用
を

行
っ

た
場

合
の

ペ
ナ

ル
テ

ィ
に

合
意

す
る

旨
 

利
用

終
了

後
は

提
供

さ
れ

た
匿

名
デ

ー
タ

を
直

ち
に

返
却

す
る

旨
 

研
究

成
果

の
公

表
に

際
し

て
は

、
統

計
法

に
基

づ
い

て
関

係
の

府
省

か
ら

結
果

集
計

表
や

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
た

こ
と

を
明

記
す

る
旨

 

個
体

の
特

定
に

結
び

つ
く

よ
う

な
研

究
・

分
析

を
行

わ
な

い
旨

 

ウ
．

利
用

申
出

者
 

《
学

術
研

究
目

的
の

場
合

》
 

学
術

研
究

を
目

的
と

し
た

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
や

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

申
出

者
は

、
自

分
自

身
が

責
任

を
持

っ
て

研
究

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
者

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

大
学

･

研
究

機
関

に
お

け
る

場
合

の
利

用
申

出
者

を
例

示
す

れ
ば

、
以

下
の

と
お

り
と

な
る

。
 

①
教

授
等

の
指

示
に

よ
り

、
大

学
院

生
や

学
部

学
生

が
集

計
結

果
表

の
作

成
等

に
携

わ

る
場

合
の

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

申
出

者
は

、
指

導
す

る
教

授
等

で
あ

る
。

(
注

)
 

(
注
)
 

こ
の
場
合
の
大
学
院
生
や
学
部
学
生
は
、
匿
名
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
た
者
（
教
授
等
）
か
ら
「
業

務
の
委
託
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
当
該
委
託
に
係
る
業
務
を
受
託
し
た
者
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
統

計
法

第
42

条
第

２
項
（

適
正
管

理
）
及

び
同
法

第
43

条
第
２

項
（

利
用
制
限

）
に

規
定
す
る

義
務

が
生
じ
る
と
と
も
に
、
同
法
第

6
1
条
第

3
号
の
罰
則
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の

者
が

匿
名

デ
ー

タ
を

不
正

な
利

益
を

図
る

目
的

で
提

供
や

盗
用

し
た

場
合

に
は

そ
の

者
が

直
接

罰

則
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
際
の
教
授
等
の
責
任
と
し
て
、
運
用
上
、
匿
名
デ
ー
タ
の
利
用
取
り
消
し

等
の
措
置
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
 

 
 
こ
の
た
め
、
申
出
時
に
お
い
て
は
、
匿
名
デ
ー
タ
の
使
用
者
と
し
て
、
大
学
院
生
や
学
部
学
生
を
特
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定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
 
 

 

②
指

導
教

授
の

指
示

に
よ

り
、
結

果
集

計
表

を
用

い
て

大
学

院
生

や
学

部
学

生
が

研
究

に
必

要
な

作
業

を
行

な
う

場
合

の
申

出
者

は
、

指
導

す
る

教
授

等
で

あ
る

。
 

③
共

同
研

究
と

し
て

、
教

授
等

と
大

学
院

生
が

研
究

を
行

う
場

合
の

申
出

者
は

、
そ

の

教
授

等
と

大
学

院
生

で
あ

る
。

 

④
教

授
等

の
指

導
監

督
下

で
な

く
、
個

人
と

し
て

大
学

院
生

や
学

部
学

生
が

研
究

を
行

う
場

合
の

申
出

者
は

、
そ

の
大

学
院

生
や

学
部

学
生

で
あ

る
。

 

《
教

育
目

的
の

場
合

》
 

教
育

を
目

的
と

し
た

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
や

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

申
出

者
は

、
結

果
集

計
表

や
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
者

で
あ

る
。
し

た
が

っ
て

、
大

学
に

お
け

る
場

合
の

利
用

申
出

者
を

例
示

す
れ

ば
、

以
下

の
と

お
り

と
な

る
。

 

①
 

指
導

教
授

が
結

果
集

計
表

や
匿

名
デ

ー
タ

を
用

い
て

講
義

等
の

資
料

を
新

た
に

作

成
し

て
配

布
す

る
場

合
の

利
用

申
出

者
は

指
導

教
授

で
あ

る
。

 

②
 

指
導

教
授

が
匿

名
デ

ー
タ

を
そ

の
ま

ま
用

い
て

講
義

や
演

習
（

卒
業

論
文

の
作

成

等
）
を

行
う

場
合

に
、
匿

名
デ

ー
タ

を
大

学
院

生
や

学
部

学
生

が
利

用
す

る
場

合
の

利

用
申

出
者

は
利

用
者

全
員

と
な

る
。

(
注

)
 

(
注
)
 
こ
の
場
合
の
大
学
院
生
や
学
部
学
生
は
、「

匿
名
デ
ー
タ
の
提
供
を
う
け
る
者
」
と
し
て
、
統
計
法

第
42

条
第
１
項
第
２
号
（
適
正
管
理
）
及
び
同
法
第

4
3
条
第
２
項
（
利
用
制
限
）
に
規
定
す
る
義
務

が
生

じ
る
と

と
も

に
、

同
法
第

6
1
条

第
3
号

の
罰

則
規

定
が

適
用

さ
れ

る
こ

と
と

な
り

、
こ

れ
ら

の

者
が

匿
名

デ
ー

タ
を

不
正

な
利

益
を

図
る

目
的

で
提

供
や

盗
用

し
た

場
合

に
は

そ
の

者
が

直
接

罰
則

の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
際
の
教
授
等
の
責
任
と
し
て
、
運
用
上
、
匿
名
デ
ー
タ
の
利
用
取
り
消

し
等
の
措
置
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

 

③
 

指
導

教
授

が
結

果
集

計
表

を
そ

の
ま

ま
用

い
て

講
義

や
演

習
を

行
う

場
合

に
、
集

計

結
果

表
を

大
学

院
生

や
学

部
学

生
が

利
用

す
る

場
合

の
利

用
申

出
者

は
教

授
等

で
あ

る
。

 

な
お

、
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
の

場
合

、
秘

匿
措

置
が

施
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

集
計

さ

れ
て

い
な

い
情

報
が

提
供

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
統

計
法

第
4
2
条

１
項

第
２

号
で

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
た

者
の

適
正

な
管

理
義

務
を

規
定

し
て

い
る

趣
旨

か
ら

見
て

、
匿

名
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
利
用
申
出
者
の
本
人
確
認
を
十
分
に
行
う
必
要
が
あ

る
。

 

エ
．

利
用

申
出

の
受

付
窓

口
 

 
 

申
出

に
際

し
て

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
場

合
は

、
オ

ー
ダ

ー
し

た
い

結
果

表
の

作

成
が

可
能

で
あ

る
か

否
か

等
に

つ
い

て
調

査
実

施
者

と
の

個
別

事
前

打
ち

合
わ

せ
が

、
匿
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名
デ

ー
タ

の
利

用
の

場
合

は
、

匿
名

デ
ー

タ
の

仕
様

等
に

つ
い

て
調

査
実

施
者

へ
の

照
会

等
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

利
用

申
出

書
の

受
付

窓
口

と
し

て
は

い
ず

れ
の

場
合

も
、

当
該

統
計

調
査

等
の

内
容

を
熟

知
し

て
い

る
所

管
の

各
府

省
と

す
る

こ
と

が
効

率
的

で
あ

る
。

 

オ
．

利
用

申
出

の
時

期
 

利
用

申
出

の
受

付
か

ら
提

供
ま

で
の

期
間

を
明

確
に

し
、

年
間

の
受

付
時

期
・

期
間

を

年
数

回
に

限
定

す
る

等
の

方
法

は
、

行
政

機
関

に
お

け
る

効
率

的
か

つ
円

滑
な

運
用

が
可

能
と

な
り

、
ひ

い
て

は
利

用
者

と
し

て
も

円
滑

な
提

供
が

期
待

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

調
査

実
施

者
は

こ
の

よ
う

な
期

間
を

明
確

に
し

た
り

、
受

付
期

間
を

限
定

す
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
 

３
 

利
用

目
的

の
審

査
 

ア
．

利
用

目
的

の
審

査
内

容
 

利
用

目
的

を
審

査
す

る
場

合
、
研

究
成

果
の

公
表

方
法

が
明

確
に

な
っ

て
い

る
と

と
も

に
、

「
公

益
性

」
の

有
無

が
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
申

出
時

に
お

い
て

は
「

公
益

性
を

示

す
書

類
」

の
添

付
を

求
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

(
1
)
 

「
公

益
性

を
示

す
書

類
」

 

公
益

性
を

示
す

書
類

と
し

て
は

、
た

と
え

ば
次

の
よ

う
な

も
の

が
想

定
さ

れ
る

。
 

研
究

計
画

書
 

所
属

が
あ

る
場

合
は

所
属

を
証

明
す

る
書

類
 

（
指

導
教

授
や

大
学

、
学

会
か

ら
の

推
薦

状
、
大

学
に

籍
が

あ
る

こ
と

を
証

明
す

る
書

類
等

）
 

学
術

研
究

成
果

の
公

表
の

方
法

に
係

る
書

類
 

（
発
表
予
定
の
学
会
・
大
会
の
名
称
や
活
動
内
容
、
提
出
す
る
研
究
計
画
書
へ
の

掲
載

予
定

の
学

術
誌

、
機

関
紙

、
専

門
誌

、
業

界
誌

等
の

記
述

等
）

 

教
育

目
的

で
利

用
す

る
こ

と
を

証
明

す
る

書
類

 

 
 

(
高

等
教

育
機

関
に

所
属

し
て

い
る

こ
と

を
証

明
す

る
書

類
、
高

等
教

育
機

関
が

公
に

し
て

い
る

講
義

や
演

習
内

容
の

概
要

、
シ

ラ
バ

ス
等

)
 

そ
の

他
 

（
研

究
費

を
確

保
す

る
た

め
に

作
成

し
た

既
存

の
書

類
、

利
用

者
の

著
書

・
論

文

の
一

覧
等

）
 

(
2
)
 

審
査

内
容

 

学
術

研
究

の
発

展
に

資
す

る
と

認
め

る
場

合
の

利
用

目
的

を
審

査
す

る
に

当
た

っ

て
は

、
①

依
頼

者
の

属
す

る
機

関
が

外
形

的
に

み
て

研
究

を
行

っ
て

い
る

機
関

で
あ

る

か
ど

う
か

、
②

研
究

の
成

果
が

社
会

に
還

元
(
学

術
論

文
等

の
形

で
研

究
の

成
果

が
公

表
)
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
か

、
③

提
供

し
た

デ
ー

タ
の

管
理

体
制

や
管

理
方

法
に

信
頼
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が
お

け
る

か
、
④

研
究

内
容

と
利

用
さ

れ
る

統
計

調
査

の
関

係
が

適
切

で
あ

る
か

等
を

審
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

教
育

目
的

で
の

利
用

を
審

査
す

る
に

当
た

っ
て

は
、
①

依
頼

者
の

属
す

る
機

関
が

外

形
的

に
み

て
高

等
教

育
機

関
で

あ
る

か
ど

う
か

、
②

講
義

等
の

実
施

状
況

が
報

告
さ

れ

る
か

ど
う

か
、
③

講
義

で
使

用
し

た
資

料
や

演
習

で
作

成
し

た
資

料
の

概
要

が
提

示
さ

れ
る

か
ど

う
か

、
④

提
供

し
た

結
果

集
計

表
や

匿
名

デ
ー

タ
の

管
理

体
制

や
管

理
方

法

に
信

頼
が

お
け

る
か

、
⑤

講
義

等
の

内
容

と
利

用
さ

れ
る

集
計

結
果

表
や

匿
名

デ
ー

タ

の
関

係
が

適
切

で
あ

る
か

、
⑥

利
用

す
る

学
生

に
統

計
倫

理
に

関
す

る
教

育
が

行
わ

れ

て
い

る
か

等
を

審
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

  

(
3
)
 

審
査

の
実

施
主

体
 

利
用

目
的

の
審

査
を

行
政

機
関

が
行

う
こ

と
は

適
当

で
は

な
く

、
第

三
者

専
門

機
関

が
審

査
す

べ
き

で
は

な
い

か
と

の
提

言
も

な
さ

れ
て

い
る

が
、
次

の
理

由
か

ら
、
オ

ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
や

秘
匿

デ
ー

タ
の

提
供

に
関

す
る

利
用

目
的

の
審

査
は

、
当

該
統

計

調
査

の
実

施
者

が
行

う
こ

と
が

適
当

で
あ

る
と

考
え

る
。

 

ⅰ
）
利

用
目

的
の

審
査

は
、
上

記
（

2
）
に

示
す

と
お

り
の

形
式

審
査

で
あ

り
、
研

究

内
容

の
有

用
性

や
重

要
度

を
評

価
す

る
も

の
で

は
な

い
こ

と
 

ⅱ
）

統
計

調
査

の
調

査
対

象
者

の
信

頼
を

損
な

わ
な

い
た

め
は

、
調

査
実

施
者

と
し

て
適

正
に

審
査

し
た

上
で

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
を

受
託

し
、

匿
名

デ
ー

タ
を

提

供
し

て
い

る
こ

と
を

自
ら

確
認

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
こ

と
 

ⅲ
）

統
計

調
査

の
内

容
や

匿
名

デ
ー

タ
の

内
容

に
つ

い
て

最
も

詳
細

に
把

握
し

て
い

る
の

は
調

査
実

施
者

自
身

で
あ

る
こ

と
 

な
お

、
提

供
状

況
に

つ
い

て
は

、
統

計
法

第
5
5
条

に
基

づ
い

て
総

務
省

が
と

り
ま

と

め
て

公
表

す
る

と
と

も
に

統
計

委
員

会
へ

も
報

告
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。
た

だ
し

、

利
用

目
的

の
審

査
の

公
平

性
や

透
明

性
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
申

出
に

応
じ

な
か

っ

た
場

合
に

つ
い

て
は

、
そ

の
件

数
を

報
告

す
べ

き
で

あ
り

、
研

究
者

の
個

人
情

報
の

保

護
に

も
配

慮
し

つ
つ

、
申

出
に

お
い

て
示

さ
れ

た
研

究
概

要
や

応
じ

な
か

っ
た

理
由

等

を
報

告
す

る
こ

と
に

つ
い

て
も

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
 

 ４
 

審
査

結
果

に
対

し
て

不
服

が
あ

っ
た

場
合

の
対

応
方

法
 

統
計

法
第

3
4
条

や
第

3
6
条

の
規

定
で

は
、

そ
れ

ぞ
れ

「
一

般
か

ら
の

委
託

に
応

じ
、

…
…

統
計

等
の

作
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
」
、
「

一
般

か
ら

の
求

め
に

応
じ

、
…

…
匿

名

デ
ー

タ
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
る

」
と

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

行
政

手
続

法
第

２
条

第
２

号
や

行
政

不
服

審
査

法
第

2
条

第
1
項

に
規

定
す

る
「

処
分

」
に

は
該

当
し

な
い

と

解
さ

れ
る

。
こ

の
た

め
、

審
査

の
際

に
、

利
用

申
出

者
に

は
行

政
手

続
法

に
基

づ
く

処
分

手
続

は
保

障
さ

れ
ず

、
ま

た
、

審
査

結
果

に
対

し
て

利
用

申
出

者
が

行
政

不
服

審
査

法
に

基
づ

く
不

服
申

立
て

を
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
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し
か

し
な

が
ら

、
二

次
利

用
と

い
う

新
た

な
制

度
を

円
滑

か
つ

適
切

に
運

用
す

る
観

点

か
ら

、
例

え
ば

、
二

次
利

用
に

関
す

る
政

府
統

計
全

体
の

案
内

、
相

談
、

苦
情

等
の

窓
口

機
能

を
設

け
、

そ
こ

で
苦

情
等

の
受

付
・

斡
旋

等
を

行
え

る
よ

う
な

仕
組

み
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
 

 ５
 

集
計

結
果

表
の

著
作

権
に

関
す

る
留

意
事

項
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
の

場
合

、
申

出
者

の
創

意
工

夫
や

集
計

の
事

務
処

理
を

受
託

し

た
者

の
創

意
工

夫
に

よ
っ

て
付

加
価

値
の

つ
い

た
集

計
結

果
表

を
作

成
す

る
こ

と
や

、
特

殊
な

処
理

を
行

う
な

ど
、

一
連

の
事

務
処

理
の

過
程

で
、

申
出

者
や

委
託

を
受

け
た

者
に

著
作

権
が

発
生

す
る

可
能

性
は

否
定

で
き

な
い

。
 

こ
の

た
め

、
集

計
・

分
析

等
の

業
務

を
委

託
す

る
場

合
に

は
、

成
果

物
に

著
作

権
が

発

生
す

る
よ

う
な

処
理

を
行

わ
な

い
こ

と
を

契
約

上
明

確
に

し
て

お
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

ま
た

、
仮

に
、

特
別

な
分

析
や

グ
ラ

フ
の

作
成

等
、

委
託

を
受

け
た

者
の

創
意

工
夫

の
余

地
が

あ
る

も
の

を
委

託
せ

ざ
る

を
得

な
い

よ
う

な
場

合
に

は
、

そ
の

成
果

物
の

著
作

権
は

調
査

実
施

者
に

帰
属

す
る

旨
を

契
約

書
に

お
い

て
明

確
に

し
て

お
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。 

さ
ら

に
、

申
出

者
の

著
作

権
に

つ
い

て
も

、
当

該
申

出
に

よ
る

集
計

結
果

表
の

提
供

後

に
類

似
の

申
出

が
行

わ
れ

た
場

合
に

、
先

の
申

出
者

の
著

作
権

が
あ

る
た

め
応

じ
ら

れ
な

い
と

い
う

よ
う

な
こ

と
が

生
じ

る
と

運
用

上
支

障
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
を

回
避

す
る

た
め

の
手

段
と

し
て

、
申

出
者

は
著

作
権

を
主

張
し

な
い

と
い

う
こ

と
を

申
出

受
理

の
条

件
に

入
れ

て
お

く
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

 

６
 

そ
の

他
運

用
面

で
の

留
意

事
項

 

 
 

二
次

利
用

の
円

滑
な

運
用

を
図

る
観

点
か

ら
、

次
の

よ
う

な
仕

組
み

等
を

検
討

す
る

こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

（
1
)
 

提
供

窓
口

に
つ

い
て

 

申
出

書
の

提
出

か
ら

、
結

果
集

計
表

や
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
を

受
け

る
ま

で
の

期
間

を
最

短
に

す
る

観
点

か
ら

す
れ

ば
、

提
供

窓
口

は
、

匿
名

デ
ー

タ
を

作
成

す
る

府
省

毎

に
置

く
こ

と
が

効
果

的
で

あ
る

。
 

な
お

、
将

来
的

に
は

、
諸

外
国

に
見

ら
れ

る
よ

う
に

、
統

計
調

査
票

情
報

の
保

存
と

提
供

を
一

体
化

し
た

デ
ー

タ
・

ア
ー

カ
イ

ブ
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
、

利
用

者
の

利

便
性

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
提

供
者

側
の

事
務

処
理

の
効

率
化

を
図

る
必

要
が

あ

る
と

考
え

る
。

 

（
2
)
 

提
供

媒
体

・
提

供
方

法
に

つ
い

て
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

が
提

供
を

受
け

た
集

計
結

果
表

を
加

工
し

た
り

、
論

文
等

に
掲

載
し

た
り

す
る

場
合

に
、

電
子

的
な

形
態

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

か
ら

、
Ｃ

Ｄ
－

Ｒ
等

の
電

子
的

記
録

媒
体

の
郵

送
、

直
接

受
渡

ま
た

は
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

り
提

供
す

る
こ

と
と

す
べ

き
で

あ
る

。
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匿
名

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

、
統

計
法

第
4
2
条

第
１

項
第

２
号

で
適

正
な

管
理

が
規

定
さ

れ
て

い
る

趣
旨

か
ら

見
て

、
集

計
結

果
表

に
比

べ
て

よ
り

安
全

性
に

配
慮

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
当

面
、

電
子

的
記

録
媒

体
の

書
留

に
よ

る
郵

送
ま

た
は

直
接

受
渡

し
に

よ
り

提
供

す
べ

き
で

あ
る

。
 

（
3
)
 

提
供

さ
れ

た
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
中

の
管

理
 

 
 

 
提

供
さ

れ
た

匿
名

デ
ー

タ
の

利
用

に
当

た
っ

て
は

、
外

部
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続

し
て

い
な

い
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

用
い

、
研

究
分

析
の

た
め

に
一

時
的

に
ハ

ー
ド

デ
ィ

ス

ク
等

へ
保

存
し

た
場

合
は

、
研

究
分

析
終

了
後

速
や

か
に

消
去

す
る

等
、

管
理

を
厳

重

に
す

べ
き

で
あ

る
。

 

（
4
)
 

提
供

さ
れ

た
デ

ー
タ

の
利

用
終

了
後

の
措

置
 

匿
名

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

、
秘

匿
処

理
が

施
さ

れ
て

い
る

と
は

い
え

調
査

票
情

報
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
統

計
法

第
4
2
条

第
１

項
第

２
号

で
適

正
な

管
理

が
規

定
さ

れ
て

い

る
こ

と
か

ら
、

調
査

対
象

者
の

信
頼

を
損

な
わ

な
い

た
め

に
は

、
利

用
期

間
終

了
後

は
提

供
し

た
Ｃ

Ｄ
－

Ｒ
等

が
確

実
に

返
却

さ
れ

た
こ

と
を

提
供

側
が

確
認

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
す

べ
き

で
あ

る
。

ま
た

、
利

用
期

限
内

に
申

出
し

た
研

究
等

が
終

了
し

な
い

場
合

は
、

適
切

な
延

長
手

続
き

を
行

う
こ

と
で

延
長

が
可

能
な

る
よ

う
に

す
べ

き
で

あ
る

。
 

結
果

集
計

表
に

つ
い

て
も

、
そ

の
利

用
目

的
を

公
益

性
の

あ
る

場
合

に
限

定
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

集
計

結
果

表
の

利
用

は
、

利
用

申
出

の
際

に
提

示
さ

れ
た

目
的

の
範

囲
内

の
み

に
限

定
す

べ
き

で
あ

る
。

 

（
5
)
 

提
供

さ
れ

た
集

計
結

果
表

や
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
範

囲
と

成
果

公
表

方
法

に
つ

い
て

 

結
果

集
計

表
や

匿
名

デ
ー

タ
を

用
い

て
作

成
す

る
統

計
表

等
の

利
用

は
、

利
用

申
出

書
に

記
載

し
た

利
用

目
的

の
範

囲
内

に
限

定
す

べ
き

で
あ

り
、

利
用

申
出

書
に

記
載

し

た
公

表
方

法
で

の
み

公
表

す
る

よ
う

に
す

べ
き

で
あ

る
。

 

（
6
)
 

匿
名

デ
ー

タ
を

作
成

す
る

統
計

調
査

に
つ

い
て

 

ど
の

よ
う

な
統

計
調

査
に

つ
い

て
匿

名
デ

ー
タ

を
作

成
す

る
か

は
、

各
府

省
が

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
等

を
勘

案
し

て
判

断
す

る
こ

と
と

な
る

。
一

般
に

匿
名

化
が

難
し

い
と

さ

れ
て

い
る

事
業

所
系

の
統

計
調

査
に

つ
い

て
も

、
匿

名
化

の
対

象
と

し
、

匿
名

化
の

努

力
が

行
わ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

な
お

、
匿

名
化

で
き

な
い

調
査

は
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド

集
計

で
対

応
す

る
こ

と
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
 

（
7
)
 

二
次

利
用

の
円

滑
な

利
用

の
た

め
の

環
境

整
備

に
つ

い
て

 

利
用

者
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

、
二

次
利

用
を

促
進

す
る

観
点

か
ら

、
各

府
省

は
、

毎
年

度
当

初
に

、
ど

の
よ

う
な

統
計

調
査

に
つ

い
て

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

や
匿

名

デ
ー

タ
の

提
供

を
行

う
か

が
分

か
る

情
報

を
そ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
公

表
す

る
こ

と

が
必

要
で

あ
る

。
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1
0
 

ま
た

、
関

係
学

会
と

連
携

し
て

、
各

府
省

は
、

ど
の

よ
う

な
統

計
調

査
に

つ
い

て
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
や

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
行

う
か

を
周

知
す

る
よ

う
に

す
べ

き

で
あ

る
。

 

さ
ら

に
、

関
係

学
会

に
対

し
て

、
結

果
集

計
表

や
匿

名
デ

ー
タ

の
利

用
に

関
す

る
倫

理
規

定
等

を
作

成
す

る
等

の
協

力
を

要
請

す
べ

き
で

あ
る

。
 

(
8
)
 

不
適

切
利

用
に

対
す

る
ペ

ナ
ル

テ
ィ

に
つ

い
て

 

匿
名

デ
ー

タ
を

自
己

ま
た

は
第

三
者

の
不

正
な

利
益

を
図

る
目

的
で

提
供

又
は

盗
用

し
た

場
合

、
統

計
法

第
4
3
条

第
２

項
及

び
第

6
1
条

第
３

号
に

よ
り

罰
せ

ら
れ

る
場

合

が
あ

る
。

ま
た

、
利

用
申

出
書

に
記

載
し

た
以

外
の

利
用

を
行

っ
た

場
合

や
提

供
さ

れ

た
匿

名
デ

ー
タ

を
適

切
に

管
理

し
な

か
っ

た
場

合
等

、
不

適
切

な
利

用
を

行
っ

た
者

に

対
す

る
対

処
方

法
と

し
て

、
不

適
切

利
用

を
行

っ
た

者
は

、
そ

の
後

の
一

定
期

間
、

す

べ
て

の
府

省
に

お
い

て
二

次
利

用
の

申
出

を
一

切
受

け
付

け
な

い
と

す
る

よ
う

な
ペ

ナ

ル
テ

ィ
を

与
え

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

こ
の

場
合

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

や
匿

名

デ
ー

タ
の

提
供

の
契

約
書

や
利

用
申

出
書

に
添

付
す

る
誓

約
書

に
ペ

ナ
ル

テ
ィ

の
内

容

を
具

体
的

に
記

載
し

そ
の

よ
う

な
ペ

ナ
ル

テ
ィ

を
受

け
る

こ
と

に
利

用
者

が
同

意
す

る

旨
を

記
載

す
る

と
と

も
に

、
ペ

ナ
ル

テ
ィ

の
適

用
基

準
や

判
断

主
体

等
も

規
定

し
て

お

く
べ

き
で

あ
る

。
 

(
9
)
 

国
外

の
研

究
者

に
対

す
る

提
供

に
つ

い
て

 

統
計

法
に

お
け

る
罰

則
規

定
の

う
ち

、
同

法
第

6
2
条

で
は

、
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
を

受
け

た
者

あ
る

い
は

匿
名

デ
ー

タ
の

取
り

扱
い

に
関

す
る

業
務

の
委

託
を

受
け

た
者

等

が
図

利
目

的
で

提
供

又
は

盗
用

し
た

場
合

の
罰

則
（

同
法

第
6
1
条

第
3
号

）
に

つ
い

て

は
、

日
本

国
外

に
お

い
て

こ
れ

ら
の

罪
を

犯
し

た
者

に
対

し
て

も
適

用
す

る
と

規
定

さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
制

度
的

な
枠

組
み

と
し

て
は

、
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
は

外
国

の

研
究

者
に

対
し

て
も

可
能

で
あ

る
。

 

国
外

の
研

究
者

に
提

供
す

る
場

合
に

は
、

各
種

手
続

の
た

め
の

書
類

や
調

査
情

報
に

関
す

る
膨

大
な

書
類

等
を

翻
訳

す
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

た
め

の
環

境
整

備
を

検
討

す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

(
1
0
)
 

レ
プ

リ
カ

デ
ー

タ
の

作
成

・
提

供
に

つ
い

て
 

レ
プ

リ
カ

デ
ー

タ
は

、
統

計
法

で
規

定
し

て
い

る
匿

名
デ

ー
タ

の
一

形
態

と
考

え
る

か
、

全
く

の
擬

似
デ

ー
タ

と
考

え
る

か
に

よ
り

そ
の

取
り

扱
い

が
異

な
る

の
で

、
今

後

さ
ら
に
定
義
を
明
確
化
し
た
上
で
そ
の
作
成
・
提
供
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

(
1
1
)
 

オ
ン

サ
イ

ト
利

用
の

検
討

に
つ

い
て

 

オ
ン

サ
イ

ト
利

用
は

、
課

題
の

明
確

化
を

図
り

、
引

続
き

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
 

 

1
1
 

Ⅲ
 

二
次

利
用

の
技

術
的

な
課

題
に

つ
い

て
 

１
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

お
け

る
集

計
結

果
表

の
秘

匿
処

理
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
に

お
い

て
は

、
客

体
数

が
少

な
く

、
集

計
結

果
表

に
お

い
て

特

定
の

個
人

や
事

業
所

等
が

識
別

さ
れ

る
お

そ
れ

が
あ

る
場

合
に

は
、

秘
密

の
保

護
の

観
点

か
ら

、
当

該
集

計
結

果
表

に
対

し
て

秘
匿

処
理

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

、
集

計
結

果
表

の
秘

匿
処

理
の

方
法

に
つ

い
て

は
、

世
帯

対
象

か
事

業

所
・

企
業

対
象

か
、

ま
た

全
数

調
査

か
標

本
調

査
か

、
表

章
す

る
項

目
に

よ
っ

て
も

異
な

る
た

め
、

一
律

の
基

準
を

設
定

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
 

こ
の

た
め

、「
統

計
デ

ー
タ

の
二

次
利

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

仮
称

）
」（

以
下
「

ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
と

い
う

。
）
で

は
、
現

在
各

府
省

が
統

計
調

査
結

果
を

公
表

す
る

際
に

実
施

し
て

い
る

秘
匿

処
理

の
事

例
（

別
紙

1
）
を

参
考

に
、
目

安
と

な
る

も
の

を
提

示
す

べ
き

で

あ
る

。
 

２
 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

 

(
1
)
 

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

対
象

 

一
般

的
に

は
、

事
業

所
・

企
業

を
対

象
と

し
た

調
査

の
デ

ー
タ

は
匿

名
化

が
難

し
い

と
い

わ
れ

て
い

る
が

、
調

査
に

よ
っ

て
デ

ー
タ

の
安

全
性

や
有

用
性

は
異

な
る

た
め

、

匿
名

化
が

必
要

な
項

目
や

匿
名

化
の

程
度

も
一

律
で

は
な

い
。

こ
の

た
め

、
事

業
所

・

企
業

の
統

計
を

一
律

に
匿

名
化

の
対

象
外

と
す

る
こ

と
は

適
当

で
は

な
く

、
匿

名
デ

ー

タ
の

作
成

対
象

は
、
原

則
と

し
て

、
事

業
所

･
企

業
関

係
の

統
計

を
含

め
す

べ
て

の
統

計

調
査

と
す

べ
き

で
あ

る
。

 

な
お

、
匿

名
化

で
き

な
い

調
査

は
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
で

対
応

す
る

こ
と

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

 

(
2
)
 

匿
名

処
理

の
方

法
 

 
 

調
査

に
よ

っ
て

デ
ー

タ
の

安
全

性
、

有
用

性
は

異
な

る
の

で
、

匿
名

化
の

方
法

は
、

調
査

ご
と

に
決

め
る

必
要

が
あ

る
。

今
後

、
各

府
省

が
行

う
秘

匿
処

理
の

参
考

と
す

る

た
め

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

は
別

紙
２

に
示

す
秘

匿
処

理
の

技
法

や
研

究
会

に
お

い
て

モ

デ
ル

と
し

て
示

し
た

別
紙

３
等

を
参

考
に

匿
名

化
の

目
安

と
な

る
も

の
を

盛
り

込
む

必

要
が

あ
る

。
 

 
 

３
 

秘
匿

処
理

の
審

査
 

統
計

法
第

3
5
条

第
２

項
で

は
、
基

幹
統

計
調

査
に

係
る

匿
名

デ
ー

タ
を

作
成

す
る

場
合

、

行
政

機
関

の
長

は
あ

ら
か

じ
め

統
計

委
員

会
の

意
見

を
聴

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

規
定

し
て

い
る

。
 

こ
の

よ
う

な
統

計
委

員
会

に
お

け
る

審
査

を
効

率
的

、
効

果
的

に
実

施
す

る
た

め
に

は
、

実
施

す
る

秘
匿

処
理

の
内

容
を

明
確

か
つ

簡
潔

に
表

現
す

る
た

め
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
が

必
要

で
あ

り
、

各
府

省
間

で
統

一
化

さ
れ

た
様

式
で

、
各

府
省

が
そ

れ
ぞ

れ
の

所
管

の
統
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1
2
 

計
調

査
ご

と
に

作
成

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

様
式

は
各

府
省

共
通

と
す

べ
き

で
あ

る
が

、
秘

匿
処

理
の

内
容

は

調
査

ご
と

に
異

な
る

こ
と

か
ら

、
各

府
省

は
所

管
の

統
計

調
査

の
結

果
に

つ
い

て
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
示

さ
れ

る
秘

匿
処

理
の

技
法

や
匿

名
化

の
目

安
を

参
考

に
必

要
な

秘
匿

処
理

の
内

容
を

記
載

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
 

な
お

、
匿

名
デ

ー
タ

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
イ

メ
ー

ジ
は

別
紙

４
及

び
５

に
示

す
と

お

り
で

あ
る

。
 

４
 

秘
匿

処
理

の
実

施
機

関
 

基
本

的
に

は
統

計
調

査
を

所
管

す
る

府
省

が
秘

匿
処

理
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

秘

匿
化

と
い

う
専

門
的

な
知

識
や

技
術

的
な

ス
キ

ル
を

必
要

と
す

る
処

理
を

政
府

全
体

と
し

て
効

率
的

に
実

施
し

て
い

く
た

め
に

は
、
あ
る
程
度
秘
匿
処
理
の
実
施
機
関
を
特
定
化
し
、

秘
匿

化
の

業
務

を
委

託
す

る
こ

と
も

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
 

 

 

1
3
 

別
紙
１

 

 

現
在

、
各

省
が

実
施

し
て

い
る

集
計

結
果

表
の

秘
匿

処
理

の
事

例
 

 

 

各
府
省
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
集
計
結
果
表
の
秘
匿
処
理
に
つ
い
て
は
、
概
ね
下
表
の
と
お
り
。

 

  

調
査

対
象
 

標
本
 

全
数
 

事 業 所 等 

①
客
体
数
が
少
な
い
場
合
、
結
果
を
非
表
示
（
“ｘ
”

等
に
置
換
え
）（

賃
金
引
上
げ
等
の
実
態
に
関
す

る
調
査
等
）
 

②
①

の
他

、
合

計
値

か
ら

の
引

き
算

に
よ

り
秘

匿

対
象

が
判

明
す

る
場

合
は

、
二

次
秘

匿
処

理

（
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
）
 

③
客

体
数

が
３

未
満

の
場

合
、

客
体

数
は

表
章

す

る
が

経
営

に
係

る
項

目
は

非
表

示
（

農
林

水
産

関
係
の
統
計
全
般
）
 

④
事

業
所

数
が

一
定

数
以

下
で

か
つ

従
業

者
数

が

一
定

数
以

下
の

場
合

非
表

示
（

屋
外

労
働

者
職

種
別
賃
金
調
査
等
）
 

⑤
労
働
者
数
を

1
0
人
単
位
で
表
章
（
賃
金
構
造
基

本
調
査
）
 

客
体
数
が
少
な
い
場
合
、
結
果
を
非
表
示
 

（
“ｘ
”等

に
置
換
え
）
 

合
計

値
か

ら
の

引
き

算
に

よ
り

秘
匿

対
象

が
判

明
す
る
場
合
は
、
二
次
秘
匿
処
理

 

（
工

業
統

計
調

査
、

商
業

統
計

調
査

、
学

校
教

員
統
計
調
査
等
）

 

世 帯 

表
章
単
位
の
丸
め
（
千
世
帯
、
万
人
等
）
 

 
（
労
働
力
調
査
、
国
民
生
活
基
礎
調
査
等
）
 

表
章
区
分
の
統
合
（
小
地
域
集
計
（
国
勢
調
査
））
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1
4
 

別
紙
２

 

秘
匿

処
理

に
つ

い
て

 

 

(
1
)
 
秘
匿
処
理
と
は

 

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

か
ら

世
帯

や
個

人
の

秘
密

の
情

報
を

知
る

と
い

う
こ

と
は

、
調

査
対

象
で

あ
る

調
査

単
位

（
世

帯
や

個
人

）
と

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
対

応
関

係
を

特
定

し
、

特
定

さ
れ

た
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
か

ら

調
査

単
位

の
秘

密
に

属
す

る
事

項
を

知
る

と
い

う
こ

と
を

意
味

す
る

。
ど

の
調

査
事

項
が

、
秘

密
の

情

報
に

当
た

る
か

は
一

概
に

は
決

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
し

、
時

代
と

と
も

に
変

化
し

、
普

遍
的

で
は

な

い
と

思
わ

れ
る

の
で

、
秘

匿
処

理
と

は
、

基
本

的
に

は
、

調
査

単
位

と
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
の

対
応

関
係

を

特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

(
2
)
 
対
応
関
係

 

 
 

提
供

す
る

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

に
は

、
氏

名
、

住
所

な
ど

の
直

接
的

に
世

帯
や

個
人

が
特

定
で

き
る

情
報

は
付

与
さ

れ
て

い
な

い
の

で
、

調
査

単
位

と
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
の

対
応

関
係

は
、

性
別

や
年

齢
な

ど
の

属

性
（
識
別
情
報
）
が
同
じ
か
ど
う
か
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

全
国

の
全

調
査

単
位

の
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
が

提
供

さ
れ

て
い

て
、

か
つ

、
全

調
査

単
位

に
つ

い
て

識
別

情
報

が
分

か
る

場
合

、
識

別
情

報
が

一
致

す
る

調
査

単
位

と
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
が

そ
れ

ぞ
れ

１
つ

し
か

な

い
場

合
に

は
同

じ
世

帯
や

個
人

と
判

断
で

き
、

そ
れ

ぞ
れ

複
数

あ
る

場
合

は
そ

の
う

ち
の

い
ず

れ
か

と

判
断

で
き

る
。

実
際

の
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
の

提
供

の
場

合
、

一
部

の
調

査
単

位
の

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

が
提

供

さ
れ
て
い
て
、
か
つ
、
一
部
の
調
査
単
位
の
識
別
情
報
が
わ
か
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

対
応
関
係
を
特
定
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

(
3
)
 
特
定
の
可
能
性

 

特
定

の
可

能
性

を
考

え
る

と
、

地
域

範
囲

が
狭

い
場

合
に

は
、

調
査

対
象

が
絞

り
込

ま
れ

る
の

で
、

識
別

情
報

を
収

集
す

る
こ

と
が

容
易

に
な

り
、

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
地

域
情

報
が

詳
細

で
あ

れ
ば

、
特

定

の
可

能
性

が
高

く
な

る
。

ま
た

、
調

査
を

受
け

て
い

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

と
、

そ
の

調
査

単
位

の

ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
必
ず
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
た
め
、
対
応
関
係
を
特
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

し
か

し
、

調
査

対
象

の
リ

ス
ト

は
厳

格
に

管
理

さ
れ

て
お

り
、

外
部

の
者

が
調

査
を

受
け

て
い

る
調

査

単
位

を
知

る
可

能
性

は
低

く
、

調
査

時
か

ら
数

年
が

経
過

す
れ

ば
外

部
の

者
が

知
る

こ
と

は
不

可
能

と

言
え
る
。

 

し
か
し
、
特
殊
な
デ
ー
タ
の
と
き
に
、
特
定
の
可
能
性
は
高
く
な
る
。
例
え
ば
、
1
0
0
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯
や
世
帯
員
が

1
0
人
い
る
と
い
う
よ
う
な
世
帯
の
数
は
少
な
い
の
で
、
母
集
団
の
あ
る
個

別
の

世
帯

に
対

応
す

る
デ

ー
タ

数
が

少
な

く
な

り
、

そ
の

ど
れ

に
当

た
る

か
決

定
す

る
の

が
比

較
的

容

易
に

な
る

。
ま

た
、

複
数

の
属

性
の

特
殊

な
組

合
せ

も
特

定
の

可
能

性
が

高
く

な
る

。
こ

れ
に

対
し

、

標
準

的
な

対
象

の
場

合
に

は
同

じ
条

件
の

デ
ー

タ
が

多
数

出
現

す
る

こ
と

に
な

る
の

で
、

特
定

の
可

能

性
は
比
較
的
低
い
も
の
に
と
ど
ま
る
。
 

 
(
4
)
 
識
別
情
報

 

調
査

対
象

で
あ

る
調

査
単

位
と

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
対

応
関

係
を

特
定

し
よ

う
と

す
る

と
き

に
用

い
る
識
別

情
報

と
は
、
提
供

す
る
ミ

ク
ロ

デ
ー
タ

に
含

ま
れ
て

い
て
、
か
つ
、
統

計
調
査

以
外

か
ら

も
知
る
こ

と
が

で
き
る

情
報

で
あ
る

 

 

1
5
 

 
個
人
又

は
世

帯
を
対

象
と

し
た
統

計
の

場
合
、
比
較

的
容
易

に
入

手
で
き

る
識

別
情
報

と
し

て
は
、

外
観
か
ら

で
も

把
握
で

き
る

よ
う
な

基
本

的
な
属

性
が

考
え
ら

れ
、
例

え
ば
、
県
、
市
町
村
な

ど
の

地
域

情
報

や
、

世
帯

員
数

、
世

帯
員

の
性

別
、

住
宅

の
大

き
さ

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
る

。
こ

の
ほ

か
、

自
宅
で
営

業
し

て
い
る

世
帯

で
あ
れ

ば
そ

の
産
業
・
職

業
を
知

る
こ

と
が
で

き
る

し
、
子
供
の

年
齢

は
通
学
し

て
い

る
学
年

で
分

か
る
と

思
わ

れ
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら

の
情
報

だ
け

で
は
、
一
般

に
は

対
応
関
係

を
特

定
す
る

こ
と

は
で
き

な
い

。
ま

た
、
こ

れ
ら
の

情
報

の
収
集

は
比

較
的
簡

単
で

は
あ

る
が
、
多

数
の

調
査
単

位
に

つ
い
て

情
報

を
収
集

し
よ

う
と
す

れ
ば

大
き
な

作
業

量
を
必

要
と

す
る
。 

 
実
際
の

問
題

と
し
て

は
、
時
間
が

経
つ

と
と
も

に
識

別
情
報

を
正

確
に
知

る
こ

と
は
難

し
く

な
る
。

提
供
さ
れ

る
ミ

ク
ロ
デ

ー
タ

は
数
年

前
の

調
査
の

結
果

で
あ
り

、
そ

の
と
き

に
個

々
の
調

査
対

象
が

ど
の
よ
う

な
属

性
を
有

し
て

い
た
か

知
る

こ
と
は

、
た

と
え
世

帯
の

基
本
的

な
属

性
で
あ

っ
て

も
難

し
い
。
既
存
の

リ
ス
ト

の
よ

う
な
も

の
の

場
合
も
、
そ

の
リ
ス

ト
と

ミ
ク
ロ

デ
ー

タ
の
時

点
が

一
致

し
て
い
な

い
と

対
応
関

係
の

特
定
に

は
多

く
の
誤

り
が

生
じ
る

こ
と

に
な
る

。
 

(
5
)
 
特
定
の
試
み

 

秘
匿

処
理

の
方

法
を

決
め

る
と

き
に

は
、

現
実

に
ど

の
よ

う
な

危
険

が
あ

る
か

に
つ

い
て

も
考

え
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

最
近

、
個

人
情

報
の

流
出

が
よ

く
問

題
と

な
る

が
、

そ
の

よ
う

な
例

で
は

、
住

所

（
メ

ー
ル

の
ア

ド
レ

ス
等

も
含

む
。
）
、

氏
名

な
ど

が
流

出
し

て
お

り
、

そ
れ

は
、

商
業

目
的

な
ど

に
そ

の
ま
ま
利
用
で
き
る
。
し
か
し
、
統
計
情
報
の
場
合
、
住
所
、
氏
名
が
流
出
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

ま
た

、
前

述
の

と
お

り
、

特
殊

な
対

象
の

場
合

に
は

特
定

の
可

能
性

が
比

較
的

高
く

な
る

が
、

多
く

の

標
準

的
な

対
象

の
場

合
に

は
特

定
の

可
能

性
は

比
較

的
低

い
も

の
に

と
ど

ま
る

。
一

部
の

対
象

に
つ

い

て
だ

け
特

定
で

き
た

と
し

て
も

、
商

業
目

的
で

の
利

用
価

値
は

少
な

い
で

あ
ろ

う
。

し
た

が
っ

て
、

対

象
を

特
定

し
よ

う
と

す
る

よ
う

な
試

み
が

、
最

近
問

題
に

な
っ

て
い

る
よ

う
な

商
業

目
的

で
行

わ
れ

る

可
能

性
は

低
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

も
そ

も
、

数
年

前
の

統
計

情
報

で
は

利
用

す
る

価
値

も
な

い

で
あ
ろ
う
。
 

し
か

し
、

も
し

対
象

を
特

定
す

る
よ

う
な

試
み

が
実

際
に

行
わ

れ
た

ら
、

そ
れ

は
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
提

供
の

危
険

性
、

ひ
い

て
は

統
計

調
査

の
危

険
性

を
指

摘
す

る
も

の
と

し
て

利
用

さ
れ

て
し

ま
う

で
あ

ろ

う
。

と
こ

ろ
が

、
絶

対
的

な
匿

名
性

を
担

保
し

よ
う

と
す

る
と

、
ド

イ
ツ

で
の

経
験

の
よ

う
に

提
供

で

き
る

情
報

が
極

め
て

限
ら

れ
て

し
ま

う
。

し
た

が
っ

て
、

こ
の

問
題

は
秘

匿
処

理
だ

け
で

対
策

を
考

え

る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
試
み
を
行
う
こ
と
自
体
を
制
限
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
の

た
め

、
デ

ー
タ

を
提

供
す

る
と

き
に

は
、

利
用

目
的

を
限

定
し

、
デ

ー
タ

の
管

理
を

適
正

に
行

わ

せ
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
 

注
：
ド
イ
ツ
は
、
1
9
8
0
年
の
連
邦
統
計
法
で
「
絶
対
的
な
匿
名
化
」
条
項
に
よ
る
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
提
供

を
行

っ
て

き
た

が
、

多
く

の
情

報
が

失
わ

れ
る

こ
と

に
な

り
、

科
学

研
究

の
要

求
に

応
じ

ら
れ

ず
、

ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
1
9
8
7
年
の
連
邦
統
計
法
で
は
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
が
莫
大
な
時

間
や

経
費

を
か

け
な

い
限

り
識

別
で

き
な

い
と

い
う

「
事

実
上

の
匿

名
性

」
の

概
念

に
法

規
定

を
改

正

し
て
い
る
。
 

(
6
)
 
秘
匿
処
理
の
技
法

 

対
応
関
係

を
特

定
し
に

く
く

す
る
秘

匿
処

理
の
方

法
と

し
て

は
、

下
記

の
よ

う
な

方
法

が
あ

る
。
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1
6
 

①
 
識
別

情
報

等
の
削

除
 

対
応
関
係

を
特

定
す
る

危
険

性
の
高

い
識

別
情
報

で
あ

る
、
世
帯

や
居

住
地
を

直
接

的
に
特
定

で
き
る
よ

う
な

情
報
を

削
除

す
る
方

法
で

あ
る
。

 

②
 
識
別

情
報

の
ト
ッ

プ
・

コ
ー
デ

ィ
ン

グ
 

対
応
関
係

を
特

定
で
き

る
可

能
性
が

高
く

な
る
特

殊
な

属
性
を
、
ま

と
め
る

方
法

で
あ
る
。
例

え
ば
、
1
0
0
歳

以
上

の
高

齢
者

が
い

る
世

帯
や

世
帯

員
が

1
0
人

い
る

世
帯

の
数

は
少

な
い

の
で
、

対
応

関
係

を
特

定
し

や
す

く
な

る
の

で
、

特
に

大
き

い
値

や
小

さ
い

値
を

「
以

上
」
、
「

以

下
」
と

い
う
よ

う
に
ま

と
め

る
。
海
外
で

は
、
ト
ッ
プ
・
コ

ー
デ
ィ

ン
グ
さ

れ
る

の
が
対

象
全

体

の
0.
5
％

以
上

と
し
て

い
る

例
な
ど

が
あ

る
。

 

③
 
識
別

情
報

の
グ
ル

ー
ピ

ン
グ

 

特
定
の
値

を
グ

ル
ー
プ

分
け

し
て
階

級
区

分
に
変

更
す

る
方
法

で
あ

る
。
例
え
ば
、
年
齢
を
例

に
す
る
と

、
2
2
歳

で
は
な
く

、
2
1
～

2
5
歳

と
す
る

方
法

で
あ
る

。
ま

た
、
市

町
村

コ
ー
ド

な
ど

の
地
域
情

報
の

場
合
は
、
外

部
の
者

に
も

把
握
し

や
す

い
情
報

で
あ

る
こ
と
、
対

応
関
係

を
調

べ

な
く

て
は
な
ら

な
い

デ
ー
タ

の
範

囲
を
限

定
で

き
る
こ

と
な

ど
か
ら

特
に

注
意

が
必

要
と

な
る

。

海
外
で
は

、
人

口
10

万
人
未

満
の
地

域
区

分
は
提

供
し

な
い
な

ど
の

基
準
が

設
け

ら
れ
て

い
る

例
な
ど
が

あ
る

。
 

④
 
リ
サ

ン
プ

リ
ン
グ

 

ミ
ク
ロ
デ

ー
タ

を
す
べ

て
提

供
す
る

の
で

は
な
く
、
そ
こ

か
ら
抽

出
し

た
一
部

の
ミ

ク
ロ
デ
ー

タ
だ
け
を

提
供

す
る
方

法
で

あ
る
。
こ
の

方
法
に

よ
れ

ば
、
提
供
す

る
ミ
ク

ロ
デ

ー
タ
が

少
な

く

な
る
の
で

、
対

応
関
係

を
特

定
で
き

る
可

能
性
を

低
下

さ
せ
る

こ
と

が
で
き

る
。

 

ま
た

、
特

定
で

き
た

と
の

主
張

に
対

し
、

特
定

で
き

た
と

考
え

る
こ

と
が

適
当

で
は

な
い

と
主

張

す
る
方
法
で
も
あ
る
。
 

⑤
 
ミ
ク

ロ
デ

ー
タ
の

ソ
ー

ト
 

ミ
ク
ロ
デ

ー
タ

の
配
列

順
を

並
べ
替

え
る

こ
と
で

ラ
ン

ダ
ム
に

し
、
対

応
関
係

を
探

り
出
す
こ

と
が
で
き

な
い

よ
う
に

す
る

方
法
で

あ
る

。
 

  
別
の
概

念
か

ら
の
秘

匿
処

理
の
技

法
と

し
て
は

、
ミ

ク
ロ
デ

ー
タ

か
ら
正

確
な

対
応
関

係
を

知
る

こ
と
が
で

き
な

い
よ
う

に
す

る
方
法

が
あ

る
。
具
体
的

に
は
、
ミ
ク

ロ
デ
ー

タ
を

加
工
し

て
正

し
く

な
い
も
の

に
し

て
し
ま

う
方

法
で
あ

る
。

 

①
 
ス
ワ

ッ
ピ

ン
グ

 

任
意
の
２

つ
の

調
査
単

位
の

間
で
、

一
部

の
調
査

事
項

の
値
を

入
れ

替
え
る

方
法

で
あ
る

。
 

②
 
誤
差

の
導

入
 

ミ
ク
ロ
デ

ー
タ

の
一
部

の
調

査
事
項
（
識

別
情
報

又
は

秘
密
の

情
報

自
体
）
に
誤

差
を
導

入
す

る
方
法
で

あ
る

。
 

 
 

 
(
7
)
 
秘
匿
処
理
の
方
法
の
決
定

 

上
記

の
よ

う
な

問
題

が
あ

る
も

の
の

、
実

際
に

海
外

で
行

わ
れ

て
い

る
秘

匿
処

理
の

方
法

を
み

る
と

か
な

り
詳

細
な

デ
ー

タ
を

そ
の

ま
ま

提
供

し
て

い
る

の
が

普
通

で
あ

る
。

秘
匿

処
理

は
、

論
理

的
に

可
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能
性

だ
け

を
考

え
る

と
極

め
て

厳
し

く
行

わ
な

く
て

は
な

ら
な

い
こ

と
に

な
る

が
、

実
際

に
は

、
秘

匿

の
必
要
性
や
利
用
面
も
考
慮
し
て
現
実
的
な
判
断
の
下
で
決
定
し
て
い
る
。

 

そ
の

よ
う

な
現

実
的

な
判

断
を

行
う

た
め

に
、

海
外

で
は

権
威

あ
る

委
員

会
な

ど
が

処
理

の
方

法
を

最
終

承
認

す
る

方
式

を
と

っ
て

い
る

。
我

が
国

に
お

い
て

も
同

様
の

手
続

き
を

踏
む

べ
き

で
あ

り
、

一

橋
大

学
に

お
け

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
の

試
行

的
提

供
で

は
、

統
計

局
の

「
匿

名
標

本
デ

ー
タ

作
成

・
利

用

研
究
会
」
の
承
認
を
得
て
い
る
。

 

統計データの二次利用促進に関する研究会　報告書（平成20年10月）

資料編

78



 

1
8
 

別
紙
３

 

匿
名

化
の

基
準

（
目

安
）

 

 １
 
地
理
的
情
報
に
つ
い
て

 

(
1
)
 
地
理
的
情
報
と
し
て
は
、
地
域
内
に
最
小
で
も
人
口

5
0
万
人
以
上
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
2)

 
直

接
的

な
地

理
的

情
報

以
外

で
、

地
理

的
情

報
が

明
ら

か
に

な
る

項
目

（
例

え
ば

、
サ

ン
プ

リ
ン

グ
情

報
な

ど
）

に
つ

い
て

も
、

上
記

(
1
)
の

最
小

人
口

5
0
万

人
の

基
準

に
適

合
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら

な
い
。

 

(
3
)
 
地
域
分
析
用
と
し
て
、
人
口

5
0
万
人
未
満
の
地
理
的
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
な
匿
名
デ
ー
タ
を
作

成
す
る
場
合
に
は
、
他
の
識
別
情
報
な
ど
の
匿
名
化
の
程
度
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
4)
 
入

手
可

能
な

外
部

情
報

に
よ

り
、

あ
る

特
定

の
種

類
の

施
設

で
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
に

な
る

よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 ２
 
個
人
・
世
帯
の
識
別
情
報
に
つ
い
て

 

(
1)
 
氏

名
、

住
所

な
ど

個
人

又
は

世
帯

を
直

接
的

に
識

別
で

き
る

情
報

は
削

除
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
2)
 
間

接
的

に
個

人
又

は
世

帯
を

識
別

で
き

る
情

報
、

例
え

ば
年

齢
、

世
帯

人
員

、
居

住
室

数
な

ど
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
年
齢
の
高
い
個
人
、
世
帯
員
数
が
多
い
世
帯
、
居
住
室
数
の
多
い
住
宅
な
ど
特
定

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
場
合
、
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
ま
た
は
削
除
を
施
す
必
要
が

あ
る
。
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
母
集
団
（
個
人
又
は
世
帯
）
全
体
の

0
.
5
％
を
目
安
に

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

(
3)
 
少

数
の

特
定

の
集

団
を

対
象

と
す

る
場

合
、

ト
ッ

プ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
の

基
準

を
３

～
５

％
に

す
る

こ
と
を
考
慮
す
べ
で
あ
る
。

 

(
4)
 
ト

ッ
プ

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

す
る

デ
ー

タ
項

目
に

つ
い

て
は

、
そ

の
情

報
（

平
均

値
や

中
央

値
な

ど
）

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

(
5)
 
世

帯
単

位
の

デ
ー

タ
を

提
供

す
る

場
合

、
調

査
単

位
が

特
定

さ
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
必

要
が

あ
れ
ば
、
匿
名
化
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 ３
 
誤
差
（
ノ
イ
ズ
）

 

(
1)
 
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
に

誤
差

を
加

え
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
調

査
デ

ー
タ

と
外

部
情

報
と

の
対

応
関

係
を

特
定

す
る

可
能

性
を

低
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
に

適
当

な
匿

名
化

の
技

法
が

な
い

場
合

に
は

、
研

究
・
分
析
上
の
有
用
性
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
誤
差
を
付
加
す
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

 

(
2)

 
誤

差
を

加
え

る
方

法
と

し
て

は
、
�
乱

数
に

よ
る

誤
差

の
付

加
（

r
an
do
m 

n
oi
se

）
、
�
調

査
単

位

間
の
調
査
情
報
の
交
換
（
s
wa

pp
in

g）
、
�ブ

ラ
ン
ク
（
b
l
a
n
k
）
へ
の
置
換
え
又
は
補
定
（
i
mp

ut
at

io
n）

が
あ
る
。

 

 ４
 
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ

 

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

を
全

て
提

供
す

る
場

合
は

、
そ

の
一

部
を

提
供

す
る

場
合

に
比

べ
て

、
調

査
単

位
の
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特
定

の
可

能
が

高
く

な
る

。
例

え
ば

、
あ

る
人

が
調

査
を

受
け

た
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

場
合

に
は

、

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
中

に
必

ず
そ

の
人

の
デ

ー
タ

が
あ

る
は

ず
と

の
前

提
で

探
す

こ
と

が
で

き
る

。
し

た

が
っ

て
、

必
要

に
応

じ
て

、
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
の

全
て

で
は

な
く

、
一

部
の

デ
ー

タ
だ

け
を

提
供

す
る

こ

と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

 

 ５
 
外
部
フ
ァ
イ
ル
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性

 

(
1)
 
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
と

外
部

の
既

存
フ

ァ
イ

ル
の

デ
ー

タ
を

突
き

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
調

査
単

位
が

識
別

さ
れ

る
よ

う
な

可
能

性
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

を
回

避
す

る
た

め
の

措
置

を
と

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

(
2)
 
調

査
の

た
め

の
標

本
フ

レ
ー

ム
が

、
国

勢
調

査
の

母
集

団
情

報
以

外
の

情
報

に
よ

っ
て

提
供

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

調
査

デ
ー

タ
と

標
本

フ
レ

ー
ム

の
元

の
情

報
と

を
一

致
さ

せ
る

こ
と

が
可

能
と

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
回
避
す
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 ６
 
そ
の
他
の
問
題

 

(
1)
 
デ

ー
タ

の
一

連
番

号
、

デ
ー

タ
の

並
び

順
に

よ
っ

て
、

お
よ

そ
の

地
域

範
囲

が
推

測
さ

れ
る

お
そ

れ
が
あ
る
の
で
、
削
除
、
付
替
え
又
は
並
べ
替
え
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

 

(
2)
 
サ

ン
プ

リ
ン

グ
に

関
す

る
情

報
に

よ
っ

て
は

、
地

理
的

情
報

以
外

に
特

定
の

地
域

や
集

団
で

あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
情
報
は
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。
 

(
3)
 
秘

密
の

情
報

の
う

ち
秘

匿
の

必
要

性
の

高
い

調
査

項
目

に
つ

い
て

は
、

そ
の

調
査

項
目

自
体

に
つ

い
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
、
削
除
等
の
匿
名
化
を
施
す
必
要
が
あ
る
。
 

(
4)
 
時

間
の

経
過

と
と

も
に

、
調

査
デ

ー
タ

を
外

部
情

報
と

照
合

す
る

こ
と

は
困

難
に

な
る

。
提

供
時

期
は
調
査
時
点
か
ら
最
低
限
２
年
間
以
上
は
離
す
べ
き
で
あ
る
。
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2
0
 

別
紙
４

 

匿
名

デ
ー

タ
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（

案
）

 

全
国
消
費
実
態
調
査
を
例
と
し
て

 

 

匿
名
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
統
計
デ
ー
タ
の
名
称
及
び
年
次

 

全
国
消
費
実
態
調
査
（
平
成
元
年
、
６
年
、
1
1
年
、
1
6
年
）

 

 

 １
 
地
理
的
情
報

 

(
1
)
 
提
供
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
は
ど
の
レ
ベ
ル
の
地
理
的
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。
匿
名
化
の
た
め
に

地
理
的
情
報
を
加
工
し
て
い
ま
す
か
。
 

全
国
を
６
地
域
に
区
分
し
た
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
。

 

全
国

4
7
都
道
府
県
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
集
約
し
て
い
ま
す
。

 

ブ
ロ
ッ
ク
の
構
成
、
人
口
、
世
帯
数
は
別
添
１
（
省
略
）
を
参
照
。

 

 

 (
2
)
 
直
接
的
な
地
理
的
情
報
以
外
に
地
理
的
情
報
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
情
報
が
あ
り
ま
す
か
。

 

標
本
デ
ー
タ
を
母
集
団
に
復
元
す
る
た
め
の
乗
率
は
、
都
市
階
級
別
に
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
値
に
な
っ
て

い
る
た
め
に
、
地
理
的
情
報
と
組
み
合
わ
せ
る
と
、
市
区
町
村
レ
ベ
ル
ま
で
判
明
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
匿
名
化
措
置
と
し
て
、
乗
率
を
階
級
別
に
区
分
し
、
階
級
別
の
そ
の
平
均
値
を
乗

率
と
し
て
い
ま
す
。

 

乗
率
の
階
級
、
平
均
値
等
は
別
添
２
（
省
略
）
を
参
照
。

 

 

 (
3
)
 
地
域
分
析
用
に
詳
細
な
地
理
的
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
か
。

 

特
に
地
域
分
析
用
の
フ
ァ
イ
ル
は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

 

 (
4
)
 
あ
る
特
定
の
種
類
の
施
設
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

特
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 

 ２
 
世
帯
の
識
別
情
報

 

(
1
)
 
世
帯
の
識
別
情
報
と
し
て
考
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
項
目
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

 

世
帯
符
号
、
世
帯
人
員

 

 

 

 

2
1
 

 (
2
)
 
そ
れ
ぞ
れ
の
識
別
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
匿
名
化
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。
 

世
帯
符
号
に
つ
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
符
号
は
削
除
し
、
新
た
に
世
帯
単
位
に
一
連
番
号
を
付
与
し
て

い
ま
す
。

 

世
帯
人
員
が
９
人
以
上
の
世
帯
は
削
除
し
て
い
ま
す
。

 

 

 (
3
)
 
匿
名
化
措
置
を
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。
 

世
帯
人
員
９
人
以
上
の
世
帯
は
母
集
団
全
体
の
約

0
.
0
7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

世
帯
人
員
分
布
は
別
添
３
（
省
略
）
を
参
照
。

 

 

 (
4
)
 
世
帯
単
位
の
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
応
し
て
特
別
な
匿
名
化
措
置
を
施
し
て
い
ま
す
か
。

 

特
別
な
匿
名
化
措
置
は
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

 

 ３
 
個
人
の
識
別
情
報

 

(
1
)
 
個
人
の
識
別
情
報
と
し
て
考
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
項
目
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

 

性
別
、
年
齢
 

 

 (
2
)
 
そ
れ
ぞ
れ
の
識
別
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
匿
名
化
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。
 

年
齢
が

8
0
歳
以
上
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

8
0
歳
と
し
て
い
ま
す
。

 

 

 (
3
)
 
匿
名
化
措
置
を
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。
 

年
齢
が

8
0
歳
以
上
の
人
は
、
母
集
団
全
体
の
約
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

年
齢
分
布
は
別
添
４
（
省
略
）
を
参
照
。

 

 

 ４
 
誤
差
（
ノ
イ
ズ
）

 

匿
名
化
措
置
と
し
て
、
誤
差
を
付
加
す
る
方
法
を
採
っ
て
い
ま
す
か
。
誤
差
を
付
加
す
る
方
法
を
採
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
方
法
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

誤
差
を
加
え
る
方
法
は
採
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

 

 ５
 
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
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2
2
 

匿
名
化
措
置
と
し
て
、
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
か
。
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
抽
出
方
法
と
抽
出
率
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

抽
出
方
法
は
乗
率
階
級
別
に
標
本
数
を
比
例
配
分
し
、
乗
率
階
級
内
は
乗
率
を
考
慮
し
た
確
率
比
例
抽

出
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
抽
出
率
は

8
0
％
で
す
。

 

 

 ６
 
外
部
フ
ァ
イ
ル

 

(
1
)
 
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
特
定
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
外
部
フ
ァ
イ
ル
は
存
在
し
ま
す
か
。

 

そ
の
よ
う
な
外
部
フ
ァ
イ
ル
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

 

 

 (
2
)
 
母
集
団
情
報
と
し
て
利
用
し
て
い
る
情
報
は
何
で
す
か
。

 

母
集
団
情
報
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の
は
国
勢
調
査
の
調
査
区
情
報
で
す
。

 

調
査
区
内
の
世
帯
名
簿
は
調
査
の
一
環
と
し
て
作
成
し
、
そ
の
世
帯
名
簿
は
調
査
関
係
者
以
外
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

 

 ７
 
そ
の
他
 

(
1
)
 
デ
ー
タ
の
一
連
番
号
、
デ
ー
タ
の
並
び
順
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
匿
名
化
措
置
を
施
し
て
い
ま
す
か
。
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ー
タ
一
連
番
号
は
削
除
し
て
い
ま
す
。

 

デ
ー
タ
の
並
び
順
は
、
世
帯
単
位
に
、
乱
数
に
よ
り
ラ
ン
ダ
ム
な
並
び
に
し
て
い
ま
す
。

 

ラ
ン
ダ
ム
な
並
び
に
し
て
か
ら
、
デ
ー
タ
の
一
連
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
。
 

 

 (
2
)
 
サ
ン
プ
リ
ン
グ
情
報
に
よ
っ
て
、
地
理
的
情
報
以
外
に
特
定
の
地
域
や
集
団
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。

 

そ
の
よ
う
な
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 

 (
3
)
 
秘
密
の
情
報
の
う
ち
、
特
に
秘
匿
す
る
必
要
性
の
高
い
調
査
項
目
が
あ
り
ま
す
か
。
あ
る
場
合
に
は
、

ど
の
よ
う
な
匿
名
化
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。

 

秘
密
の
情
報
の
う
ち
、
年
間
収
入
に
つ
い
て
秘
匿
の
必
要
性
を
検
討
し
た
が
、
年
間
収
入
か
ら
調
査
単

位
が
特
定
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
し
て
、
匿
名
化
措
置
は
特
に
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、
年
間
収
入
は
回
帰
分
析
な
ど
で
説
明
変
数
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
、
ジ
ニ
係
数
の
計
算
の
た
め

に
も
実
数
で
な
い
と
困
る
こ
と
か
ら
、
利
用
の
面
も
考
慮
し
て
そ
の
ま
ま
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

 

 

2
3
 

 (
4
)
 
提
供
時
期
と
調
査
時
点
と
は
ど
の
程
度
の
期
間
が
開
い
て
い
ま
す
か
。

 

調
査
に
よ
る
結
果
が
す
べ
て
公
表
さ
れ
て
か
ら
、
匿
名
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

最
短
の
期
間
で
も
調
査
時
点
か
ら
２
年
以
上
は
開
い
て
い
ま
す
。
 

 

 (
5
)
 
そ
の
ほ
か
、
デ
ー
タ
を
匿
名
化
す
る
に
当
た
り
、
措
置
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

 

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
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2
4
 

別
紙
５

 

匿
名

デ
ー

タ
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（

案
）

 

就
業
構
造
基
本
調
査
を
例
と
し
て

 

 

匿
名
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
統
計
デ
ー
タ
の
名
称
お
よ
び
年
次

 

就
業

構
造

基
本

調
査

（
平

成
４

年
、

９
年

、
1
4
年

）
 

 

 １
 
地
理
的
情
報

 

(
1
)
 
提
供
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
は
ど
の
レ
ベ
ル
の
地
理
的
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。
匿
名
化
の
た
め
に

地
理
的
情
報
を
加
工
し
て
い
ま
す
か
。
 

全
国
を
６
地
域
に
区
分
し
た
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
。

 

全
国

4
7
都
道
府
県
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
集
約
し
て
い
ま
す
。

 

ブ
ロ
ッ
ク
の
構
成
、
人
口
、
世
帯
数
は
別
添
１
（
省
略
）
を
参
照
。

 

 

 (
2
)
 
直
接
的
な
地
理
的
情
報
以
外
に
地
理
的
情
報
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
情
報
が
あ
り
ま
す
か
。

 

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 

 (
3
)
 
地
域
分
析
用
に
詳
細
な
地
理
的
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
か
。

 

特
に
地
域
分
析
用
の
フ
ァ
イ
ル
は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

 

 (
4
)
 
あ
る
特
定
の
種
類
の
施
設
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

特
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 

 ２
 
世
帯
の
識
別
情
報

 

(
1
)
 
世
帯
の
識
別
情
報
と
し
て
考
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
項
目
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

 

世
帯
符
号
、
世
帯
人
員

 

 

 (
2
)
 
そ
れ
ぞ
れ
の
識
別
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
匿
名
化
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。
 

世
帯
符
号
に
つ
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
符
号
は
削
除
し
、
新
た
に
世
帯
単
位
に
一
連
番
号
を
付
与
し
て

い
ま
す
。

 

世
帯
人
員
が
９
人
以
上
の
世
帯
は
削
除
し
て
い
ま
す
。

 

 

2
5
 

 (
3
)
 
匿
名
化
措
置
を
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。
 

世
帯
人
員
９
人
以
上
の
世
帯
は
母
集
団
全
体
の
約

0
.
0
7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

世
帯
人
員
の
分
布
は
別
添
２
（
省
略
）
を
参
照
。

 

 

 (
4
)
 
世
帯
単
位
の
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
応
し
て
特
別
な
匿
名
化
措
置
を
施
し
て
い
ま
す
か
。

 

特
別
な
匿
名
化
措
置
は
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

 

 ３
 
個
人
の
識
別
情
報

 

(
1
)
 
個
人
の
識
別
情
報
と
し
て
考
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
項
目
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

 

性
別
、
年
齢
 

 

 (
2
)
 
そ
れ
ぞ
れ
の
識
別
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
匿
名
化
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。
 

年
齢
が

8
0
歳
以
上
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

8
0
歳
と
し
て
い
ま
す
。

 

 

 (
3
)
 
匿
名
化
措
置
を
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。
 

年
齢
が

8
0
歳
以
上
の
人
は
、
母
集
団
全
体
の
約
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

年
齢
分
布
は
別
添
３
（
省
略
）
を
参
照
。

 

 

 ４
 
誤
差
（
ノ
イ
ズ
）

 

匿
名
化
措
置
と
し
て
、
誤
差
を
付
加
す
る
方
法
を
採
っ
て
い
ま
す
か
。
誤
差
を
付
加
す
る
方
法
を
採
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
方
法
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

誤
差
を
加
え
る
方
法
は
採
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

 

 ５
 
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ

 

匿
名
化
措
置
と
し
て
、
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
か
。
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
抽
出
方
法
と
抽
出
率
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

 

抽
出
方
法
は
単
純
任
意
抽
出
法
を
採
用
し
、
抽
出
率
は

8
0
％
で
す
。
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2
6
 

６
 
外
部
フ
ァ
イ
ル

 

(
1
)
 
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
特
定
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
外
部
フ
ァ
イ
ル
は
存
在
し
ま
す
か
。

 

そ
の
よ
う
な
外
部
フ
ァ
イ
ル
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

 

 

 (
2
)
 
母
集
団
情
報
と
し
て
利
用
し
て
い
る
情
報
は
何
で
す
か
。

 

母
集
団
情
報
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の
は
国
勢
調
査
の
調
査
区
情
報
で
す
。

 

調
査
区
内
の
世
帯
名
簿
は
調
査
の
一
環
と
し
て
作
成
し
、
そ
の
世
帯
名
簿
は
調
査
関
係
者
以
外
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

 

 ７
 
そ
の
他
 

(
1
)
 
デ
ー
タ
の
一
連
番
号
、
デ
ー
タ
の
並
び
順
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
匿
名
化
措
置
を
施
し
て
い
ま
す
か
。
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ー
タ
一
連
番
号
は
削
除
し
て
い
ま
す
。

 

デ
ー
タ
の
並
び
順
は
、
世
帯
単
位
に
、
乱
数
に
よ
り
ラ
ン
ダ
ム
な
並
び
に
し
て
い
ま
す
。

 

ラ
ン
ダ
ム
な
並
び
に
し
て
か
ら
、
デ
ー
タ
の
一
連
番
号
を
付
与
し
て
い
ま
す
。
 

 

 (
2
)
 
サ
ン
プ
リ
ン
グ
情
報
に
よ
っ
て
、
地
理
的
情
報
以
外
に
特
定
の
地
域
や
集
団
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。

 

そ
の
よ
う
な
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 

 (
3
)
 
秘
密
の
情
報
の
う
ち
、
特
に
秘
匿
す
る
必
要
性
の
高
い
調
査
項
目
が
あ
り
ま
す
か
。
あ
る
場
合
に
は
、

ど
の
よ
う
な
匿
名
化
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。

 

特
に
秘
匿
す
る
必
要
性
の
高
い
調
査
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 

 (
4
)
 
提
供
時
期
と
調
査
時
点
と
は
ど
の
程
度
の
期
間
が
開
い
て
い
ま
す
か
。

 

調
査
に
よ
る
結
果
が
す
べ
て
公
表
さ
れ
て
か
ら
、
匿
名
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

最
短
の
期
間
で
も
調
査
時
点
か
ら
２
年
以
上
は
開
い
て
い
ま
す
。
 

 

 (
5
)
 
そ
の
ほ
か
、
デ
ー
タ
を
匿
名
化
す
る
に
当
た
り
、
措
置
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

 

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 

 

参
考

資
料
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1

平
成

1
9
年

1
0
月

２
日

  

「
統

計
デ

ー
タ

の
二

次
利

用
促

進
に

関
す

る
研

究
会

」
の

開
催

に
つ

い
て

 

  １
 

目
 

 
的

 

「
統

計
デ

ー
タ

の
二

次
利

用
促

進
に

関
す

る
研

究
会

」
は

，
平

成
2
1
年

春
（

予
定

）

の
統

計
法

全
面

施
行

に
向

け
て
「

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
仮

称
）
」

を
策

定
す

る
に

当
た

り
，

利
用

者
側

か
ら

の
意

見
等

を
反

映
さ

せ
る

と
と

も
に

，
技

術
的

助
言

を
得

る
た

め
に

開
催

す
る

。
 

 ２
 

検
討

事
項

 

(
1
)
 
統

計
法

に
基

づ
く

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

の
運

用
に

つ
い

て
 

(
2
)
 
「

匿
名

デ
ー

タ
の

作
成

」
に

お
け

る
技

術
的

な
課

題
(
匿

名
化

の
処

理
方

法
等

)
に

つ
い

て
 

(
3
)
 
「

委
託

に
よ

る
統

計
の

作
成

等
」

に
係

る
技

術
的

な
課

題
(
秘

匿
処

理
の

方
法

等
)

に
つ

い
て

 

(
4
)
 
「

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

(
仮

称
)
」

に
つ

い
て

 

(
5
)
 
そ

の
他

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

に
関

す
る

諸
課

題
(
オ

ン
サ

イ
ト

利
用

等
)
に

つ
い

て
 

 ３
 

構
 
成

 
員

 

別
紙

の
と

お
り

 

※
研

究
会

の
座

長
は

、
構

成
員

の
互

選
に

よ
り

定
め

る
。

 

座
長

は
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

関
係

者
を

研
究

会
に

出
席

さ
せ

、
意

見

を
聴

く
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

 ４
 

開
催

期
間

 

平
成

1
9
年

1
0
月

か
ら

2
0
年

1
0
月

頃
ま

で
開

催
す

る
。

 

 ５
 

庶
 

務
 

本
研

究
会

の
庶

務
は

、
政

策
統

括
官

（
統

計
基

準
担

当
）

付
統

計
企

画
管

理
官

室
に

お
い

て
処

理
す

る
。

 

資
料

１
 

2

別
 

紙
 

  

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

利
用

促
進

に
関

す
る

研
究

会
 

構
成

員
名

簿
 

（
5
0
音

順
・

敬
称

略
）

 

 （
構

成
員

）
 

玄げ
ん

田だ

 
有

史
ゆ

う
じ

 
 

国
立

大
学

法
人

東
京

大
学

社
会

科
学

研
究

所
教

授
 

椿つ
ば

き

 
 
 
広

計
ひ

ろ
え

 
 

国
立

大
学

法
人

筑
波

大
学

大
学

院
ビ

ジ
ネ

ス
科

学
研

究
科

教
授

 

（
現

・
大

学
共

同
利

用
機

関
法

人
情

報
・

シ
ス

テ
ム

研
究

機
構

統
計

数
理

研
究

所
デ

ー
タ

科
学

系
教

授
 

リ
ス

ク
解

析
戦

略
研

究
セ

ン

タ
ー

長
）

 

中
原

な
か

は
ら

 
茂

樹
し

げ
き

 
 

公
立

大
学

法
人

大
阪

市
立

大
学

大
学

院
法

学
研

究
科

准
教

授
  

廣ひ
ろ

松ま
つ

 
 
毅た
け

し

 
 

 
国

立
大

学
法

人
東

京
大

学
大

学
院

総
合

文
化

研
究

科
・

教
養

学
部

教
授

 
 

 

山
口

や
ま

ぐ
ち

 
幸

三
こ

う
ぞ

う

 
 

国
立

大
学

法
人

一
橋

大
学

経
済

研
究

所
付

属
社

会
科

学
統

計
情

報

研
究

セ
ン

タ
ー

准
教

授
 

  （
オ

ブ
ザ

ー
バ

）
 

総
務

省
統

計
局

統
計

調
査

部
調

査
企

画
課

長

内
閣

府
経

済
社

会
総

合
研

究
所

景
気

統
計

部
長

財
務

省
大

臣
官

房
総

合
政

策
課

長

文
部

科
学

省
生

涯
学

習
政

策
局

調
査

企
画

課
課

長

厚
生

労
働

省
大

臣
官

房
統

計
情

報
部

審
査

解
析

室
長

農
林

水
産

省
大

臣
官

房
統

計
部

統
計

企
画

課
長

経
済

産
業

省
統

括
経

済
産

業
調

査
官

国
土

交
通

省
総

合
政

策
局

情
報

管
理

部
情

報
安

全
・

調
査

課
長

環
境

省
総

合
環

境
政

策
局

環
境

計
画

課
企

画
調

査
室

長

独
立

行
政

法
人

統
計

セ
ン

タ
ー

総
務

部
総

務
課

長

日
本

銀
行

調
査

統
計

局
統

計
整

備
担

当
企

画
役
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3

「
統
計
デ

ー
タ

の
二
次

利
用

促
進
に

関
す

る
研
究

会
」

開
催
実

績
 

第
１
回
 
平
成
１
９
年
１
０
月
２
２
日
開
催

 

議
題
 
：
 
１
 
研
究
会
の
運
営
に
つ
い
て

２
 
統
計
法
改
正
の
概
要
等
に
つ
い
て

３
 
統
計
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
の
事
例
に
つ
い
て

４
 
研
究
会
に
お
け
る
検
討
課
題
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
５
 
そ
の
他

第
２
回
 
平
成
１
９
年
１
２
月
１
４
日
開
催

 

 
 

 
議

題
 

：
 

１
 

「
統

計
デ

ー
タ

の
二

次
利
用

促
進

に
関
す

る
研

究
会
」

の
検

討
事
項

に
係

る
対
応

方
針

案
に
つ
い
て

２
 
匿
名
デ
ー
タ
の
作
成
事
例
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
３
 
そ
の
他

第
３
回
 
平
成
２
０
年
１
月
２
８
日
開
催

 

議
題

 
：

 
１

 
「

統
計
デ

ー
タ

の
二
次

利
用

促
進
に

関
す

る
研
究

会
」

の
検
討

事
項

に
係
る

対
応

方
針

案
に
つ
い
て

２
 
経
済
産
業
省
に
お
け
る
研
究
会
結
果
概
要
に
つ
い
て

３
 
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
集
計
に
お
け
る
秘
匿
処
理
に
つ
い
て

４
 
そ
の
他

第
４
回
 
平
成
２
０
年
３
月
２
１
日
開
催

 

議
題
 
：
 
１
 
統
計
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
の
運
用
に
つ
い
て

２
 
秘
匿
処
理
の
審
査
に
つ
い
て

３
 
そ
の
他

第
５
回
 
平
成
２
０
年
４
月
１
８
日
開
催

 

議
題
 
：
 
１
 
匿
名
デ
ー
タ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
案
）

 
 
 
 
 
 
 
 
２
 
そ
の
他

第
６
回
 
平
成
２
０
年
５
月
１
６
日
開
催

 

議
題
 
：
 
１
 
デ
ー
タ
の
開
示
リ
ス
ク
に
つ
い
て
 

２
 
 
統
計
研
修
所
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
共
同
研
究
の
試
行
に
つ
い
て

 

３
 
オ
ン
サ
イ
ト
利
用
に
関
す
る
制
度
的
な
対
応
に
つ
い
て

 

４
 
研
究
会
報
告
の
中
間
取
り
ま
と
め
骨
子
案
に
つ
い
て

 

５
 
政
省
令
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

 

６
 
そ
の
他
 

第
７
回
 
平
成
２
０
年
６
月
１
６
日
開
催

 

議
題
 
：
 
１
 
研
究
会
報
告
の
中
間
取
り
ま
と
め
案
に
つ
い
て
 

２
 
そ
の
他
 

資
料

２
 

 
4

統
計

法
に

お
け

る
統

計
デ

ー
タ

の
二

次
利

用
の

関
係

条
文

 

 第
一

章
 

総
則

 

（
定

義
）

 

第
二

条
 

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
行

政
機

関
」

と
は

、
法

律
の

規
定

に
基

づ
き

内
閣

に
置

か
れ

る
機

関
若

し
く

は
内

閣
の

所
轄

の
下

に
置

か
れ

る
機

関
、

宮
内

庁
、

内
閣

府
設

置
法

（
平

成
十

一
年

法

律
第

八
十

九
号

）
第

四
十

九
条

第
一

項
若

し
く

は
第

二
項

に
規

定
す

る
機

関
又

は
国

家
行

政
組

織

法
（

昭
和

二
十

三
年

法
律

第
百

二
十

号
）

第
三

条
第

二
項

に
規

定
す

る
機

関
を

い
う

。
 

（
第

２
項

～
第

1
0
項

 
略

）
 

 
1
1
 

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
調

査
票

情
報

」
と

は
、

統
計

調
査

に
よ

っ
て

集
め

ら
れ

た
情

報
の

う

ち
、

文
書

、
図

画
又

は
電

磁
的

記
録

（
電

子
的

方
式

、
磁

気
的

方
式

そ
の

他
人

の
知

覚
に

よ
っ

て
は

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
方

式
で

作
ら

れ
た

記
録

を
い

う
。

）
に

記
録

さ
れ

て
い

る
も

の
を

い
う

。
 

 
1
2
 

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
匿

名
デ

ー
タ

」
と

は
、

一
般

の
利

用
に

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て

調
査

票
情

報
を

特
定

の
個

人
又

は
法

人
そ

の
他

の
団

体
の

識
別

（
他

の
情

報
と

の
照

合
に

よ
る

識
別

を
含

む
。

）
が

で
き

な
い

よ
う

に
加

工
し

た
も

の
を

い
う

。
 

 第
三

章
 

調
査

票
情

報
等

の
利

用
及

び
提

供
 

（
調

査
票

情
報

の
二

次
利

用
）

 

第
三

十
二

条
 

行
政

機
関

の
長

又
は

届
出

独
立

行
政

法
人

等
は

、
次

に
掲

げ
る

場
合

に
は

、
そ

の
行

っ

た
統

計
調

査
に

係
る

調
査

票
情

報
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
 

一
 

統
計

の
作

成
又

は
統

計
的

研
究

（
以

下
「

統
計

の
作

成
等

」
と

い
う

。
）

を
行

う
場

合
 

 
 

二
 

統
計

を
作

成
す

る
た

め
の

調
査

に
係

る
名

簿
を

作
成

す
る

場
合

 

 （
調

査
票

情
報

の
提

供
）

 

第
三

十
三

条
 

行
政

機
関

の
長

又
は

届
出

独
立

行
政

法
人

等
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
者

が
当

該
各

号
に

定
め

る
行

為
を

行
う

場
合

に
は

、
そ

の
行

っ
た

統
計

調
査

に
係

る
調

査
票

情
報

を
、

こ
れ

ら

の
者

に
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 
 

一
 

行
政

機
関

等
そ

の
他

こ
れ

に
準

ず
る

者
と

し
て

総
務

省
令

で
定

め
る

者
 

統
計

の
作

成
等

又
は

統
計

を
作

成
す

る
た

め
の

調
査

に
係

る
名

簿
の

作
成

 

 
 

二
 

前
号

に
掲

げ
る

者
が

行
う

統
計

の
作

成
等

と
同

等
の

公
益

性
を

有
す

る
統

計
の

作
成

等
と

し
て

総
務

省
令

で
定

め
る

も
の

を
行

う
者

 
当

該
総

務
省

令
で

定
め

る
統

計
の

作
成

等
 

 （
委

託
に

よ
る

統
計

の
作

成
等

）
 

第
三

十
四

条
 

行
政

機
関

の
長

又
は

届
出

独
立

行
政

法
人

等
は

、
そ

の
業

務
の

遂
行

に
支

障
の

な
い

範
囲

内
に

お
い

て
、

学
術

研
究

の
発

展
に

資
す

る
と

認
め

る
場

合
そ

の
他

の
総

務
省

令
で

定
め

る

資
料

３
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5

場
合

に
は

、
総

務
省

令
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

一
般

か
ら

の
委

託
に

応
じ

、
そ

の
行

っ
た

統

計
調

査
に

係
る

調
査

票
情

報
を

利
用

し
て

、
統

計
の

作
成

等
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

 （
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成
）

 

第
三

十
五

条
 

行
政

機
関

の
長

又
は

届
出

独
立

行
政

法
人

等
は

、
そ

の
行

っ
た

統
計

調
査

に
係

る
調

査
票

情
報

を
加

工
し

て
、

匿
名

デ
ー

タ
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
２

 
行

政
機

関
の

長
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

り
基

幹
統

計
調

査
に

係
る

匿
名

デ
ー

タ
を

作
成

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

あ
ら

か
じ

め
、

統
計

委
員

会
の

意
見

を
聴

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 （
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
）

 

第
三

十
六

条
 

行
政

機
関

の
長

又
は

届
出

独
立

行
政

法
人

等
は

、
学

術
研

究
の

発
展

に
資

す
る

と
認

め
る

場
合

そ
の

他
の

総
務

省
令

で
定

め
る

場
合

に
は

、
総

務
省

令
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

一

般
か

ら
の

求
め

に
応

じ
、

前
条

第
一

項
の

規
定

に
よ

り
作

成
し

た
匿

名
デ

ー
タ

を
提

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

 （
事

務
の

委
託

）
 

第
三

十
七

条
 

行
政

機
関

の
長

又
は

届
出

独
立

行
政

法
人

等
は

、
そ

の
行

っ
た

統
計

調
査

に
係

る
調

査
票

情
報

に
関

し
第

三
十

四
条

又
は

前
条

の
規

定
に

基
づ

き
行

う
事

務
の

全
部

を
委

託
す

る
と

き

は
、

そ
の

業
務

の
内

容
そ

の
他

の
事

情
を

勘
案

し
て

政
令

で
定

め
る

独
立

行
政

法
人

等
に

委
託

し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 （
手

数
料

）
 

第
三

十
八

条
 

第
三

十
四

条
の

規
定

に
よ

り
行

政
機

関
の

長
に

委
託

を
す

る
者

又
は

第
三

十
六

条
の

規
定

に
よ

り
行

政
機

関
の

長
が

作
成

し
た

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
る

者
は

、
実

費
を

勘
案

し

て
政

令
で

定
め

る
額

の
手

数
料

を
国
（

前
条

の
規

定
に

よ
る

委
託

を
受

け
た

独
立

行
政

法
人

等
（

以

下
こ

の
条

に
お

い
て

「
受

託
独

立
行

政
法

人
等

」
と

い
う

。
）

が
第

三
十

四
条

又
は

第
三

十
六

条

の
規

定
に

基
づ

き
行

う
事

務
の

全
部

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、
当

該
受

託
独

立
行

政
法

人
等

）

に
納

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
２

 
前

項
の

規
定

に
よ

り
受

託
独

立
行

政
法

人
等

に
納

め
ら

れ
た

手
数

料
は

、
当

該
受

託
独

立
行

政
法

人
等

の
収

入
と

す
る

。
 

 
３

 
第

三
十

四
条

の
規

定
に

よ
り

届
出

独
立

行
政

法
人

等
に

委
託

を
す

る
者

又
は

第
三

十
六

条
の

規
定

に
よ

り
届

出
独

立
行

政
法

人
等

が
作

成
し

た
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
を

受
け

る
者

は
、

実
費

を
勘

案
し

て
、

か
つ

、
第

一
項

の
手

数
料

の
額

を
参

酌
し

て
届

出
独

立
行

政
法

人
等

が
定

め
る

額
の

手
数

料
を

当
該

届
出

独
立

行
政

法
人

等
に

納
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
４

 
届

出
独

立
行

政
法

人
等

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

手
数

料
の

額
の

定
め

を
一

般
の

閲
覧

に
供

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
6

第
三

十
九

条
 

次
の

各
号

に
掲

げ
る

者
は

、
当

該
各

号
に

定
め

る
情

報
を

適
正

に
管

理
す

る
た

め
に

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

一
 

行
政

機
関

の
長

 
当

該
行

政
機

関
の

行
っ

た
統

計
調

査
に

係
る

調
査

票
情

報
、

第
二

十
七

条
第

一
項

の
規

定
に

よ
り

利
用

す
る

基
幹

統
計

調
査

又
は

一
般

統
計

調
査

に
係

る
調

査
票

情

報
、

事
業

所
母

集
団

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
記

録
さ

れ
て

い
る

情
報

、
第

二
十

九
条

第
一

項
の

規

定
に

よ
り

他
の

行
政

機
関

か
ら

提
供

を
受

け
た

行
政

記
録

情
報

及
び

第
三

十
五

条
第

一
項

の

規
定

に
よ

り
作

成
し

た
匿

名
デ

ー
タ

 

 
 

（
第

二
号

 
略

）
 

 
 

三
 

届
出

独
立

行
政

法
人

等
 

当
該

届
出

独
立

行
政

法
人

等
の

行
っ

た
統

計
調

査
に

係
る

調
査

票
情

報
、

事
業

所
母

集
団

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
記

録
さ

れ
て

い
る

情
報

及
び

第
三

十
五

条
第

一

項
の

規
定

に
よ

り
作

成
し

た
匿

名
デ

ー
タ

 

 
２

 
前

項
の

規
定

は
、

同
項

各
号

に
掲

げ
る

者
か

ら
当

該
各

号
に

定
め

る
情

報
の

取
扱

い
に

関
す

る
業

務
の

委
託

を
受

け
た

者
そ

の
他

の
当

該
委

託
に

係
る

業
務

を
受

託
し

た
者

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
 

 第
四

章
 

調
査

票
情

報
等

の
保

護
 

（
調

査
票

情
報

等
の

利
用

制
限

）
 

第
四

十
条

 
行

政
機

関
の

長
、

地
方

公
共

団
体

の
長

そ
の

他
の

執
行

機
関

又
は

届
出

独
立

行
政

法
人

等
は

、
こ

の
法

律
（

地
方

公
共

団
体

の
長

そ
の

他
の

執
行

機
関

に
あ

っ
て

は
、

こ
の

法
律

又
は

当

該
地

方
公

共
団

体
の

条
例

）
に

特
別

の
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
、

そ
の

行
っ

た
統

計
調

査
の

目

的
以

外
の

目
的

の
た

め
に

、
当

該
統

計
調

査
に

係
る

調
査

票
情

報
を

自
ら

利
用

し
、

又
は

提
供

し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 
２

 
第

二
十

七
条

第
二

項
の

規
定

に
よ

り
総

務
大

臣
か

ら
事

業
所

母
集

団
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

記
録

さ
れ

て
い

る
情

報
の

提
供

を
受

け
た

行
政

機
関

の
長

、
地

方
公

共
団

体
の

長
そ

の
他

の
執

行
機

関
又

は
届

出
独

立
行

政
法

人
等

は
、

同
項

各
号

に
掲

げ
る

目
的

以
外

の
目

的
の

た
め

に
、

当
該

事
業

所
母

集
団

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
記

録
さ

れ
て

い
る

情
報

を
自

ら
利

用
し

、
又

は
提

供
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 
３

 
第

二
十

九
条

第
一

項
の

規
定

に
よ

り
行

政
記

録
情

報
の

提
供

を
受

け
た

行
政

機
関

の
長

は
、

当
該

行
政

記
録

情
報

を
同

項
の

規
定

に
よ

り
明

示
し

た
利

用
目

的
以

外
の

目
的

の
た

め
に

自
ら

利
用

し
、

又
は

提
供

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

 （
守

秘
義

務
）

 

第
四

十
二

条
 

次
の

各
号

に
掲

げ
る

者
は

、
当

該
各

号
に

定
め

る
情

報
を

適
正

に
管

理
す

る
た

め
に

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

一
 

第
三

十
三

条
の

規
定

に
よ

り
調

査
票

情
報

の
提

供
を

受
け

た
者

 
当

該
調

査
票

情
報

 

 
 

二
 

第
三

十
六

条
の

規
定

に
よ

り
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
を

受
け

た
者

 
当

該
匿

名
デ

ー
タ
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7

 
２

 
前

項
の

規
定

は
、

同
項

各
号

に
掲

げ
る

者
か

ら
当

該
各

号
に

定
め

る
情

報
の

取
扱

い
に

関
す

る
業

務
の

委
託

を
受

け
た

者
そ

の
他

の
当

該
委

託
に

係
る

業
務

を
受

託
し

た
者

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
 

 （
調

査
票

情
報

の
提

供
を

受
け

た
者

の
守

秘
義

務
等

）
 

第
四

十
三

条
 

次
の

各
号

に
掲

げ
る

者
は

、
当

該
各

号
に

定
め

る
業

務
に

関
し

て
知

り
得

た
個

人
又

は
法

人
そ

の
他

の
団

体
の

秘
密

を
漏

ら
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 
 

一
 

前
条

第
一

項
第

一
号

に
掲

げ
る

者
で

あ
っ

て
、

同
号

に
定

め
る

調
査

票
情

報
の

取
扱

い
に

従
事

す
る

者
又

は
従

事
し

て
い

た
者

 
当

該
調

査
票

情
報

を
取

り
扱

う
業

務
 

 
 

二
 

前
条

第
一

項
第

一
号

に
掲

げ
る

者
か

ら
同

号
に

定
め

る
調

査
票

情
報

の
取

扱
い

に
関

す
る

業
務

の
委

託
を

受
け

た
者

そ
の

他
の

当
該

委
託

に
係

る
業

務
に

従
事

す
る

者
又

は
従

事
し

て

い
た

者
 

当
該

委
託

に
係

る
業

務
 

 
２

 
第

三
十

三
条

の
規

定
に

よ
り

調
査

票
情

報
の

提
供

を
受

け
た

者
若

し
く

は
第

三
十

六
条

の
規

定
に

よ
り

匿
名

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
た

者
又

は
こ

れ
ら

の
者

か
ら

当
該

調
査

票
情

報
若

し
く

は
当

該
匿

名
デ

ー
タ

の
取

扱
い

に
関

す
る

業
務

の
委

託
を

受
け

た
者

そ
の

他
の

当
該

委
託

に
係

る
業

務
に

従
事

す
る

者
若

し
く

は
従

事
し

て
い

た
者

は
、

当
該

調
査

票
情

報
又

は
当

該
匿

名

デ
ー

タ
を

そ
の

提
供

を
受

け
た

目
的

以
外

の
目

的
の

た
め

に
自

ら
利

用
し

、
又

は
提

供
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

 第
七

章
 

罰
則

 

第
六

十
一

条
 

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
は

、
五

十
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
 

 
 

（
第

一
号

及
び

第
二

号
 

略
）

 

 
 

三
 

第
三

十
六

条
の

規
定

に
よ

り
匿

名
デ

ー
タ

の
提

供
を

受
け

た
者

又
は

当
該

匿
名

デ
ー

タ
の

取
扱

い
に

関
す

る
業

務
の

委
託

を
受

け
た

者
そ

の
他

の
当

該
委

託
に

係
る

業
務

に
従

事
す

る

者
若

し
く

は
従

事
し

て
い

た
者

で
、

当
該

匿
名

デ
ー

タ
を

、
自

己
又

は
第

三
者

の
不

正
な

利

益
を

図
る

目
的

で
提

供
し

、
又

は
盗

用
し

た
者

 

第
六

十
二

条
 

第
五

十
七

条
第

一
項

第
二

号
及

び
第

三
号

、
第

五
十

八
条

、
第

五
十

九
条

並
び

に
前

条
第

三
号

の
罪

は
、

日
本

国
外

に
お

い
て

こ
れ

ら
の

罪
を

犯
し

た
者

に
も

適
用

す
る

。
 

 附
 

則
 

（
準

備
行

為
）

 

第
三

条
 

改
正

後
の

統
計

法
（

以
下

「
新

法
」

と
い

う
。

）
第

六
条

の
規

定
に

よ
る

作
成

基
準

の
設

定
、

新
法

第
二

十
七

条
の

規
定

に
よ

る
事

業
所

母
集

団
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

整
備

、
新

法
第

二
十

八

条
の

規
定

に
よ

る
統

計
基

準
の

設
定

及
び

新
法

第
三

十
五

条
の

規
定

に
よ

る
匿

名
デ

ー
タ

の
作

成

並
び

に
こ

れ
ら

に
関

し
必

要
な

手
続

そ
の

他
の

行
為

は
、

こ
の

法
律

の
施

行
の

日
（

以
下

「
施

行

日
」

と
い

う
。

）
前

に
お

い
て

も
、

新
法

の
例

に
よ

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

8

 

政
府

統
計

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
試

行
的

提
供

の
概

要
 

  

一
橋

大
学

経
済

研
究

所
附

属
社

会
科

学
統

計
情

報
研

究
セ

ン
タ

ー
は

、
総

務
省

統
計

局
統

計
調

査

部
か

ら
の

依
頼

に
応

え
て

、
秘

匿
処

理
を

施
し

た
政

府
統

計
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
を

、
全

国
の

大
学

研
究

者
に

、
学

術
研

究
の

た
め

提
供

す
る

試
行

的
シ

ス
テ

ム
を

構
築

・
運

用
し

て
い

る
。

 

 
 

試
行

的
提

供
は

、
政

府
統

計
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
提

供
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
目

的
で

、
平

成

1
6
年

1
1
月

か
ら

2
0
年

９
月

ま
で

の
４

年
間

の
予

定
で

行
っ

て
お

り
、

そ
の

概
要

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 １
 

提
供

す
る

調
査

の
範

囲
 

就
業

構
造

基
本

調
査

（
平

成
４

年
、

９
年

、
1
4
年

）
 

社
会

生
活

基
本

調
査

（
平

成
３

年
、

８
年

、
1
3
年

）
 

全
国

消
費

実
態

調
査

（
平

成
元

年
、

６
年

、
1
1
年

、
1
6
年

）
 

住
宅

・
土

地
統

計
調

査
（

平
成

５
年

、
1
0
年

、
1
5
年

）
 

 ２
 
 
提

供
す

る
デ

ー
タ

の
範

囲
 

社
会

生
活

基
本

調
査

 
・
・
・
 
生

活
時

間
と

生
活

行
動

の
い

ず
れ

か
し

か
調

査
さ

れ
て

い
な

い
世

帯
員

の
デ

ー
タ

は
提

供
し

な
い

 

全
国

消
費

実
態

調
査

 
・

・
・

購
入

先
、

曜
日

別
の

品
目

分
類

の
デ

ー
タ

は
提

供
し

な
い

 

世
帯

票
又

は
家

計
簿

の
い

ず
れ

か
が

調
査

さ
れ

て
い

な
い

世
帯

の

デ
ー

タ
も

提
供

し
な

い
 

住
宅

・
土

地
統

計
調

査
・

・
・

平
成

1
0
年

、
1
5
年

調
査

の
調

査
票

乙
の

デ
ー

タ
は

提
供

し
な

い
 

 

３
 

提
供

す
る

デ
ー

タ
 

提
供

す
る

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

の
数

は
１

種
類

と
す

る
。

 

 
 
 
社

会
生

活
基

本
調

査
に

つ
い

て
は

、
生

活
時

間
編

と
生

活
行

動
編

を
組

み
合

わ
せ

た
分

析
を

で
き

る
よ

う
に

、
リ

サ
ン

プ
リ

ン
グ

に
お

い
て

も
、

生
活

時
間

、
生

活
行

動
と

も
に

同
じ

世
帯

（
・

世
帯

員
）

の
デ

ー
タ

を
提

供
す

る
。

 

 
 

全
国

消
費

実
態

調
査

に
つ

い
て

は
、

用
途

分
類

、
品

目
分

類
、

貯
蓄

・
耐

久
財

、
年

間
収

入
、

家

計
資

産
の

デ
ー

タ
を

結
合

し
て

、
１

つ
の

レ
コ

ー
ド

（
世

帯
単

位
）

と
し

て
提

供
す

る
。

 

 ４
 
 
秘

匿
処

理
 

(
1
)
 
地

域
区

分
は

、
就

業
構

造
基

本
調

査
、

社
会

生
活

基
本

調
査

及
び

全
国

消
費

実
態

調
査

で
は

、

「
北

海
道

・
東

北
」
、
「

関
東

」
、
「

北
陸

・
東

海
」
、
「

近
畿

」
、
「

中
国

・
四

国
」
、
「

九
州

・
沖

縄
」

の
６

地
域

、
住

宅
・

土
地

統
計

調
査

は
4
7
都

道
府

県
と

す
る

。
た

だ
し

、
平

成
1
3
年

社
会

生
活

基

本
調

査
の

調
査

票
Ｂ

に
つ

い
て

は
地

域
区

分
を

付
与

し
な

い
。

 

(
2
)
 
全

デ
ー

タ
で

は
な

く
、
全

体
か

ら
約

８
割

の
世

帯
を

無
作

為
抽

出
し

た
デ

ー
タ

を
提

供
す

る
。
た

だ

し
、
住

宅
・

土
地

統
計

調
査

は
約

１
割

の
住

宅
又

は
住

宅
以

外
の

建
物

と
す

る
。

(
3
)
 
世

帯
員

が
９

人
以

上
の

世
帯

は
、

そ
の

世
帯

全
体

を
削

除
す

る
。

(
4
)
 
年

齢
に

つ
い

て
は

、
80

歳
以

上
は

す
べ

て
80

歳
に

変
換

す
る

。

 
(
5
)
 
住

宅
・

土
地

統
計

調
査

に
つ

い
て

、
住

宅
の

居
住

室
数

や
畳

数
な

ど
、

建
物

の
階

数
は

ト
ッ

プ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
し

、
建

物
の

建
築

面
積

と
敷

地
面

積
は

階
級

化
す

る
。

 

 
 
(
6
)
 
全

国
消

費
実

態
調

査
と

住
宅

・
土

地
統

計
調

査
の

乗
率

は
、

元
の

数
値

で
は

な
く

乗
率

の
大

き
さ

資
料

４
 

第
１

回
会

合
資

料
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9

階
級

別
の

平
均

値
に

変
換

す
る

。

 
(
7
）

デ
ー

タ
の

配
列

順
は

、
乱

数
を

付
し

て
ソ

ー
ト

す
る

方
法

で
無

作
為

化
す

る
。

 ５
 

利
用

の
条

件
 

(
1
)
 
利

用
の

目
的

は
、
学

術
研

究
に

限
定

し
て

い
る

。
教

育
目

的
で

の
利

用
は

許
可

し
な

い
。
営

利
企

業

か
ら

の
委

託
研

究
に

つ
い

て
は

利
用

を
許

可
し

な
い

。

(
2
)
 
申

請
者

は
、
私

立
大

学
も

含
め

た
全

国
の

大
学

の
講

師
以

上
の

専
任

教
員

と
す

る
。
申

請
者

は
、
利

用
目

的
に

係
る

研
究

協
力

者
を

共
同

利
用

者
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

(
3
)
 
共

同
利

用
者

に
は

、
大

学
の

講
師

以
上

の
専

任
教

員
の

ほ
か

、
大

学
の

助
教

・
助

手
、
公

的
研

究
機

関
の

研
究

者
、

大
学

や
独

立
行

政
法

人
の

「
科

学
研

究
費

補
助

金
研

究
者

」
な

ど
も

認
め

て
い

る
。

た

だ
し

、
大

学
院

生
並

び
に

営
利

企
業

又
は

民
間

（
社

団
、

財
団

等
を

含
む

）
研

究
機

関
等

の
職

員
を

共

同
利

用
者

と
す

る
こ

と
は

認
め

て
い

な
い

。

 ６
 

提
供

方
法

 

(
1
)
 
セ

ン
タ

ー
で

年
４

回
原

則
と

し
て

１
月

、
４

月
、

７
月

、
1
0
月

（
そ

れ
ぞ

れ
募

集
期

間
は

１
か

月
間

）
に

利
用

者
を

募
集

す
る

。
 

(
2
)
 
利

用
者

は
セ

ン
タ

ー
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

申
請

書
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

、
必

要
事

項
を

記

入
し

、
セ

ン
タ

ー
に

郵
送

で
申

請
す

る
。

 

(
3
)
 
セ

ン
タ

ー
で

ま
と

め
て

目
的

外
使

用
申

請
を

行
い

、
承

認
が

得
ら

れ
た

ら
、

秘
匿

処
理

済
ミ

ク

ロ
デ

ー
タ

（
C
D
）

を
作

成
す

る
。

 

(
4
)
 
利

用
者

は
セ

ン
タ

ー
が

開
催

す
る

説
明

会
に

出
席

し
、

秘
匿

処
理

済
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
（

C
D
）

を

受
け

取
る

。
説

明
会

で
は

、
試

行
的

提
供

の
趣

旨
、

デ
ー

タ
の

使
用

条
件

、
デ

ー
タ

利
用

上
の

注

意
事

項
な

ど
を

説
明

す
る

。
 

(
5
)
 
利

用
者

は
使

用
期

間
終

了
後

、
パ

ソ
コ

ン
内

の
デ

ー
タ

の
消

去
を

行
い

、
そ

の
消

去
報

告
、

秘

匿
処

理
済

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

（
C
D
）

及
び

回
答

を
記

入
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

用
紙

を
セ

ン
タ

ー
に

返
送

す
る

。
 

 
 

 
セ

ン
タ

ー
で

は
返

却
さ

れ
た

C
D
を

ま
と

め
て

裁
断

処
置

す
る

。
 

 

７
 

提
供

す
る

デ
ー

タ
の

形
式

 

 
 

デ
ー

タ
は

、
Ｃ

Ｓ
Ｖ

形
式

で
提

供
す

る
。

 

符
号

表
で

デ
ー

タ
の

内
容

を
明

示
し

、
先

頭
の

レ
コ

ー
ド

に
は

符
号

表
に

記
載

し
て

い
る

変
数

名

を
入

れ
る

。
 

 ８
 

デ
ー

タ
の

使
用

条
件

 

(
1
)
 
デ

ー
タ

の
使

用
期

間
は

６
か

月
と

す
る

。
 

(
2
)
 
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
を

取
り

扱
う

際
に

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
し

て
い

な
い

パ
ソ

コ
ン

を
な

る

べ
く

使
用

す
る

。
 

 ９
 

研
究

論
文

 

利
用

者
は

作
成

し
た

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

に
よ

る
研

究
論

文
を

セ
ン

タ
ー

に
２

部
提

出
す

る
。

提
出

さ

れ
た

研
究

論
文

に
つ

い
て

は
、

随
時

、
試

行
的

提
供

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
公

開
す

る
。

 

 

1
0

 

政
府

統
計

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
試

行
的

提
供

に
お

け
る

利
用

状
況

 

  

平
成

16
年

11
月

か
ら

平
成

19
年

７
月

ま
で

の
募

集
に

お
け

る
申

請
件

数
は

計
６

６
件

で
、

利
用

者

数
は
総
計

９
２

名
（
う

ち
共

同
利
用

者
は

２
６
名

）
で

あ
る
。

 

 

 
1
6
年

1
1月

募
集

 
1
7
年

４
月

募
集

 
1
7
年

1
0月

募
集

 
1
8
年

４
月

募
集

 

申
請

件
数

 
６

件
 

４
件

 
1
2
件

 
９

件
 

(
利

用
者

別
) 

 
 

 
 

申
請

者
 

６
人

 
４

人
 

1
2
人

 
９

人
 

共
同
利
用

者
 

１
人

 
－

 
４

人
 

５
人

 

(
調

査
別

)
 

 
 

 
 

就
調

 
１

件
 

２
件

 
４

件
 

７
件

 

社
会
調

 
１

件
 

－
 

１
件

 
－

 

全
消

 
４

件
 

３
件

 
８

件
 

３
件

 

(
分

析
方

法
) 

 
 

 
 

表
の
み

 
２

件
 

－
 

３
件

 
－

 

表
＋
多
変

量
解

析
２

件
 

３
件

 
５

件
 

８
件

 

多
変
量
解

析
の

み
２

件
 

１
件

 
４

件
 

１
件

 

(
大

学
)
 

 
 

 
 

国
公
立
大

学
 

１
件

 
２

件
 

５
件

 
６

件
 

私
立
大
学

 
５

件
 

２
件

 
７

件
 

３
件

 

 
1
8
年

1
1
月

募
集

 
1
9
年

４
月

募
集

 
1
9
年

７
月

募
集

 
合

計
 

申
請

件
数

 
2
0
件

 
５

件
 

1
0
件

 
6
6
件

 

(
利

用
者

別
) 

 
 

 
 

申
請

者
 

2
0
人

 
５

人
 

1
0
人

 
6
6
人

 

共
同

利
用

者
 

８
人

 
１

人
 

７
人

 
2
6
人

 

(
調

査
別

)
 

 
 

 
 

就
調

 
1
1
件

 
－

 
４

件
 

2
9
件

 

社
会
調

 
２

件
 

２
件

 
３

件
 

９
件

 

全
消

 
８

件
 

３
件

 
２

件
 

3
1
件

 

 
住
調

 
２

件
 

－
 

１
件

 
３

件
 

(
分

析
方

法
) 

 
 

 
 

表
の

み
 

６
件

 
２

件
 

４
件

 
1
7
件

 

表
＋

多
変

量
解

析
1
2
件

 
２

件
 

５
件

 
3
7
件

 

多
変

量
解

析
の

み
２

件
 

１
件

 
１

件
 

1
2
件

 

(
大

学
)
 

 
 

 
 

国
公

立
大

学
 

1
3
件

 
２

件
 

５
件

 
3
4
件

 

私
立

大
学

 
７

件
 

３
件

 
５

件
 

3
2
件

 

別
紙

１
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1
1

(申
請
書
様
式

)  

秘
匿

処
理
済
ミ

ク
ロ

デ
ー
タ

使
用

申
請
書

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
附
属
社
会
科
学
統
計
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
長
 
殿

平
成
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

申
請
者
（
所
属
・
職
名
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△

（
氏
名
：
自
署
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印

私
（
及
び
共
同
利
用
者
）
は
、
こ
の
度
、
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
附
属
社
会
科
学
統
計
情
報
研
究
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、「

セ
ン
タ
ー

」
と
い
う
。
）
を
通
し
て
秘
匿
処
理
済
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
使
用
を
申
請
し
ま
す
。

申
請
が
承
認
さ
れ
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
と
き
に
は
、
下
記
使
用
条
件
を
厳
守
す
る
こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。

な
お
、
私
に
あ
っ
て
、
下
記
使
用
条
件
に
違
反
が
あ
っ
た
場
合
、
今
回
い
た
だ
く
承
認
が
取
り
消
さ
れ
、

さ
ら
に
、
私
（
及
び
共
同
利
用
者
）
が
今
後
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
の
秘
匿
処
理
済
デ
ー
タ
の
使
用
を
一
切

許
可
い
た
だ
け
な
く
な
っ
て
も
不
服
は
申
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
（
及
び
共
同
利
用
者
）
の
氏
名
と
違
反

の
内
容
を
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

秘
匿

処
理
済
ミ

ク
ロ

デ
ー
タ

の
使

用
条
件

１
 
統
計
法
の
規
定
を
遵
守
し
、
使
用
す
る
秘
匿
処
理
済
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
管
理
は
厳
正
に
行
う
こ
と
。

・
提
供
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
等
は
、
使
用
期
間
中
、
鍵
の
か
か
る
安
全
な
と
こ
ろ
に
保
管
す
る
こ
と
。

・
提
供
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
等
は
、
申
請
し
た
使
用
場
所
以
外
で
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

・
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
本
申
請
書
に
署
名
し
た
者
だ
け
が
使
用
し
、
第
三
者
に
再
提
供
若
し
く
は
使

用
さ
せ
な
い
こ
と
。

・
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
本
申
請
書
に
記
載
し
た
集
計
目
的
だ
け
に
使
用
し
、
他
の
目
的
で
は
使
用
し

な
い
こ
と
。

・
パ
ソ
コ
ン
等
へ
の
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
、
一
時
的
な
場
合
を
除
い
て
行
わ
な
い
こ
と
。

２
 
使
用
期
間
終
了
後
、
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
直
ち
に
セ
ン
タ
ー
に
返
却
す
る
こ
と
。
ま
た
、
パ
ソ
コ

ン
内
の
コ
ピ
ー
等
を
す
べ
て
速
や
か
に
消
去
し
、
消
去
し
た
旨
の
報
告
書
を
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る

こ
と
。

３
 
調
査
に
関
す
る
質
問
等
は
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
行
う
こ
と
。

４
 
分
析
結
果
を
発
表
す
る
際
に
は
、
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
秘
匿
処
理
済
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
提
供
を
受

け
た
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
。

５
 
作
成
し
た
論
文
等
を
２
部
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
こ
と
。

６
 
そ
の
他
セ
ン
タ
ー
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

７
 
提
供
さ
れ
た
秘
匿
処
理
済
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
使
用
に
よ
り
何
ら
か
の
不
利
益
を
被
っ
た
と
し
て
も
、

総
務
省
統
計
局
統
計
調
査
部
及
び
セ
ン
タ
ー
の
責
任
は
一
切
問
わ
な
い
こ
と
。

私
は
、
こ
の
度
、
当
学
部
（
又
は
研
究
科
、
研
究
所
、
セ
ン
タ
ー
等
）
の
専
任
教
員
で
あ
る
申
請
者
が
、

貴
セ
ン
タ
ー
に
秘
匿
処
理
済
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
使
用
を
申
請
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
す
。

平
成
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

所
属
長

 (
所
属
･
職
名

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (
氏
名

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公
印

別
紙

２
 

1
2

申
請

事
項

１
指
定
統
計
調
査
の

名
称
及
び
年
次

２
調
査
票
の
使
用
目
的

○
研
究
計
画
の
名
称
（

20
字
以
内
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
結
果
の
発
表
の
仕
方

報
告
書
等
 
 
論
文
 
 
研
究
会
等
で
発
表

○
研
究
目
的
、
研
究
方
法
等
を
以
下
に
簡
潔
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

３
集
計
様
式

別
添
の
と
お
り
。

４
研
究
資
金
の
出
所

資
金
な
し
 
資
金
交
付
を
受
け
た
（
出
所
・
名
称
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
）

（
出
所
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
名
称
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

５
共
同
利
用
者

（
氏
名
は
自
署
）

所
属
・
職
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

研
究
者
番
号
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
氏
名
：
 
 
 
 
 
 
 

 
印

所
属
・
職
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
究
者
番
号
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
氏
名
：
 
 
 
 
 
 
 

 
印

所
属
・
職
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
究
者
番
号
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
氏
名
：
 
 
 
 
 
 
 

 
印

６
使
用
場
所

７
申
請
者
連
絡
先

メ
ー
ル
 
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注
）
こ
の
用
紙
に
入
り
き
ら
な
い
と
き
は
、
適
当
な
用
紙
を
添
付
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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1
3

(申
請
書
記
入
要
領

)

申
請

書
記
入
要

領

申
請
書
の
書
き
方
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
本
セ
ン
タ
ー
に
メ
ー
ル
で
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。

○
 

申
請
す
る

と
き

の
注
意

使
用
条
件
と
使
用
条
件
に
違
反
し
た
と
き
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
確
認
し
た
上
で
申
請
し

て
く

だ
さ
い
。

申
請
書
の
記

載
に
事
実
で

な
い
こ
と
が

あ
っ
た
場
合

、
使
用
条
件

に
違
反
し
た
も

の
と
み
な
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
者
及
び
共
同
利
用
者
の
資
格
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
利
用
者

全
員

の
署
名
（
自
署
）
、
捺
印
と
、
所
属
長
（
学
部
長
、
研
究
科
長
、
研
究
所
長
、
セ
ン
タ
ー
長
等
）

の
公
印
の
押
印
が
必
要
で
す
。

１
 

指
定
統
計

調
査

の
名
称

と
年

次

秘
匿
処
理
済
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
調
査
名
と
使
用
す
る
年
次
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
使

用
す

る
フ
ァ
イ

ル
の
種
類
が

分
か
る
よ
う

に
、
全
国
消

費
実
態
調
査

の
場
合
は
二

人
以
上
の
一
般

世
帯
（
又

は
普
通
世
帯

）
と
単
身
世

帯
の
別
を
、

社
会
生
活
基

本
調
査
の
場

合
は
生
活
時
間

と
生
活
行
動
の
別
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
５
年
の
調
査
名
は
住
宅
統
計
調
査

と
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

２
 

調
査
票
の

使
用

目
的

研
究
計
画
の
名
称
を

20
字
以
内
で
記
載
し
、
予
定
し
て
い
る
結
果
の
発
表
の
仕
方
す
べ
て

を
ま
る
で

囲
ん
で
く
だ

さ
い
。
発
表

を
予
定
し
て

い
な
い
場
合

、
使
用
は
認

め
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
提

供
さ
れ
た
デ

ー
タ
で
ど
の

よ
う
な
研
究

を
行
う
か
が

分
か
る
よ
う

に
研
究
目
的
と

研
究
方
法
を
簡
潔
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

３
 

集
計
様
式 集
計
様
式
の
書
き
方
を
参
考
に
明
確
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い

場
合
、
使

用
を
許
可
し

な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
セ

ン
タ
ー
か
ら

修
正
を
求
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
 

研
究
資
金

の
出

所

特
に
研
究
資
金
が
な
い
場
合
は
、「

資
金
な
し
」
を
ま
る
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
項
目
は
、

営
利
企
業

か
ら
の
委
託

研
究
で
な
い

こ
と
を
確
認

す
る
た
め
の

も
の
で
す
の

で
、
研
究
資
金

の
提
供
者

と
資
金
の
名

称
が
分
か
る

よ
う
に
明
確

に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

大
学
か
ら
交
付

1
4

さ
れ
た
研
究
費
の
場
合
、「

大
学
か
ら
の
研
究
費
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
営
利
企
業

か
ら
の
研

究
費
で
あ
っ

て
も
、
純
粋

な
学
術
奨
励

の
た
め
の
研

究
補
助
金
の

場
合
は
使
用
を

認
め
ま
す
。

５
 

共
同
利
用

者

共
同
利
用
者
の
所
属
・
職
名
と
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
氏
名
は
自
署
で
あ
る
こ
と
を

要
し
ま
す
。「

科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
者
」
に
該
当
す
る
場
合
は
、
研
究
者
番
号
も
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

６
 

使
用
場
所 集
計
を
行
う
場
所
を
、
例
え
ば
、
「
○
○
研
究
室
」
と
い
う
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

７
 

申
請
者
連

絡
先

本
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
請
者
ご
自
身
が

所
属

す
る
大
学

の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
及
び

研
究
室
の
電

話
番
号
に
し

て
く
だ
さ
い

。
な
お
、
セ
ン

タ
ー
か
ら

の
連
絡
は
原

則
と
し
て
こ

の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
送

り
ま
す
の
で

、
使
用
期
間
中

は
い
つ
も
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
 

所
属
長
の

承
認

 

申
請
に
当
た
っ
て
は
、
所
属
長
の
承
認
が
必
要
で
す
。
所
属
長
の
所
属
・
職
名
、
氏
名

を
記

載
の
上
、
公
印
を
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。
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1
5

平
成

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

総
務

大
臣

 
殿

○
○

大
学

○
○

学
部

 
職

名

氏
 

名
 

 
印

誓
 

約
 

書

「
平

成
○

○
年

○
○

○
○

○
○

調
査

」
調

査
票

の
統

計
法

第
１

５
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
く

目
的

外
使

用
に

当
た

っ
て

は
、

統
計

法
第

１
４

条
の

規
定

を
遵

守
し

、
調

査
票

を
適

正

に
管

理
す

る
と

と
も

に
、

秘
密

漏
洩

の
な

い
よ

う
厳

重
に

注
意

し
ま

す
。

 

別
紙

３

1
6

見
 

本

平
成

１
８

年
１

１
月

２
７

日

総
務

大
臣

 
殿

一
橋

大
学

経
済

研
究

所
附

属
社

会
科

学
統

計
情

報
研

究
セ

ン
タ

ー
 

助
教

授

山
口

 
幸

三
 

 
 

印

誓
 

約
 

書

「
平

成
元

年
、

６
年

、
１

１
、

１
６

年
全

国
消

費
実

態
調

査
」

調
査

票
の

統
計

法
第

１
５

条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

く
目

的
外

使
用

に
当

た
っ

て
は

、
統

計
法

第
１

４
条

の
規

定
を

遵

守
し

、
調

査
票

を
適

正
に

管
理

す
る

と
と

も
に

、
秘

密
漏

洩
の

な
い

よ
う

厳
重

に
注

意
し

ま

す
。

 

自
署

捺
印

誓
約

書
を

作
成

し
た

日

所
属

・
職

名

調
査

年
次

、
調

査
名

共
同

利
用

者
が

い
る

場
合

は
、

一
人

一
人

別
に

作
成
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符

　
　

　
号

　
　

　
表

　
　

作
成

日
調

  
査

  
名

平
成

１
６

年
全

国
消

費
実

態
調

査

調
査

年
次

２
０

０
４

年
（
平

成
１

６
年

）
デ

ー
タ

名
Z
en

sh
o
u
2
0
0
4
F
(二

人
以

上
の

一
般

世
帯

),
Z
en

sh
o
u
2
0
0
4
T

(単
身

世
帯

)

備
  

考

№
項

  
  

目
  

  
名

符
号

備
考

1
調

査
ID

S
u
rv

ey
ID

Z
en

sh
o
u

2
調

査
年

S
u
rv

ey
Y

ea
r

2
0
0
4

3
セ

ン
タ

ー
使

用
欄

C
en

tr
e

4
レ

コ
ー

ド
一

連
番

号
R
ec

N
o

0
0
0
0
0
0
１

～
集

計
区

分
別

デ
ー

タ
の

有
無

5
家

計
収

支
編

（
用

途
分

類
･品

目
分

類
）

K
ak

ei
D

at
aU

m
u

１
：
あ

り
  

０
：
な

し
6

貯
蓄

編
C

h
o
ch

ik
u
D

at
aU

m
u

7
耐

久
財

編
T

ai
ky

u
u
D

at
aU

m
u

8
家

計
資

産
編

S
h
is

an
D

at
aU

m
u

9
地

域
符

号
D

is
tr

ic
t

１
:北

海
道

・
東

北
  
２

:関
東

　
３

:北
陸

・
東

海
　

４
:近

畿
　

５
:

中
国

・
四

国
　

６
:九

州
・
沖

縄
1
0

世
帯

符
号

S
et

ai
C

o
d
e

0
0
0
0
0
0
１

～
1
1

乗
率

W
ei

gh
t

n
n
n
n
n
.n

(ブ
ラ

ン
ク

補
足

,小
数

点
以

下
1
桁

ま
で

表
章

)
1
2

一
般

・
単

身
の

別
S
et

ai
B

et
su

F
:二

人
以

上
の

世
帯

  
T

:単
身

世
帯

調
査

票
の

有
無

1
3

９
月

K
ak

ei
b
o
_S

ep
１

：
有

り
  

△
：
無

し
1
4

１
０

月
K

ak
ei

b
o
_O

ct
1
5

１
１

月
K

ak
ei

b
o
_N

o
v

1
6

年
収

票
の

有
無

N
en

sh
u
u
h
yo

u
１

：
有

り
  

△
：
無

し

1
7

年
間

収
入

N
en

sh
u
u
F
u
sh

o
u

V
:年

間
収

入
不

詳
有

り
  
△

：
年

間
収

入
不

詳
無

し
，

年
収

票
無

し
1
8

貯
蓄

C
h
o
ch

ik
u
F
u
sh

o
u

V
：
貯

蓄
に

不
詳

あ
り

  
△

：
貯

蓄
に

不
詳

無
し

，
年

収
票

無
1
9

耐
久

財
票

の
有

無
T

ai
ky

u
u
za

ih
yo

u
１

：
有

り
  

△
：
無

し
2
0

調
査

月
数

C
h
o
u
sa

T
su

ki
su

u
１

～
３

：
１

～
３

か
月

2
1

世
帯

区
分

S
et

ai
K

u
b
u
n

１
：
勤

労
  
２

：
勤

労
及

び
無

職
以

外
  
３

：
無

職
2
2

世
帯

人
員

S
et

ai
Ji

n
in

△
１

～
△

８
：
１

～
８

人
2
3

就
業

人
員

S
h
u
u
gy

o
u
Ji

n
in

△
０

～
△

８
：
０

～
８

人
家

計
を

主
に

支
え

る
人

2
4

世
帯

主
と

の
続

柄
F
u
za

iT
su

zu
ki

２
：
配

偶
者

  
３

：
子

（
未

婚
）
  

４
：
子

（
夫

婦
で

あ
る

も
の

）
５

：
父

母
  

６
：
兄

弟
（
未

婚
）
  

７
：
兄

弟
（
夫

婦
で

あ
る

も
の

)
８

：
孫

（
未

婚
）
  

９
：
孫

（
夫

婦
で

あ
る

も
の

）
  

０
:祖

父
母

  
X

：
２

～
０

以
外

の
親

族
  

△
：
３

か
月

以
上

の
不

在
者

な
し

2
5

不
在

理
由

F
u
za

iR
iy

u
u

１
：
単

身
赴

任
  

２
：
出

稼
ぎ

  
３

：
入

院
  

４
：
そ

の
他

  
△

：
３

か
月

以
上

の
不

在
者

な
し

家
計

を
主

に
支

え
る

人
以

外
の

不
在

者
の

不
在

理
由

別
人

数

2
6

入
院

F
u
za

iN
yu

u
in

１
～

９
：
１

～
９

人
  
△

：
３

か
月

の
不

在
者

な
し

2
7

学
業

F
u
za

iG
ak

u

2
8

そ
の

他
F
u
za

iT
a

2
9

子
の

住
ん

で
い

る
場

所
K

o
D

o
u
ky

o
１

：
同

居
（
生

計
同

一
）
  

２
：
同

居
（
生

計
別

）
  

３
：
同

敷
地

内
  

４
：
近

く
（
徒

歩
５

分
程

度
）
  

５
：
片

道
１

時
間

以
内

  
６

：
片

道
１

時
間

以
上

  
７

：
子

は
い

な
い

3
0

単
身

世
帯

の
形

態
T

an
sh

in
１

：
単

身
赴

任
  

２
：
出

稼
ぎ

  
３

：
そ

の
他

  
△

：
一

般
世

帯

3
1

住
宅

の
所

有
関

係
S
h
o
yu

u

１
：
持

ち
家

（
世

帯
員

名
義

）
  

２
：
持

ち
家

（
世

帯
員

以
外

の
名

義
）
  

３
：
民

営
賃

貸
住

宅
（
設

備
専

用
）
  

４
：
民

営
賃

貸
住

宅
（
設

備
共

用
) 

 ５
：
県

市
区

町
村

営
賃

貸
住

宅
  

６
：
公

団
公

社
賃

貸
住

宅
  

７
：
社

宅
・
公

務
員

住
宅

（
借

り
上

げ
ふ

く
む

）
  

８
：
借

間
  

９
：
寮

･寄
宿

舎

3
2

住
宅

の
構

造
K

o
u
zo

u
１

：
木

造
  

２
：
防

火
木

造
  

３
：
鉄

骨
・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
  

４
：

ブ
ロ

ッ
ク

造
  

５
：
そ

の
他

3
3

住
居

の
建

て
方

T
at

ek
at

a
１

：
一

戸
建

  
２

：
長

屋
建

  
３

：
共

同
住

宅
（
１

・
２

階
建

て
）

４
：
共

同
住

宅
（
３

～
５

階
建

）
  

５
：
共

同
住

宅
（
６

～
１

０
階

建
）
  

６
：
共

同
住

宅
（
１

１
階

建
以

上
）
  

７
：
そ

の
他

3
4

水
洗

式
ト
イ

レ
の

有
無

S
u
is

en
１

：
有

り
  
２

：
無

し
住

宅
面

積
3
5

延
べ

床
面

積
N

o
b
eY

u
ka

△
△

△
１

０
～

９
９

９
９

９
：
１

．
０

～
９

９
９

９
．

９
㎡

下
一

桁
が

小
数

第
一

位

3
6

う
ち

業
務

用
面

積
G

yo
u
m

u
yo

u
Y

u
ka

△
△

△
△

△
：
業

務
用

無
し

  
△

△
△

１
０

～
９

９
９

９
９

：
１

．
０

～
９

９
９

９
．

９
㎡

下
一

桁
が

小
数

第
一

位

3
7

地
代

の
有

無
C

h
id

ai
１

：
世

帯
員

名
義

の
家

で
無

し
  

２
：
世

帯
員

以
外

の
名

義
で

無
し

  
３

：
有

り
  

△
：
持

ち
家

以
外

3
8

住
宅

の
敷

地
面

積
S
h
ik

ic
h
i

△
△

△
１

０
～

９
９

９
９

９
：
１

．
０

～
９

９
９

９
．

９
㎡

  
△

△
△

△
△

：
持

ち
家

以
外

下
一

桁
が

小
数

第
一

位

3
9

建
築

年
K

en
ch

ik
u
Y

ea
r

２
１

～
６

３
：
昭

和
２

１
～

６
３

年
  

△
１

～
１

１
：
平

成
元

～
１

１
年

  
△

△
：
昭

和
２

０
年

以
前

又
は

持
ち

家
以

外

4
0

持
ち

家
以

外
の

入
居

年
N

yu
u
ky

o
Y

ea
r

△
１

～
１

１
：
平

成
元

～
１

１
年

  
△

△
：
昭

和
６

３
年

以
前

又
は

持
ち

家

4
1

現
住

居
以

外
の

住
宅

の
有

無
T

an
o
Ju

u
ta

ku
U

m
u

１
：
有

り
  
２

：
無

し
　

△
：
「
単

身
赴

任
」
ま

た
は

「
出

稼
ぎ

」
(単

身
世

帯
)

4
2

用
途

J1
_Y

o
u
to

１
：
親

族
居

住
用

  
２

：
賃

貸
用

  
３

：
そ

の
他

  
△

：
入

力
無

し

4
3

建
築

年
J1

_K
en

ch
ik

u
Y

ea
r

２
１

～
６

３
：
昭

和
２

１
～

６
３

年
  

△
１

～
１

１
：
平

成
元

～
１

１
年

  
△

V
：
不

詳
  
△

△
：
昭

和
２

０
年

以
前

又
は

入
力

無
し

4
4

延
べ

床
面

積
J1

_N
o
b
eY

u
ka

△
△

△
１

０
～

９
９

９
９

９
：
１

．
０

～
９

９
９

９
．

９
㎡

  
△

△
△

△
△

：
入

力
無

し
下

一
桁

が
小

数
第

一
位

4
5

構
造

J1
_K

o
u
zo

u
１

：
木

造
  

２
：
防

火
木

造
  

３
：
鉄

骨
・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
  

４
：

ブ
ロ

ッ
ク

造
  

５
：
そ

の
他

  
△

：
入

力
無

し

5
4

用
途

J4
_Y

o
u
to

１
：
親

族
居

住
用

  
２

：
賃

貸
用

  
３

：
そ

の
他

  
△

：
入

力
無

し

5
5

建
築

年
J4

_K
en

ch
ik

u
Y

ea
r

２
１

～
６

３
：
昭

和
２

１
～

６
３

年
  

△
１

～
１

１
：
平

成
元

～
１

１
年

  
△

V
：
不

詳
  
△

△
：
昭

和
２

０
年

以
前

又
は

入
力

無
し

5
6

延
べ

床
面

積
J4

_N
o
b
eY

u
ka

△
△

△
１

０
～

９
９

９
９

９
：
１

．
０

～
９

９
９

９
．

９
㎡

  
△

△
△

△
△

：
入

力
無

し
下

一
桁

が
小

数
第

一
位

5
7

構
造

J4
_K

o
u
zo

u
１

：
木

造
  

２
：
防

火
木

造
  

３
：
鉄

骨
・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
  

４
：

そ
の

他
  

△
：
入

力
無

し

レ コ ー ド I D 世 帯 に 関 す る 事 項

現 住 居 以 外 の 住 宅 及 び 土 地 に つ い て

2
0
0
7
/
7
/
2
7

2
0
0
6
/
7
/
2
5

変
  

数
  

名

不 詳

年 収 票家 計 簿

世 帯 員 以 外 の 家 族 現 住 居 等 に 関 す る 事 項
持 家 の 場 合

住 宅 （ １ ） 住 宅 （ ４ ）

現 住 居 以 外 の 住 宅 に つ い て （ ＊ ）

～

訂
正

日

別
紙

４

 
 
1
7

1
8

デ
ー
タ
利
用
上
の
注
意
事
項
（
全
国
消
費
実
態
調
査
）

１
 
分
析
に
当
た
っ
て
の
全
般
的
な
注
意
事
項

(1
)
分

析
に

当
た

っ
て

は
、

報
告

書
で

調
査

方
法

、
標

本
設

計
の

方
法

等
を

十
分

に
理

解
す

る
と

と
も

に
、
調
査
票
様
式
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
結
果
表
に
よ
る
分

析
の
場
合
に
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
場
合
に
は
こ
れ
ら

の
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
て
お
か
な
い
と
、
誤
り
を
お
か
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

(2
)
こ
の
調
査
の
調
査
期
間
は
、
二
人
以
上
の
一
般
世
帯
の
場
合
は
９
～

11
月
、
単
身
世
帯
の
場
合
は

10
～

11
月
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
ー
ナ
ス
月
は
含
ま
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
年
間

の
収
支
と
み
て
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

(3
)
提

供
デ

ー
タ

に
は

乗
率

が
付

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
こ

と
を

理
解

し
て

、
分

析
す

る
よ

う
に

し
て

く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
平
均
値
を
求
め
る
と
き
に
は
加
重
平
均
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(4
)
提

供
デ

ー
タ

に
は

ト
ッ

プ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
や

リ
サ

ン
プ

リ
ン

グ
な

ど
の

秘
匿

処
理

を
施

し
て

あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
提
供
デ
ー
タ
に
よ
る
集
計
結
果
を
公
表
さ
れ
て
い
る
結
果
と
完
全
に
一
致
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
秘
匿
処
理
の
方
法
は
「
参
考
１
」
の
と
お
り
で
す
。

(5
)
多

変
量

解
析

を
行

う
と

き
に

は
、

外
れ

値
を

考
慮

す
る

よ
う

に
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

調
査

票
の

記
入
誤
り
な
ど
は
チ
ェ
ッ
ク
・
修
正
済
み
で
す
が
、
外
れ
値
を
除
く
よ
う
な
処
理
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

２
 
デ
ー
タ
の
形
式
等
に
つ
い
て

(1
)
デ
ー
タ
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
で
す
。
先
頭
の
レ
コ
ー
ド
に
変
数
名
を
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

(2
)
１
世
帯
１
レ
コ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
用
途
分
類
、
品
目
分
類
、
貯
蓄
・
耐
久
財
、
年
間
収
入
、

家
計
資
産
の
デ
ー
タ
を
１
レ
コ
ー
ド
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

(3
)
世

帯
票

と
家

計
簿

（
１

か
月

分
以

上
）

の
両

方
が

提
出

さ
れ

て
い

る
世

帯
の

デ
ー

タ
だ

け
を

提
供

し
て
い
ま
す
。
世
帯
に
よ
っ
て
は
他
の
調
査
票
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
場
合
、
該
当
項
目
の
欄
は
欠
損
値
（

．
）
、
不
詳
（
Ｖ
）
、
０
又
は
空
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調

査
票
の
提
出
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
集
計
区
分
別
デ
ー
タ
の
有
無
」
の
欄
及
び
「
調
査
票
の
有
無
」

欄
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

(4
)
デ

ー
タ

の
符

号
の

付
け

方
等

に
つ

い
て

は
、

符
号

表
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
特

殊
な

符
号

の
付

け
方
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て
か
ら
分
析
し
て
く
だ
さ
い
。

(5
)
デ

ー
タ

中
の

世
帯

属
性

等
の

欄
に

つ
い

て
は

０
補

足
を

行
う

な
ど

し
て

桁
数

を
そ

ろ
え

て
あ

り
ま

す
が
、
用
途
分
類
等
の
欄
に
つ
い
て
は
必
要
桁
数
だ
け
に
し
て
い
ま
す
。

(6
)
当

該
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
が

分
析

の
対

象
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
か

ら
集

計
す

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い
。
必
要
の
な
い
欄
に
符
号
が
付
い
て
い
る
こ
と
（
過
剰
記
入
）
も
あ
り
ま
す
。

別
紙

５
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1
9

(7
)
各
年
次
の
デ
ー
タ
数
に
つ
い
て
は
、
「
参
考
２
」
の
と
お
り
で
す
。

３
 
デ
ー
タ
の
内
容
に
つ
い
て

(1
)
用

途
分

類
及

び
品

目
分

類
の

数
値

は
、

調
査

期
間

中
の

収
支

金
額

を
調

査
月

数
で

除
し

た
１

か
月

当
た
り
の
平
均
値
に
し
て
い
ま
す
。
提
供
す
る
デ
ー
タ
で
は
整
数
に
な
る
よ
う
四
捨
五
入
し
て
い

ま
す
。
調
査
月
数
は
用
途
分
類
の
「
調
査
月
数
」
欄
に
入
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
務
省
統
計
局

で
行
っ
て
い
る
用
途
分
類
及
び
品
目
分
類
の
集
計
で
は
、
一
般
の
（
普
通
）
世
帯
の
場
合
、
２
か

月
し
か
調
査
し
て
い
な
い
世
帯
の
乗
率
は
３
分
の
２
に
、
１
か
月
し
か
調
査
し
て
い
な
い
世
帯
の

乗
率
は
３
分
の
１
に
し
て
い
ま
す
。
単
身
世
帯
の
場
合
及
び
集
計
世
帯
数
の
集
計
の
場
合
も
同
様

な
考
え
方
で
集
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

(2
)
平

成
元

年
の

デ
ー

タ
に

は
家

計
資

産
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
用

途
分

類
の

末
尾

に
「

住
宅

・
宅

地
資

産
額
」
と
「
耐
久
消
費
財
資
産
額
」
だ
け
が
入
っ
て
い
ま
す
。
平
成
６
年
、

11
年
及
び

16
年
の

デ
ー
タ
に
お
い
て
、
耐
久
財
・
貯
蓄
等
の
調
査
票
が
未
提
出
な
ど
の
理
由
で
資
産
デ
ー
タ
が
作
成

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
家
計
資
産
額
は
す
べ
て
欠
損
値
（
．
）
に
し
て
あ
り
ま
す
。

(3
)
年

間
収

入
調

査
票

が
提

出
さ

れ
て

い
な

い
場

合
、

世
帯

属
性

の
年

間
収

入
の

欄
は

０
又

は
不

詳

（
Ｖ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
用
途
分
類
の
欄
に
は
総
務
省
統
計
局
で
推
計
し
た
年
間
収

入
の
値
（
世
帯
の
合
計
年
間
収
入
）
が
入
っ
て
い
ま
す
。

(4
)
乗
率
は
、
平
成

11
年
、

16
年

の
単
身
世
帯
の
場
合
は
比
推
定
済
乗
率
、
他
は
す
べ
て
線
形
推
定

乗
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
率
は
小
数
点
以
下
１
桁
ま
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

(5
)
地

域
は

「
北

海
道

・
東

北
」
、
「

関
東

」
、
「

北
陸

・
東

海
」
、
「

近
畿

」
、
「

中
国

・
四

国
」

及
び

「
九

州
・
沖
縄
」
の
６
区
分
に
し
て
い
ま
す
。

(6
)
平
成
元
年
の
普
通
世
帯
の
デ
ー
タ
で
は
、「

世
帯
員
情
報
」
の
欄
（
の
多
分

、
最
後
）
に
不
在
世
帯

員
の
情
報
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、「

行
番
号
」
の
欄
で
確
認
し
た
上
で
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

(7
)
「

住
宅

の
延

べ
床

面
積

」
や

「
宅

地
の

敷
地

面
積

」
の

欄
は

、
平

成
元

年
の

場
合

は
整

数
の

値
が

入
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
６
年
、

11
年
及
び

16
年
の
場
合
は

10
倍
し
た
値
（
小
数
点
以
下
１

桁
目
ま
で
の
値
）
が
入
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
小
数
点
以
下
１
桁
目
が
０
の
と
き
、
０
で
は
な

く
空
白
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

2
0

※
 
お
願
い

ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
利
用
に
お
い
て
疑
問
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
メ
ー
ル
で
ご
質
問
く

だ
さ
い
（

m
ic

ro
@

ie
r.

h
it

-u
.a

c.
jp
）
。
な
る
べ
く
早
く
お
答
え
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
提
供
デ
ー
タ
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
に
注
意
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
思
わ
ぬ

誤
り
が
残
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
て
疑
問
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
当
セ

ン
タ
ー
に
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

参
考
１
 
秘
匿
処
理
の
方
法

(1
)
地

域
は

「
北

海
道

・
東

北
」
、
「

関
東

」
、
「

北
陸

・
東

海
」
、
「

近
畿

」
、
「

中
国

・
四

国
」

及
び

「
九

州
・
沖
縄
」
の
６
区
分
に
し
て
い
ま
す
。

(2
)
全
デ
ー
タ
で
は
な
く
、
全
体
か
ら
約
８
割
の
世
帯
を
無
作
為
抽
出
し
た
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。

(3
)
世
帯
員
が
９
人
以
上
の
世
帯
は
、
そ
の
世
帯
全
体
を
削
除
し
て
い
ま
す
。

(4
)
世
帯
の
配
列
順
は
、
乱
数
を
付
し
て
ソ
ー
ト
す
る
方
法
で
無
作
為
化
し
て
い
ま
す
。

(5
)
年
齢
に
つ
い
て
は
、

80
歳
以
上
は
す
べ
て

80
歳
に
変
換
し
て
い
ま
す
。

参
考
２
 
デ
ー
タ
数

年
 
次

一
般
の
（
普
通
）
世
帯

単
身
世
帯

平
成
元
年

４
４
，
７
７
８

３
，
２
８
８

平
成
６
年

４
４
，
８
０
３

３
，
７
７
２

平
成

11
年

４
４
，
５
３
７

４
，
０
１
３

平
成

16
年

４
４
，
０
０
６

４
，
０
０
１
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2
1

 
 
 
 

東
京

大
学

S
S
J
D

A
（
S
o
c
ia

l 
S
c
ie

n
c
e
 J

ap
an

 D
at

a 
A

rc
h
iv

e
）
に

つ
い

て
 

 

※
 

本
資

料
は

，
本

研
究

会
事

務
局

が
東

京
大

学
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

関
係

部
分

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
及

び
要

約
し

て
作

成
し

た
も

の
で

あ
り

，
東

京
大

学
社

会
科

学
研

究
所

附
属

日
本

社
会

研
究

情
報

セ
ン

タ
ー

の
了

解
を

得
て

本
研

究
会

の
資

料
と

し
た

も
の

。
 

 １
 

概
要

 

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

は
，

統
計

調
査

，
社

会
調

査
の

個
票

デ
ー

タ
（

個
々

の
調

査
票

の
記

入
内

容
。

マ

イ
ク

ロ
デ

ー
タ

）
を

収
集

・
保

管
し

，
そ

の
散

逸
を

防
ぐ

と
と

も
に

，
学

術
目

的
で

の
二

次
的

な
利

用
の

た
め
に
提
供
す
る
機
関
。

 
東

京
大

学
社

会
科

学
研

究
所

附
属

日
本

社
会

研
究

情
報

セ
ン

タ
ー

は
、

我
が

国
に

お
け

る
社

会
科

学
の

実
証
研
究
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

S
S

J
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
（

S
oc

ia
l S

ci
en

ce
 J

ap
an

 D
at

a 

A
rc

h
iv

e）
を
構
築
、
個
票
デ
ー
タ
の
提
供
を

19
98

年
4
月
か
ら
開
始
。

 

20
06

年
３
月
末
現
在
、

S
S

J
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は

57
9
調
査
、

77
2
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
保
管
し
、

20
05

年
度
一
年
間
で
、
利
用
申
請
件
数
は

33
5
件
、
提
供
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
数
は

25
27

に
上
る
。
ま
た
こ

れ
ま
で
に

S
S

J
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
が
提
供
し
て
作
成
さ
れ
た
論
文
や
著
書
の
数
は
、
同
じ
く

20
06

年

３
月
末
現
在
、
総
計
で

28
3
点
。

 

 ２
 

利
用

条
件

 

(
1
)
利
用
対
象
者
 

 

大
学
又
は
研
究
機
関
の
研
究
者
，
教
員
の
指
導
を
受
け
た
大
学
院
生
。

 

 
 
 
民
間
の
研
究
機
関
の
者
は
原
則
と
し
て
利
用
で
き
な
い
が
，
S
S
J
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
個
票
デ
ー

 

タ
を
寄
託
し
て
い
る
場
合
は
利
用
可
能
。

 

(
2
)
利
用
目
的

 

 
 
 
学
術
目
的
の
二
次
分
析
に
限
ら
れ
る
。

 

(
3
)
一
度
に
利
用
で
き
る
調
査
数

 

一
度
に
利
用
申
請
で
き
る
調
査
数
は
原
則
２
調
査
。
 

た
だ
し
，
一
度
に
３
調
査
以
上
を
利
用
申
請
す
る
場
合
は
，
別
途
理
由
書
を
添
付
。

 

 
(
4
)
 
利
用
承
認

 

利
用
者
か
ら
の
利
用
申
請
書
を
，
デ
ー
タ
の
寄
託
者
又
は

S
S
J
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
が
承
認
す
る

 

こ
と
が
必
要
。

 

(
5
)
 
利
用
期
限

 

 
 
 
 
 
 
原
則
と
し
て
，
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
て
か
ら
１
年
間
。

 

 
 
 
利
用
期
限
後
は
，
個
票
デ
ー
タ
を
消
去
，
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
を
破
壊
。

 

  

資
料

５
 

第
１
回
会
合
資
料

2
2

 ３
 

利
用

手
続

の
流

れ
(
全
体
の
流
れ
図
は
別
紙
１
参
照
)
 

 
(
1
)
 
利
用
し
た
い
個
票
デ
ー
タ
の
決
定

 

 
 
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
収
録
調
査
の
検
索
」
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
利
用
し
た
い
個
票
デ
ー
タ
を
決
定
。
 

 
 

 
な

お
，

個
票

デ
ー

タ
に

関
す

る
情

報
は

，
調

査
毎

に
概

要
フ

ァ
イ

ル
と

調
査

票
フ

ァ
イ

ル
を

組
に

し
て
提
供
し
て
い
る
。

 

 
(
2
)
 
個
票
デ
ー
タ
利
用
申
請
書
を
提
出

 

 
 

 
利

用
申

請
書

（
様

式
は

別
紙

２
参

照
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

可
）

に
必

要
事

項
を

記
載

の
上

，
生

Ｃ
Ｄ

－
Ｒ

と
返

信
用

封
筒

を
同

封
の

上
，

S
S
J
デ

ー
タ

ア
ー

カ
イ

ブ
へ

郵
便

で
送

付
。
 

 
 
 
利
用
申
請
書
を
受
領
し
て
か
ら
，
利
用
承
認
の
可
否
の
審
査
。
通
常
１
か
月
前
後
を
要
す
る
。

 

 
(
3
)
 
書
込
済
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
等
の
送
付

 

 
 
 
利
用
が
承
認
さ
れ
た
後
，
デ
ー
タ
を
書
込
済
の
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
，
利
用
承
認
書
，
利
用
申
請
書
の
写
し
，
 

 
 

利
用

報
告

書
様

式
（

様
式

は
別

紙
３

参
照

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

）
が

利
用

者
へ

送
付
さ
れ
る
。

 

(
4
)
利
用
者
に
よ
る
二
次
分
析
 

利
用
者
に
よ
る
個
票
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
二
次
分
析
の
実
施
。
利
用
期
限
は
，
デ
ー
タ
提
供
日
か

 

ら
１
年
。

 

(
5
)
利
用
期
限
終
了
後
の
措
置
 

利
用
期
限
が
終
了
し
た
際
に
は
，
個
票
デ
ー
タ
を
消
去
，
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
を
破
壊
す
る
。

 

ま
た
，
利
用
報
告
書
を

S
S
J
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
提
出
す
る
と
と
も
に
，
論
文
等
を
発
表
し
た

 

場
合
は
，
そ
れ
も
提
出
す
る
。

 

 
 

 
な

お
，

利
用

期
限

中
に

二
次

分
析

が
終

わ
ら

な
い

場
合

は
，

利
用

の
延

長
も

可
能

。
延

長
す

る
場

合
は
，
再
申
請
が
必
要
。
 

(
6
)
利
用
申
請
時
に
誓
約
し
た
事
項
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置

 

デ
ー
タ
利
用
申
請
時
の
誓
約
事
項
に
違
反
し
た
場
合
の
取
扱
規
程
(
別
紙
４
参
照
)
を
定
め
運
用
。
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個
票

デ
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利

用
報
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書

SS
J

(
1

(
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1. 2.

SS
JD

A
発

表
媒

体
名

 
論

文
等

タ
イ

ト
ル

 

 

発
行

（
予

定
）

日
 

 

著
者

名
 

SS
JD

A
 

 
( 

  
  

 )
 

 
+

1 
= 

ht
tp

://
ss

jd
a.

is
s.u

-to
ky

o.
ac

.jp
/re

po
rt-

fo
rm

.h
tm

l#
ho

w
_t

o_
co

un
t

3

別
紙

３
 

2
8

別
紙

４
  

2
00
7.
3.
1
 

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
附
属
日
本
社
会
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
 

 

デ
ー
タ
利
用
申
請
時
の
誓
約
事
項
に
違
反
し
た
場
合
の
取
扱
規
程
 

 １
．
本
規
程
は
、
デ
ー
タ
利
用
申
請
時
の
誓
約
事
項
に
違
反
し
た
場
合
の
取
扱
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
Ｓ

Ｓ
Ｊ
Ｄ
Ａ
で
運
用
さ
れ
て
き
た
ル
ー
ル
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

 ２
．
利
用
報
告
書
の
遅
滞
が
あ
っ
た
場
合

 

現
行
の
利
用
者
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
、
１
年
間
の
利
用
期
限
が
経
過
し
た
と
き
に
利
用
報
告
書
の
提

出
を
督
促
す
る
メ
ー
ル
が
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｄ
Ａ
か
ら
利
用
者
に
対
し
て
自
動
的
に
送
信
さ
れ
る
。
そ
の
メ
ー
ル

送
信
後
１
ヶ
月
た
っ
て
も
報
告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｄ
Ａ
で
は
、
再
度
、
報
告
書
と
遅

滞
理
由
を
述
べ
た
弁
明
書
（
署
名
捺
印
を
要
す
る
）
を
郵
送
で
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
。
こ
の
報
告
書

お
よ
び
弁
明
書
の
提
出
日
は
消
印
の
日
付
と
す
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｄ
Ａ
で
は
、
そ
の
利
用
者
に
よ
る
新
た
な

デ
ー
タ
の
利
用
申
請
を
報
告
書
お
よ
び
弁
明
書
提
出
日
か
ら
６
ヶ
月
間
受
け
付
け
な
い
。
な
お
、
報
告

書
と
弁
明
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
新
た
な
利
用
申
請
が

認
め
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
当
該
デ
ー
タ
の
寄
託
者
に
そ
の
利
用
者
氏
名
を
通
知
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

 ３
．
出
典
の
明
記
（
a
c
k
n
o
w
l
e
d
g
m
e
n
t
）
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
 

①
 
学
術
雑
誌
の
場
合

 

校
正
ま
で
の
段
階
で
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｄ
Ａ
に
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
は
、
校
正
の
際
に
利
用
者
が
修
正
す
る
よ

う
伝
え
る
。
ま
た
、
校
正
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
次
号
の
記
事
と
し
て
掲
載
す
る
よ
う
に

伝
え
る
。
そ
の
う
え
で
、
利
用
者
は
弁
明
書
（
署
名
捺
印
を
要
す
る
）
と
修
正
ま
た
は
出
版
社
に
対
す

る
修
正
依
頼
な
い
し
掲
載
依
頼
を
お
こ
な
っ
た
証
拠
と
な
る
文
書
お
よ
び
当
該
部
分
の
複
写
を
Ｓ
Ｓ
Ｊ

Ｄ
Ａ
に
郵
送
で
提
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
提
出
日
は
消
印
の
日
付
と
す
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
で

も
、
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｄ
Ａ
は
そ
の
利
用
者
に
よ
る
新
た
な
デ
ー
タ
の
利
用
申
請
を
弁
明
書
提
出
日
か
ら
６
ヶ
月

間
受
け
付
け
な
い
。

 

 

②
 
出
版
物
の
場
合

 

校
正
ま
で
の
段
階
で
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
は
、
学
術
雑
誌
の
場
合
に
準
ず
る
。
校
正
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
当
該
出
版
物
に
訂
正
紙
を
添
付
し
、
二
刷
以
降
で
は
明
記
す
る
よ

う
伝
え
る
。
そ
の
う
え
で
、
利
用
者
は
弁
明
書
（
署
名
捺
印
を
要
す
る
）
と
修
正
ま
た
は
出
版
社
に
対

す
る
修
正
依
頼
な
い
し
掲
載
依
頼
を
お
こ
な
っ
た
証
拠
と
な
る
文
書
お
よ
び
当
該
部
分
の
複
写
を
Ｓ
Ｓ

Ｊ
Ｄ
Ａ
に
郵
送
で
提
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
提
出
日
は
消
印
の
日
付
と
す
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合

で
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｄ
Ａ
は
そ
の
利
用
者
に
よ
る
新
た
な
デ
ー
タ
の
利
用
申
請
を
弁
明
書
提
出
日
か
ら
６
ヶ

月
間
受
け
付
け
な
い
。

 

 ４
．
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
範
囲

 

利
用
者
が
学
生
（
大
学
院
学
生
を
含
む
）
で
あ
る
場
合
、
利
用
申
請
書
に
記
名
・
捺
印
さ
れ
て
い
る

指
導
教
員
に
対
し
て
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｄ
Ａ
か
ら
厳
重
な
注
意
を
お
こ
な
う
。

 

 ５
．
本
規
程
の
施
行

 

本
規
程
は
、
2
0
0
7
 
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
す
る
。
利
用
者
に
対
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
に

よ
り
、
周
知
す
る
こ
と
と
す
る
。
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ra
ct

, 
an

d
 T

ab
u
la

ti
o
n

T
o
o
l)
と

い
う

専
用

の
ブ

ラ
ウ

ザ
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
、

イ
ン

ス
ト
ー

ル
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
（
無

料
）

E
-
m

ai
l 
A

d
d
re

ss
の

登
録

（
lo

gi
n
 の

際
に

必
要

）
 ＊

lo
gi

n
画

面
に

E
-
m

ai
lア

ド
レ

ス
を

入
力

し
「
p
u
b
lic

 u
se

 d
at

a 
o
n
ly

」
と

い
う

チ
ェ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

に
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

lo
gi

n
す

る
。

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

ア
メ

リ
カ

D
at

aW
eb

そ
の

も
の

に
つ

い
て

は
不

明
だ

が
、

｢D
at

aF
er

re
tt

｣の
初

期
バ

ー
ジ

ョ
ン

に
あ

た
る

「
F
er

re
tt

」
に

つ
い

て
は

1
9
9
7
年

に
U

.S
 C

en
su

sB
u
re

au
と

B
L
S
に

よ
り

共
同

開
発

し
た

。
開

発
経

費
が

か
か

る
た

め
、

現
在

の
シ

ス
テ

ム
は

オ
ー

ス
ト
ラ

リ
ア

統
計

局
(A

B
S
)と

共
同

開
発

。
  
1
9
6
2
年

U
.S

. 
C

en
su

s 
B

u
re

au
, 
B

u
re

au
 o

f 
L
ab

o
r 

S
ta

ti
st

ic
s,

 C
en

te
rs

 f
o
r 

D
is

ea
se

 C
o
n
tr

o
l等

の
政

府
機

関

セ
ン

サ
ス

及
び

A
C

S
以

外
の

ア
ー

カ
イ

ブ
は

D
S
D

が
所

属
す

る
A

D
D

P
(A

ss
o
ci

at
e 

d
ir
ec

to
r 

fo
r

D
em

o
gr

ap
h
ic

 P
ro

gr
am

)内
で

実
施

さ
れ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

が
詳

細
は

不
明

。

秘
匿

方
法

IC
P
S
R
が

寄
託

デ
ー

タ
の

秘
匿

処
理

を
す

る
こ

と
は

な
い

。
し

か
し

、
秘

匿
す

べ
き

情
報

が
存

在
し

て
い

な
い

か
、

IC
P
S
R
の

ス
タ

ッ
フ

が
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

。
(I
C

P
S
R
は

デ
ー

タ
作

成
者

に
対

し
て

寄
託

前
に

調
査

対
象

の
識

別
子

を
デ

ー
タ

か
ら

す
べ

て
削

除
す

る
こ

と
を

推
奨

し
て

い
る

。
)

下
記

の
手

法
を

用
い

て
い

る
。

・
R
em

o
va

l 
o
f 
d
ir
ec

t 
id

en
tf
ir
es

・
S
et

ti
n
g 

ge
o
gr

ap
h
ic

al
 p

o
p
u
la

ti
o
n
 t

h
re

sh
o
ld

s
・
D

at
a 

sw
ap

p
in

g
・
G

ro
b
al

 r
ec

o
d
in

g
・
R
o
u
n
d
in

g
・
T

o
p
 C

o
d
in

g
・
A

ge
 d

et
ai

l

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

U
n
iv

er
si

ty
 o

f 
M

ic
h
ig

an
 内

の
IS

R
(I
n
st

it
u
te

 f
o
r 

S
o
ci

al
 R

es
ea

rc
h
)の

一
機

関
。

4
つ

の
運

営
部

門
(C

o
lle

ct
io

n
 D

ev
el

o
p
m

en
t,

 C
o
lle

ct
io

n
 D

el
iv

er
y,

 E
d
u
ca

ti
o
n
al

R
es

o
u
rc

es
, 
D

at
a 

S
ec

u
ri
ty

 a
n
d
 P

re
se

rv
at

io
n
)を

設
置

。
IC

P
S
R
は

1
2
人

の
G

o
ve

rn
in

g 
C

o
u
n
ci

l(
任

期
4
年

)で
運

営
さ

れ
て

い
る

。

オ
ン

ラ
イ

ン
・
デ

ー
タ

ラ
イ

ブ
ラ

リ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
、

「
D

at
aF

e
rr

e
tt

」
と

い
う

専
用

の
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
デ

ー
タ

に
ア

ク
セ

ス
す

る
。

｢D
at

aF
e
rr

e
tt

｣の
セ

ン
サ

ス
局

の
開

発
担

当
は

D
S
D

(D
e
m

o
gr

ap
h
ic

 S
u
rv

e
ys

 d
iv

is
io

n
)の

S
u
rv

e
y 

M
o
de

rn
iz

at
io

n
 P

ro
gr

am
m

in
g 

B
ra

n
c
h

C
o
lle

ge
 a

n
d
 u

n
iv

er
si

ty
 I
n
st

it
u
ti
o
n
al

 R
ev

ie
w
 B

o
ar

d
s 

(I
R
B

s)

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
6
3
0
0
の

研
究

調
査

に
お

け
る

5
0
万

フ
ァ

イ
ル

を
保

管
。

学
問

の
分

野
は

政
治

学
、

社
会

学
、

人
口

統
計

学
、

経
済

学
、

歴
史

、
教

育
、

老
人

学
、

刑
事

裁
判

、
公

衆
衛

生
、

外
交

政
策

、
保

健
・

医
療

、
教

育
、

保
育

研
究

、
法

律
と

薬
物

乱
用

な
ど

あ
ら

ゆ
る

領
域

に
及

ぶ
。

1
9
9
0
年

と
2
0
0
0
年

の
人

口
住

宅
セ

ン
サ

ス
の

P
U

M
S
の

ほ
か

、
A

C
S
, 
A

H
S
, 
B

R
F
S
S
, 
C

E
S
,

C
P
S
, 
N

A
M

C
S
, 
M

O
R
T

, 
N

H
A

N
E
S
, 
N

H
IS

, 
N

H
A

M
C

S
, 
F
H

W
A

R
, 
S
IP

P
, 
S
P
D

の
1
3
種

類

＊
但

し
p
u
b
lic

 u
se

 d
at

aの
み

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

2
9

第
１
回
会
合
資
料

資
料

６

国
　

　
　

　
　

　
名

[ 
P
U

M
S
(P

u
b
lic

 U
se

 M
ic

ro
d
at

a 
S
am

p
le

) 
]

C
E
S
 (

th
e 

C
en

te
r 

fo
r 

E
co

n
o
m

ic
 S

tu
d
ie

s)
 &

 R
D

C
 (
th

e 
R
es

ea
rc

h
 D

at
a 

C
en

te
rs

)

デ
ー

タ
の

寄
託

元
セ

ン
サ

ス
局

自
身

セ
ン

サ
ス

局
自

身

研
究

者
に

よ
る

デ
ー

タ
の

持
ち

込
み

も
、

所
定

の
手

続
を

行
う

こ
と

で
可

能
。

寄
託

手
続

き

当
該

サ
イ

ト
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

en
su

s.
go

v/
m

ai
n
/
w
w
w
/
ac

ce
ss

.h
tm

l
h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

es
.c

en
su

s.
go

v/
in

d
ex

.p
h
p
/
ce

s/
1
.0

0
/
cm

sh
o
m

e

M
is

si
o
n
 S

ta
te

m
e
n
t

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

es
.c

en
su

s.
go

v/
d
ia

lo
g.

p
h
p
/
ce

s/
1
.0

0
/
o
u
rm

is
si

o
n

年
次

報
告

書
（
事

業
報

告
書

）
R
es

ea
rc

h
 a

t 
th

e 
C

en
te

r 
fo

r 
E
co

n
o
m

ic
 S

tu
d
ie

s 
an

d
 t

h
e 

R
es

ea
rc

h
 D

at
a 

C
en

te
rs

: 
2
0
0
5

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

es
.c

en
su

s.
go

v/
in

d
ex

.p
h
p
/
ce

s/
1
.0

0
/
cm

sd
o
w
n
lo

ad
s

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

タ
ッ

フ

同
左

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況

運
営

経
費

の
負

担
(ス

ポ
ン

サ
ー

)

無
料

(F
T

P
方

式
に

よ
る

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

)
C

D
等

の
媒

体
は

有
料

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
利

用
料

金
無

料

提
供

形
態

使
途

及
び

使
用

方
法

を
問

わ
な

い
。

利
用

条
件

・
手

続

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ

1
9
8
3
年

に
セ

ン
サ

ス
局

に
th

e 
C

en
te

r 
fo

r 
E
co

n
o
m

ic
 S

ta
ti
st

ic
s を

設
置

し
た

の
が

、
R
D

C
の

始
ま

り
。

そ
の

後
、

1
9
9
8
年

に
R
D

C
の

拡
大

計
画

が
実

施
さ

れ
、

現
在

に
至

る
。

現
在

提
供

さ
れ

て
い

る
の

は
2
0
0
0
年

人
口

住
宅

セ
ン

サ
ス

の
1
%
と

5
%
の

P
U

M
S
。

5
%
P
U

M
S
は

詳
細

な
地

域
属

性
(地

域
区

分
は

P
u
b
lic

 U
se

 M
ic

ro
d
at

a 
A

re
a(

P
U

M
A

)で
co

u
n
ty

レ
ベ

ル
。

最
低

1
0
万

人
以

上
の

単
位

で
さ

ら
に

分
割

。
)

1
%
P
U

M
S
は

詳
細

な
項

目
区

分
(地

域
区

分
は

S
u
p
er

-
P
u
b
lic

 U
se

 M
ic

ro
d
at

a 
A

re
aで

複
数

の
P
U

M
A

を
包

含
す

る
最

小
4
0
万

人
以

上
の

地
域

。
)

オ
ン

サ
イ

ト
利

用
施

設
と

し
て

、
人

口
調

査
系

デ
ー

タ
の

み
な

ら
ず

、
D

at
aF

er
re

tt
や

P
U

M
S
で

公
開

で
き

な
い

経
済

系
デ

ー
タ

や
研

究
利

用
し

や
す

く
加

工
さ

れ
た

4
3
の

リ
サ

ー
チ

デ
ー

タ
を

用
意

し
て

い
る

。

ア
メ

リ
カ

セ
ン

サ
ス

局
 (

U
.S

. 
C

e
n
su

s 
B

u
re

au
)

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期

　
※

上
記

年
次

報
告

書
に

Ｐ
５

９
～

６
０

に
ス

タ
ッ

フ
に

つ
い

て
の

記
述

あ
り

C
E
N

T
E
R
 F

O
R
 E

C
O

N
O

M
IC

 S
T

U
D

IE
S
 (
C

E
S
) 
S
T

A
F
F
 L

IS
T

IN
G

 2
0
0
5

　
ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

を
扱

う
C

E
S
又

は
R
D

C
の

施
設

を
利

用
す

る
際

に
は

、
連

邦
政

府
職

員
と

し
て

現
に

雇
用

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
連

邦
政

府
職

員
と

し
て

の
雇

用
に

つ
い

て
の

宣
誓

と
と

も
に

、
T

it
le

1
3
に

関
す

る
教

育
訓

練
を

受
け

、
守

秘
義

務
履

行
の

宣
誓

と
宣

誓
供

述
書

の
署

名
に

よ
る

特
別

宣
誓

資
格

(S
S
S
: 
S
p
ec

ia
l 
S
w
o
rn

 S
ta

tu
s）

を
得

て
、

初
め

て
可

能
と

な
る

。
 研

究
利

用
の

申
請

に
は

研
究

内
容

、
研

究
に

利
用

す
る

デ
ー

タ
の

ほ
か

に
、

セ
ン

サ
ス

局
に

と
っ

て
の

メ
リ
ッ

ト
を

記
し

た
提

案
書

を
出

す
必

要
が

あ
る

。
な

お
、

利
用

す
る

デ
ー

タ
が

IR
S
の

デ
ー

タ
が

入
っ

て
い

る
経

済
関

係
デ

ー
タ

の
場

合
、

IR
S
の

基
準

を
ク

リ
ア

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

施
設

に
入

る
に

当
た

っ
て

は
、

研
究

者
の

背
景

(ど
こ

の
(会

社
の

)人
か

、
ど

こ
か

と
契

約
し

て
調

査
し

て
い

る
の

か
)な

ど
、

非
常

に
細

か
く

調
べ

ら
れ

、
セ

ン
サ

ス
バ

ッ
チ

の
着

用
も

義
務

付
け

ら
れ

て
い

る
。

オ
ン

サ
イ

ト
に

よ
る

提
供

不
詳

提
供

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

H
P
上

か
ら

F
T

P
に

よ
る

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

(州
別

)
C

D
等

の
メ

デ
ィ

ア
の

販
売

。

「
d
at

形
式

」

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

人
口

住
宅

セ
ン

サ
ス

か
ら

作
成

し
た

匿
名

標
本

デ
ー

タ
C

E
S
 (
C

en
te

r 
fo

r 
E
co

n
o
m

ic
 S

tu
d
ie

s)
は

セ
ン

サ
ス

局
の

一
部

門
で

、
そ

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

と
な

る
R
D

C
 (
R
es

ea
rc

h
 D

at
a 

C
en

te
rs

)は
全

米
に

９
箇

所
あ

る
。

オ
ン

サ
イ

ト
利

用
施

設
で

あ
る

た
め

、
原

則
と

し
て

P
U

M
で

は
な

い
個

票
デ

ー
タ

を
扱

え
る

が
、

セ
ン

サ
ス

局
職

員
と

外
部

の
研

究
者

で
は

利
用

で
き

る
個

票
デ

ー
タ

の
範

囲
が

異
な

る
。

例
え

ば
、

外
部

の
研

究
者

に
は

経
済

セ
ン

サ
ス

の
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
際

に
は

、
調

査
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

か
、

IR
S
(内

国
歳

入
庁

)の
税

務
デ

ー
タ

に
よ

っ
て

補
定

さ
れ

た
デ

ー
タ

か
わ

か
ら

な
い

よ
う

に
な

っ
て

お
り

、
企

業
名

等
の

情
報

も
削

除
し

て
い

る
。

セ
ン

サ
ス

局

運
営

費
に

つ
い

て
は

セ
ン

サ
ス

局
（
Ｃ

Ｅ
Ｓ

）
と

Ｒ
Ｄ

Ｃ
パ

ー
ト
ナ

ー
で

あ
る

ac
ad

em
ia

又
は

非
営

利
団

体
が

負
担

し
て

い
る

が
、

研
究

者
に

も
使

用
料

と
し

て
応

分
の

負
担

を
求

め
て

い
る

。
（
た

だ
し

、
研

究
の

ス
ポ

ン
サ

ー
と

な
っ

て
も

ら
え

る
機

関
の

斡
旋

も
行

う
た

め
、

標
準

的
な

料
金

と
し

て
調

整
さ

れ
、

追
加

に
発

生
す

る
の

は
特

別
に

新
た

な
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
を

作
成

し
た

り
、

デ
ー

タ
の

リ
ン

ケ
ー

ジ
な

ど
に

伴
う

も
の

だ
け

と
な

る
場

合
も

あ
る

。
）

統
計

開
示

評
価

委
員

会
(D

is
cl

o
su

re
 R

ev
ie

w
 B

o
ar

d
)

(発
足

当
初

は
ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

検
討

委
員

会
(M

ic
ro

 d
at

a 
R
ev

ie
w
 P

an
el

))

統
計

開
示

評
価

委
員

は
セ

ン
サ

ス
局

の
あ

ら
ゆ

る
部

門
か

ら
召

集
さ

れ
た

十
人

程
度

の
職

員
で

構
成

さ
れ

る
。

構
成

員
の

職
位

は
ア

シ
ス

タ
ン

ト
デ

ィ
ビ

ジ
ョ
ン

チ
ー

フ
や

ブ
ラ

ン
チ

チ
ー

フ
、

当
該

調
査

担
当

者
な

ど
で

あ
る

。

1
9
6
3
年

  
1
9
6
0
年

人
口

住
宅

セ
ン

サ
ス

デ
ー

タ
の

0
.1

％
抽

出
デ

ー
タ

が
最

初

秘
匿

方
法

D
at

a 
sw

ap
p
in

g(
ス

ワ
ッ

ピ
ン

グ
)

T
o
p
 c

o
d
in

g(
ト
ッ

プ
・
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
)

G
eo

gr
ap

h
ic

 p
o
p
u
la

ti
o
n
 t

h
re

sh
o
ld

s(
地

理
的

人
口

境
界

)
A

ge
 p

er
tu

b
at

io
n
(年

齢
撹

乱
(1

0
人

以
上

世
帯

を
対

象
))

D
et

ai
l 
fo

r 
ca

te
go

ri
ca

l 
va

ri
ab

le
s 

(i
s 

co
lla

p
se

d
)(
変

数
の

詳
細

分
類

(の
統

合
))

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

3
0
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国
　

　
　

　
　

　
名

[ 
P
U

M
F

s 
(Ｐ

ｕ
ｂ
ｌｉ

ｃ
 U

se
 M

ic
ro

d
at

a 
F

il
es

) 
]

D
L
I 
(Ｄ

ａ
ｔａ

 L
ib

er
at

io
n
 I
n
it
ia

ti
ve

)

一
般

的
に

２
つ

の
方

法
を

採
用

デ
ー

タ
の

寄
託

元

寄
託

手
続

き

当
該

サ
イ

ト
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.s

ta
tc

an
.c

a/
st

ar
t.

h
tm

l

M
is

si
o
n
 S

ta
te

m
e
n
t

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.s

ta
tc

an
.c

a/
en

gl
is

h
/
T

al
o
n
/
ta

lo
n
fla

sh
te

xt
.h

tm

年
次

報
告

書
（
事

業
報

告
書

）

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

タ
ッ

フ
不

明

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.s

ta
tc

an
.c

a/
en

gl
is

h
/
D

li/
go

ve
rn

an
ce

.h
tm

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.s

ta
tc

an
.c

a/
en

gl
is

h
/
D

li/
st

at
ca

n
.h

tm

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況

－
－  規

模
の

大
き

な
機

関
（
2
7
機

関
）
に

つ
い

て
は

、
年

間
1
2
,0

0
0
ド

ル
（
th

e 
C

an
ad

ia
n
 A

ss
o
ci

at
io

n
 o

f 
R
es

ea
rc

h
 L

ib
ra

ri
es

 [
C

A
R
L
]）

 そ
の

他
の

機
関

に
つ

い
て

は
年

間
3
,0

0
0
ド

ル
 （

C
an

ad
ia

n
 A

ss
o
ci

at
io

n
 o

f 
S
m

al
l 
U

n
iv

er
si

ty
 L

ib
ra

ri
es

 [
C

A
S
U

L
]等

の
機

関
）

カ
ナ

ダ
統

計
局

自
身

カ
ナ

ダ
統

計
局

自
身

〇
P
U

M
F
ｓラ

イ
セ

ン
ス

契
約

書
（
M

IC
R
O

D
A

T
A

 L
ic

en
ce

 A
G

R
E
E
M

E
N

T
）

（
オ

ン
サ

イ
ト
契

約
書

は
R
D

C
を

参
照

）

W
eb

上
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

F
T

P
（
ま

た
は

フ
ァ

イ
ル

転
送

プ
ロ

ト
コ

ル
）

C
D

-
R
O

M
に

よ
る

購
入

左
記

と
同

様
と

考
え

ら
れ

る

1
9
8
6
年

よ
り

、
C

an
ad

ia
n
 A

ss
o
ci

at
io

n
 o

f 
P
u
b
lic

 D
at

a 
U

se
rs

 (
C

A
P
D

U
).
 と

C
an

ad
ia

n
A

ss
o
ci

at
io

n
 o

f 
R
es

ea
rc

h
 L

ib
ra

ri
es

 (
C

A
R
L
)、

そ
し

て
カ

ナ
ダ

統
計

局
の

５
つ

の
部

門
が

P
U

M
F
ｓの

作
成

と
普

及
に

係
る

費
用

を
負

担
上

記
の

組
織

と
考

え
ら

れ
る

セ
ン

サ
ス

を
は

じ
め

と
す

る
２

２
種

類
の

デ
ー

タ
（
2
0
0
6
/
0
9
/
2
1
現

在
）

P
U

M
F
ｓ（

１
％

）

デ
ー

タ
は

お
よ

そ
４

分
類

に
大

別
①

H
E
A

L
T

H
②

S
O

C
IA

L
（
う

ち
セ

ン
サ

ス
は

個
人

・
家

庭
・
世

帯
に

区
分

さ
れ

る
）

③
L
A

B
O

U
R

④
E
D

U
C

A
T

IO
N

D
at

a 
B

as
e・

・
・
１

４
種

類
G

eo
gr

ap
h
ic

 F
ile

s・
・
・
９

種
類

C
en

su
s（

P
U

M
F
s）

・
・
・
３

種
類

O
th

er
 M

ic
ro

 D
at

a 
F
ile

s（
P
U

M
F
ｓ）

・
・
・
７

９
種

類

運
営

経
費

の
負

担
(ス

ポ
ン

サ
ー

)

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
利

用
料

金

 フ
ァ

イ
ル

ご
と

に
料

金
を

徴
収

す
る

（
1
0
0
0
～

3
0
0
0
ド

ル
程

度
）

 一
括

購
入

の
際

に
割

引
が

あ
る

こ
と

も
あ

る
 教

育
機

関
に

つ
い

て
は

カ
ナ

ダ
統

計
局

の
ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

フ
ァ

イ
ル

を
5
0
％

引
き

で
購

入
で

き
る

（
現

在
の

価
格

は
不

明
）

 ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

委
員

会
（
M

ic
ro

d
at

a 
R
el

ea
se

 C
o
m

m
it
te

e)
の

承
認

を
得

た
あ

と
に

一
般

に
販

売
さ

れ
る

。
P
U

M
F
ｓ・

完
全

な
個

票
の

場
合

の
い

ず
れ

も
ラ

イ
セ

ン
ス

合
意

が
必

要
た

だ
し

、
完

全
な

個
票

の
利

用
は

統
計

局
職

員
扱

い
と

な
り

、
契

約
書

に
も

明
記

さ
れ

て
い

る

※
　

提
供

に
関

し
て

は
R
D

C
を

通
じ

て
行

わ
れ

る

提
供

形
態

C
D

-
R
O

M
に

よ
る

購
入

D
L
Iの

支
援

に
よ

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
提

供
も

さ
れ

て
い

る

提
供

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

年
間

ラ
イ

セ
ン

ス
料

を
支

払
う

高
等

教
育

機
関

の
ス

タ
ッ

フ
と

学
生

学
術

研
究

に
目

的
は

限
ら

れ
て

お
り

、
利

用
目

的
を

明
確

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

利
用

条
件

・
手

続

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

カ
ナ

ダ
統

計
局

 (
S

ta
ti
st

ic
s 

C
an

ad
a)

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

カ
ナ

ダ

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期
1
9
7
3
年

　
1
9
7
1
年

C
en

su
sか

ら
P
U

M
F
sを

作
成

し
た

の
が

最
初

（
1
9
6
0
年

代
に

は
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

で
対

応
し

て
い

た
）

1
9
9
6
年

２
月

に
大

蔵
委

員
会

（
T

re
as

u
ry

 B
o
ar

d
）
よ

り
承

認
を

受
け

、
同

年
３

月
に

連
邦

政
府

機
関

（
S
ci

en
ce

 a
n
d
 T

ec
h
n
o
lo

gy
 S

tr
at

eg
y）

と
な

る

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

秘
匿

方
法

人
口

セ
ン

サ
ス

等
か

ら
作

成
し

た
匿

名
標

本
デ

ー
タ

・
発

足
時

S
o
ci

al
 S

ci
en

ce
 F

ed
er

at
io

n
 o

f 
C

an
ad

a 
(S

S
F
C

)、
C

an
ad

ia
n
 A

ss
o
ci

at
io

n
 o

f 
R
es

ea
rc

h
L
ib

ra
ri
es

(C
A

R
L
)、

C
an

ad
ia

n
 A

ss
o
ci

at
io

n
 o

f 
P
u
b
lic

 D
at

a 
U

se
rs

(C
A

P
D

U
)、

カ
ナ

ダ
統

計
局

と
他

の
政

府
機

関
の

協
和

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

発
足

（
５

年
間

の
み

）
・
現

在
カ

ナ
ダ

統
計

局
内

の
L
ib

ra
ry

 a
n
d
 I
n
fo

rm
at

io
n
 C

en
tr

e

・
P
ri
va

cy
 I
m

p
ac

t 
A

ss
es

sm
en

t（
個

人
情

報
影

響
評

価
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
・
D

at
a 

A
cc

es
s 

an
e 

C
o
n
tr

o
l 
S
er

vi
ce

 D
iv

is
io

n
（
ア

ク
セ

ス
・
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

管
理

部
門

）
・
C

o
n
fid

en
ti
al

 a
n
d
 L

eg
is

la
ti
o
n
 C

o
m

m
it
te

e（
所

管
の

４
機

関
に

お
い

て
秘

匿
の

技
術

問
題

や
、

守
秘

性
に

つ
い

て
の

推
断

）

①
T

o
p
,B

o
tt

o
m

 C
o
rd

in
g（

ト
ッ

プ
、

ボ
ト
ム

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

）
　

 V
ar

ia
b
le

 C
at

eg
o
ri
es

 W
id

er
（
大

分
類

化
）

 　
R
em

o
vi

n
g 

S
o
m

e 
o
f 
th

e 
V

ar
ia

b
le

s 
fr
o
m

 S
o
m

e 
R
es

p
o
n
d
en

ts
（
変

数
削

除
）

 　
R
em

o
vi

n
g 

S
o
m

e 
o
f 
th

e 
R
es

p
o
n
d
en

ts
 f
ro

m
 t

h
e 

F
ile

（
デ

ー
タ

削
除

）
②

A
d
d
in

g 
R
an

d
o
m

 N
o
is

e 
to

 t
h
e 

M
ic

ro
d
at

a（
ノ

イ
ズ

導
入

）
 　

D
at

a 
S
w
ap

p
in

g（
ス

ワ
ッ

ピ
ン

グ
）

  
 R

ep
la

ci
n
g 

S
m

al
l 
G

ro
u
p
s 

w
it
h
 A

ve
ra

ge
 V

al
u
es

(平
均

化
）

　
 D

el
et

in
g 

in
F
o
rm

at
io

n
 f
ro

m
 S

o
m

e 
R
es

p
o
n
d
en

ts
 a

n
d
 R

ep
la

ci
n
g 

it
 w

it
h
 I
m

p
u
te

d
V

al
u
es

（
補

定
）

左
記

と
同

様
と

考
え

ら
れ

る

3
1

国
　

　
　

　
　

　
名

R
D

C
 (
R
es

ea
rc

h
 D

at
a 

C
en

te
r)

R
em

o
te

 D
at

a 
A

cc
es

s

デ
ー

タ
の

寄
託

元

寄
託

手
続

き

当
該

サ
イ

ト
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

M
is

si
o
n
 S

ta
te

m
e
n
t

年
次

報
告

書
（
事

業
報

告
書

）

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

タ
ッ

フ

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況

カ
ナ

ダ
統

計
局

（
統

計
局

で
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
理

、
集

計
を

行
う

）

カ
ナ

ダ
統

計
局

（
統

計
局

よ
り

オ
タ

ワ
大

学
に

一
括

し
て

デ
ー

タ
を

預
け

ら
れ

る
）

提
供

形
態

電
子

媒
体

に
て

研
究

計
画

書
を

提
出

承
認

を
受

け
た

後
、

利
用

者
は

擬
似

デ
ー

タ
を

使
用

し
て

プ
ロ

グ
ラ

ム
テ

ス
ト
を

行
う

（
S
A

S
,

S
P
S
S
, 
S
T

A
T

A
 a

n
d
 W

E
S
V

A
R
）

テ
ス

ト
完

了
後

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
て

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

カ
ナ

ダ
統

計
局

へ
送

付
し

て
、

結
果

を
受

け
取

る （
必

要
に

応
じ

て
秘

匿
処

理
を

施
さ

れ
る

が
、

利
用

者
に

は
通

知
さ

れ
る

）

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

提
供

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

－
－

秘
匿

方
法

カ
ナ

ダ
国

内
の

R
D

C
関

係
大

学
の

職
員

カ
ナ

ダ
統

計
局

・
D

at
a 

A
cc

es
s 

an
e 

C
o
n
tr

o
l 
S
er

vi
ce

 D
iv

is
io

n
（
ア

ク
セ

ス
・
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

管
理

部
門

）
秘

匿
処

理
に

関
し

て
は

、
前

項
参

照
同

左

オ
ン

サ
イ

ト
で

は
原

則
と

し
て

秘
匿

を
施

し
て

い
な

い
ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

（
契

約
時

は
連

邦
職

員
と

し
て

扱
わ

れ
、

宣
誓

の
義

務
を

負
う

）

P
U

M
F
の

秘
匿

方
法

に
つ

い
て

は
前

頁
を

参
照

秘
匿

さ
れ

て
い

る
が

、
利

用
者

に
結

果
を

返
送

す
る

際
に

、
結

果
に

特
定

因
子

が
無

い
か

を
統

計
局

で
確

認
（
見

つ
か

れ
ば

結
果

表
に

秘
匿

を
施

す
）

－（
上

記
の

利
用

法
参

照
）

①
D

ir
ec

t 
A

cc
es

s
１

か
月

の
オ

ン
ラ

イ
ン

接
続

料
は

3
5
0
0
ド

ル

②
In

d
ir
ec

t 
A

cc
es

s
１

ヶ
月

の
間

接
的

オ
ン

ラ
イ

ン
接

続
料

は
5
5
0
0
ド

ル

※
P
U

M
F
ｓの

提
供

も
行

っ
て

い
る

利
用

後
３

～
６

ヶ
月

間
が

経
過

し
て

か
ら

、
少

額
の

請
求

が
あ

る
（
金

額
は

不
明

）

－カ
ナ

ダ
統

計
局

カ
ナ

ダ
統

計
局

と
大

学
間

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
と

S
o
ci

al
 S

ci
en

ce
s 

an
d
 H

u
m

an
it
ie

s 
R
es

ea
rc

h
C

o
u
n
ci

l 
(S

S
H

R
C

)に
よ

り
成

る
機

関

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
利

用
料

金

〇
完

全
個

票
研

究
契

約
書

（
M

IC
R
O

D
A

T
A

 R
E
S
E
A

R
C

H
　

C
O

N
T

R
A

C
T

）
⇒

オ
ン

サ
イ

ト
利

用
限

定

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
の

端
末

で
利

用
（
上

記
の

利
用

法
参

照
）

-

利
用

条
件

・
手

続

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期
1
9
9
8
年

2
0
0
2
年

４
月

に
試

験
的

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

し
て

発
足

カ
ナ

ダ

カ
ナ

ダ
統

計
局

 (
S

ta
ti
st

ic
s 

C
an

ad
a)

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

〇
カ

ナ
ダ

国
内

に
１

４
箇

所
の

R
D

C
を

設
置

連
邦

政
府

の
分

析
要

望
に

応
え

る
た

め
に

、
F
ed

er
al

 D
at

a 
A

cc
es

s 
C

en
tr

eが
オ

タ
ワ

大
学

に
設

立
さ

れ
た

。
他

の
大

学
に

は
オ

タ
ワ

大
学

へ
の

専
用

の
接

続
端

末
が

あ
る

。
〇

位
置

付
け

T
h
e 

u
n
iv

er
si

ty
-
b
as

ed
 c

en
tr

es
 a

re
, 
es

se
n
ti
al

ly
, 
ex

te
n
si

o
n
s 

o
f 
S
ta

ti
st

ic
s 

C
an

ad
a

o
ff
ic

es
（
大

学
に

設
置

さ
れ

た
セ

ン
タ

ー
は

、
実

質
的

に
統

計
局

の
一

部
と

み
な

さ
れ

る
）

カ
ナ

ダ
統

計
局

の
リ

モ
ー

ト
集

計
方

式
で

、
許

可
さ

れ
た

研
究

者
が

集
計

用
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

て
カ

ナ
ダ

統
計

局
に

送
付

し
、

結
果

を
送

り
返

し
て

も
ら

う
オ

ン
ラ

イ
ン

・
サ

ー
ビ

ス
。

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

S
S
H

R
C

と
カ

ナ
ダ

統
計

局
管

轄
の

委
員

会
に

必
要

事
項

を
記

述
し

た
研

究
計

画
を

提
出

研
究

開
始

前
に

S
S
H

R
C

へ
ア

ク
セ

ス
し

an
 i
n
te

rn
al

-
u
se

 n
u
m

b
er

と
a 

p
as

sw
o
rd

を
受

領
①

D
ir
ec

t 
A

cc
es

s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
申

請
が

承
認

さ
れ

れ
ば

、
連

邦
政

府
の

職
員

と
し

て
扱

わ
れ

、
デ

ー
タ

ア
ク

セ
ス

が
可

能
と

な
り

、
結

果
も

統
計

局
に

提
出

す
る

義
務

を
負

う
（
１

か
月

の
オ

ン
ラ

イ
ン

接
続

料
は

3
5
0
0

ド
ル

）
②

In
d
ir
ec

t 
A

cc
es

s
カ

ナ
ダ

統
計

局
と

利
害

関
係

の
あ

る
連

邦
政

府
の

'M
em

o
ra

n
d
u
m

 o
f 
U

n
d
er

st
an

d
in

g'
（
覚

書
）

が
必

要
と

な
る

。
特

定
の

研
究

機
関

の
合

成
フ

ァ
イ

ル
が

格
納

さ
れ

て
い

る
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
ア

ク
セ

ス
を

す
る

。
結

果
も

研
究

機
関

へ
提

出
す

る
義

務
を

負
う

（
１

か
月

の
間

接
的

オ
ン

ラ
イ

ン
接

続
料

は
5
5
0
0
ド

ル
）

C
an

ad
ia

n
 C

o
m

m
u
n
it
y 

H
ea

lt
h
 S

u
rv

ey
 (
C

C
H

S
)

E
th

n
ic

 D
iv

er
si

ty
 S

u
rv

ey
 (
E
D

S
)

L
o
n
gi

tu
d
in

al
 S

u
rv

ey
 o

f 
Im

m
ig

ra
n
ts

 t
o
 C

an
ad

a 
(L

S
IC

)
N

at
io

n
al

 L
o
n
gi

tu
d
in

al
 S

u
rv

ey
 o

f 
C

h
ild

re
n
 a

n
d
 Y

o
u
th

 (
N

L
S
C

Y
)

N
at

io
n
al

 P
o
p
u
la

ti
o
n
 H

ea
lt
h
 S

u
rv

ey
 (
N

P
H

S
)

P
ro

gr
am

 f
o
r 

In
te

rn
at

io
n
al

 S
tu

d
en

t 
A

ss
es

sm
en

t 
(P

IS
A

)
S
u
rv

ey
 o

f 
L
ab

o
u
r 

an
d
 I
n
co

m
e 

D
yn

am
ic

s 
(S

L
ID

)
W

o
rk

p
la

ce
 a

n
d
 E

m
p
lo

ye
e 

S
u
rv

ey
 (
W

E
S
)

Y
o
u
th

 i
n
 T

ra
n
si

ti
o
n
 S

u
rv

ey
 (
Y

IT
S
)

O
th

er
 S

u
rv

ey
s

主
に

完
全

な
個

票
を

提
供

1
9
9
8
年

　
A

d
u
lt
 E

d
u
ca

ti
o
n
 a

n
d
 T

ra
in

in
g 

S
er

ve
y

2
0
0
0
年

　
P
ro

gr
am

 f
o
r 

In
te

rn
at

io
n
al

 A
ss

es
sm

en
t

2
0
0
0
年

　
Y

o
u
th

 i
n
 T

ra
n
si

ti
o
n
 S

u
rv

ey

（
現

在
の

状
況

）

運
営

経
費

の
負

担
(ス

ポ
ン

サ
ー

)

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ

3
2
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国
　

　
　

　
　

　
名

P
U

F
s 

(P
u
b
lic

 U
se

 F
ile

s)
R
D

C
 (
R
es

ea
rc

h
 D

at
a 

C
en

tr
es

)

デ
ー

タ
の

寄
託

元

寄
託

手
続

き

当
該

サ
イ

ト
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

M
is

si
o
n
 S

ta
te

m
e
n
t

年
次

報
告

書
（
事

業
報

告
書

）

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

タ
ッ

フ

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況

-

連
邦

・
州

統
計

局
同

左

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.d

es
ta

ti
s.

d
e/

cg
i-

b
in

/
e_

w
w
w
w
ai

s
-

-

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
利

用
料

金

現
在

は
不

明

1
9
8
8
～

9
1
年

に
か

け
て

「
事

実
上

の
匿

名
化

」
の

具
体

的
検

討
が

連
邦

・
州

統
計

局
、

デ
ー

タ
保

護
コ

ミ
ッ

シ
ョ
ナ

ー
、

マ
ン

ハ
イ

ム
大

学
及

び
マ

ン
ハ

イ
ム

社
会

調
査

方
法

論
分

析
セ

ン
タ

ー
（
Ｚ

Ｕ
Ｍ

Ａ
）
に

て
な

さ
れ

た

同
左

・
絶

対
的

秘
匿

デ
ー

タ
（
A

b
so

lit
el

y 
an

o
n
ym

is
ed

 m
ic

ro
d
at

a）
  
P
u
b
lic

 U
se

 F
ile

s（
P
U

F
ｓ）

  
C

am
p
u
s 

F
ile

s（
C

F
）
　

・
・
・
fo

r 
U

n
iv

er
si

ti
es

 a
n
d
 S

ch
o
o
ls

（
fr
ee

）

・
事

実
上

の
匿

名
化

デ
ー

タ
（
D

ef
ac

t 
an

o
n
ym

is
ed

 m
ic

ro
d
at

a）
  
S
ci

en
ti
fic

 U
se

 F
ile

s（
S
U

F
ｓ）

上
記

の
フ

ァ
イ

ル
を

１
利

用
者

の
た

め
に

、
特

別
に

作
成

す
る

こ
と

も
あ

る

R
D

C
に

て
行

わ
れ

る
（
詳

細
は

右
記

参
照

）

同
左

①
オ

ン
サ

イ
ト
に

つ
い

て
、

以
前

は
「
１

ド
ル

職
員

」
（
O

n
e-

D
o
lla

r-
M

an
）
制

度
が

あ
り

、
１

ド
ル

が
任

命
費

と
し

て
臨

時
職

員
（
公

務
員

）
化

す
る

そ
の

後
、

R
D

C
で

「
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
客

員
研

究
員

」
制

度
が

確
立

さ
れ

、
秘

匿
の

緩
い

個
票

を
利

用
。

期
間

中
は

施
設

内
で

固
有

パ
ス

ワ
ー

ド
を

使
い

、
デ

ー
タ

保
存

も
出

来
る

（
臨

時
職

員
で

あ
る

か
は

明
確

で
は

な
い

が
、

宣
誓

を
行

う
）

②
リ
モ

ー
ト
は

S
A

S
,S

P
S
S
、

S
ta

ta
用

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

R
D

C
へ

提
出

③
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

は
R
D

C
へ

デ
ー

タ
処

理
を

全
面

依
頼

い
ず

れ
も

結
果

表
の

み
を

受
け

取
る

P
U

F
s・

C
F
・
S
U

F
sの

提
供

の
ほ

か
に

、
以

下
の

方
法

に
よ

り
デ

ー
タ

（
或

い
は

結
果

）
を

提
供

・
V

is
it
in

g 
R
es

er
ch

er
 D

es
kt

o
p
（
オ

ン
サ

イ
ト
利

用
）

・
C

o
n
tr

o
lle

d
 R

em
o
te

 D
at

a 
P
ro

ce
ss

in
g（

リ
モ

ー
ト
集

計
）

・
S
p
ec

ia
l 
D

at
a 

P
ro

ce
ss

in
g（

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
）

P
U

F
ｓと

S
U

F
ｓは

個
人

の
P
C

で
利

用
可

能
（
デ

ー
タ

は
有

料
）

C
am

p
u
s 

F
ile

s（
C

F
）
は

学
校

等
を

対
象

と
し

、
R
D

C
に

て
無

料
提

供
し

て
い

る
（
C

F
は

P
U

F
ｓの

一
種

だ
が

、
秘

匿
方

法
の

違
い

は
不

明
。

学
生

が
自

由
に

利
用

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
P
U

F
ｓ以

上
に

強
い

秘
匿

処
理

が
施

さ
れ

て
る

と
思

わ
れ

る
）

1
9
8
7
年

の
「
連

邦
統

計
法

」
制

定
よ

り
、

デ
ー

タ
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

始
ま

っ
た

Ｃ
Ｄ

-
Ｒ

Ｏ
Ｍ

オ
ン

ラ
イ

ン
（
C

F
は

オ
ン

ラ
イ

ン
の

み
で

提
供

）

－ 料
金

は
不

明
だ

が
、

Ｐ
Ｕ

Ｆ
ｓで

あ
っ

て
も

ラ
イ

セ
ン

ス
と

購
入

料
金

が
か

か
る

（
C

F
の

み
無

料
で

提
供

さ
れ

、
ラ

イ
セ

ン
ス

も
必

要
な

い
）

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ

提
供

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

－R
D

C
に

て
行

わ
れ

る
（
詳

細
は

右
記

参
照

）

利
用

条
件

・
手

続

提
供

形
態

2
0
0
1
年

に
連

邦
統

計
局

内
に

最
初

の
R
D

C
が

設
置

さ
れ

る
次

い
で

、
2
0
0
2
年

に
各

州
統

計
局

に
R
D

C
設

置

P
U

F
sは

ミ
ク

ロ
セ

ン
サ

ス
等

か
ら

作
成

し
た

匿
名

デ
ー

タ
。

S
U

F
sは

よ
り

秘
匿

の
緩

い
科

学
研

究
目

的
の

汎
用

フ
ァ

イ
ル

と
し

て
作

成
さ

れ
る

。

(提
供

機
関

)
①

連
邦

統
計

局
②

州
統

計
局

連
邦

統
計

局
及

び
各

州
統

計
局

に
設

置
さ

れ
て

い
る

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

利
用

研
究

所

ド
イ

ツ
連

邦
統

計
局

 (
F
e
d
e
ra

l 
S

ta
ti
st

ic
al

 O
ff

ic
e
 G

e
rm

an
y 

: 
S

ta
ti
st

is
c
h
e
s 

B
u
n
d
e
sa

m
t 

D
e
u
ts

c
h
ia

n
d
)

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期

ド
イ

ツ

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

運
営

経
費

の
負

担
(ス

ポ
ン

サ
ー

)

①
内

務
省

所
管

（
連

邦
統

計
局

）

②
首

相
直

轄
（
州

統
計

局
）

同
左

秘
匿

方
法

1
9
7
1
年

　
ミ
ク

ロ
セ

ン
サ

ス
か

ら
ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

が
学

術
目

的
に

提
供

1
9
8
0
年

　
連

邦
統

計
法

改
正

（
絶

対
的

な
匿

名
化

措
置

）
→

P
U

F
sの

提
供

開
始

1
9
8
7
年

　
連

邦
統

計
法

改
正

(事
実

上
の

匿
名

化
措

置
)→

匿
名

化
の

技
術

的
・
具

体
的

検
討

1
9
9
7
年

　
事

実
上

の
匿

名
化

デ
ー

タ
（
S
ci

en
ti
fic

 U
se

 F
ile

s）
の

提
供

開
始

M
ea

su
re

s 
to

 a
n
o
n
ym

is
e 

m
ic

ro
d
at

a
・
P
er

tu
rb

at
io

n
（
撹

乱
）

・
A

rb
it
ra

ry
 a

rr
an

ge
m

en
t 

o
f 
d
at

a 
re

co
rd

s（
デ

ー
タ

記
録

の
任

意
調

整
）

・
D

is
tr

ib
u
ti
o
n
 o

f 
o
b
so

le
te

 d
at

a（
古

い
デ

ー
タ

配
布

）
・
O

m
it
ti
n
g（

削
除

）
・
P
re

se
n
ti
n
g 

in
 l
es

s 
d
et

ai
l（

詳
細

排
除

）

（
秘

匿
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

Z
U

M
A

も
参

加
）

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

3
3

国
　

　
　

　
　

　
名

Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ａ

Z
A

C
en

tr
e 

fo
r 

S
u
rv

ey
 R

es
ea

rc
h
 a

n
d
 M

et
h
o
d
o
lo

gy
C

en
tr

al
 A

rc
h
iv

e 
fo

r 
E

m
p
ir
ic

al
 S

o
ci

al
 R

es
ea

rc
h
, 
U

n
iv

er
si

ty
 C

o
lo

gn
e

デ
ー

タ
の

寄
託

元

寄
託

手
続

き

当
該

サ
イ

ト
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

M
is

si
o
n
 S

ta
te

m
e
n
t

年
次

報
告

書
（
事

業
報

告
書

）

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

タ
ッ

フ

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.g

es
is

.o
rg

/
en

/
st

af
f/

zu
m

a/
zu

m
a_

m
it
ar

b
ei

te
r.

h
tm

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.g

es
is

.o
rg

/
en

/
st

af
f/

za
/
za

_s
ta

ff
.h

tm

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.g

es
is

.o
rg

/
en

/
st

af
f/

iz
/
iz

_m
it
ar

b
ei

te
r.

sh
tm

in
st

it
u
te

 o
f 
th

e 
C

o
lo

gn
e 

A
ss

o
ci

at
io

n
ケ

ル
ン

協
会

内
の

組
織

1
9
8
7
年

に
計

量
歴

史
社

会
調

査
デ

ー
タ

の
ア

ー
カ

イ
ブ

を
独

立
し

た
機

関
と

し
て

、
設

立
さ

れ
た

。
（
設

立
以

前
は

ケ
ル

ン
大

学
の

附
属

機
関

と
し

て
活

動
）

-Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ａ

の
実

施
し

た
調

査
民

間
の

調
査

機
関

の
調

査
（
一

部
統

計
局

の
調

査
も

含
む

）

G
er

m
an

 G
en

er
al

 S
o
ci

al
 S

u
rv

ey
 (
A

L
L
B

U
S
 )
 を

実
施

し
、

社
会

科
学

の
学

界
へ

無
料

で
調

査
デ

ー
タ

を
公

開
し

て
い

る

基
本

的
に

Z
U

M
A

メ
ン

バ
ー

は
無

料

不
明

-マ
ン

ハ
イ

ム
調

査
分

析
セ

ン
タ

ー

不
明

M
ea

su
re

s 
to

 a
n
o
n
ym

is
e 

m
ic

ro
d
at

a
・
P
er

tu
rb

at
io

n
（
撹

乱
）

・
A

rb
it
ra

ry
 a

rr
an

ge
m

en
t 

o
f 
d
at

a 
re

co
rd

s（
デ

ー
タ

記
録

の
任

意
調

整
）

・
D

is
tr

ib
u
ti
o
n
 o

f 
o
b
so

le
te

 d
at

a（
古

い
デ

ー
タ

配
布

）
・
O

m
it
ti
n
g（

削
除

）
・
P
re

se
n
ti
n
g 

in
 l
es

s 
d
et

ai
l（

詳
細

排
除

）
過

去
の

統
計

局
の

「
秘

匿
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
に

Z
U

M
A

も
参

加
し

て
い

た
た

め
、

同
様

と
考

え
ら

れ
る

提
供

形
態

オ
ン

ラ
イ

ン
Ｃ

Ｄ
-
Ｒ

Ｏ
Ｍ

利
用

条
件

・
手

続
学

術
研

究
の

た
め

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

－

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
利

用
料

金
科

学
目

的
で

１
サ

ン
プ

ル
1
3
0
マ

ル
ク

で
提

供

-
提

供
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト

オ
ン

ラ
イ

ン
Ｃ

Ｄ
-
Ｒ

Ｏ
Ｍ

同
左

1
9
7
4
年

に
マ

ン
ハ

イ
ム

に
設

立
。

当
初

の
予

算
の

出
典

は
不

明
。

1
9
8
5
年

よ
り

Ｚ
Ａ

・
ＩＺ

と
共

に
連

合
組

織
Ｇ

Ｅ
Ｓ

ＩＳ
と

な
り

、
連

邦
政

府
と

１
１

の
州

よ
り

予
算

を
得

て
い

る
。

1
9
6
0
年

の
発

足
時

は
ケ

ル
ン

大
学

の
組

織
と

し
て

、
大

学
よ

り
予

算
を

得
て

い
た

が
、

現
在

は
大

学
の

組
織

か
ら

独
立

し
、

ＩＺ
・
Ｚ

Ｕ
Ｍ

Ａ
と

共
に

連
合

組
織

と
し

て
Ｇ

Ｅ
Ｓ

ＩＳ
よ

り
予

算
を

得
て

い
る

。
連

合
化

以
前

よ
り

、
Ｚ

Ｕ
Ｍ

Ａ
と

Ｚ
Ａ

の
ス

タ
ッ

フ
は

主
と

し
て

ケ
ル

ン
大

学
出

身
で

あ
り

、
相

互
の

関
係

は
密

接
。

ミ
ク

ロ
セ

ン
サ

ス
の

１
％

抽
出

中
の

7
0
～

8
0
％

の
リ
サ

ン
プ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

そ
の

他
、

科
学

調
査

や
雇

用
統

計
も

１
％

リ
サ

ン
プ

リ
ン

グ
で

提
供

さ
れ

て
い

る

「
事

実
上

の
秘

匿
」
に

よ
り

、
病

院
統

計
、

建
物

・
住

宅
セ

ン
サ

ス
、

道
路

交
通

事
故

統
計

な
ど

も
提

供
さ

れ
て

い
る

1
9
6
0
年

よ
り

、
調

査
デ

ー
タ

保
管

・
整

理
・
保

管
を

始
め

た
、

欧
州

最
古

の
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

。
肥

大
化

を
防

ぐ
た

め
に

、
1
9
6
9
年

に
「
情

報
セ

ン
タ

ー
（
ＩＺ

）
」
を

独
立

機
関

と
し

て
設

立
し

た
。

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

1
9
8
9
年

よ
り

連
邦

統
計

情
報

シ
ス

テ
ム

（
S
T

A
T

IS
-
B

U
N

D
）
に

よ
り

ミ
ク

ロ
セ

ン
サ

ス
の

提
供

を
開

始 そ
の

ほ
か

所
得

・
支

出
調

査
、

家
計

パ
ネ

ル
調

査
、

行
動

調
査

等

ド
イ

ツ

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期

運
営

経
費

の
負

担
(ス

ポ
ン

サ
ー

)

秘
匿

方
法

Z
A

は
秘

匿
化

業
務

を
行

わ
ず

、
Z
U

M
A

の
匿

名
標

本
を

保
管

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ

F
ac

e-
to

-
F
ac

e 
In

te
rv

ie
w
s

M
ai

l 
S
u
rv

ey
s

T
el

ep
h
o
n
e 

S
u
rv

ey
s

O
n
lin

e 
S
u
rv

ey
s

連
邦

統
計

局

3
4
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国
　

　
　

　
　

　
名

U
K
D

A
C

C
S
R

 (
C

at
h
ie

 M
ar

sh
 C

e
n
tr

e
 f
o
r 

C
e
n
su

s 
an

d 
S
u
rv

e
y 

R
e
se

ar
c
h
)

T
h
e 

U
 K

 D
at

a 
A

rc
h
iv

e
[[ 

S
A

R
s 

(S
am

p
le

s 
o
f 
A

n
o
n
ym

is
ed

 R
ec

o
rd

s)
 ]

エ
セ

ッ
ク

ス
(E

S
S
E
X
)大

学
内

に
設

置
マ

ン
チ

ェ
ス

タ
ー

(M
an

c
h
e
st

e
r)

大
学

内
に

設
置

2
0
0
3
年

1
月

よ
り

E
S
R
C

と
JI

S
C

の
共

同
出

資
で

国
家

的
な

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

・
提

供
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

th
e 

E
co

n
o
m

ic
 a

n
d
 S

o
ci

al
 D

at
a 

S
er

vi
ce

 (
E
S
D

S
)が

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
し

た
。

な
お

、
E
S
D

S
は

主
要

４
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

と
協

働
し

て
デ

ー
タ

の
保

存
・
提

供
の

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
が

、
E
S
D

S
の

あ
ら

ゆ
る

方
針

と
運

営
に

関
す

る
責

任
は

U
K

D
A

が
負

っ
て

い
る

。

1
9
9
2
年

に
 E

S
R
C

の
助

成
を

受
け

て
、

C
en

su
s 

M
ic

ro
d
at

a 
U

n
it
(C

M
U

),
 t

h
e 

C
en

tr
e 

fo
r

C
en

su
s 

an
d
 S

u
rv

ey
 R

es
ea

rc
h
(C

C
S
R
)と

し
て

発
足

、
1
9
9
5
年

に
創

立
者

の
C

at
h
ie

 M
ar

sh
教

授
の

名
を

冠
し

、
発

展
的

に
改

組
。

E
S
D

S
に

お
い

て
は

「
E
S
D

S
 G

o
ve

rn
m

en
t」

の
主

導
的

な
役

割
(U

K
D

A
は

支
援

)を
果

す
。

C
A

P
R
I 
(C

o
n
fid

en
ti
al

it
y 

an
d
 P

ri
va

cy
)

デ
ー

タ
の

寄
託

元
大

学
等

の
民

間
の

研
究

機
関

(者
)、

政
府

機
関

寄
託

手
続

き

A
d
vi

ce
 f
o
r 

d
at

a 
cr

ea
to

rs
 -

 i
n
tr

o
d
u
ct

io
n

D
ep

o
si

ti
n
g 

d
at

a 
-
 i
n
tr

o
d
u
ct

io
n

当
該

サ
イ

ト
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.d

at
a-

ar
ch

iv
e.

ac
.u

k/
h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

cs
r.

ac
.u

k/

M
is

si
o
n
 S

ta
te

m
e
n
t

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.d

at
a-

ar
ch

iv
e.

ac
.u

k/
ab

o
u
t/

ab
o
u
t.

as
p

年
次

報
告

書
（
事

業
報

告
書

）

D
at

a 
M

an
ag

em
en

t

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

タ
ッ

フ
U

K
D

A
 S

ta
ff 

(U
K

D
A

 と
 E

S
D

S
 の

D
ir
ec

to
r 

は
同

一
人

物
)

S
ta

ff
 M

em
b
er

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況

①
非

営
利

目
的

で
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
利

用
者

に
つ

い
て

は
，

無
料

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

能
・
営

利
目

的
で

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

場
合

は
、

デ
ー

タ
セ

ッ
ト
１

つ
に

つ
き

5
0
0
ポ

ン
ド

の
手

数
料

が
発

生

S
P
S
S
  
S
ta

ta
  
S
A

S
  
タ

ブ
区

切
り

(t
ab

 d
el

im
it
ed

)の
フ

ァ
イ

ル
形

式

②
C

D
-
R
O

M
に

か
ん

す
る

料
金

に
つ

い
て

は
、

メ
デ

ィ
ア

代
が

7
.5

0
ポ

ン
ド

。
h
an

d
lin

g 
fe

eが
2
.5

0
ポ

ン
ド

,郵
送

代
が

イ
ギ

リ
ス

国
内

で
3
ポ

ン
ド

（
イ

ギ
リ
ス

以
外

の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

で
は

4
ポ

ン
ド

,そ
れ

以
外

で
は

5
ポ

ン
ド

）

③
税

率
1
7
.5

％
の

付
加

価
値

税
(V

al
u
e 

A
d
d
ed

 T
ax

)が
課

せ
ら

れ
る

が
, 
(1

)教
育

目
的

で
使

用
す

る
研

究
生

と
学

生
,(
2
)V

A
T

 n
u
m

b
er

を
付

与
さ

れ
て

い
る

E
U

諸
国

の
利

用
者

,(
3
)E

U
外

部
の

利
用

者
,④

部
局

内
の

目
的

(d
ep

er
tm

en
ta

l 
p
u
rp

o
se

)で
利

用
す

る
エ

セ
ッ

ク
ス

大
学

の
大

学
関

係
者

は
，

税
金

を
免

除
さ

れ
て

い
る

。

S
L
(S

p
ec

ia
l 
L
is

en
ce

)形
式

(完
全

な
秘

匿
で

は
な

い
が

詳
細

な
情

報
が

得
ら

れ
る

特
別

仕
様

の
デ

ー
タ

)の
提

供
は

、
現

在
O

N
S
に

よ
っ

て
進

め
ら

れ
て

お
り

、
S
L
-
H

S
A

R
の

ほ
か

、
A

n
n
u
al

P
o
p
u
la

ti
o
n
 S

u
rv

ey
、

L
ab

o
u
r 

F
o
rc

e 
S
u
rv

ey
で

も
実

施
し

て
い

る
。

①
1
9
9
1
S
A

R
s、

2
0
0
1
S
A

R
s及

び
2
0
0
1
S
A

M
(L

ic
en

ce
d
)

(1
)イ

ギ
リ
ス

国
内

に
お

い
て

非
営

利
か

つ
学

術
目

的
で

利
用

す
る

研
究

者
・
学

生
は

、
A

th
en

sの
U

se
r 

ID
と

パ
ス

ワ
ー

ド
を

取
得

し
た

上
で

、
C

en
su

s 
R
eg

is
tr

at
io

n
 S

er
vi

ce
(C

R
S
)に

登
録

。
(2

)非
学

術
目

的
で

利
用

す
る

者
は

、
E
n
d
 U

se
r 

L
ic

en
ce

 A
gr

ee
m

en
tに

記
入

し
、

署
名

し
た

上
で

、
契

約
書

を
郵

送
す

る
。

②
個

人
C

A
M

S
C

en
su

s 
R
es

ea
rc

h
 A

cc
es

s 
B

o
ar

d
(C

R
A

B
)の

審
査

を
受

け
た

後
に

、
C

R
A

B
の

推
薦

を
受

け
て

、
O

N
S
の

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

公
開

委
員

会
(M

ic
ro

d
at

a 
R
el

ea
se

 P
an

el
),
T

h
eG

en
er

al
 R

eg
is

te
r

O
ffi

ce
 f
o
r 

S
co

d
an

d
(G

R
O

S
)及

び
T

h
e 

N
o
rt

h
er

n
 I
re

la
n
d
 S

ta
ti
st

ic
s 

an
d
 R

es
ea

rc
h

A
ge

n
cy

(N
IS

R
A

)に
よ

っ
て

審
議

さ
れ

た
の

ち
に

、
利

用
可

能
。

(注
)国

外
の

者
は

、
従

来
、

英
国

の
研

究
機

関
又

は
高

等
教

育
機

関
の

研
究

者
と

な
る

以
外

は
利

用
不

可
で

あ
っ

た
が

、
O

N
S
は

3
%
個

人
S
A

R
と

5
%
S
A

M
デ

ー
タ

に
限

り
、

利
用

を
承

認
。

・
社

会
科

学
・
人

文
科

学
に

関
す

る
5
0
0
0
以

上
の

サ
ー

ベ
イ

デ
ー

タ
を

提
供

。
・
1
9
8
0
年

頃
か

ら
政

府
統

計
デ

ー
タ

を
収

集
(標

本
調

査
が

中
心

。
た

だ
し

、
2
0
0
1
年

セ
ン

サ
ス

の
世

帯
S
A

R
で

あ
る

S
L
-
H

S
A

R
も

)は
「
E
S
D

S
 G

o
ve

rn
m

en
t」

の
中

で
提

供
(C

C
S
R
が

主
導

、
U

K
D

A
支

援
)。

な
お

、
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

側
で

S
A

R
sデ

ー
タ

の
よ

う
に

変
数

の
追

加
は

行
っ

て
い

な
い

。

1
9
9
2
年

4
月

(注
)S

L
-
H

S
A

R
(S

p
ec

ia
l 
L
ic

en
ce

 H
o
u
se

h
o
ld

 S
am

p
le

 o
f 
A

n
o
n
ym

is
ed

 R
ec

o
rd

s)
は

完
全

な
秘

匿
で

は
な

い
が

詳
細

な
情

報
が

得
ら

れ
る

特
別

仕
様

の
世

帯
S
A

R
(2

0
0
1
年

の
み

)。

1
9
9
1
年

と
2
0
0
1
年

の
セ

ン
サ

ス
か

ら
作

成
さ

れ
た

匿
名

標
本

デ
ー

タ
(S

am
p
le

s 
o
f 
A

n
o
n
ym

is
ed

R
ec

o
rd

)を
提

供
。

個
人

と
世

帯
の

2
種

類
S
A

R
が

あ
り

、
年

次
に

よ
り

仕
様

が
異

な
る

。
(た

だ
し

、
2
0
0
1
年

世
帯

S
A

R
は

U
K

D
A

で
提

供
)。

こ
の

ほ
か

、
5
%
抽

出
の

2
0
0
1
年

S
A

M
 (
th

e 
2
0
0
1
 S

m
al

l
A

re
a 

M
ic

ro
d
at

a 
fil

e)
は

2
0
0
6
年

よ
り

提
供

を
開

始
。

な
お

、
よ

り
詳

細
な

世
帯

・
個

人
デ

ー
タ

の
C

A
M

S
 (
C

o
n
tr

o
lle

d
 A

cc
es

s 
M

ic
ro

d
at

a 
S
am

p
le

s)
は

O
N

S
の

施
設

内
で

利
用

可
。

・
2
%
(3

%
)個

人
S
A

R
は

約
1
1
0
(1

7
5
)万

ﾚ
ｺ
ｰ

ﾄﾞ
で

、
セ

ン
サ

ス
に

お
け

る
全

個
人

項
目

と
一

部
の

世
帯

項
目

を
含

み
、

地
域

区
分

は
2
7
8
区

分
(北

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

を
加

え
U

K
全

体
で

2
8
8
)。

・
1
%
世

帯
S
A

R
('
0
1
は

S
L
-
H

S
A

R
)は

約
2
0
万

ﾚ
ｺ
ｰ

ﾄﾞ
(世

帯
員

数
約

5
0
万

人
)で

、
全

世
帯

項
目

と
C

M
U

が
追

加
し

た
世

帯
・
家

族
の

変
数

を
含

み
、

地
域

区
分

は
1
2
区

分
('
0
1
は

区
分

な
し

)。
・
5
%
S
A

M
は

約
3
0
0
万

人
の

個
人

レ
コ

ー
ド

で
、

地
域

は
地

方
自

治
体

レ
ベ

ル
と

詳
細

で
あ

る
が

、
個

人
S
A

R
に

比
べ

個
人

項
目

の
情

報
は

少
な

い
。

利
用

条
件

・
手

続

提
供

形
態

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

隔
週

ご
と

に
開

催
さ

れ
る

収
集

検
討

委
員

会
(A

R
C

: 
T

h
e 

A
cq

u
is

it
io

n
s 

R
ev

ie
w
 C

o
m

m
it
te

e)
が

具
体

的
な

基
準

に
照

ら
し

て
寄

託
デ

ー
タ

提
案

書
の

審
査

を
行

う
。

提
供

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

秘
匿

方
法

運
営

経
費

の
負

担
(ス

ポ
ン

サ
ー

)

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期
1
9
6
7
年

イ
ギ

リ
ス

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

現
在

は
th

e 
E
co

n
o
m

ic
 a

n
d
 S

o
ci

al
 R

es
ea

rc
h
 C

o
u
n
ci

l 
(E

S
R
C

)と
 t

h
e 

Jo
in

t 
In

fo
rm

at
io

n
S
ys

te
m

s 
C

o
m

m
it
te

e 
(J

IS
C

) 
o
f 
th

e 
H

ig
h
er

 E
d
u
ca

ti
o
n
 F

u
n
d
in

g 
C

o
u
n
ci

ls
 が

共
同

出
資

。
(注

)英
国

の
学

術
研

究
機

関
へ

の
予

算
の

提
供

は
、

教
育

雇
用

省
ル

ー
ト
の

H
E
F
C

(H
ig

h
er

 E
d
u
ca

ti
o
n

F
u
n
d
in

g 
C

o
u
n
ci

l)
と

科
学

技
術

庁
系

統
の

E
S
R
C

が
あ

り
、

大
学

の
教

育
関

係
予

算
は

前
者

か
ら

、
研

究
予

算
は

後
者

か
ら

提
供

さ
れ

、
か

つ
て

は
A

rc
h
iv

eの
運

営
も

後
者

か
ら

提
供

さ
れ

た
が

、
1
9
9
9
年

に
H

E
F
C

の
下

に
JI

S
C

が
設

置
さ

れ
て

か
ら

、
両

者
が

半
額

を
負

担
し

て
い

る
。

・
デ

ー
タ

収
集

、
提

供
、

分
析

に
お

け
る

秘
密

保
護

に
関

す
る

研
究

を
行

う
チ

ー
ム

。
現

在
の

C
A

P
R
Iは

、
D

r.
 K

in
gs

le
y 

P
u
rd

am
が

主
導

し
、

マ
ン

チ
ェ

ス
タ

ー
大

学
中

に
構

成
員

が
い

る
。

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

や
小

地
域

集
計

デ
ー

タ
の

開
示

リ
ス

ク
の

レ
ベ

ル
を

立
証

す
る

革
新

的
な

方
法

を
開

発
し

、
O

N
S
の

セ
ン

サ
ス

や
標

本
調

査
の

開
示

リ
ス

ク
の

評
価

に
多

大
な

る
貢

献
を

果
す

と
と

も
に

、
2
0
0
5
年

5
月

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
も

成
功

裏
に

開
催

。

セ
ン

サ
ス

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
先

立
ち

、
E
S
R
C

に
設

置
さ

れ
た

故
C

at
h
ie

 M
ar

sh
教

授
を

委
員

長
と

す
る

W
G

で
、

「
S
A

R
に

よ
っ

て
秘

密
が

露
見

す
る

危
険

性
は

無
視

で
き

る
」
('
9
1
)と

結
論

。
【
5
つ

の
秘

密
保

護
措

置
】

①
低

い
抽

出
率

(世
帯

1
%
,個

人
2
%
)

②
デ

ー
タ

の
圧

縮
(s

u
p
p
re

ss
io

n
)・

・
・
希

少
・
固

有
事

例
の

除
去

(統
合

)
③

to
p
 c

o
d
in

g又
は

分
類

の
統

合
(年

齢
、

就
業

時
間

、
産

業
、

職
業

、
教

育
な

ど
)

④
地

域
情

報
の

制
限

(個
人

は
広

域
地

方
自

治
体

を
、

世
帯

は
R
eg

is
te

r 
G

en
er

al
が

ベ
ー

ス
)

⑤
露

見
リ
ス

ク
評

価
研

究
(E

u
か

ら
の

資
金

援
助

を
受

け
て

モ
デ

ル
の

開
発

に
従

事
)

th
e
 E

c
o
n
o
m

ic
 a

n
d 

S
o
c
ia

l 
R

e
se

ar
c
h
 C

o
u
n
c
il 

(E
S
R

C
)の

助
成

を
受

け
て

発
足

(現
在

も
助

成
を

受
け

て
い

る
ど

う
か

は
不

明
)

U
K

D
A

の
ac

q
u
is

it
io

n
s 

te
am

は
、

E
S
D

S
の

援
助

の
下

で
、

調
査

の
あ

ら
ゆ

る
段

階
で

デ
ー

タ
作

成
者

や
寄

託
者

の
支

援
に

専
念

し
て

い
る

。
(デ

ー
タ

作
成

者
へ

の
支

援
と

寄
託

手
続

は
下

記
の

と
お

り
。

)
現

在
は

国
家

統
計

局
(O

N
S
: 
th

e 
O

ffi
ce

 f
o
r 

N
at

io
n
al

 S
ta

ti
st

ic
s)

以
前

は
人

口
セ

ン
サ

ス
調

査
局

(t
h
e 

O
ffi

ce
 o

f 
P
o
p
u
la

ti
o
n
 C

en
su

se
s 

an
d
 S

u
rv

ey
s)

S
P
S
S
  
S
ta

ta
  
S
A

S
  
カ

ン
マ

区
切

り
フ

ァ
イ

ル
　

等

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
利

用
料

金

①
U

K
D

A
の

W
eb

上
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

②
N

es
st

ar
 W

eb
vi

ew
③

F
T

P
に

よ
る

転
送

④
C

D
-
R
O

M
の

購
入

①
1
9
9
1
年

S
A

R
s(

個
人

、
世

帯
）
お

よ
び

2
0
0
1
年

個
人

S
A

R
s(

L
ic

en
ce

d
)

(1
)学

術
目

的
で

利
用

す
る

教
育

機
関

の
研

究
者

、
学

生
は

、
セ

ン
サ

ス
デ

ー
タ

を
無

料
で

取
得

す
る

こ
と

が
可

能
(C

D
-
R
O

M
を

購
入

す
る

場
合

に
は

、
3
0
ポ

ン
ド

の
経

費
が

か
か

る
。

(2
)商

業
目

的
の

利
用

者
に

つ
い

て
は

、
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
１

つ
に

つ
き

1
0
0
0
ポ

ン
ド

の
経

費
を

要
す

る
。

(3
)地

方
政

府
、

保
健

機
関

、
中

央
政

府
と

慈
善

団
体

の
従

事
者

に
つ

い
て

は
、

同
5
0
0
ポ

ン
ド

。

1
ラ

イ
セ

ン
ス

で
1
0
人

ま
で

利
用

可
能

(追
加

料
金

で
増

員
可

)

(2
)と

(3
)に

つ
い

て
は

、
さ

ら
に

付
加

価
値

税
(V

A
T

)が
課

税
さ

れ
る

。

②
個

人
C

A
M

S
に

つ
い

て
は

、
１

日
あ

た
り

5
2
ポ

ン
ド

+
V

A
T

の
経

費
が

生
じ

る
。

①
1
9
9
1
年

S
A

R
s(

個
人

、
世

帯
）
お

よ
び

2
0
0
1
年

個
人

S
A

R
s

 (
1
)W

eb
上

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
 (
2
)N

es
st

ar
の

利
用

 (
3
)N

S
D

st
at

の
利

用
 (
4
)C

D
-
R
O

M
の

購
入

(3
0
ポ

ン
ド

）
②

個
人

C
A

M
S

 利
用

申
請

が
許

可
さ

れ
た

場
合

に
、

O
N

S
内

で
利

用
可

能

①
イ

ギ
リ
ス

国
内

に
お

け
る

学
術

研
究

機
関

の
研

究
生

・
学

生
、

政
府

機
関

の
従

事
者

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
A

th
en

s認
証

シ
ス

テ
ム

に
ロ

グ
イ

ン
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

U
K

D
A

に
保

管
さ

れ
て

い
る

サ
ー

ベ
イ

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

こ
と

が
可

能
。

②
商

業
目

的
の

利
用

者
で

あ
っ

て
も

、
A

th
en

sの
U

se
r 

ID
を

保
有

し
て

い
れ

ば
、

デ
ー

タ
を

取
得

可
能

な
お

、
2
0
0
1
年

S
L
-
H

S
A

R
等

の
利

用
に

は
U

K
D

A
経

由
で

O
N

S
か

ら
S
p
ec

ia
l 
L
ic

en
ce

の
取

得
が

必
要

。

政
府

機
関

も
U

K
D

A
を

通
じ

て
他

の
政

府
機

関
の

デ
ー

タ
を

し
ば

し
ば

利
用

し
て

い
る

。

3
5

国
　

　
　

　
　

　
名

C
e
L
S
IU

S
 (

C
e
n
tr

e
 f
o
r 

L
o
n
gi

tu
di

n
al

 S
tu

dy
 I
n
fo

rm
at

io
n
 a

n
d 

U
se

r 
S
u
pp

o
rt

)
O

N
S

　
(t

h
e
 O

ff
ic

e
 f

o
r 

N
at

io
n
al

 S
ta

ti
st

ic
s)

[ 
Ｌ

Ｓ
デ

ー
タ

(L
o
n
gi

tu
d
in

al
 S

tu
d
y 

D
at

a)
 ]

ID
B

R
 (
In

te
r-

D
re

p
ar

tm
en

ta
l 
B

u
si

n
es

s 
R
eg

is
te

r)

ロ
ン

ド
ン

(L
O

N
D

O
N

)大
学

内
に

設
置

ビ
ジ

ネ
ス

レ
ジ

ス
タ

ー
部

門
 (
B

u
si

n
e
ss

  
R

e
gi

st
e
r 

U
n
it
)

C
eL

S
IU

S
は

ロ
ン

ド
ン

大
学

の
L
S
H

T
M

 (
th

e 
L
o
n
d
o
n
 S

ch
o
o
l 
o
f 
H

yg
ie

n
e 

an
d
 T

ro
p
ic

al
M

ed
ic

in
e）

の
人

口
研

究
セ

ン
タ

ー
(C

en
tr

e 
fo

r 
P
o
p
u
la

ti
o
n
 S

tu
d
ie

s)
内

に
設

置
さ

れ
た

。
ID

B
R
は

関
係

部
局

間
で

使
用

で
き

る
ビ

ジ
ネ

ス
・
レ

ジ
ス

タ
ー

L
S
R
B

 (
th

e 
O

N
S
 L

S
 R

es
ea

rc
h
 B

o
ar

d
)

M
ic

ro
 D

at
a 

R
el

ea
se

 P
an

el
 (
M

R
P
)

C
ri
te

ri
a 

fo
r 

th
e 

ap
p
ro

va
l 
o
f 
ap

p
lic

at
io

n
s 

to
 u

se
 t

h
e 

L
S
 d

at
a

デ
ー

タ
の

寄
託

元

寄
託

手
続

き

当
該

サ
イ

ト
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

el
si

u
s.

ls
h
tm

.a
c.

u
k/

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.s

ta
ti
st

ic
s.

go
v.

u
k/

M
is

si
o
n
 S

ta
te

m
e
n
t

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.s

ta
ti
st

ic
s.

go
v.

u
k/

C
C

I/
n
u
gg

et
.a

sp
?
ID

=
9
8
1
&

P
o
s=

&
C

o
lR

an
k
=
1
&

R
an

k=
3
7
4

年
次

報
告

書
（
事

業
報

告
書

）

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.c

el
si

u
s.

ls
h
tm

.a
c.

u
k/

st
af

f.
h
tm

l
連

絡
先

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

タ
ッ

フ
m

ai
lt
o
:c

ar
l.
ro

b
er

ts
@

o
n
s.

go
v.

u
k

m
ai

lt
o
:I
D

B
R
D

A
S
@

o
n
s.

go
v.

u
k

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況

イ
ギ

リ
ス

国
内

の
学

術
機

関
に

お
け

る
教

職
員

・
学

生
に

関
し

て
は

、
無

料
で

提
供

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
利

用
料

金

ID
B

R
 (
In

te
r-

D
re

p
ar

tm
en

ta
l 
B

u
si

n
es

s 
R
eg

is
te

r)
は

統
計

目
的

の
ヒ

ジ
ネ

ス
レ

ジ
ス

タ
ー

で
あ

る
。

O
N

S
や

他
の

官
庁

に
企

業
を

対
象

と
し

た
標

本
調

査
の

サ
ン

プ
ル

フ
レ

ー
ム

の
提

供
す

る
と

と
も

に
、

企
業

活
動

の
分

析
の

主
た

る
デ

ー
タ

源
と

な
っ

て
い

る
。

・
ID

B
R
を

用
い

た
標

準
的

な
分

析
-
 D

is
cl

o
si

ve
 d

at
a

-
 L

o
ca

l 
A

u
th

o
ri
ti
es

 (
d
is

cl
o
si

ve
 d

at
a)

-
 N

o
n
-
d
is

cl
o
si

ve
 d

at
a

-
 S

am
p
le

s 
(d

is
cl

o
si

ve
 d

at
a)

-

・
Ｌ

Ｓ
デ

ー
タ

(L
o
n
gi

tu
d
in

al
 S

tu
d
y 

D
at

a)
は

、
リ
ン

ケ
ー

ジ
さ

れ
た

1
％

抽
出

（
約

5
0
万

）
の

セ
ン

サ
ス

個
票

デ
ー

タ
(E

n
gl

an
d
,W

al
es

)で
あ

る
。

1
9
7
4
年

当
初

は
、

職
業

別
死

亡
デ

ー
タ

の
妥

当
性

や
長

期
的

な
出

生
デ

ー
タ

の
欠

如
と

い
う

問
題

に
対

処
す

る
た

め
に

作
成

さ
れ

た
が

、
以

降
、

様
々

な
研

究
課

題
を

処
理

す
る

た
め

に
用

い
ら

れ
て

き
た

。
（
ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド

の
L
S
は

現
在

作
成

中
）

特
定

の
4
つ

の
誕

生
（
月

）
日

に
生

ま
れ

た
人

を
Ｌ

Ｓ
サ

ン
プ

ル
と

し
て

、
1
9
7
1
年

の
セ

ン
サ

ス
、

以
降

の
セ

ン
サ

ス
や

他
の

登
録

情
報

と
の

リ
ン

ケ
ー

ジ
に

よ
っ

て
サ

ン
プ

ル
の

追
加

や
既

存
サ

ン
プ

ル
へ

の
イ

ベ
ン

ト
情

報
（
死

亡
、

サ
ン

プ
ル

と
な

っ
て

い
る

母
の

出
産

、
移

住
、

癌
患

者
登

録
な

ど
）

の
追

加
が

行
わ

れ
る

。

提
供

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

(原
デ

ー
タ

は
提

供
さ

れ
ず

、
結

果
表

や
合

算
デ

ー
タ

が
提

供
さ

れ
る

)

デ
ー

タ
の

秘
匿

方
針

は
N

at
io

n
al

 S
ta

ti
st

ic
s 

C
o
d
e 

o
f 
P
ra

ct
ic

e 
(P

ro
to

co
l 
o
n
 D

at
a 

A
cc

es
s

an
d
 C

o
n
fid

en
ti
al

it
y)

に
基

づ
く

。

提
供

形
態

運
営

経
費

の
負

担
(ス

ポ
ン

サ
ー

)

個
人

レ
ベ

ル
の

デ
ー

タ
は

決
し

て
提

供
さ

れ
な

い
。

公
表

の
際

は
、

公
開

リ
ス

ク
を

減
じ

、
研

究
と

デ
ー

タ
が

適
切

に
説

明
さ

れ
、

か
つ

、
利

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
保

証
す

る
た

め
「
fin

al
 o

u
tp

u
ts

 c
le

ar
an

ce
」
と

い
う

手
続

が
あ

る
。

主
な

基
準

は
、

・
表

章
結

果
は

1
セ

ル
当

た
り

最
低

3
標

本
の

合
算

値
と

す
る

こ
と

。
・
L
S
に

つ
い

て
正

し
く

表
現

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

標
準

的
な

記
載

例
は

利
用

可
。

・
表

や
数

値
に

は
適

当
な

場
所

に
、

「
原

典
: 
O

N
S
 L

o
n
gi

tu
d
in

al
 S

tu
d
y」

と
付

記
。

・
L
S
に

含
ま

れ
る

デ
ー

タ
は

イ
ン

グ
ラ

ン
ド

と
ウ

ェ
ー

ル
ズ

の
み

で
あ

る
と

結
果

を
正

し
く

評
価

。

-

2
0
0
1
年

1
2
月

(C
eL

S
IU

S
の

発
足

)
・
L
S
デ

ー
タ

の
提

供
は

1
9
8
2
年

よ
り

ロ
ン

ド
ン

シ
テ

ィ
大

学
社

会
統

計
研

究
部

門
(S

S
R
U

: 
th

e
S
o
ci

al
 S

ta
ti
st

ic
s 

R
es

ea
rc

h
 U

n
it
)の

L
S
 S

u
p
p
o
rt

 P
ro

gr
am

m
eを

通
じ

て
、

そ
の

後
1
9
9
8
年

1
0

月
よ

り
ロ

ン
ド

ン
大

学
の

C
en

tr
e 

fo
r 

L
o
n
gi

tu
d
in

al
 S

tu
d
ie

s、
さ

ら
に

C
eL

S
IU

S
に

引
き

継
が

れ

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

イ
ギ

リ
ス

E
S
R

C
と

J
IS

C
の

人
口

セ
ン

サ
ス

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

共
同

出
資

(同
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
2
0
0
6
年

7
月

3
1
日

ま
で

)。

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

秘
匿

方
法

・
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

の
利

用
料

金
(O

N
S
が

請
求

)
-
 D

is
cl

o
si

ve
 d

at
a

　
￡

6
0
/
h
o
u
r(

必
要

に
応

じ
付

加
価

値
税

も
加

算
)

-
 L

o
ca

l 
A

u
th

o
ri
ti
es

 (
d
is

cl
o
si

ve
 d

at
a)

　
￡

1
5
0
/
d
es

tr
ic

t(
同

上
)

-
 N

o
n
-
d
is

cl
o
si

ve
 d

at
a

　
￡

6
0
/
h
o
u
r(

同
上

)
-
 S

am
p
le

s 
(d

is
cl

o
si

ve
 d

at
a)

　
￡

6
0
/
h
o
u
r(

同
上

)

(デ
ー

タ
は

O
N

S
が

D
B

で
保

管
し

て
い

る
。

C
eL

S
IU

S
の

ス
タ

ッ
フ

は
唯

一
D

B
に

ア
ク

セ
ス

し
、

デ
ー

タ
抽

出
を

行
え

る
。

)

・
標

準
的

な
分

析
で

あ
れ

ば
、

下
記

の
期

間
内

に
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

集
計

結
果

(又
は

匿
名

化
さ

れ
た

デ
ー

タ
)と

し
て

提
供

さ
れ

る
。

-
 D

is
cl

o
si

ve
 d

at
a…

M
ic

ro
 D

at
a 

R
el

ea
se

 P
an

el
 (
M

R
P
)の

承
認

の
確

認
か

ら
、

2
週

間
以

内
-
 L

o
ca

l 
A

u
th

o
ri
ti
es

 (
d
is

cl
o
si

ve
 d

at
a)

…
作

業
の

確
認

を
し

て
か

ら
、

2
週

間
以

内
-
 N

o
n
-
d
is

cl
o
si

ve
 d

at
a…

作
業

の
確

認
を

し
て

か
ら

、
2
週

間
以

内
-
 S

am
p
le

s 
(d

is
cl

o
si

ve
 d

at
a)

…
作

業
の

確
認

を
し

て
か

ら
、

4
週

間
以

内

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
集

計
(通

常
、

Ｏ
Ｎ

Ｓ
(又

は
C

eL
S
IU

S
)が

集
計

し
た

統
計

表
や

摘
要

表
(合

算
し

た
デ

ー
タ

を
含

む
)な

ど
が

利
用

申
請

者
に

渡
さ

れ
る

。
た

だ
し

、
1
、

2
の

簡
易

な
表

で
あ

れ
ば

で
最

小
の

公
的

手
続

の
み

で
C

eL
S
IU

S
が

対
応

す
る

こ
と

も
あ

る
。

な
お

、
M

u
lt
i-

le
ve

l 
M

o
d
el

lin
g

の
実

行
な

ど
何

ら
か

の
事

情
が

あ
れ

ば
、

O
N

S
に

直
接

出
向

い
て

同
デ

ー
タ

を
用

い
た

分
析

も
可

能
･･

･オ オ
ン

サ
イ

ト
利

用
）
。

Ｌ
Ｓ

デ
ー

タ
の

公
式

の
利

用
窓

口
と

し
て

、
下

記
の

二
つ

が
あ

り
、

両
者

は
緊

密
に

連
携

し
、

利
用

者
の

サ
ポ

ー
ト
を

行
っ

て
い

る
。

・
C

eL
S
IU

S
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
大

学
等

の
学

術
機

関
向

け
・
O

N
S
の

L
S
 U

n
it
 (
L
S
課

)･
･･

上
記

以
外

の
機

関
向

け

ID
B

R
の

主
た

る
ソ

ー
ス

は
三

つ
あ

り
、

4
3
0
万

企
業

中
の

2
1
0
万

企
業

を
カ

バ
ー

。
①

付
加

価
値

税
(V

A
T

: 
V

al
u
e 

A
d
d
ed

 T
ax

)シ
ス

テ
ム

の
商

業
者

・
・
・
H

M
R
C

※
1
よ

り
毎

日
提

供 ②
源

泉
徴

収
(P

A
Y

e:
 P

ay
 A

s 
Y

o
u
 E

ar
n
)シ

ス
テ

ム
の

雇
い

主
・
・
・
H

M
R
C

よ
り

四
半

期
毎

に
提

供 ③
C

o
m

p
an

ie
s 

H
o
u
se

※
2
に

登
録

さ
れ

た
法

人
企

業
こ

の
ほ

か
O

N
S

B
u
si

n
es

s
R
eg

is
te

r
S
u
rv

ey
等

の
調

査
で

こ
れ

ら
の

行
政

記
録

を
補

う

【
ID

B
R
を

利
用

で
き

る
者

】
・
中

央
政

府
の

職
員

 -
 調

査
及

び
分

析
の

た
め

情
報

を
利

用
可

。
・
地

方
政

府
及

び
他

の
政

府
団

体
の

職
員

 -
 一

部
の

d
is

cl
o
si

ve
 d

at
aを

利
用

可
。

・
政

府
と

契
約

し
た

者
 -

 契
約

で
特

定
の

調
査

及
び

分
析

の
た

め
情

報
(を

利
用

可
)。

・
一

般
大

衆
 -

 d
is

cl
o
si

ve
で

な
い

も
の

で
あ

れ
ば

、
分

析
の

た
め

情
報

を
利

用
可

。
【
d
is

cl
o
si

ve
 d

at
aの

利
用

】
公

的
に

権
限

を
与

え
ら

れ
た

外
部

の
団

体
や

政
府

機
関

で
働

い
て

い
る

契
約

者
の

み
で

、
下

記
の

確
認

書
に

署
名

が
必

要
。

①
デ

ー
タ

は
O

N
S
と

合
意

し
た

目
的

に
対

し
て

の
み

利
用

さ
れ

る
こ

と
。

②
デ

ー
タ

の
安

全
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
③

O
N

S
の

許
可

な
く

第
3
者

に
デ

ー
タ

を
開

示
(d

is
cl

o
se

)し
な

い
こ

と
。

④
違

法
開

示
に

対
し

て
は

法
的

制
裁

が
科

さ
れ

る
こ

と
。

ハ
ー

ド
コ

ピ
ー

　
デ

ィ
ス

ク
　

C
D

 (
D

is
cl

o
si

ve
 d

at
aは

e-
m

ai
lと

fa
xで

の
送

付
は

不
可

)

【
学

術
機

関
の

利
用

者
の

場
合

】
(学

術
機

関
以

外
は

O
N

S
の

L
S
課

に
直

接
コ

ン
タ

ク
ト
)

①
自

分
の

研
究

の
論

点
を

明
確

に
し

て
お

く
②

L
S
デ

ー
タ

が
自

分
の

研
究

に
マ

ッ
チ

す
る

か
H

P
で

確
認

③
C

eL
S
IU

S
の

職
員

に
コ

ン
タ

ク
ト
を

取
り

、
研

究
課

題
、

研
究

期
間

に
つ

い
て

相
談

④
オ

ン
ラ

イ
ン

・
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
⑤

秘
匿

(C
o
n
fid

en
ti
al

it
y)

に
関

す
る

契
約

書
(O

N
S
 L

S
 L

ic
en

ce
 A

gr
ee

m
en

t)
を

読
む

⑥
研

究
計

画
書

(A
p
p
lic

at
io

n
 f
o
rm

 A
)の

e-
m

ai
lで

送
信

(又
は

郵
送

)
⑦

C
eL

S
IU

S
職

員
の

指
示

に
従

い
、

D
at

a 
D

ic
ti
o
n
ar

yを
用

い
て

、
デ

ー
タ

や
変

数
の

抽
出

・
加

工
の

申
請

書
(A

p
p
lic

at
io

n
 f
o
rm

 B
)を

作
成

、
O

N
S
 L

S
 R

es
ea

rc
h
 B

o
ar

d
(L

S
R
B

)に
提

出
⑧

L
S
R
B

に
よ

る
L
S
デ

ー
タ

利
用

承
認

後
、

契
約

書
(O

N
S
 L

S
 L

ic
en

ce
 A

gr
ee

m
en

t)
の

提
出

⑨
当

該
研

究
を

担
当

す
る

C
eL

S
IU

S
職

員
か

ら
合

算
デ

ー
タ

か
、

分
析

の
実

行
結

果
を

受
領

(中
間

結
果

は
推

奨
暗

号
化

ソ
フ

ト
の

S
af

eG
u
ar

d
 P

ri
va

te
C

ry
p
tを

用
い

て
暗

号
化

し
て

提
供

)
⑩

発
表

し
よ

う
と

す
る

際
は

、
事

前
に

L
S
R
B

か
ら

fin
al

 o
u
tp

u
ts

 c
le

ar
an

ce
を

取
得

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ま
た

、
C

eL
S
IU

S
と

O
N

S
に

対
す

る
謝

辞
を

明
記

。

利
用

条
件

・
手

続

3
6
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国
　

　
　

　
　

　
名

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
統

計
局

 (
A

u
st

ra
lia

n
 B

u
re

au
 o

f 
S

ta
ti
st

ic
s)

A
S
S
D

A

[ 
C

U
R
F
s 

(C
o
n
fid

en
ti
al

is
ed

 U
n
it
 R

ec
o
rd

 F
ile

s)
 ]

A
u
st

ra
lia

n
 S

o
ci

al
 S

ci
en

ce
 D

at
a 

A
rc

h
iv

e

デ
ー

タ
の

寄
託

元

寄
託

手
続

き

当
該

サ
イ

ト
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

M
is

si
o
n
 S

ta
te

m
e
n
t

年
次

報
告

書
（
事

業
報

告
書

）

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

タ
ッ

フ

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.a

b
s.

go
v.

au
/
w
eb

si
te

d
b
s/

d
3
3
1
0
1
1
4
.n

sf
/
H

o
m

e/
H

o
m

e?
O

p
en

D
o
cu

m
en

t
h
tt

p
:/

/
w
w
w
.a

ss
d
a.

as
n
.a

u
/
as

p
/
in

d
ex

.a
sp

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
利

用
料

金

・
1
9
9
6
年

1
月

1
日

以
降

の
デ

ー
タ
→

8
,0

0
0
豪

ド
ル

・
1
9
8
6
年

1
月

1
日

～
1
9
9
6
年

6
月

3
0
日

の
デ

ー
タ
→

5
,5

0
0
豪

ド
ル

・
1
9
8
6
年

1
月

1
日

以
前
→

1
,1

0
0
豪

ド
ル

（
い

ず
れ

も
G

S
T

を
含

む
）

・
A

B
S
-
A

V
C

C
 C

U
R
F
 協

定
に

加
盟

し
て

い
る

大
学

か
ら

の
研

究
目

的
の

利
用

は
無

料

・
基

本
料

金
6
0
豪

ド
ル

＋
処

理
費

用
＋

デ
ィ

ス
ク

な
ど

の
実

費
＋

郵
送

料
+
G

S
T

で
,だ

い
た

い
1
0
0
豪

ド
ル

以
内

・
A

C
S
P
R
Iの

加
盟

機
関

の
場

合
は

割
引

あ
り

・
基

本
的

に
A

B
S
の

実
施

す
る

調
査

・
A

S
S
D

A
外

の
大

学
研

究
者

や
調

査
機

関
か

ら
の

寄
託

を
募

る

提
供

形
態

・
C

D
-
R
O

M
・
R
A

D
L
（
R
em

o
te

 A
cc

es
s 

D
at

a 
L
ab

o
ra

to
ry

・
・
・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
経

由
で

直
接

分
析

、
各

大
学

で
利

用
可

能
・
A

B
S
D

L
（
A

B
S
 S

it
e 

D
at

a 
L
ab

o
ra

to
ry

）
・
・
・
A

B
S
内

の
み

で
利

用
可

能

・
C

D
-
R
O

M
・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
経

由
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

・
N

E
S
S
T

A
R
 L

ig
h
t（

ウ
ェ

ブ
上

で
統

計
分

析
も

行
う

）

提
供

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

S
A

S
　

S
P
S
S
 S

ta
ta

S
P
S
S
　

A
S
C

II
　

S
A

S

秘
匿

方
法

利
用

条
件

・
手

続

・
A

B
S
に

よ
る

２
週

間
以

内
の

審
査

を
通

過
し

た
者

が
利

用
可

能
（
原

則
と

し
て

国
内

か
ら

の
み

申
請

可
能

、
例

外
あ

り
）
。

・
申

請
に

は
、

C
o
n
ta

ct
 O

ffi
ce

rと
R
es

p
o
n
si

b
le

 O
ffi

ce
rを

定
め

、
統

計
目

的
以

外
に

利
用

し
な

い
な

ど
と

誓
約

・
申

請
書

を
提

出
し

た
後

、
誓

約
書

を
提

出
す

る
。

ほ
と

ん
ど

誰
で

も
利

用
可

能

・
調

査
デ

ー
タ

の
寄

託
者

か
ら

利
用

者
に

対
す

る
付

加
的

な
制

約
が

あ
る

デ
ー

タ
も

あ
り

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ

・
A

B
S
で

調
査

さ
れ

る
諸

調
査

（
表

１
参

照
）
で

、
セ

ン
サ

ス
を

は
じ

め
と

す
る

6
0
調

査
程

度
（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
掲

載
数

）

・
基

本
的

な
デ

ー
タ

(B
as

ic
)と

よ
り

詳
細

な
デ

ー
タ

(E
xp

an
d
ed

)が
選

択
可

・
大

学
や

民
間

機
関

等
の

社
会

調
査

や
世

論
調

査

・
近

隣
諸

国
の

諸
調

査

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
な

ど
1
5
0
0
程

度

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

運
営

経
費

の
負

担
(ス

ポ
ン

サ
ー

)

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期

1
9
8
4
年

（
国

民
健

康
調

査
の

デ
ー

タ
）
が

最
初

本
格

的
な

提
供

は
1
9
9
0
年

代
か

ら

1
9
7
6
年

設
立

（
R
S
S
S
の

付
属

機
関

）

2
0
0
1
年

よ
り

A
C

S
R
に

吸
収

さ
れ

る

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

C
U

R
F
ｓは

A
B

S
の

主
要

統
計

調
査

の
匿

名
標

本
デ

ー
タ

の
総

称

3
7

国
　

　
　

　
　

　
名

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

N
Z
S
R

D
A

N
E
W

 Z
E
A

L
A

N
D

 S
O

C
IA

L
 R

E
S
E
A

R
C

H
 D

A
T

A
 A

R
C

H
IV

E
S

デ
ー

タ
の

寄
託

元

寄
託

手
続

き

当
該

サ
イ

ト
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

M
is

si
o
n
 S

ta
te

m
e
n
t

年
次

報
告

書
（
事

業
報

告
書

）

ア
ー

カ
イ

ブ
ス

タ
ッ

フ

【
参

考
引

用
文

献
等

】
①

「
2
0
0
4
年

度
　

統
計

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

に
関

す
る

調
査

　
研

究
報

告
書

」
(平

成
1
7
年

3
月

(財
)統

計
研

究
会

　
総

務
省

統
計

局
委

託
研

究
)の

「
各

国
デ

ー
タ

ア
ー

カ
イ

ブ
に

つ
い

て
の

比
較

表
」

②
「
講

座
ミ
ク

ロ
統

計
分

析
①

統
計

調
査

制
度

と
ミ
ク

ロ
統

計
の

開
示

」
(松

田
芳

郎
、

濱
砂

敬
郎

、
森

博
美

編
著

　
日

本
評

論
社

　
2
0
0
0
年

)
③

各
国

統
計

局
、

統
計

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
(2

0
0
6
年

9
月

時
点

)

(注
)本

資
料

は
①

を
基

に
、

②
及

び
③

か
ら

得
た

情
報

を
付

加
し

て
作

成
し

た
も

の
で

あ
る

た
め

、
各

資
料

に
お

け
る

把
握

時
点

、
情

報
量

の
違

い
に

よ
り

、
掲

載
内

容
が

統
一

さ
れ

ず
、

必
ず

し
も

整
合

的
で

な
い

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
ご

了
承

願
い

た
い

。

諸
外

国
の

統
計

デ
ー

タ
の

二
次

的
利

用
の

状
況

h
tt

p
:/

/
w
w
w
.m

as
se

y.
ac

.n
z/
~n

zs
rd

a/
n
zs

rd
a/

ar
ch

iv
e.

h
tm

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

の
利

用
料

金

・
基

本
料

金
は

媒
体

料
金

・
利

用
要

請
が

政
府

、
商

業
目

的
、

教
育

関
係

に
よ

り
段

階
的

な
設

定

・
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
の

サ
イ

ズ
に

よ
る

加
算

料
金

を
設

定

・
詳

細
は

、
利

用
申

し
込

み
後

に
渡

さ
れ

る
。

提
供

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

不
詳

・
・
・
利

用
者

か
ら

の
要

望
に

応
じ

る
？

（
明

確
な

記
述

が
無

い
）

利
用

条
件

・
手

続
・
デ

ー
タ

リ
ス

ト
（
国

内
、

海
外

）
の

中
か

ら
、

デ
ー

タ
セ

ッ
ト
を

選
択

す
る

。

・
申

請
書

を
提

出
す

る
。

提
供

形
態

・
電

子
メ

ー
ル

で
の

添
付

フ
ァ

イ
ル

・
普

通
郵

便
に

よ
る

郵
送

提
供

さ
れ

る
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
・
国

内
の

社
会

科
学

デ
ー

タ
が

３
３

種
程

度

・
海

外
の

デ
ー

タ
が

２
種

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

に
関

す
る

審
議

機
関

(開
示

方
針

、
秘

匿
方

法
等

の
検

討
・
決

定
機

関
)

秘
匿

方
法

運
営

経
費

の
負

担
(ス

ポ
ン

サ
ー

)

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

提
供

開
始

時
期

又
は

ア
ー

カ
イ

ブ
設

立
時

期
・
１

９
９

２
年

（
マ

ッ
シ

ー
大

学
の

社
会

科
学

学
部

）
に

設
立

デ
ー

タ
ア

ー
カ

イ
ブ

機
関

等
[主

な
提

供
デ

ー
タ

の
名

称
]

機
関

又
は

デ
ー

タ
の

概
要

マ
ッ

シ
ー

大
学

社
会

科
学

学
部

3
8
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なお、下記の機関においても、DRBを設置しており、承認基準はセンサス局と同様。

資料「Panel on Disclosure Review Boards of Federal Agencies (Presented at the Joint Statistical Meetings August 17, 2000 Indianapolis, Indiana)」に基づいて、独立
行政法人統計センターで整理

米国における秘匿処理の審査について

注）組織名・文書名の訳語は本資料のために便宜付けたものである。

OMB [行政管理予算局]
 (Office of Management and Budget)

FCSM [統計方法論に関する連邦委員会]
(Federal Committee on Statitical Methdorogy)

公表予定データの開示における
潜在的な露見可能性に関するチェックリスト

Checklist on Disclosure Potential of Proposed
Data Releases (July 1999)

国立保健統計センター
（National Center for
Health Statistics)

労働統計局
（Bureau of Labor

Statistics)

国立教育統計センター
（National Center for
Education Statistics)

Statistical Policy Working Paper #22
統計の開示制限の方法論に関する報告書

Report on Statistical Disclosure Limitation Methodology
(revised '05)

支援

センサス局
（Bureau of Census）

データ開示における潜在的な
露見可能性に関するチェックリスト

Checklist on Disclosure Potential of
 Data (revised Mar. '06)

DRB [開示評価委員会]
 (Disclosure Review Boards)

②開示制限手法を評価・承認

データ(又は結果)の提供を行う者
(調査公表担当者、RDCの研究者等)

報告書の内容
について研究

開示制限研究職員
(主任研究員はDRBの委員)

開示執行方針グループ
Disclosure Executive Steering Group
[委員はAssociate Director クラス]

④異議申立
(DRBの決定に不服がある場合)

③決定(必要があれ
ば問題の解決策を提

①匿名データ(又は結果)の提供を行う場合、上記チェッ
クリストを記入し、データレイアウト、統計表等の各種資
料とともに提出し、会議開催を要請
(新規、変更大の場合には委員会に出席)

当該チェックリ
ストをセンサス
局でアレンジ

資料７－１ 第４回会合資料

3
9

目
的

・
職

責
[
Ｄ

Ｒ
Ｂ

綱
領

]
①

公
衆

に
利

用
さ

れ
る

す
べ

て
の

デ
ー

タ
、

成
果

物
に

関
し

て
、

セ
ン

サ
ス

局
の

開
示

制
限

方
針

を
確

立
し

、
評

価
す

る
こ

と

④
ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

と
結

果
表

に
お

け
る

開
示

の
可

能
性

や
開

示
制

限
技

術
の

有
効

性
に

関
し

て
の

教
示

と
調

整

　
常

任
委

員
３

名
（

う
ち

１
名

は
委

員
長

）
非

常
任

委
員

６
名

[
常
任
委
員
は
投
票
選
出
委
員
]

・
人
口
統
計
部
（
２
名
）

・
委
員
長
:
統
計
研
究
部
の
上
席
研
究
員

・
セ
ン
サ
ス
部
（
１
名
）

・
事
務
局
:
方
針
策
定
事
務
局
(
P
o
l
i
c
y
 
O
f
f
i
c
e
)
代
表

・
経
済
統
計
部
（
３
名
）

・
事
務
局
:
統
計
研
究
部
の
主
任
研
究
員

（
う
ち
１
名
は

C
E

S
と

R
D

C
の
監
視
）

・
人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
表
の
仕
様

・
経
済
統
計
の
セ
ル
秘
匿
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
様
及
び
パ
ラ
メ
ー
タ

・
最
新
と
旧
式
の

P
U

M
S
の
仕
様
と
デ
ー
タ
レ
イ
ア
ウ
ト
と
の
比
較
評
価

・
D

R
B
開
示
制
限
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
満
た
し
た
特
別
結
果
表

・
P

ri
n

ci
pa

l A
ss

oc
ia

te
 D

ir
ec

to
r 

fo
r 

P
ro

gr
am

s
・

A
ss

oc
ia

te
 D

ir
ec

to
r 

fo
r 

M
et

h
od

ol
og

y 
an

d 
S

ta
n

da
rd

s
・

A
ss

oc
ia

te
 D

ir
ec

to
r 

fo
r 

D
em

og
ra

ph
ic

 S
u

rv
ey

s
・

A
ss

oc
ia

te
 D

ir
ec

to
r 

fo
r 

E
co

n
om

ic
 C

en
su

se
s 

an
d 

S
u

rv
ey

s
・

A
ss

oc
ia

te
 D

ir
ec

to
r 

fo
r 

D
ec

en
n

ia
l C

en
su

se
s

研
究

業
務

主
任

研
究

員
（

D
R

B
委

員
）

他
の

研
究

員
・
地
理
情
報
の
閾
値
の
決
定

・
分
布
評
価

・
ト
ッ
プ
及
び
ボ
ト
ム
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

・
区
分
統
合

・
ラ
ン
ダ
ム
ス
ワ
ッ
ピ
ン
グ

・
セ
ル
秘
匿

・
再
格
付

19
81

年
　

ミ
ク

ロ
デ

ー
タ

評
価

検
討

会
（

M
ic

ro
da

ta
 R

ev
ie

w
 P

an
el

）
※
経
済
・
人
口
の
領
域
に
分
か
れ
、
各
々
に
つ
い
て
独
立
評
価
を
行
な
っ
て
い
た
。

19
95

年
　

開
示

評
価

委
員

会
（

D
is

cl
os

u
re

 R
ev

ie
w

 B
oa

rd
）

出
典

：
P
an

el
 o

n
 D

is
cl

o
su

re
 R

ev
ie

w
 B

o
ar

d
s 

o
f 
F

ed
er

al
 A

ge
n
ci

es
（
Jo

in
t 

S
ta

ti
st

ic
al

 M
ee

ti
n
gs

）
注

) 
組

織
名

・
文

書
名

の
訳

語
は

本
資

料
の

た
め

に
便

宜
付

け
た

も
の

で
あ

る
。

4
0

発
足

の
歴

史

　
周

期
セ

ン
サ

ス
、

人
口

統
計

、
経

済
統

計
の

各
々

に
お

け
る

課
題

へ
の

対
応

を
主

と
し

、
S

ta
ti

st
ic

al
W

or
ki

n
g 

P
ap

er
 #

22
（

O
M

B
）

に
つ

い
て

以
下

を
対

象
と

し
た

内
部

研
究

を
実

施

⑤
必

要
に

応
じ

て
、

セ
ン

サ
ス

局
の

開
示

方
針

の
改

定

審
議

手
順

等

評
価

の
対

象

開
示

執
行

方
針

グ
ル

ー
プ

（
D
i
s
c
l
o
s
u
r
e
 
E
x
e
c
u
t
i
v
e
 
S
t
e
e
r
i
n
g
 
G
r
o
u
p
）

の
構

成
員

・
そ
の
他
、
外
部
研
究
者
に
よ
り
実
行
さ
れ
て
い
る
方
法

の
評
価
・
研
究

②
公

衆
に

利
用

さ
れ

る
す

べ
て

の
デ

ー
タ

、
成

果
物

の
公

表
の

た
め

の
開

示
制

限
手

続
の

評
価

・
承

認
を

す
る

こ
と

③
前

記
の

方
針

の
枠

組
み

の
中

で
、

D
R

B
は

開
示

制
限

方
針

を
プ

ロ
グ

ラ
ム

責
任

者
、

セ
ン

サ
ス

局
職

員
、

デ
ー

タ
利

用
者

と
将

来
の

ス
ポ

ン
サ

ー
に

対
し

て
伝

え
る

こ
と

会
議

の
開

催

委
員

の
人

数

D
is

cl
os

u
re

 R
ev

ie
w

 B
oa

rd
s
の

構
成

B
u

re
au

 o
f 

C
en

su
s

（
セ

ン
サ

ス
局

）

※
露
見
リ
ス
ク
回
避
を
保
証
し
、
セ
ン
サ
ス
局
内
で
一
定
の
開
示
制
限
方
法
を
維
持
す
る
た
め
に
発
足
。

（
た
だ
し
、
定
足
数
に
満
た
な
い
場
合
又
は
議
題
が
無
い
場
合
は
開
催
し
な
い
。
）

９
名

の
投

票
選

出
委

員
と

数
名

の
交

代
制

委
員

(
任

期
３

年
)

原
則

と
し

て
毎

週

結
果

表
、

P
U

M
S

(P
u

bl
ic

 U
se

 M
ic

ro
da

ta
 S

am
pl

es
)

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
全

般
を

評
価

　
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

(
C
h
e
c
k
l
i
s
t
 
o
n
 
D
i
s
c
l
o
s
u
r
e
 
P
o
t
e
n
c
i
a
l
 
o
f
 
D
a
t
a
)
等

に
基

づ
く

審
査

　
調
査
実
施
部
か
ら
送
付
さ
れ
た
セ
ン
サ
ス
局
開
示
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
調
査
票
、
重
要
な
変
数
の
一
覧
表
、
ミ
ク

ロ
デ
ー
タ
の
デ
ー
タ
レ
イ
ア
ウ
ト
、
結
果
表
の
概
要
、
標
本
設
計
識
別
因
子
（
可
能
で
あ
れ
ば
）
を
受
領
し
、
そ
の

他
課
題
に
関
連
し
そ
う
な
情
報
に
つ
い
て
も
審
議
を
行
な
う
。
委
員
長
は
新
規
の
申
請
又
は
大
き
な
変
更
の
場
合
な

ど
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
担
当
者
を
会
議
に
招
集
し
、
行
な
っ
た
処
置
の
妥
当
性
等
の
説
明
と
質
疑
応
答
の
機
会
を

与
え
る
。
そ
の
後
、
委
員
間
で
露
見
リ
ス
ク
の
評
価
に
つ
い
て
審
議
が
開
始
さ
れ
る
。

　
そ
の
他
、
近
年
、
秘
匿
措
置
の
審
議
に
係
る
手
順
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
デ
ー
タ
収
集
及
び
集
計
処
理
の
前
に

開
示
問
題
の
解
決
を
図
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
委
員
会
の
最
終
決
定
は
多
数
決
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
。
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場
合
、
セ
ン
サ
ス
局
内
の
“
開
示
執

行
方
針
グ
ル
ー
プ
”
（
D
i
s
c
l
o
s
u
r
e
 
E
x
e
c
u
t
i
v
e
 
S
t
e
e
r
i
n
g
 
G
r
o
u
p
）
へ
異
議
申
立
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。

 
 
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
提
供
に
つ
き
も
の
の
開
示
と
秘
匿
の
問
題
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
組
織

に
も
教
育
し
、
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
て
き
る
非
常
に
有
益
な
道
具
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

開
示

制
限

研
究

職
員

（
D
i
s
c
l
o
s
u
r
e
 
L
i
m
i
t
a
t
i
o
n
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
S
t
a
f
f
）

資
料

７
－

２
第

４
回

会
合

資
料
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4
1

参
考
資

料
(S

up
po

rti
ng

 D
oc

um
en

t) 

デ
ー

タ
開

示
に

お
け

る
潜

在
的

な
露

見
可

能
性

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

（
仮

訳
）

バ
ー

ジ
ョ

ン
１

.２
 

20
06
年

3月
9日

出
版

 

セ
ン

サ
ス

局
標

準
開

示
レ

ビ
ュ

ー

La
ur

a 
Za

ya
tz

 著
開

示
評
価

委
員

会
 

委
員

長

統
計

調
査

部

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

管
理

と
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
バ

ー
ジ

ョ
ン

出
版
日

承
認

説
明

１
.０

20
04
年

3月
12

日
A

ss
oc

ia
te

 D
ire

ct
or

s 
初

版

１
.１

20
05
年

6月
14

日
C

on
fig

ur
at

io
n 

M
gr

. 
C

en
su

s B
ur

ea
u 

Id
en

tit
y 

St
an

da
rd

 a
nd

 Q
ua

lit
y 

Pr
og

ra
m

 
D

oc
um

en
t M

an
ag

em
en

t P
la

nに
適

合
さ

せ
た

１
.２

20
06
年

3月
9日

C
on

fig
ur

at
io

n 
M

gr
. 

主
要

標
準

の
ハ

イ
パ

ー
リ

ン
ク

を
挿

入

こ
の

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

の
最

新
バ

ー
ジ

ョ
ン

は
、

セ
ン

サ
ス

局
の

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
で

保
守

さ
れ

て
お

り
、

品
質

管
理

保
管

所
(th

e 
Q

ua
lit

y 
M

an
ag

em
en

t R
ep

os
ito

ry
)を

通
じ

て
ア

ク
セ

ス
可

能
で

す
。

資
料

７
－

３
 

第
４
回

会
合
資
料

4
2

一
旦

こ
の

フ
ォ

ー
ム

に
記

入
さ

れ
た

も
の

は
、

セ
ン

サ
ス

局
の

機
密

事
項

に
な
り

ま
す

デ
ー

タ
開

示
に

お
け

る
潜

在
的

な
露

見
可

能
性

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

あ
な

た
は

、
こ

の
フ

ォ
ー

ム
に

記
入

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
か

?
あ
な

た
の
報
告
義

務
を
削
減
す
る

た
め
に
、
必

ず
し
も
繰
り

返
し
実
施
さ
れ

る
す
べ
て
の
標
本

調
査
又

は
セ

ン
サ
ス

の
公
表
の
度

に
こ
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を

完
成
さ
せ
る

必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し

、
下
記
の
基

準
に

す
べ
て

合
致
す
れ
ば

、
あ

な
た
は
、
単
に

D
R

B
の

議
長
あ
て

の
メ

モ
を
用
意
す

る
だ
け
で
よ

い
:地

理
的
情

報
に

変
更
が

な
い
、
新
規

調
査
事
項
が
ま

っ
た
く
導
入

さ
れ
て
い
な

い
、
最
初
の
デ

ー
タ
提
供
に

よ
っ
て
是
認
さ
れ

た
開
示

回
避
手
段
が

そ
の
後

の
全
て

の
提
供
に
お

い
て
履
行
さ

れ
て
い
る
、

以
前
の

提
供
に

お
い
て
チ
ェ

ッ
ク

リ
ス
ト

に
す
べ
て
記

入
さ
れ
て
い
た

。

た
と

え
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
が
こ
の

場
合
不
要
だ

と
し
て
も
、

デ
ー
タ
が
再
識

別
化

(r
ei

de
nt

ifi
ca

tio
n)
に

使
用

さ
れ
か

ね
な
い
情
報

の
公
共
利
用
に
何
ら
か
の

変
化
が
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
、

デ
ー
タ
は
引

き
続
き
再
検

討
が

必
要
で

あ
る
こ
と
に

注
意
し
て
下
さ

い
。

標
本

地
域
が
１
０

０
,０

０
０
人
未
満

で
地
理
的
区

域
が
識
別
さ

れ
な
い
人
口
統

計
調
査
に
基

づ
く
表
形
式

の
デ
ー

タ
を
除
き
、
ど

の
よ
う
な
形
式

の
デ
ー
タ
提

供
(例

え
ば
、
人
口
統
計
又

は
経
済
統
計

の
ミ
ク
ロ
デ

ー
タ
、

人
口
統

計
又
は
経
済

統
計
の
表
形
式
の

デ
ー
タ
、
オ
ー
デ

ィ
オ
・
テ

ー
プ
な
ど

)で
あ
っ
て

も
、
こ

の
フ
ォ
ー
ム

に
記
入

し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
フ

ォ
ー
ム
は
セ

ン
サ
ス
局
の
機

密
事
項
で
あ

る
こ
と
に
注

意
し
て
下
さ

い
。
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4
3

デ
ー

タ
開

示
に

お
け

る
潜

在
的

な
露

見
可

能
性

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

セ
ン

サ
ス

/標
本

調
査

名
:_

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
 日

付
__

__
__

__
__

__
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

ャ
ー

名
:_

__
__

__
__

__
__

__
課

._
__

__
_係

._
__

__
__

Ph
._

__
__

__
__

 
ス

ポ
ン

サ
ー
の

官
庁

:_
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
 

提
供

予
定

時
の

デ
ー

タ
の

経
年

:_
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_(
年

)

下
記
の

う
ち
、
当
て

は
ま
る
も
の
が

あ
れ
ば
チ
ェ

ッ
ク
し
て

下
さ
い

:
[ 

]今
回
の
申
請

は
、
一

回
限
り
の
デ
ー

タ
作
成
の
た

め
の
も
の
で

あ
る
。

[ 
]今

回
の

申
請
は
、
本

質
的
に
同
じ
内

容
を
持
つ
一

連
の

提
供
の

た
め
の
も
の
で

あ
る
。

 (
次
の
提
供

が
な
さ
れ
る
ま

で
の
期
間

を
具
体
的
に

記
し
て
く
だ
さ
い

。
)

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

 
[ 

]今
回
の

申
請
は
、
補

足
的
あ
る
い
は

以
前
発
表
し

て
い
な
い
デ

ー
タ
に
つ
い
て

の
も
の
で
、

承
認
を
受
け

た
成
果
物

の
再
公
開
の
た

め
の
も
の
で

あ
る
。

(マ
ー

ク
し
た
場
合

、
D

RB
/M

RP
に
元
の

成
果
物
を

提
出
し
た
日
を

記
入
し
て
下
さ

い
)

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

 
( 答

え
が
現
在
と

異
な
る
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
質

問
が
あ
れ
ば

そ
の
質
問
に
の

み
、
記
入
す

る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

)

こ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
は
３
つ
の

セ
ク
シ
ョ
ン

に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

該
当

す
る
セ
ク
シ

ョ
ン
に
つ
い

て
、

す
べ
て

の
質
問
に
お

答
え
下
さ
い
。
も
し

、
答
え

る
の
に
ス
ペ

ー
ス
が
足
り
な

い
場
合
は
、

ど
う
ぞ
紙
を

継
ぎ

足
し
て

、
質
問
の

番
号
が
分
る
よ
う

に
し
て
お
い

て
下
さ
い
。

セ
ク
シ
ョ
ン
１

(2
-1

0頁
)は

、
ミ
ク
ロ
デ
ー

タ
に
関
す
る

質
問
で
す
。
ミ
ク

ロ
デ
ー
タ
フ

ァ
イ
ル
は
、
回
答

者
レ
ベ
ル
の
レ

コ
ー
ド
で

構
成

さ
れ
て
い
ま

す
。

各
レ
コ

ー
ド
に
は
、
人
、

世
帯
、
事

業
所
及
び
そ

の
他

の
構
成
単
位
に

と
っ
て
貴
重
な

変
数
が
含
ま

れ
て
い
ま
す

。
ほ
と
ん
ど
の

ミ
ク
ロ
デ
ー

タ
フ
ァ
イ
ル

は
、

人
口
統
計
的
な

情
報
を
含
み
ま

す
。
こ
の

セ
ク
シ
ョ
ン
の

い
く
つ
か
の
質
問
は
、

事
業

所
ベ
ー
ス
の

フ
ァ

イ
ル
に

は
適
用

で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

セ
ク
シ
ョ
ン
２

(1
1-

12
頁

)は
、

表
形
式

(頻
度
計
算

)の
人
口
統

計
デ
ー
タ
に
関

す
る
も
の
で

す
。
頻
度
計

算
デ
ー
タ
は
、

１
セ
ル
内
の
構

成
単
位

(人
、
家
族
、

な
ど

)の
数
を
表
し
ま
す
。

こ
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト

は
、
セ
ン

サ
ス
か
ら
作
表

さ
れ
た
も
の

、
あ
る

い
は
識
別
さ
れ

る
地
理
的
区

域
が
標
本
数

10
0,

00
0人

以
下

で
あ
れ
ば
、
記

入
す

る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

セ
ク
シ
ョ
ン
３

(1
3-

16
頁

)は
、

事
業
所
に
お

け
る
表
形
式

(規
模

)の
デ
ー
タ
に

関
す
る
も
の

で
す
。
規
模

の
デ
ー
タ
は
、

１
セ
ル
内
の

あ
ら
ゆ
る
構
成

単
位
の
利
益
の

量
の
合
計
を

表
し
ま
す
。

セ
ク

シ
ョ

ン
１

 
ミ

ク
ロ

デ
ー

タ
1.

1.
フ

ァ
イ
ル
に

お
け
る
地
理
的
情

報

原
則

:識
別
さ
れ

る
地
理
的
区

域
に
は
、
標
本

地
域
内
に
最

小
で
も

10
0,

00
0人

い
な

け
れ
ば

な
ら
な
い
。

1.
1.

1 
フ
ァ
イ

ル
上
で
表
示
さ

れ
る
の
は
地

理
的
に
ど
の

レ
ベ
ル
で
す

か
?

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

4
4

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

フ
ァ
イ
ル
上

に
あ
る
明
白

な
地
理
的
識
別

子
だ
け
で
な

く
、
デ
ー
タ
項
目

、
レ
コ
ー
ド
識

別
子
、
あ
る
い

は
フ
ァ
イ
ル

構
造
が

、
推
測
さ
れ
う
る

余
計
な

地
理

情
報
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま

す
。
し
た

が
っ
て
、
こ

れ
ら
の
処
置

は
最
小
人
口

10
0,

00
0人

の
基

準
に

適
合
し
な

い
地
理
的
区

域
を
不
注
意
に

よ

り
識
別
さ
れ

て
し
ま
う
こ

と
を
避
け
る
た

め
に
取
ら
れ

な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で

す
。
問

題
が
起
こ
り

得
る
地
域
は

、
以
下
で
吟
味
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
ご

と
に
、
申
請
し
た

フ
ァ
イ
ル
が

提
供
さ
れ
る

前
に
今
ま
で

行
っ
て
き
た

、
あ

る
い
は
、
こ
れ

か
ら
行
わ
れ

よ
う
と
す
る
活

動
に
つ
い
て

、
ど
う
か
指
摘

願
い
ま
す
。

1.
1.

2 
第
１
標

本
単
位

(P
SU

)あ
る
い

は
他
の
地
理

情
報
は
、

内
部
利
用
の
た
め

に
設
計
さ
れ

た
管
理
番
号

と
し

て
組
み
込
ま

れ
て
い
る
の

が
一
般
的
で
あ

る
。

提
供

さ
れ

る
フ

ァ
イ

ル
に

お
い

て
、

ど
の

よ
う

に
こ

の
問

題
が

避
け

ら
れ

る
か

:
__

_ 
管

理
番

号
を

削
除
す
る

か
、

地
理
情

報
を

含
め
な

い
。

__
_ 
管

理
番

号
を

暗
号
化
す

る
;具

体
的
に

述
べ

て
下
さ

い
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
 

__
_ 
そ

の
他

;具
体

的
に

述
べ

て
下

さ
い

。
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

 

1.
1.

3 
多
く
の
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
内
の
レ
コ
ー

ド
は
規
則
的

に
連
続
し
て

い
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
た

め
、
最
初
の

事
例

は
小

さ
な

番
号

の
付

さ
れ

た
PS

U
あ
る

い
は

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

順
序

で
最

初
に

な
る

郡
と

な
る

。

こ
の

フ
ァ

イ
ル

の
記

録
が

そ
の

よ
う

な
地

理
的

な
推

測
が

避
け

る
よ

う
に

、
ど

の
よ

う
な

順
番

に
な

ら

べ
ら

れ
て
い

る
か

手
短
に

説
明

し
て
下
さ

い
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

1.
1.

4 
居
住
に

つ
い
て
の
特

定
の
地
理

(情
報

)を
含
意
す
る

デ
ー
タ
項
目
は

、
当
委
員

会
の
た
め
に

用
意
し
た
人

口
統
計
表
上

で
表
示
さ
れ

て
い
る
明
白
な

識
別
子
以
上

の
も
の
を
明

ら
か
に
し
か
ね

ま
せ
ん
。
例

:ス
ペ

イ
ン
の
姓

が
含
ま
れ
て
い

る
か
否
か

(５
つ
の
南
西

の
州
で
の
み

暗
号
化
さ
れ

て
い
る

)と
い
う
項
目

は

そ
の
グ
ル
ー

プ
の
州
で
あ

る
と
い
う
明
白

な
識
別
子
が

フ
ァ
イ
ル
に

存
在
し
な
い
場

合
で
あ
っ
て

も
明

ら
か

;
地
下

鉄
の
あ
る
領

域
か
ら
地
下

鉄
の
な
い
領
域

ま
で
の
移
動

を
識
別
す
る

移
動

コ
ー
ド
は
、
地
理

的
識
別
子
の

一
部
と
し
て

地
下
鉄
の
有
無

が
含
ま
れ
て

い
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
明

ら
か

;原
子
炉
ま
た

は
空
港
の

X
マ
イ
ル

内
の
住
宅
に
つ

い
て
は
、
識
別
で
き
る

地
域
が
た
っ

た
１
つ
だ
け

で
も
明
ら
か

;電
話

局
番

;地
域
コ

ー
ド

;あ
る

い
は
、
緯
度

と
経
度

も
同

様
に
働
き
ま
す

。

こ
の
理

由
に

よ
り

削
除
さ
れ

る
こ

と
に
な

る
す

べ
て
の

項
目

を
リ
ス

ト
ア

ッ
プ
し

て
下

さ
い

:_
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

他
の
項

目
に

お
い

て
地
理
的

な
意

味
を
持

つ
可

能
性
は

あ
る

と
思
う

が
、

削
除
す

べ
き

か
ど

う
か

決
め

か
ね

て
い
る

も
の

が
あ
れ
ば

、
す

べ
て

リ
ス

ト
ア
ッ
プ

し
て

下
さ
い

。
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 
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4
5

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

1.
1.

5 
サ
ン
プ

リ
ン
グ
情
報

は
ま
た
何
ら
か

の
地
理
的
な

指
標
を
提
供
す
る

可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ

る
ウ
エ
イ
ト

を
見
れ
ば

se
lf-

re
pr

es
en

tin
gと

no
ns

el
f-

re
pr

es
en

tin
gの

PS
U

sが
識

別
さ
れ
る
、
あ

る
い
は

意
図
的
に
過

剰
に
し
た
標

本
抽
出
地
域
の
種
類
が

明
ら

か
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
「
ダ
ー

ビ
ン
・
タ
イ

プ
(D

ur
bi

n 
Ty

pe
)」

、
「
ヒ

ッ
ト
ナ
ン
バ

ー
(H

it 
N

um
be

r)
」

な
ど
の
た
め

の
コ
ー
ド
は
、

地
理
に

関
係

す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

秘
密

保
護
の

理
由

や
ウ
エ
イ

ト
を

識
別
し

に
く

く
す
る

よ
う

な
副
標

本
プ

ラ
ン
の

た
め

、
分

散
が
推

定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
削

除
さ

れ
る

も
の

が
あ

れ
ば

、
そ

れ
ら

を
含

め
て

す
べ

て
の

サ
ン

プ
リ

ン
グ

情
報

を

リ
ス

ト
ア
ッ

プ
し

て
下
さ
い

:
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

他
の

サ
ン
プ

リ
ン

グ
情
報

に
お

い
て
地
理

的
な
意
味

を
持

つ
可
能
性

は
あ

る
と
思

う
が

、
削

除
す

べ
き

か
ど

う
か
決

め
か

ね
て
い
る

も
の

が
あ
れ

ば
、

す
べ
て

リ
ス

ト
ア
ッ

プ
し

て
下
さ

い
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

1.
1.

6 
フ
ァ
イ

ル
上
の
ど
の

デ
ー
タ
項
目

も
、
入
手
可
能
な

情
報
を
基
に

、
あ
る
特
定
の

種
類
の
施

設
(例

え
ば

刑
務
所
ま
た

は
老
人
ホ
ー

ム
)の

住
居

で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う

な
デ
ー
タ
項

目
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
の
施
設
が

識
別
さ
れ
る
地
域
内

で
た
っ

た
１
つ
だ
け

の
よ
う
な
ケ

ー
ス
、
あ
る

い
は
、

そ
の

よ
う
な
目
的
で
記
録
す
る
仕

組
み

が
得
ら

れ
て
い
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
で

す
。

__
_ 
は

い
－

施
設

の
タ
イ
プ

を
明

示
し
て

下
さ

い
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

  
__

_ 
い

い
え

1.
2.

  
個
人

(情
報

)の
開
示
に
係
る

特
段
の

リ
ス

ク
を
も
た
ら

す
フ
ァ
イ
ル
の

内
容

公
開
用
ミ
ク

ロ
デ
ー
タ
の

開
示
基
準
は
、
申

請
さ
れ
た
内

容
の
い
ず
れ
も

が
個
人

(情
報

)の
開
示
に
係
る

特
段
の
リ
ス

ク
を
も
た
ら

す
か
ど
う
か
を

決
定
す
る
た

め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
フ
ァ

イ
ル
の
レ
ビ

ュ
ー
を
必
要

と
し
ま
す
。

D
R

B
は
、
個
々

の
回
答

(調
査
対
象

)者
の
秘
密
を

保
護
す
る
た
め

に
取
り
う
る

い
く
つ
か
の

開
示
回
避
手

段
を
明
ら
か

に
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
手
段

は
下
記
に
述
べ

た
と
お
り
で

あ
り
、
ま
た

、
申

請
さ
れ
た
フ

ァ
イ
ル
に

関
連
し
た
重
要
な

情
報
は
、
レ
ビ

ュ
ー
の
際
の
委

員
会

(審
議

)の
一

助
と
な
る
よ

う
求
め
ら
れ

ま
す
。

1.
2.

1 
氏
名
、
住
所
、
そ

の
ほ
か
社
会

保
障

(制
度

)、
老
齢
者
医
療
保
険

制
度
又
は
低

所
得
者
医
療

扶
助
制
度
の

番
号
と
い
っ

た
ユ
ニ
ー
ク

な
数
字
の

識
別

子
は
、
フ
ァ

イ
ル
か
ら
除

外
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。

1.
2.

2 
高
収
入

は
、
個
人
又

は
世
帯
の
明
ら

か
な
特
徴
で

あ
り
、
ま
た
情

報
の

中
で
も

繊
細
な
取
り

扱
い
が
必
要

な
項

目
と

考
え

ら
れ

て
い

ま
す
。

し
た

が
っ

て
、

フ
ァ

イ
ル

に
あ

る
そ

れ
ぞ

れ
の

収
入

額
は

、
世

帯
か

、

個
人
か
、
あ
る
い

は
家
族
で
あ
る

か
、
ま
た
、
合
計
の

所
得
か
、
個
々
の

構
成

員
の
所
得
が
含
ま
れ
て
い

る
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
ト

ッ
プ
コ
ー
デ

ィ
ン
グ
さ
れ
る

べ
き
で

す
。
母
集
団

(人
/世

帯
)全

体
に
適
用
さ
れ

る
収
入
変
数

の
ト
ッ
プ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
少
な
く

と
も
す
べ
て

の
事
例
の
０
．
５
パ
ー
セ

ン
ト
が
含
ま

れ
る
よ
う
に

す
べ
き
で
す
。

Su
bp

op
ul

at
io

ns
(特

定
の

人
口

)
に
適
用

さ
れ
る
収
入

変
数
の
場
合
、

ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
は

、
適
当

4
6

な
事
例
の
３

パ
ー
セ
ン
ト

、
又
は
す
べ

て
の
事
例
の

０
．
５

パ
ー
セ
ン
ト
の
ど

ち
ら
か
を
含

ま
れ
る
よ
う

に
す
べ
き
で

あ
り
、
ど

ち
ら
で
あ
っ
て

も
か
な
り
高

い
ト
ッ
プ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
で

す
。
こ
の

原
則
の
例
外

は
、
あ
る
条

件
の
下
で
起

こ
り
え
ま
す

;例
え

ば
、
地
理
的
な

詳
細
情
報
が

ほ
と
ん
ど
な

い
場
合
で
す
。

こ
の
よ
う
な

ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
原

則
の
例
外

(的
許
可

)は
フ
ァ
イ
ル

の
提
供
を
承
認

す
る
最
終
意

見
提
出
前
に

委
員
会
で
十

分
な
議
論
が

な
さ
れ
ま
す
。

す
べ

て
の

収
入

の
ト

ッ
プ

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

は
、

適
切

な
原

則
に

合
致

し
て

い
ま

す
か

:
__

_ 
は

い

__
_ 
い

い
え

－
何

パ
ー
セ
ン

ト
の

ト
ッ
プ

コ
ー

デ
ィ
ン

グ
と

な
っ
て

い
る

か
、
ト

ッ
プ

コ
ー
デ

ィ
ン

グ

(対
象

)の
総

数
を

明
ら

か
に
し

、
委

員
会
で

の
審

議
を

手
短

に
要
約

し
て

下
さ
い
。

1.
2.

3 
収
入
だ

け
で
は
な
く

、
そ
の
ほ
か
あ

る
特
徴
に
よ

っ
て
は
、
あ
る

人
と
他
人
と

の
違
い
が
は

っ
き
り
見
え

る
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま

す
。
例

え
ば
、
非
常
に

高
年

齢
、
自

身
の

資
産
、
賃
貸
料

、
住
宅
ロ
ー
ン
総
額

が
高
価
値
あ

る
い
は
高
価

格
な
ケ
ー
ス

で
す
。
フ
ァ

イ
ル
上
に
示

さ
れ
た
地
理
的

詳
細
に
よ
っ

て
は
、
こ

の
よ
う
な
項

目
が
間
隔
又

は
順
序
を
表
す

変
数
で
あ
る

場
合
に
は
、

こ
れ
ら
に
ト

ッ
プ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ

(及
び
／

又
は
統
合

(c
ol

la
ps

in
g)

)を
施
す
よ

う
考
慮
す
べ
き

で
す
。
当
委
員
会

は
、

(ウ
エ
イ

ト
を
考
慮
し

て
)フ

ァ
イ
ル
上
に
代

表
さ
れ
る
母

集
団

(個
人

/世
帯

)全
体
の

少
な
く
と
も

０
．
５

パ
ー

セ
ン
ト
が
こ
の

よ
う
な
ト
ッ

プ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
範
疇
と

し
て
含
ま
れ

る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。
ケ
ー
ス
と

し
て
は
少
な

い
の
で
す
が

、
ご
く
少
数
の
人

口
の
み
に
適

用
さ
れ
る
変

数
の
よ
う
な
場

合
、
当
委
員
会

は
、
ト
ッ
プ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ

の
範
疇
と
し

て
、
適

当
な

Su
bp

op
ul

at
io

ns
(特

定
の
人
口

?)
の
約
３

～
５
パ
ー

セ
ン
ト
を
含

め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
慮

す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
承

認
さ
れ
た
ト

ッ
プ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
例
は

:

年
齢
－

90
歳

(2
00

0年
人
口
・

住
宅

セ
ン
サ
ス
の
総

人
口
の
約
０

.５
パ
ー
セ
ン
ト

)

現
金
払
い
の

居
所

(H
ou

si
ng

 U
ni

t)の
賃
貸
料
－

1,
70

0ド
ル

(2
00

0年
人

口
・
住

宅
セ
ン
サ
ス

の
居
所
の
約

０
.５

パ
ー
セ
ン

ト
)

暖
房
用
燃
料

代
－

2,
10

0ド
ル

(2
00

0年
人

口
・
住
宅

セ
ン
サ
ス
に
お

い
て
、
暖

房
用

燃
料
が
使

わ
れ
、
か

つ
、
賃
貸
料

や
共
益
費
と

は
別
に
支
払
わ

れ
、
現
在
人

が
住
ん
で
い

る
居
所
の
約

３
.０

パ
ー
セ
ン
ト

)

ト
ッ

プ
コ
ー

デ
ィ

ン
グ

(又
は

統
合

(c
ol

la
ps

in
g)

)及
び
ト

ッ
プ

コ
ー
デ

ィ
ン

グ
に
相

当
す

る
も
の

を
す

べ
て

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

し
て

下
さ

い
:

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

ト
ッ

プ
コ
ー

デ
ィ

ン
グ
の
必

要
性

に
関
し

て
疑

問
が
あ

る
項

目
が
あ

れ
ば

、
そ
の

す
べ

て
の

項
目

を
リ

ス
ト

ア
ッ
プ

し
て
下

さ
い

:
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

1.
2.

4 
ト

ッ
プ

コ
ー

デ
ィ
ン
グ

す
る

デ
ー
タ

項
目

と
し
て

提
供

さ
れ
る

べ
き

で
あ
る

と
し

て
何

ら
か

の
提
案
が

あ
っ

た
場
合
は

、
そ

の
情
報

に
つ

い
て
詳

述
し

て
下
さ

い
(例

え
ば
、

ト
ッ

プ
コ
ー

デ
ィ

ン
グ
し

た
変

数

の
平

均
値
又

は
中

央
値

)。
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
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4
7

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

1.
2.

5 
そ
の
ほ

か
に
も
、
個
人
を

目
に
見
え
る
よ

う
に
す
る
か

も
し
れ
な
い
特
徴

が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
地
理

に
影
響
さ
れ

る
も
の
の
、
非
順
序
変
数

と
し
て
表
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え

ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
で

き
な
い
も
の

で
す
。

例
え

ば
、
外
国
語
、

あ
る
い
は
イ

ン
ド
の
部
族

の
言
語
を
示
す

符
号

;エ
ス
キ
モ
ー

人
、
ア
レ
ウ

ト
族
、

グ
ア

ム
人

、
あ
る
い

は
サ
モ
ア
人

と
い
っ
た
詳

細
な
人
種
の

識
別
子

;前
住
居
の
場

所
の
符
号
な

ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
詳
細

値
の
総
計
は

よ
り
大
き
い
カ

テ
ゴ
リ
ー
へ

統
合
さ
せ
る

(c
ol

la
ps

ed
)必

要
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん

。

秘
密

保
護
の

理
由

で
統
合

(あ
る

い
は
削

除
)さ

れ
る

項
目

が
あ

れ
ば

す
べ

て
リ
ス

ト
ア

ッ
プ
し
て

下
さ

い
:

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

詳
細

を
統
合

(c
ol

la
ps

e)
す

る
必

要
性

に
関
し

て
疑

問
が
あ

る
項

目
が
あ

れ
ば

、
そ
の

す
べ

て
を

リ
ス

ト

ア
ッ

プ
し
て

下
さ

い
:

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

1.
2.

6 
コ
ン
テ

キ
ス
チ
ュ
ア

ル
な

(c
on

te
xt

ua
l)変

数
(そ

の
地
域
で
人

ま
た
は
世
帯
が

住
ん
で
い
る

こ
と
を
文
脈

上
物
語
っ
て

い
る
変
数

)

ど
の

よ
う
な

コ
ン

テ
キ
ス
チ

ュ
ア

ル
な
変

数
が

あ
る
か

、
ま

た
、
暗

号
化

さ
れ
る

レ
ベ

ル
を

明
ら

か
に

し
て

下
さ
い

。
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

秘
密

性
理
由

で
統

合
(あ

る
い

は
削

除
)さ

れ
る

コ
ン

テ
キ

ス
チ

ュ
ア

ル
な

変
数
が

あ
れ

ば
す
べ
て

リ
ス

ト
ア

ッ
プ
し

て
下

さ
い

:
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

詳
細

を
統

合
(c

ol
la

ps
e)
す

る
必

要
性

に
関

し
て

疑
問

が
あ

る
コ

ン
テ

キ
ス

チ
ュ

ア
ル

な
項

目
が

あ
れ

ば
、

そ
の

す
べ
て

を
リ

ス
ト
ア
ッ

プ
し

て
下
さ

い
:

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

1.
3.

  
外
部
フ
ァ
イ
ル
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
能

力
に
関
係
す

る
開
示
リ
ス

ク

外
部
の
フ
ァ

イ
ル
は
通
常

住
所
と
氏
名
を
含
ん
で

お
り

、
し
た
が
っ
て
調

査
回
答

(対
象

)者
を
識
別

す
る

た
め
に
用
い

る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら

、
当
該

フ
ァ
イ
ル
上
の

ミ
ク
ロ
デ
ー

タ
と
外
部
フ

ァ
イ
ル
の
デ

ー
タ
が
一
致

す
る
潜
在
的

な
可
能
性
を
回

避
す
る
た
め

の
努
力
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
し
、
他

の
行
政
機
関

や
組
織
が
整

備
し
て
い
る
メ

ー
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト
や

行
政
記
録
上

で
見
つ
け
ら

れ
る
極
め
て

具
体

的
な

特
徴

が
そ

の
調

査
内

容
に

含
ま

れ
て

い
れ

ば
、

こ
の

よ
う

に
一

致
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

4
8

例
え
ば
、
特
定
の
地

理
的
識
別
子
と
結
合
し
て

自
動
車
の
製
造

元
、
モ

デ
ル
、
年

式
が
含
ま
れ

て
い
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
項

目
は
氏
名
と

住
所
を
含
む
自

動
車
の
登
録

リ
ス
ト

と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が

可
能
な

の
で
、
受
け

入
れ
難

い
も

の
と

な
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

項
目

は
広

い
カ

テ
ゴ

リ
ー

と
し

て
再

コ
ー

ド
し

な
け

れ
ば

、

た
ぶ
ん
フ
ァ

イ
ル
に
残
す

こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う

。
い
く
つ

か
の
例
を
挙

げ
る
と

:
製

造
業
者
の

所

有
す
る
特
定

の
主
要
耐
久

財
(例

え
ば

、
飛
行
機

)の
買
い
手

の
リ
ス
ト

;あ
る
州

の
有
権
者
登
録

リ
ス
ト

;
連
邦
、
州
、
あ
る

い
は
地
方
自
治

体
の
納
税
記

録
;刑

事
裁
判
制
度

記
録

;州
の
狩
猟

及
び
漁
労
免
許
記

録
;

あ
る
同
業
組

合
の
会
員
名

簿
な
ど
。

調
査
の
た
め

の
標
本
フ
レ

ー
ム
が
セ
ン
サ

ス
局
以
外
の

ソ
ー
ス
か
ら

来
て
い

る
場
合

、
マ
ッ

チ
ン
グ
は
ま

た
極
め
て
可

能
で
す
。
標
本
フ
レ
ー

ム
を
提
供
し

た
行
政
機
関

が
調
査
デ
ー
タ

と
元
の
記
録

を
一
致
さ
せ

る
こ

と
は

、
と

り
わ

け
調

査
記

録
に

当
該

機
関

に
由

来
す

る
デ

ー
タ

が
含

ま
れ

て
い

れ
ば

、
可

能
で

す
。

例
え
ば
、

事
業

(プ
ロ

グ
ラ
ム

)給
付
の
受
領
総

額
、
事
業

(プ
ロ
グ
ラ
ム

)の
開

始
年
月
日
な
ど

。

1.
3.

1 
外
部
フ

ァ
イ
ル

1.
3.

1.
1 
こ

の
申

請
さ

れ
た

フ
ァ

イ
ル
に
あ

る
デ

ー
タ
を

含
む
行
政

記
録

、
メ

ー
リ

ン
グ
・
リ
ス

ト
あ

る
い
は

他

の
外

部
フ

ァ
イ

ル
が

あ
る

こ
と

を
ご

存
知

で
す

か
。

__
_ 
は

い
－

そ
の

リ
ス
ト
を

明
ら

か
に
し

て
下

さ
い

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

_ 
い

い
え

1.
3.

1.
2 
申

請
さ

れ
た

フ
ァ

イ
ル
に

含
ま
れ

る
標

本
が

セ
ン

サ
ス
局
以

外
の

ソ
ー
ス

に
よ

っ
て
提

供
さ

れ
た
リ

ス
ト
か

ら
抽

出
さ

れ
た
も
の

で
す

か
。

__
_ 
は

い
－

ソ
ー

ス
を
明
ら

か
に

し
て
、

ど
の

よ
う
に

、
ま

た
、

誰
に

よ
っ

て
標

本
が

リ
ス

ト
か

ら
抽

出
さ

れ
た

か
記

述
し

て
下

さ
い

。
:

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
 

__
_ 
い

い
え

1.
3.

2 
マ
ッ
チ

ン
グ

外
部
フ

ァ
イ
ル
が
存

在
す
る
場
合
、

調
査
デ
ー
タ

と
こ
の
フ
ァ

イ
ル
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る

可
能
性
を
避

け
る

た
め
に
、

い
く
つ
か

の
手
段
が
取
ら

れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
選

択
し
た
項
目

を
、
削
除
又

は
再

コ
ー
ド

す
る
、
あ

る
い
は
、
「
ノ
イ
ズ

(誤
差

)」
(す

な
わ
ち
、
少
量
の
乱
数

に
よ
る
変
化

)を
こ
れ

ら
の
項
目
に

導
入
す

る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
当

委
員
会
は
、

マ
ッ
チ
ン
グ

の
可
能
性
を
回

避
さ
せ
る
た

め
に
ど
ち
ら

の
手

段
を
取

ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か

、
あ
ら
か
じ

め
、
正
確
に

示
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
外

部
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
の

可
能
性

が
存
在
す
る

場
合
、

当
委
員
会
で
は

、
フ
ァ
イ
ル

提
供
に
関
連

し
た

リ
ス
ク
を

決
定
す
る

際
に
、

(次
の
よ
う
な

)い
く
つ
か
の
要
因
を

考
慮

し
ま
す

:１
)マ

ッ
チ
ン
グ
す

る
目
的
で
利

用
で
き

る
変
数
の
数

;２
)マ

ッ
チ
ン

グ
を
実
行
す
る

の
に
必
要
な

資
源

;３
)デ

ー
タ
の
年
齢

(経
年

);４
)外

部
デ

ー
タ
の

入
手
し
や
す

さ
、
信
頼
性
、
完

全
性

;そ
し
て
、
５

)デ
ー
タ
の

内
容
が
繊
細
に

扱
わ
れ
る
べ

き
も
の
か
、

あ
る
い

は
独
特
な
も

の
か
。
マ
ッ
チ

ン
グ
を
よ
り

容
易
に
す
る

い
く
つ
か
の
要
因

に
つ
い
て

は
下
記
に
リ

ス
ト

さ
れ
て

い
ま
す
。
ま

た
、
マ
ッ
チ
ン

グ
の
可
能
性

を
避
け
る
た

め
フ
ァ
イ
ル
が

提
供
さ
れ
る

前
に
取
る
べ

き
手

段
と
し

て
、
情

報
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

(注
：
た
と
え

あ
な
た
が
マ
ッ

チ
ン
グ
に
用

い
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い

外
部
フ

ァ
イ
ル
と
し

て
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る

か
知
ら
な
い

な
い
と
し
て
も
、

こ
の
情
報
は

必
要
で
す
。

)
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4
9

マ
ッ
チ

ン
グ
が
よ
り

容
易
に
な
る
の

は
－

1.
3.

2.
1 
･
･
･あ

る
デ
ー
タ
項
目
あ

る
い
は
そ
の

項
目
の

組
み

合
わ
せ

に
よ
っ

て
、
あ
る
小

さ
な
、
そ
し

て
容
易

に
識
別
可
能

な
人
の
集
団

を
隔
離
さ
せ
る

よ
う
な
場
合

。
非
常
に

小
さ
な
人
口

区
分
を
示
す

コ
ー
ド
を
含

め
る
こ
と
は

避
け
る
べ
き

で
す
。
例
え

ば
、
極
め

て
特
定
の
地

理
と
の
組
み
合

わ
せ

た
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の

種
族
又
は
詳

細
な
職
業
。
普
通
、
１

つ
の
フ
ァ
イ

ル
又
は
リ
ス

ト
上
に

変
数
の

グ
ル
ー
プ
が

同
時
に

現
れ

る
こ
と
で
も

な
い
限
り
、
人
は

一
度
に
１

つ
以
上
の
変
数

を
考
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
年

齢
と
性

別
は

外
部
フ
ァ
イ

ル
上
に
同
時
に

現
れ

る
こ
と

は
あ
り
そ
う

で
す
が
、
出
生
し
た
国

と
職
業
は
あ

り
そ
う
に
な

い
;こ

の
よ
う

に
、

ロ
シ
ア
生
ま

れ
の
建
築
家
の

よ
う
な
稀
に

し
か
出
現
し

な
い
事
象
を
保

護
す
る
必
要

は
な
い
と
す

べ
き
で
す
。

フ
ァ

イ
ル
に

含
め

る
た
め
に

申
請

し
た
デ

ー
タ

項
目
の

う
ち

、
小
さ

く
、

容
易
に

識
別

可
能

な
人

の
集

団
を

隔
離
さ

せ
る

よ
う
な
項

目
が

あ
れ
ば

、
す

べ
て
リ

ス
ト

ア
ッ
プ

し
て

下
さ
い

。
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_ 

こ
の
理

由
に

よ
り

、
変
更

(す
な

わ
ち
、

削
除

、
再
コ
ー

ド
化

、
誤
差

(ノ
イ

ズ
)の

付
加

)さ
れ

る
で

あ
ろ

う
デ

ー
タ
項

目
を

す
べ
て
リ

ス
ト

ア
ッ
プ

し
て

下
さ
い

。
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__
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_ 

1.
3.

2.
2 
･
･
･当

該
フ
ァ
イ
ル
が
人

口
の
実
質
的

な
一
部
を
含

ん
で
い
る

(仮
に

p>
0.

5と
す
る

)場
合
。
例

:大
雇
用

主
、
高
収
入

の
個
人
、
様

々
な

タ
イ
プ
の

医
者
や
科
学

者
、
ま
た
は

様
々
な

タ
イ
プ
の

施
設
の
入

所
者
。

追
加
的
な
副

標
本

(s
ub

sa
m

pl
in

g)
で

は
、
デ
ー
タ

提
供
前
に
あ
る

層
内
に

お
い

て
し
ば
し
ば

必
要
と
な
り

ま
す
。

こ
の

よ
う
な
人

の
集

団
が
フ

ァ
イ

ル
上
に

い
く

つ
か
存

在
し

て
い
る

、
ま

た
、
何

ら
か

の
方

法
で

こ
れ

ら
が

副
標
本

と
な

っ
て
い
る

場
合

、
こ
れ

ら
の

人
の
集

団
を

明
ら
か

に
し

て
下
さ

い
。
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1.
3.

2.
3 
･
･
･当

該
フ
ァ
イ
ル
に
含

ま
れ
る
何
ら

か
の
情
報
が

記
録
ま
た
は
他
の

ソ
ー
ス
か

ら
得
ら
れ
た

も
の
で

あ
り
、
そ
の
情
報
が

個
々
の
識
別
子

ま
た
は
詳
細

な
地
理
情
報
を

持
っ
て
い
る

外
部
フ
ァ
イ

ル
へ
の
リ
ン

ク
と
し
て
働

く
か
も
し
れ

な
い
よ
う
な
場

合
。
そ
の

例
に
含
ま
れ

る
も
の
と
し
て

は
、
公
益

事
業
会
社
か

ら
燃
料
消
費

又
は
費
用
の

記
録

;(1
0年

)人
口
・
住
宅
セ
ン
サ
ス

か
ら
得
ら
れ
た

近
隣
、
土
地
ま

た
は

R
D

の
集
計
で
の

特
徴

;政
府
機

関
か

ら
の
福
祉
ま

た
は
社
会
保
障

デ
ー
タ

;警
察
か
ら

の
逮
捕
記
録

;年
金
と

健
康
保
険
と

し
て
従
業
員

に
与
え
ら
れ

た
給
付
金
。

フ
ァ

イ
ル
に

含
め

る
た
め
に

申
請

し
た
デ

ー
タ

項
目
の

う
ち

、
回

答
者

(調
査

対
象
者

)か
ら

の
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

か
ら
は

得
ら

れ
る
こ
と

の
な

い
項
目

が
あ

れ
ば
、

す
べ

て
リ
ス

ト
ア

ッ
プ
し

て
下

さ
い

。
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こ
の

理
由
で

変
更

ま
た
は
削

除
し

た
デ
ー

タ
項

目
を
す

べ
て

リ
ス
ト

ア
ッ

プ
し
て

下
さ

い
。
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1.
3.

2.
4 
･
･
･マ

ッ
チ
ン
グ
に
し
ば

し
ば
用
い
ら

れ
る
、
正
確
な

誕
生
日
、
性

別
、
人
種
の

よ
う
な
デ
ー

タ
項
目

が
フ
ァ
イ
ル

に
含
ま
れ
る

場
合
や

、
ま
た
は

正
確
な
収
入

総
額
、
不
動
産
税

や
他
の
税
金
、
政
府
支
援
の

(事
業

)プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
始
日

と
終
了
日
な
ど

の
両
フ
ァ
イ

ル
を
一
致
さ

せ
る
他
の
項
目

が
含
ま
れ
る

場
合
。

も
し

あ
る
場

合
、

こ
れ
ら
の

デ
ー

タ
項
目

を
す

べ
て
リ

ス
ト

ア
ッ
プ

し
て

下
さ
い

。
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こ
の

理
由
で

変
更

ま
た
は
削

除
し

た
デ
ー

タ
項

目
を
す

べ
て

リ
ス
ト

ア
ッ

プ
し
て

下
さ

い
。
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1.
3.

2.
5 
･
･
･長

期
的
な

(lo
ng

itu
di

na
l)デ

ー
タ
が

収
集
さ

れ
て
い
る
場
合

。
す
な

わ
ち
、
同
じ

回
答
者

/単
位
を
対

象
に
し
た
デ

ー
タ
が
い
く

つ
か
異
な
る

照
会

期
間
に
収

集
さ
れ
る
よ

う
な
場
合
。
第
一
に
懸

念
す
べ
き

事

と
し
て
話
す

べ
き
こ
と
は

、
時
系
列

の
デ
ー
タ
項

目
は

潜
在
的
に

外
部
の
記
録

と
マ
ッ
チ
ン

グ
し
や
す
い

と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
例

え
ば
、
所
得
税

あ
る
い
は
雇

用
記
録
。
もも

し
デ

ー
タ
が

一
度

な
ら
ず

同
じ

回

答
者

か
ら
収

集
さ

れ
る
の
で

あ
れ

ば
、

イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

の
頻

度
、
一

つ
の

標
本
単

位
と

し
て
残

存
す

る

か
も

し
れ
な

い
期

間
、

あ
る

時
期

か
ら
次

の
時

期
ま

で
に

標
本
単
位

と
し

て
一
致

す
る

公
算

に
影

響
す

る
要

因
を
示

し
て
下

さ
い
。
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_ 

1.
3.

2.
6 
･
･
･極

め
て
特
定
の
地
理

情
報
が

フ
ァ

イ
ル
に
含
ま

れ
て
い
る
場
合

。
例
え

ば
、
州

、
SM

SA
sな

ど
。

(こ
の
地
理
情
報

は
、
人
口
統

計
表
で
示
さ
れ

る
べ
き
で
す

。
)

1.
3.

2.
7 
･
･
･こ

の
フ
ァ
イ
ル
を

外
部

の
デ
ー
タ

と
マ
ッ
チ
ン

グ
で
き
な
い
よ

う
保
護
す
る

こ
と
に
関
し

て
、
以

前
に
述
べ
ら

れ
な
か
っ
た

考
慮
す
べ
き
事

を
す
べ
て
記

述
し
て

下
さ

い
。
例
え
ば
、
デ
ー
タ

に
あ
る
非
信

頼
性
ま
た
は

も
と
も
と
の

ノ
イ
ズ
（
誤

差
）
な
ど

。
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1.
3.

3 
 特

徴
が
唯
一

で
あ
る
集
団
を

明
ら
か
に
す

る
ク
ロ
ス
表

1.
3.

3.
1 
唯

一
の
特
徴
を

持
つ
集
団
が

明
ら
か
に
な
る

よ
う
な
ク
ロ

ス
表
を
作
成
さ

れ
ま
し
た
か

?
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も
し
「
い
い

え
」

な
ら
ば
、
１

.４
に
跳
ん
で
下
さ
い
。
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5
1

1.
3.

3.
2 
結

果
は

ど
う

で
し

た
か

。
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1.
3.

3.
3 
こ

れ
ら

の
結

果
が

基
に

な
っ
た
開

示
リ

ス
ク
が

あ
る
場
合

、
そ

の
リ

ス
ク

を
減

少
さ
せ

る
た

め
の

追
加

の
手

段
と
し
て

、
ど

の
よ
う

な
も

の
が
取

ら
れ

る
で
し

ょ
う

か
。
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1.
4.

  
誤
差

(ノ
イ
ズ

(N
oi

se
))

 

1.
4.

1 
デ

ー
タ

に
何

ら
か
の
誤

差
(ノ

イ
ズ

)を
加

え
ら

れ
ま

し
た

か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__
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も
し
「
い
い

え
」

な
ら
ば
、
１

.５
に
跳
ん
で
下
さ
い
。

1.
4.

2 
ど
の
よ

う
な
手
順
を
使
っ
て
デ
ー
タ

に
誤
差
を
加

え
ま
し
た
か

。
ど
う
か
そ
の

手
順

(す
な
わ
ち
、
影

響

の
あ
る
レ
コ

ー
ド
は
何

パ
ー
セ
ン
ト
か
、

誤
差
の
分
布

な
ど

)の
詳
細
を

教
え

て
下
さ
い
。

想
定
さ
れ
る

も
の
：
乱
数

に
よ
る
誤
差

(r
an

do
m

 n
oi

se
) 

レ
コ

ー
ド
の
交
換

 (
re

co
rd

 sw
ap

pi
ng

) 
階
級
の

交
換

(r
an

k 
sw

ap
pi

ng
) 

ブ
ラ

ン
ク

 (
bl

an
k)
又
は
補
定

(im
pu

ta
tio

n)
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1.
4.

3 
元

の
フ

ァ
イ

ル
に
戻
っ

て
誤

差
を
付

与
し

た
デ
ー

タ
と

の
マ
ッ

チ
ン

グ
を
行

う
よ

う
な

試
み

は
あ
り
ま

し
た

か
。
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も
し
「
い
い

え
」

な
ら
ば
、
１

.５
に
跳
ん
で
下
さ
い
。

1.
4.

4 
ど

の
よ

う
に

行
い
ま
し

た
か

、
ま
た

、
マ

ッ
チ
ン

グ
の

成
功
率

は
ど

の
く
ら

い
で

し
た

か
。
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1.
5.

  
編
集
済
デ
ー
タ

(回
答
者
が
提
供

し
た
デ
ー
タ

値
を
変
更
し

た
も
の

)と
補
定
済
デ
ー

タ
(無

回
答
の
た
め

に
作
ら
れ
た
デ
ー
タ
値

)は
、
そ
れ

自
身
組
み
込
ま

れ
た
誤
差

(ノ
イ
ズ

)と
な
り
ま
す

。
編
集

(エ
デ
ィ
テ

ィ
ン
グ

)と
補
定

(イ
ン
ピ
ュ
テ

ー
シ
ョ
ン

)の
プ
ロ
セ
ス

は
、
開
示

に
対
す
る
保
護

と
な
り
ま
す
。
そ
の
値

が
分
る
場
合

は
、
ど
う
か

こ
の
セ
ク
シ
ョ

ン
の
質
問
に

答
え
て
下
さ

い
。

1.
5.

1 
編

集
し

た
デ

ー
タ
項

目
を

少
な
く
と

も
１

つ
含

む
レ

コ
ー
ド
の

割
合
は

何
パ

ー
セ

ン
ト

で
す

か
。

__
__

_ 
1.

5.
2 
全

デ
ー

タ
項

目
の
何
パ

ー
セ

ン
ト
が

編
集

さ
れ
た

の
で

す
か
。
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1.
5.

3 
補

定
し

た
デ

ー
タ
項
目

を
少

な
く
と

も
１

つ
含
む

レ
コ

ー
ド
の

割
合

は
何
パ

ー
セ

ン
ト

で
す

か
。

__
__

_ 
1.

5.
4 
全

デ
ー

タ
項

目
の
何
パ

ー
セ

ン
ト
が

補
定

さ
れ
た

の
で

す
か
。
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5
2

1.
6.

  
他
の
問
題

1.
6.

1 
全
標
本

を
含
む
か
、
あ

る
い
は
す
べ

て
の
層
の
標
本

を
極
め
て
高

い
比
率

(p
>０

.５
)で

含
む
フ
ァ
イ
ル
は

単
に
標
本
の

su
bs

am
pl

e(
副
標
本

)を
含
ん
で
い

る
だ
け
の
フ

ァ
イ
ル
よ
り
も
開
示

に
結
び

つ
き
や
す
い

傾
向
に
あ
る

。
例
え
ば
、
あ
る
人

が
特
定
の
調

査
を
受
け
た

こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
よ
う

な
場
合
、
す
べ

て
の
標
本
が

そ
の
フ
ァ
イ

ル
で
入
手
可

能
と
仮
定

す
れ

ば
、
そ
の

人
の
記
録
と

一
致
す
る
ミ

ク
ロ
デ
ー
タ

フ
ァ
イ
ル
が

見
つ
け
ら
れ

る
と
推
測
で
き

る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の

よ
う
な

フ
ァ

イ
ル
を
含

ん
で

い
ま
す

か

__
_ 
す

べ
て

の
標

本

__
_ 
標

本
の

su
bs

am
pl

e 
(副

標
本

)(も
し

そ
う

で
あ

れ
ば
、

抽
出

率
の

範
囲

を
明
確
に

述
べ

て
下
さ

い
)
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1.
6.

2 
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ

ャ
ー
は
、
公
開
用

フ
ァ
イ
ル

(th
e 

pu
bl

ic
-u

se
 fi

le
)で

は
省
か
れ
た

詳
細
情
報
が

含
ま
れ
る
内

部
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
フ
ァ
イ
ル

か
ら
特
別
集

計
(s

pe
ci

al
 ta

bu
la

tio
ns

)を
実
施
す

る
場
合
、

秘

密
保
護
の

問
題
が

引
き
起
こ

さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て

お
く
べ
き
で
す

。
例
え
ば
、
公
開
用

フ
ァ
イ
ル
で
含
ま
れ

ず
、
フ
ァ
イ
ル

上
の
複
数
の

デ
ー
タ
項
目
に

よ
っ
て
ク
ロ

ス
表
に
さ
れ

る
よ
う
な
特

定
の
地
理
情

報
が
提
供
さ

れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り

ま
す

。
D

R
B
は
、

こ
れ
ら

の
作

表
を
再
検
討

す

る
た
め
の
手

続
の
概
略
を

記
述
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を

用
意
し
ま
し

た
。
ど
う
か
、
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

(「
公
開

用
ミ
ク
ロ
デ

ー
タ
の
利
用

に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
調

査
作
表
の
開

示
可
能
性
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u

bl
ic

-U
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 M
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da
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")
」

)
を
参
照
し
て
下
さ
い

。
そ
し
て
、
も

し
公
開
用
フ

ァ
イ
ル
で

入
手
で
き
な
い
詳

細
を
用
い
て
統
計

表
を
発

表
す
る
計
画

が
あ
れ
ば
、

ど
う
か

D
R

B
に
相

談
し
て
下
さ

い
。

1.
6.

3 
標

本
設

計
に

つ
い
て
手

短
に

記
述
し

て
下
さ
い

１
)層

化
、
ク
ラ
ス
タ

リ
ン
グ
、

階
層
に
関
す
る
何
ら
か
の

記
述

を
含

め
て
下

さ
い
。
そ
し
て

標
本
と
な

る
あ
る
種
の

単
位
が
ど
の
段

階
に
お
い
て

も
ｐ

>０
.５

と
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な

る
こ
と
を
含
め

て
;

２
)申

請
の
あ
っ
た
標

本
単
位
、
調
査
区
単
位
、
研
究
分
析

の
単
位
と
の
比

較
・
対
照
を

含
め
て
下
さ

い
;

３
)公

的
部
門
に
提
出

予
定
あ
る
い

は
予
定
が
な
く

て
も

標
本
設

計
(標

本
計
画
と
推
定
量

)の
情
報
を
明

ら
か
に
し
て
下
さ
い

。

４
)ユ

ー
ザ
ー
が

ど
の

よ
う
に
標
本

の
分
散
を
推
定

す
る
か
記
述

し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
さ
れ

た
フ
ァ
イ

ル
レ
イ
ア
ウ

ト
で
何
ら
か
の
提
供
さ
れ
た
「

変
数
の
ネ
ス

ト
」
や
複
製
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の

た
め
に
使

わ

れ
る
何
ら
か

の
ウ
エ
イ
ト
も

潜
在
的
に
明

ら
か
に
し
な

が
ら
。
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1.
6.

4 
補
足

こ
の

情
報
は
、

別
の

調
査
へ

の
補

足
情

報
と

し
て
集
め

ら
れ

た
も
の

で
す

か
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
 

も
し
「

い
い
え
」

な
ら
ば
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の

こ
の
セ
ク
シ

ョ
ン
は
、
完
成

で
す
。

こ
の

ミ
ク
ロ
デ

ー
タ

フ
ァ
イ

ル
は

、
主
要
調

査
か

ら
作
成

さ
れ

た
フ
ァ

イ
ル

と
リ
ン

ク
で

き
ま

す
か

。
__

__
__
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5
3

も
し

「
は

い
」

な
ら

ば
、

主
要

フ
ァ

イ
ル

に
は

ど
の

よ
う

な
地

理
情

報
が

あ
り

ま
す

か
。
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セ
ク

シ
ョ

ン
２

 
人

口
統

計
の

表
形

式
の

デ
ー

タ
2.

1.
  

デ
ー
タ

2.
1.

1 
こ

の
成

果
物

(統
計

表
の

デ
ー

タ
)を

「
標

準
的
で
な

く
」

し
て

い
る

も
の
は
何

で
す

か
(す

な
わ

ち
、
標

本
人

口
が

10
万

人
未

満
の
人

口
セ

ン
サ
ス

デ
ー

タ
あ
る

い
は

識
別
可

能
な

地
理
的

区
域

)
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__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

2.
1.

2 
こ

れ
は

標
本

デ
ー
タ
で

す
か

セ
ン
サ

ス
デ

ー
タ
で

す
か

。
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
も
し
セ
ン
サ

ス
で
あ
れ
ば

、
２

.１
.５

へ
の
跳
ん

で
下
さ
い
。

2.
1.

3 
抽

出
率

を
含

め
、
標
本

設
計

に
つ
い

て
手

短
に
述

べ
て

下
さ
い

。
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__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

2.
1.

4 
例

え
ば

、
あ

る
セ

ル
が

10
と

表
示

さ
れ

て
い

れ
ば

、
当

該
調

査
に

お
い

て
た

っ
た

１
人

が
当

該
セ

ル
の

特
定

の
特

徴
を

持
た

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

意
味

す
る

と
い

う
よ

う
に

、
ウ

エ
イ

ト
は

共
通

の
知

識
(あ

る

い
は

簡
単
に
推

量
さ

れ
う
る

も
の

)と
な

っ
て

い
ま
す

か
。
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2.
1.

5 
発

表
さ

れ
る

表
の

記
載

内
容

(す
な

わ
ち

次
元

、
変

数
と

そ
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
)に

つ
い

て
教

え
て

下
さ

い
。
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2.
1.

6 
発

表
さ

れ
る

地
理
的
な

レ
ベ

ル
は
ど

の
程

度
で
す

か
。
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2.
2.

  
こ

れ
ら
の

表
を

作
成
す

る
た

め
に
使

用
さ

れ
た
行

政
記

録
の
デ

ー
タ

は
あ
り

ま
す

か
。

__
__

__
__

__
__

_ 
も

し
「

は
い

」
な

ら
ば
、
ど

う
か

記
述
し

て
下

さ
い
。
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__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

2.
3.

  
編
集
済
デ
ー
タ

(回
答
者
に
よ
っ

て
提
供
さ
れ

た
デ
ー
タ

の
値
が
変
更
さ
れ

た
も
の

)と
補
定
デ
ー

タ
(無

回
答
の
た
め

に
作
ら
れ
た

デ
ー
タ
の
値

)は
、
そ
れ
自

身
に
組
み
込

ま
れ
た
「
誤
差

(ノ
イ
ズ

)」
を
有
し
ま

す
。
加
工
と
補
定

の
プ
ロ
セ
ス
は
、
開

示
に
対

す
る

保
護
と
な
り

ま
す
。
も
し
、
そ
の

値
が

わ
か
る
の
で

あ
れ
ば
、

こ
の
セ
ク
シ
ョ

ン
の
質
問
に
答

え
て
下
さ
い

。

2.
3.

1 
編

集
し

た
デ

ー
タ
項
目

を
少

な
く
と

も
１

つ
含

む
レ

コ
ー
ド
の

割
合
は

何
パ

ー
セ

ン
ト

で
す

か
。

__
__

_ 

5
4

2.
3.

2 
全

デ
ー

タ
項

目
の
何
パ

ー
セ

ン
ト
が

編
集

さ
れ
た

の
で

す
か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

2.
3.

3 
補

定
し

た
デ

ー
タ
項
目

を
少

な
く
と

も
１

つ
含
む

レ
コ

ー
ド
の

割
合

は
何
パ

ー
セ

ン
ト

で
す

か
。

__
__

_ 
2.

3.
4 
全

デ
ー

タ
項

目
の
何
パ

ー
セ

ン
ト
が

補
定

さ
れ
た

の
で

す
か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

2.
4.

  
開

示
回
避

こ
の

デ
ー
タ

に
対

し
て
ど
の

よ
う

な
開
示

回
避

の
テ
ク

ニ
ッ

ク
を
利

用
し

た
か
、

ま
た
、

な
ぜ

使
用
し

た
か
、

(も
し
あ

る
な

ら
)ど

う
か

詳
細
な
情

報
を

提
供
し

て
下

さ
い
。

想
定
さ
れ
る

技
術
：
レ
コ

ー
ド
の
交
換

 (
re

co
rd

 sw
ap

pi
ng

) 
ブ
ラ

ン
ク

 (
bl

an
k)
又
は
補
定

(im
pu

ta
tio

n)
 

階
級
の

交
換

(r
an

k 
sw

ap
pi

ng
) 

乱
数

に
よ
る
誤
差

(r
an

do
m

 n
oi

se
) 

セ
ル

の
秘
匿

(c
el

l s
up

pr
es

si
on

) 
数
値
の

丸
め
に
よ
る
制
御

(c
on

tro
lle

d 
ro

un
di

ng
) 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

セ
ク

シ
ョ

ン
３

 
事

業
所

統
計

の
表

形
式

の
デ

ー
タ

3.
1.

  
デ
ー
タ

3.
1.

1 
こ

れ
は

標
本

デ
ー
タ
で

す
か

セ
ン
サ

ス
デ

ー
タ
で

す
か

。
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
1.

2 
事

業
所

数
は

公
表
さ
れ

ま
す

か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
も
し
、

セ
ン
サ
ス
で

あ
れ
ば
３

.１
.５

へ
跳

ん
で
下
さ
い

。

3.
1.

3 
あ

る
タ

イ
プ
の

事
業
所

は
、
確
信

を
も

っ
て

選
ば
れ

ま
し

た
か

。
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

 
3.

1.
4 
抽

出
率

を
含

む
標

本
設

計
に

つ
い

て
手

短
に

記
述

し
て

下
さ

い
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
1.

5 
発

表
さ

れ
る

デ
ー
タ
は

何
で

す
か
、
ま

た
、
形
式

(す
な

わ
ち
表

の
次

元
、
変

数
と

そ
の
詳

細
)は

ど
う
な

っ
て

い
ま
す

か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
1.

6 
発

表
さ

れ
る

地
理
的
な

レ
ベ

ル
は
ど

の
程

度
で
す

か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
2.

  
こ

れ
ら
の

表
を

作
成
す

る
た

め
に
使

用
さ

れ
た
行

政
記

録
の
デ

ー
タ

は
あ
り

ま
す

か
。

__
__

__
__

__
__

_ 
も

し
「

は
い

」
な

ら
ば
、
ど

う
か

記
述
し

て
下

さ
い
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
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5
5

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
3.

  
編
集
済
デ
ー
タ

(回
答
者
に
よ
っ

て
提
供
さ
れ

た
デ
ー
タ

項
目
の

値
が
変
更

さ
れ
た
も
の

)と
補
定

デ
ー

タ
(無

回
答
の
た
め
に

作
ら
れ
た
デ

ー
タ
の
値

)は
、
そ
れ
自

身
に
組
み
込

ま
れ
た
「
誤
差

(ノ
イ
ズ

)」
を

有
し
ま
す
。
加
工

と
補
定
の
プ
ロ

セ
ス
は
、
開
示
に

対
す
る
保
護

と
な
り
ま
す
。
も
し

、
そ

の
値
が
わ
か

る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
の
質

問
に
答
え
て

下
さ
い
。

3.
3.

1 
編

集
し

た
デ

ー
タ
項
目

を
少

な
く
と

も
１

つ
含

む
レ

コ
ー
ド
の

割
合
は

何
パ

ー
セ

ン
ト

で
す

か
。

__
__

_ 
3.

3.
2 
全

デ
ー

タ
項

目
の
何
パ

ー
セ

ン
ト
が

編
集

さ
れ
た

の
で

す
か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

3.
3.

3 
補

定
し

た
デ

ー
タ
項
目

を
少

な
く
と

も
１

つ
含
む

レ
コ

ー
ド
の

割
合

は
何
パ

ー
セ

ン
ト

で
す

か
。

__
__

_ 
3.

3.
4 
全

デ
ー

タ
項

目
の
何
パ

ー
セ

ン
ト
が

補
定

さ
れ
た

の
で

す
か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

3.
4.

  
開
示
回
避

こ
の

デ
ー
タ

に
対

し
て
ど
の

よ
う

な
開
示

回
避

の
テ
ク

ニ
ッ

ク
を
利

用
し

た
か
、

ま
た
、

な
ぜ

使
用
し

た
か
、

(も
し
あ

る
な

ら
)ど

う
か

詳
細
な
情

報
を

提
供
し

て
下

さ
い
。

想
定
さ
れ
る

技
術
：
セ
ル

の
秘
匿

(c
el

l s
up

pr
es

si
on

) 
誤
差

 (
no

is
e)

 
も
し
、
セ
ル

の
秘
匿

が
使

わ
れ
な
か
っ
た

ら
、
３

.４
.２

に
跳

ん
で
下
さ
い

。

3.
4.

1 
セ
ル
の

秘
匿

3.
4.

1.
2 
一

次
秘

匿
の

決
定
の

た
め

、
ど
の

よ
う

な
基
準

(ま
た
、

ど
の

よ
う

な
パ
ラ

メ
ー

タ
で

)を
使

い
ま
し
た

か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

 
も
し
、
セ
ン

サ
ス
の

デ
ー

タ
で
あ
れ
ば
、

３
.４

.１
.４

へ
跳
ん
で

下
さ
い
。

3.
4.

1.
3 
当

該
調

査
に

適
合

さ
せ

る
た
め
、

そ
の

基
準
は

ど
の

よ
う
に

採
用

さ
れ
た

の
で

す
か

?
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
4.

1.
4 
一

次
秘

匿
を
施
す

た
め

、
総
数
に

何
ら

か
の
保

護
を

か
け
ま

し
た

か
?

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
4.

1.
5 
一

次
秘

匿
の

決
定

と
各

一
次
秘
匿

に
必

要
な

総
数

の
保
護
に

先
立

っ
て
、

企
業

ご
と
に

事
業

所
を

(又
は

所
有

者
ご

と
に
農

場
を

)結
合

(名
寄
せ

)し
ま

し
た
か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
4.

1.
6 
セ

ル
の

秘
匿

を
実

施
す

る
際
に
、
キ

ー
と

な
る

項
目

を
選

び
ま

し
た
か

。
も

し
そ

う
な

ら
、
そ

れ
は

何

で
し

た
か
、

又
な

ぜ
で
す
か

。
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
4.

1.
7 
セ

ル
の

秘
匿

の
実

施
は

、
セ

ン
サ

ス
局

の
秘
匿

ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
に

よ
る
も

の
で

す
か

、
又

は
手

作
業

に

よ
る

も
の
で

す
か

。
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
秘
匿
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
に
よ

る
場
合
は

、
３

.４
.１

.９
に
跳
ん
で
下

さ
い
。

3.
4.

1.
8 
表

の
秘

匿
パ

タ
ー

ン
は

検
査
し
ま

し
た

か
?_

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

 
も
し
、
秘
匿

が
手
作
業
で

実
施
さ
れ
た
場

合
、
３

.４
.２

に
跳

ん
で
下
さ
い

。

5
6

3.
4.

1.
9 

(あ
る

か
ど

う
か
わ
か

り
ま

せ
ん
が

)何
ら

か
の
シ

ョ
ー

ト
カ
ッ

ト
を

使
っ
た

か
、

何
ら
か

の
パ

ラ
メ
ー

タ
ー

を
用
い

ま
し

た
か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
4.

1.
10

 秘
匿

を
手

作
業
で
除

去
し

た
も
の

は
あ

り
ま
す

か
。

__
__

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

も
し

そ
う
な

ら
、

な
ぜ

で
す

か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

も
し

そ
う
な

ら
、

そ
れ
を
置

き
換

え
る
た

め
、

他
の
も

の
を

ど
の
よ

う
に

選
ば
れ

る
の

で
す

か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

3.
4.

1.
11

 三
次

元
の

表
も
す
べ

て
検

査
し
ま

し
た

か
。

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
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範
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、
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特
別
な

タ
イ
プ
の
デ

ー
タ
の

取
扱
い
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3.
5.

1 
開
示
回

避
技
術
の

適
用
に
よ
っ
て
は

、
特
別
な
扱

い
を
必
要
と

す
る
デ
ー
タ
も

あ
り
ま
す
。
想
定
さ
れ
る

も
の
と
し
て

は
:

負
の
値
と
な

る
デ
ー
タ

ネ
ッ
ト

(正
味

)値
で
パ
ー
セ
ン

ト
に
変
換
し
た

デ
ー
タ

絶
対
値
デ
ー

タ
間
の
差

加
重
平
均
の
デ
ー
タ

特
別
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必
要
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し
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デ
ー
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何
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あ
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ま
し

た
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3.
6.

  
開

示
回
避

の
調

整

3.
6.

1 
こ

れ
は

特
別

集
計

(s
pe

ci
al

 ta
bu

la
tio

n)
で

す
か
。
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__
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し
、
「
い

い
え
」
な
ら

ば
、
３

.６
.３

に
跳
ん

で
下
さ
い
。

3.
6.

2 
複

数
の

秘
匿

パ
タ
ー
ン

が
相

互
に

解
き

明
か
さ
れ

な
い

こ
と
を

保
証
す

る
た

め
、

す
べ

て
の

秘
匿
は
、

同
じ

デ
ー
タ

・
セ

ッ
ト
か
ら

生
み

出
し
た

す
べ

て
の
表

の
中

で
調
整

さ
れ

な
け
れ

ば
な

り
ま
せ

ん
。

開
示

回
避
技

術
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え
ば

セ
ル

秘
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パ
タ

ー
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以
前
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れ
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基
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ら
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さ
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ま
し

た
か
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開

示
回
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え
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セ

ル
秘
匿
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タ
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 官庁統計の基本原則（仮訳）  
 
国連統計委員会は、 
  官庁統計情報は、経済、人口、社会及び環境分野における開発並びに世界中の国家・国民の間

の相互理解及び通商のための不可欠な基盤であることを銘記しつつ、 

  官庁統計情報に対する公衆からの信頼は、社会が自らを理解し、その構成員の権利を尊重する

ための基礎となる基本的な価値と原則の尊重に依存していることを銘記しつつ、 

  官庁統計の質、ひいては政府、経済界及び公衆の利用に供される情報の質は、統計の作成過程

において適切かつ信頼できる情報の提供に関して国民、企業及びその他の回答者の協力が得られ

ること、また、ユーザーのニーズを満たすためユーザーと統計作成者とが協力することに大いに

依存することを銘記しつつ、 

  各国間の比較を可能にする基準及び概念を設定するための、政府機関及び非政府機関の統計に

おける活動努力を想起しつつ、 

  国際統計協会（ISI）の専門家の倫理に関する宣言を想起しつつ、 

  1992 年４月 15 日に国連ヨーロッパ経済委員会（ECE）で採択された決議 C（47）が、普遍的意

義を持つとの意見を表明しつつ、 

  アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）の統計委員会によって基本原則の審査を付託された統計

専門家ワーキンググループが、1993年 11月にバンコクで開催された第 8回会合において、ECE版

に原則的に同意し、この原則がすべての国家にとって適切であることを強調したことに留意しつ

つ、 

  1994 年 3月にアジスアベバで開催されたアフリカの立案者・統計家・人口学者の第 8回合同会

議が、官庁統計の基本原則が普遍的意義を持つとしたことに留意しつつ、 

  この官庁統計の基本原則を採択する。 

 

１．官庁統計は、経済・人口・社会・環境の状態についてのデータを政府、経済界及び公衆に提

供することによって、民主的な社会の情報システムにおける不可欠な要素を構成している。こ

の目的のため、公的な情報利用に対する国民の権利を尊重するよう、政府統計機関は、実際に

役に立つ官庁統計を公正にまとめ、利用に供しなければならない。 

２．官庁統計への信頼を保持するために、統計機関は、科学の原理と専門家としての倫理を含む

厳密に専門的な見地から、統計データの収集、処理、蓄積及び公表の方法及び手続を決定する

必要がある。 

３．データの正しい解釈を促進するため、統計機関は、統計の情報源、方法及び手続に関する情

報を科学的基準に従って提示しなければならない。 

４．統計機関は、統計の誤った解釈及び誤用に関して意見を述べる権利を有する。 

５．統計を作成するためのデータは、統計調査又は行政記録などすべての種類のデータ源から入

手し得る。統計機関は、品質、適時性、費用及び報告負担の観点からデータ源を選定するべき

である。 

６．統計機関が統計作成のために収集した個別データは、自然人又は法人に関するものであるか

によらず、厳重に秘匿されなければならず、統計目的以外に用いてはならない。 

７．統計システムを運用するための法律、規則及び諸手続は、公にされなければならない。 

８．国内統計機関間の調整は、統計システムの一貫性及び効率性を達成するために不可欠である。 

９．国際的な概念、分類及び方法を各国統計機関が用いることは、官庁のすべてのレベルの統計

体系の整合性及び効率性を向上させる。 

10．統計における二国間及び多国間協力は、すべての国の官庁統計システムの 改善に寄与する。 

 

  （注）官庁統計の基本原則は、信頼される各国統計システムを確立し、維持していくための指

針として、1994 年 4月の国連統計委員会特別会合において採択されたものである。 
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調査票情報の提供実績 

 

（統計調査 

所管府省等名 

法第 33条第１号該当件数 

（公的機関への提供） 

法第 33条第２号該当件数 
  公的機関が行う統計作成と同等の公益性を 

有する統計の作成等を行う者への提供 

 統計の作成

等を行う場

合 

調査に係

る名簿の

作成を行

う場合 

 公的機関と
共同して行
う調査研究

に係る統計
の作成等を
行う者への

提供 

公的機関が
費用の全部
又は一部を

公募の方法
により補助
する調査研

究に係る統
計の作成等
を行う者へ

の提供 

国の行政機
関、地方公
共団体が政

策の企画、
立案、実施
又は評価に

有用である
と認める等
の統計の作

成等を行う
者への提供 

平成 21年度        

内閣府 0 - - 0 - - - 

総務省 233 217 16 12 1 11 0 

法務省 0 - - 0 - - - 

外務省 0 - - 0 - - - 

財務省 7 6 1 2 0 2 0 

文部科学省 113 113 0 1 1 0 0 

厚生労働省 1,080 1,076 4 35 3 32 0 

農林水産省 11 10 1 4 0 4 0 

経済産業省 662 651 11 0 - - - 

国土交通省 148 148 0 0 - - - 

環境省 0 - - 0 - - - 

防衛省 0 - - 0 - - - 

人事院 0 - - 0 - - - 

合計 2,254 2,221 33 54 5 49 0 

平成 22年度        

内閣府 0 0 0 1 0 0 1 

総務省 519 516 3 27 0 27 0 

法務省 0 - - 0 - - - 

外務省 0 - - 0 - - - 

財務省 10 9 1 2 0 2 0 

文部科学省 157 154 3 4 2 2 0 

厚生労働省 1,548 1,540 8 96 2 90 4 

農林水産省 7 7 0 2 0 2 0 

経済産業省 679 622 57 0 0 0 0 

国土交通省 55 55 0 1 1 0 0 

環境省 0 - - 0 - - - 

防衛省 0 - - 0 - - - 

人事院 0 - - 0 - - - 

合計 2,975 2,903 72 133 4 123 5 

注）各年度中に利用を開始したものの数であり、当該年度以前から継続して利用しているものは含まない。 
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（統計調査 

所管府省等名 

法第 33条第１号該当件数 

（公的機関への提供） 

法第 33条第２号該当件数 
  公的機関が行う統計作成と同等の公益性を 

有する統計の作成等を行う者への提供 

 統計の作成

等を行う場

合 

調査に係る

名簿の作成

を行う場合 

 公的機関と
共同して行
う調査研究

に係る統計
の作成等を
行う者への

提供 

公的機関が
費用の全部
又は一部を

公募の方法
により補助
する調査研

究に係る統
計の作成等
を行う者へ

の提供 

国の行政機
関、地方公
共団体が政

策の企画、
立案、実施
又は評価に

有用である
と認める等
の統計の作

成等を行う
者への提供 

平成 23年度        

内閣府 0 - - 0 - - - 

総務省 527 406 121 40 6 34 0 

法務省 0 - - 0 - - - 

外務省 0 - - 0 - - - 

財務省 11 10 1 3 0 3 0 

文部科学省 167 163 4 5 0 5 0 

厚生労働省 1,217 1,193 24 91 6 82 3 

農林水産省 18 16 2 7 6 1 0 

経済産業省 628 550 78 1 0 1 0 

国土交通省 79 79 0 1 0 1 0 

環境省 0 - - 0 - - - 

防衛省 0 - - 0 - - - 

人事院 0 - - 0 - - - 

合 計 2,647 2,417 230 148 18 127 3 

注）各年度中に利用を開始したものの数であり、当該年度以前から継続して利用しているものは含まない。 

 

 

（参考）旧統計法下における調査票情報の目的外利用の承認件数 

 

平成 20年度 平成 19年度 平成 18年度 

157 198 128 

注) １  平成 17年度以前の件数については記載を省略している。 

 ２ 上記の件数は、旧統計法において、総務大臣の承認が必要とされた指定統計調査に係る調査票の目的外

利用の件数であり、承認統計等に係る目的外利用の件数は含んでいない。 

 ３ 上記の件数は、外部への提供のほか、統計調査の実施者自らが調査票情報の目的外利用を行う場合の件

数も含んでいる。また、外部への提供についても、公的機関への提供と公的機関以外の者への提供を合わ

せた件数である。 

 ４ 複数の統計について、同一の告示で公示している場合には、統計ごとに計上しているため、本表の承認

件数は実際の告示件数より多くなっている。 

 ５ 同一の承認で複数の相手先へ提供する場合には、まとめて 1件として計上している。（なお、当該計上方

法と異なり、現行統計法下（平成 21年度以降）の提供件数は提供先ごとに計上したものである。） 
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（注２）

統計の作成
等

名簿 公的機関（１
号）

調査研究（２
号）

特別な事由
（３号）

総務省 528 407 121 40 6 34 0

国勢調査（※） 139 138 1 2 1 1 0

住宅・土地統計（※） 27 27 0 4 2 2 0

労働力調査（※） 55 55 0 1 0 1 0

小売物価統計（※） 29 29 0 0 0 0 0

家計調査（※） 11 11 0 4 0 4 0

科学技術研究調査（※） 6 5 1 0 0 0 0

就業構造基本調査（※） 5 5 0 5 1 4 0

全国消費実態調査（※） 7 7 0 12 1 11 0

全国物価統計（※） 1 1 0 0 0 0 0

社会生活基本調査（※） 0 0 0 7 1 6 0

経済センサス‐基礎調査（事業所・企業統計）（※） 242 123 119 2 0 2 0

サービス業基本調査 2 2 0 0 0 0 0

サービス産業動向調査 2 2 0 0 0 0 0

家計消費状況調査 2 2 0 0 0 0 0

全国単身世帯収支調査 0 0 0 1 0 1 0

貯蓄動向調査 0 0 0 2 0 2 0

財務省 11 10 1 3 0 3 0

法人企業統計（※） 11 10 1 3 0 3 0

文部科学省 167 163 4 5 0 5 0

学校基本調査（※） 153 152 1 0 0 0 0

学校保健統計（※） 2 1 1 2 0 2 0

社会教育調査（※） 3 2 1 0 0 0 0

学校教員統計（※） 5 5 0 0 0 0 0

全国イノベーション調査 0 0 0 3 0 3 0

体育・スポーツ施設現況調査 1 0 1 0 0 0 0

体力・運動能力調査 2 2 0 0 0 0 0

地方教育費調査 1 1 0 0 0 0 0

厚生労働省 1,217 1,193 24 91 6 82 3

人口動態調査（※） 755 753 2 29 6 23 0

毎月勤労統計（全国調査・地方調査）（※） 3 3 0 1 0 1 0

薬事工業生産動態統計（※） 36 36 0 0 0 0 0

医療施設調査（※） 52 52 0 5 0 4 1

患者調査（※） 7 7 0 6 0 6 0

賃金構造基本統計（※） 39 39 0 4 0 4 0

国民生活基礎調査（※） 43 23 20 12 0 11 1

21世紀出生児縦断調査 1 1 0 2 0 2 0

医師・歯科医師・薬剤師調査 54 54 0 2 0 2 0

医療扶助実態調査 0 0 0 1 0 1 0

医療給付実態調査 2 2 0 0 0 0 0

介護サービス施設・事業所調査 20 20 0 4 0 3 1

介護給付費実態調査 0 0 0 1 0 1 0

国民健康・栄養調査 49 49 0 4 0 4 0

雇用均等基本調査 0 0 0 2 0 2 0

雇用動向調査 1 1 0 1 0 1 0

社会医療診療行為別調査 0 0 0 5 0 5 0

社会福祉施設等調査 37 37 0 0 0 0 0

社会保障実態調査 0 0 0 3 0 3 0

社会保障生計調査 0 0 0 1 0 1 0

受療行動調査 0 0 0 2 0 2 0

循環器疾患基礎調査 0 0 0 2 0 2 0

全国家庭動向調査 0 0 0 1 0 1 0

地域保健・健康増進事業報告 19 19 0 0 0 0 0

中高年者縦断調査 0 0 0 2 0 2 0

派遣労働者実態調査 1 1 0 0 0 0 0

区分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注１）

33条第１号 33条第２号

（参考）　統計法第33条に基づく調査票情報の提供　（詳細）（平成23年度）
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（注２）

統計の作成
等

名簿 公的機関（１
号）

調査研究（２
号）

特別な事由
（３号）

区分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注１）

33条第１号 33条第２号

病院報告 49 49 0 0 0 0 0

福祉行政報告例 1 1 0 0 0 0 0

平成12年介護サービス世帯調査 0 0 0 1 0 1 0

労使関係総合調査（労働組合基礎調査） 47 45 2 0 0 0 0

労働争議統計 1 1 0 0 0 0 0

農林水産省 18 16 2 7 6 1 0

農林業センサス（※） 0 0 0 6 5 1 0

漁業センサス（※） 0 0 0 1 1 0 0

牛乳乳製品統計（※） 10 10 0 0 0 0 0

作物統計（※） 3 3 0 0 0 0 0

木材統計（※） 1 0 1 0 0 0 0

農業経営統計（※） 1 1 0 0 0 0 0

内水面漁業生産統計 3 2 1 0 0 0 0

経済産業省 628 550 78 1 0 1 0

工業統計（※） 460 401 59 0 0 0 0

経済産業省生産動態統計（※） 13 10 3 0 0 0 0

商業統計（※） 31 19 12 0 0 0 0

商業動態統計（※） 23 23 0 0 0 0 0

ガス事業生産動態統計（※） 1 1 0 0 0 0 0

特定サービス産業実態調査（※） 5 4 1 0 0 0 0

経済産業省特定業種石油等消費動態統計（※） 1 1 0 0 0 0 0

経済産業省企業活動基本調査（※） 25 25 0 0 0 0 0

エネルギー消費統計 1 1 0 0 0 0 0

知的財産活動調査 1 1 0 0 0 0 0

中小企業実態基本調査 1 1 0 1 0 1 0

特定サービス産業動態統計 6 3 3 0 0 0 0

非鉄金属等需給動態統計 1 1 0 0 0 0 0

海外事業活動基本調査 6 6 0 0 0 0 0

工場立地動向調査 53 53 0 0 0 0 0

国土交通省 79 79 0 1 0 1 0

港湾調査（※） 1 1 0 0 0 0 0

建築着工統計（※） 4 4 0 0 0 0 0

建設工事受注動態統計（※） 1 1 0 0 0 0 0

法人土地統計（※） 1 1 0 0 0 0 0

空家実態調査 2 2 0 0 0 0 0

住生活総合調査（住宅需要実態調査） 13 13 0 0 0 0 0

住宅市場動向調査 3 3 0 0 0 0 0

全国貨物純流動調査 3 3 0 0 0 0 0

全国都市交通特性調査 6 6 0 0 0 0 0

大都市交通センサス 2 2 0 1 0 1 0

東京都市圏パーソントリップ調査 13 13 0 0 0 0 0

中京都市圏パーソントリップ調査 2 2 0 0 0 0 0

京阪神都市圏パーソントリップ調査 8 8 0 0 0 0 0

宿泊旅行統計調査 17 17 0 0 0 0 0

旅行・観光消費動向調査 2 2 0 0 0 0 0

訪日外国人消費動向調査 1 1 0 0 0 0 0

合　計 2,648 2,418 230 148 18 127 3

（参考）　内訳（提供先）

国 194 153 41 4 1 3 0

地方公共団体 2,344 2,169 175 2 1 1 0

大学 39 38 1 119 10 107 2

独法等その他 71 58 13 23 6 16 1

注）１　区分欄の統計調査名の末尾に「（※）」を付した統計は、基幹統計であることを示す。

　  ２　・「公的機関（1号）」は、統計法施行規則第９条第１号（公的機関と共同して行う調査研究に係る統計の作成等）に該当するものを示す。

　  　　・「特別な事由（３号）」は、統計法施行規則第９条第３号（国の行政機関、地方公共団体が政策の企画、立案、実施又は評価に有用であると認める統計の
　　　  　作成等その他特別な事由があると認める統計の作成等）に該当するものを示す。

　  　　・「調査研究（２号）」は、統計法施行規則第９条第２号（公的機関が費用の全部または一部を公募の方法により補助する調査研究に係る統計の作成等）
　　　    に該当するものを示す。
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（平成23年度末現在）

（１）オーダーメード集計の対象統計調査

統計調査名 提供対象 統計調査数
年次単位の
提供数

統計調査数
年次単位の
提供数

統計調査数
年次単位の
提供数

1 5 3 12 3 16

法人企業景気予測調査（財務省と共管） 平成16年４－６月期以降の各調査期 1 5 1 6 1 7

企業行動に関するアンケート調査 平成18年度～平成22年度 0 0 1 3 1 5

消費動向調査 平成19年度～平成22年度 0 0 1 3 1 4

1 4 8 36 8 52

国勢調査 平成２年、７年、12年、17年 1 4 1 4 1 4

労働力調査
平成元年１月～平成22年12月
（月次調査） 0 0 1 20 1 22

家計消費状況調査
平成14年１月～平成22年12月
（月次調査） 0 0 1 2 1 9

住宅・土地統計調査 平成５年、10年、15年、20年 0 0 1 2 1 4

就業構造基本調査 平成４年、９年、14年、19年 0 0 1 2 1 4

社会生活基本調査 平成３年、８年、13年、18年 0 0 1 1 1 4

家計調査
平成17年１月～平成20年12月
（月次調査） 0 0 1 4 1 4

全国消費実態調査 平成16年 0 0 1 1 1 1

1 5 2 33 2 35

法人企業景気予測調査（内閣府と共管） 平成16年４－６月期以降の各調査期 1 5 1 6 1 7

年次別法人企業統計調査 昭和58年度以降の各調査年度 0 0 1 27 1 28

1 1 1 2 1 3

学校基本調査 平成20年度～22年度 1 1 1 2 1 3

1 1 3 4 5 9

賃金構造基本統計調査 平成18年～20年 1 1 1 2 1 3

人口動態調査（出生票、死亡票） 平成19年、20年 0 0 1 1 1 2

毎月勤労統計調査（特別調査） 平成21年、22年 0 0 1 1 1 2

医療施設（静態）調査 平成20年 0 0 0 0 1 1

患者調査 平成20年 0 0 0 0 1 1

2 3 3 5 3 6

農林業センサス 平成17年、22年 1 1 1 1 1 2

漁業センサス 平成15年、20年 1 2 1 2 1 2

海面漁業生産統計調査 平成19～20年 0 0 1 2 1 2

0 0 0 0 1 3

経済産業省企業活動基本調査
平成20年度調査～22年度調査（19年度実
績～21年度実績） 0 0 0 0 1 3

0 0 1 1 1 2

建築着工統計調査
平成21年4月～平成23年3月
（月次調査） 0 0 1 1 1 2

6 14 20 87 23 119

1 5 1 6 1 7

短観（全国企業短期経済観測調査） 平成16年3月調査以降の各調査期 1 5 1 6 1 7

（２）　匿名データの対象統計調査

統計調査名 提供対象 統計調査数
年次単位の
提供数

統計調査数
年次単位の
提供数

統計調査数
年次単位の
提供数

4 13 4 13 5 33

全国消費実態調査 平成元年、６年、11年、16年 1 4 1 4 1 4

社会生活基本調査 平成３年、８年、13年、18年 1 3 1 3 1 4

就業構造基本調査 平成４年、９年、14年 1 3 1 3 1 3

住宅・土地統計調査 平成５年、10年、15年 1 3 1 3 1 3

労働力調査
平成元年１月～平成19年12月
（月次調査） 0 0 0 0 1 19

0 0 0 0 1 1

国民生活基礎調査 平成16年 0 0 0 0 1 1

4 13 4 13 6 34

経済産業省

国土交通省

(参考)

日本銀行

厚生労働省

平成22年度
府省名

内閣府

総務省

財務省

文部科学省

平成21年度

計

計

府省名
平成22年度

オーダーメード集計及び匿名データの利用可能統計調査

総務省

厚生労働省

注）共管調査（複数の府省が共同で行う調査）については、共管の府省にそれぞれ計上しているため、各府省ごとの件数と合計は一致しない。

農林水産省

平成21年度

平成23年度

平成23年度
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（平成23年度末現在）

（１）オーダーメード集計の提供実績

21年度 22年度 23年度 累　計

0 1 0 1

法人企業景気予測調査（財務省と共管） 0 1 0 1

企業行動に関するアンケート調査 0 0 0

消費動向調査 0 0 0

4 9 9 22

国勢調査 4 8 2 14

労働力調査 1 0 1

家計消費状況調査 0 0 0

住宅・土地統計調査 0 4 4

就業構造基本調査 0 0 0

社会生活基本調査 0 1 1

家計調査 0 1 1

全国消費実態調査 0 1 1

0 1 0 1

法人企業景気予測調査（内閣府と共管） 0 1 0 1

年次別法人企業統計調査 0 0 0

0 1 0 1
文部科学省

財務省

オーダーメード集計及び匿名データの提供実績

内閣府

総務省

提供件数
統計調査名府省名

資料１１

学校基本調査 0 1 0 1

0 0 1 1

賃金構造基本統計調査 0 0 0 0

人口動態調査 0 1 1

毎月勤労統計調査（特別調査） 0 0 0

医療施設（静態）調査 0 0

患者調査 0 0

0 0 0 0

農林業センサス 0 0 0 0

漁業センサス 0 0 0 0

海面漁業生産統計調査 0 0 0

0 0 0

経済産業省企業活動基本調査 0 0

1 0 1

建築着工統計調査 1 0 1

4 12 10 26

注）共管調査（複数の府省が共同で行う調査）については、共管の府省にそれぞれ計上しているため、各府省ごとの件数と合計は一致しない。

　　利用目的は全て学術研究目的である。

合　　計

文部科学省

厚生労働省

農林水産省

経済産業省

国土交通省
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（２）匿名データの提供実績

21年度 22年度 23年度 累　計

20 38 31 89

学術研究目的 18 36 28 82

高等教育目的 2 2 3 7

全国消費実態調査 6 17 12 35

学術研究目的 5 17 10 32

高等教育目的 1 0 2 3

社会生活基本調査 10 9 16 35

学術研究目的 9 9 15 33

高等教育目的 1 0 1 2

就業構造基本調査 7 10 7 24

学術研究目的 5 8 6 19

高等教育目的 2 2 1 5

住宅・土地統計調査 0 6 1 7

学術研究目的 0 6 0 6

高等教育目的 0 0 1 1

労働力調査 0 0

学術研究目的 0 0

高等教育目的 0 0

2 2

学術研究目的 2 2
高等教育目的 0 0

国民生活基礎調査 2 2

学術研究目的 2 2

高等教育目的 0 0

20 38 33 91

学術研究目的 18 36 30 84

高等教育目的 2 2 3 7

21年度 22年度 23年度 累　計

合　計（重複調整なし） 23 42 38 103
学術研究目的 19 40 33 92

高等教育目的 4 2 5 11

統計調査名

合　計

府省名
提供件数

提供件数

（参考）重複を調整しない場合の合計

注）　1件の申出で複数の統計調査に係る匿名データの提供を受け付けているものがあるため、合計は一致しない。

総務省

厚生労働省
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オーダーメード集計及び匿名データを利用した研究事例 

平成 24年７月 20日現在 

 

以下は、利用者の同意を得た上で、統計センターホームページに掲載されているものの一覧である。 

 

（１）オーダーメード集計を利用した研究事例 

 

（注）公表の欄に「○」を記入している研究は、研究成果（論文等）をホームページ上で公表済みのものであり、無記入の研究

は、現在分析中のものである。（掲載ＵＲＬは、統計センターホームページ(http://www.nstac.go.jp/services/jisseki.html)

参照） 

 

統計調査名 研究等の名称 利用者の所属・氏名 公表 

（総務省）    

国勢調査 エリア・サンプリングにおける問題点 
埼玉大学 
氏家 豊 

○ 

国勢調査 地域別経済指標に基づくＳＤモデルの開発 

静岡大学 
上藤 一郎 
浅利 一郎 
山下 隆之 
高瀬 浩二 

○ 

国勢調査 
仕事と子育ての両立における保育所アクセシビリ
ティの重要性に関する研究 

東京大学空間情報科学研
究センター 
 河端 瑞貴 

 

国勢調査 

在日外国人の仕事－2000 年国勢調査データの分析
から－ 

 
家族・ジェンダーからみる在日外国人－2000 年国
勢調査データの分析から－ 

 
在学率と通学率から見る在日外国人青少年の教育
－2000年国勢調査データの分析から－  

徳島大学 
樋口 直人 

○ 
 
 
○ 
 
 
○ 

国勢調査 配偶関係に着目した住宅事情の実態分析 
神戸大学 
川田 菜穂子 

 

国勢調査 
京阪神大都市圏における就業者の時空間分布推定
に関する研究 

京都大学 
木全 淳平 

 

国勢調査 外国人労働と日本の経済成長 
一橋大学経済研究所 
深尾 京司 
牧野 達治 

 

全国消費実態調査 
新・家計消費論 
－高齢層が支える都市部消費－ 

公益財団法人 
総合研究開発機構  

○ 
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（２）匿名データを利用した研究事例 

 

（注）公表の欄に「○」を記入している研究は、研究成果（論文等）をホームページ上で公表済みのものであり、無記入の研究

は、現在分析中のものである。（掲載ＵＲＬは、統計センターホームページ参照） 

 

統計調査名 研究等の名称 利用者の所属・氏名 公表 

（総務省）    

住宅・土地統計調査 地域住宅市場における公的住宅・施策の役割と機
能 

大阪市立大学 
多治見 左近 

 

住宅・土地基本調査  
全国消費実態調査 

持家所得における既婚女性の就業の役割 神戸大学 
平山 洋介 

○ 

住宅・土地基本調査  
全国消費実態調査 

社会格差に関する日英比較－所得・資産の国際・
地域比較を中心に－ 

【研究代表者】 
立命館大学 
 中谷 友樹 

 

全国消費実態調査 
消費者のライフスタイル・世帯属性と消費行動の
関係及びそこからの環境負荷に関する研究 

立命館大学 
吉川 直樹 

 

全国消費実態調査 
社会生活基本調査 

消費者行動のライフサイクル CO2排出解析 
産業技術総合研究所 
井原 智彦 

 

全国消費実態調査 若年層のモビリティパターンの変化 
名古屋大学 
山本 俊行 

 

全国消費実態調査 年齢階級別所得格差の要因分解に関する研究 
北海学園大学 
木村 和範 

 

全国消費実態調査 消費と資産の格差と所得の不確実性に関する研究 
シンガポール大学 
山田 憲 

 

全国消費実態調査 
低所得者、生活困窮者の実態把握及び支援策の在
り方に対する調査研究 

【研究代表者】 
慶應義塾大学 
 駒村 康平 

 

全国消費実態調査 家計における消費税負担に関する研究  
一橋大学経済研究所 
高山 憲之 

 

全国消費実態調査 
日本の高齢化とその財政問題やマクロ経済へのイ
ンプリケーション 

大阪大学 
山田 浩之 

 

全国消費実態調査 
財政・社会保障政策と所得分配・少子化の関連性
に関する調査研究 

日本経済研究センター研
究本部 
研究開発グループ 

 

全国消費実態調査 
高齢化と貯蓄率低下の関連性－日本の家計調査ミ
クロデータによる分析－ 

富山大学 
ﾓｳﾞｼｭｸ ｵﾚｸｻﾝﾀﾞｰ 

 

就業構造基本調査 

若者の有業・無業状態における属性の考察 

 
女性の働き方と少子化に関する考察 

東海大学 
小崎 敏男 

○ 

 
○ 

就業構造基本調査 
税負担と労働供給 
－「日本労働研究雑誌」No.605 2010.12 － 

慶應義塾大学 
別所 俊一郎 

○ 

就業構造基本調査 
産業／職業構造の変化と所得格差の拡大に関する
研究 

関西学院大学 
長松 奈美江 

 

就業構造基本調査 自営業への移行の要因と成功条件に関する研究 
一橋大学 
岡室 博之 
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就業構造基本調査 
男性所得の格差及び貧困層の拡大が女性の結婚行
動に与える効果 

神戸大学 
佐々木 昇一 

 

就業構造基本調査 
平成 22 年度一橋大学大学院経済学研究科「演習」
（労働経済学Ⅰ） 

一橋大学 
川口 大司 

 

就業構造基本調査 
日本における女性事務職の就業分析－男女雇用機
会均等法施行による変化―  

国際短期大学 
寺村 絵里子 

 

就業構造基本調査 
就業形態・学歴・世帯構成と所得格差に関する研
究 

大阪大学社会経済研究所 
大竹 文雄 

日本経済研究センター 
伊藤 由樹子 

 

就業構造基本調査 定年前後の移動に関する研究 
明治大学 
永野 仁 

 

社会生活基本調査 個人・世帯属性と行楽・観光旅行行動の関係 
帝京大学 
大林 千一 

○ 

社会生活基本調査 
世帯内における構成員間の同一・非同一行動に関
する生活時間研究 

中央大学 
坂田 幸繁 

 

社会生活基本調査 
世帯属性と就業行動および生活行動・生活時間配
分に関する実証研究 

明海大学 
伊藤 伸介 

 

社会生活基本調査 
社会地域でのボランティア活動の規定要因と学習
の効果に関する研究 

東京大学 
佐藤 智子 

 

社会生活基本調査 
社会関係資本（Social capital）の形成と経済的
条件 

西南学院大学 
山村 英司 

 

社会生活基本調査 就業者における曜日別生活時間配分に関する研究 
北海学園大学 
水野谷 武志 

 

社会生活基本調査 消費者の購買行動に関する研究 
群馬大学 
樋田 勉 

 

社会生活基本調査 余暇活動の変化構造に関する研究 
(財)日本交通公社 
黒須 宏志 

 

社会生活基本調査 

生活行動からみる高齢者の行動特性について－社
会生活基本調査の匿名データを用いて－ 

 

 

子供のいる世帯における夫と妻の２次活動時間の
差異について－社会生活基本調査の匿名データを
用いて－ 

 

趣味・娯楽活動の時間について 

(公財)統計情報研究開発
センター 

中村 華津子、 

坂部裕美子 

 

古市 耕一郎 

 

 

 

村田 磨理子 

○ 
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二次的利用に関する要請等への対応状況 

       （平成 24年 7月 25日現在） 

要請等の内容 現状 

●公的統計の整備に関する基本的な計画、内閣府統計委員会 関係  

公的統計の整備に関する

基本的な計画 

（平成 21 年３月 13 日閣

議決定） 

別表 今後５年間に講ずべき具体的施策 

４ 統計データの有効活用の推進 

 

(1) オーダーメード集計、匿名データの作成及び提供 

（提供対象調査の拡大） 

二次的利用が可能な統計調査について、平成 23年度末において 29（オーダーメード集

計 23、匿名データ６）となっており、制度開始当初の 10（オーダーメード集計６、匿名

データ４）から約３倍に増加した。 

また、年次単位では、制度開始当初の 27（オーダーメード集計 14、匿名データ 13）か

ら 153（オーダーメード集計 119、匿名データ 34）に大幅に増加した。 

今後もニーズを踏まえ、技術的に可能な統計から順次拡大を図る必要がある。 

 

（オンサイト利用） 

 大学と連携し、セキュリティ対策などの所要の技術要件等について検証する取組を行

っている。当該取組の成果を踏まえ、今後、オンサイト利用に係る環境の整備等（所要

の技術要件や制度上の位置付け等を明確にするためのガイドラインの整備等）について

検討する必要がある。 

 

（統計データ・アーカイブ） 

 統計データ・アーカイブの整備に関する国内外の政府統計機関等による取組事例を調

査した。 

実施主体や収集するデータの範囲、ニーズやコスト等の課題について、引き続き検討

を行う必要がある。 

 

（二次的利用の在り方（利用目的の範囲等）に関する検討） 

二次的利用の目的範囲については、統計法令の定めるところにより、公益目的に限定

されている。 

統計データの二次的利用に関するシンクタンク等の民間におけるニーズや諸外国にお

ける類似制度等についての状況把握を実施したところ。 

利用目的の範囲等、二次的利用の在り方については、個人・企業の秘密保護に欠ける

ことにならないことを前提に、国民の不安を生じさせることのないよう配慮しつつ、慎

重に検討する必要がある。（具体的取組事項：e-Statの充実、擬似ミクロデータの研究等） 

 

（利用手続の改善） 

統計データの二次的利用に係る各種ガイドラインを平成 23年 3月に改正し、オーダー

メード集計及び匿名データの利用の要件である研究成果の公表方法を簡素化したとこ

ろ。 

また、調査票情報の利用手続について、継続的に行われる統計調査について、一度の

申請で将来実施予定の年次分も含めて提供可能とする等の改善を図ったところ。 

引き続き、ニーズの把握に努め、秘密の保護について国民の不安を生じさせることの

ないよう配慮しつつ、ガイドラインの改正等の要否について検討を行う必要がある。 

○ 秘密の保護に配慮しつつ、二次的利用に関する以下の取組を実施する。 

（略） 

・ 二次的利用のニーズや統計リソースの拡大状況を踏まえながら、サービスの拡大

を図る。 

（略） 

○ 総務省は、利用者が行政機関等の指定する場所及び機器により調査票情報を利用す

る方法であるオンサイト利用について検討する。 

（担当府省：各府省、実施時期：平成 21年度から実施する。） 

 

(2) 統計データ・アーカイブの整備 

ア 統計データ・アーカイブの整備（平成 25年度までに結論） 

○ 統計データ・アーカイブの整備に向け、以下の取組を実施する。 

・ 各府省、統計センター、学会等の協力を得て、検討会議を設置し、統計データ・

アーカイブの整備・運用方法、保有すべき機能、対象データの範囲や保存方法を検

討し、結論を得る。 

・ 調査票情報の提供、オーダーメード集計並びに匿名データの作成及び提供の将来

の在り方についても併せて検討し、結論を得る。 

（担当府省：総務省、実施時期：平成 25年度までに結論を得る。） 

 

平成21年度統計法施行状

況報告に関する審議結果

報告書 

（平成 22 年９月 30 日内

閣府統計委員会） 

・ 総務省は、国民からの理解が得られる範囲において、二次的利用を一層推進する観

点から、二次的利用の利用目的の範囲について検討を行う必要がある。 

 

・ 各府省は、法第 33 条に基づく調査票情報の利用について、ガイドラインに準拠し

て適切な運用を確保する必要がある。また、総務省はオンサイト利用についての検討

を進める際に法第 33条に基づく調査票情報の利用の手続の簡素化の検討を行う。 

 

平成22年度統計法施行状

況報告に関する審議結果

報告書 

（平成 23 年９月 22 日内

閣府統計委員会） 

・ 各府省は、今後、利用者のニーズを踏まえ、二次的利用の対象となる統計調査につ

いて順次拡大していく必要がある。 

また、秘密の保護等を確保しつつ、現在、調査実施後一定期間を置いて作成してい

る匿名データについて、その期間を短縮することや、長期にわたる過去のデータを二

次的利用の対象としていくことが必要である。 
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 ・ 総務省は、国民からの理解が得られる範囲において、二次的利用を一層推進する観

点から、二次的利用の利用目的の範囲について検討を行う必要がある。 

 

 

（適切な運用管理、国民理解の確保） 

調査票情報の適正な管理を通じた国民の信頼確保のため、「調査票情報の管理等に関す

るガイドライン」を見直して、平成 23年 3月に「調査票情報等の管理及び情報漏えいの

等の対策に関するガイドライン」として策定し、所要の周知期間を経て同年 10月から実

施した。 

 

 ・ 各府省は、二次的利用に対する制度、手続、二次的利用可能な統計調査の周知を図

る必要がある。また、情報管理について利用者側の意識向上に努める。 

 

・ 各府省は、利用手続について、利用者のニーズを把握し改善に努める。 

 

・ 各府省は、法第 33 条に基づく調査票情報の利用について、ガイドラインに準拠し

て適切な運用を確保する必要がある。また、総務省はオンサイト利用についての検討

を進める際に当該調査票情報の利用に係る手続の簡素化の検討を行う。 

 

●高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（IT戦略本部） 関係  

新たな情報通信技術戦略 

（平成 22 年５月１日 IT

戦略本部決定） 

Ⅲ．分野別戦略 

 １．国民本位の電子行政の実現 

  （２）オープンガバメント等の確立 

【重点施策】 

行政が保有する統計・調査などの情報について、回答者の個人情報を保護する観点か

ら、個人が特定できない形に情報の集約化・匿名化を行い、それらを原則としてすべて

２次利用可能な形でインターネットで容易に入手し、活用できるようにすることによ

り、新事業の創出を促進する。 

【具体的取組】 

行政機関が保有する地理空間情報、統計調査等に係る情報について、個人が特定でき

ない形に情報の集約化・匿名化を行うなど、個人情報・プライバシー保護の対策を講じ

つつ、その一層の活用を推進する。【内閣官房、総務省、国土交通省、経済産業省】 

（オンライン提供等） 

「統計調査等業務の業務・システム最適化計画」（平成 18年 3月 31日各府省情報化統

括責任者（CIO）連絡会議決定）に基づき、政府統計を一元的に提供する政府統計の総合

窓口（e-Stat）を運用し、インターネットを通じてワンストップで統計表を入手できる

ようになっている。 

利用者のニーズを踏まえ、公表されるクロス集計や地域別データの充実、ＧＩＳ機能

の強化等、今後、e-Statの充実を更に図る必要がある。 

また、オーダーメード集計、匿名データのオンラインによる提供については、情報セ

キュリティ・匿名化技術、費用対効果等に配慮しつつ、引き続き検討する必要がある。 

なお、オーダーメード集計については、集計結果の電子メールでの提供を既に実施し

ている。 

 

（二次的利用の在り方（利用目的の範囲等）に関する検討） 

二次的利用の目的範囲については、統計法令の定めるところにより、公益目的に限定

されている。 

統計データの二次的利用に関するシンクタンク等の民間におけるニーズや諸外国にお

ける類似制度等についての状況把握を実施したところ。 

利用目的の範囲等、二次的利用の在り方については、個人・企業の秘密保護に欠ける

ことにならないことを前提に、国民の不安を生じさせることのないよう配慮しつつ、慎

重に検討する必要がある。（具体的取組事項：e-Statの充実、擬似ミクロデータの研究等） 

 

（利用手続の改善） 

統計データの二次的利用に係る各種ガイドラインを平成 23年 3月に改正し、オーダー

メード集計及び匿名データの利用の要件である研究成果の公表方法を簡素化したとこ

ろ。 

また、調査票情報の利用手続について、継続的に行われる統計調査について、一度の

申請で将来実施予定の年次分も含めて提供可能とする等の改善を図ったところ。 

引き続き、ニーズの把握に努め、秘密の保護について国民の不安を生じさせることの

ないよう配慮しつつ、ガイドラインの改正等の要否について検討を行う必要がある。 

 

新たな情報通信技術戦略

工程表 

（平成 22年６月 22日 IT

戦略本部決定） 

１．（２）ⅱ）行政機関が保有する情報の活用 

短期（2010年、2011年） 

行政が保有する情報を洗い出し、活用策を検討する。情報の活用に必要な制度整備、

課題の解決、技術開発等を行う。 

 

総務省：統計調査票情報活用にあたっての統計調査票情報活用制度の見直し 

 

中期（2012年、2013年） 

情報の活用を進め、匿名化技術を活用しつつ提供サービスの拡大を図る。 

 

総務省：統計調査票情報活用制度の見直し（継続）、必要な法令改正等 

 

新たな情報通信技術戦略

工程表（改訂） 

（平成 23 年８月３日 IT

戦略本部決定） 

１．（２）ⅱ）行政機関が保有する情報の活用 

【今後の取組】 

短期（2011年） 

行政が保有する情報を洗い出し、活用策を検討する。情報の活用に必要な制度整備、

課題の解決、技術開発等を行う。 
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総務省：統計調査票情報の二次的利用制度見直しの検討・結論。 

 

中期（2012年、2013年） 

情報の活用を進め、匿名化技術を活用しつつ提供サービスの拡大を図る。 

 

総務省：統計調査票情報の二次的利用制度見直しの検討・結論（継続）、必要な法令

改正等。 

 

（匿名化技術） 

匿名化技術については、各府省が既に一定の技術を開発して活用してきており、最終

的には統計委員会で検討されることとなっている。 

 

（適切な運用管理、国民理解の確保） 

調査票情報の適正な管理を通じた国民の信頼確保のため、「調査票情報の管理等に関す

るガイドライン」を見直して、平成 23年 3月に「調査票情報等の管理及び情報漏えいの

等の対策に関するガイドライン」として策定し、所要の周知期間を経て同年 10月から実

施した。 

 

（オンサイト利用） 

 大学と連携し、セキュリティ対策などの所要の技術要件等について検証する取組を行っ

ている。当該取組の成果を踏まえ、今後、オンサイト利用に係る環境の整備等（所要の技

術要件、制度上の位置付け等を明確にするためのガイドラインの整備等）について検討す

る必要がある。 

新たな情報通信技術戦略

工程表（改訂） 

（平成 24 年７月４日 IT

戦略本部決定） 

【今後の取組】 

 2012年度、2013年度 

○情報の活用を進め、匿名化技術を活用しつつ提供サービスの拡大を図る。 

 総務省：研究会等での調査票情報の二次的利用制度見直しの検討・結論（継続）、必

要な法令改正等。 

 

情報通信技術利活用のた

めの規制・制度改革に関

する対処方針 

（平成 23 年８月３日 IT

戦略本部決定） 

（政府統計データの活用） 

総務省及び各統計所管府省は、正確な統計情報を得ることを第一としつつ、政府の保

有する統計情報の二次的利用を推進する方策を早期に検討・実施する。＜平成 23 年度

中に検討、結論＞ 

なお、検討にあたって考慮すべきポイントは以下のとおりとする。 

○ 二次的利用の目的範囲を、学術目的以外にも拡大（総務省） 

○ 二次的利用できる統計数の増加、例えば、匿名化の技術的難易度が低いオーダーメ

ード集計や匿名度の高い匿名データなど、できるものから順次提供を開始。（各統計

所管府省） 

○ 匿名化技術の開発（各統計所管府省） 

○ 二次的利用拡大に伴うトラブル発生を想定した事後対策の整備含む二次的利用に

対する国民の不安解消、理解増進（総務省） 

○ 二次的利用申出手続きの簡素化、データ提供の迅速化（総務省、各統計所管府省） 

○ オーダーメード集計、匿名データのオンラインによる提供（総務省で制度設計、各

統計所管府省で実施） 

○ 安全性の確保を鑑みつつ、オンサイトでオンデマンド加工を可能とする環境を整え

てオンデマンド集計を可能にする。（総務省） 

 

（注）内閣官房ＩＴ担当室への聞き取りに基づく補足説明 

サービスの提供機関側が準備したセキュリティ対策が講じられた施設を匿名データの利

用者に提供し、匿名データを用いた集計作業をその施設内に限定して自由に集計作業をさ

せるといったサービスを想定している（匿名データのオンサイト利用施設での利用）。 
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電子行政オープンデータ

戦略（平成 24年 7月 4日 

ＩＴ戦略本部決定） 

第３ 基本的な方向性  

１ 基本原則 

我が国において公共データの活用の取組を進めるに当たり、次の①から④までを基

本原則とする。 

① 政府自ら積極的に公共データを公開すること 

② 機械判読可能な形式で公開すること 

③ 営利目的、非営利目的を問わず活用を促進すること 

④ 取組可能な公共データから速やかに公開等の具体的な取組に着手し、成果を確実

に蓄積していく 

 

これらの基本原則に則って取組を推進するに当たり、国民・企業等の具体的な公共

データの活用ニーズ、プライバシー情報等機微情報の取扱い、さらには、必要となる

業務プロセスの見直しやそれに伴う事務負担、それらを踏まえた費用対効果等につい

て十分に検討を行うものとする。 

また、取組可能な公共データから速やかに公開等の具体的な取組に着手し、成果を

着実に蓄積するとともに、並行して、それらの取組や後述する各種施策等による成果

を基に、公共データ活用のための環境整備を進め、随時、取組へのフィードバックを

図る。 

 

２．取組対象とする 公共データ 

政府が保有するデータ（安全保障に関する情報等公開に適さないを除く。）につい

て率先し取組を推進し、独立行政法人地方公共団体、公益企業等の取組に波及させて

いくものとする。 

また、東日本大震災の教訓を踏まえ、緊急時に有用と考えられる公共データについ

ては早期に取組を進めておくことが重要である。 

 

二次的利用の目的範囲については、統計法令の定めるところにより、公益目的に限定

されている。 

統計法の趣旨に則り、統計調査により得られた個人情報については、安全保障に関す

る情報と同様、公開に適さない情報であることをＩＴ戦略本部事務局から確認している。 

 

●その他 （「国民の声」） 関係  

「国民の声」規制・制度

改革集中受付に提出され

た提案等への対処方針 

（平成23年４月８日閣議

決定） 

【政府統計情報の二次活用の促進】 

統計調査情報の利用拡大が図れるよう、オーダーメード集計や匿名データの作成・提

供について、目的外利用に対する国民の理解の確保、匿名化技術の確立及び検証、費用

負担の調整等の課題について検討を開始し、結論を得る。（平成 23年度検討開始・平成

24年度結論） 

オーダーメード集計及び匿名データについて、ホームページやパンフレットによる広

報、学会等での広報を実施しているところ。 

匿名化技術については、各府省が既に一定の技術を開発して活用してきており、最終

的には統計委員会で検討されることとなっている。 

オーダーメード集計及び匿名データの利用者は、統計法令の定めるところにより、実

費を勘案して定められる手数料を納めなければならないとされている。費用負担の調整

等の課題については、必要に応じ今後検討を行う。 

（注） 平成 24年７月 25日に総合特区（先駆的取組を行う実現可能性の高い区域に国と地域の政策資源を集中するもので、規制の特例措置、税制・財政・金融上の支援措置が総合的に実施される。）の

指定が行われ、指定を受けたものの中に、鳥取県が申請主体となっている「鳥取発次世代社会モデル創造特区」が含まれている。 

当該特区においては、規制の特例措置として、「公益性の高い取組に対する調査票情報の提供に係る要件緩和」が提案されているが、当該規制の特例措置の要否も含め、その具体的内容や必要性

についての協議は今後行われることとなっている。 
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「統計データ・アーカイブの整備に関する調査研究報告書」の概要 

（三菱総合研究所委託調査研究） 

 

（１）調査研究の目的 

  「公的統計の整備に関する基本的な計画」（平成 21年３月 13日閣議決定）におい

て、統計データ・アーカイブの整備に向け、総務省において、統計データ・アーカイ

ブの整備・運用方法、保有すべき機能等を検討し、平成 25年度までに結論を得るこ

とと規定された。また、「新たな情報通信技術戦略」（平成 22年５月 11日高度情報通

信ネットワーク社会推進戦略本部決定）においても、行政機関が保有する統計調査に

係る情報について、個人が特定できない形に情報の集約化・匿名化を行うなど、個人

情報・プライバシー保護の対策を講じつつ、その一層の活用を推進することが求めら

れている。 

  これらを踏まえ、総務省を中心とした政府全体における今後の検討のための基礎資

料を得ることを目的に、総務省が三菱総合研究所に委託して、本調査研究を実施した。 

 

（２）調査実施時期 

  平成 23年８月～11月 

 

（３）調査実施機関 

  株式会社三菱総合研究所（総務省が委託） 

 

（４）調査対象機関 

・ アメリカセンサス局  ・ アメリカ国立保健統計センター 

・ カナダ統計局  ・ イギリス国家統計局 

・ ドイツ連邦統計局  ・ オランダ統計局 

・ スウェーデン統計局   ・ オーストラリア統計局 

・ ニュージーランド統計局 ・ 韓国統計庁 

  

資料１５ 
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（５）調査結果の概要 

 

① 提供情報の元データ・形態 

 

調査対象となった 10機関において提供する情報の元データについては、表１

のとおり、３種類に分類することができた。 

 

表１ 提供情報の元データ 

元データの種類 内容 

調査票レベル情報 調査客体を直接識別できる情報（名前、住所等）

を削除した程度のレベルの情報。 

匿名データ 直接識別できる情報の削除に加え、間接的に識

別できる情報に対しても、削除・グルーピング

等の秘匿処理を行った情報。 

パブリックユースファイル 匿名データの秘匿処理に加え、パータベーショ

ン（※１）、スワッピング（※２）等により、架

空のデータとなるような大幅な加工処理を行っ

た情報。 

※１ パータベーション：調査票情報のデータをゆらぎ（ノイズ：撹乱値や誤差）

のデータに置き換える加工処理。 

※２ スワッピング：２つの調査票情報の間で一部のデータを入れ替える加工処

理。 

 

次に、提供する情報の形態は、提供情報を直接利用できる「直接利用型」、遠

隔地から提供者の指定する集計プログラムを送信して集計結果の提供を受ける

「リモートアクセスプログラム送付型」、及び委託した集計結果の提供を受ける

「オーダーメード型」の３種類に概ね分類することができた。また、それぞれ

の形態においても、利用者の研究室等で利用できるかどうか等により、分類す

ることができた。詳細は表２のとおりである。 

 

表２ 提供情報の形態・内容 

提供の形態 内容 

直接利用型 オフサイ

ト型 

情報そのものの提供を受け、利用者の研究室等

で利用できる。 

オンサイ

ト型 

利用場所を情報提供者が指定する場所に限定

した上で、情報そのものを利用できる。 

リモートアクセ

スプログラム送

付型 

参照可能

型 

ネット経由で集計元のデータを閲覧してプロ

グラムを作成・送信し、集計結果を受け取るこ

とができる。 

参照不可

能型 

ネット経由で参考情報を利用してプログラム

を作成・送信し、集計結果を受け取ることがで
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きる（集計元のデータは閲覧できない）。 

オーダーメード

型 

手作業集

計・提供型 

集計の委託を行い、集計結果を受け取ることが

できる。 

自動集

計・提供型 

ウェブサイト上で集計項目を指定することに

より、自動集計された結果をリアルタイムで受

け取ることができる。 

 

 

また、日本では実施されていない提供の形態として、表３のような形態で提

供している機関が見受けられた。 

 

表３ 日本では実施されていない提供形態 

提供機関 

（提供データ名） 

提供データの内容 提供目的等 

ドイツ連邦統計局 

（Campus Files） 

・大学における統計

教育用として作成

された匿名データ 

・無料 

・より秘匿性の低い匿名データ

を利用する前の訓練用という位

置付け 

・秘匿のための加工処理の程度

が高く、詳細な分析に向かない

と注釈あり 

ニュージーランド統

計局 

（SURFs: Synthetic 

Unit Record File） 

・公表済の集計結果

表から合成したデ

ータ 

・無料で Webサイト

からダウンロード

可能 

・統計教育用に作成されたデー

タを利用させるもの 

 

韓国統計庁  

（統計教育用マイク

ロデータ） 

・無料で Webサイト

からダウンロード

可能 

・特に大学生及び大学院生のた

めに作成されたデータを利用さ

せるもの 

 

 

② 利用目的等 

日本の二次的利用制度（オーダーメード集計・匿名データ）においては、公

益性を有する利用を行うことを条件としており、具体的には学術研究目的、高

等教育目的等としている。 

一方、諸外国政府統計部局における利用目的及び制限についてみると、匿名

データについては、いずれも日本と同様に研究目的等に制限しており、ビジネ

ス目的による利用を認めている例は見られない一方、情報漏えいリスクがほぼ

ないと考えられるパブリックユースファイルの提供については、特段の利用制

限を設けていなかった。 

 

なお、日本では、統計法第 33条第２項に基づき、高度な公益性を有する場合

資料編

138



に限り、必要最小限の調査票情報そのものを利用者に直接提供し、利用者の研

究室等でそれを利用することができるが、諸外国の政府統計部局においては、

調査票情報そのものの利用に対する条件は極めて厳しく、このような形で提供

している例は見られなかった。 

 

③ 費用負担 

各提供情報を利用するに当たり、利用者に費用負担を求めているかについて

は、表４のとおりである。 

 

表４ 費用負担 

提供の形態 内容 

直接利用型 オフサイト型 匿名データは負担あり（カナダ統計局の

み無料）。 

パブリックユースファイルは負担なし。 

オンサイト型 提供する情報にかかわらず負担あり。 

リモートアクセ

スプログラム送

付型 

参照可能型 提供する情報にかかわらず負担あり。 

参照不可能型 提供する情報にかかわらず負担あり（カ

ナダ統計局のみ無料）。 

オーダーメード

型 

手作業集計・提供

型 

負担あり 

自動集計・提供型 集計元データの種類により異なる。 

 

④ 大学での優遇措置 

各提供情報を利用するに当たり、利用者に費用負担を求めている提供形態の

うち、大学に所属している者に対して無料にするなど、優遇措置を設けている

提供形態が、カナダ統計局、ドイツ連邦統計局、オーストラリア統計局で見ら

れた。これらの機関では、個別大学と利用契約を締結した上で優遇措置を設け

ていた。 

 

⑤ 利用手続・手順 

 

【事前審査・署名等の対応】 

各提供情報を利用するに当たり、政府統計部局による研修受講経験の確認な

どの事前審査の有無及びデータの適正な管理を行う旨の誓約書への署名等を求

めているか否かについて確認した結果は、表５のとおり、事前審査がなく署名

も不要だったオフサイト型のパブリックユースファイルを除き、事前審査は行

われており、署名も必要とされていた。 
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表５ 事前審査・署名等の対応 

提供の形態 事前審査 署名 

直接利用型 オフサイト型 匿名データ：あり 

パブリックユース

ファイル：なし 

匿名データ：必要 

パブリックユースフ

ァイル：不要 

オンサイト型 あり 必要 

リモートアクセ

スプログラム送

信型 

参照可能型 あり 必要 

参照不可能型 あり 必要 

 

【事前研修】 

各提供情報の提供を受けるに当たり、事前研修を条件としている提供形態の

有無について確認したところ、表６のとおり、事前研修を求めている提供形態

が見られた。 

 

表６ 事前研修 

提供機関 提供形態 事前研修の内容等 

アメリカセンサ

ス局 

・調査票情報の直接利用型

（オンサイト型） 

特別宣誓資格（Special Sworn 

Status）を取得するための事前

研修を受講する。 

アメリカ国立保

健統計センター 

・調査票情報の直接利用型

（オンサイト利用型） 

・調査票情報のリモートア

クセスプログラム送付型

（参照不可能型） 

インターネット経由でオリエ

ンテーションを受講する。 

イギリス国家統

計局 

・調査票情報の直接利用型

（オンサイト利用型） 

トレーニングセッションを受

講する。 

オーストラリア

統計局 

・匿名データの直接利用型

（オンサイト利用型） 

・匿名データのリモートア

クセスプログラム送付型

（参照不可能型） 

・匿名データの直接利用型

（オフサイト利用型） 

利用許可後に利用者に送られ

るガイドラインを理解するこ

とが求められる。 

ニュージーラン

ド統計局 

・匿名データの直接利用型

（オンサイト利用型） 

・匿名データのリモートア

クセスプログラム送付型

（参照可能型） 

利用及び倫理に関する事前研

修を受講する。 

 

⑥ 利用成果の公表等 

日本の二次的利用においては、利用後に実施状況の報告及び研究等の成果の

公表を求めている。諸外国の制度における状況を調査した結果、これらの状況
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は提供形態により区々となっていた。 

 

⑦ 情報漏えい対策 

提供の形態ごとに情報漏えい対策を調査した結果、表７のとおり、利用施設・

利用機器の限定や、入隊室・持ち込み機器類の制限などの対策が講じられてい

ることが分かった。 

 

表７ 情報漏えい対策 

提供の形態 情報漏えい対策の内容 

直接利用型（オン

サイト型） 

・利用施設（監視員、監視カメラ） 

・利用機器（ネットから遮断された PCの利用） 

・入退室、持ち込み機器類の制限 

・職員による集計結果表の審査 

リモートアクセ

スプログラム送

付型 

・集計元データの印刷、ダウンロードの禁止（参照可能型） 

・集計元データの閲覧の禁止（参照不可能型） 

・職員又はシステムによる集計結果表の審査 

・安全な通信手段の利用 

オーダーメード

型 

・集計結果の審査、秘匿処理の実施 
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「統計データの二次的利用促進に関する研究会」第８回～第 12 回 

議事概要及び主な配布資料 

 

○主な配布資料 一覧 

【第８回】 

資料２ 改正統計法成立以降の制度設計と利用状況 

資料３ 二次的利用を取り巻く状況（二次的利用に対する要請等） 

資料４ 二次的利用の利用目的の制限等について（これまでの考え方） 

 

【第９回】 

資料１ 情報通信技術利活用のための規制・制度改革に関する専門調査

会 関係資料 

・IT戦略本部の体制について ほか  ※参考資料編については省略  

資料２ 諸外国における二次的利用の状況 関係資料 

・マイクロデータにおける種類／利用制限／料金／手法の概要につ

いて改正統計法成立以降の制度設計と利用状況 ほか 

 

【第 10 回】 

資料２ 諸外国における二次的利用の状況 

資料５ ニーズの把握の方法について 

資料７ 諸外国の実情把握 

 

【第 11 回】 

資料１ 用語の定義について 

資料２ 検討に当たっての考え方や守るべき原則 

資料３ 検討の視点として検討の当初に設定する内容 

資料４ 「統計の提供」に関する整理（案）～オーダーメード集計等～ 

参考１ 統計データの二次的利用促進に関する研究会の今後の検討及びそ

のスケジュールについて 

 

【第 12 回】 

資料１ 諸外国における二次的利用の現状について 

資料２ 二次的利用に関するヒアリング結果について 

資料３ 統計データの二次的利用促進に関する研究会 平成23年度報 

告書骨子（案） 

参考資料 教育用疑似ミクロデータの試行提供について 

 

（注）検討過程のものや大部なものについては本報告書への掲載を省略した。 

   掲載を省略したものを含む資料全体版については総務省ホームページを参照  

   （総務省ＨＰ  http://www.stat.go.jp/info/kenkyu/2jiriyou/index-2.htm）  

資料１６ 
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第８回統計データの二次的利用促進に関する研究会議事概要 

 

１ 日 時：平成 22年 12月 10日（金） 14:00～15:50 
 
２ 場 所：総務省第２庁舎 ６階特別会議室 
 
３ 出席者：廣松座長、縣委員、椿委員、安田委員（玄田委員は欠席） 

≪オブザーバー≫ 

内閣府（統計委員会担当室）、内閣府（経済社会総合研究所）、総務省統計局、財務省、

文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、独立行政法人統計セ

ンター、日本銀行（環境省は欠席） 

≪事務局≫ 

総務省政策統括官（統計基準担当）統計企画管理官室（池川政策統括官ほか７名） 
 
４ 議 題：(1) 研究会報告以降の経緯等について 

      (2) 研究会で検討すべき課題について 

      (3) 研究会の当面の検討について 

      (4) その他 
 
５ 議事の概要及び意見等 

研究会再開に当たり、池川総務省政策統括官から挨拶があり、続いて各委員の紹介が行われた。

また、事務局より資料１を用いて本研究会の再開の趣旨、開催要領の説明が行われた。 
 

○ 議題１ 研究会報告以降の経緯等について 

事務局より、資料２に基づき、改正統計法成立以降の制度設計と利用状況について、資料３

に基づき二次的利用を取り巻く状況について、資料４に基づき二次的利用の利用目的の制限等

について説明が行われた。 
 

（主な意見、質疑応答） 

・ 研究会名等「二次利用」から「二次的利用」に変更されているがその理由は何か。（廣松座長） 

→ 研究会発足時、目的外利用について「二次利用」という用語を用い細かい使い分けを行っ

てなかったが、公的統計基本計画閣議決定後、統計法第 33 条以降の目的外利用について「二

次的利用」として使い分けた。これに沿って変更した。（事務局） 

・ 経済産業省で匿名化技術の開発を行っているようであるが統計調査における匿名化技術とは

異なるものなか。（椿委員） 

→ マーケティング情報等、民間情報を含むものの匿名化であり統計調査の匿名化とは意味が

異なる。（事務局） 

・ オーダーメード集計は加工した結果のみを提供することから個人情報は漏れない、また、匿

名データも属性の組み合わせで個別化を図らない限り匿名データを公表しても個人情報が本人

の意志に反して利用されることはないという理解でよいか。（縣委員） 

→ オーダーメード集計でも集計の結果により「１」といったものが出てくると特定化できる

場合がある。このようなことが無いように運営しているが、調査対象者から見れば不安を感

じることもあると考える。また、オーダーメード集計等で得られる情報のほか、世の中には

様々な情報が氾濫しており、それらを掛け合わせると個人の情報にたどり着くということも

ある。その点も含めて考えていくべき。（事務局） 

・ 個人情報が秘匿されるかどうかという問題と同時に、利用目的として何が許され、また、許
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されないかの検討が重要。（椿委員） 
 
○ 議題２ 研究会で検討すべき課題について 

   事務局より、資料５に基づき、検討すべき論点について説明が行われた。資料にない検討す

べき課題があれば 12月 28日までに事務局に提出することとされた。 

 

（主な意見、質疑応答） 

・ 法律上はオーダーメード集計と匿名データの二種類しかないが、一般的に匿名データについ

ては、海外で行われているいわゆるパブリックユースに近いイメージを持たれており、自由に

使うことができると誤解されている方が多い。内容的に日本の匿名データは個票に近く、パブ

リックユースと異なる。パブリックユース的なものについて定義が必要。（安田委員） 

・ たとえば高等学校の教室で二次的利用ができるようなデータの提供ができないか。（廣松座長） 

・ 高等教育目的で匿名データの提供を受けても、利用条件が厳しいため、教育の現場では利用

困難な状況。教育目的の際の利用制限についても議論が必要。（安田委員） 

・ 前回までの検討事項と今回掲げられた検討事項と重複しているものがあれば整理してほしい。

前回の論点と、今回更に詳しくなった論点を教えて欲しい。また、海外の制度との比較につい

ても議論を進める上で必要。できるだけ新しい情報が必要。（縣委員） 

・ 第 33 条第 2項の名簿利用について、改正統計法で利用できなくなったことを受けて強い要望

がある。（廣松座長） 

・ データアーカイブについて、公的統計基本計画の段階では匿名データのデータアーカイブと

いうことであったが、一般では調査票情報も含むと解釈されることが多く、これまで検討され

ていない。ＩＴ戦略本部における検討は正にそういうことを目指していると思われる。それを

どうするか検討する必要がある。（廣松座長） 

・ 学校、電力会社等、公共機関等で情報公開され既に世の中に出ている情報であっても、統計

調査で得られた情報であって個別の情報は出せないという統計法の制限がある。この状況を統

計法ではどう考えるか大きな課題。大学については来年の 4 月からかなり細かい情報公開をす

ることになっている。（廣松座長） 

→ 学校教育法施行規則が改正され、大学は入学者数や在学者数など教育研究活動等の状況を

自ら公表することになった。現在、4 月の施行に向けて各大学が公表の準備をしている状況。

ただし、学校基本調査で調査している項目と、大学が公表しようとしている項目は異なるなど

いろいろな課題はある。（文部科学省） 

・ 調査票情報のオンサイト利用についても最初から議論できるという意識でよいか（安田委員）。 

 → そのとおり（事務局）。 

 

○ 議題３ 研究会の当面の検討について 

事務局から、資料６に基づき、当面の運営として、平成 23年３月までに検討の工程表を作成

し、工程表に沿って検討すること、概ね 2 か月に１回程度の割合で開催予定であることが説明

された。また、報告事項として本日ご欠席の玄田委員に対しては事前に事務局で資料を用いて

説明を行ったこと、当面の検討スケジュールについて了解を得ている旨報告が行われた。スケ

ジュールについて委員から意義もなく了解が得られた。 

   

○ 次回の研究会は２月上旬予定。 

（文責：総務省政策統括官（統計基準担当）付統計企画管理官付高度利用担当） 
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第９回統計データの二次的利用促進に関する研究会議事概要 

 

１ 日 時：平成 23年２月 17日（木） 10:00～11:45 
 
２ 場 所：総務省第２庁舎 統計センター第１会議室 
 
３ 出席者：廣松座長、縣委員、玄田委員、安田委員（椿委員は欠席） 

      池川政策統括官、千野管理官、浜東調査官 

≪オブザーバー≫ 

内閣府（統計委員会担当室）、内閣府（経済社会総合研究所）、総務省統計局、財務省、

文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、日本銀行（環境省、

独立行政法人統計センターは欠席） 

≪事務局≫ 

総務省政策統括官（統計基準担当）統計企画管理官室（上田管理官補佐ほか２名） 
 
４ 議 題：(1) 情報通信利活用のための規制・制度改革に関する専門調査会における議論につい

て 

      (2) 諸外国における二次的利用の状況について 

      (3) 研究会で検討すべき課題について 
 
５ 議事の概要及び意見等 
 

○ 議題１ 情報通信利活用のための規制・制度改革に関する専門調査会における議論について 

事務局より、資料１に基づき、昨年末実施された情報通信利活用のための規制・制度改革に

関する専門調査会における議論について説明が行われた。 
 

（主な意見、質疑応答） 

・ 統計調査の事後的に公開される程度と調査自体の正確さについて、公開されることが前提と

なると統計調査の精度が下がるとの因果関係は必ずあるのか。提供者にとって不利にならない

ことをどうやって制度の中で担保するのか。（縣委員） 

→ 国際的な統計の取扱いとして個別に不利益を被るような利用はしないことを前提にありの

まま答えるようになっている。この考えに基づいて統計は制度設計されているという点をご理

解いただきたい。また、個人の秘密の保護は守られ、不利益を被る事はないといったようなこ

とを理解していただかないといけない。そういった方策についてもご意見賜りたい（事務局）。 

 

・ 「公表」と「公開」の意味が統一されて使われており、議論を妨げているのではないか。誤

解のある発言もある。（玄田委員） 

→ 機会が与えられるようであれば、理解いただけるように説明していきたい。（事務局） 

 

・ 詳細の集計表が各府省で作られているが、これについて認識がないのではないか。上手に公

表できれば誤解も半分くらいは溶けるのではないか。（安田委員） 

・ 我々が議論している二次的利用と民間開放とが混乱している意見も散見される。整理が必要。

事務局で情報収集して研究会に情報提供してほしい。また、委員からも意見を出してもらいた

い。（廣松座長） 
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○ 議題２ 諸外国における二次的利用の状況について 

  （資料として少し古く必ずしも正確ではないかもしれないとの前提の上）事務局より、資料２

に基づき諸外国の二次的利用の状況について説明が行われた。 

 

（主な意見、質疑応答） 

・ 提供内容だけで議論するのでは、議論を錯綜させる恐れがある。極めて取得が難しいと思う

が、方策の拡大のためには要員体制と予算措置の情報が必要であるのでこれらの諸外国の情報

可能な限り収集してほしい。（玄田委員） 

・ 基本計画部会第１ワーキンググループで各国の情報を集めた資料があると思うので次回にで

も提出してほしい。（廣松座長） 

・ 誰が使っているかがわかっているというライセンス制について、どれくらいの意味があるの

か、また、利用結果を公表させることにより利用側の態度の制約がかかるが、これもどれくら

い現実味あるかということを検討する必要があるのではないか。（縣委員） 

・ 研究者は匿名データというとパブリックユースファイルを連想される方が多いが、日本で提

供している匿名データは、このパブリックユースファイルとは違うのでそのことを明確にすべ

き。資料も誤解を生む表現があるので改めた方が良い。どういった名前にするかも大きな問題

であるので、言葉の使い方も含めてご意見を伺いながら研究会で検討していきたい。（廣松座長） 

・ 日本で提供している匿名データはドイツで言うサイエンティフィックデータに近い。それぞ

れの国によって制度が設置された背景が少し違うので、一概にそのまま比較するのは難しいの

ではないか。一橋における実験、制度デザインはどちらかというとアメリカのパブリックユー

スとオンサイトの例を念頭にしており、サイエンティフィックファイルを念頭にしていなかっ

た。そのため、言葉も含めて中途半端な形で仕上がっており気になっているところ。（安田委員） 

 → 用語等については今後気をつける。（事務局） 

 

・ すべての国で大学との協力関係が大きな要因になっている。日本でもサテライトという形で

大学の協力を得ているが、今後この二次的利用をより一層推進させるためには、大学との密接

な関係が大変重要な要素になるのではないか。（廣松座長） 

・ アジア各国の状況はどうなっているのか。アジアで制度を導入する時は多くの場合日本がモ

デルのひとつになる事が多い。アジアと日本の連携をどうするかというのがひとつの課題にな

っている。（玄田委員） 

・ 韓国で制度設計に携わった者がちょうど一橋大に来ているので情報提供を受けることができ

る。（安田委員） 

・ その方からヒアリングするような事も事務局で検討してほしい。（廣松座長） 

 

○ 議題３ 研究会で検討すべき課題について 

 

（ライセンス制／倫理教育） 

・ 二次的利用を通じて統計が身近になっていく事と、同時にやはりある程度専門性をもって接

するという体制を整理すること、これを同時に進めていくことが大きな課題と感じている。ま

た､統計倫理等を含め、教育という事を手続きの中で大きな課題として明示的に考えていく時代

ではないだろうかと考える。手続きが煩雑すぎるとかという苦情が非常に目に付くが、簡素化
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するためにもしかるべき教育が施されているというような事がない限り、簡素化はあり得ない

のではないか。簡素化という議論だけが一人歩きするのは大変危険だと思う。 

外国の事例にあったようにライセンス制度を調べ、そのまま当てはめるのではなく、日本の

やり方に合致させ、統計倫理教育を含めた利用者ということを、より客観的に専門性を保障し

ていかないと、国民の不安解消ということにもならないし、非調査者の信頼を確保する事を考

えなくてはならない。（玄田委員） 

・ 教育目的で匿名データを利用された方に提供側として倫理教育もやって欲しいとお願いして

いる。（安田委員） 

・ 学習指導要領が変わることを踏まえて統計学会のあるグループの方が中心になって統計教育

の在り方に関して色々議論をされている。統計倫理に関しても議論されているようであるので

そちらの方も見ながら、利用者側のそのような動きと提供する側の動きとが上手く合致するこ

とができれば大変よい方向に向かうのではないか。（廣松座長） 

 

（パブリックユースファイル／プログラム送付型リモートアクセス） 

・ 個人的感想として、パブリックユースファイルが提供できるようになると専門調査会が言っ

ていることの一部は実現できるのではないかと思う。しかしながら、そのために新たなリソー

スが必要になるということになり、今すぐそれが実現できるということにはならないと思う。

また、プログラム送付型のリモートアクセスに関して、二次的利用を開始する前の段階で議論

したことがある。（廣松座長） 

・ 送られてきたプログラムが動くとは限らず、申請者にプログラムを書き直してもらうのでは

なく、提供側で書き直したということもあり、それを考えると難しい。ルクセンブルグインカ

ムスタディは、プログラムを送る前に２週間なら２週間の講習会に出て、使い方をマスターし

た上で修了書のようなものをもらわないと使わせてもらえないという制度であり、そういう制

度を作れば可能かもしれない。また、利用者を密に支援するオーダーメード集計とオンサイト

集計の中間みたいなことを現行制度でやろうとすると難しい。講習会をして認定方式みたいに

するか、指導を密にしてサポートするか、どっちかではないかと考えている。（安田委員） 

 

（大学・学会との協力） 

・ 講習会をやるとなると大学なり学会なり協力が必要。いくつかの学会が二次的利用に興味を

持っていて、意見書も出ているはずなので、そういうところに協力依頼するというのは可能で

はないか。（廣松座長） 

 

 ○ 事務局から資料について、今日の意見の外に追加意見があれば様式自由で３月２日までに事

務局にメールにて連絡していただきたい旨要請が行われた。 

   

○ 次回の研究会は３月下旬予定。 

（文責：統計企画管理官付高度利用担当） 
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第 10 回統計データの二次的利用促進に関する研究会議事概要 

 

１ 日 時：平成 23年４月 26日（火） 14:30～16:25 
 
２ 場 所：総務省第２庁舎 ６階特別会議室 
 
３ 出席者：廣松座長、縣委員、玄田委員、椿委員、安田委員 

      池川政策統括官、千野管理官、浜東調査官 

≪オブザーバー≫ 

内閣府（統計委員会担当室）、内閣府（経済社会総合研究所）、総務省統計局、財務省、

文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、日本銀行、独立行政

法人統計センター（環境省は欠席） 

≪事務局≫ 

総務省政策統括官（統計基準担当）統計企画管理官室（上田管理官補佐ほか２名） 
 
４ 議 題：(1) 用語の定義について 

      (2) 諸外国における二次的利用の状況について 

      (3) 今後の検討及びスケジュール等について 

(4) 諸外国の実情把握について 

(5) その他 
 
５ 議事の概要及び意見等 
 

○ 議題１ 用語の定義について 

事務局から、今後の議論の混乱を避けるために事前に概念整理を行いたいとして、「パブリッ

ク・ユース・ファイル」「リモート集計、プログラム送付型集計」「オンサイト利用」について、

用語の定義の試案を示し、意見交換を行った。また、追加意見があれば様式自由で５月 20日（金）

までに事務局にメールにて連絡していただきたい旨要請が行われた。 
 

（主な意見、質疑応答） 

・ 「パブリック・ユース・ファイル」の説明で、「ノイズの注入」という書きぶりに抵抗がある。

一般的な用語ではないかもしれないが「パータベーション（perturbation）」としてはいかがか

（廣松座長、安田委員） 

→ 検討したい。（事務局）。 

 

○ 議題２ 諸外国における二次的利用の状況について 

   前回に引き続き、オーストラリア及びニュージーランドにおける二次的利用制度に関する状

況について事務局から説明が行われた。 

 

（主な意見、質疑応答） 

・ 二次的利用のサービスを使った者がデータをどのように利用したかについて、各国が、後か

ら必要に応じて追跡できる権利を確保しているか否か関心がある。公益目的の場合以外につい

ては、特に元々の目的に沿った形で分析結果がねじ曲げられるリスクが考えられることから、

その場合、公的統計の信用を損なうことになりかねない。（椿委員） 

 → この点について、今後実施する調査の調査事項とし把握することとしたい。（事務局） 
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・ 過去のいつのデータを利用できるかということで、ニーズは大きく変わってくる。震災関連

の提言が出されているが、10 年以上前の古いデータが利用されたりしている。どれくらいの期

間をおけばトラブルもなく、匿名性が担保されるのかということはひとつの論点となると思わ

れるので、今後の調査の観点として対応してほしい。（玄田委員） 

 → できる限り対応したい。（事務局） 

 

○ 議題３ 今後の検討及びスケジュール等について 

  事務局から資料３を用いて今後の検討に当たっての基本的な進め方、検討スケジュールにつ

いて説明・提案を行い、委員の了承が得られた。また、検討の視点として検討の当初に設定す

る内容（案）（資料４－１、２）、ニーズの把握の方法（資料５）、研究会での二次的利用の検討

に当たっての考えるべき原則（案）（資料６）について、追加意見があれば様式自由で５月 20

日（金）までに事務局にメールにて連絡していただきたい旨要請が行われた。 

 

（主な意見・質疑応答） 

【検討の視点として検討の当初に設定する内容（案）；資料４－１、２】 

・ パブリック・ユース・ファイルの導入、リモート集計等の検討に当たって、事前にどのよう

なリスクが発生するかそれぞれ特定しておけば、制度の検討に当たって議論しやすくなる。（椿

委員） 

 

【ニーズの把握の方法について；資料５】 

・ ニーズの把握について、資料５に書かれた内容以外にも情報は有しているので情報提供した

い。（安田委員） 

 

【研究会での二次的利用の検討に当たっての考えるべき原則（案）；資料６】 

・ 守るべき原則として上げられた「それ以外の使用」とは具体的にどういうことを想定してい

るのか。「統計の作成」や「統計的研究」以外の使用は認めないといった拒否条項でうまく排除

できるのか。何でも同じことになるリスクがあり、排除できない可能性がある。（縣委員） 

・ 「統計の作成」「統計的研究」の枠組みについてその範囲の確定は非常に困難。ビジネススク

ール的にいうと企業の生産性をモデリングし、生産関数を表すまでは「統計的研究」となるが、

生産関数に合わない個別のデータに着目することが重要。匿名データの場合は問題にならない

と思うが、その境界を検討する必要がある。（椿委員） 

・ 「それ以外の使用」については、個別標本の識別を行わないということが一番重要であると

思う。これを真綿にくるむのではなく、しっかりと言語化することは必要。（玄田委員） 

・ 統計法の縛りの範疇での話。それも含めて白紙で考えるのかどうか。いわゆる調査票で調査

する場合、統計の作成目的以外には利用しませんと必ず書かれている。その範疇の統計目的と

いうのが何を指すのか、そこに行き着くと思う。（安田委員） 

→ 「統計の作成」「統計的研究」については安田委員の指摘のとおり条文の言葉であるが、ど

ういうことが統計的研究に当たるかどうかというのは本検討とは別。統計法のベースとなる

基本的考え方である「統計の作成」あるいは「統計的研究」以外には使わないといった現行

の立場を維持したいということである。（政策統括官） 
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【その他】 

・ 国民・企業の信頼を損なわないための一番よい方法論は秘匿であるが、秘匿以外でも、たと

えば、宣誓、倫理条項、組織が保有するシステムとかプロセスなど第三者が評価し保障すると

いった手段とか、提供機関による監査とか、信頼を損なわない別の道筋があるのではないか。（椿

委員） 

・ 外国からの政策移転を想定し、諸外国の制度を調べていくと思うが、判明したらその内容を

できる限りわかりやすくオプションとして提示し、それぞれのオプションがどのように関連し

あっているのかも含めてまとめていただきたい。（縣委員） 

 

○ 議題４ 諸外国の実情把握 

  事務局から、公的統計基本計画に基づいた対応として、資料７を用いて、本年度、「統計デー

タ・アーカイブの整備に関する調査」を実施し、その一環として諸外国における二次的利用制

度の最新の状況について調査する予定であること、また、調査における観点・把握事項につい

ての説明が行われ、不足している観点等がないか確認が行われた。また、追加意見があれば様

式自由で５月 13日（金）までに事務局にメールにて連絡していただきたい旨要請が行われた。 

 

（主な意見・質疑応答） 

・ データ・アーカイブの調査候補として、アメリカのセンサス局及び労働統計局を追加してほ

しい。（安田委員） 

 

○ 議題５ その他 

  事務局から、二次的利用制度を巡る政府における最新動向として、「国民の声」規制・制度改

革集中受付に提出された提案等への対処方針（平成 23年４月８日閣議決定）（参考１）、情報通

信技術利活用のための規制・制度改革に関する専門調査会報告書（参考２）の説明が行われた。 

   

○ 次回の研究会は６月中下旬予定。 

（文責：統計企画管理官付高度利用担当） 
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第 11 回統計データの二次的利用促進に関する研究会議事概要 

 

１ 日 時：平成 23年６月 27日（月） 14:00～16:07 
 
２ 場 所：総務省第２庁舎 ６階特別会議室 
 
３ 出席者：廣松座長、玄田委員、椿委員、安田委員（縣委員は欠席） 

      池川政策統括官、千野管理官、浜東調査官 

≪オブザーバー≫ 

内閣府（統計委員会担当室）、内閣府（経済社会総合研究所）、総務省統計局、財務省、

文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省、日本銀行、

独立行政法人統計センター 

≪事務局≫ 

総務省政策統括官（統計基準担当）統計企画管理官室（上田管理官補佐ほか３名） 
 
４ 議 題：(1) 用語の定義について 

      (2) 検討に当たっての考え方や守るべき原則 

      (3) オーダーメード集計等に関する整理 
 
５ 議事の概要及び意見等 
 

○ 議題１ 用語の定義について 

事務局から、前回の研究会における指摘を踏まえ、「パブリック・ユース・ファイル」の説明

について、「データのスワッピング、パータベーション（ゆらぎの注入）など強度の秘匿処理が

行われたもの」と説明文を修正した旨報告が行われ、了解を得た。 

 

○ 議題２ 検討に当たっての考え方や守るべき原則 

   事務局から、前回の研究会における指摘を踏まえた修正案の説明が行われ、資料２を一部修

正の上※、了解が得られた。 

 

※「個別の標本の識別を行うことなく～」→「個別の調査対象の識別を行うことなく～」 

 

○ 議題３ オーダーメード集計等に関する整理 

  事務局から、資料３を用いて研究会における検討に当たっての前提条件について説明が行わ

れ、引き続き資料４を用いて、オーダーメード集計について意見交換・質疑応答が行われた。 

 

① 我が国のオーダーメード集計（従来のオーダーメード集計） 

現在、行政機関等において提供されているオーダーメード集計の実態について、分析結果の

説明が行われ、その後、意見交換が行われた。 

 

（主な意見、質疑応答） 

【秘匿の程度について】 

  ・ 一次秘匿を行っているということだが、これまでトラブルは発生していないか。（玄田委員） 

  → 秘匿しすぎているとのクレームはあったことがあるが、秘匿事態に問題があって秘匿が
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破られたというようなトラブルは聞いていない。（事務局） 

  ・ オーダーメード集計結果の提供について、現行の公開前提の提供と異なり、学者の方から

公表を条件としない形で提供してもらえないのかという要望が出てくるのではないか。また、

現在の秘匿の方法についても、一次秘匿ではなくて本来は二次秘匿まで必要ではないか。（安

田委員） 

 

【秘匿の基準について】 

  ・ 秘匿の原則を府省横断で確立せざるを得ないのではないか。利用要件を緩和するのであれ

ば元々の表章を見直すことが必要ではないか。各府省の基準はどうなっているのか。（椿委員） 

  ・ 元の統計審議会のときであったと思うが、公表に当たって遵守すべき決まりという位置付

けで定められものがあったような記憶がある。一応の目安はあり、必ずしも各府省で統一さ

れている訳ではなく、運用上も統一されているわけではないと思う。この点については事務

局で調べて報告してほしい。（廣松座長） 

・ 共通的な基準ということであるが、統計調査によって正確が異なるものであり、これを作

ることは不可能ではないか。基準というよりガイドラインという感じではないか。（玄田委員） 

・ 基準を作るというスタンスではなく、今までは集計表という形での公表であるが、オーダ

ーメード集計とか匿名データの提供とか別の提供形態を始めており、より一層利用促進して

いこうとしたときにどう考えるかいう風にとらえていただきたい。（廣松座長） 

→ 意見を踏まえ、各府省と相談の上、一次報告書をまとめる段階で検討したい。（事務局） 

 

② プログラム送付型集計の具体例 

プログラム送付型集計の例として、ルクセンブルグ・インカム・スタディ（LIS）及びオー

ストラリア政府における取組を説明し、意見交換を行った。 

 

（主な意見、質疑応答） 

【集計結果の確認、リスクについて】 

・ プログラムが間違っていた場合は、却下されるような仕組みになっているのか。（廣松座長） 

→ 回らなかったという結果のみを返していると聞いている。（事務局） 

・ LIS もオーストラリアの制度も受け付けた集計依頼を自動的に返すような単純なものでない

のではないか。一種、労働集約的で、かつ専門的知識を持った人が間に介在しないと機能し

ないしくみではないか。今後海外の事例を調べるとすれば、どのような作業が間に介在する

のか細かく調べるべき。（玄田委員） 

・ 我が国においてプログラム送付型集計サービスを立ち上げる場合、どこにリスクがあるか、

開示リスクがあるかよく理解している者、例えばソフトウエア会社の協力がないと難しいの

ではないかと思う。ただし、仮にそのような者の補助があったとしても、最終的な目視無し

では無理だと思う。（椿委員） 

 

【サービスの内容について】 

・ SAS とか SPSS というソフトウエアには回帰分析、多変量分析の機能がある。この処理も受

け付けているのか。また、SASは IMLといったプログラミング言語が内蔵されており、かなり

フレキシブルにプログラムを書けるようになっている。LISとかどういうふうなしくみになっ
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ているか知りたい。（椿委員） 

→ LISでは単純な集計表だけでなく回帰分析も受け付けており、そういう利用の方が多いと

認識している。IML を使うかは不明。（総務省高田調査官） 

→ 可能な範囲で調べたい。（事務局） 

 

【利用者に求める研修等】 

・ LISでは、当初、ルクセンブルグに出向いて講習を受けることを提供の条件としていた。も

し、日本でプログラム送付型集計を導入するのであれば、初めの４～５年は何らかの形で講

習会を頻繁に行わなければ、この仕組みはきちんと定着しないと思う。（安田委員） 

 

【調査票情報の保護について】 

・ 我が国においては、調査票情報をネットワーク上でアクセスされるような可能性がある場

所に置くということは考えにくい。万一それをやる場合には定評のある暗号化技術を導入し

ないと難しいのではないか。（椿委員） 

  

 【その他】 

・ プログラム送付型集計をオーダーメード集計に含めるのかどうか。どちらかというとオン

サイト利用に近い方に位置するのではないか。ちょうどオーダーメード集計と 33条の申請の

間に入るような学者向けのシステムができれば利用者にとってはよいと思う。（安田委員） 

 

③ 表頭・表側指定型集計の具体例 

表頭・表側指定型集計の事例として、オーストラリア政府及びニュージーランド政府の取組

について、具体的なイメージとして日本政府の e-Stat 及びニュージーランド政府の Table 

Builderのデモンストレーションを交え説明を行い、その後、意見交換を行った。 

 

（主な意見、質疑応答） 

【e-Statについて】 

・ e-Stat は非常に便利なものだと思うが使われていない。明日まで原稿を書けと言われたと

きに e-Stat は非常に便利。（玄田委員） 

・ e-Stat の機能について学者に伝わっていない。詳細集計の結果がオンラインで見られると

いうことを何らかのかたちで機会があるごとにアナウンスしていただきたい。（安田委員） 

・ e-Stat の利用者、利用範囲をもっと広げるというのは、当然取り組むべき課題である。（廣

松座長） 

 

 【レディメード集計】 

・ レディメード集計の拡充を図るというのが、現段階では非常に重要。e-Stat は作成される

表が制限されていると思うが、利用者からコメントを求める体制を作っていくことはあって

よいのではないか。オーダーメード集計とレディメード集計はまったく別の概念であるとい

うことをしっかり認識の上、レディメード集計を整備拡充していくというのが現段階では筋

ではないか。（玄田委員） 
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 【その他】 

・ アメリカのセンサス局データセンターが新しく立ち上がっており、中途半端な形であるが

集計表しか出さないということで秘匿加工したデータをオンラインで供しているものがある。

センサス局の配下であるので調べてみて欲しい。（安田委員） 

・ オーダーメード集計の特別集計結果を公表するようなシステムができあがれば、データの

種類が増えるのではないかと思う。学者は論文を出した後しか提供しないと思うが、これを

政府が受け入れて公開できるようなシステムを作ってもらえればよい。一元的に管理するこ

とが利用者にとっては一番ベター。（安田委員） 

 

④ その他に考えられる統計の提供の事例 

公表された統計調査結果に付加価値を付した統計提供の事例として、日本政府の e-Stat（統

計 GIS システム）及びイギリスの Data.gov.UKをベースにしたアプリケーションのデモンスト

レーションを交え説明を行い、その後、意見交換を行った。 

 

（主な意見、質疑応答） 

【一般向けサービスについて】 

・ 二次的利用について、統計の専門家に対するサービス部分の向上に目を奪われがちではあ

るが、どちらかと言うと一般ユーザに向けてのサービスを向上するのが本来大事。ただ、統

計センターを含めて公的機関で全部担っていくのは現実的に極めて厳しいのではないか。（玄

田委員） 

・ 一般ユーザ向けにわかりやすい情報を提供していくことについて、何を提供するかという

ことは大きな議論が必要。独身の分布とか、イギリスの例のように犯罪の多発件数だとか、

より生活に密着した情報のニーズはあると思う。だた、日本がイギリスと同じようにできる

のかというと疑問。いくつかの段階を踏んで、そういう情報を公開すべきかどうか議論しな

くてはいけない。（玄田委員） 

・ イギリスの Data.gov.UK の犯罪統計の例を見た上での感想だが、これを日本で政府が公表

するとなると、とたんに何か言われると思う。議論が必要。（廣松座長） 

 

【専門家向け付加価値サービスについて】 

・ 付加価値ということに関して言えば、マージできることが重要。複数のデータを相互に活

用することによって明らかになる新たな事実というのが、もっとも付加価値が高い。（玄田委

員） 

 

【官学の役割について】 

・ 学と官との連携で新しいタイプの空間的なビジュアライゼーションを含めたような特別集

計に当たるような統計を系統的に開発することができるかもしれない。学にとって競争的な

資金というのはいくつかあるわけで、それなりに研究テーマとして魅力的なものを形成でき

ればよい。学と官がうまく連携できるしくみがあれば非常にありがたい。（椿委員） 

・ 私どもの研究所においても、時空間のビジュアライゼーションという一般研究者に公開で

きるようなシステムを作る方針としている。それを使って初めてやったのが地震の震源。何

が公表できるのかという制度的な検討は必要であるが、民にとってもすごくニーズがあるだ
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ろうと思う。（椿委員） 

 

【民との連携について】 

・ Data.gov.UK については民間アプリケーションを使っているとのことだが、データそのもの

はどうなっているのか。 

→ データは政府が提供している。資金回収の方法は詳細不明であるが、この政府が提供し

たデータに民間がアプリケーションを付けるというスキームが構築されている。（事務局） 

・ これを日本でやろうとするとインターフェイスを公開することになると思う。インターフ

ェイスを民間に開放すれば、いろんなアイデアを入れてアプリケーションができる。統計を

取るほうからするとこういうこともできるというアピールにもなる。今でも公開されている

データで十分いろんなことができるはず。（安田委員） 

 

 【その他】 

・ 民間では、自分のところが持っている位置情報を統計化して、それを試験的に提供し始め

ているところもある。営利的な利用も含めた段階において、まさに付加価値を付けたデータ

提供の在り方というのは、大変大きな問題になるだろう。統計地図というか地図情報という

のは大変貴重な、あるいは関心のあるものではないかと思う。（廣松座長） 

 

⑤ 利用制限について 

現在、オーダーメード集計に利用制限を課している事に関して、その理由としている「行政

資源の消費増大の抑制」及び「調査対象者に与える不安への対応」の観点から、「表頭・表側

指定型集計」を仮に実施する場合、「プログラム送付型集計」を仮に実施する場合及び「付加

価値を付した統計の提供」を仮に実施する場合にどのように分析されるか、どのような対策が

考えられるか整理を行い、その上で利用目的の拡大について意見交換を行った。 

   

（主な意見、質疑応答） 

【研修制・ライセンス制等の導入について】 

・ 利用制限を設けないとか、ニーズに対応するという要請を確保するということと、透明性

を確保した上で資格制度を導入するということは決して矛盾しないと考える。研修制度を利

用可能にして、しかるべき知識や経験や統計倫理を持った人に対してライセンスを提供する

ことで、統計の利用に関する秩序が守られているということも調査協力者に対する信頼確保

ということになると思う。ライセンス制度とか研修制度を考えるということも、組織に対し

て付与することも、同時に、個人に対して適切な権限を付与する、透明性を確保した上で権

限を付与するということも矛盾しないのではないか。（玄田委員） 

・ 学会レベルではあるが、社会調査士とか、また、統計調査士という検定制度が始まるよう

になっている。統計の倫理だとか、ミクロデータの使い方に関する必要最低限の内容を入れ

ることにより、その資格を持っている人に対しては、例えばプログラム送付型集計を認める

とか、そういう連携の仕方もあり得ると思う。（廣松座長） 

 

【利用目的拡大への課題について】 

・ 公的な情報を何に利用していいのかということに関しては、それなりに規範が必要。倫理
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と力量というのは非常に大きな話で、やはり不正なことを排除するということ、統計に関し

て一般的に認められる倫理、研究者にとっては研究倫理を持って不正を押さえることは可能

かと思う。（椿委員） 

・ 一方、民間において、ライバル競合他社に情報的な面で優位に立とうとする活動をどのよ

うに考えるか。海外のようにどこの企業にも統計家がいて、それなりの力量を発揮している

世界であれば自由競争に任せて、互いにベストを尽くして競争して戦えばよいということに

なると思うが、当面、我が国においては、そのような力量を持った企業とか自治体とかは、

むしろ限定的。日本における統計リテラシーと倫理を急速に発展させ、統計を適正に利用で

きるような人たちを増やすということに尽きる。それに至るまでのプロセスを少し慎重に考

える必要がある。（椿委員） 

・ 理想として将来的には利用制限を設けないサービスの提供というのが基本になるべきだと

思うが、現時点でいきなりそちらの方に軸足を移すことは問題がありそう。（廣松座長） 

・ オーダーメード集計に限定してということで、調査票情報を国のものだとするのか、個人

のものとするのか、それを勝手に営利、非営利含めて自由に使わせて良いのかどうか、どこ

かでコンセンサスが必要。それをどこで担保するのかということが最大の問題ではないか。

技術的な話でいけば、制限なしとなってもそれほど問題が出るとは思えない。（安田委員） 

 

○ 次回の研究会は８月下旬～９月上旬予定。 

（文責：統計企画管理官付高度利用担当） 
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第 12 回統計データの二次的利用促進に関する研究会議事概要 

 

１ 日 時：平成 24年３月 27日（火） 13:00～15:00 
 
２ 場 所：総務省第２庁舎 ３階第一会議室 
 
３ 出席者：廣松座長、玄田委員、椿委員（14:00 まで）、安田委員（縣委員は欠席） 

      伊藤政策統括官、千野管理官、浜東調査官 

≪オブザーバー≫ 

内閣府（統計委員会担当室）、内閣府（経済社会総合研究所）、総務省統計局、財務省、

文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、日本銀行、独立行政

法人統計センター 

≪事務局≫ 

総務省政策統括官（統計基準担当）統計企画管理官室（佐藤管理官補佐ほか１名） 
 
４ 議 題：(1) 諸外国における二次的利用の現状について 

      (2) 二次的利用に関するヒアリング結果について 

      (3) 統計データの二次的利用促進に関する研究会 平成 23年度報告書骨子（案）につ

いて 
 
５ 議事の概要及び意見等 
 

○ 議題１ 諸外国における二次的利用の現状について 

事務局から、資料１「諸外国における二次的利用の現状について」の説明が行われた。 

（主な意見、質疑応答） 

・ 日本の状況も資料に入れれば理解が深まる。また、リスクを評価しているが、現実にリスク

にさらされたことはあるのか、何かトラブル等があってこのような対応となっているのか、

追加情報があればほしい。（玄田委員） 

・ 個人データが漏えいしないようにするのが国連の官庁統計の基本原則であり、事件が発生し

たから対策を講じるのではなく、最初から万全の措置をとるのが妥当。統計に限らずプライ

バシー保護というのが世界の流れであり、それに技術進歩で対応していると理解してもらう

方がよい。（政策統括官） 

・ この種の二次利用のデータ提供は、ネット経由で出す際には物理的な保護、暗号化をしてい

かないと、どこからデータを取られるかわからない。ネットを通じて出している機関は、そ

のような対策を講じていると思う。日本でも将来ネットを経由してデータを出す場合は、匿

名化の程度の高いデータを出すことも重要だと思うが、匿名化の程度の低いデータを出す場

合は暗号化も大事。（椿委員） 

・ 情報漏えい等の事例は、公式に聞いても出てこないのではないか。イギリスなど、最近は個

別データの扱いが厳しくなってきている。問題は、処理するに当たってオリジナルのデータ

が手元に残るようなケース。オリジナルのデータをオンラインで提供するような国の例は、

一般にはないと承知している。（安田委員） 

・ フランスのＩＮＳＥＥでは、資料にある直接利用型の直接提供型に当てはまるものを実施し

ているようであり、また、オンサイト型の提供も考えているようだった。（廣松座長） 

・ 各国の統計部局でも二次利用の要請に応えようとしているようだが、コストベネフィットを
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考えなければいけない。例えば、暗号化はいかにやっても破られる可能性がある。利用して

いただくに当たり、個別データを出さないというのが絶対条件であるから、例え暗号化が破

られても個別データは漏えいしないことが重要。また、オンサイト利用については日本で行

っているところでも 1千万円の費用がかかっているのが現実であり、それが世の中から見れ

ば非常識ではないかということになりかねないので、その辺もよく検討すべき。（政策統括

官） 

 
 

○ 議題２ 二次的利用に関するヒアリング結果について 

   事務局から、資料２「二次的利用に関するヒアリング結果について」の説明が行われた。 

（主な意見、質疑応答） 

・ この発表内容は一般論的に整理されている。例えば、具体的にどの統計調査について地域区

分が足りないと言っているのか分からない。このようなことが十分に説明できる資料になっ

ていないこともあり、ケースによって成り立つ意見と成り立たない意見があるということで

補完しつつ議論する必要がある。（政策統括官） 

・ 民間の６社に共通しているような意見は一定の傾向と言えるのではないか。例えば「統計デ

ータとして利用できるのは２年くらい前のものであり、古いデータは利用価値がない」とあ

る。就調の最新データが 10年前の平成 14年のデータが最新という状況は、これが限界なの

かという思いはある。また、オーダーメード集計結果の提供に時間がかかるとあるが、その

理由をもう少し丁寧に説明してもよいのではないかと思う。（玄田委員） 

・ 最新データについて、学者の方と民間企業では立場が異なり、分けて考えないといけないが、

統計センターはまだしも、他の府省では、仮に匿名データを作るための技術論は知っていて

も、それを作るための設備を持っていないという状況。現在は秘匿技術を一つ一つ開発して

もらっている段階であり、これからその秘匿処理方法等が確立されてくれば、作業は早くな

る。予算が限られる中、どの統計を早くやるか、優先順位を高くするか議論する必要がある。

（政策統括官） 

 

○ 議題３ 統計データの二次的利用促進に関する研究会 平成 23年度報告書骨子（案）につい      

      て 

   事務局から、資料３「統計データの二次的利用促進に関する研究会 平成 23年度報告書骨子

（案）について」の説明が行われた。 

（主な意見、質疑応答） 

・ 全般としてはこれでいいが、「二次利用の対象となる統計調査の拡大」については、ニーズ

がある統計調査に拡大していくことが中長期的な課題だが、そのニーズ把握について、学会

を利用することや、パブコメすることも考える余地はあるのではないか。また、提供する統

計調査について、供給サイドとしては拡大しているという意識なのかもしれないが、利用者

側としては順調に拡大されているか意見は分かれると思う。この研究会には各府省が集まっ

ているので、予算の問題や個人情報の取り扱いなどデータそのものの課題について、供給サ

イドの問題も明らかにしなければ、報告書としてはやや不十分なのかと思う。（玄田委員） 

・ 今回の報告書は、民間企業に配慮したニュアンスが強いが、研究会が始まった時には、もう

少しデータの作り方も含めて検討し、用語の定義から含めて法制度に関わることも長期的に
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考えるということだったと思う。また、提供の形態について日本では２段階しかないのを３

段階にするとか、そういったことももう少し考えてもらいたい。また、研究目的で定義して

そこでしか使わせないというのであれば、データの提供の仕方を考えてという意味での法制

度の仕組みを今後更に検討の対象にしてほしい。それと、擬似ミクロデータについては、現

状では学者なりが勝手に作ったデータであり、政府が定義すべきものかどうかというような

気がする。それよりは海外で行っている２％サンプルというものに特化した方がよいのでは

ないか。（安田委員） 

・ 統計調査はトータルで三百以上あり、それらについてまとめて抽象的意見を戦わせるのは無

意味ではないか。それぞれの統計調査でこういう性質のこういう統計であれば要望に応えら

れるとか、こういうものは無理とか、もう少し解説を加えるべきである。また、学会のニー

ズについては、そのための調査をやる予算も人もないので現実的ではないのではないか。む

しろ、どれだけのニーズがあるかは、各府省の二次利用の提供窓口で把握すべきものと思わ

れる。また、利用可能なデータ、拡充できるデータについて計画を作らせるといったことも

やっていかないといけない。擬似データについては、ある意味国勢調査の調査区の平均を出

しているようなものなので、これを統計データというのか。もし統計法上の手続なしにやっ

ているとしたら、統計法違反となるので、この辺りの整理は必要になる。（政策統括官）（注）：

所要の手続は行われている。 

・ 擬似ミクロデータは教育用データから始まっており、これがあたかも統計調査の代替品で、

それでなんでも集計ができるというイメージを与えるのはよろしくない。（安田委員） 

・ この擬似ミクロデータについては、まだセンターで試行の段階だと思っている。あくまで教

育用データであり、これを使って研究するのは意味がないと思う。この位置づけをどうする

のかは、報告書でも触れておくべきである。（廣松座長） 

・ 擬似ミクロデータは統計センターが出しているものだが、成果の根拠となるレベルまで達し

ているのかは疑問である。この部分は考えた上でまた御相談したい。（政策統括官） 

・ 報告書の「８ 二次的利用の推進に向けて」は、並べ方を変えた方がいい。（現状の）④③

①②、または④①③②の順ではないか。（玄田委員） 

・ 今日議論いただいた結果は事務局と相談し、これを骨子案に盛り込んだ上で、更に全体の肉

付けをやっていくという作業を事務局と相談しながら進めていきたい。（廣松座長） 

 

○ 次回の研究会は来年度前半の予定。 

（文責：統計企画管理官付高度利用担当） 
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ニーズの把握の方法について 

 
 
１．各府省のニーズ把握の取組のレビュー（経済産業省報告書等） 

  二次的利用の創設や推進に向け、各府省がこれまで行ってきた調査研究結

果等をレビューすることにより、効率的にニーズを整理する。 

 
 
２．民間シンクタンク等のヒアリング結果の報告 

（１）ヒアリングの視点 

＜オーダーメード集計＞ 
小地域統計等の整備が行われているなど、既存統計の整備に関する情報を

提供した上で、その他にどのようなニーズを確認する。 

 
＜匿名データの作成・提供＞ 
地域情報の削除等、匿名性確保のために匿名データには限界があるとした

上で、ビジネスでの利用におけるニーズを確認する。 

 
（２）ヒアリングの方法 

事務局から現状や限界を説明した上で、どのような利用価値があるかにつ

いてヒアリングを行い、研究会に報告する。 

 
 
３．各府省等に寄せられたニーズ・照会等 

  各府省や統計センター等に寄せられた実際の相談のうち、ニーズを理解す

る上で必要と思われる照会を整理し、研究会に報告する。 

 
 
４．研究会での整理 

  上記１~３の整理を基に、想定されるニーズについて整理を行う。 

資料５ 
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用語の定義について（試案） 

 

統計データの二次的利用促進に関する研究会においては、今後の議論の混乱

を避けるために概念整理を行う必要があることから、審議の前提として以下の

用語の定義を行うこととしたい。 

 

【パブリック・ユース・ファイル】 

 以下の条件をすべて満たす匿名データをいう。 

① データのスワッピング、パータベーション（ノイズゆらぎの注入）など強

度の秘匿処理が行われたもの 

② 利用制限が無く不特定多数の者が利用することができるもの 

③ 金銭の授受は問わない 

④ 提供手段は問わない 

 

【リモート集計、プログラム送付型集計】 

利用者は調査票情報及び軽度の秘匿処理を行った匿名データの個々の情

報を認識することはできないが、これを用いて次の手段により集計結果を入

手することが可能な集計サービスをいう。 

・ 利用者が遠隔地からパソコン等を用いてネットワークを通じて汎用的な

システムにアクセスし、調査項目を選択することなどにより集計結果を得

る（リモート集計） 

・ 利用者が作成した統計集計プログラムを、ネットワーク等を通じて受け

付け、当該統計集計プログラムを用いた集計結果を得る（プログラム送付

型集計） 

なお、双方との金銭の授受は問わない。 

 

【オンサイト利用】 

以下の条件をすべて満たす調査票情報及び軽度の秘匿処理を行った匿名デ

ータの利用サービスをいう。 

① 調査票情報及び軽度の秘匿処理を行った匿名データを管理する者が指定

した施設（外部とのコミュニケーションが遮断されるなど情報漏えい対策

が講じられた施設）に限り、調査票情報及び軽度の秘匿処理を行った匿名

データを利用すること 

② 調査票情報及び軽度の秘匿処理を行った匿名データの持ち出しは認めら

れず、集計結果等持ち出すものについて管理者の審査を受ける 

③ 金銭の授受は問わない 

資料１ 
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研究会での二次的利用の検討に当たっての考え方や守るべき原則（案） 

 
 
 

 

１．二次的利用は、ニーズに過不足なく対応することが望ましい。 

 

 

 

２．二次的利用における有用性の向上と秘密の保護は、二律背反である。 

このバランスを確保するにあたり、 

１）国民・企業の信頼を損なわないようにするため、データを秘匿する措置、

漏洩等を抑止するシステムやプロセスの安全性のの程度保障などを確保す

る。 

２）有用性の向上と秘匿の程度のバランスの判断にあたっては、諸外国の 

状況や経験を参考とする。 

 

 

 

３．二次的利用は、統計の作成や統計的研究を行うことを想定し、個別の標本

調査対象の識別を行うこと、個別のデータに着目した利用など統計目的それ

以外の使用は想定しない。 
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統計データの二次的利用促進に関する研究会の 

今後の検討及びそのスケジュールについて 

 
平成 23 年 4 月 26 日 

統計データの二次的利用促進に関する研究会 

 
１．研究会の検討の基本的な進め方 

諸外国の取組事例などを参考としつつ、検討のアプローチとして、例えば、

次のような具体的な場合を前提として設定し検討を進める。 

 
① 我が国の匿名データは、研究目的等に限られているが、諸外国の中には、

強度の匿名化処理を行った上で利用に制限を設けない「パブリックユース

ファイル」を提供する国が見受けられ、例えば、研究目的用の匿名データ

に加えて、このような強度の匿名処理を行った「パブリックユースファイ

ル」を導入するとした場合 

 
② 我が国のオーダーメード集計は、利用者が集計仕様を示した後に集計作業

を行う仕組みになっているが、例えば、諸外国の中にみられるプログラム

送付型のリモートアクセスなど他の形態による集計を導入することとし

た場合 

 
③ 加工しない調査票情報の利用に関し、諸外国の中には、使用場所の制限（い

わゆる「オンサイト利用」）、宣誓・非常勤職員化など、我が国よりも厳し

い管理や制限が措置されていることから、二次的利用の範囲を拡大する一

方で、我が国においても、オンサイト利用など、リスクをさらに低減させ

る措置等を導入することとした場合 

 
また一定の前提を置いて検討を進める上で、以下の（１）から（３）の事項

について事実関係の把握や考え方の整理を行う。 

 
（１）政府統計データの利活用に関するニーズの整理（平成 23年 7月まで） 

二次的利用と既存の公表統計の両方を含めた政府統計データに対するニ

ーズの整理（公表統計を二次的利用が補完する関係があるため、政府統計全

体から整理） 

 

（２）二次的利用の検討に当たっての原則等の整理（平成 23年 7月まで） 

二次的利用を検討するに当たっての前提とする考え方、守るべき原則の整

理 

 

参考１ 
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（３）諸外国の実情把握（平成 24年 3月まで） 

諸外国の取組の現在の実情は、どのようになっているのか。（各国の取組

について調査研究を実施） 

 
検討は、上記１－①～③のような内容を前提とした場合について、ニーズ、

前提とする考え方、守るべき原則など上記（１）、（２）の整理内容を突き合わ

せ、整合性等を確認した後、１－①～③について別紙に掲載する論点を検討す

る。 
なお、二次的利用（オーダーメード集計及び匿名データの作成・提供）に関

係する事項については、①平成 23 年度末までに一定の方向性及び現行法の下で

の対応可能な施策の取りまとめを行い、②平成 24 年度末までにあるべき姿・ビ

ジョンも含めた最終取りまとめを行うこととする。 

 
 
２．今後の検討スケジュールについて 

 検討スケジュールについては、概ね以下に示す内容を目途として進める。 

 
 
＜前提の設定＞ 
・諸外国の取組事例などを参考としつつ、検討のアプローチとして、上記１

－①～③のような具体的な場合を設定（平成 23 年５月まで） 
         ↓ 

 ＜検討＞ 
・論点における方向性等の検討（平成 23 年５月から平成 24 年３月） 

（平成 23 年 7 月からニーズ、前提とする考え方、守るべき原則などと突き合わ

せて確認） 

         ↓ 
・現行法の下で対応可能な施策の結論【１次報告書】（平成 24 年３月） 
         ↓ 
・論点における更なる詳細検討（平成 24 年４月~平成 25 年３月） 

         ↓ 
・二次的利用に関する検討の結論【２次報告書】（平成 25 年３月） 

 
         ↓ 

   アーカイブ等の残された課題の検討 
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統計の二次的利用促進に関する研究会  

平成 23 年度報告書骨子（案） 

 

１ はじめに  

 

  平成 19年 5月に全面改正された統計法（新統計法）においては、統計データの一層の

利活用を目的として、旧統計法に規定されていた調査票情報の目的外利用に加え、匿名デ

ータの作成・提供やオーダーメード集計を可能とする「二次的利用制度」が設けられた。 

  この制度が施行されてから約３年が経過した現在、各方面から様々な意見・要望がある。

本研究会では、これらの意見・要望を踏まえ、制度運用に関する諸課題を検討してきたが、

今般、本年度の検討結果について「平成 23年度報告書」としてまとめることとする。 

 

２ 二次的利用制度の導入までの経緯  

 

  旧統計法では、総務大臣が指定する統計調査の調査票について、統計上の目的以外に利

用すること（目的外利用）を原則として禁止してきた。しかし、統計法が改正され、二次

的利用制度が開始されるに当たり、総務省において「統計法制度に関する研究会」や「統

計データの二次利用促進に関する研究会」を設け、改正後の統計法の運用方法や技術的な

課題等について検討を行った。 

 

３ 二次的利用の現状  

 

  平成 22年度における二次的利用の実績は、 

（１）匿名データの提供（法第 36条）   ：38件 

（２）オーダーメード集計（法第 34条）  ：12件 

（３）調査票情報の利用（法第 33条第２号）：133件 

となっている。 

 

４ 二次的利用の推進に向けた要請  

 

  二次的利用制度については、以下の各方面から意見・要望等がある。 

（１）内閣府統計委員会 

 ・「統計法施行状況に関する審議結果報告書」（平成 23年９月 22日 内閣府統計委員会） 

（２）内閣官房高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部 

 ・「情報通信技術利活用のための規制・制度改革に係る対処方針」（平成 23年８月３日 高 

度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部決定）等 

資料３ 
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（３）内閣府行政刷新会議事務局 

 ・「「国民の声」規制・制度改革集中受付に提出された提案等への対処方針」（平成 23年４ 

月 8日 閣議決定） 

 

５ 二次的利用の推進に向けた検討  

 

  上記の各意見・要望等に対し、総務省政策統括官（統計基準担当）では、平成 22年 12

月から本研究会を開催し、検討を重ねてきた。検討に当たっては、考え方や守るべき原則、

論点を整理し、諸外国における類似制度の状況や、民間における二次的利用に対するニー

ズを把握した上で、検討を行うこととした。 

 

６ 諸外国における二次的利用制度  

 

  諸外国における二次的利用制度は、民間の調査機関に委託して行うこととし、具体的に

は平成 23年８月～11月の間、アメリカセンサス局等、10の機関を対象としてアンケート

調査等を実施した。 

   

７ 二次的利用に対する民間ニーズの把握  

 

  統計データの二次的利用制度に対する民間利用者のニーズを把握するため、平成 23年

７月、シンクタンク等、７の民間企業や各府省のサービス窓口等から情報収集を行った。 

 

８ 二次的利用の推進に向けて  

 

（１）民間ニーズに対応した統計情報の提供  

 

 ① ｅ－Ｓｔａｔの充実の推進 

二次的利用に関して民間企業等にヒアリングしたところ、公表された集計データや 

その充実、使いやすい形での提供など、公表データの加工・提供の改善により対応でき

るニーズも多いことが分かった。 

このため、ＧＩＳ機能や検索機能の強化など、公表データの提供を行っている政府統

計の総合窓口（ｅ－Ｓｔａｔ）の充実を推進することが求められる。 

 

② 疑似ミクロデータ（※）等によるパブリックユースファイルの検討 

二次的利用の利用目的の範囲等についてヒアリングしたところ、地域情報の提供等に

は民間でのニーズがある一方、提供に当たっては国民の不安に十分配慮し、理解に努め

ることが必要であるとの意見もあった。 

このため、個人情報漏えいのリスクがなく地域情報の欠損が少ない疑似ミクロデータ
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等によるパブリックユースファイルの提供に関して検討を行う必要がある。 

※ 疑似ミクロデータ：調査票の集計結果を詳細化し、個々のデータの分布や平均が調査票情報の分布

や平均と同様なものとなるように作成されたデータ。個々のデータは実際に存在する個人のデータ

ではないため、これらの情報から個人等が特定されるおそれはないものとされている。これを匿名

データの一形態とみなすか否かによって、その取り扱いが異なることとなる。 

 

③ オンサイト利用（※）に関する仕組みの整備  

  調査票情報のオンサイト利用に関しては、そのニーズについて疑問を呈する意見がある

一方、利用場所の制限があっても、情報の欠損が少ない方が望ましいという意見があった。

また、諸外国では、調査票情報を提供するに当たっては、オンサイト利用施設に限定して

行うことが一般的であった。 

  このため、日本でも、オンサイト利用に関するガイドラインの整備など、オンサイト利

用を可能とする環境の整備を図ることとする。 

※ オンサイト利用：統計データの提供を求める者が、行政機関又は届出独立行政法人等から統計デー

タの提供を受けるに当たり、当該行政機関又は届出独立行政法人等が指定するセキュリティが確保

された場所を利用することをいう。 

 

④ 二次的利用の対象となる統計調査の拡大 

民間企業等にヒアリングしたところ、二次的利用制度で利用できる統計調査を拡大して

ほしいとの意見があった。 

現在、二次的利用制度を通じて利用できる統計調査は、関係府省で随時追加していると

ころだが、現時点ではオーダーメード集計は 23種類、匿名データは６種類となっている。 

今後、関係府省は、オーダーメード集計、匿名データの提供ニーズがある統計調査につ

いて、提供を拡大していくことが求められる。 

 

（２）二次的利用についての周知の推進 

 

オーダーメード集計や匿名データの作成・提供などの二次的利用は、広く一般に公開さ

れる研究レポートの作成など、学術研究目的であれば民間企業でも利用可能である。しか

し、そのことについて承知していない企業、さらには二次利用制度そのものの存在を知ら

ない企業が複数見られた。 

このため、今後、民間企業でも条件を満たせば統計データの二次的利用が可能であるこ

とについて、さらに広報を推進することとする。 

 

９ おわりに  

 

  二次的利用制度は、平成 21 年度に始まったばかりであり、現在は利用件数が年々増加

するなど、制度の定着が進みつつある段階である。このような中で、平成 24 年度は上記
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のような取組を推進することとする。 

  二次的利用の拡大に当たっては、国民の不安に対して配慮することが必要であり、徐々

に環境を整備し、周知していくなどの取組を進めていくことが求められる。このため、当

面は平成 24 年度の取組の成果を検証しつつ、どのような統計に対してどのような利用が

求められているかなど具体的なニーズの把握、地域情報の付加の方法など、今後も更なる

検討を進めていくこととしたい。 
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量的属性　１８４属性
年間収入，収入総額，実収入，実収入以外の収入，
繰入金，支出総額，実支出，消費支出，食料，住居，
光熱・水道，家具・家事用品，被服及び履物，交通・
通信，保健医療，教育，教養娯楽，その他の消費支
出，非消費支出，実支出以外の支出，繰越金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他１６３属性

平成１６年
CSV:約92MB

zip（圧縮）:約28MB

質的属性　１４属性
世帯区分，世帯人員区分，就業人員区
分，住居の構造，住居の建て方，住居の
所有関係，入居時期・入居年，性別，年齢
５歳階級，就業・非就業の別，企業区分，
企業規模，産業符号，職業符号

集計用乗率

提供の範囲
二人以上の
勤労者世帯

レコード数

32,027レコード

提供項目

年次 サイズ

教育用擬似ミクロデータを試行提供します

統計センターでは、公的統計のミクロデータの利用を推進するため、教育用擬似ミクロデータ

の試行提供を行っています。

試行提供を行っている教育用擬似ミクロデータ

●全国消費実態調査

教育用擬似ミクロデータとは

①大学等での統計演習

②二次利用を検討する際の研究内容のテストデータ

に利用可能な擬似的なミクロデータです。

教育用擬似ミクロデータは、本来のミクロデータ（調査票情報）から集計した集計表を基に作成した擬

似的なデータです。集計表から作成することで調査票情報との関係を断ち切っていますが、基となった

ものに近い集計表が復元できるため、本来のミクロデータの特性を引き継いでいるものといえます。

調査票

情報
集計表

教育用擬似

ミクロデータ

個々の調査票情報との

対応関係がなくなる
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教育用擬似ミクロデータの利用方法

教育用擬似ミクロデータの利用に関するお問い合わせ

独立行政法人 統計センター 情報技術部研究主幹室

TEL：03-5273-1368
MAIL: gijimicro@nstac.go.jp

１．利用の要件

利用モニターとしてアンケートをお願いします。

２．利用者の範囲

利用を希望する大学の研究者・教育者等の関係者

３．留意事項

教育用擬似ミクロデータは利用申出の際に記載した利用目的以外で使用しないでください。

教育用擬似ミクロデータは統計演習の教育用等に利用されるもので、分析結果に妥当性

はありません。分析結果を公表する場合は、必ず「公的統計のミクロデータ利用」サービス

を活用し、検証してください。

利用者

申出書を作成し、メールで統計センターに申出します。

統計センター

教育用擬似ミクロデータをメールで提供します。

教育用擬似ミクロデータの試行提供

試行提供及び利用方法についての詳細は、

統計センターホームページ

http://www.nstac.go.jp/services/index_edu.html
からご確認下さい。
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